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おたく」 を 知らず して 堆 代は 語れを！ 

幼女 殺人事件で 突然 大衆 メディアに 浮上した 「おたく 族」 なる 言葉。 大斬聞 や 週刊誌に よると、 「おた 

く 族」 とは 「アニメ や マン ザの ファンで 、ファッション や 恋愛に 興味の ない 暗い 青少年」 という ことじ 
なる。 これを 翻訳す ると、 「わけの わからない ことを やって いる、 薄 気味の 悪い、 社会的 意味の ない 奴ら」 
という ことになる。 あなた もき つと、 そう 思つ ている はず だ。 

だが、 それは 間違 「ている。 撒 底 的に、 間違って いる。 まず、 

「おたく」 とは 「おたくを ではない！ 

「おたく」 の 現場に 近い 人なら ばけっ して 「おたく 族」 なんて 言葉は 使わない。 「おたく 族」 というのは 
「太陽 族」 と 同じく くだらない 風俗 用語に すぎない。 

この 本で やろうと している のは、 「おたく 族」 という 若者 風俗の ルポなん かじゃない！ 

本来、 「おたく」 という 語は、 「おたく」 によって 作られ、 「おたく」 のなか だけで 定着した ものである。 
それまでの マニアと か コレクタ I という 言葉では 表現し きれない 何 かを 自分の なかに 抱えて いた 彼らは、 
それの 呼び名を 求めて いたの だ。 だから、 

「おたく」 とは、 マニアと か コレクタ ー のこと ではない！ 

現実の なかで 生活す るには 働かなければ ならない。 仕事を する には、 価値観の 違う 他者と も 関 儒し な 
ければ ならない。 世間の 他者と 搔 する ためには きちんとした 服装を しなければ 相手に されない。 まして 
や 結婚す るた めには、 完全に 違う 人類で ある 異性と もうまく コミュニケ I シ ョンし なければ ならない。 
このよう にして 生きて いる 個人の 趣睐 はた だの 趣味で しかない。 マニアで あっても、 別の 価値観を 持つ 
他者と 関係 性を もてる 人は 「おたく」 とは 呼ばれたり はしない。 


「おたく」 は八〇年代：^前じはいなかつた！ 

•アル ♦ヮ— ルド 


世間の 価値観を 措て、 独自の 世界 じ 忠実に 生きる には、 かつては 大変な 孤独と 生活の 困難を 背負う 決 
意が 必要だった。 しかし、 八 〇 年代の 高度 消費 社を では、 必要： 3 上の 豊か さが 生きる ための 労力を 軽く 
生活を 重視す る 必然性が なくなった。 伽 値 観は 多様化し、 肥大した。 そうして、 同じ 価値観を 寺つ 
人 どうしの 「場」 がで きていった。 そのな かでは 他者と 関係す る 苦労を する 必要は ない。 だから、 

「おたく」 は 孤独では ない！ 

「場」 と 言った ところで、 実際にを 合を 開いて 人に 会ったり する 必要 もない。 テレビ や 電話、 パソコン 
通信と いった メディアが 自然環境と 化した 今では、 たとえ 失語症で あっても 常に 「世界」 との 連帯を 感 
じて いられる の だ。 そして、 

「おたく」 は 成熟し ない！ 

誰もが みな 青春の 一時期 じ 「世界」 と 自分の 違和感に® む。 それを 乗り越える ことを 成熟と 呼ぶ。 だ 
が、 自分と 同じ 幻想を 共有す る 「場」 が あれば、 その 「蠕」 こそが 本当の* 界 であり 現実な の だと 思い 
こめば、 成熟す る 必要が なくなる。 この 本では、 ロリコンと 呼ばれる 「おたく」 特有の 嗜好が 実は 「男 
になりたくない」 願 壁の 現われだった ことを つきとめた。 架空の 美少女と いう 共同 幻想の 「場」 を 得る 
ことで、 少年たち は 生身の 女性と 無理に つき 合、 っ 必要が なくなった。 そして、 成熟を 不要 じする この 「場」 の 
磁力 こそ、 「おたく」 の 正体な の だ！ 

「おたく」 とは、 「場」 じ とらえられた 状態を 示す 言葉だった の だ！ 


システム 


こうして 構造は 「おたく」 を 培養した 。現代 思想家た ちは なぜか 誰も 「おたく」 に 気づいて ないよう 
だが、 「おたく」 こそは ポスト 生産 社を を 読む 鍵に 違いない。 この 本は そういう 視点の もとに、 「おたく」 
の 記号 生成と 消暫の 現場に 直 梭斬リ 込んだ 日本で 初めての 試みで ある。 必 臓の 弱い 方は 御 遠慮く ださい。 


さあ、 いく ぞ！ 
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おたく 少年は 学校では どぅして いる のか 
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現な 中学 教師が 巧 育の 現場で 見た おたく 
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百 円 玉 ひどつ で 誰 じで も 扉を 開く テレビ ゲ—ム の 世界。 

どが、 そのれ 太な 全貌を 目 じする ことができ るのは 限られた 実を のみ 
プログラマ— のちを かき、 コンビ ユ—夕 の スキを 突く！ 
1ゲ|マ|たちの飽くなき閱いの記録！ 
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「ゲ ー セン か あ、 俺 も 昔は インべ I ダ I で 
五で 点 出した こと も あったな あ」 

そんな 気 かで サ ラリー マンが、 飲んだ 勢 
いで 繁華街の ゲーム センター をの ぞいた と 
しよう。 

七、 八 年ぶりに 見る テレビ ■ゲ ー ムは驚 
くべき 進化を とげて いた。 小学生の 息子が 
自宅で やって いる ファミコン とも 格段の 差 
だ。 グラフィックの 色は、 フル カラー。 背 
景やメ 々ニックは 油絵の ように 緻密で、 そ ■ 
して 美しい。 テレビ •アニメよりも はるか 
に リアルな 世界 だ。 それに、 入口 近く じ ド 
ンと 置かれた 巨大な ゲーム 機 (管 体) は、 

数年 前まで 航空会社の 訓練 学校に しかな か 
った 3D  (二 茨 元) コン ピュ I 夕 •ダ ラフ 
ィツ クスに よる シ ミュレ I 夕— •マシン だ。 

少年たち が 自由自在に 操る ゲ I ム 画面を 
横から 見て いると、 サ ラリ— マン 氏 も、 ま 
るで、 ハリウッド 製の SFX 映画の なかに 
入り込んで しま 「たような 錯觉に とらわれ 
る。 そして 「これは ス ゴイ」 と、 百 円 玉を 
取り 化して 手近の ゲ—ム の 前に 座る。 反射 n 


神経には 自信が ある。 

ところが だ。 トリ ツキ I に 動き回る 敵が 
圧倒的な 数で 押し寄せ、 画面 上には 敵弾が 
散乱す る。 その 数は 昔 やった ィンべー ダ ー 
の 数十 倍！ サラり ー マン 氏の 戦闕 槪のス 
トツ クは三 機と も アツと いう 間にを 滅 する。 

茫然自失の サ ラリー マン 氏を 少年が 無言 
で 押し退ける。 少年は 敵と 敵彈の 複雑な 動 
きを あらかじめを 部 知ってい るかの ようじ 
優雅に 自 機を コント ロー ルし、 無駄 弾も繫 
たず、 次々 に 難関を クリアし ていく。 それ 
も お 表情で。 

サ ラリー マン 氏は 気づいた。 ゲ— ムの壮 
大な 世界には、 選 ぱれた 人間 だけし か 体験 
できない 領域が あると いう ことに。 

しだいに 化の 少年たち がその 周り じ 集ま 
って 来る。 彼ら も 無言で ゲ I ムを 見つめる。 

が 

が ダ— ムじ 目が くらんで 

か 

一九 セ 九 年に タイト] から 発表され た 
『ス ぺース インべ ー ダー』 は 社を 問題に な 


る ほど 大 ヒットした。 シンプル さ ゆえに、 ち 
ょっ と 遊ぶ だけで 誰もが 二、 一一 一面 旨までは 
クリアで きる。 そのと つつき やす さが、 主婦 
から 小学生までを ゲ ー ム センタ t に 集めた。 
そして、 こんな ゲ ー ムフ ァンの なかから、 特 
殊な テクニック をを 案す る 者が 出現して き 
た。 敵と 隣摇 すると 敵弾が すり 抜ける バグ 
を 利用しての 「ナ ゴヤ 擊 ち」 は テレビで も 
紹 がされた。 また、 画面 上方に 時が 出現す る 
UFO を 驚 破 するとき、 二十 一二 発 目の ビ I 
ムで擊 つと ボ I ナス 得点が 高くなる ことを 
発見した。 ゲ— マー は、 その ゲ ー ムを 素直に 
遊ぶ だけでは 飽き 足らず、 プログラマー の 
裏を かく、 といぅ 別の 遊び 方を 見つけ 出し 
たので ある。 ゲ I ム. マニアの 誕生 だ。 

平 お彰央 (現在 二十 S 歳) も 友達に 誘わ 
れて プレィして ィンべ I ダ ー の 魅力に 取リ 
つかれ、 ブラウン管 上に 繰り広げられる 宇 
宙 戦争の 新鮮な 感覚に のめり込んで いった。 

「死ぬ ほど 好きだつ たわけ じ やない けど、 
ずいぶん やつた よ。 半日 かけて 十 巧 点を 出 
した こと も あつた 「け- 


『ス 。へ— ス インべ ー ダ I』 での 十で 点と い 
え ば、 当時の ゲーム ファンから すれば 夢の 
ょうな 数字で あリ 、平ち はヒ ー ロ^ ^ 扱い さ 
れ た。 だが、 彼は 『ス ぺース インべー グ ー』 

の 衰退と ともに ゲ I ムから 離れて いった。 

「中学の 後半と 高校 時代は プラモ 作り や 読 
書 ばっかり してた。 ゲーム センター へはと 
きどき 巧 「てた けど、 そんなに 熱中した こ 
とはな かった な 表」 

やがて 大学 受験に 失敗した 彼は、 高 田 馬 
場に ある 予備校に 通うょう にな 「た。 そこ 
で 彼の 人生を 変える 一軒の ゲ—ム センター 
と 出会う ので ある。 キヤ バレー と ピン クサ 
ロンと ファッション ヘルスが 立ち並ぶ 「さ 
かえ 通り」 という 路地に ある 「ゲ ームブ 
テイ ック」 という 店 だ。 

ゲ ー ムメ I カ ー •ナムコの 直営 店で ある 
この 店は、 当時 都内で も 屈指の ゲ ー ムマニ 
アが 集まる 店と して 知られて いた。 店内に 
は 各 ゲ—ム の 最高 得点を 記した ハイス コア 
ボ I ドが 貼り 出され、 マニアた ちは そこに 
自分の 名前が 載る ことを 目指して プレイを 
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离旧 馬場 ゲ—ム ブティック 


していた。 その 異様な 熱気に 魅 かれた 平 石 
が 常連になる のに 時間は かからなかった。 
のめ 9 込んで いなかった とはいえ、 ゲーム 
の 腕 じは 自信が あった し、 何ょりも その ハ 


レイして 家に 帰る という 生活が 続いた。 
「ブティックで 知り あ 「た 仲間と ゲ ー ムの 
話を している の も 楽し か 「たけ ど、 仲間う 
ちで 自分より うまい やつが いるの が廚 だつ 


常人のは るか 上を 斤く スコアを 出して 他の 
常連 ゲ I マ I たちと 争つ でいた。 『As 〇』 
といぅ ゲ I ム では ボタンを 叩く 右腕の がか 
ら 先を 極攀 させ、 腕の 輪郭が ぼやける ほど 
の 速さで 弾を 撃ち、 敵を 一瞬に して 金滅さ 
せる 荒な を 編み出した。 『マイコンべ I 

シック マヴ ジン』 なる ゲ ー ム 誌の ハイス コ 
アコー ナ I でを 国の トップ スコアに 輝いた 
こと も あつた。 

「ブティックの 近くの 安い 定食 塵 や 立ち 食 
いそ ばな どで 食費を 切りつ め、 浮いた お金 
を ゲーム に まわして たからね え。 ち やん と 
予備校には 巧つ てて わりと まともな 成 鶴を 
取って たから 親 も 文句 言わなかった し」 


ダ— ムの 世界 じ ドロップァゥト 


そんな 生活が ほぼ 毎日 続いた。 予備校で 
の 勉強と ブティックでの ゲ ー マ ー と 二つの 


イス コア ボ I ドに 名前を 載せて みたかった  た。 特に 自分が これ だと 思 「て やり こんだ  生活を 使い分け、 バランスを ちゃんと 取つ 


の だ。 午前中は 予備校に 斤き、 午後は 授業  ゲ—ム に関して はね」 


たお かげで、 一 一浪す る ことなく 武蔵 H 業大 


を サボって ゲ I ム センタ I で 二〜 S 時間 プ 


そんな 気持ちで ゲーム じ 臨んで いたから  学に 合格した。 しかし、 こんどは 予備校が 
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代の ようにう まく バランスを 取る ことは で 
きなかった。 建築 科に 入学した の だが、 あ 
まりに も 巧 業が 忙しく  (？) ゲ I ム セン 
タ ー へは 二日に 一回 程度し か 斤け なくなっ 
て しまったの だ。 しかも 実践的な 授業を 期 
待して いた ものの 理論 ばかりで、 自分の 望 
む クリエ イテ ィブな 要素は なく、 しだいに 
大学から 遠ざかる ようになっ ていった。 そ 
して 一年 後、 大学を 中退した。 

「自分の 考えて いた 授業と 違いす ぎていた 
からね。 だからで きなかった し、 やる 気 もな 
かった。 親は うるさかった g 自分の 逍は 
違う ところに あるっ て 押し通しち やった」 

中退す ると 同時に 巢鴨 にある ゲーム セン 
タ ー で 店員の アルバイトを 始めた。 「キャ 
ロット 巣 鴨 店」 という 店で、 「ゲ ームブ 
ティ ック」 と 同じく ナムコの 直営 店で 系る。 
予備校を 離れてから ブティックへは 斤 かな 
くな リ 、巣 鴨の ほうへ 行く ことが 多くな つ 
ていた からだ。 

大学 時代の アルバイトは ファミコン 誌の 
ゲーム 解析 (ゲ ームを 解き、 攻略 法を 探す) 


などだった が、 専属に なって 拘束され るの 
を 嫌 「たため、 不定期 じし か 穂ぐ ことが で 
きな かった。 しかし ゲ—ム センタ I の 店 貴 
となれば 話は 別 だ。 を定 した 収入が あるぅ 
えに、 仕事場には ゲーム しかない 。タグで 
プレイす る ことは しなかった が、 早番のと 
きは 化 事が 終わって そのまま プレイ、 遲を 
のとき は 仕事の 始まる ちょっ と 前に 巧 「て 
プレイしたり、 他の ゲーム センター へ 巧っ 
たりと、 まさに ゲーム 潰け だった。 おかげ 
で ゲ—ム の 腕は 向上し、 レー シング •シ 
ミュレ I タ ー ものの 『コンチネンタル サ ー 
カス』 や 『パワ I ド リフト j などで 全 園 トッ 
プの 座を 射止めた。 

今は ゲーム 関係を 社の 社員に なった が、 
自由になる 時間が わりに 多く、 アルバイト 
の 頃と 変わらぬ 情熱で プレイし 続けて いる。 
酒は ほとんど 飲まない。 タバコ も顺 わず、 
恋人を つくる 睛間 など まつたくない。 日夜 
仲間を 上 まわる スコア、 全国 トップの スコ 
アを 出す ために ひたすら プレイし 続けて い 
るの だ。 


「ゲ ー ム凹 外の 趣味は とりたててな いな あ。 M 
ちよつ と廊雀 やる ぐら いかな。 でも ゲ . — ム 
やって る ほうがい いね。 新しい ゲーム が 出 
るで しよ、 その 中身が 見た くな るんだ よね。 

それが いい ゲーム で、 奥が 深ければ 裸い 
ほど 知りた くなる。 聞 発 者が 出して きた 挑 
戦を 受けて 立つ といった 気持ち かな あ。 負 
ける と 悔しい から。 あとを 国 トップの スコ 
アを 出す というの も 大きな 目標た よ。 やっ 
ぱリ 気持ちい いよ、 を 国 トップは」 

そんな 簡単に 全国 トップが 取れる もの だ 
ろうか。 私は その コツが あるの かどう か、 

スト レー トに 聞いて みた。 

「もちろん いろんな お 件が あるよ。 まず 第 
一に 自分 じ 究められる ゲ] ム であるか どう 
かが 絶対 条件 だね。 そして 全 ステ ー ジのク 
リアを 目指す。 クリアし なくち や ハィス コ 
ア 争いなん てで き やしないから」 

平 石は 「アウトラン」 という 入れ こんだ 
ゲーム では 一日 一で 円を つぎこんだ こと も 
あったが、 最終的には 全国 トップを 取った。 

「巧 来の ことは あんまり 考えた ことがない 


な あ。 ゲ ー ムを 作って みたい とか、 営業の 


FO を幣 つと 高 得点 じなる という 規則 性に  構築した の だ。 そして、 その物 語の なかの 


ほうの 仕事 もやつ てみたい 気は する けど 今  気づく 者が 化て くる ことを まったく 予 巧し 


はやつ てみたい とは 思わない しわ。 もつ 


ていなかった というが、 『ゼビ ウス』 は そ 


もっと 熱中して ゲ ー ムが やりたい し、 や 9  れを 意識のに 仕掛けた。 何もない 地表の あ 


ーェ ピソ I ドが、 『ゼビ ウス』 という ゲ I 
ム である。 

そうした 背景 世界の 憐築 度の 高さが、 純 


たいこと さえで きれば それでい いから わ」 


ち こちに 秘密の キャラクタ— を 隙した ので  粋な シュ— テ イング •ゲ —ム としての 完成 


I 十 化 半ば じなる とゲ ー マ— としての 能  ある。 もちろん そんな ことは 少しも 宣伝せ  度を 高く していた。 司 じ 『ゼビ ウス』 でも 


力は 落ちて くると いう。 反射神経 や 集中力  ずに 


その 表層 だけで 遊ぶ 普通の 客と、 その 背景 


が 追いつか なくなって くるの だ。 平 石 も あ 


偶が、 隙れ キヤ ラを 発見した ゲ— マ— は  や 隠れ キャラな どの 「裳 世界」 を 知る マ 


と 何年 かすれば 自分の 肉 ホ 的 限界から ゲ—  狂喜した。 それが ロコミで (ゲ— ム尊門 誌  ア とでは 別の ゲ—ム をして いる ことになる 


マ I を 引退 するとき が ホる かもしれ ない。 


そのと き 平 石は どんな 道を 歩む のか 


はま だなかった) またたく 間に 広がり、 全  しかも、 その 両方を 満足 させた の だ。 


マニアを 狂喜 させた 
「隠れ キャラ」 


国の ゲ— マ— は 隠れ キャラの 場所 や 化し 方 
を 熟知し ようと、 『ゼビ ウス』 じの めリこ 
んで いった。 

さらに、 もう ひとつの 多重 性とは、 その 


かくして 『ゼビ ウス j は 『インべ！ ダー』 
ホの 大 ヒットと なり、 細 既晴臣 は 『ゼビ 
ウス』 の BGM を レコー ド 化し、 中 沢 斬 一 
は 「ゼビ ウス 論」 を 著すな ど、 文化人まで 


平 石が 本格的に ゲ I 厶に のめ リ 込む 一一 年  ゲ—ム の 背景に 「物語」 が 腺され ている こ  を まきこんで いった。 


前の 一九 八 一二 年、 ナムコが 『ゼビ ウス』 
いう 画期的な ゲ—ム を 発表した。 素晴らし 
く リアルで 美しい グラフ イツ クも 当が とし 


とだ。 『ゼビ ウス』 の 開発 者は 当時 ナムコ 
の 社員だった 遠藤雅 伸。 『ガンダム』 のス 
タッフ が 生んだ SF アニメ 映画 『伝説 巨 神 


そして その 頃、 マニアの 間 じは 一 册の同 
人 誌と ひとつの 唔が 流れた。 


ては 驚異だった が、 『ゼビ ウス』 のポ ィン  ィデ オン J に 触発され た 彼は、 『ゼビ ウス』  が i ありえない 終末を 求めて 


卜 


は、 その 多重 構造 性に あった 


制作の 前に、 まず ゼビ ウス 星の 物語を 創作 


まず 「隠れ キャラ」。 『ス ぺ—ス ィンべ 一  した。 その 星の 义化や 政治、 言語 体系まで 
ダ ー』 の プログラマ ー は、 二十 三 発 目に U  を 完璧 じ設 をし、 化大 なる ゼビ ウス 世界を 


おお 智 (現在 二十 四 歳) は 『ゼビ ウス』 
の 登場が 自分の 青春の 大きな 部分を 占めて 
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いると いぅ。 それは 『ゼビ ウス』 で 田 尻が 
味わった 悲哀が 大きな 要因に なって いるか 
ら だ。 

中学生の 頃、 『ス 。へー ス インべ I ダ I』 
と 出 全 「た 彼は、 その 魅力に どんどん 引き 
込まれて いった。 もともと 親に 反発して 家 
には 居たくなかった のと、 薄 晤い中 じ 光る 
ブラウン管が 好きだった といぅ 田 尻 だが、 

『インべ I ダ I』 の 出現に よリゲ I ム マニ 
アの 道に 入った。 

「親 じ 反発して ゲ ー ム センタ ー ばかり 巧っ 
てた もんだ から 不良少年 扱いで しょ。 で、 
成禮は 悪くなかった けど 素行 不良 だ 「たか 
ら学 校から もよ く 思われて なかっ たし。 が 
制 や 権力 側から 晩 まれて いたんだ よわ」 

田 尻の ゲ ー ムマ ニアと しての 資質は 変 
わった 方向に 向いて いた。 ハイス コアを 出 
すため だけの 一過性の プレイ だけでなく、 
自分の プレイした ゲーム を 体系的に 分類す 
るので ある。 

「僕は いろんな ものを 整理して コレク ショ 
ン する のか 好きなん です よ。 たから イン 


田原舊 がが 刊 した ゲ I ムフリ I ク 


ベ ー ダ I の 場合で も、 当時 いろいろな メ ー 
カ ー が 化した 五十 種 ほどの ィンべー ダ ー を 
を 部 プレイして、 『あの メ  ー カ ー の イン 
ベー ダ I は UFO の おる。 ハタ— ンが 違う』 


とか 『あの メ ー カ I のはよ くない』 なんて 
い 「てました ね」 

もちろん プレイの 腕 も かなりの もので、 
特に アメリカ 製の 『ミサイル コマンド』 と 
いう ICBM を 迎撃す るゲ ー ムな どはいつ 
までた 「て も 終わらない ほどか 九め がくして 
しまつた ほど だ。 

そのよう にして ゲ t ム マニアの 道を 遮ん 
で いった 田 おの 前に 『ゼビ ウス』 が 登場し 
たのは、 田 尻が 『ゲ！ ムフリ ーク』 という 
ゲ ー ム ミニコミ 誌を 創刊した 頃 たった。 田 
尻 も 『ゼビ ウス 心の 神秘的な 魅力のと りこ 
になり、 一千で 点の カウンタ ー ストップ ス 
コア (これ：^上カウントできない限界最高点) 
まで やり 込んだ。 その 頃で ある。 旧 おが 「ゼ 
ビ ウス」 に関する 不思議な 嗯を刚 いたのは。 

"『ゼ ビ ウス』 には 衣る パ ターン に そつて 
プレイして いくと ゼビ ウス 星が 出現し、 そ 
こへ 進む とゲ I ムは 終局へ と 向かう//。 

これは 根 も 葉 もない ただの デマで あり、 
ほんとうは 最終 W エリアを クリアす ると 7 
エリア じ 戻り 永遠に ル— プ して ゲ—ム は 続 
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くの だが、 リアリティの ある その 嗔を 信じ 
込んで しまった。 『ゼビ ウス』 の 持つ 神秘 
を も 多分に 手 辰った のだろう。 


《ある ゲ I ムフリ J ク (この場合は ゲ I ム 
マニアの 総称で ある) が 「ゼビ ウス」 に 終 
ホが あるな どと いつて いる。 そんな ものは 


田 尻の 終末 探しが 始まった。 自分で あら  断じて 無く、 私は 非常に 迷惑して いる。 変 
ゆる。 ハタ ー ンで プレイして 探し ホめ る だけ  な嚼 には 葱 わされないで 下さい〉。 


ムは 「ぅる 星 あんず」。 当時の 人気 アニメ 
『、つる 星 やつら』 の大 フアンだった からだ。 
大堀も 『ゼビ ウス』 の 魅力に 取りつ かれ、 
一千 方 点の カウンタ ー ストップ スコアを 目 
指して プレイし ていた マニアの 一人だった 


でな 


ゲ I ム センタ ー で 仲間たち に 声を 


かけ、 終末に 関する じついて 聞き 回っ 


その 記事に より 終末 探しは 鎮静 化した が、 が、 誰よりも 早く 到達して しまった。 ほか 
田 尻は 鳴を 流した 張本人に されて しまった。 の マニアた ちは 大 堀に 敬意を 表し、 クリア 


たの だ。 その 結果、 『ゼビ ウス』 じ 終末が  彼と て 被害者の 一人な のじ 


存在 するとい ぅ唔は 二週間 足らずの 間にを 
国の マニアの 間 じ 広まつ てし まつた。 ある 
はずの ない ゼビ ウス 星を 求めて マニアたち 
は プレイし 続けた。 だが プログラム されて 
いない ものが 出て くるは ずは ない。 そのう 


スタ— ダー マー 

「、つる 星 あんず」 


『ゼビ ウス』 の觸が 流れ 始める 数 力 巧 前、 


のがえ を 請ぅよぅ になった。 その 数 か あま 
リ にも 多かった ので、 これを 同人 誌に すれ 
ば 売れる に違いないと 判断した のだろう。 

ゼビ 本は ゼビ ウス 攻略に 植む マニアたち 
の 間で 絶赞 された。 敝 キャラの 名前と 細か 


一冊の 同人 誌が ある ゲ ー ムマ ニアの 手に  な 解説、 隠れ キャラの ソル や スペシャル フ 


ち マニアた ちは 開発 メ— 力— の ナムコに 電  よって 作られた。 『ゼビ ウス 


千万 点へ 


話して、 終末に 関する を 問い合わせる 


のが 法 《通称 ゼビ 本) J と 受験参考書 風の 


ラッグの 出し 方、 エリア 別の 攻略 インフォ 
メ ー シヨ ン マップ、 BUG など、 詳細を 究 


ようになった。 もちろん 遠藤雅 伸の 耳に も  タイトルが つけられ たこの 同人 誌は、 現 巧  めて いた。 最 巧のう ちは コピ —を緻 じた だ 


入った 


のゲーム攻略本の先驱けとなったものでぁ  けの 薄っぺらな もので、 大 堀が 出入 リ して 


自分の 作った ゲ—ム が、 あり もしない 嘴  る。 著者は 大堀康 格と 中を 直彥の 二人。 大 


いた ゲ—ム 七 ンタ— に 置いた の だが、 常連 


をた てられて いる ことに 我慢なら なかった  观は平 石が 「ゲ I ム ブティック」 を 知る 前  が コピ— を 取って 流通 させて しまったので 


遠 藤は 開発 者の メッセ I ジ として 『マイコ 


からの常連マニァで、 ハィスコァボ—ドに  オフセット 印刷で 出し 直す ことにした。 才 


ンべ I シック マガジン』 のか 緑- 「ス I  はつねに 何ら かの ゲ—ム で その 名が 記され 


フ セット 版の 製作は 田 馬の 「ゲ —ムフ り— 


パ— ソフト マガジン」 に 反論を 褐觀 した。 


ていた スタ I ゲ I マ— である。 ゲ J ムネ—  ク」。 『ゼビ ウス』 の 鳴 騒動が マニア 間に 広 巧 


がる 前の ことで あり、 「ゲ I ムフリ ーク」 
の 活動が 軌道 じ 乗り 始めた 頃だった。 

オフセット 版ゼビ 本は 大 ヒットした。 全 
国 各地から 通信販売の 申し込みが ひっきり 
なしに 寄せられ、 マニアた ちがつ ねに ゼビ 
本を 横に おいて 『ゼビ ウス』 を プレィして 
いる 姿が 各地で 見られた。 売れた 総 部数は 
五 千 部 U 上、 大嗎は その 利益で 「旨い もの 
を いっぱい 食べた」 とのこと である。 やが 
てゼビ 本は 細 野 晴臣の 手に も 漉った といぅ 
の だから、 その 完成 度の 高さは 推して 知る 
べしだろぅ。 

田 尻と 大堀 、二人の トップクラス ゲー 
マー の 連携は ゼビ本 だけだった。 嗤でダ 
メ—ジ を 受けた とはいえ、 田 尻の 作った 同 
人 誌は ゼビ 本が 参考に なった のか、 きわめ 
て 信頼性の 高い 攻略 本と して その 名を 広め 
ていった。 を 誌 じ 見られる 内輪 性を 排除し 
た 実用に 耐えうる 同人 誌 作りで 「ゲ ームフ 
リ I ク」 は 全国区の 人気 同人 誌の 地位を 確 
立した。 

反対に 大 堀は 自分の 喘を 生かして メー 


攻略 本のは しりと なつた 同人 誌 「ゼビ 本」 


力 I 内部の 人間と 仲良くな つたり、 ほかの 
マニアた ちを 自分の 仲間に 引き込んだ りと、 
もっぱら 内輪 方面に 人 一脈を にげて いつた。 


こんな エ ピソ ー ドが ある。 「ドル ア I ガ 
の 塔」 といぅ ゲ—ム での 化 来 事 だ。 

『ゼビ ウス』 を 超える ものを、 と 期待され 
ていた 遠藤雅 伸が 澗を 持して 発表した のが 
『ドル アーヴ の 塔』 だ。 これは 『ゼビ ウス』 

から シユ I テ ィングの 要素を 排 して、 隠れ 
キヤ ラな どの 「裘ワ ザ」 だけを 強調した も 
のだった。 つまり 完全に マニア だけ じ 向 
かって 突きつ けた 挑戦状な の だ。 

ま 人を ギルを 操作して 六十 階 建ての 塔を 
髓± や 魔法使い などの 敝を 倒しつつ 昇 「て 
いく ゲ I ムだ が、 各階に 階され たま 物を 


取って いかない と 五十 化 階に いる 敝の ボス、 が 
ドルア^  — ガを 倒す ことは できない。 この 宝 
備の 出し 方が 異常な の だ。 特定の 敵を すべ 
て 倒す なんてのは 簡単な ほぅ。 ジョイス 
ティ ックを 右方 向に 三回 まわす とか、 1 プ 
レイヤ I スタ I ト ボタンを 押す とか、 常識 
外れの 隠し 方が なされて いるので ある。 こ 
のた め、 一般の ファンは ほとんど 手を 出す 
ことができなかった が、 マニアた ちは クリ 
ア ー番乗りを 目指して プレイし 続けた。 み 
ごと 一番乗りを 果たした のは 都内の 大学生 
六 人の ダル I プ で、 期間は 一々 巧、 かかっ 
た 巧 巧は 二十で 円 《百 円で 二 千 回 分) に 及 
ん だ。 客を マニア だけにし ぼっても 充分 商 
売に なった といぅ ことか。 

大堀も 一番乗りは ならなかった が、 せっ 
せと クリア 目指して プレイに 励んで いた。 

や 「と クリアした 頃、 まだ 他の マニアたち 
は 苦しんで いた。 ある 日、 大 堀が プレイし 
ている のを 見た マニアたち がその プレイを 
見つめて いたと きのこと である。 クライ 
マッ クスを 化え も、 っす ぐ ラストと い、 っと き、 


「テトリス」 (SEGA) 


大堀 はいきな リニ 面を 切り取った 段ボ！ ル 
箱 《堂 光が の 反が ょけに ゲ I ム センタ！ が 
用意した もの) を ブラウン管の 上に かぶせ 
てし まつた の だ。 ギヤ ラリ I たちに クリア 
の 方法を 盗まれな いよう じだ。 段 ボ—ル 箱 
を 外した ときには すでに エンデ イン ダメツ 
セ ー ジが 流れて いた。 驚く マニアたち。 し 


かし 負けて はいられない。 次回に 大姻が 段 
ボ— ルを かぶせた とき、 彼らは テー プレ 
コーダ ー をスピ ー 々—に 当てて プレイ 音を 
録音した。 そして、 その 音から、 何 歩 ホい 
たと か、 剣を 化して 攻擊 した だと かを 推測 
したとの ことで ある。 

事実、 大 堀の プレイは 人に 見せて おを を 
取る ほど 鮮やかで、 私が 見た 『ダ ライア ス』 
という シユー ティン グゲ ー ムで は、 いちば 
ん 最後の 敵の ボスとの 戦いのと きに わざと 
やられて 自槐の 残りを 嚴 後の 一機 だけにし 
て、 せ 「かく 增 やした 武器 や バリヤ— をす 
ベて 捨てて 裸になっ たうえで やっつけ ると 
いう 演出を 見せて くれた。 その 腕が 買われ 
て 『ファ ミッ子 大作 戦』 なる テレビ 番組に 
「師範代 大 堀」 という 名前で レギユ ラー 化 
淸 していた こと も ある。 

現を、 田 尻は ゲ ー ム闡 係の ライタ— だが、 
長年 ゲ I ムと つきあっ てきた 知識と ノウ ハ 
ウを 生かして 作った ファミコン ゲ I ム 『ク 
イン テイ』 が ヒットし、 ゲ I ムデザ イナ I 
としても 活權 中で ある。 大 观もゲ ー ム攻略 


記事の ラィタ ー だった か、 今は ある ゲ I ム 
関連 舍 社に 入り、 そこで ビデオの 制作 や 
ゲ—ム の 開発に 携わ 「ている。 同 世代の 方 
向性の 異なる スタ I ゲ I マ I が 二人とも 作 
る 立場に 回っ たとは、 何とも 輿 味 裸い。 

「黒の k スも を 狙え 

が 

平 石、 旧 尻、 大 堀の 一一 一人は マニア 間の 
ネット ワ—ク を 大切に するとい う 点で 一致 
している。 ゲーム マニアは 他人より 少しで 
も 早く 新しい ゲ I ムの 情報を 仕 入なければ 
ならない。 だから ゲーム マニアは 特定の 誰 
かと 反目す る ことは あつても 、全体から つ 
まは じきにされ るよう な ことを 嫌う。 

田 沉のサ ー クル 「ゲ I ムフリ ー ク」 で こん 
な ことがあった そうだ。 地方の 見ず知らず 
の マニアから 電話が あリ 、ゲ I ムフリ ー ク 
の 事務所に 遊びに 斤きたい という。 田屏は 
相手の 話しぶ りから 何となく 暗そう なやつ 
だな、 と 思 「たが、 まあいい だろうと OK の 
返事を した。 果たして そいつは やって ホた。 25 


「来たのは いいんだ けど、 何にも 話を しな 
いの。 話しかけて くれば 警 ふょうと 思って 
いたんだ けど、 事務所に 上がって 名前を 
言っ てから 一々 巧に ずっと 座っ たきり 黙り 
こくっ ち ゃって、 しから 座った 場所を 動か 
ない の。 暗い やつ だな、 と 思って ほ 「とい 
たんだけ ど 何時間 かその まま 黙りっ 放し。 
ょうやく 帰る ってんで ほっ としたら、 帮リ 
隙' に 『また ホます』 だって。 あんと きは-心 
底もう カン ベンして くれと 思っ たね」 
うまく 人と コミュニケー シ ョンが 取れな 
くと も、 ゲ ー ムの 0 は 欲しがる マニア、 む 
理の 極端な 例だろう。 

しかし® の 流通には 弊害 も 隠されて い 
る。 特に 新製蟲 である。 

通常、 ゲ I ム会 社は 新製品の 発売 前に 
「ロケ テスト」 と 呼ばれる 試験を 行なう。 
発売 前の ゲーム を 一を 期間、 ゲ I ムセン 
夕—に 設置して プレイヤ— 数、 売り上げ、 
プレイ 時間の モニター を 巧な う。 そして、 
その 結果に よって ゲ I ムデ ザインの 変更 や、 
難易度を 決める。 ロケ テストの ゲーム は 発 


売 済の ゲ I ムと 違い、 タイトル 画面に メ ー 
カー 名が 入 「ていな か 「たり、 インスト ラ 
クシ ョンカー ド 《操作 方法な どの 説明が 書 
かれて いる カ ー ド) が々 ラ I コピ I だった 
りする のです ぐ 見分けが つく。 

マニアた ちは ロケ テストの 情報を 特に 大 
事に する。 理由は ひとつ。 ロケ テストで プ 
レイして おけば、 正式 発売され たと きに 他 
の 人ょ リも 早く クリアす る ことができ るか 
ら だ。 新しく 入っ てきた ゲーム を 他人は 四 
苦 八苦して プレイして いるが、 自分は こん 
なの 当が だょ という 顔を して クリアす る。 
ギヤ ラリ— の 視線が 自分に 集まる のを 感じ 
る。 マニアに とって ま榻の 瞬間 だ。 

だが、 ロケ テストで 究めて しまう プレイ 
ヤ ー かいたら メ！々 . ~ 側は どうす るたろう 
か。 ゲ—ム の 難度を 上げて しまう だろう。 
かくして 一般 ファンには とてもつ いていけ 
ない 難しい ゲ—ム になっ てし まう。 この。 ハ 
夕—ン は 数多く、 かつては 田 尻 もやっ てし 
まつた ことがある。 

「『テ ディボ ー イブ ル I ス』 ってゲ ー ムか 


神 保 町の ゲ I ム センタ I で ロケ テストされ 
たんです よ。 そのと きに、 メ  ー 々 I の 人間 
が チ 卫ック してる のに クリア しちやつ たん 

だけど、 その後 新発売 されたら 難易度が 上 
が 「てい るんだ よね」 

大堀も 何度と なく やつた という。 

マニアと メ  ー カ ー のいた ちごつ こで ゲ ー 
ムは どんどん 難しくな つて いくとい うわけ 
だ。 

tv  -v 

ww 勝負は 限界 最高点から はじまる 

か 

『テトリス』 という ゲ I ムを ご存じだろう 
か。 もとは ソ連 製の パズル ゲ—ム で、。 ハソ 
コンから 火が付き 、ファミコン、 ゲ I ムセ 
ンタ ー用ゲ I ムへと 移植され た 最近の 大 
ヒット 作で ある。 七 種類の ブロックを 落と 
して 隙間を 埋めて いくとい う、 きわめて 単 
純な ゲーム だ。 しかし 単純 さ ゆえに 実に 奥 
が 深く、 マニアと 一般 ファンの むを 同時に 
つかみ、 ここ 数年で 最高の ヒット 作と なつ 
た。 誰でもを えつき そうな のじ、 誰も 作ら 
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なかった。 ソ連の ゲ I ムが 、グラフィック 
や サウンド など 表面上の 派手 さばかり 追い 
かけて いた 日本の ゲ ー ム界に 大きな 波紋を 
投げ かけた ので ある。 

『テトリス』 のす ごさは 『インべ ー ダ ー 』 
封 ホ 十 年ぶりに サ ラリ ー マンたち を 引きを 
んだ ことに 志る。 たいていの サ ラリー マン 
は 『テトリス』 を 始める と ー コイン だけで 
席を 立つ ことは ない。 ゲ I ムオ I バ ー にな 
るた びに 次々 と コインを 投入して いく。 他 
のゲ I ムでは 見られない 化景 だ。 客は 新し 
い ゲーム が 出れば いちどは プレイして みる 
ものの、 自分には 向かない と 見れば 二度と 
プレイす る ことは ない。 ほとんどの ゲ ー ム 
がその ょぅな マニア 重 巧の もの ばかりの な 
かで、 『テトリス』 は 明らかに 異なって い 
た。 ステー ジ 1 は 普通の 人たち にも 遊ばせ 
てあげるけど、 ステージ215降はマニア専 
用 だょ、 といぅ 態度の ゲーム ではなく、 
ず 「と プレイし てても いいけ どすこ^ - - — i ず 

告 

つ 難しく していく から 頭 張つ てね、 とい、 つ 
優しい声が 蘭 こえて くる。 


マニアたち も 『テトリス』 には まった。 
だが、 たんに 高 得点を 目指した のでは ない。 

『テトリス』 は々 ウン タ— ストップ スコア 
が 九十 九で 点に 設定され ている ため、 マニ 
ア たちの 腕を もってすれば ハイス コアを 出 
すのは さほど 難しい ことでは ない。 だから 
ハイレベルな マニアに なると、 わざとめ 
ち やくち やに 落として いき、 ゲー ムオー 
バー ぎりぎ リの ところで まともに プレイし 
始めたり、 不可能と 思える 隙間に ブロック 
を 巧し 込める 技を 編み出し たりして、 本 ホ 
の ゲーム 性に 独自の 楽しみ 方を 加えて プレ 
イを 巧な ぅよぅに なって いった。 

が 

WW ア パー ト の-室に 巨大 ゲーム 

が 

これらの 自己顕示 型の マニアに 加え、 こ 
こ 数年の 間に 新しい タイプの マニアが 出現 
した。 基板 コレクタ ー たちで ある。 

ゲーム 機は 通常、 舊 体と 基板に 分けられ 

る。 懂 体とは モニタ— や コント ロ I ル パネ 

ルな どの 外側 部分、 基板とは LSI が 敷き 


つめられた コン ピユ ータ •ボー ドの こと。 

フ アミ コンの カ ー トリ ツジと 同じように、 
基板 さえ 替えれば ひとつの 管 体で さまざま 
な ゲーム を 楽しむ ことができる。 これらは 
基本的には 業務 用な ので、 そこいらの コン 
ピ ユータ •ショップでは 売って ない。 中古 
基板の 専門 業者が 扱って いる。 

よほどの 人気 ゲーム でない かぎり、 発売 
から 数々 巧た てば 売り上げは ザ クッと 落ち 
る。 すると 新數 品の 基板に 入れ替えて 壳リ 
上げの 回復を 図る。 お 化い 箱 じ なった 基板 
はま 業者に 売られる。 そこに マニアが 目 
をつ けたの だ。 売り上げが 落ちた 基板は 当 
然 安い。 定価 十五で 円 拭 上す る 基板が 二々 
巧後には半額：^下になるなんてことはざら 
だ。 管 体に したって 古め の それなら llli 四 
で 出せば 家庭で 使う には 耐えられる。 コレ 
クタ I が增 えた 今では テレビに つなぐた め 
の アダプタ I も 発売され ている。 それに も 
増して、 新製品の サィクルが 早い この 業界、 
たとえ 好きな ゲ ー ムがあ 「たと しても、 急 
じ 跡形 もな く 消えて しまう こ ともをし くな 
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い。 そうなる と 置いて ある 店を 捜し出す か 
自分で 買って 家庭で プレイす るし かないの 
だ。 

何を 隠そう、 私も自 みが 好きだった ゲー 
ムを 中' むに 二十 五 枚 ばかり 基板を 持って い 
る。 しかし コレクタ ー としては 田 尻が 断然 
上 だ。 古い ゲ I ムぱ かり 百 二十 枚 ほど も 集 
めて いる。 

「『ジャイロ ダイン』 の ロケ テスト 版 や 『イ 
スパイ アル』、 『ごんべ えの あいむ そうり』 
など、 今 買っ とかな くち や 二度と 手に入ら 
なくなる マ イナ I なのが 中む です」 

また、 コレクター ではない 実用 本位 型の 
基板 購買 層 もい る。 新製品を 発売 直後に 
買 「て 徹底的に 遊び、 鮑き たら 業者に 売り 
払って また 新製品を 買って いくの だ。 これ 
は どちら かとい うとを 持ちの 道楽 的 ニ ユア 
ンスが 強いが、 なかにはち やっかり してい 
る 者 もいて、 売り 化、 っ 前に 懇惠 にして いる 
ゲ I ム センター に 個人的 じリ I スし て、 
しつ かり 元を 取る こと も あるら しい。 これ 
らの コレクタ ー の 極限 例は 体感 ゲ ー ムを聰 
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入す る ことだろう。 人間が 中 じ 乗れる ょう 
になって いる 大型の ドラィブ ゲ I ム などで 
ぁる。 

漫画家の もりやね こは 二 年 ほど 前に 空戦 
型 体感 ゲ I ム 『ア フタ ー バ ー ナ ー 』 を 買っ 
た。 「当が、 単行本が 出たん で けっこうを 
钱 的に 余裕が ぁったん です。 それなら 好き 
たつた 『ア フタ ー バ I ナ I 』 を 買おうと 
思って。 大きい ほうは さすがに 無理だった 
んで 、小さい シングル クレ . ドル タィプの 
ほうを 四十 巧 円で 買いました。 ワン ル— ム、 
四畳半ぐ らいの ア パー トの 一階に 住んで い 
たんです が、 部屋の 一一 一分の 一ぐ らいの ス 
ぺ—ス を 取られました。 それは べつに 苦に 
ならな かったんで すが、 左右の 家から 文 巧 
が ホまして。 やばい な、 と 思って 夜は 控え 
るよう にしたん です が、 こんどは 畳 間に 大 


家から 電話が ありまして、 左の 部屢 から 苦 
情が ホ たって 言 ぅんです よ。 B G M のボ 
リユ— ムは 絞って いたんです けど、 舊 体を 
左右に 振る ときの モータ I の 振動が 響いた 
らし いんです よね。 で、 その 直後に 故陋し 
まして、 それが 一一 回目だった もんだ から も 
、っいい やと 思っ ち やって。 結局、 買っ て 一 
力 巧の 間 遊んで、 一二々 巧 ほっ といて 売っ 
ち やい ました。 二十 五で ぐらいだ った か 

な」 

たしかに 体感 ゲーム は 臨場感が あるし、 
ジェット コ I スタ I 感覚で 遊べる が、 ア 
パ ー トで 遊ぶ には 少 々大きす ぎた よぅた。 

ゲ ー ム マニアは 将来 も あま リ 変わる こと 
がない ように 思える。 少しで も髙い スコア 
に 挑む、 先の 画面を 見て みたくなる とい、 つ 


感情は 変わりよ うがない からだ。 そこに 仲 
間が いれば 競争心が 生まれ、 能力の 限りを 
尺、 くして ほかの 人より 高い ところに 行きた 
いと 思う のは 当然だろう。 

ただ、 ハイス コア 至上 主義とは 違った 楽 
しみ 方 も 生まれて きている。 専門 誌 『ゲ ー 
メ スト』 には 毎 巧 読者から 送られて くる ミ 
ニコ ミ 誌 紹介の コ I ナ I がぁ る。 田 尻の 
作った 「ゲ— ムフリ —ク」 のよう な 本格の 
巧 略 誌は 稀で、 ゲーム じ 登場す る キャ ラク 
夕— を 使った パロ ディ 漫画 や イラスト、 
ゲーム 評論な ど、 プレイす る だけでは ない、 
べつの 楽しみ 方を 模索して いるよう だ。 
ゲーム の 内容が 高度 化し、 ダラ フィックの 
ディ テ ー ルが 細かくなる ほど、 その ディ 
テ I ル ひとつひとつの マニア 的な 読み 撫え 
が 可能 じ なって いくのでは なかろう か。 

かくして 今日 も 元気に マニアた ちは 百 円 
玉 握りし めて、 戦いの 世界へ 没入して いく 
の だ。 
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b 写 r 


.if 

アィドルが ヒト から モノに なった とま、- 
マニアが 生まれた！-—  h 

羹エ ひばりが 巧 じ、 や 森 巧 まが 手首を 切った。 

「サ 々スト テン」 ダ 覆の ヒット スタシオ」 が、 妊 白 歌 含 戦」 きん もがが わろう どして ぃ る。 

r チヤ— 卜は ロック じ 乗っ取られ 、歌謡を 組は 滅ん •た。 

戰 をが 生ん ど 国民的 共同 巧な たる 歌謠曲 解体の な、 

ブラウン 营じ 登場し ない アイドルは、 マニア どけの ための 巧 おどな fYi/ 


這 
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「アイドル •マニアの 取が です か （」 と 僕 
は ひとりで 巧いて いた。 そもそも いい 齢を 
した 大人が アイドルを 夢中に なって 追い か 
けて いるな どと いう 編集者の 話 そのものが 
信じられな かった。 

ところが、 資料と して 渡された ある 雑誌 

の 記事には、 アイドル •マニアの こんな 発 
言が 載って いる。 「シヤ^ ~  ロック •ホ ー ム 
ズの 熱狂 的な ファン や 研究者が シヤ ーロッ 
キ アンと 称して、 ひとつの 探究の 世界を 
持って いるよう に、 われわれ も" アイ ドリ 
アン// と 称し、 独自の 探究の 世界を 作り、 
それを" アイドル 道 4 として 極めたい」 と。 
しかも 彼は、 一二 十 I 歳の 重厚 長大 型 トップ 
企業の エリー ト ビジネスマン なの だ。 僕は 
そんな 作り話の ような 記事の 真偽の ほどを 
確かめたい 一む で 取材を はじめた のだった。 

彼からは 間違いな く 

道を 究めた 者の 巧い が澡 つていた 

その 日、 足 立 文化 舍 館は 異様な 郵 気に 包 
まれて いた。 


新人 アィドル 歌手 •两 田紳 子が ステ I ジ 
じ 現われる やい なや、 待っ てました とば か 
りに 四百 ミリ や 五 百 ミリの 巨大な 望遠 レン 

ズを つけた々 メラの 列が いっせいに フラッ 
シュを 発光す る。 さらに、 その フラッシュ 
の 光で 一瞬 明るく なった 全 場の 後方からは、 
「フ ウレ〜」 という 応援団の 掛け声に も 似 
た 独特の 嗔れ 声が 場内に 響き、 その 声に 鸠 
和す る 形で 十数 人の 鉢巻き 姿の 若者が 立ち 
上がって、 「フ ウレ〜、 フ ウレ （、純ち ゃ 
〜ん」 「ガンバレ（、 純ちゃ〜ん」 の大合 
鳩を 繰り返す。 

モ—夕 I ドラィブ 付きの カメラが 発する 
「カ シヤ 、カ シヤ 、カ シヤ」 という シ ヤツ 
ター 音と フラッシュの 放列、 そして 親衛隊 
の 手 巧 子と 耳を つんざく， 純 子コ— ル々。 
それらが 重なりを う 騒然と した 場内では、 
彼女の 歌は もちろん、 バックに 流れる テ I 
プの 伴奏 すら ほとんど M き 取れない。 

これが ビッグ •アイドルの コン サ—卜 な 
ら 、僕 だつ て 驚きは しない。 しかし、 ステ I 
ジで 歌つ ている のは、 一 股には まだ ほ とん 


ど 知られて いない 駆け出しの アィドル 歌手。 
しかも、 彼女は 足 立 区の 綾瀬 警察署が 主催 
した" 足 立 区 交通安全の 集い 4 に ゲストと 
して 招かれ、 余興と して 持ち歌を 一二 曲 ほど 
披露して いる だけの ことなの だ。 

当然、 舍 館を 埋めつ くして いる 参加者 も、 
アィドルの コン サート などとは 無縁の 人々 
ばかりな ので ある。 そこで、 大半の おじさ 
んや おばさんは、 いつたい 何が 起こつた の 
かとを 場の 後方を 振り返り、 そこに 叫んだ 
リ 踊つたり している 鉢巻き 姿の 奇妙な 若者 
たちの 姿を 見つけて は、 物珍し そぅな 顔つ 
きで、 隣の 人に 耳げ ちしたり 笑い 合つたり 
と、 要するに ステー ジ そつちの けで" 親衛 
隊* ウォッチングを 楽しんで いる。 

僕の 隣に 座つて いた おばさん などは、 あ 
まりの々 メラ マン (彼女の 目には 大きな 望 
遠 レンズを 侍つて いる 数十 人の 若者たち が 
みんな カメラマンに 見えた のだろぅ) の 多 
さに 目を 丸く して、 「河 田 純 子つて そんな 
に 有名なん です か？」 と 質問して きた ほど 
だつた。 
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そんなな か、 ょり子 細に 場内を 見回して 
みると、 そこには カメラ 小僧 や 親衛隊とは 
もちろん、 どう 見ても、 一般の 参加者と も 
違う 五十人 ほどの 若者が いる。 年の 頃は、 
見た目では 十代の 終わりから 二十代 後半 ま 
での 男たち。 座席に 座って 河 田 純 子に ひた 
すら 熱い 巧 線を 遽 「ている 奴 も いれば、 思 
い 出した ょ、 っに 手拍子を 巧つ ている 奴ら も 
いる。 さらには、 一緒 じ 来たと 思われる 三、 
四 人の 仲間と 雑談を しながら ステー ジを眺 
めて いる 連中。 あるいは、 アィドル 雑誌の 
ぺージ を 捲りながら 手帳に 何やら 書き込ん 
でい る 奴 …… 。 

彼ら こそが 今回の 取材の 対象で ある， ア 
ィド ル •マニア A なる 人種に 違いない。 そ 
う權 信した 饌 は、 そのな かで もい ちばん 年 
齢の 高そう な S 氏に 目を つけた。 恰幅の い 
い 体躯に ジ I ンズと ポロ シャツを 着込んで 
通路 臟 から ステ I ジ 上を じつと 観察す るよ 
、つに みつめて いる 彼からは、 間違いな くそ 
の 道を 究めた 者の 句い が 漂 「ていた。 


新人 じゃあ 遅す ぎる ！ 

夕— ダットは デビ ユ—前 

イベント 終了後に ふたりの 連れと ともに 
待ち合わせの 喫茶店に 現われた S 氏は、 財 
布から あさぎを の 名刺を 取り出す と、 惯れ 
た 手つきで 僕の 前に 差し 化した。 「メロ 

ディ ライン •幹事長」 - それが 彼の 名刺 

の 肩書だった。 右 隣に 座った F 氏の 名刺に 

は 「あいどる 俱楽部 staff」 の 文字。 

さらに、 左 隣の T 氏は、 「『アイド リアン』 
の スタッフです」 と 語った。 そして、 その 
閒 き慨れ ない 一二つ の 名称が アイドル •ミニ 
コミ 誌の 誌 名で ある ことを、 僕は はじめて 
知 「たのだった。 

目の前に 置かれた 『あいどる 俱楽 部が 
号』 は ミニコミ 誌で ある にもかかわらず、 
オフセット 巧 刷で しかも カラー 表紙。 まず 
は その 豪華 さに ビック リ させられ、 表紙を 
關 くと、 今度は 異様 じ 細かい 活字が ビッシ 
リ 詰まつ ている ことに また ビック リ 。そし 
て、 はじめて アイドル •ミニコミなる もの 


を 見た 僕は、 その 内容の マニアック さに も が 
驚かされた。 

たとえば、 特集記事では、" 徹底 比較 •マ 

ガ ジン ガ ー ル VS モモコ クラブ。 と 題して、 
美少女 ダラ ビア 雑誌から 誕生した 数十 人の 
アイドル (西 村 知 美 や 斎 藤 あ 貴な ど、 これ 
らの 雑誌から 誕生した アイドルは 多い) を 
事細かに 比較 檢 討し、 各 雑誌の プロ モー 
シヨン 戦略の 特徴 も 含めて、 八 0 年代の 雑 
誌 系 美少女の 系譜を 十四 人の ライター がな 
んと 十九 ぺ ー ジに わたって 詳細に 分析して 
いる。 

しかし、 これで もま だ 一般人には わかり 
やすい 方な の だ。 同誌の メ インタ— ゲット 
は、 あきらかに 全国 各地での 斬 人才— ディ 
シヨ ンや コンテストの チ H ックに 向けられ 
ている。 つまり、 そこで 論じられて いるの 
は、 デビ ユ I はおろ か、 所属 事務所 さえ ま 
だか まっていな いょうな 日本 各地の アイド 
ル 予備軍な の だ。 そして、 フツ— の 全社 員 
である F 氏 (二十と 歳) は、 その 取材の た 
めに 化 州にまで 足を 運んで しまう という 極 


めつ けの 才— ディション •マニアで も ある。 


それでは S 氏の マニアた る ゆえんは 何 か 
と 言えば、 それは 文句な しに、 アイド ル- 
レ  コ  ー ドの  収集で ある。  千 枚を 超える  シン 


ダル 盤と 六ち 枚に のぼる LP。 しかも、 す 
ごいのは 枚数 だけでは ない。 デビ ユ I シン 
ダルから 欠かさずに 買う のが マニアのを 件 
だと語る5氏は、 八0年15降じ出たアイド 
ル 歌手の レコ— ドは ほとんど 発売と 同時に 
リアルタイムで 買って いる。 

そして、 ル— ズリ I フ巧 紙を 使って 歌手 
ごとに レコー ド 番号、 A 面の タイトルと 作 
詞 、作曲、 編曲 者ノ 名、 さらには B 両の 曲目 
を 記入して 整理す る。 こうして おけば、 レ 
コー ドレ ビユ ー や アイドル 評を 書く ときに、 
作詞者 や 作曲者の 変遷 も わかる し、 タイト 
ルを 年代順に 並べて 見た だけで も、 「いろ 
いろな ことが 見えて くる」 というわけだ。 

さらに、 一二 人目の T 氏は、 アイドルが 出 
淸 する テレビ 番組を ビデオに 録る のが 趣味 
という 1| 卜丸 歳の やは リを 社員。 所有す る 
ビデオデッキは S 台。 一台は 録画 用。 残り 
の 二 台で 必要な 部分 だけを ダビングして 保 
巧して おく。 目下 保 巧して いる テ ー プは五 
百 本。 編集され て 凝縮した 内容 だけに この 
数は 相当 じス ゴイ。 


という わけで、 それぞれに 得意 分野が 違 
う S 人 だが、 それでも 彼らに 共通して いる 
のは、 何ら かの 形で アイドル •ミニコミ 誌 
に 関わつ ている こと だと 言える。 そして、 
そんな 彼らの ために" アミ ケット* なる も 
のが 今年の 八 巧 じ 東京で はじめて 開かれた。 

アミ ケットとは アイドル •ミニコミ •マ I 
ケットの 略。 つまり、 アイドル •マニアが 

つくる 同人 誌を I 堂に 集めて 展示即売会を 
してし まう という 企闺 なの だ。 

初回と あって 参加 数は 二十 二 固体と まだ 
まだ 少ない が、 ± 曜日の 午後、 おょそ 五 時 
間に わたって 延べ 四百 人からの 若者を 集め 
て大 盛況のう ちに 巧な われた のだった。 し 
力 も 三三コ ミの 売り手 も 買い手 もす ベて 
巧 ばかり。 見た目には、 四 対 六の 割 八 口で 学 
生ょりも 社を 人の 方が 多く、 年齢層で 言え 
ば ほとんどが 二十代。 なかには すでに 不惑 
を 迎えて いそうな オジ サン もいた という。 

出展され た 雑誌は、 東大、 早稲 田、 慶応 
などの" 大学 歌 研 A 《歌謡曲 研究を) がつ く 
る オフセットの ミニコミ 誌から はじまっ て、 
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コピー 誌に 毛の 生えた ような 社会人 マニア 
の 同人 誌、 さらには パソコン通信 による 読 
者からの 投稿を 売り ものと する カラー 表紙 
に グラビア 付の ミニコミ 誌 などなど、 雑誌 
の 形態から その 特徴まで じつに 多様な 広が 
りを 持つ。 

S 氏に よれば、 アィドル •ミニコミ 誌の 

歴史は、 ちょうど 十 年 前の 一九 七 九 年に 創 
刊 された 歌謡曲 批評 誌 『よい 子の 歌謡曲』 
に はじまり、 現在では、 全国の マニアが 個 
人的 じ 発 一灯して いる コピー ミニコミ 誌を 含 
める と、 その 数は 百 誌に も 及ぶ という じつ 
に異の 深い 世界」 なの だ。 

しかも、 この アミ ケットを 八 止 画した ヒッ 
ト チヤ I- £.誌 『オリコ ン • ウィ1クリー』 
の 垂石克 哉さん (一二 十五 歳) 自らが、 「これ 
からは、 アィドル •マニア も お気に入りの 
アイドルの 衣装を つけて コスチ ュ I ムプレ 
イを 楽しむ 時代 だ」 などと 言う わけで、 こ 
れ はやつ ぱリ巧 当に スゴイ 世界で ある こと 
だけは 間違いない。 


九月 二十日 現を、 

本年 参加 イベント 数 二百 九十 

アイドル •マニアは、 大きく は、" 書斎 
派 A と， 現場 派 A に 二分され る。 S 氏の ょ 
、っに、 主に レコ I ド や テレビの 歌謡 番組を 
通して アイドルに ア プロ ー チし、 レコ ー ド 
レビ ユーや アイドル 評を 書いて ミニコミ 誌 

に 投稿す るの が 書斎 派なら、 現場 派の 代表 

は クイ ベント •マニア* である。 彼らは、 

マ イナ— アイドルの キャン ぺー ンやイ ベン 
卜に 足しげ く 通い、 生身の (？) アイドル 
に ふれる ことに 生き甲斐を 見出す 人種で あ 
るら しい。 

数日後、 イベント •マニアの ひとりで あ 
る 横 山 I さん {仮名) に 話を 聞く ことが で 
きた。 横 山さん は、 都内の 某 私立大学 演劇 
科の 四 年生で、 現在 二十 四 歳。 ダレー っぽ 

い 綿。 ハンに デッ キシュー ズ という、 ごく 
，フツ の 若者ら しい 格好で 待ち合わせ 
の 喫茶店に 現われた。 

まずは 今年 じ 入 「てから 見た イベントの 


本数から 弼 いてみ よう。 

「昨日の 九ち 二十日 現在で、 二百 九十 本で 
す」 

しかし、 一月 一日から 九月 二十日までは、 
どう 数えても 二百 六十 二百し かない。 

「一日 一本と いう わけでは な いんです。 私 

たち マニアの 間では、" イベントの ハ シゴ々 

と 呼んで ますけ ど。 ±  •日 だと 一日に 二、 

一二 本は あリ ますから …… 」 

という わけで、 横 山さん が 大学に 入学し 
てから 一一 一年ち よっ とで 見た イベントの 数は、 
およそ 九 百 本。 今秋の 就職 面接では、 「学 
生 時代に 何を してきた のか？」 という 面搔 
官の 質問に、 「イベント 九 百 本、 延べ 千 六 
百 人の アイドルを 見て きました」 と 豪語し 
て、 見事 大手 レコ ー ド舍 社への 就職を 決め 
たこの 世界の 達人で ある。 

横 山さん によれば、々 イベント A と 総称 
される ものは、 おおよそ 次の 五つに 分類 さ 
れ る。 まずは、 斬 人 アイドルの デビ ユ ー  * 
キャン ぺーン 。ふたつめが 、新曲 発表 キャ 
ン 。へー ン 。三つめ が、 テレビ •ラジオの 八ム 
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表-- イベント マニア 横 山-さんの スケジ ュ—ル 表より 


開 録音 •録画。 そして、 冒頭の ク 交通安全 
の 集い 4 のょぅ じ アイドルが ゲストと して 
招かれる 狭い 意味での イベント 。最後が コ 
ンサ I 卜や ライブで ある。 

そして、 新人 アイドルの デビ ユ ー キャン 
ぺーン の 場 八 口には、 純粋 じ 本人の 資質を 確 
かめに 行く。 レコー ドと 生 歌との 違い、 
ジャケット や 雑誌の 写真と 実物との 落差、 
さらには 本人の MC  (歌の 合間の お 雌り) 
などが チ H ックの ポイント となる。 

あるいは、" 公録 "の 場合には、 常連 や 
身内の ノリを 楽しむ。 ちなみに、 僕が 見学 
させて もらった ラジオの 公録 番組では、 実 
際の 放送では カット されて しまぅ 部分が 抜 
群に 面白かった。 司舍 者と マニア (常連) 
との 息の合った やりとり、 司舍 者の 突っ込 
みに 窮 する アイドルの 戸惑い。 さらには ク 
イズ •コ— ナーで 前に 出た ときに さり 気な 
く ゲストの アイドルと 握手を してし まった 
り、 場合にょ っては、 休憩が 間に 直搔 アイ 
ドルと 話を する こと もで きる。 これは やつ 
ぱり 「オ イシイ」。 


汾 


さらに、 狭い 意味での ィベントの 場合は、 
たとえば、 一日 警察署 長で アイドルが 婦人 
警官の 制服を 着たり、 父の日の イベントで 
は なぜか アイドルに その 場で 目玉 焼を 焼か 
せたり と、 通常の キャン。 へー ン では 見られ 


れに 楽しい ィベントな のだろぅ が、 僕と し 
ては、 やはり アイドル •イベントの 醒剛味 
とは 何 か、 それが， 則りたい。 そこで、 思い 
ついた のが、 これまで 見た イベント のなか 
でい ちばん 感動した イベントは どれ かとい 


ではた と 天井を 見上げて しばらく 考え込ん 
でいた が、 そのうち 「やっぱり、 アレ かな 
〜」 と 巧きながら、 渋を で 巧な われた ある 
ィベントの 話を はじめた。 

「帅崎 型 子って いう 子が いるんで す。" モ 
モコ クラブ" 出身の 高校生で、 また テ 
ビユ I 前なん です けど、 我々 マニアの 間で 
は 有名人 なんです わ。 実は、 その子が 第一 
回 国民的 美少女 コンテストで ダ ラン プリを 
とった 例の 藤 谷美紀 ちゃんと 同じ 高校の 同 
級 生なん です ょ…」 

話が 長くな りそうな ので 要約す ると、 そ 
の 日の ィベントに 神 崎 聖モが ゲスト 出演し 
ていた。 藤 谷 美紀は 彼女と 大の 仲ょ しなの 
で、 ほかの 同級生の 友達と 一緒に 何人 かの 
ダルー プで 見に ホて いる。 そして、 神崎聖 
子の 歌の 番 になる と 藤を 美紀も 含めて 同級 
生の 子たち がみん な 前の 方 じ 出て きた。 そ 
こでは 横 山さん たちが" パンー パパン" 
ヒュ I* の 四 巧 子の おニャン子 フアン ノリ 

(パン I パパンと 手を叩き 拳を 高く 挙げて 
飛び上がる) で脯 つていた。 すると その 姿 


ない アイドルの 姿が 楽しめる。  う 質問 だ。 


といぅ わけで、 マニアに とっては それ ぞ  ゥ—ン 、と 一声な った 横 山さん は、 そこ 
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に 触発され た 藤 谷 美紀も いっしょ にお ニヤ 
ン子 ノリで 声援を 送り出した。 

「横を 見たら、 藤を 美紀ち やん がいっ しょ 

に脯 ってる なんて . 」 

そう 巧く と、 彼は そのと きの 情景を 反 載 
する かの ように また ゆっくりと 天井を 見 上 
げた。 それまで のが 靜な 解説 口調とは 巧っ 
て 変わって、 いかにも 嬉しそうに そのと き 
の 様子を 話す その 至福の 表情に、 僕は はじ 
めて アイドル •マニアの むに 她れ たような 
気がした のだった。 

それにしても、 年に 数ち 本の イベントを 
見る マニアの 目に、 いったい アイドルは ど 
のように 映って いるの だろう か？ 某 ラジ 
才 番組の 公開録音の あと、 司を 者に よって 
"常連 ズ A と 呼ばれて いた 五 人の 若者た 
ちじ 近くの 喚 茶店で 話を 聞く ことができた。 
僕は さ 「そく その 日のを 録の ゲストだった 
川 越 美 和に ついて 彼らに 質問して みる こと 
にした。 

川 越 美 和は、 この 十月 十日に はじまった 
「畔 間で ずよ 平成 元年」 (TBS) じ 八 


化 目の マドンナ 役で お演 している。" ゴク 
ミ 顔。 のなかな かの 美少女で ある。 ところ 
が、 彼らから 返って きた 答えは、 公 緑の 最 
中に 彼女の 可愛い さに すっかり 見惚れて し 
まつた 僕に とって は、 およそ 思い も よらな 
い 内容の ものだった。 彼らに とって アィド 
ルは すでに 論評の 対象で しかなかった の だ。 

最初の ひとりが オリ コンチャー ト での 彼 
女の レコ— ド 順位の 上がり 方の 不自然 さを 
指摘した かと 思えば、 今度は 隣の 奴が、 レ 
コー ドを 社が NEC アベ ニユ— である こと 
を 根拠に こぅ 言 「た。 

「あそこは、 営業が" 針の ナ ガオ々 "なん 
で 営業 面が 動かな いのがわ かってます から、 
相当 N  E  C の 本社と あと 彼女の 所属 事務所 
で 動いて るんで すよ。 だから、 NEC が 
メーヵ I の 力を フルに 使って、 新人 赏 とか 
ら 裏で 手を 回して るん じ やないで すか。 そ 
ういう 仕掛けが ハツ キリ 兒 えち やう アイド 
ルは、 マニアは 嫌いなん です よ」 と。 

結局、 「川 越 美 和は NEC 本社が 適当に 
押す だけで 私たちに はどうで もい いんで 


す」 というの が 彼らの 結論 じな ってし まう 
の だ。* 

あるいは、 その 日、 たまたま デビ ユ 1 
キャン ぺーン で ホて いた 斬 人 アイドル 歌手 
Y について は、 「アイドル としての 将来性 
はない」 と 即座に 断を してし まう。 

それでも、 あるいは それ だから こそ、 川 
越 美 和と Y が 並べば、 彼らは 文句な しに Y 
の 方に つくの だと 言う。 マニアに とっては、 
その アイドルが マ イナー であれば ある ほど 

「コスト パフ ォ— マンスが 高い」 という マ 

ニア ック なむ 理が 働く の だ。 

つまり こういう こと だ。 今で こそ 超 売 
れ 「子の WINK も、 つい I 年 前には キャ 
ン ぺ—ン をしても 十数 人し か 人が 集まらず、 
レコー ドを 買って 握手 会に 参加す るのは 五、 
六 人と いう 時代が あった。 その 五、 六 人が 
目の前に いる 彼らで あ 9、 そして、 WIN 
K の 名前が 売れ 出して 間近で 気軽に 見る こ 
とがで きる 存在で なくなれば、 もう 彼ら じ 
とっての WINK は 終わって いるので 表る。 
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••••つ 

しこ 一一 一 J 


才 番組での 発言を 中' 心に、 各地の イベント、 て も 不安な の だ。 そして 僕が、 青木さん の 


ファンの 顔なん て 

覚えて くれなくて いいんです 

しかし、 イベント •マニアとは 反が じ、 
ひとりの アイドルに 強い 思い入れを 持って、 
その アイドルを 一途に 追い かけて いる 人々 
もい る。 

ここでは、 そうした" 個別 アイドル 思い 
入れ & タイプの 代表で ある 某 国立大学 一二 年 
生の 青木 昇さん (仮名 •二十 一歳) を 紹介 
してみたい。 彼が 熱愛す る (？) のは、 テ 
レビ ドラマ や バラ エティー 番組で も 活躍す 
る 中堅 どころ の キヤ ラ クタ— アイドル N 
(仮名に する のは、 「N ちゃんに 迷惑が か 
からない ように」 という 青木さん のた って 
の 願いに よる)。 そして、 青木さん は 「N 
ちゃんが 読んで 面白がって くれれば いい」 

と、 ほぼ 四々 月 おきに 手書きの マン ザ ミニ 
コミ誌 『N』 {B.6 判、 一二 十二 ぺー ジ) をつ 

くり、 イベントを 場で 彼女に 直接 手 遮して 

いる。 

その 内容は、 彼女が DJ をつ とめる ラジ 


テレビ や 雑誌での 様子を ネタ にした 一ぺ一 
ジず つの コマ 割 リマン ガ。 さらには、 青木 
さんが 足を 運んだ 各地の イベントの 樣 子を 
カット 入りで 解説した" おっかけ 日記"。 
それに、" N 語録。 なる 彼女に まつわる 事 
柄 事典。 試しに" れこ I ど々 と 引く と、 r ①自 
分のは ほとんど 聴かな いんだって。 で、 歌 
詞を 忘れる のか。 @N ちゃんが いなく たっ 
て 針を レコー ドに 落とせば そこには N ち や 
んの 世界が 創り 出される」 と あった。 

関西の 田舎 町に 住む 彼が、 今年の 五月 か 
ら八 巧の 末までの 四 力 月間に 足を 運んだ N 
の イベント はを 部で 二十 二回。 そのぅちの 
半分は 牽 あを 中心とした 関 束の イベント。 
それ：^外にも西は山口から化は栃木まで、 
新幹線 や 夜行 列車を 駆使した その 行動 範囲 
は 巧 当に 広い。 

しかし、 彼は、 「今日 も 元気で やって い 
るかな」 と 様子が 見たくて ついつ い 足が 向 
いてし まう だけな の だと 言う。 テレビ や ラ 
ジオで 姿を 見たり 声を 聞く だけでは どうし 


顔は 彼女 も觉 えてい るんで しょ？ と 聞け 
ば、 彼は 語気を 強めて 「ファンの 顔なん て 
党え て くれなくて いいんです」 と、 セリフ 
覚えの 悪い N のこと を‘ 心配して 溜め息を つ 
くの だった。 

やっぱり ファンの 心理とは こうでなくて 
はいけ ない一. 僕は。 マニア かと" ファン。 

とは かく も 違う ものな のかと、 なかば 感動 
しながら 彼の 詰に！ を 巧っ ていた。 とこ 
ろが 意外な ことじ、 この 青木さん こそが、 
仲間う ちでは 「マニアの なかの マニア」 と 
呼ばれる 存在であった の だ。 

青木さん の マニアと しての 出発点は 地図 
マニアで ある。 幼稚園の ときから 地図を 眺 
める のが 好きだった 彼は、 小学校 一年のと 
きにすで に 詳細な 日本 地図 や 世界 地図を 揣 
き、 しかも 自分で 地形 模型を つくって 遊ん 
でいた。 そして、 二年生に なると 今度は、 
自分で 描いた 日本 地図の 上に 結 線 緯線を 書 
き 込み、 NHK ラジオの 気象通報を 聞きな 
がら 天気図を つけ はじめた。 しかも、 天気 
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ま 2 青木さん のを fg 巧 人と しての デー ター K 


青木さん は、 なんと 巧 誌への 巧窝で 月に 3 万円 も 巧ぐ 投谤巧 人で も あった 
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図の 描き 方は、 当時の 愛読書だった 百科 事 
典の 気象の 項を 読んで 我流で 觉え たもので 
ある。 ちなみ じ、 現在で も その 習慣を 続け 
ている という 彼が、 これまでに 描いた 天気 


図の 総数は およそ 七 千 枚に のばる。 

さらに、 小学校の 三年 生になる と、 これ 
に 事件 事故の スクラップが 加わる。 新聞の 
社会面 や 一二 面 記事の 事故 報道を 見つける と、 


詳細な 道路 マップの 該当 箇所に X がを つけ、 
そこに 事故の 概要を 記す。 たとえば、 「某 
年 某月 某日、 タンク ロ  I リーが 〇〇 の 踏切 
に 突っ込み、 死者 〇 名」 といった 具合 だ。 

そして、 中学 時代の あだ 名が 「天ネ 君」。 
今で 言えば、 雑学の 大家と いう ことにで も 
なる のか もしれ ない が、 彼の 頭には、 百科 
事典 や 医学 書、 さらには 理科 年表な どで 得 
た 膨大な 知識が 詰ま 「ていた。 そして、 泰 
で 見る テレビと 言えば、 NHK の ド キユメ 
ント 番組。 さらに 高校に 入る と 天気図を 描 
ける 能力を 買われて 山岳部に 入り、 およそ 
俗世間と はかけ 離れた 仙人の ような 生活を 
送って いた。 

ひとつ だけ 象徴的な エ ピソ— ドを 紹介し 
ておけ ば、 松田聖 子が デビ ユー した 当時 
ちょう ど 中学生だった 彼は、 同級生た ちが 
盛んに 話題に している その 名前を 聞いて、 
隣の クラスに 新しい 女の子が 転校して きた 
に違いないと 勘違いした。 そして、 PTA 
のを 員 名簿に その 名前を 書き加えようと、 
友達に 松旧聖 子の 住所を 聞こうと して クラ 
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ス じゅうの 笑い もの じな ったの だとい う。 

そんな 経歴を 持つ 青木さん が なぜ アイド 

ルに 苗 ザ 中に なって しまった のか？ 

たいした 受験 触 強 もせずに 地元の 国立 大 
学に スト レー トで 入学した 彼は、 それまで 
の 「クソ 真面目で 堅物」 という 自分に 贴ら 
れた レッテルが 嫌に な 「て、 イメチ 卫ンを 
図ろうと する。 そして、 彼の 目に 「今い ち 
ばん 軽 いらの」 として 映った のが アイドル 
だった。 

しかし、 そこで も 彼は マニアック だっ た。 
アイドル 雑誌を 買い はじめた 彼は、 その 本 
に 載って いる アイドルの 名前、 その デ 
ビユ— 曲、 さらには 生年 巧 日な どの 詳細な 
デー タ を、 まさに カタログ 的な 知識と して 
覚え込んで しまう。 こうして 入学 一年 目の 
冬を 迎える 頃には、 彼の 頭の 中は マ イナー 
アイドルの デ I 夕で 一杯に なって いた。 

それが きっかけで、 大学の アイドル 研 か 九 
をに 誘われた 彼は、 そこで、 フアンの 人た 
ちの アイドルを 想う 熱い むに 触れる ことに 
よって、 はじめて 人間愛 了.) の 世界に 目 


覚める ことじなる。 同好の ± の 存在が 表っ 
てはじめて、 アイドル N と 巡り合う ことが 
できた の だと 青木さん は 言う。 

そして、 彼は 変わっ た。 それまで 実用 書 
ばかりを 読んで ひたすら 知識を 詰め込む こ 
とに 快感を 党え ていた 青木さん は、 アイド 
ル N との 化を いに よって 身の回り にある さ 
まざ まな ものに 感情移入が できる ように 
なった。 そして、 それまでは 自分が 楽しめ 
ばいい と 思っ ていた 事柄で も、 相手が 楽し 
んで くれる ことが 何よ リ だと 感じる ように 
もな った。 

それが 宗教 的な 愛の 境地な のか、 はた ま 
たいわ ゆる 恋心と いう やつな のかは 僕には 
判断の しよう もない が、 青木さん にと って、 
アイドル N が 「人生の 中で 出会った 大切な 
人」 である こと だけは 間違いない。 

アイドルが 人から モノ じな つたと き 
マニアが 生まれた 

これまで アイドル •マニアの 典型と して 

"害窟 派* と" 現場 派 4、 さらには "個別 


アイドル 思い入れ。 の 三つの タイプを 取り 
上げて きた わけ だが、 それぞれの タイプは 
もちろん 整然と 怪 別され る わけでは ない。 
書斎 派 も あるときは イベントに 足を 運び、 

イベント ■マニアの なか じ も ミニコミ 誌に 
投稿す る 人々 は 多い。 さらに、。 〇〇 命！ み 
といった 個別 アイドルの 熱烈な ファンで 
あっても、 同時に マ イナ I アイドルの イべ 
ントに 頻繁に 顔を 出して いたりす る。 

その 蟲 味では、 アイドル •マニアで ある 
彼らに とっては、 アイドルに ア プロー チす 
る 多様な 方法が 存を する だけな の だ。 そし 
て、 その ア プロ— チの 仕方には、 本稿で 取 
9 上げなかった もの もたく さん ある。 

たとえば、 アイドルの 出演す る テレビ C 
F を 徹底的に チ 卫ック している 連中 も いれ 
ば、 臟 役で 出演して いる 子役の 姿を 一人 ひ 
とり チ H ック する" 子役 マニア， と 呼ばれ 
る 人々 も 存在す る。 そして、 彼らが つくる 
オフセット ミニコミ 誌には、 子役で ある 小 
学生の 女の子への インタビュ ー 記事 も あれ 
ば、 さらには。 劇団 系 美少女の 傾向と 対策々 
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表 3 ある "子役 マニア， の ビデ ホ 銭 画 番組 一を 


巧 曰 


番組 名 


出演 子を 


8/20  (日）  6:00 〜 6:30  「新し 2*3 •と 4 ふロク j  (フジ） ル 持; 由を、 今 崎 美 帆 


8; 00 〜 8:30  r 機動 刑事 ジ バン J  (テ レ 朝) 


南風 見 恵す 


9:00 〜 9:30  r 巧を 少女ち々 うかない ぱ ねま！  J  (フジ） 西 京 恵 
1 日: 00 〜 10:30  r 饭面 ライダー ブラ ック RXj  (TBS) 上野め ぐみ 


8/21 (月） 12:45 〜 13:00  r 家庭の 問題 j  (TBS) 田京惠 


13:00 


13:30  r 夏を の 天使 J  (TBS) 小川 お 子、 を おな っ子 連 鏡 ドラ 


13:30 〜 13:45  r 夏を 怪談 J  (TBS) 


田 山 真美 子 


19:00 〜 19:30  「あっぱれ さんま 大お生 J  (フジ） ま 郷恵利 香 
8/24  (木） 17; 00 〜 17:50  r バホバ ホ チ ホン ネル j  (テ レ 朝） を 野を を 恵 
8/25  (金） 17:00 〜 17:50  r パ ホ パ ホ チ ホン ネル j  (テ レ 朝） 安達 祐ホ 

21:00 ぺ 1:45  r 秦敵こ ド丰ュ メント j  (テ レ 朝）  が 


月〜 金 


8/26  (±) 18:00-18:25  「窩 速戦餘 ターボ レンジ ホ 


22:04 〜 23:56  r 叫んでも 


(テ レ 朝） 濕 原な 美 


聞こえない！  J  (日 テ レ） S 野 輪有紀 


《この 表を 提供して くれた Y さん （20 歲 .私大 理工学部 3 年） の 場合、 ビデ ホの 積 準モー 
ドて 绿る 子役が、 r パパは 年中 苦労す る J  (TBS) で その 巧を さのと りこに なった まが 
涼 （11 歳’ 白鳥座 所属） をは じめ 5 人。 3 倍 速 （テー プの画 お 速度が 遲い ので 画 巧が 萍ゎ 
る） で 揉る モ 没が 20 人前 後。 もを ろん 好みの お 人が いつ 出て きても いいよ うに 子役 お液① 
可能性の ある 番組は ずべ て いったん ビデ ホに 强 画して いる ことは 言うまでもな い。 ちなみ 
に、 Y さんは ドラマの 流れの なかでの 芝居を 重視ず る "潰 巧 派， 子役 マニ ァ なので、 お目 
当ての 子役が 出た 番組なず ベて ノ ー 編集で な存 している。 


などと 銘打っ で 子役 一人ひとり について 
はもち ろん、 総体と しての 子役 界の 現状と 
将来展望 などと いう ことが 真剣に 論じられ 
ていたり もす る 《もちろん 対象は 女の子 だ 
けだ)。 

さら じ、 アイドルの テレホン •カー ドを 
何百 枚 も 持って いる 奴が いるかと 思えば、 
街角に 化濫 している 美少女 ものの ポスタ ー 
を 片っ端から 集めて、 それが いったい どこ 
の 誰な のかを 撒 底 的に 調査して いる 連中 も 
いる。 そして、 もちろん 彼らは 同時 並 斤で 
それ U 外の さまざまな ア プロー チ も 楽しん 

でい る。 

それにしても、 アイドル •マニアと 総称 
される 彼らは、 いったい いつ 頃から 出現し 
はじめた のだろう か？ 

かつて、 アイドルの ファンとは、 その ア 
イド ルが 大好きで、 ファン クラブ じ 入 「た 
リ 、レコー ドを 聞いたり、 コン サート じ 
斤っ たりした ものでは なかった のか。 とこ 
ろが、 アイドル •マニアた ちは、 まるで 業 
界人 のょうに アイドルを 相対 化し、 こちら 
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が驚嗔 する ほどの 豊富な デ ー タを 駆使して、 
まさに アイドル 総体を 語って いる。 


いつたい ちたち は、 いつから そこにい る 

のか？ 当の本人に その 生誕の 秘密を 聞く 
のは 恐 問 だとは 思いつつ、 僕は 化ら に その 
疑問を ぶつけて みた。 相手は、 イ ベン ト- 


マ  ニアのと ころで 紹介した  ッ 常連 ズ 々の 五 
人 組で ある。 ところが、 彼らは、 さも 当が 
のことの ょぅに、 自らの 誕生の 経緯を 語り 
はじめた のだった。 

「。おニャン子 クラブ* からです ね」 とひ 
とりが 言った。 その デビ ユーは 八 五 年で あ 
る 0 

「おニャン子の 出現が アイドルと ファンと 
の 関係を 変えたん です。 それまでの 対人 関 
係を 対物 関 儒に 変えて しまった。 要するに 
アイドルが 経済 商 口 E になっ たんです。 アイ 
ドルは、 今や 広告媒体 用の ただの モノなん 
です。 人間であって 人間で ない みたい な… 
…」。 

つまり、 こ、 っいぅ こと だ。 かつて フアン 
の 側からの アイドル に対する 思い入れは、 
一対一の 対 幻想で あり、 その 意味で 対人 関 
儒だった。 ところが、 今では、 アイドル 自 
体が モノを つくりだす モノに なって しまっ 
た。 すなわち、 キャ ラ クター ダッズ として 
の レコ I ドを 産み 化す 素が であり、 テレビ 
CM や 広告 ポスタ ー の 素が にすぎない。 ア 


イド ルは 擬似 恋愛の 対象から、 消贊の 対象 
に 変わったの だ。 

では、 なぜ" おニャン子 クラブ* からな 
のか？ 

フジテレビが 「夕 やけ ニ ヤン ニ ヤン」 と 
いう 番組の なかで、" フッ の 女子高生 
を アイドルに 仕立てる ことにょ 「てつく り 
出した。 おニャン子 クラブ* は、 総勢 五十 
名を 超える 集団 アイドルであった。 しかも、 
番組 内の 「ザ •スカウト/アイドルを 探 
せ ！ 」 なるコ ー ナ ー では、 次々 と 新しい メ 
ンバー が 誕生す る。 これでは、 ファンの 側 
は 否応な く 各 メンバー を 比 1 討し、 一人 
ひとりを 巧 対 化する ことを 学ばされて しま 
う。 そのこと が、" 誰を イチ 押しす る々 と 
いつた ことは あるに しても、 "〇〇 命！  A 
のょう な 形での アイドルとの 対 幻想を 壊す 
方向に 巧 串を かけた。 

そして、 いっぺんに 何人もの アイドルの 
レコー ド や キヤ ラ クタ— グッズを 買う ファ 
ン 層を 掘り起こした。 ちなみに、 お ニ ャン 
子 クラブの レコ— ドの 売り上げは、 八 お 年 
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の 秋に 解散す るまでの わずか 二 年間で、 シ 
ン ダルが 千 S 百で 枚、 LP が 六 百で 枚。 ビ 
デオや 本な どを 含めた* おニャン子 商品々 
の 総売り上げが およそ 四百 備円 。まさに 
「日本 芸能 史上最大の ヒット 商品」 と 言わ 
れる ほどの 驚異的な 記録だった。 

さらに、 アイドル 歌手が 新曲の キャン 
ぺーン で 全国の イベントを 場を 回る、 
"キャン ぺ I ン •握手 会 路線。 が 確実に 定 
奢す るの もこの 頃で ある。 そのことは、 そ 
れ まで テレビ や コン サ I- ^-^^場で遠くから 
眺める ことし かで きなかった アイドルを、 
デ。 ハー トの塵 上で 間近に 見る こと もで きれ 
ば、 自分の カメラに 収めたり、 循手 をして 
言葉を 交わす こと さえ も 可能な 存在に した。 

こ、 っして、 アイドルと フアン (マニア) 
との 距離は、 限りなく 近づいて しまぅ。 

それ にもかかわらず、 あるいは それゆえ 
にか、 かつて アイドルに 憧れて いた 中 鳥 生 
たちは、 今や" プリンセス •プリンセス。 
や" 渡 辺 美 里。 といった ロック 歌手たち に 
憧れ、 まさに 彼女たち を かつての アイドル 


のよう じ崇 坪して いる。 そして、 より 身近 
な 存在に なった マ イナー アイドルには、 マ 
ニアの オジ サンたち だけが フアンと して 
残った。 

それにしても、 自らを" ビョー 人* と 呼 
び、 しかも 自分たち の 誕生の 経緯す らも マ 
ニア ックに 対象 化して 分析して しまう 彼ら 
はいった い 何者な のか？ 

ひとりは 東工大の 学生で 二十歳。 もう ひ 
とりが 明大の 四 年生で 二十 四 歳。 さらに 二 
浪の 予備校 生が ひとり。 それに 一一 十五 歳の 
フッー のを 社員が ひとり。 そして、 最後の 
ひとりは、 なんと 国家 公替 貝の 上級 試験に 
合格した 某 省 キャリア 組の 二十 一二 歳 だと 
言った。 国家 官僚が アイドル •マニアで 
あって はいけ ない 法 はないけれ ども、 これ 
はやは り 常識的には 驚いて いいこと だと 思 
うの だ。 

秋の 巧を じ 

タ ハン— パパン. ヒユ— か 

九 巧 も 後半 じ 入った ある 日の 夜。 代々 木 


八ム 園の 一角に ある 小さな 広場には、 日本 全 
国から 一二 百 人 ほどの 若者が 集まって いた。 
彼らの 前に あるのは 二 九 インチの 一台の テ 
レビと 一 I 台の 小さな スピー カー。 そして 画 
面には、 ちょぅ ど 一一 ま刖の その 曰に すぐ 脇 
の 代々 木 体育館で 斤な われた、 グおニ ャン 
子 クラブ。 の ファイナル コン サート の ビデ 
才が 流れて いる。 

画面に 登場す る 一人ひとりの おニャン子 
たちの 姿に 拍手喝采が 起こり、 彼女たち の 
涙ながら の お別れの 挨搂に 「ガンバ レ！」 
の 声援が 飛ぶ。 そして、 曲の イントロ がは 
じ まる やい なや 精一杯の 声を 張り上げて、 
歌い、 脯る 。そんな 彼らの 姿を 見て いる 限 
リ 、その 熱気と 興奮が テレビの 小さな 画面 
に 向けられ たもの なの だとは とぅてい 信じ 
られ ない。 

そもそも 目の前に 映って いる ファイナル 
コン サ ー トの ビデオは、 すでに 市販され、 
誰もが 簡単に 買える ものな の だ。 おそらく 
はこ こに 集まっ ている すべてのを 者が 所有 
し、 その 細部に 到る まで 鮮明に 頭の 中に 晚 
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きついて いるものに 違いない。 それな のに 
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彼らは なぜ わざわざ この 地に 集まって、 い 
つもと 同じ ビデオを 見なければ ならない の 
か？ 

この 日の ために、 化幌 から 飛 斤槪で 駆け 
つけた 十九 歳の 電機 修理 技師 も いれば、 休 
暇を とって 兵 庫から 新幹線で やって来た 二 
十ー ニ 歳の 郵便局 員 もい る。 京都から 来た 二 
十六 歳の 会社 貴 もいた。 もちろん、 その 大 
キが審 巧 周辺から 集まった 二十歳 前後の 若 
者 だとしても、 そこには、 イベント •マニ 

アが 追い かける 生身の アイドル さえ もい な 

、〇 

V 

いつたい 彼らは そこで 何を しょぅと して 
いるの か？ 

『オリ コン •ウィ— クリ ー』 の 読者 投稿欄 
に 掲載され たこの イベントの 關 惟を 告げる 
主催者からの 手紙には 、「おニャン子を、 
また 自分が おニャン子の フアンであった こ 
とを 忘れない ための イベントです！」 と 
あった。 そして 同じく 新 渦 県の ある 読者 か 
らの 手紙には、 「二 年 前の 自分を 探しに ホ 
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ないか」 とも 記されて いた。 


経濟商 おであった のか？ だと すれば、 今、 


主催者の 若者たち のなかには 、全国 十一 
力 所で 行なわれた 解散 コン サート を 追い か 
ける ためじ、 専門学校を 中退した 奴 も いれ 
ば、 それまで 勤めて いた 会社を 退職した 若 
者 もい る。 そして、 参加者の なかには、 お 
ニ ャン 子からの ソロ デビ ユ— 組を 追い 統け 
るた めに 休暇を 自由に とれる 職人への 道を 
選んだ 二十歳の 石工 もいた。 

さらに、 おニャン子 解散 後 二 年が 過ぎた 
現在で も、 自主的に 組織され ている， お 
ニ ャン 子サー クル* と 呼ばれる いくつかの 
ダル— プが 存在す る。 しかも、 その 会員 数 
は 総計で およそ 千 人に もの ぽ り、 彼らは 独 
自の ネット ワーク で 日頃から 交流を 课 めて 
いる。 

彼らに と 「て おニャン子 クラブとは 何 
だった のか？ イベント •マニアの" 常連 
ズ* が 語った ように、 おニャン子は 単なる 


目の前で 師っ ている 彼らは、 いったい 何に 
こだわっ てわざ わざ 全圃 から 集まって 来て 
いるの か？ おニャン子 じ 対する 彼らの 思 
い 入れは 何に 支えられ ている のか？ 

正直な ところ、 僕には わからない ことが 
多すぎる。 しかし、 ただ ひとつ 言える こと 
は、 クサい 言い方では あるけれ ども、 彼ら 
にと つては、 アイドルと 同じぐ らい じ 中 補 
が 必要 だとい ぅこと なの だ。 それは、 何も 
おニャン子 ファン だけに 限らない。 イ ベン 
卜 •マニアが、 イベントを 場で お 互いの 顔 
を 見出した ときの 何 かホッ としたょ ぅな 笑 
顔。 普 斎 派の 人々 が ミニコミ 同人たち とア 
イド ル 談義に 巧を 咲かせて いると きの 嬉し 
そうな 顔。 仲間う ちで 見せる 彼らの 嬉 々と 
した 表情を 見る たびに、 僕には、 アイドル 
に 媒介され た マニア 同 ± の 関係 こそが、 ア 
イド ル •マニアの 行動を 支えて いると 思わ 


れて しかたが なか 「た。 

そして 彼らを 観察す る ことを 止めて、 
その 輪の 中 じ 一歩 入 「てし まえば、 そこに 
は 突き動かされる ような エネ ル ギーに 満ち 
た。 も、 っ ひとつの 別の 世界* が 確実に を 在 
する。 アンコー ル 曲では 参加者 拿 貝が 隅の 
人の 肩 じ 手を 回して、 まるで お 互いの 存在 
を髓 かめ 合うよう に 静かに からだを 揺すっ 
ていた。 それは、 ちよう ど 閉塞した 現実 か 
ら帖 出しよう とした 二十 前の 若者たち が 
バリ ケー ドの 内側に 見た 世界と 同じ ものな 
のでは ない のか。 

しかし、 今、 目の前で 肩を 寄せ 合っ てい 
る 若者たち は、 二十 年 前と 同じ 鍵で 別世界 
の 扉を 開ける ことは できな か 「た。 彼らに 
とっては、 アィドル こそが 時代を 映す 鏡で 
あり、 同晴に 別世界への 扉を 開く 鍵で あっ 
たの かもしれ ない。 

そんな ことを 考えながら 僕は、 いつしか 
彼らの 輪の 中で 夜空に 向かって 举を 振り 上 
げ ていたの だ 「た。 

"パン 1 パパン •ヒユ - 々 
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NTT も* 察 も 手玉にと 
タカー たちが 集ぅ 

，謎の 巧 誌 『ラジオ •ラィフ』！ 
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表の 世 巧じゃ 住み あきた！ せ 巧の ウラの 裏を 採 おし、 
すべての ブラックボックスを こじ 開けて 遊ぶ 


現代の トム •ソ ーヤ たちが ここ じぃる！ 


イ， か續 


永江朗 


ライタ 


わが 家で 長年 愛 巧して いる 電話の かけ 方。 

相手 先の 電話番号の 末尾が 1 か 2 で 採 わ 
ると きは、 ダイヤルの 代わりに 1 なら I 回、 
2 なら 一 一回、 フックを 軽く 叩く。 4 日 3 1 
なら 4 日 3 までは ダイヤルを 普通に 回して、 
最 被に 一回 チョンと フックを 押す。 これで 
その 通話は タダ じなる、 はずで ある。 実は 
その 確証は ない。 ただ、 電話 取 付けに ホる 
NT T の 人は こぅして 電話す るので、 タダ 
なんじ やない かと 推測して いる だけ だ。 

^ ハッ カ— たちの バイブル 

もつ と 確実な タダ がけ テクニックを 知り 
たい 人は、 『ラジオ ライフ』 といぅ 月刊誌 
の 特集記事 「電話の 襄ヮ ザす ベて 教え ま 
す！/ いま 流行の 画期的な 電話 活用 法」 を 
ご覧 あれ。 

たとえば クレジット 電話の 利用 法。 大手 
企業が 契約して いる クレジット 電話に 勝手 
に 相乗りして しまう。 かけ 方は 「r^21  + 
3  + 登録 電話番号 十 暗証番号 + 巧手の 電話 


番号」。 この 登録 電話番号と 暗証番号 がわ 
かれば 全国 どこから でも タダ 電話が かけら 
れる 。登録 電話番号は 電話帳に 載って いる 
企業の 代表 電話が 使われる ことが ほとんど。 
問題は 暗証番号 捜し だが、 全社 所在地の 番 
地なん かを 使う こと も 多い らしい (ちよう 
ど キャッシュ カー ドの 暗証番号を 生年月日 


わずか 千円が 巧で できる 巧おタ ダが け裝 置の 回路 
(因 版は すべて 「ラジオ ライフ I より) 


にす る 人が 多い ょうに)。 

うまく 暗証番号が 見つけられれば、 いつ 
でも どこでも 他人のを で 電話が かけられる 
魔法の 電話が 手に入 「たこと になる。 

もっと 大胆な タダ がけ 方法 も ある。 公衆 
電話の 受話器の 蓋を 外し、 スピ I 力— を 
フックに すりつけ ると 通話 可能が 態になる。 
最近は 蓋を 外しに くくして いる 公衆電話 も 
あるら しいが、 銅線の I 本 も あれば 大丈夫。 
受話器と フックを 直結して しまえば いい。 
キー のない 車を 盗む ときと 同じ だ。 もつ と 
も、 直結 巧の タダ がけは カー ド 電話では で 
きない。 

そういう 「電話の タダ がけ」 だのを I 所 
懸命 研究して いるの が 自称 電話 ハッ々 J た 
ち だ。 ハッ カー というと 電話回線を 通じて 
企業 や 軍部の コン ピユ ー タに 侵入す る 人を 
指す のが 一般的 だが、 その ノウハウ はもと 
もと 電話 ハッ々— から 引き継がれ たもの だ。 
その 発祥は 一九 五 〇 年代の アメリカにまで 
さかのぼる。 たとえば 伝説 的 ハッ々 I、 
キャプテン •クラン チは、 お菓子 (クラン 


41 


チ) の オマヶ の 小さな 笛の 音が、 国 隙 電話 
回線の ゲ ー トを 開く 信号と 同じ パルスな の 
を 利用して、 笛 ひとつで 世界 じゅぅを 駆け 
めぐっ た。 

西ドィッの ハッヵ I が筑 波の 研究所の コ 
ンピユ ー タに 侵入した 事件が あったが、 彼 
ら じしても マジ メに 日本までの 通話料を 
化った はずがない。 電話 タダ がけは ハッ 
々— の 基本で ある。 

そして この 『ラジオ ライフ』 という 雑誌 
こそ わが 園の ハツ々 I たちの バイブル なの 
だ。 

自動販売機は 路上の 金庫 だ！ 


ごと タダ 活用 法」 

•「絶対に バレない 盜聴 器の 仕栅け 方/他 
人の プライバシー で 遊ん じ やおぅ」 

•「恼 れ の簿丽 パトカー 製作 法」 

•「これが 高速 タダ 乗り 券 だ！/ 原寸大 

公務 自動車 証明書」 

•「日本を 愛ぅ あなたに 贈る 究極の 自衞隊 

度チ卫 ック」 

•「醫 察 巧 部黃料 •被疑者 写真 撮影の 手引 
きを 極秘 入手」 

•「ス ピ ード述 おなん か 怖くない？ 駐苹 
違反、 交通 検問から 逃れる® テクニック」 
•「非合法 無線の ウラの 茲」 

…… このほか、 每年 いちど、 「冀 RL/ 
電 をから 風俗までを スル ドク 乗っ取る アブ 


これは 昔な つかし サン スタ ー の 「スパイ 手 
帳」 の 復活な ので ある。 

たとえば 今や 誰もが 使っ ている 留守番 電 
話。 『ラジオ ライフ』 を 参考に、 これで ス 
パイ ごっこを してみ よぅ。 外から 他人の 留 
守電を 操作して 遊ぶ の だ。 つまり 電話の 槪 
種と 暗証番号 さえ わかれば、 電話で 自由に 
他人の 留守 緑 内容を 聴いたり 、消ましたり 
できる の だ。 

しかも 最近 流行の 多種 機能 電話で、 受話 
器を フックした 状態で も モニター できる 槪 
極なら、 そのまま 盗聴器に もなる。 おしゃ 
れな 電話の ある 部屋で エッチなん かしてる 
と、 知らない ぅちに 自分の 主演す る エロ 
テー プが出 まわり かねない。 

テレホン々 1 ドの 使用 度数を 変更す るの 
も 面白い。 力— ド 電話は、 電話機が カ ー ド 
の 離 気で 記録され た デー タを 読み、 書き込 
む マシンで しかない 。ジャンク 屋 (パ ソコ 
ン などの 中古 マシンを 売つ ている 店) で 中 
古々 1 ド 電話機を 手に入れて、 パソコンと 
デ— 夕を 読む マシンを 繫 げば、 テレホン 


毎号、 無線機の 写真を アップに した だけ 
の 味 も そつけ もない 表紙と 誌 名からは、 た 
だの 無 綿 マニアの 健全 雑誌に しか 見えない。 
しかし ざっと 記事の 見出しを 並べる だけで、 
そのむ やみや たらな 面白さは ご 理解いた だ 
けよう。 

•「公衆電話から ポケベルまで NTT まる 


ナィ 情報 まとめて 公開 ！ 」 という 小冊子の 
付録が つく。 この 「嬰」 に ばか リ 向かう 興 
味は ファミコン や ビック リマン •シ— ルの 
「裳ワ ザ」 「襄 ワー ルド」 捜しと 似た、 才 
モ チャ 感覚 だ。 見出し だけ 見る と、 左 か 右 
の 過激派 槪閱誌 かと 思って しまう が、 読め 
ば そこ じは なんの 思想 もない。 ようするに 
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今 曰から 才 しを 採 偵 だ// 


その お 巧は 探 お 手 « じある 


さ、 爆発的 大人気の 巧 偵 わつ 通 具を W える と、 君ち 铁俩 になれ る// 

そのな 偵 手 《は》 さの DSD ■初 ホが) ノウ 八ウ か、 わ 
か 0 やず く詳 巧に おお なれて いまず。 今 現在を 国 小 巧 苗 巧をから フロの 探偵な の 方 
々にち 义巧 評で ミ 巧の フロ 巧 偵 ± が 度 用され ていまず。 （約が 巧 114 ちの 巧 《±) 


供 • かか！ 


巧な わつ 通 具 

1 . 採 巧手 巧 一式 
2  . 特殊 無按 一が 
3 . 護身 巧 具 一が 
4  . 巧が 巧 お 巧 

5.  揉 巧 センサー 

6.  採 巧 巧 ま 巧 
_7  • 巧 巧 カメラ 

をれ 78,900円 

1 回-- 泌 回の 分割 巧 
を 化ほ拍 ネリ 用で さます, 


フ □の 探偵 巧庶装 一す 

採イ貞 ズボン 40,000円 
探イ貞 ベスト 35,000 巧 
探イ貞 スーツ 60,000円 

探イ貞 ブーツ 30,000円 
探倘 ベルト 20,000円 
探偵 Y シャツ 20,000 巧 

♦  Lfc ル づ 6'; た r  »••、 も. 

お. た 一-;: 巧 ■ろ, .  3ミ 
♦さ* を る ei む •，で ■ 
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「ラジオ ライフ」 の ヘンな 広告 その© 
探偵 パンツと いう のら 作る といい と 思' つ 


々1 ドに 記録され た臟気 デー タの 「読み 普 
きの 仕方」 が 簡単 じ わかる。 この 電訴 機の 
プロ ダラムを 変えて やれば、 たちまち 電話 
は々— ド 度数 変造 機 だ。 

ところで ジャンク 塵で 売られて いる 中 ホ 
の 力— ド 電話は 十数 方円 もす る。 プロ ダラ 
ムの觸 析に必 嬰な マシン も そろえる とかな 
りの 金铺 じなる。 苦‘ むの ホ、 ハッキングの 
方法を 編み 化した ところで、 儲かる 電話料 
金なん てた かが 知れて いる。 彼らは お金の 
ために ハツ々— を や 「てる わけでは ない。 
NTT は これらの 屯 請 ハツ カ— を まるで 凶 
惡 犯罪の ようじ 回の 敵 じして いるが、 な 言 
グィ ヤ ルには まって 巧に 何十‘ 力 円 も 電請 代 
の 請求が きて しまう 高校生 や、 それで 売春 
に まつて しまう 少女たち をを いものに して 
いる NTT よりは タチが いい。 

らち ろん ハツ々— の 標的は 電韶 だけでは 
ない。 「システム 別 課金 情報 ハツ カー 術」 
という 特集では、 各種 プリ ペイド .々1 ド 
の臟気 デー タ 読み取 リ テクニックから 電力 
メータ I、 、’ ハ— コー ド、 中 ホ 寧の 走 巧 1 


計、 ホテルの テレビの 2 チャンネル 放送 や 
冷蔵庫までを 撒 「ている。 なかで も 「五 百 
円 玉の 代わりに 韓国の 五 百 ウォン 玉を 使 
う」 などの 裘ヮ ザを 紹介した 記事の 「自動 
販売機は 路上に 置かれた を 庫 だ」 という 題 
には ワク ワク させられる。 『ラジオ ラィフ』 
を 読んで いると、 つまらない はずの 管理 社 
会が 急に つけこむ スキ だらけに 見えて くる。 

I {王様は 裸 じ ゃない か 

それにして もこの 面白さは い 「たいなん 
なんだ、 という わけで 編集部を 訪ねて みた。 
取が じあ じて くれた 羽根 巧 新 氏は 副 編集長 
だが、 まだ マニア 少年の 面影を 残す 青年 
だった。 

「初めは 深夜放送 リス ナ— のた めの 普通の 
雑誌 だ 「たんです」 

『ラジオ ラィフ』 の 創刊は 八 0 年 セ 月。 し 
かし 創刊号に 褐賊 した 「誰が 聴いても いい 
聲駕 無線」 という 特集が 雑誌の 運命を 変え 
た。 もともと 醫察 無線は 誰でも 聴けた。 し 
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告 

かし 一般 じは そういう 電波は 聴いて はいけ  造 方法を々 タ ログに も 取扱説明書 にも 一切  ょうに マスコミは 書き立てた。 だが、 笑つ 
な、/ もの、 というを 黙の 了 牌が ある。 それ  蕾いて いない。 買つ ただけ では 方法は わか  てし まう のは、 マスコミ も 「とんでもない 


を 巧め て 雑誌で 「誰でも 廠 ける」 「法律 遥  ら ないし、 一般の アマ 無線 雑誌 も 取り上げ 


反では ない」 と 明言して しまつた の だ 


裸の 王様が 裸で ある ことに 気づいた 子供  ぴらに 書いて しまったの も 『ラジオ ライ 


たちは もう 止まらない。 彼らは つぎつぎ じ 
社を の あらゆる システムを 裸に し 始めた。 

『ラジオ ラィフ』 には 毎号、 醫 察を はじめ、 
消防、 自觀隊 、現を 輸送 車、 タ クシー、 自 
動 華 電話な どの 無線周波数が 掲載され てい 
る。 それらの 電波を 「アクション •バンド」、 
傍受す る ことを 「ワ ッチ」 という。 こうい 


垂 


いていない。 質っ ただけ では 方法は わか  てし まう のは、 マスコミ も 「とんでもない 
ないし、 一般の アマ 無線 雑誌 も 取り上げ  マニア 雑誌」 と 純 弾しながら、 「デジタル 
ない。 その 知る 人ぞ 知るな 造 方法を おおっ  無線の 解読 機はありません かわ、 あれが な 
らに 書いて しまったの も 『ラジオ ラィ  いと 霜 収集が しづら くて」 なんてい う電 
』 だ。  話を 『ラジオ ラィフ』 にかけ てく る。 張っ 

!  ている 家の コ ー ドレス ホン や 自動 幸 電請は 
天皇の 心電図を ワ ツチせ よ！  聴けない かとい うょうな 問い合わせ もく る 

天皇の 下血のと きは、 「天皇の 身体と、 む 
現在、 醫察 無線は デジタル になって し  電図 などの 槪械 との 間は 無線で 繫い である 


フ』 だ。 


天皇の 心電図を ワ ツチせ よ！ 


まつた ため、 巧販の 受信機を いくら 改造し 
て も 聴く ことは できない。 秘誌 機能と いつ 


つア クシ 


バン ダ I は 現在、 を圃 じな  て 電波に 混ぜて ある 信号が わからな いと、 


方 人 近くい ると いぅ。 

告 

無線機と 言っても 今は、 子供の おこづか 


はず だ、 その 無線を 傍受す る ことは できな 
いか」 という マスコミ 隅 儒者からの 相談 も 
あった そうだ。 どうも 宮内庁の 発表す る 
デ ー タは 自分たち の 入手した ものと 違う、 


ただの 雑音 じし かならない の だ。 『ラジオ  デ ー タは 自分たち の 入手した ものと 違ぅ、 
ライフ』 の幽 面の 目標は この デジタル 無線  あれは 加工して いい加減な ことを 言って い 


いでら 買える。 ハン デイ 受信機なら S 乃 円  解読で ある。 後発の ライバル 誌 『ア クシ 


るよう た、 その ウラを 取りたい という こ 


ほど だ。 これらは ちよつ としたな 造で 受信 


バンド』 も デジタルな 略 競争に 名乗 9  とだそう だ。 マスコミに とっても 『ラジオ 


可能 範囲が おがる。 改造す るた めには 昔は  を あげてい るので 油断で きない。 


ライフ』 は必？ 凯 in になりつつ ある 


内部の 回路に 手を 入れなければ ならな かつ 
たが、 最近の ものは 「隠し コマンド」 といつ 
て、 特 をの ボタンを 特 をの 順序で 押せば リ 


『ラジオ ライフ』 が 一躍 有名に なった のは 
瞥察 無線の 傍受 や テ レカ や オレンジ カ I ド 
の 変造な どの 際の マスコミ による 報道に 


自動車電話 傍受は 初歩の 巧步 


ミッタ— が 解除で きる。 メ ー々| はこの な  よって だ。 まるで 大 犯罪を 化して いるかの 


無線 マニアは 「おしやれとは 緑が なく、 
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色白で 太つ ている。 髪は 長め で 眼錯を かけ 
て、 ちょっ とぅつ むき かげんで 足早に 歩 
く」 典型的 おたく タィプが 多い と 聞いて い 
たが、 会って くれた W 君 (二十 五 歳. コン 
ピュー タを社 勤務) は それとは 大きく 違つ 
た。 瘦 せて いるし、 DC っぽい ス I ツを着 
て 健康的に 日焼けし ている。 

W 君が この 世界に のめり込む ようになつ 


たのは 五 年 ほど 前から。 それまでは 海外の 
ラジオを 聴く BCL マニア だ 「た。 BCL 
に 物足りなくな 「てきて 無線の 傍受を する 
よぅにな 「た。 無線を 聴き 始めた 頃は 自動 
幸 電話の 傍受に 夢中に なった。 

芸能人 関係に 自動車電話 ュー ザー は 多い。 
あとは、 テレビ 関 儒の 人間の 会話。 五木 ひ 
ろしの 結婚式の ような ときは たくさん 電波 


が 飛び交い、 襄 話を 聞ける。 

選#' 前には 買収の 話と か、 納税申告 シ ー 
ズン になる と 脱稅の 話が 交わされた りする。 

，もっとも、 たとえ 醫察や 税務署が 傍受して 
たと ころで 您聴 内容 そのものは 証拠には で 
きないが。 

自動車電話の システムは 、自動車電話と 
通話の 相手が ダィレクトに 電波で 繫が 「て 
いる わけでは ない。 間に ステー シ ョンと な 

る NTT の 基地局が 介を する。 自動車電話 
の 傍受は、 自動車電話から 出て いる 電波を 
聴く のではなくて、 自動車電話に 電波を 送 
る 基地局の 電波を 聴く。 だから 茎 巧を 中心 
とした 闕東 近県の 会話の ほとんどは 動かず 
して 聴く ことができる。 ただし、 自動車の 
移動の 飽圃 にょ 「て、 電波を 送る 基地局が 
移る ため、 周波数が 変わる。 それでも 彼ら 
は 必死になって 周波数を 追っ かける。 

巧 合 その子は 品が 悪かった！ 

自動車電話を 誓 通の 人は ただの 電話 だと 


電波 マニアの コ ミケと いわれる ハム フェア じ 参加した 「ラジオ ラィフ」 の統者 
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野つ ている。 まして、 クル マの 中は {化 室で、 この 長時間のを 話を 実は 録音して いたらし  を 発表す ると、 自衛隊の ほうで もす ぐ じ 周 


ほかに 誰もい ないから 普通の 電話よ リ もさ 


い。 その テ ー プが 存在す る ことは ウワサ と  波 数を 変更して しまう。 


らにヤ バイを 話が できる。 しかし 自動 串電  しては かなり 有名 だ 


話は 無線で あり、 受信機 さえ あれば 誰でも 
聴けて しまぅ ものな の だ。 

「アィドルでは どんな コの 電話を 聴いた こ 
とが あるの？」 と 聞く と、 「う 一 ん 。言つ 
ち やつて いいの かな」 とため らいながら、 


ほかに も W 君は、 飲みに 出かけた チェ ッ 
々—ズ が ほかの メンバ— を 呼び 化して ると 


ころと か、 鳥 ホ 麻 己 子の 全 話な ども キヤ 


ソ 

♦ 


チして いる。 自動車電話の 傍 巧を 始めた 頃 
は ほとんど 每日 一日 じゆう 聴いて いたよう 


おニャン子 くらぶの 河 合 その子のを 話の 様  だ 


子を 教えて くれた。 電波法は 電波の 発信 じ 
関しては 厳しい 規制が あるが、 受信に つい 
ては ほとんど 自由 だ。 しかし、 通信 内容を 
バラす とほに 嘘れ る 可能を も あるら しい。 


r 敵機 来 》! 緊急発進！」 


べつに 戦争を している わけで もない のに 
軍用機の 間で そんなに 面白い 交信が あるの 
かと も 思ぅ が、 領空 侵 化な どじよ るス クラ 
ン ブル 発進は 年間 セ 百 回 も あるそぅ で、 
「本気に なって 基地の 交信を 聴いて いたら、 
スクランブルは 必ず 聴ける」 (W 君)。 本当 
の 領空 侵犯は めったにな いが、 それに 近い 
状態で も 基地から ソ連 機に あてての 英語と 
ロシア語での 營告が 楽しめる。 

閣僚な どが 海外から 成 巧に 到着した 際な 


航空 無線は 大きく々 けて 民間航空機と 軍  どは ヘリで 自衛隊 市ケが 驻お 地に 移動す る 


W 君が 聴いた のは 「彼女の 全盛期でした 用 機が あリ 、軍用機 も 自衛隊と 米軍で それ  こと も あるが、 その 際の 交信ら 受信で きる 


わ」 というから、 かなりな 前の ことになる。 ぞれ 周波数が 違う。 入門は 周波数が 八 ム開さ 


「どこで 飛んで いるか わからな いように 暗 


を 話の 相手は レコ— デ イング 関係の スタ ッ 


れ ている 民間 機から 聴き 始める が、 マニア 号を 使ったり してます わ。 誰を 乗せた かな 


フ だったら しい。 一時間：：； 上の その 長 電話 になる と 軍用機の 無線 傍を じ ハマって いく。 ん ていう 交信 はないけ ど、 日程と かを 見れ 


は 品の 惡い 碟リ 方な ので、 最初は 本当に 挪 
合 その子とは 信じられ なか 「たそう だ。 お 
ニ ヤン 子の ほかの メンバ I の惡 口な どを 言 


自衛隊 無線で も 訓練 飛 巧 用と ス クラン ブ 
ル 発進の 周波数は 違う し、 その バンド も 広 


ば わかります から」 

醫察 無線の 場合 も 同じ だが、 軍用 無線で 


いので、 スクランブル 発進の 際の 交信を 巧 は 特殊 用語が 使われる。 巧め のうちは その 


いながら、 自分の ことを 「その子」 と 呼ん をす るのは なかなか 雛し いらし い。 また、 


用語が 何を 意味す るの かは まったく わから 


でいたら しい。 W 君は 絶対 言わない の だが、 巧 巧に 成功した マニアが 雑誌な どに 周波数  ない が、 何度も 聴いて いるぅ ちに、 突が 意 
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フ ソー I ソ のはい クた 
さの ミニスカート 


ピ ッタソ フイ ッ h のをい 
日ン クフ ー V 


JWD 卞ぉ 
I、 このは 


巧 か 読めて くる 瞬間が ある。 この コ ー ドの 
意味が 請め た 瞬間の 快感が ものすご ぃもの 
らしい。 

W 君は 軍用機の 写真を 撒る の も 好きで、 
基地 祭、 新 空 祭な どに も 出かける。 この 夏 
も 休みを とつて、 米軍 機を 撮る ために 沖縄 
に 一週間 滞在した。 基地の フ H ンス のま わ 
りで 戦 脚槪と 基地との 交 厚を チ 卫ツク しな 


がら、 離着陸を 毎日 撮影して いたそぅ だ。 

W 君は 沖縄 U 外に も、 をな のかみ が とれる 
と 受信機 片手に 戦關 機を 見に 全国の 基地に 
山 かける。 W 君が 日焼けして いたのは、 を 
園の 基地の フェンスを めぐ 「ている からで、 
けっして テニス や サーフ インで 焼けた もの 
ではな さそう だ。 

123 便の 搜 索、 「な だし お」 の搜 索な 


r ラジオ ライフ」 の 人気 連載'  施 伸を の 「城 人 警官 制服 図鑑」 


どのと きは 受信機に かじり つきだ。 「斤つ 
たつて、 電波が はつき リ 聞こえる ぐらいし 
か メリットない から…」 と 現場を 見たい と 
いう 欲 ホは わかない よう だ。 「それよりも 
家で 無線を 聴いて たほうが 迫力 あリ ます 
よ」 


おまわりさんが 大好き 口 


『ラジオ ライフ』 を 見る と、 無線の 情報 だ 
けで なく、 醫官や 消防 ± 、自衔 隊の 写真、 
はては 醫察 内部の 重要 書類の コピ— の 投稿、 
読者が 自作した パト々— まで 登場して いる。 

「今 巧の 婦稱 さん」 といぅ 連載では 街角 や 
イベントで 読者が 破 影した 婦人警官の 写真 
が 掲載され、 『女子高 制服 図鑑』 で 知られ 
る 森 伸 之の イラストと 「これは クラ クラし 
ます」 といった 制服 批評が かいている。々 
ラ I ガ—ド 隙と いぅ 婦警の バトン トワ ラー 

の 存在は ここで 初めて 知った。 当が、 超 ミ 
二で 表る。 

『ラジオ ライフ』 読者の 興味が 醫察 などの 
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巧が W ホ 12 巧、 UJtt 本 練 ホが お 橋 か 
らお ぶした タリ 羣 f みやび J が « 用して 
いた 本み の テール マーク。 どうやつ て 
入手した のク 


ミ^^^^^^^ 

fl||H 


起 或 


識を 


巡を 


れ 

U 


护 


わ搜を 


ク K 


に ♦巧 巧の 化が さんが 巧つ て夕 
た 巧 化 •み 解が «> ポケ コンと 
力！ ドリ— ダ— を 組を せて 自け 
した" これは スゴイ / 


イ ％ •權闲 巧 ft を 巧 ごが 雜 た 


SA 公 巧 巧さん の W 寒 
ぺデ V 參か度 じ 义ウケ 


ホ爾 B のむ を 巧の々 •年 
ずした で； V •う  * ••し 含 
ソバ IfssHi がずに 入る 


t ぺ ディション じ 就を が 持ち おった 自 巧の コレクション。 
キャッシュ カ— ドの 暗証を 号お統 傑が スゴイ 

装備 や 書類へ と 移った のは、 普 察 無線の デ 
ジタ ル 化で 傍受が 不可能に なった からだ 
(署活 系の 無線は 今 も アナログ だが、 これ 
は 口！々 ルな ので 面白くない)。 

毎 巧 開かれる r ぺデ ィシ ョン」 という 『ラ 
ジオ ラィフ』 読者の 集いは、 今まで 全国 八 
十 力 巧を まわつ ている。 読者は そこに 自分 
の コレクションを 見せびらかしに 来る。 本 
物の 暂察 手帳、 自衛隊の 砲弾、 醫察官 の 拳 
銃 三ュー ナン ブ) の 箱、 パトカ— の 取扱 
説明書 …… 。自作の パトカ— もやって 来る。 
そんな もの かどうして 民間人の 手に入る の 
かとい うと、 ち やん と 売つ てるので ある。 

通 販の広 苦が 『ラジオ ラィフ』 じは いっぱ 
い 出て いる。 

地元 瞥寮 もぺ ディションに 目を つけて、 
遠くから 覆面 パト々— で 監視す る こと も あ 
る。 そんな 日には 読者たち は 大喜びで、 覆 
面 パト々 I はたち まち マニアに 囲まれ、 記 
念写 真を バ シャバ シャ 撮られる 始末。 
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漏 巧 百の 巧 巧す る 公な ■» には、 いろいろな タイフ か 
巧な します • これらを 巧 巧し で r^« 指を ISj とい 
い， 一日の » 巧す ベで ザ この 巧を » 巧 じよって «し< 
« 宜 なれで いるので ず A 巧 K 白 巧から K る SM 手 » 醫 
まで 1«1 巧で いねいに、 そしで フォー マツ h ど お 0 
巧 巧され ていを をず 6 なおこ こで 巧なず る巧定 ■巧は、 

原寸大 これが 高速 タダ 乗り 券 だ//. 


公な きか 巧な 巧 書 

を？ 7 お 号 

巧  号 

通 巧 年 巧 日 

巧 巧  年  巧  曰 

ぶな 名 

自 おを ぶ 

边巧 区間 

I  口から  I  Ci で 

をを 》 巧者 
巧 •巧： を 

自動を 
を 巧 香 号 

巧  巧 

この 自巧 巧は、 公務 自巧 巧で をる < 

昭ネ日  年  月  日 

を 巧 ま 巧 玉み 警 祭 本 热警软 S 

こと をな 巧す; 

【脂が 铃:呵 

fmi 

ち。 

巧ち 事 巧 

) この 誌巧嘗 は、 為 巧 道 おに 入る^ 
卜 で巧受 負に 提示し、 おお 通 巧 券 ミ 

豈揣 お邮ご 

1： さ 、 必ず 入 c 

1: 是け 取る こ i 

1 

〕 ゲー 

♦  0 

信号機から 旭日の 
マー クが 消えた！ 


カ ー 模造に 必要な フロント ♦グリ  ると よい 


ルの 旭日章の エンブレムは、 信号機の コン 


たんなる ガ キのィ タズ ラの ために 天下の 


卜 


口  I ル •ボックス について る やつを 型 取  笞察 がふり まわされる。 左翼の 闘争で さえ 


ぺ ディションには 「鉄ち やん (鉄道 マニ 


りして 複製 すれば よい、 と 載せたら 東を  こんな 痛陕な ことは できなかった 


ア こも 来る が、 変わった ものでは 「余 部  じゅうの 信号機から あの マ— クが 全部 消え 


鉄橋 事故の 転落 車両の ヘッド •マ— ク」 な 
んて ものまで あった。 現場から 取って きた 
とで もい ぅの か。 

『ラジオ ラィフ』 は、 「立 入リ 禁止 突破 作 
戦」 と 題して、 火事 や 事故 現場な どの 検問 
を 破って 中 じ 入る ためには、 斬 聞 配達の ふ 
りを すれば 警察は 通して くれる、 といぅ 記 
事を 戦せ た ことがある。 すると 読者から つ 
ぎつ ぎと 指摘が 舞い込んだ。 ミニサイクル 
ではい かん、 ミニサイクルで 配達す るのは 

赤旗と 聖教 斬 聞 だけ、 六 時を まわったら 新 
聞の 量を 減らさな いと 不自然、 新聞配達は 


絶が ジ I。 ハンは はかない 云々 


瞥 察と 『ラジオ ライフ』 の イタ チ ごっこ 
がまた 面白い。 覆面 パト々— はこの アン テ 
ナで 見分けられる、 という 記事を 載せたら 
嘗察 はを パト々— の アンテナを 取り替える 


てし まつた。 ウソ だと 思うなら 確かめて み 


調書 や 指名手配 書な どの 外部からは 入手 
不可能な ものを 投稿して くる 常連の 何人 か 


れ ぐれ も n ピ— して 使用し ないよぅ じ」 の 但し書き 付きで 巧が される 警察 内部 書 まの 数々 
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は 間違いな く 現職の 醫官 だとい う 《そのて 
の 投稿を イン サイダ— 投稿と 呼ぶ)。 

羽根 旧 氏 も 警視庁に 斤った とき、 『ラジオ 
ライフ』 が 置いて あるのを 見た。 警察の イべ 
ント などの 取が に 行く と、 おえら いさんに 
「このあいだの 記事は ちょっ とひ どい な あ」 
なんて ニヤ ニヤしながら 言われる そうだ。 

^ 誰でも 作れる 覆面 パトカ— 

覆面 パトカ— の 模造を やって いる X 君は 
非常に 警戒む が 強い。 彼との 連絡 方法 も忡 
か 人に 伝言を 頼んで、 X 君からの 電話を 待 
つし かない。 電話での 声は 巧る いし、 言葉 
遣い も 礼儀正し いが、 直摇全 「た あとで も 
「申し わけない が、 住所 や 氏名、 電話番号 
は 教えられない」 と言う。 なんだか こっち 
らイケ ナイ ことを している ような 気分に 
なつて くる。 しかし、 インタビュ] 場所に 
は 女の子 連れで 現われて、 マニアは 女と つ 
き 合えない、 という 神話を あつさり 覆した。 

X 君の 現在の 車 ギヤ ランは 一二 台 目。 車を 


買い 替える たびに その 車種に あわせた 改造 
を 行なっ てきた。 ギヤ ランの 前に 乗っ てい 
たのは アコ ー ド だが、 これが 『ラジオ ラィ 
フ』 で 紹介され てから、 覆面 パトカ I の模 
造 ブ—ム が 起こった。 いわば X 君が パト 
々1 「もどき」 の 火つ け 役 だ。 

最近は ブ I ムな ので、 ふだん X 君が 走っ 
ていても な 造 パトカー に 遭遇す る ことが 多 
くな った。 二 年ぐ らい 前までは 絶対 覆面。 ハ 
卜 カー には 存在し ない 幸 種と いうの が 衣っ 
たが、 『ラジオ ラィフ』 で それを 特定して 
^ 来、 それまで 有り得なかった ょうな 軍 極 
も臀 察が 使い 始めた ので 本物と 見分けは つ 
きに くく なった が。 

X 君は 小学生の 頃から P チヤンと 呼ばれ 
る醫察 無線を 聴いて いた。 なんと 昔は テ レ 
ビの 微調整で 聴けた、 というの だ。 三年ぐ 
らい 前に 覆面 パトカ I を 見て、 これなら 簡 
単に 模造で きる と、 この 「趣味」 に 入った。 
もっとも P チヤンの ほうは、 デジタル 化さ 
れ てからは 聴か なくなつ てし まつた そうだ。 

しかし、 覆面 パトカー の 模造と いうの も 


わけの わからない 世界 だ。 なにしろ 覆面 ハ 
トカ ー 自体が 一般の 人には わからな いょう 
じで きている のに、 それの 模造と いうのは 
ますます わからない。 「もどき」 と 呼ばれ 
る 彼らの 楽しみは、 マニアの あいだと 警察 
にし かわからない く 覆面 パトカー はナ 
ンバ ー プ レー トが 違う といわれ るが、 まっ 
たくの デマ。 ナン バ I だけ じ や 見分けは つ 
かない)。 

X 若の パトカ— には 「寒 川 神社」 r 鶴 岡 
八幡宮」 の ステ ッカ— が 貼って あるが、 こ 
れも パト々— には 地元の 神社 関 儒の ステ ッ 
々—が 貼って ある ことが 多い からだ。 通信 
機の 上には タオルが かけて あるが、 これ も 
ポィント 。貼って ある 乗務す る 警察官 向け 
の 注意書き ステ ッカー は、 なんと ワ I プロ 
で 自作した 労作 だ。 どこから 入手した のか、 
醫察 学校の 卒業 記念 タオル までが ぶら下げ 
て ある。 交通整理に 使う ニン ジンと 呼ばれ 
る ホ 色の 信号な も 何気なく リア シ—卜 に 置 
いてを る。 

醫察 車両には あま リ 高級な ダレー ドの も 
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のは使ゎれなぃ。 父君は自みの車のグレ— 


i 


巧 


ぐご 


詞 

>  •义 


4 一 


1 

派 

•ぶめ さ？ 


•八. 兹紐 


1 


I 麵 


i 


J 1 

麗 


0 


貧 


醒， 


.星 


ゾ 


遮 


"望 


$. 


1 


3 


を 


M 

m 


一續 む.》 


i 


君は 


して 走り去つ た！ 


ドが 高す ぎる ので、 わざわざ 前後の バン 
パ— を 低い クラスの バン。 ハ ー に 替えた。 
「けっこぅ お金が かかった でしょぅ」 と 聞 


く 


と、 「みんなを 額の ことを まず 聞きた が 


るんで すよ ね」 と 嫌な 表睹を チラと 見せた。 


X 君の 


々>を悪徳業者の部品で作ると 


何百で にもなる そぅだが、 

「でもそぅ した 部品は 会社が 不法に 横流しを 
している わけ じ やなくて、 民間人で も 合法的 
に 手に入れられる もの ばかりなん です よ。 それ 
を売 つ たリ買 「 た：：^^ることはぜんぜん違法 
じ やない。 でも 昔は 擊に 手に入った 覆面 パ 


卜 


々J の部口§が最近急に手に乂リにくくなり 


ました。 籍 察から 業者に プ レッ シヤ— がか 
かつたん ではない でしよ、 っか」 

と X 君は 言う。 

X 君の ギヤ ランは エンジンの チ ユーン 
ナップを していな いが、 彼に よると 「本物 
の ハ トカ^ ~ もして な いんです よ。 世間で よ 
く 言う パト々 I は 速 いってい うのは 迷信。 
パト々 1 は いろんな 装備 ng を 百 キロぐ らい 
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前章 3.100 
6.700 


階 巧 章 I .の 0 より X 1 
2.600 よ り  X2 
3.100 よリ X 

ホが 巧 巧 3.000 

3.600 

V 萬 巧 1.000 
1，200 

替宙 1.000 よ 
巧 $ 巧 1000 x，2 各り 


ホれ ケース 


手 巧 ケース 6.000 より 
: * •白 •ち 光 (巧 •白) 


制 ぃ 600' 3.000 m) 

制  W  巧  S  400  ct  U 

耳 意 300 
400 

盛夏 相 18.000 (上下） 
技〇〇〇 い） 

を 巧 巧 章 ？.000 より 


帯革 13,000 より 

: 至 •白 •在 光 (巧 •白) 
巧 妾 6.000 

6,500 


» み 3.800( 巧け 


巧 远ち察 貴 J 手!！ 

第一垣) 巧 巧ろ、 巧 寒な かの 為、 品 切 间巧バ  J  一 

I  I  I  1 1|  II,  I  1111  I  I  iljll  い  11111 


ブ 


一  がげ  一 


げ、. 


をぶ 瑣 


スライ 


ドが ソトで 


S 议獅 ，一 


壁 巧 n  淆 な 商品 W が じ も 
* がむ 0 をな を 巧あります 


• 公 厅巧品 • 


r ラジオ ライフ」 の ヘンな 広告 その ② ちなみ じ 巧 面 パトカ— 用の 回転 灯は 一個 一万 円ぐ らいから 


穂んで いるので、 同じ 車種 だと、 パトカー 
の ほぅが 一般 車ょり 避い」 の だそぅ だ。 

拳銃：^外、 手じ 
入らない ものは ない 

なんと 彼は 毎朝 この パトカー で 通勤して 
いる。 をつ ていて 本物の 覆面 パトカー と 出 
くわす こ ともよく あるら しい。 大丈夫な の 


かな。 「おがを される ことら あります ょ。 
僕の 車は 良くで きている ので」。 もし かす 
ると、 本物の 覆面 パトカ I に 同僚と 間違わ 
れる ことが 彼の 快感な のか もしれ ない。 覆 
面 パト々— という 警察 内部で しか 通じない 
一種の コ— ドを、 車の 模造に よって ハック 
している といえる。 

眼 装な どで 不審を いだかれて 職 質された 


リ 本物の 覆面に 追い かけられる こと も あ g 
るそう だが、 ふだんは 路上駐車しても、 ま 
わりの 車は チョ] クで マー ク されたり ス 
テッ カー 張られた りして るのに、 父君の 
ギヤ ラン だけ 何もされ なかった りする。 

回転な を 点けて 走る ことは ほとんどない 
という。 「それは 最低の モラルで すから。 
やっち ゃうと 収拾が つかなくなる。 面白く 
は あるんだ けど」。 それでも 道が 混んで い 
ると きは ニン ジンを 出して 列に 割り込んだ 
リ という ことは している よう だ。 

彼 自身は 「マニアが 集まる ような ところ 
は 好き じ ゃない」 「こ、 っいう 趣昧の 人た 
ちって 好き じ ゃない」 と言う。 マニア 特有 
の、 ひとつの ことに のめり込んで 自慢し 

合ったり、 相手の 欠点を 得意そう に 指 楠す 
るよう なのが 嫌いな の だそう だ。 

「マニアが 持って たりす る ものは 簡単に 手 
に 入る もの か 多 いんです よ。 自慢に 聞こえ 
ちゃうと 嫌 だけど、 ぼくらの ダルー プ では 
手に入らな いのは 拳銃ぐ らいです よ。 あと 
は 手錠で あろうと、 醫 棒であろう と、 制 眼 
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であろうと、 おを さえ 出せば 手に入れられ 
る ルー トを 知っ ている。 今は 無理 だけど、 
少し 前なら 本物の 白バィ だって 新車で 買え 
たんです よ。 だから そんな もの を 自慢す る 
のって わ …… 」 

X 君の 「自慢す る わけ じ やない けど」 と 
断わりながら、 自分の ハックの 成果を 見せ 
て くれる あの 控え目な 身振りと、 覆面 パト 
力— の 模造と いう、 普通の 人には まったく 
見分けが つかない (意味がない) 巧 為を 臘 
{街に 行なう という ことじは、 なに か 通じる 
ものが ある。 

^ 資本主義 社会と いう ファミコン 

社 全 システムを 維持、 管理す るた めの 酱 
察 や 消防、 軍隊の 電波。 距離と 時間との 関 
係を 無意味 じした 電話。 対人 コミュニケ— 
シ ヨンを 一切 省いた 自動販売機。 そして 
キャッシュレス 時代の 要と なる プラス チツ 
ク •マネ I や プリ ペイド.々— ド。 資本 主 
義 の高贵 化は それを 支える システム 自体を 


限りなく ブラック ボックス 化して しまつた。 
この ブラック ボックスの 存在を いちいち 気 
じして いては 「健全な 市民を 活」 は 営めな 
いけど、 『ラジオ ラィフ』 の 情報 オタクた 
ちは 資本主義の ブラックボックスを つぎつ 
ぎと こじ あける。 

ハッ々 I に 対抗す るた めに、 システムを 
さらに 強化 すれば いいと システム 側は 言う 
だろう。 しかし、 近代の システムとは 「よ 
リ 便利に」 という 指向で ある。 そして 「便 
利」 とは、 よリ ハツ キングし やすくな ると 
いう ことなの だ。 

貨解 社舍は あらゆる ものの 価値を 货幣に 
換算す る 世界を もたらした。 プラスチック. 
マネ I はこの 貨 解を 電気信号に 変えた。 こ 
うした 高度 資本主義は、 巿民社 全の 共通 了 
解に 金 面 的 信頼を おく ことじ よっての み 支 
えられて いるに すぎない。 そんな 「表」 の 
世界は、 裳から 見れば 何の 実体 もない 巧で 
しかない。 システムは スタ I 卜 した 時点 か 
ら 、その 終わりが 見えて いたの だ。 

稱察 機構 や NTT、 軍隊と いつた 国家と 


資本の 合体した 巨大な システムを 、ひとり 
の 個人の ほんのち ょっ とした 知恵で ほころ 
び だらけに してし まう 熱意と 快感は、 もし 
かしたら 二十 年 前の 全 共闊の 快楽と 似て い 
るの かもしれ ない。 あのと きあった のは 本 
当は 革命への 希望なん かじゃなくて、 ただ 
目の前の システムを 右 住 左 住 慌てふためか 
せる ゲーム の 快楽だった はず だ。 

『ラジオ ラィフ』 の 投稿欄には 毎月 読者の 
職 質 体験談が 載って いる。 「職 質されたい 
人の ための アブない 機関誌」 という テー マ 
で、 中核の 『前進』 や 第 四 ィンター の 『世 
界苹 命』 など 多数 紹 かされた りする こと も 
ある。 そこには 右翼 民族 派の 『ゼン ボウ』 
まで 混じって いる。 この、 右で も 左で も、 
とにかく 菩 察に 目を つけられれば 嬉しい と 
いう 感覚は、 それで 得られる 金銭 的 利益が 
どんなに 少なくて もを 力を 注いで ハッ キン 
グ する 感覚と 等しい。 ハッ々 1 たちの 目に 
は プラスチック •マネー の 社舍は とい 
う 迷路で つくられた ファミコン •ゲ] ムに 
しかす ぎない の だ。 
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鉄壁の ガ— ドを « り、 
不可能な を 写に 挑戦す る スナイ 


たち！ 


ブロ も 買えな いを級 機材を 巧 使して、 パン ティ や アィドル じ 肉薄す るか 年たち。 

彼らを をみ おしたお 巧 写真 誌の 裏 脚と、 異常な 進化を とげた その テクニックを 巧 公開 


CIIXIS 


このたび お見合いで 婚約した Y 巧 (二十 
九 歳) は恼ん でいた。 そして、 結婚 前に ど 
うしても 彼女に 本当の 自分を 知っても らう 
べき だ、 と 決む した。 


彼は レ オター ドの バトン •ガ— ルの 大股 


開き 写真に かけて は 日本一の マニアだった 
の だ。 

ある 日、 ついに 彼は 言った。 

「実は ぼく、 あなたの 思つ てるょぅな 人間 
じ や、 な いんです。 ほんとうは …… 」 


「いいの！」 彼女は 彼の 言葉を 封 じた。 
「あなたの そぅいぅ 謙虚 さが 巧き なの… 

…」 

せ 「かく 決' 心した のに 言い そ びれ て、 結 
局、 彼は 未だ 告白で きずに いる。 

g か 下 通りの 
^ 「生 写真」 は 誰が 撮る？ 

私が 勤めて いた 来 京 •浅 草の ファッショ 
ン ビル 民 OX では 巧に 何回 か アィドルの 新 
曲 発表会 や 福 手 会が 行なわれ ていた。 ィべ 

ントの ある 日は いつも 朝から、々 メラ バツ 

ダを 肩から 下げた 少年たち が ビルの 前に 集 
まる。 ィべ ントか 始まる 時間が 夕方からで 
あつても、 カメラ 小僧と 呼ばれる 彼らは、 

ハン バ—ガ I を 片手に ビルの 階段に 何時間 
も 座り込んで 一眼レフ カメラ や 望遠 レンズ 
を 見せ 合いながら、 何が 間で も ひそひそと 
話を 続けて いる。 ビルに 斷 める 女の子たち 
は 「ク サィ」 とか 「気持ち 悪い」 とか 言つ 
て カメラ 小僧たち を 気味 悪が つてい るの だ 
が、 たしか じ々 メラ 小僧たち の 葬 散す る雰 貼 


囲 気には タ ダなら ぬ ものが あった。 

週末の 原 宿。 歩いて いる 人の 平均 年齢が 
平日に 比べて 一気に セ〜 八 歳 も 下がる この 
術では、 駅前 やれ 下 通りの 露店で 一枚 百 五 
十 円の アイドル 生 写真が 売られて いる。 生 
写真と いうのは、 オフィシャルな ブロ マイ 

ドと してでは なく 素人が 撮った 写真。 普通 
の DPE 屋で手 じする のと 同じと いう こと 
で 生 写真と いうらし いが、 ナマ という 言葉 
は 妙に エロチック だ {『若 奥様の 生 下着』 
という 有名に なつた 本 も あったっ け)。 遠 
いを 在で あるは ずの アイドルが、 「生 写真」 
という 言葉の なかでは 生身の 肉体を 感じさ 
せる。 商 おとして 売られて いるが、 事務所 
の 許可を 得て いる わけで もな く、 肖像権 そ 
の 他から みれば 非合法の 商品 だ。 しかし、 
この 生 写真と、 あの ROX の 階段で 何時間 
も おとなしく 座 「ていた々 メラ 小僧たち と 
が ダイレクトに 結びつく なんて 考えても み 
なかった。. 

.それに 思い至 「たのは、 何年 かぶりで 投 
稿 写真 誌を 見てから である。 


投稿 写真 誌の グラビアの アィドル たちは、 
相変わらず、 パンチラ や。 ハン モロ  (つまり 
モロに 見えて る) を 繰り広げ ている。 それ 
は、 事務所と べッ タリの メジャ— 系 アィド 
ル 誌 や 健全 テレビでは けっして 見る ことの 
できない もの だ。 

この 手の 雑誌は 優れた 投稿に 対して 賞金 
や テレホン カ I ドを 贈る。 最高 一二で 円と い 
ぅ 賞金は、 なるほど 民 OX の 階段の 少年た 
ち {といっても 十 A、 十九 歳は 越えて いた) 
には そこそこ 高額 かもしれ ない。 そして、 
この 投稿 少年たち から、 露店のを 写真 撮影 
家が 生まれる ので ある。 

^ パンチラ モじ 巧る を 巧の-枚 

最初の 投稿 写真 誌は 白を 書房の 『写真 時 
代 ジュニア』 だ。 その 編集長、 末井昭 氏は 
あの 『写真 時代』 で、 荒木 経 惟 氏を 全面に 
フイ— チヤー して、 写真と 雑誌 史上に 一が 
代を 築いた 人 だが、 彼は 投稿 写真 雑誌の 元 
祖 でも あつた ことになる。 


アイドル •パンチラの 歴史を 切り 巧いた 

偉大な 一枚は 覃真 時代』 に揭 載され た 河 
合奈保 子の それだった。 実は これ、 この 『別 
冊 ま 島』 の 版元の JICC 出版 局が 昔 出し 
ていた アイドル 雑誌 『BOOM』 の ほうが 
先だった！ 立教 高校で 五 百 円で 売られて 
いた 生 写真を 手に入れて 『BOOM』 が 載 
せた ものを、. 複写して お 載した の だと 末 井 
氏は 言う。 

「あれは 値 巧ち もんだった (笑)」 

それでも ある 部分 真剣に 写真を をぇ る 雑 
誌だった 『写真 時代』 にがし、 徽底 的に 遊 
ぶこと を 目指して 創刊した のが 『写真が 化 
ジュニア』 だ 「た。 

「全部 ゥソの 世界に しようと 思った」 

投稿 ぺージ もを 部ヤ ラセで 作って、 読者 
が 撮った ように 見せよう、 という その 発想 
は、 陰毛が 写る とヤ バイなら 陰毛の ほうを 
剌 「てし まぇ (被写体を 修正す る この 手法 
は エロ 本の 革命だった) という 末 井 氏ら し 
い 発想 だ。 

ところが 冗談の つもりの 投稿欄に、 本当 
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じ 読者から 写真が 殺到して しまった。 しか 
も そっちの ほうがず つと ヘンで 面白かった 


『写真 時代 j にも 写真の 持ち込みは あつた  かを 考えて しまう けど、 子どもは とにかく 


U そつち の ほぅがず つと ヘンで 面白 かつた  が、 彼らは プ呈 省の アマチュア だつ た。 
(ことおた くに 関しては 、メディア とおた  彼らの 作品と、 アイドル 追つ かけの カメラ 


見たい ものに スト レ I 卜に いっち やう」 

末 ザ 氏たち も 彼らの エネ ルギ— には 腕 姐 


くと どっちが 先に 仕掛けた のか わからない 
ことが 多い)。 


小僧の パンチラ 写真は 決定的に 違って いた。 みせざる をぇなかった。 
「大人の 写真は 撮る 側の 意 あと か 表現 だと 
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「写真 時代 ジ 


「パン モロは 天皇で ある」 


メラの 機能の 発 遠と 低価格化 という ことが 
あった。 だれでも 備 単に 撮れて 失敗の ない 


ン 々メラのを を 抜きには、 パンチラ 写真は 
成立し なかった (なにしろ スカ ー トの 中は 


カポン々 メラ 《バ 々でも ポンニ チで も 破  真っ暗 だから)。 


々メラ 小隐の 出現の 背景と して、 お 稿 誌  れ る) が、 子どもで も 小遣いを ためれば 買 


ストロボの 威力を 最大限に 利用して 投稿 


の 誕生と、 もぅ ひとつ 欠かせない 要 菜に々  える ょぅになった。 ストロボ 内蔵の バ 々ポ  写真を に 名を 残して いるの が 大阪の 「聯合 
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通信」 という ペンネ I ム の、 当時 十九 歳の 
々メラ 小僧で ある。 彼は 毎月 大量の 写真を 
白夜 書房に 送って きた。 聯合 通信が 撮って 

いたのは アイドルの パンチラで はなく、 
まったく 普通の OL などの パン ティだった。 
テクニック はいたって 簡単。 当時 大学生 
だった 彼が、 学校の 斤き 帰りに 利用す る 駅 
の エス カレ ー タ I で、 スカ ー トを 穿いた 女 
性の 足 もとに々 メラを 置いて 撮る という も 
のだった。 

この 聯合 通信の 写真は パンチラ どころ か 
パン モロ  了-)。 真下から 正確に 股間を 写し 
ている。 当然 写 「ている のは 股間と 太腿の 
み。 すべて 同じ 構図で ある。 それぞれの 写 
真の 何が 違う かとい うと、 それは スカ I- 广 
の 色 や 柄で あリ 、パンティのを や 柄が 違う 
だけと いう 世界。 これは スゴイ 。ほとんど 
ミニ マル. ア—卜 だ。 いちど。 ハン モロと 後 
ろ 姿 写真せ きとい う バリエ I シ ヨンを やつ 
た ことがあ るが、 「それは 邪道 だ」 という 
意見が 読者から 寄せられた。 

被写体の 肉体 や 人格では なく、 とにかく 


パン テイ だけに 视 着して いくこの 熱意は 何 
だろう。 下着 フユ テイ シストは 存在す るが、 
彼らは その 下眷が 巧れ ていれば 巧れ ている 
ほど 輿 奮す る。 下着に 密着して いた 女性器 
の 痕跡に 獄 情す るので ある。 しかし 騰合通 
信の 写真には パン テイの 向こうの ホ 性器に 
欲情 するとい う なまなまし さがない。 あく 
まで 即物的に パン テイ だけを 目指して いる。 
パン モロは 何に 欲情して いるの だろう。 そ 
の 疑問は、 当時の 末 井 氏 じ も あつた。 とに 
かく この 写真は 今までの 写真 論では 考えら 
れ ない 「事件」 だった。 評論家の 上野 雪邮 
はこの 欲望の 空虚な 対象を 「パン モロは 天 
皇 だ」 と 結論 づけた。 


パンチラ 写真を 撮る 子どもたちは 気が 弱 
くて 生身の 女の子 じは 臆病な くせに、々 メ 
ラを 持つ ともの すごく 大胆になる。 代々 木 
を 園で 輔る 口— ラ I 族の 女の子た ちの 股間 
を 尊 門に 撮つ ている カメラ 小僧たち もいた。 


口] ラ— 族は リー ゼン トに皮 ジャン、 スリ 
ムのジ I ンズの ケン カ 「早い 少年たち なわ 
けで、 パンチラを 撮る には 彼らの ガー ドを 
かいくぐらなければ ならない。 それでも、 
しゃがんだ 女の子の パンティが 経 血で 巧れ 
ている という 写真まで ものにした。 

「裸 零」 という 青 森の 投稿 写真 マニアは 甲 
子 園の 写真が 専門だった。 彼は 写真を 真下 
から 撮る ことを 誇りに していた。 チア ガー 
ルが ベンチと ベンチに 足を 広げて いる その 
間から 撮る。 バックは 青空！ 女子高を の 
股間の スケべ さな 上に、 青空の バックと 黄 
を や オレンジの 原色の 衣裳との コント ラス 
卜 が、 写真と して 新鮮だった。 本人は 醫察 
にも 何度か 補 まった ことがある という 暗い 
青年だった。 をって みると、 自分の 写真に 
いかに 师 値が あるかと いう ことを 延 々と 
しゃ ベった。 「マニアは 自分の 作 「たもの 
にものす ごい 自信が ある」 乗 ザ 氏)。 

アイドル •パンチラを 撮る ために 高価な 
望遠 レンズを そろえる カメラ 小僧たち も 登 
場す るよう じな つた。 やがて 彼らの 間に 


r 東 急 屋上は パンチラ じいい」 
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「東 急 本店 屋上は 風が 良くて パンチラを 撮  ると 同 ホに、 写真の なかに (二次元 的 じ) 


ライタ I。 『女子高 バトン 娘 くらぶ』 と 


り やすい」 というよ うな 情報が 流通す るよ  閉じを めら れた パン テイに しか 欲情で きな  う バトン •ガ ー ル 研究の 著書 も ある (この 


ぅになる。 投稿 写真 誌とは 別のと ころで々 
メラ 小僧の ネット ワ I クが できあがって い 
たらしい。 

単純に 女の。 ハン テイが 見たい なら 高価な 
々メラを そろえる 必要は ない。 女が 欲しけ 


いの かもしれ ない。 


本は 宮崎 勤の 部屋に あった)。 


卜 


ン 写真に かけて は 日本一 だと 思う I 


ッポ ン-の バトン 野郎 


と、 Y 氏は はにかみながら も 自負す る- 


卜 


ンに とりつかれた きっかけに ついて、 


八 四 年、 『写真 時代 ジュニア』 增刊 とし 


「東京に 出て きて 偶が、 区民 祭りの パレ— 


れば 高校生で もを さえ 化えば々 ラダが 買え  て f ス— パ— 写真 塾 J が まれ、 より 投稿  ドに 出くわした。 業の 田舎 じ やあんな もの 


る。 だが々 メラ 小僧には、 あくまで 写真で  々メラ 小 憎 向けに なつて 月刊 化された。 


はなかった。 生まれて 二十 年 目、 女の子が 裸 


パンチラを 撤る ことに アイ デン テイ テイが  いっぽぅ、 サン 出版から も 『セ クシ— アク  同然の レ オタ— ドを 着て 街の 育ん 中で 踊っ 
ある。 かとい つて 芸術に まる わけで もない。 シ ヨン』 とい、 つ 投稿 写真 誌が 出た。 これは  てるのを 見たら 一発で イ 々レて しまった」 


生身の 女性よりも、 自分が 撮 形した フイ ル  馬場 患 二の ベスト セラ— 『アクション々 メ 


それまでは なんの 巧 ホ もなかった々 メラ 


ム のなかの 女性に エロスを 感じる。 写真を  ラ 術』 の 厳 響 下に ある もので、 ブルマ I 姿  を 買いに ホった。 女の子を まともに 見る こ 


撮る という 行為 じェ クス タシ— を 感じて い 


の少ホ 写真な どが 多く、 撮り 手 も 中年の ス 


ともで きなかった 純情 青年が、 カメラを 手 


ヶべ 親爺 中む。 風 宮場や 更衣室の 祗き 写真  に 入れた 瞬間から、 猛然と 被写体に 迫る ょ 
は 編集部の ヤ ラセだった。 しかし サン 出报  うになる。 


系列の考友社出版から 『スーパ|写真塾』 
の 対抗 誌と して、 同じ 八 四 年に 創刊され た 
『投稿 写真』 は 実 売 一二 十万 部に 伸びて トツ 
プに 躍り 出た。 

冒頭で 紹介した バトン •ガ I ル 写真の Y 
氏は、 『投稿 写真」 創刊が からの メイン- 


「々メラと いぅ 凶器が 僕を 変えたん です」 
何 台 もの ワ I プロ や パソコン、 オ ー ディ 
才 機器、 壁には レモン エン ジ卫 ルの ポス 
タ ー ( レモン エンジェルは 同名の アニメの 
二次 商品と して 作られた アイドル ー ニ人組で、 
パンチラを かめから 売り物に している)。 
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Y 巧の バトン 写 巧 コレクションより 


そういう ものに 固まれた 仕事場で、 Y 氏は 
『投稿 写真』 の 歴史を 語る。 その 口調は 淡々 
としてい たが、 突如、 押し入れを 開ける と 
ザ クザク 出て くる バトン 写真の 山！ ごく 
普通の 女子高生が レ オタ ー ド 姿で 体を くわ 
らせ ている その 写真 群は 変に なまなましく、 
大量に 見て いるう ちに なんだか 気分が 悪く 
なつて きて しまつた . 。 


一時は 興隆を きわめた バトン や 新体操、 
チア ザ ー ルの パンチラ 写真は、 醫備の 強化 
などから 現在は 下火 だ。 

創刊 当初は 「々メラ BOY の恶灌 マガ ジ 
ン」 の キヤ ッチ. コピー で過微 にけ しかけ 
ていた 『投稿 写薑 も、 現を では 「々メラ 
BOY の アイドル マ ザ ジン」 と キヤ ツチを 
変え、 ちゃんと 事務所を 通した アイドル 記 
事 中心に なった。 部数 も 今では かなり 落ち 
たらしい 《それでも 投稿 写 輿 誌 五 誌で 各 平 
均 十五 巧 部、 合わせて 荘 十でから 七十 巧 部 
といぅのは 化版界 では 無視で きない 数 だ)。 

そして々 メラ 小僧たち も パンチラ 投稿を 
ホ 業し、 アイドルの 顔を アップで 擺 「て 売 
る ほぅに 移行す るので ある。 

I {生 写真で セ フイ— 口が 買える 

P 君は 嚴 近まで アイドル 生 写 貫の カメラ 
小僧を やって いた 青年。 現を 二十歳と いう 
こと だが、 インタビュ ー の 場には 新車の セ 
フイー ロで 現われた。 P 君の 友人が 耳 巧ち 


すると ころに よると、 写真て 儲けた 金て 即 
金で 手に入れた そうだ。 もっとも、 カメラ 
小僧の 肩書き じ ゃ ロ ー ン 組める わけない け 
ど わ、 と 笑って いたが。々 メラ 小僧 組織の 
規律は 敞 しいら しく、 内情を 暴露した 者に 
は 制裁が 加えられる らしい。 P 君の 態度 も 
慎重だった。 

P 君の きっかけは プロレス 写真。 プロ レ 
スが 好きで、 を 場で 写真を 撮って いると こ 
ろを 生 写真 業者に 見つかった。 「なに やっ 
てんだ よ」 と 取り上げられ、 写真を 見た 業 
者から 「これ 売り物になる から、 こっちに 
流して みない か」 と 持ち かけられた。 アイ 
ドルを 撮る ようになった の も 生 写真 業者の 
意向だった。 プロレス も アイドル も 元締め 
は 一緒な の だ。 

全国で 一二っ ぁる 生 写真の 元締め 業者が、 
闡 菜に 五十人、 関西で 五十人ぐ らいの カメ 
ラ 小僧を 使って 生 写真を 撮らせる。 業者の 
買い取り 値は、 フイルム ごとだった リ 、数 
コマ だけ 切って 渡したり、 下敷きに なった 
り ポスタ I だったり で 違う。 一枚 百 五十 円 
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で 売って いる 生 写真の 相場は、 だいたい プ 
リント I 枚に つき 八 円か 九 円。 

「光 GENJI の 場合は ひと コマ 五 方 枚ぐ 
らい だ 「たから、 ひと コマ 売れる と 五十で 
近いを になる。 一本の ネヴに 使える コマが 
たくさん あれば ものすごい 金になる」 
なるほど キャッシュで セ フイー ロが 買え 


るは ず だ。 

「働いて る 奴なん ていません よ。 もちろん 
学校 も 行かない し。 朝の 六 時から 夜中まで 
ス ケジュ I ル いっぱいで すから。 アイドル 
の イベントは 止 日し かないけ ど、 平日は テ 
レビ 局なん かを 追 「かけて ますから」 
儲けた 金を 出し合 「て 五、 六 人で マン 


シ ョンを 借りて そこ じ 寝泊まり する。 

「タコ 部屋です ね (笑 こ 

「カメラは 使い捨て、 

キ セルは 常識です ょ」 

いちばん 知りたかった のは、 彼らが 年々 
髓 しくなる という コン サ 1- ^ の カメラ 規制 
を、 どうや 「て かいくぐる のかと いう こと 
だ。 

「々メラ 持ち込めな いを 場はありません 

ゎ」 

冬なら カメラを 背中に 固定して、 その上 
から ロンダ •コ ^-を はおる。 そして 大き 
な々 バンを 持って 巧って、 それを 入口の 
チェック じ 見せる。 そっちは 四 だ。 夏は 薄 
着になる ので、 手 ぶら で 入って 内側から 非 
常 口を 開け、 ドアの 外に 待機して いた 仲間 
から カメラを 受け取る。 または 事前に 会場 
に 入り込んで トイレの 掃 隙 用具 入れに あら 
かじめ 隠して おく  (映画 『ゴッド フア I 
ザー』 の ピストルの 隱し 方を 思わせる ワザ 
ではない か！)。 


原 宿で 売られる アイドル 生 写真 
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レコ I ド大赏 などのと きは もっ と 堂々 と、 
「取が です」 と 名刺を 出して 入場し、 取が 
席から 思う存分 撮り まくる。 

「あり もしない 雑誌の 名刺 作 るんで すけ ど 
わ」 と言うが、 実在の 斬 聞な どの 名を かた 
る こと も あるの たろう。 

高く 売れる とはいっても、 光 GENJI 

などの 男性 アィドルの 場合は やりに くいだ 
ろう、 女装で もす るの？ と頤 くと、 

「それは デマです わ。 を 場に ホた そこらの 
女の子つ かまえて 人垣を 作って もらって 紛 
れ ちゃえば いいんで すょ。 あとで 生 写真 あ 
げ るって 言えば、 たいてい 協力して くれ ま 

すょ」 

入ったら シート に 深く 身を 沈めて、 立っ 
てい盈刖の客の体の間からレンズを突^す。 

「とじ かく 乂 っち やえば 
】 つちの もん どから」 

もし 見つかっても フイルム だけ 抜いて 力 
メラは 放り 投げて しまえば いい。 真夏に 恒 
例の 大磯 ロンダ •ビー チの イベントは、 ス 


テ ー ジかプ I ルの^ なので 観客は とうぜ 
ん碟 。カメラは 発見され やすいが、 そした 
ら 潜って 脱出す る。 濡れて。 ハ I になった 力 
メラは 鶴錯 せずに 巧げ 捨てる。 ィベントが 
終わる とプ I ルの 底には 点々 と カメラが 沈 
んで いるけ： 

カメラ 小僧が 使う のは 二百 ミリから 三百 
ミリの 望遠 レンズ だが、 早い シャッ タ I. 
スピ— ドで 撮る ために 高価な 明るい レンズ 
を 使う。 バレに くい コンパクトな 反射 式 望 
遠 もょ く 使う。 安壳リ 店で 買っても 一式 数 
十で 円は する。 

「もう 機が は 使い捨てで すね。 フィルム さ 
ぇ 確保 すれば 何 借 も 儲けられ るから」 

なんとも 襄 快な 話 だが、 どうやら カメラ 
小僧 尊 巧に 泣 品を 流す ル— 卜が あるら しい。 
ま 年、 仙 台で々 メラ 小僧が 捕まった ことが 
あった。 彼らの々 メラは 製造番号を 削った 
盗品 ばかりだった。 使ったら 絶対 捨てて く 
れる 、という 信頼感が あるので 、売る ほう 
も 安心して 巿 伽の 五分の 一ぐ らいで 刷いて 
いると いう。 


カメラ 小僧は アイドルを 追って、 日本 全 
国 どこに でも 斤く。 その 交通費は どうして 

いるの か。 

「いや あ、 日本 じゆう どこでも 入場券で 斤 
けち ゃう 世界です から (笑)」 

カメラ 小僧には" 鉄ち ゃん {鉄道 マニア)々 
あがりが 多い。 彼らの なかには あらゆる 駅 
の ハサ ミを 持っ てる子 もい る。 キ セルの テ 
ク ニックは お 手の もの というわけだ。 日本 
じゅうの 駅の 改札 突破 法の マニュアルまで 
流通して いるそう だが、 

「靜岡 駅 だけは ヤ バイです ね」 

々メラ 小僧が 不正乗車で 大量に。 ハクら れ 
た 事件が あ 「たらしい。 

それにしても 聞けば 聞く ほど スゴイ 話 だ。 
使い捨て カメラよりも 、これ だけの 智 恵を 
こんな ことに 使つ てることの ほうが も 「た 
いない 気 もす るが。 

商売の アイドルと 
本気の アイドル 

カメラ 小僧の 間で な 説の ように 語られて 
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♦ 

レる 少年 (ク .) が k る こ ss かれこれ 十 専^1の追っかけもぃるが、 そんなものは売 は例外で、 二十代になるとほとんどの小僧 
年と いう S 君は 現在 二 十五、 六 歳。 先頃、 

彼は 「生涯 一々 メラ 小僧 宣言」 なる ものを 


れな いので、 まつた くの 趣 ホと なる。 


たちは 「このままでは イケ ナイ」 と 素り ま 


その 「生涯 一々 メラ 小僧」 S 君 も、 渡の  じめ る。 


したと い、 つ。 しかし 彼は、 今ではもう 現場  美奈 代を 追つ かけて ハワイまで 行って しま 


これは 日本一の バトン 小僧 Y 氏 じ も 共通 


でシ ヤツ タ—を 押す、」 とはない。 都心に かう が、 婆の 写真 だけは 囊に できな S している 。まだが 日— に 寡の オタクぶ り 

は 知られて いない。 バトン トワ ラ— の 写真 
の 山を 前に、 「こういう 自分を 治したい」 


まえた マンションの 二まで、 を 場 \ の 侵入  しい。 


方法、々 メラの 持ち込み 方法な どの 作戦を 


もちろん 恋人の いる々 メラ 小僧は ほ とん 


指揮し 全国 各地に カメラ 小僧を 派遣す る。 どい ない。 盗 写のと きに 発揮され る あれ だ といぅ 声には 悲痛な ものが あつ •こ。 
最近では 手 ぶら で 入って、 を 場の 後ろで 腕 けの 過激 さは どこに 行って しまう のだろう。 


組みして 見て いる だけ だ。 

若く して 大金を 手に して、 学校に も 行か 
ない カメラ 小僧たち 。じゃあ、 ふだん その 
金と 暇を 何に 使って いるの だろう。 

「追つ かけです よ」 

え？ それ じ や 同じ じ やな^。 


一二 次元への リハビリ テ— シヨ ン 


レンズの 向こう側の 女は 見慣れて いるの 
じ、 生身の 女とは うまく コミュニケ ー ショ 
ン できない 彼ら。々 メラ 小 憎が 女の子と つ 
きあった りしない のは、 「毎日 アィドルを 
アィドルの 写真が ひと コマ 何十で 円に も 見て いるので 目が 肥えて るから わ」 と P 君 
なる 世界。 しかし その 世界に いつまでも 溺 は 言う が、 それだけとは 思えない。々 メラ 
れ ていて は、 と P 君は カメラ 小僧を 引退し、 という メ 々U 身体の 延長の 浅 能の 発達が、 


「本当に 好きな アィドルは 撮れない ぞょ 。現在 ビデオの アシ 多ント をして いる。 为 身体 そのものを 空洞 化する の だろ、 つた 


イベントに 通って ると アイドル や 事務所に 


メラの テクニックを 生かした 仕事は、 と尋 


ファインダ— の 中の 二次元で はなく、 現 


顔 覚えられち や、 つし、 そつなる と 生 写真が ねたの だが、 ネガ フィルム しか 使つ たこと 実の 一二 次元の 女性 とちやん と 巧 線を 合わせ 


流れた とき、 アイドルに バレち やう。 アイ 
ドルには 嫌われたくない でしよ。 商売の ア 
イド ルと 本気の アイドルは 分けてます」 
「あだ」 という アダルト •ビデオ •ギヤ 心 


のない 彼らには 写真の 基本的な 知識 や テク 


て コミュニケ— シ 3 ン できる よぅこな るの 


ニックは なく、 ブロ々 メラ マンへの 道は 敞  かどぅ か。 彼らが 現実 社会に 適応で きる か 
しい。 たいいち、 敬語の 使い方 さえ 知らな  どぅかは そこに かかつ ている。 

いの だから。 生涯 一々 メラ 小僧 宣言の S 君 
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巧 


■たちの デ n チヤ リ 

子どもたちの 神殿 


走る 機能を 失った 自お車 こそ 
瞧 至上の 美 だ！ 


ぶ i 蔡篆 蒙餐ぞ 


トラック 野が ごっこと して 化 発した デコ チャり は、 
いつの 間 じか それ' たけで 独立した ジャンル どなり、 
一敝 常識から ぷ雜 して 暴走す る 美的 佈値 体系は、 
ついじ 怪物を 作り あげた！ 


松 田融嗔 


さて、 ここ 数年 ホ、 小学校 高学年 生から 
中学生に かけての 世代で、， DC" が 流行し 
ている。" DC* と 言っても、 デ ザ ィナー 
ズ •ブランドの ことで もなければ 直流 電気 
でもない。 いったい" DC* とは 何 か？ 
正解は。 デコ チヤ リ* だ。 別名を， ア— 

卜 •チヤ リ 々とも 言、 っので， ac/dc々 

と 呼ぶべき なのか もしれ ない が、 まぁ そん 
な ことは どうで もい い。" デコ レー ショ ン 
•チヤ リンコ。 という その フルネ ー ムが示 
すと おり、 飾り かけた 自転 幸の ことで ある。 
が、 その" 飾り。 ホが ナミ じ ゃない。 何が 
どう ナミ じ ゃない のかは、 をに 掲載した 写 
真を ご覧いた だくし かないだろう。 

わ 凄いて しよ？  ナン かこう、 見て て 
どういう 反応を 示したら いいの か 困っ ち ゃ 
うでし よ？ 先生に 言いつけて やろうかと 
思う でしよ？ 夜道で 見たら 怖いで しよ？ 
…… し、 し 「かりし ろ、 眠つ たら 死ぬ ぞ つ、 
才 V ツ！ 


^ 究極の DC は、 まれない 

興奮の あまり 言葉が 乱れて しまったが、 
ここで 若き な 造 マニアた ちの 手に ょって 生 
み 化される 恐るべきな 造 チャ リンコの 標準 
的な 装備に ついて 解説し ょぅ。 

① ベ— ス となる 車両は 通称" ママチャリ々。 
いわゆる お母さんの お 買物 チャ リンコ だ。 

ス ポ—ツ タイプの 自転車が 使われな いのは、 
ステアリング ヘッド 部から サドルに かけて 
フ レー ム パイプが ま 「ている ために、 後述 
する， リヤ キャ リア* を 大型 化した 場合の 
乗降 性が 確保で きなくなる ためだ。 ママ 
チャ リじ 次いで 多い のが 一二 輪 タイプの もの 
で、 ごくまれには 前が の スクー タ— やス 
リータ I ( ピザな どの ケ I タ リング サービ 
ス 業に 使われて いる、 あの 三輪 原 チャ リ) 
をべー ス にした もの も 見受けられる。 

贷 フロント 部の ハンドル 前に 付いている 箱 
は" シ I トデ ツキ* と言う。 内部には エア 
ホー ン (長距離 トラック などに 装髓 される' 大 


音嚮の もの) 用の エア ボンべ や コン プ レッ 
サ—が 内蔵され ている 場合が 多い。 

@ 前 台 部分に 設置され た 箱" リヤ キャ リ 

ア* には 思い思いの イラストが ペイント さ 

れ たり、 「人知れず 男 街道 I 直線 夜の 
桜の 木の 下で 見事に 散って みせ ましょ 
う」 「吹雪を 越えて 人肌の 温もり 待つ あの 
街へ」 「命 短し 恋せよ こ 女」 といった クキ 
メ 台詞 A が 書き込まれる。 後部には 言わず 
と 知れた 円形の テ I ル ランプ， ケン メリ 

テ 1 ル" (スカイラインの トレ— ドマー ク) が 

4  連 装され、 内部 じは 電装品 稼動の た 
めに 重い 自動車 用 •ハッ テリー が 搭載され る 
のが 常 だ。 そう、" 飾り" を きわめた DC は 
その すさまじい 重さの ために、 走る ことす 
ら できない 、完全な オブジェと 化す。 そし 
て それ こそ 究極の 美な の だ！ 

残念ながら DC は 都む では あまり 見かけ 
られ ない。 いわゆる， チ バラ ギ (千 葉 •茨 
城 r" イサ チカ (茨城 •埼玉 •千 葉 •神奈 川 r 
といった 畫巧 近郊に 分 巧して おり、 その ほ 
かに も なぜか 三重県と 滋賀 填に 多い そうで 
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ある 0 

たしか じ 美意識 なんて 人 それぞれ だし、 
それが ロゴスの 領域に 近づく ほどに 他人に 
は 理解し 難い ものに なって いくとい ぅ 理屈 
はわ かるつ もり だ。 それにしても DC の 放 
つ 観音 力は ハン パ じ やない。 

何を隠そぅ、 0じは十年1^上も前から巧 
在して おり、 「トラック 野郎」 全盛 時 じす 
で じ その ブーム は あったら しい。 現に 僕は 
今を まること 八 ま刖に 実物の DC を 目 し 


た 経験が ある。 最初は 神輿 かと も 思った 
が、 祭りの シ I ズン ではない。 そのぅえ、 
その物 体は 一面が 鏡 様の 輝き じ 欄た されて 
いるの だから ますます もって 正体 不明で あ 
る。 嗯 には 聞いて いたが、 よも や 実な する 
などとは 思つ ていな かつた ので、 さっそく 
その 晚の 夢に 出て きて ウナされ た 記 聰があ 
る。 夢の 中での それは、 あたかも 「未知と 
の 遭遇」 の マ ザ！ シップの ようだった。 


^ 走る ガウ ディ、 デコ トラ 

まずは DC 再 流 巧の きっかけ となった 
"ア —卜 •トラック* についての 解説から 
始めなければ ならないだろう。 果たして 
。アー ト* な トラック、 とはいっ たい 何な 
のか？ その 昔、 一世を 風靡した 映画 「卜 
ラック 野郎」 は ご存知 かと 思う。 早い 話、 
あの 映画に 化て くるよう な， 飾った" クル 
マを アート •トラックと 呼ぶ の だ。 あの 手 
のな 造した トラックの 歴史は 惠 外に 古く、 
草かけ的なものは二十年：^上も前からを在 
していた そうだが、 二 年 前を ピ ー クに 第二 
次 ブーム が 全国 規模で 盛り上がり、 現在は 
やや 沈静 化して いるそう だ。 

アート •トラック® 誌 『カ ミ オン』 編 
集 部の 神 保 氏は 語る。 

「ウ チが 創刊した のが 五 年 ほど 前なん です 
が、" ア ー ト. トラック A は その 時に 作つ 
た 造語なん です。 それ U 前は デコ レー シヨ 
ン •トラック、 略称で デコ トラと いう 呼び 


r カ ミ オン」 (芸文 廷読 ちの デコ チヤ リ 写真 


✓ 

一 


i 


i 


•み 


方が 一般の だっ たんです が、 もっと それっ 
ぽい 呼び 方は ないかと いう ことで …… - 


〜 か々 ぶの ネ— ミン グ も々— TV や 無線  の 投稿が 寄せられる という。 実際、 この 手 


A ア—卜 みとは また 大きく 出た もの だが、 
実 隙、 ガウ デイ も オカモト 先生 も 裸足で 逃 
げ出 すので はない かと おぼしき 爆発的 芸術 


機な どを 装備す るの もア I 卜 •トラ ツク^ 
らの 継承 事項で ある。 


卜 


ラック じ 群がる 小 中学生 


の 雑誌は その 購読者の ぅち 二〜 一二 割を DC 
少年が 占めて いるの だが、 とくに 『トラ ッ 
クボ ーイ』 は その 傾向が より 顕著で、 誌面 
構成を 見て いても、 ルビの 多 さな どから 若 
年 層を 夕— ゲット じして いる ことが (ツキ 


DC 少年が 実物の ア I 


ラッカ— か 


リと わかる。 ア r 


トラック である。 噓 だと 思ったら 全 固 各 化 
で 日 祝祭日に 關 催される 「チャリティー 

(中古。 ハー ツ などを 即売し、 収益を 交通 遗  ら継 をして いるのは その 改造 手法 だけでは  ピーク だった 二 年 前 じは、 この 二 誌 U 外 こ 
児に 募を する】 撮影 会」 へ 足を 運んで みれ  ない。。 デコ トラ， 時代から アート 


ラックの ブ I ムが 


，卜 


ばいい し、 その 筋の 専門 誌で ある 前 化の 巧 


も 『トラ ッ カ—ズ マ ッ コ ィ』 『ア— ト コ ン 

ラック 畔 代への 変化に おいて もっとも 大き  ボイ』 といった トラック 雑誌が あつたま^ 


巧 『々ミ オン』 や 『トラック ボ —ィ』 を 読  かった のは、 そのべ— ス 車種を 大型車に 限 


卜 


ラック 専門の 漫画雑誌 (一二 号で 休刊した 


んで みても いい。 最近 公開され た アメリカ  ら なくなっ たこと (実際、 軽 トラを ベ— ス  が …… ) まであった そぅだ 
映画 「ブラック •レイン」 にも 二 台 ほど 化  にア I 卜し ている の もな 外に 多い)、 そし 


演 している。 


て その 創作 活動が クラブ 単位で 巧な われる 


話は 变 わるが、 •『コロコロ  コミック』 と 

いぅ 雑誌を ご存知だろぅ か？ 小学館が 発 

要するに、 DC は晨 車を ベ 1K としたょ、 つじな 「た 二と だ そつ だが、 QC 少年た 行」 ている 小 養 低学年 層宮の コミック 
トラックの レ プリ カントな ので あ ちは 組織化の 点を もな 実に 継承して いるの 誌な の だが、 実 隙には ミニ 四 駆 や ビック リ 


ア— 


る。 DC のッシ I- mV ツキ A はア ー ト-卜 
ラックの キヤ ビン (運 おが) 上を 飾って い 


だ。 正確な 数字は 算出 困難 だが、 全国で お 
よそ 二百： 5 上の DC クラブが 組織され てい 


る もので、 リヤ キャ リアは。 ハネル バンの 荷  ると 目され ている 
台を 表現して いる。 そのほかの 装備 類 も 
ア ^  •トラックの スタン ダ— ド フイ ギュ 
アを 形成す るの じ 欠かせない パ ー ツ だし、 


マン シ ー ル、 ファミコン、 プラモ などの M 

ONO 情報誌と なつて おり、 掲載され てい 
るの もオモ チヤを テ I マと した マン ガ がま 


『々ミ オン』 『トラック ボ —ィ』 両 誌は D  とん ど だ。 座標軸 こそ 違え、 『トラック ボ— 
C 自慢の 投稿 写真 ぺ—ジ や クラブ 員 募集  ィ』 も その ポジショニングは 同様だろぅ。 

コ I ナ I を 設けて いるが、 •每巧 かなりの 数  あたかもそれは、 一一一十^^サラリ— マ ン こ 
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とっての 『日経 トレン ディ j や 『dime』 

に 該当するが ごとき、 と 言っ ては 言い過ぎ 
だろう か。 

「ある 意睐 ではそう 言える かもしれ ません 
わ。 あくまで トラ ッ 々1 のた めの 情報誌と 
して 編集して いますが、 全体 的な 傾向から 
どうしても D  C 少年を 意識し なくて はなら 
ない 部分が あるのは 確かです」 (『トラック 
ボ ーィ』 藤 田 編集長) 

その 昔、 就学児童の 読む 雑誌と 言えば 
『小学 〇 年生』 や 『科学』 『学習』 といった 
総合 誌に 相場が 決まって いたは ず だ。 なぜ 
ならば、 過剰な を 銭を もたない 小学生は 
"趣味* などを もっていな かった から ホ 
ビ t マヴ ジンな ど衣リ えなかった からだ。 
ところが 今や 子ども も 大人 並みに 消费を 
もって" 蕩尽* する が 代と なった。 そして 
DC という 立派な 趣味を もつ 小 中学生に 
とつての クラスマガジン 的 スタンスから 豬 
行され ている のが 『トラック ボ！ イ』 なの 
である。 思えば これは フ アミ コンブ I ム U 

降に 顕著な 現象 だが、 驚くべき は その 部数 


で、 コンスタントに 十五 （二十 巧 部を 数え 
ている そうだ。 

「都市部で はそう でもな いんです が、 地方 
の 少年たち にと つて DC はかなり ポピユ 
ラ ー なホビ ー で、 部数 的に も 圧倒的に 地方 
の 方が 出ます ね。 理由です か？ やっぱり 
都を の 子は DC: 5外 にも いろいろ 避び が あ 
るから なんでし ょうね え。 学校が かみに な 
ると 地方から 編集部に 遊びに ホる 子が いる 
ん です けど、 素朴と いうか 礼儀正しくて お 
となし い 子が 多いです ょ」 (神が 巧) 

DC 少年たち を 語る うえで 欠かせな いの 
が ラジコンと プラモ である。 どちらの 卜 
ラッカー 雑誌 じ も DC と共にな 造 トラック 
プラモ の ぺ—ジ が 設けられ ており、 ほ とん 
どの DC クラブは 「DC 友プ ラモ」 の クラ 


どうやら DC 少年に とつての チヤ リンコは 
けつして 乗り まわす ための アウトドア 用品 


が 輿 巧ら しい。 


「僕が 子供の 頃、 ス ー パー カ] ブ] ムが 
あったん です けど、 DC 少年って あれと 
まった く 同じ ノリなん です よ。 トラ ッカ ー 
の 名刺を 集めたり 写真を 撮ったり して、 そ 
れを 友達と 交換す るのは ス I パ！々— の 時 
も 同じでした よわ。 DC に 乗って 学校に 
行って 化生に 没収され た、 なんて 話 も 聞き 
ます」 (神 保 氏) 

「こんなの 重くて 
乗っ てらん ない よ」 

取材を 進める 過程で 何人 かの DC 少年と 
直搔舍 って 話を 聞く 磯を が あった。 珍しく 
都 巧 《とは 言っても ゥォ —ター フロントの 
埋立地 だが …… ) で 催された ア ー ト •卜 
ラックの チャリテイー 撮影 会に ただ ひとり 


した 力 I ステから フル ボリ ュ ー ムで ボン* 
ジョヴィの 曲を 流して いた 千葉県の タロウ 


シ ー ト デッキ 内に エア ホ ー ン 用の タンクを 


ブじ なつて いる こと も 重ねてた えて おこう。 DC を 待ち 込み、 リヤ キヤ リア 内に 2 連 装 


でな く、" トラック •ア I 卜を 再現す るた  君 (十四 歳 •中二) の 愛車* 伊達み は 
めのょり 大きな 素材* にすぎない といぅの  渋 目 じ キメた マ ー カ I 類が ポィントで、 
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w  • 


ステレオ 内膊の 「が 達 丸 丑」 

内蔵す るた め、 重す ぎて フロント じ 専用 ス 
タン ドを 囑 まして おかないと 立つ こと すら 
できない という シロ モノ だ。 さぞ かし 改造 
費が かさんだ ろうと 思いき や、 友達の 父親 
が 自動車 解体 •中古 部品 販売 業を 営んで い 
るた めじ。 ハー ツの 入手には 困らない、 と 明 
るく 笑いながら 言い放った。 

今日は ここまで どうや 「て ホた の？ ま 
さか コレに 乗って 来たん じ やない よわ。 

「地元の トラ ツカ ー ■クラブ" 龍 化 船団" 
B ダルー プの 人の トラックに 穂んで 来ても 
ら 「たんだ。 定員 オ ーバー になつ ち やう か 


ら 僕は 電車で 来たんだ けど」 

B グル ー プ って 言う と？ 

「龍 化 船団の なかで、 トラックと デコ チャ 
リ 両方 やる クラブが B ダル I プ」 

なんで DC やる ようじな ったの？  アー 
卜 ■トラックの どこが 好きな の？ 

「小さい 頃から トラック 野郎と かがき で、 
友達に 誘われて 撮影を に 巧って から 自分で 
もやろうと 思って。 隣町に 龍 化のを 長が 住 
ん でて、 よく 走っ てると こ 見て たし。 夜 
光って るの が々 ッコ イイ」 

破 影を にはよ く 来る の？ 

「巧に 一、 二 固。 火き い イベント とか 近所 
で やる ヤツは なるべく 巧く ようにし てる 
ょ」 

なんで 伊達 化" なの？ 

「伊達 丸 「ていう のはけ っこう 有名な DC 
で、 近所に 住んで る 今 十六 歳の 人が 乗って 
たんだけ ど、 引退した から 名前を 譲っても 
ら つたんだ」 

お 小 遮い は 巧 じいく ら进 ってる？ 

「と 千円」 


コ ィツには どのくらい かかっ てる？ 

「、っ 一 ん …… セ〜八でかなぁ。 マーカーな 
ん かは チャ リンコで 一時間く らいの々— 
ショップで 買、 っんだけ ど、 バッ テリ I とか 
々I ステと かは 友達ん チから 巧く 買 「たり 
贊 「たりして るから そんなには かかっ てな 

ぃ」 

ひょっとして コレって 普段の アシに 使っ 
てるの？ 

「まさか！ 撮影 会ン時 だけ だよ。 こんな 
の 重く 「て 乗って らんない よ。 普段は 普通 
の チャ リンコに 乗って る。 これは 誕生日に 
お父さんに プレゼントして もらっ たんだ。 
二で 円で お釣りが くるよう な ヤツ」 

やっぱり 将来は トラ ッカ— になりたい 
の？ 

「うん。 バリ バリに 飾って ガンガン 稼 ぐん 

だ」 

タロウ 君が 言う には、 「DC は 目立つ の 
が 快感」 だそう だ。 これは ほかの DC 少年 
たち も 口を揃えて 言っ ていた 点で あり、 ま 
た 実 隙の トラ ッ 々I 諸氏 も、 表現を 選びな 


71 


がら も 最終的には やはり 「目立ちたい」 か  やっとの 思いで たどり 着いた 沼津 1C から  として 考えて いたら 兄が つけて くれたんで 
ら 飾って いると 語っ ていた。 この ごが 勢に  お 詰び の 電話を かける と、 「今からで も か  す」 

なんと 単純 巧 快な、 いっそす がすが しいと  まいません」 と 元気な 返事が 返っ てきた。  お兄さんが ア I 卜. トラック や 「てるん 
すら 言える 姿勢と 思想では ないか。 うん。  君の チャ リは 何てい うの？  だ？ 

♦  「愛搭 S ござ くら) かって 言います。 今  「今は もう 飾っ てな いんです けど。 もと も 
^ 「最 のは 恥ずかし かつた」  ので 一一 一台 目なん です けど、 お 術の 授業の 夏  と 父が トラックを 使う 仕事を していて、 手 
^  休みの 自由 製作で 作った 一台 目が" 黒船  なうょう になった 化が 地元の。 を 国司 (つ 
『トラック ボー ィ三芭 クラブ 員 曇の 呼  丸* で、 ニム 冒からは この 备刖 です」  かさ) を •静岡 支部々 の 人と 知り合っ たこ 
びかけ を 出して いた 静岡県の カ ツヤ 君 (十  自分で をえ たの？  とがき 「かけで その トラックを 飾り 始めた 
五 歳 •中 一二) にを いに 巧った。 運 惡く柬 名  「一台 目は そうです。" 愛 鶴 丸* の 方は、  ん です。 そのうちに 僕 も 撮影を に 連れて 
高速の 大 渋滞に 引っ かかっ てし まい、 約束  兄が 乗っ ていた トラックが" 化世碟 丸" と  行って もらって、 その 時は DC のこと をが 
の 時間に 大幅に 遅れて しま 「たの だが、  いう 名前だった ので、 桜の 文字を 入れょう  知らな かったんです けど、 チャり を トラ ッ 

ク みたい に 飾つ たら どうなる のかな、 と 
思って やり 始めたん です」 

じゃぁ、 お兄さんの 影響が 大き いんだ。 
「そうです わ。 ホン ト のこと 言う と、 最初 
のうちは 少し 恥ずかし かったん です けど。 
今 DC に 化いて る TV も 兄から もらっ たも 
の だし、 時々 お 小遣いを くれたり もします 
から 奠)」 

今まで 三 台で 改造 じどの くらい かかっ 
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「五〜 六方 くらいだ と 思います」 

トラック 3 外の クル マと か バィク も 好 
き？ 

「はい。 もうす ぐ チャ リは 引退な ので… 

…」 

え？ 高校生に なると 引退な の？ 

「そうなんです。 だから 司会 DC 部門の 次 
の 会長を 急いで 探さな くち やなら な いんで 
すよ」 

じ や、 次は バィクに 乗 るんだ？ 

「はい。 ゾク ふう じ 飾って 乗ろうと 思って 
ます」 

ゾク やる の？ 

「いえ、 ゾクに 入る つもりは な いんです。 
ああい う ふうに 飾ろうと 野つ て、 S る ごナで 


で、 その 次は トラック だ。 やっぱり 飾 
る？ 

r (力強く うなずきながら) そうです わ」 
乗用車を 買つ たと しても 飾る？ 

「いえ、 乗 巧 車は なるべく 高い ヤツを ノ— 
マルで 乗ろうと 思 「てます」 


なんで 乗用車は 飾ん ない の？ 

「チャ リ もそう です けど、 ふだんの アシに 
使う には ノ— マルが いちばんで すょ …… 」 
々ツヤ 君は DC に 限らず 工作を 般が得 蘆 
で、 当日 着て いた 司会の ネーム 入り ジャン 
パ— も 自作した もの。。 ハー ツの 製作 方法を 
聞いて いても なかなかに 凝った もので、 学 
校で も 技術の 成績は 良い そうだ。 「その ほ 
かは 全然 ダメ です けど」 とがけ 加える のは 
忘れなかった が。 

^ 無意 誠のう ちじ 暴走す る 価値観 

そのほか にも 茨城、 群 馬、 埼 玉の DC 少 
年数 人に 話を 聞いた の だが、 DC そのもの 
の 爆発 加減から 期待され るょう なブッ 飛ん 
だ 性格の 子は ひとり もい なかった。 自分が 
彼らの 年齢だった 頃を 考える と、 本当に 素 
直な" 良い モ 々ばかりだった ので ある。 「万引 
きした こと ある？」 と 聞いた 途端、 顔を 
真つ ホに してな きそうに なリ ながらな り 出 
してし まう 子まで いた ほど、 と 言えば おわ 


かりいた だける だろう か。 

唯一、 川 崎で DC クラブを 結成して いる 
アキ オ君 (十五 歳 •中 一二) にはちょ っと 
違っ た 感じを 受けた。 DC …… と 言 っても 
彼は スク ーター をべー ス にして いるの だが。 
当然 無免許で . 。飾 9 方 も 神輿 チックな 

ものでは なく、 ケ ーニ ッヒや ゲン バラと 
いった 過激派 チユ ー ナ I の 手に よる ベンツ 
の 改造車を ほうふつ とさせる もの だ。 

コレつ て ベンツ 目指して るで しよ？ 

「ハア 。やっ ぱァ 、オ トコは ベンツっ ス よ」 

トラックは 好き じ やない のク- 
「小学生の 頃は 好きだった けど、 もう 飽き 
たから。 今は バイクと ゾク 幸し か 興味な 

ぃ っス」 

ムメ ンで 乗って 大丈夫？ 

「ラク ショー っス よ。 自分の セン パイら も 
みんな ムメ ンで 乗って ましたから。 オマワ 
リに 追っ かけられ たって ブッチ (振り切る 
こと) すり や イイん ス よ」 

将来は 何に なりたい の？ 

「自分、 これで も 成績は いいんで、 大学 じ 
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がみ 


\  け ••  w、、/ •■リリ ••片 かイ证 3 

礙誦前 砂 

ホ 、  . . .  血ん t ♦  一 mgw た ♦«»■♦• 

♦巧 


♦みんなの 天 M> 

ホ S 巧 董〇ザ 4»W>^ 夕 U 巧 
>HC< わし タントな と 
> を 支て »ク で 卞泛い ♦ 

«で 巧 》、 デ 101 S な B ザれ 
田 B> 苗 MS3 の 7 污 雇 ピ 
み パ y バリ ヌ* 


r バリ バリ マシン」 (平が 出版) 

✓ 


より 


入って 医者 か 政治家に でも なって ビシ ハシ 
儲けようと 思つ てます (笑)」 


. 川埼 という ± 地 柄、 と 言つ てし まえ 

ば それまでだろう が、 旨そう に ラ ー クマィ 
ルドを くゆらせる アキラ 君からは 他の DC 
少年が 待って ぃた 純朴な 情熱の ょうな もの 
は 感じられず、 しっ かりと 明るく 醒めて い 
たのが なんとも 面白い ところだった。 

さて、 ここでは 話を DC じ 限っ たが、 な 
造 チャ リの バリエー シ ョンは ほかに も 数多 
く ある。 たとえば" コゾ —A こと バィクで 

峰 道を 攻める ロー リンダ 族 速 中から 圧倒的 
な 支持を 受けて いる 『バリ バリ マシン』 誌 
には， 俺達の チャ リ * と銘 巧った ぺージ が 
每巧 ir へー ジで述 載され ており、 例に ょっ 
て々 ゴ せきの ママチャリ や 子ども 巧 チャ リ 
ンコを 駆 「てヒ ザを 路面に 捲りながら (こ 
れはコ ゾー速 中に とっての メルク マー ルで 
ある) コー ナーを 攻めたり、 大空に 向かっ 
て大 ジャンプ する ィガ ダリ 頭の 少年たち の 
勇姿が 揭 載され ている。 彼らの 場合は な 造 

マニアに 近いの だろう が、 チヤ リンコを、 
。ある メタファ を 構築 •具現 化して い 
く 素が として 使つ ている という 意味に おい 


ては DC とは 同義たろう。 

ある 知人は DC を 見て、 「日本人の 美 意 
識を 野放し にしておくと、 結局は 金閣寺が 
できて オシ マィ だな あ」 と 名言を 吐いた。 
神社仏閣の ごとき かの 造形は 日本人の DN 
A に ィンプットされ、 脈々 と息づ いている 
"宿業 4 が 成せる 主張 だとい、 っのが 彼の D 
C 評で ある。 これは 言い 得て 妙 だ。 操 影 全 
という" ハレ。 の 舞台での お披露目の ため 
に コッコ ッと 作り上げられる DC は、 だか 
ら その内 部に ひとりず つの 神様を 宿らせた 
神輿な のか もしれ ない。 

しかし 僕が 何より D  C に 感動を 覚える 点 
は、 チャ リンコが 本来 持って いた 「乗り物」 
という 機能を 喪失させる に 至った 若き 改造 
マニアの アナ I キ^ ~ なを 造 力で ある。 これ 
はけっ して" 破壊。 ではない。 ひょっとす 
ると すでに" 改造* の 領域を も 超越して し 
まった のか もしれ ない。 そう、 まさに 斬し 
い" アート 4 が 生まれた のではないだろう 
か！ まったく 無意識 ほど 恐ろしい ものは 
ない。 
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十二 万人を 集れ、 億のを が 動く 
同人 誌 即売会の ィン サィド •スト— リ 

かつては マン ガを 描き 続 ける ためじは プロ じなる しかなかった。 
だが 同人 誌 巧 どいっ オルタ ナ ティブな ホ 場が {化 着して しまった 今、 
描き 手たち は、 氷 遠 じ アマチュアの まま 生き 梳 ける こどが できる！ 


^ 共通言語 としての マン ガ 

まず、 わかっ て もらわなければ ならない 
のは、 同人 誌とは 自己 表現の ための メディ 
ア であり、 コミケットとは そうした 同人 誌 
を 一 般に 向けて アピ ー ルす る 場で あると い 
うこと だ。 二十 年 前なら いざ 知らず、 マン 
ガは 低俗な 子どもの ための 照 架で ある、 な 
どと 斬り 捨てる 人は もういないだろう。 手 
塚 治 虫に よって 体系化され、 物語を 語る の 
みならず、 あらゆる テ ー マを 扱い、 メッ 
セ f ジ さえ もた 達する ことができる ように 
なった マン ガ は、 若い 世代 (といっても 上 
は 四十 歳 代 半ばから 下は 小学生までを 含 
む) にと って、 もっとも 慣れ親しんだ、 し 
かも 手軽な 表現な ので ある。 

子どもたちの 多くが、 マンボを 描く。 紙 
と 筆記用具 さえ あれば 充分な それは、 読む 
という ことの 学習に よつ て、 たやすく 巧な 
、つ ことので きる 表現で 表る。 本物と ェピ 
ゴ I ネン とに 区別され る* 芸術* と 違い、 


マン ガは模 做から 始まる。 なぜなら、 マン 
ガ とは、 語る ための 方法 だから だ。 語りた 
いものが ある 時、 あるいは 語りたい という 
欲求が ある 時、 彼らは、 自分の 好みの スタ 
イル 《絵 •  etc) を 用いて、 マン ガを描 
くの だ。 

体系から はずれた 貸の オリジナリティで 
は、 語りたい ものを 伝えに くい。 半ば 言語 
に 似た、 マンボ 表現の 方法は、 それゆえに、 
見た目 じは 亜流の 氾濫と 映る だろう。 だが 
しょ せん、 マン ガ における オリジナリティ 
とは、 絵の クセや 語り 方の 差異で しかない。 
そして、 マン ガ における プロと アマの 差は、 
テクニックの 差で あり、 商品 性の 有無で あ 
リ 、チャンスに めぐまれた かそうで ないか 
の 差な ので ある。 

子どもの 落書きで あろうが、 ベテランの 
職人 芸 にょる それで あろうが、 どちらも 
「表現」 という 点では 同じ だ、 とまでは 言 
わない にしても、 マン ガ とは、 表現したい 
という 欲求の 表出な ので 衣る。 そして、 マ 
ンヴを 描く ことを おぼえた 子どもたちは、 


語りた がるの だ。 ペン先から 生まれて いく 
世界に、 自らの 想像力が 形に なって いく 興 
奮に、 物語る ことの 悦びに、 夢中になる の 
だ。 やがて、 これらの マン ザは、 必要 最低 
限の レベル、 つまり、 人に モノを なえる こ 
とが できるだけの 体裁を 整えて ゆく。 

しかし、 それが 商業 作品と して 売れる か 
どうかは わからない。 マン ガ は、 表現で あ 
るのと 同じぐ らいの 意味で 商品で も ある。 
こうした、 マン ザの 持つ 特性を まず わかっ 
て もらえな いと、 同人 誌 や コミケットの 意 
味は、 わからない かもしれ ない。 一 g 後 
化 代は、 マン ザと いう 語る ための 方法を み 
えられた ことじよ つて、 ひとつの 自己 表現 
の 手段を 手に入れ たの だ。 それは、 金 も か 
からず、 個人： でで き、 しかも、 宇宙 や 
時間と いう 巨大な テー マから、 日常の レ 
ポ で、 あらゆる ことを 扱う ことを 可 
能に したので ある。 

ただ、 ここで 「自己 表現」 「メッセ— ジ」 
という 言葉の 持つ 患 味を、 昔風の 矮小な ィ 
メージ で 捉えて ほしくない。 それは、 反 原 
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それが 変化し はじめる のは、 セ o 年 あた 
りの ミニコミ ブ—ム の 頃 だ。 コピー 機や簡 
易輕 オフの 登場 も あって、 大手 サ— クルの 
なかには、 オフセットで 同人 誌を 作り、 一 
般に 向けて 頒布 するとい うと ころも 出て く 
る。 そうして、 同人 内で も、 コピ ー 誌を 一 
部ず つ 配布で きる ようにな リ 、個人で 同人 
誌が 所有で きる ようにな ったわけ だ。 こ、 っ 
した 状況の なか、 セ 五 年に、 混迷す る マン 
ガ 状況の 変 草を 求めた マン ザ 批評 集団 「迷 
宮」 によっ て、 実践 活動の ひとつと して コ 
ミッ クマー ケットが はじめられ るので ある。 

大手 出版社に よる 週刊誌と わずかの 月刊 
誌し かなかった 時代で ある。 デビ ユーの 場 
は 限られて いたし、 オィルショックの 歌 響 
ら 残って いて、 本は 薄かった。 人気 連載し 
か 単行本 化されず、 毛色の 変わった マン ガ 
はけっ して 載る ことはなかった。 難しい 
テ ー マ や 語 リロ、 流行から 外れた 絵柄は、 
すべて 同人 誌 臭い マン ガと して、 出版社 か 
ら斬リ 捨てられる 時代 だ 「たの だ。 

そうした 作品を 豬 表し、 読者に アピ ー ル 


発 や 反戦、 反 天皇と いった ものから、 愛 や 


リビド 


趣味 や こだわり、 気持ちい いと 


か 悪い とかの 感覚、 面白い こと 


まで あ 


リと あらゆる ものを 含んで いる。 自分が 面 
白い と 思つ たこと を、 他人に 伝えて 面白 
がっても らう、 む 地 良さの 共有 …… それら 
は、 メッセー ジ であると 共に、 コミユ ニ 
ケ—シ ョンで も 衣る だろう。 そうした、 マ 
ン ザを 通じて 行なえる すべてが、 この 「自 
己 表現」 のなかには 含まれて いる。 


マン ガ 同人 誌の 始まり 


マン ガ 同人 誌は、 その 発生が、 つまり お 
森 f 郎やホ 塚 不二 夫が はじめた 頃には、 


口への 習練の 場で あり、 肉筆 回覧 誌と い 


う 形態だった。 それは、 六 〇 年代 末 頃まで 
続く。 同人 誌は、 文字通り 同人の 内部の も 
ので、 現を のょうに 不特定多数に 向けて 出 
される ょうな ものでは なかった。 ガリ 版は、 
マン ガを 印刷す るのに は 向いて いなかつた 
の だ。 
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する 場は 同人 誌し かなかった。 商業 誌の 枠  性を 求める 人々 が 作品と 化を える 場を 直久  めて いた。 そして 回を 追う ごとに、 サ—ク 


を 超えた 新たな マン ガの 可能性と 化を える  的に 用意して いくこと だ。 プロ や既 がの 物 


ル 数は 増加し、 一般 も 増えて いった。 こ 


場は、 本当に 同人 誌し かなかった ので ある。 にはない 新しい 形での マン ガ 、アニメの 展  したな かで、 同人 誌界 といぅ、 ィン サィド 
セ 四 年から セ 七 年 じかけ ての 同人 誌界 には、 關を 結実 させて ゆく ための フアン 活動、 創  ゅぇの人気テ1マとして浮上してぃ つたの 


たとえば いしい ひさいち がいた。 彼の 


作 活動を 斤な う 人たち のために、 化を いを  が パロ デイで ある、 人気の あった 「ポ— の 


h バイト 君」 の 笑いは、 まだ 同人 誌 内の も  通じて 刺激を 与えて いく 活性剤の 役割を 果 


族」 「宇宙 戦艦 ヤ マト」 などの 長編 パロ 


のだった。 他に も、 柴門 ふみ、 さべ あの ま、 たす ことが 必要で ある。 また、 参加者は す  デイは かなり 売れた 《といっても 五 百から 


高野义 子、 高 橋 葉 介、 高 橋留美 子、 高 口 里 


純、 める へんめ 一 か 


みんな 初期の 


ベて 同じ 立場に 立つ ことで、 平等 じ コミュ 
ニケ— シ ヨンで きる 状況を 創リ 化す こと。 


七ち 部 だが)。 その他、 耽美派 や ロック 系 

の 少女 マン ガ 、フアン タジ ー や SF といつ 


コミケットの 同人 誌の おき 手たち だ。 彼ら  それは 人脚、 メディア、 作品 すべてが 『表  た ジャンル も 多かった ようで ある。 


のよう な 異色の ネ 能には、 まだ 同人 誌と い 
う 場し かなかった ので ある。 


現』 である ことを 前提と した、 十全なる 巧 


流で あらねば ならない 


こうして、 と 五 年 十二 巧、 おノ門 消防 


セ セ 年には 百サ— クル ほどに なり、 全 場 
を 大旧区 盛業 会館に 移す。 この頃、 をでの 

「ヤ マト」 「ガンダム」 の アニメ ブ—ム が 


ひそ やかな 始動 


ホ— ルに おいて 第一 回コ 


クマ— ケット  同人 誌界に 入つ てく る。 しかし アニメと 


コミケットの 理念と 目的は みの 通り だ。 
「マン ヴや アニメ および その 周ぶ ジャンル 

における 表現の 可能性を 追求す る 場と して 
の 同人 誌、 それを I 般に 向けて アピ t ルす 
る 場が コミケット であり、 場の 灌 保を 通じ 


が 開かれた。 参加 サ— クル 数 三十 二、 入場  ぅ、 フィルムを 作る おでの 創作は、 金銭、 
者 数 六 百 人。 それが 始まりだった ので ある。 人員 面で 難しい。 コミケットでは 同人 誌と 


アニ パロ、 n スプ レ、 ロリコン 


いう 形を とる こと も あつて、 研究 派、 フア 
ン クラブ 派、 そして パロ デイ マン ガ派 とい 
う 一二つ の 流れを とった。 そのな かで、 主流 


コミケットは 当初、 歡尾望 都、 竹 宮恵子  となって いたのが、 アニメの パロディ マン 


て、 描き キ たちの 営 為を 充分に 反映 させて  といった 「別 年 組」 少女 マン ガの 人気 も  ガ 、いわゆる アニ パロで ぁる。 みの子に 
いくこと を 目的と する。 それは 新たな 巧 能  ぁって、 十代の 女の子が 入場者の 八 割を 占  ょって おかれる それは、 当時 流行だった 
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<コ ミ ッ クマ ーケッ トを加 サークル ジャンル 比〉 
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< 男女 比 > 


「ボル テス V」 の プリンス •ハィネ ル、 「ヴ 
ン ダム」 の シヤア 少佐、 といった 美形 悪役 
キヤ ラ クタ I を 主人 八ム にしたり、 彼らに 同 
性愛を 演じさせ たりと、 後の 「やおい」 の 
原型と もい える もので あつた。 

大田区 産業 会館の ラストになる セ 九 年. 末 
の コミケット U は、 二百 九十 サー クル、 四 


千 人と いぅ 規模に 脹れ あがって いた。 この 
頃、 コミケット 出身者に ょる 『JUNE』 
(サン 出版) や 『P EKE』 (みのり 書房) 
などの マ ィナ I 誌の 創刊が あリ 、ニユ I 
ゥ卫— ブブー ムと名 かけられる ことにょ つ 
て 初期 同人 誌の 描き 手たち がそ こで デ 
ビュ I して ゆく。 また、 少女 マン ガ誌 でも、 


同人 誌 作家の 取り込みが 始まった。 この頃 
の コミケット 参加 団体 内訳は、 創作 マン 
研 二百、 F  C、 研究会 系 四十、 アニメ 系 
五十と いつたと ころで ある。 

八 〇 年に 会場は 川 崎 市民 プラザへ。 ここ 
での 開催は 二 年間 だが、 第 十と 回の コ ミケ 
には 四百 サー クル、 八 千 人を 集める よぅに 
なって いた。 この 時期 コスプレ 《コスチ ュー 
ム •プレィ) といぅ 新しい 動きが 顕在 化し 
てく る。 つまり、 好きな マンボ や アニメの 
キャラクタ ー の扮 装を して、 売り子を やっ 
たり、 パフ ォ— マンスを したりす る 参加者 
の 増加で ある。 と 同時に、 女性 優位だった 
コミケットに、 男性 参加者が 増加して くる。 
創作 系では、 なんきん や 西 秋ぐ りん、 永久 
保 貴 一とい 「た 描き 手が いたが、 一方で、 

ホ 性に よる ホモ マン ガ にがな した 美少女 物 
の 流れが 生まれて くる。 後に。 ロリコン* 

と 名付けられる ことによ つて ブーム になる 
ジャンルだった。 『シ ベー ル』 の 沖 由 佳 雄、 
孤 乃 間 和 歩、 『人形 姫』 の 千 之 ナィフと 
いった 描き 手たち だ。 
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「、つる 星 やつら」 ラムち やん の コスプレ 


巨大 化への 道 


る。 そして、 参加を は ハレの 日の ために、 
派手な 服で やって来て、 楽しんで いく。 少 
女 マン ガフ アンの 参加者た ちが、 ロック 系 


年 S 回 ぺ—ス で 開かれて いた コミケット  や 人形 系 (エプロン ドレス) の ファッショ 


ル も 形を 整え 始めて いたの かもしれ ない。 

というのは、 八 〇 年代に なると、 商業 出 
版の ジャンルは、 あらる ものを 許容して い 
こうと し 始めて いたから だ。 SF や フアン 
タジー 、実験的な ものから、 内省 的な もの 

耽美に ロックに、 エロスに ホモ、 さらに 口 
リ コンまで もが 商業 誌に 取り入れられて 
いった。 そうした なかで、 より 同人 誌 的で 
あろうと するならば、 同人 界 内で しか 成立 
しない 楽屋落ちを 基盤に した パロ ディが 突 
化して くるのは 当が だった。 それ も 「笑い」、 
「風刺」 T 批評 性」 に こだわらず、 「外伝」 

や 「新作」 という 「もう ひとつの ストー 
M/. — 」 の 創作で ある。 

八 一年 十二 巧、 コミケット 巧は、 ついに 

嘴海圃際貿易センタ—じ移る。 規模は、 六 


は、 即売 全と しての 機能と 共に、 社交 場と 


ンを 持って いたのに がし、 アニメ フアンが  百サ I クル、 九 千 人に なって いた。 アニメ 


しての 意味を 持ち 始めて いた。 さらに 「な  持ち込ん だのが コスプレだった といっても  や マン ガの 少女 キャラを いたぶ つたり する 


り-としても ビ 


いいだろう。 巧 民 プラザの 時代に、 こうし 


ロリコン 同人 誌は、 いつしか、 少女を 主人 


マン ガを揣 く、 本を 作る といった 地道で  た 見た目の 派手 さと 祭り 的な 様相が 形作ら  公 じして 少女の 魅力 や エロチシズムを 描く 


時間の かかる 作業が あって、 それを 「ケ」 


れ ていつ た。 そしても しかしたら、 同人 誌  巧 化 による マン ガ 全般を 指す ようになり、 


とするならば 、コミケットは 「ハレ」 であ  巧と いう イン サイド 固有の マン ガのジ ヤン 


それは、 男性 参加者を 増加 させて いくこと 
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エロ 同人 誌は このよう じ 「面妖 本」 とも 呼ばれる 


になる。 SFI 特擺 、音楽、 芸能と いった 
ジャンルの 同人 誌 も 少しずつ 増えて いた。 
アニメ も 勢力を 伸ばして いきつつ 表っ た。 

コミケット 準備を は、 六 巧 もの サー クル 
を 扱うた めに、 スタッフの 人数が 増え、 案 
内の ために コミケット カタ ロ ダを 刊行す る 
ようじな った。 また 「うる 星 やつら」 ブー 
ム のなか、 ラムち ゃん の コスプレ 《虎 縮の 
ビキニ) などが 問題に なり、 警備 会社を 使 
、っよう になる。 

コスプレは、 多い 時で も 参加者の 二、 一二 
パー セントで、 千 人に 満たない の だが、 見 
た 目の 派手 さも あって、 マスコミで 取り あ 
げられ る ことが 多かった。 あらゆる 表現を 
許容す る ことを 驅 う コミケットでは、 手づ 

くりの コスチ ユ—ム による パフ ォー マンス 
も ひとつの 自己 表現と いう ことで、 歓迎は 
しないが 規制 もしない という 方向で 対 化す 
る ことになる。 

ただし、 この頃より 『コミケット マニ ュ 

アル』 で、 理念、 目的、' む 得な ど、 サ ー ク 
ルの 自主 管理を 基本に、 モラル や 常識と い 


う ものを 参加者に 対して 具体的に 明文化し 
て、 アピー ルして いくこと じな つた。 

「何 か 行動す る 時には、 人の 気持ちに なっ 
て 考える。 エゴィズムは 抑えなければ、 む 
地 良い 場は できない。 モラル、 常識、 マナー 
を 忘れない こと」 —— 0-、 高校生 も 多い コ 
ミ ケットと いう 「場」 は、 学校 や 家庭で 教 
えなく なって しまった、 社舍 生活の 場での 
人間と しての 基本的 部分を マニュアル 化す 
る ことで、 巨大に なつて しまつた コ ミケッ 
卜の 自由を 維持す る ことにし たの だ。 

マン ガ じよる 遊びの 発見り 

晴海 という 容器の 中で、 コミケットは 回 
を 追う ごとに 巨大 化して い 「た。 八 二 年 十 
二月には 千サー クルを 突破。 年 二回 開催と 
なった 八 四 年 八月の コミケット がでは 二 千 
四百 サ ー クル、 一二 巧 人。 八 六 年の コ ミケ ッ 
卜 W では 三千 九 百サー クル、 四で 人が 集ま 

るよう になっ ていた。 ロリ コンブ ー ム は、 

美少 ホを 核 じ、 メカと SF、 ホラ ー、 ファ 
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い 


n ミケの カタログより。 ここ じある のはす 
ベて 自主 制 か パソコン. ソフトの サ ー クル 

ンタジ ー 、ラフ コメ 、キン キ I  (SM など) 
と 多様化し ていき、 エロチシズム 派と 物語 
派に 分かれて いった。 とはいえ、 巧 性 系 
サー クルは 全体の 一二 割を 超えは しなかった。 

そこに 起きた のが 「キャプテン 翼」 ブー 
ム である。 『少年 ジャンプ』 連載の この 少 
年 マン ガ (アニメ) を、 パロ ディに した 同 
人 誌が、 八 五 年頃から 少しずつ 增 えてい っ 
た。 登場人物の 少年、 小 次郎と 健の 二人を 
ホモ カップルに 化 立て あげた" やおい々 (ヤ 
マな し、 オチ なし、 イミな しの 略で、 ホモ 
系アニ パロ 作品を 自惶 的に 呼ぶ 言葉) が 主 
流だった が、 たとえば H 野 日出 志の タッチ 
で ホラ I にしたり、 いがらし みきおの 「ぼ 
のぼの」 を模 した 四 コマ 形式で 揣 いたりと、 
あらゆる 遊びが 登場した。 

そう、 遮び なので ある。 それは、 同 世代 
の 女の子 みんなが 知っている 「キヤ プ 霞」 
という 作品 世界の 設定 查刖 措に 繰り広げら 
れる 変質、 解体、 批評、 弄び、 であり、 ス 


タィル や ファッション や 趣味の コミユ ニ 
ケ I シヨ ン なの だ。 マン ガ は、 きっちりし 
た 物語 や ドラマを 語る ためには、 世界、 登 
場 人物の 説明を 行なわなければ、 話を 始め 
られ ない。 その 基本的 説明 だけで 敕ぺ I ジ、 
いや 数十べー ジが 必要と なる。 しかし、 遮 
びで 易々 と 行なう には、 ニ ー 十六 ぺ—ジ ぐ 
らいが 遮 当な ので あり、 その 場合、 こうし 
た 説明を しなくて すむ 既知の 世界と 設定を 
使えば 簡単な わけで ある。 

そうして、 こうした ドラマの 基本 部分を 
すっ 飛ばした おかげで 、女の子は 絵の スタ 
ィルや ファッション 性、' む埋 描写と いった 
ティ テ ー ル に 集中す る ことができる ように 
なった の だ。 少年 どうしの 恋愛は、 男らし 
い 少年と かわいい 少年の カップルが 多い こ 
とから 見ても、 仮装した 少女と 少年の 疑似 
恋愛、 SEX なのだろう し、 その 二人の 感 
情の ゆらめきは、 少女 マン ガの ラブロ マン 
スと 似て いる。 いや、 八 〇 年代に 入って か 
ら は、 商業 誌の 少女 マン ザに も。 少年* は 
定着して いたでは ないか。 基本的に ラブ、 
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行きつ くと ころの SEX を 描く 少女 マン ガ 
は、 もっと 前から ダィレクトに 少年の 魅力 
を 描いて いたでは ないか。 

にしても この 「キャ プ 翼」 の抬 頭は、 女の 
子たち に、 同人 誌で しかで きない、 しかも 
そうした 場所 ゆえ じ 楽しめる 「遊び」 「表 
現」 を 定着 させた ので ある。 統 いて 「聖闢 
± 星 矢」 が、 アニ パロの 新しい ジャンルと 
して 現われる 頃、 コミケットは 晴 海から T 
民 C (牽巧 流通 センター) へ 移り、 二日 間 開 
催と いう 形を とる ようじな つていた。 八 八 
年 十二 巧の コミケット S は、 四千 四百 サー 
クル、 四 万人と いう 規模。 それは、 この 
「キャ プ 翼」 「星 矢」 によって 流れ込んだ、 
第二次べ ビ—ブ ーム化 化の 女の子た ちに 
よ っても たらされた ものた った。 

^ マスコミと コミケット 

T 民 C での 三回の 關 催の 後、 また®: に 
移った コミケットは、 三 館を 使用し、 二日 
間 開催と いう、 巨大な もの じ 脹れ あがって 


いた。 八 化 年 夏の コミケット％ には 一で 
サー クル、 十二で 人ぶ い 参加者が 集まった 
ので ある。 —— しかし、 そこ じは 好を の 目 
を 持っ た マスコミ、 テレビ局が 次々 と 押し 
かけた。 その 一一 一日 前に、 幼女 誘拐 殺人の 容 
疑者宮 崎が 補まリ 、彼が アニメ ファンで 
あ 「たこと に マスコミは 飛びつ いたの だ。 

テレビ局の 取材の 最後には つね じこうつ 
け 加えた。 

「何が 宮 崎を 作った かと、 強いてい うなら 
ば、 それは テレビで しょう」 と。 

日本中を おおう 戦後 世 化は、 ほとんどが 
メディア にょって 育てられた 疑似 体験 世代 
であり、 人を 物と して 見、 扱う 視点は 二 〇 
世紀の 近代科学 合理主義の たまもので、 誰 
が 悪い かと いうならば ダ— ウィン じまで さ 
かの ばらなければ ならない。 さらに、 何が 
恐い かとい うなら ば、 あなたの なかの、 そ 
して ぼくたち のなか じある 宮崎的 部分で 
あつて、 彼は それを 自覚させる ために 現わ 
れた 啓示で あるの かもしれ ない。 むし、 そう 
尋く あなたが、 宮 崎の 行為 じ 本当に 恐怖を 


感じて いるならば、 それは 自分の なかに あ 
る ものが 恐ろしい のであって、 そうでな け 
れ ば、 人の 痛みが わからな いという ことで、 
あなたの 言う 宮 崎と あなたは 同じで ある。 

だが、 そうした 発言は すべて カットされ、 
放送され る ことはなかった。 

コミケットを、 一部の マニアに ょる 秘密 
の 会合の ょうな つもりで 取が じ 来た マスコ 
ミは、 秘密と いうには あまりに 巨大な その 
数に 驚いて 帰って いった。 ここに 十万 人の 
宮 崎が いると 書いた マスコミ も あ 「た。 し 
かし、 同人 誌じ閱 わる 人間は その 何 倍 も お 
リ 、マン ガや アニメを 個人的に 楽しむ 層が 
さらに 何百で 人 もい る こと、 そして、 その 
アニメを 放送す るのは テレビ局 であり、 ホ 
ラ I ブ I ムだ 、スプラ ッター だ、 ロリコン 
だ、 アクション カメラ だ、 と 祭り あげ、 そ 
の 気にさせて いったのは、 マスコミ その も 
ので ある、 とは 誰も 言わな かった。 

やがて それは、 メジャ— 出版 対 マ ィナー 
出版 {『アニメー ジユ』 と 『OUT』、 『少年 

ジャンプ』 と ロリコン 誌)、 テレビと ビデ 
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才の 暗闘と なり、 結局、 弱い者が 殺されて  それは、 ぼくが をった、 最初の おたくの 一 
いった。 その 図式は、 見事に、 あの 事件と  人で ある 中 森 明 夫君に よって 創ら れ た。 そ 


も 重なるの である D 


「おた  <」 なんて 知らないより 


の 前に 彼が 書いて いたのが、 「ま 島 少女」 
という レッテル だつ たから、 そうした ネー 
ミン グ による 遊び、 シヤ レだった と 思う。 


は 健全な バランスが 必要な の だが。 
「おたく」 という 言葉で、 ある 禮の 人間を 
より 詳細に 規定して い 「て、 人目 じつ かな 
いところ に 追い やつて しまう か、 あるいは 
「おたく」 の 定義を がげ てし まう、 つまり 


しかし 「おたく」 という 言葉が ひとり 歩  本フて チの アカデミズムの 学者たち も 映画 


この 本は 『おたくの 本』 なの だそう だ。 
理解し 難く、 わからな いものに 名を 与え 


きし はじめた 頃、 一部では A タイプ おたく 
《太 身)、 B タイプ おたく  {瓣 身) などの バ 


巧い やすい ものにして 商品に した リ 、自分  リエ— シヨ ンも 生まれ、 ぬぐい さりが たい 


フリ ー クも ロック マニア も マン ガフ アン、 
アニメ フアン も、 こだわ りのある 奴は みん 
な 「おたく」 である、 という 具合に だ。 し 


とは 関がない ものと して 切り捨てる という、 肉体的 特徴に よる 差別は、、 深刻な 問題 さえ  かしこの 言葉が 否定的な 意味合いで 定着し 


例の やり方で ある。 もともと、 マン ガ 、アニ 


内包し ようとし ていたの だ。 どんなに 性格  てし まつて いる U 上、 それを 押しつけられ 


メ 、を 特撮、 プラモデル などと いった 趣  がおかろぅと、 外見が 醜く ければ おしまい 
味の 世界に 集まる フアン、 マニアの なかで  だ。 ファッションに 気をつかわなければ、 


生まれた 言葉で ある 「おたく」 は、 はつき  差が されて しま 


が、 ファッション 


る 方は たまった ものでは ない。 大淹詠 一の 
言った 「趣味 趣味」 も エン ケン (遠 藤 賢 司) 
の 「通」 も 結局は、 おたく 道に 通じる もの 


9 言つ てし まうならば、 そうした 層の なか 


ばかりに をを 废う 人間の 経 薄 さは、 これ ま  が あった はず だ。 だが、 もう 遅い。 


の 「気持ち 悪い 奴」 「つきぁいたくない 奴」  た 問題では なかろぅ か。 彼らは 「自分の 物 
の 典型と して。 ハタ— ン 化された "キヤ ラク  語」 にし か 曲 ハ 味の ない 人間で ある。 


夕— 々である。 外見、 性格、 物言い、 フ アツ 
シ ヨン、 行動、 テリ トリー まで 詳細に 設定 
され、 「おたく」 という 名前まで 付けても 


そして、 フイ クシ ヨンを 楽しめる、 つま 
「他人の 物語」 に 興味を 示す 人間が いる。 


永遠の アマチュアたち 


繰り返す が、 コミケットは 表現 者の ため 


マン ガや アニメ や 小説 や 映画 …… それらは、 の 場な ので ある。 それを 求めて くる 層は、 


ら つたこの キャラクタ— の 対 極 じいる のが、 今 ある 自分とは 違う、 別の 世界、 人生を 知  商業 誌 や プロの マン ガ家 にはない 新しい 面 


たぶん、 「トンガ リキ ッズ」 なのだろう。 


り、 楽しむ 方法な の だ、 もちろん、 そこに  白 さ、 別の 楽しみを 見つけ じ やって ホる の 
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だ。 表現す る ことを 知つ ている 者は、 でき 
ない 者より 何 倍 も 広い 世界を 持つ ている し、 
ある 意味では 偉い の だし、 それを 分かち あ 
うこと で、 作品を 共有し ようとす る 読者は、 
少なくとも、 自分の 恋 や 生活 や 人生 だけが 
すべてで はない、 広い 視点を 持てる はず だ。 
たかが マン ガ 、アニメと 笑う 世代は、 かつ 
て 文学 や 映画が 何とい われた か 思い出して 
もらいたい。 いや、 それ どころ か 「大衆 表 
現」 という 言葉は、 マン ガの 出現 じよつ て、 
はじめて 実現した のでは ないか。 

マン ザに よつて フィ クシ ョンの 楽し さ 面 
白 さを 知り、 マン ガ によつて 自己を 表現す 
る 方法を 知つた 人は 思いの ほか 多い。 すべ 
ての マン ガ 家、 そして、 ホ 川次郎 、栗 本薰、 
菊地秀 斤、 田 中芳樹 …… 島 田稚彦 、山 田 詠 
美、 泉を しげる、 横 尾忠則 …… この リスト 
はいつ までで も 続ける ことができる。 

かつて、 マン ザを 描き 続ける ためには プ 
口になる しかな か 「た。 だが、 同人 誌界と 
いう 世界が 定着して しまつた 今、 描き 手た 
ちは、 いつまでも 趣味 や 遊びで 描き 続ける 


ことができる。 多くの 者は、 なれれば プロ 
じな っても いいが、 アマチュア でも 別 じ 構 
わない と 考える。 しかも 同人 誌の なかで マ 
ンガ家 ごっこ、 出版社 ごっこ、 編集者 ごっ 
こさえもできる：^上、 プロにならなくても 
それなりの 満足は 得られる。 同人 誌 専門の 
軽ォフの印刷所は現を一一十社：^上ぁリ、 お 
週 どこかで 即売を が關 かれ、 いたれり がく 
せりの サー ビスが 巧な われる。 

箱 押し々 ラー 表紙 どころ か、 中身の 紙質 
や ィンクのを 変え、 ハー ド々 •ハー、 箱入り 
と、 金 さえ かければ 商業 出版物とは 比べ も 
のになら ない ほど 豪華で 美しい 同人 誌が 作 
れ る。 また サー クル 内では なく、 原稿 依頼 
制と いぅ 編集 方法が 定着し、 好みの 描き 手 
や 人気作家を 集めての 本 も 作れて しまぅ。 
売れれば、 小遣いて いどには なる し、 次の 
本の 資金に もなる。 —— 数は 力なの だ。 同 
人 誌 巧は 巨大に なつた おかげで、 あらゆる 
ことが 可能な 場に なつた。 コミケットは 自 
主流 通の 場と して 機能し、 商業 出版物 じ 対 
抗 できうる 規模の 同人 誌巿 場を 形成し、 同 


人 誌 マンボと いう それ 独自の ジャンル さえ 
生み出して しまつた。 

その 自由 さが 魅力な のか、 プロに なって 
も 同人 誌を やめない 作家たち は 多い し、 最 
近では、 プロが 同人 誌を 出す という ケ—ス 
も 目立つ。 商業 誌の 連載を 落として でも 同 
人 誌の 作品を あげる という 話 もよ く 聞く し、 
コミケット 当日には 何百 人と いう プロが、 
参加者の 一人と して、 ごく 普通に 会場に 集 
まるの だ。 プロ も アマ も 読者 も ファン も マ 
ニア も、 マン ガ、 アニメと その 周ぷ にいる 
あらゆる 人々 が、 集まれる 場と しての コミ 
ケットは、 そこに 人が いるから、 さらに 人 
を 呼ぶ ことにな ってい く。 八 九 年 十二月に 
は、 ついじ 幕 張 メッセに 会場を 移した コミ 
ケットは、 一で 一千 サ— クルを 集めて 開か 
れる 。そこには、 何でと いう 思い思いの 同 
人 誌、 そして 人、 人、 さらに 何でもの 出を 
いが あるだろう。 それを どう 思う かは あな 
たの 勝手 だ。 だが、 彼ら 彼女ら の 多くは ナ 
ィ ー ブな 、おとなし いごく 普通の 若者たち 
なので 吏る。 ただ、 マン ガや アニメが 好き 


85 


な だけの 


コミケットは どこへ ゆく 


そろそろ 終わり だ。 コ ミケに 閱す るいく 
つかの デ— 夕や 内実を 紹介して おこう。 と 
リ あえず はサ] クルに 向けて 出されて いる 
マニュアルより 「設立 趣旨」 を 引用し よう 


《コ ミッ クマ ー ケット こと コミケットは、 

間違えば 孤立し、 仲間内に とどまり かわな 
い マン ガ 同人 誌 活動を 広く  I 般に 向けて ア 
ピー ルす る 為の 場と して 始ま リ ました。 形 
としては、 同人 誌、 ファン ジンの 展示 即売 
をの 体裁を 取り、 さらに 幾つかの 自己 表現 
を 容認す る ものと なつて います。 マン ガ、 
アニメに 関わる 人達の 自己 表現と しての 同 
人 誌は、. 巧 刷され たと たん、 不特定多数に 
向けられた メッセ I ジ 、メディア となり ま 
す。 それは 受け手が あって 初めて 成立す る 

一つの コミュニケ" ~ シ ヨンです。 

描き 手、 創り 手は よリ 多くの 人に 自らの 


表現を ぶつけて みたかった でしょぅ し、 読  ケーシ ョンの 場、 マン ガ、 アニメ ファンが 
者 もまた、 斬し い 可能性を 持った 作品に 化  出会える 場所、 それが コミケットの 「場」 
をって みたかつ たのです。 送り手と 受け手  としての 基本です。 


が 同人 誌の 受波 しを 通して 図る コミュ 


コ ミケを 場 じ 入る ときは 必ず コミケット •カタログ 
を 見せなければ ならない 。カタログは-冊 六 百 円 


その 「場」 を 恒久的に 巧 意し 綿け ていく 
ことで、 読者 状況の 変革、 プロ ダムとは 
違つ たおでの 創作の 出現に 力を 贷す ことを 
コミケットは 一つの 目的と していました。 
さらに、 場. であるが 為に、 単なる 売買の み 
でな く、 人と 人との 出会い も 機能に 含まれ 
ています。 

そうして コミケットが 生まれてから 十五 
年が 経ちました 。メジャ— 誌の ふところは 
広くな り、 雑誌では 日々 同人 誌の 描き 手が 
デビ ユー しています。 マン ガや アニメ じ 関 

する 情報は、 専門の 情報誌を 中む として あ 
ふれ かえり、 日々 何 化かで サ I クルの 集会 
が 開かれて います。 

十数 年 前、 コミケットが 求めた、 マン ガ 
状況の 変革は、 今、 そうい 「た 形で 現実の 
ものと なつて います。 しかし、 それは 考え 
ていた 「ユ —ト ピア」 とは 違つ ていたよう 
です。 もちろん、 それ じ 意義を 唱える つも 
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同人 誌の 値段は I 冊五亩 円ぐ らい。- 人 あた リニ 冊し か 貫わない としても、 十二 万人で 巧く-化 円を 超える 


りはありません。 見方 じょって は、 同人 誌 
界は 今、 我 世の 春を 驅歌 している とも 言え 
るので す。 

そぅして、 コミケットに 求められる 意味 
も、 状況の 変化に ょって 変わって しまい ま 
した。 一つには、 二日 限りで ある ことから 
生まれて くる 「お祭り」 的 性格です。 祭り 
じ 参加す る 者 達は、 その 祭りを より 面白く、 
よリ すばらしい ものにする 為 じ、 祭りと な 


りの 間の 日常を 準備期間と しなければ なり 
ません。 言ぅまでもなく、 それは サ ー クル 
活動で あり、 個々 の 創作 活動の 事です。 祭 
りの だしもの である 「同人 誌」 をよ リすば 
らしい ものにする こと。 祭りを 楽しく、 い 
かにす ばらしい ものにする のかは、 参加 
サ ー クル、 個人に かかつ てると いえる で 
しよう。 もちろん、 祭りは 無秩序で あつて 
はいけ ません。 自由とは、 好き 隙 手で きる 


こととは 違う のです。 

また、 多くの サー クル、 一般 参加者が 集 
まる コミケットは、 商品の 数、 買い手の 数 
の 点で 「マ I ケット」 的 機能では、 充実し 
てきて いると 言える でしょう。 サ I クル 活 
動の 結実と しての 同人 誌は、 あ 意味で まぎ 
れ もない 「商品」 なのです。 が、 それは 「作 
品」 である こと も 忘れて はなり ません。 特 
に、 創り 手には そこのと ころを いつもを え 
て もらいた いと 思います。 「場」 である こ 
とを 前提と した コミケットは、 マン ザ、 ア 
ニメ 等に 関する あらゆる 表現 行為を 認め、 
反映 させ、 可能性を 伸ばして いかなければ 
ならない と 考えます。 何 かを 為そう、 少し 
でも 先に 進もうと する 人達の 為に、 コミ 
ケットは 一つの 自由な 空間と して 推 維され 
ていかなければ なりません。 

その 空間を 彩り、 埋める のは 参加者です。 

「コミケット」 を 創り あげてい るのは サー 
クル、 一般 参加者、 準備を… つまり 参加者 
全員な のです。 そこに 集まった 人達は、 み 
な 平等に コミケットの 一部な のです。 その 
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こと だけは 忘れても らいたく ありません。 


サ ー クルは 参加 截 (現在 お 千円) を 化って、 現が 自由にで き、 それを 読んで くれる 人間 


いかに 巨大に なろうと、 それは 側々 が創リ  自分の ための 場を 手に入れる。 参加 巧は す  がいて、 しかも 仰 間が いる。 そこでは、 マ 


上げた ものな のです。 殻が 大きく なっても、 ベて、 關催 維持の ための 経 巧に 使われる。 


ンガや アニメと いう、 化 間が いう 子どもつ 


中が 空疎では、 やがて 解体して いくで しよ 


ちなみに 第一 二十と 回 コミケットでは、 を 場  ぷい 趣味は、 逆に それを どこまで 究める か 


少なくとも コミケットは、 それを ホめ  费 三千 二ち 巧、 机、 イスな どの レンタル 截  によって ステ— タスに さえな リ うるの だ。 


る 人が いる 腿リ 、続けられて いくこと にな 


千で、 瞥備帮 、掃除 巧に 六ち 力、 備 S 】  最近では 親子 連れ や カップル さえ 目立つ 


リ ます。 それが 尖なる としたら、 「場」 本  百で、 他 諸 経帮五 だ：々 円を 予 1  走して いる。 
来の 意味が なくなる 時な のか もしれ ません。 スタッフは、 ほとんど 無報酬の ボラン テイ 


参加者の 変化 じよって、 時代の 要請 じ 
よって、 これから も コミケットは 変わ リ規 


ア である。 

い っぽぅ、サ！クルにしても、黑字になる 


コミケットは 社交 場で あり、 出会いの 場 だ。 

そして、 祭り。 町から 学校から 共同体と 
いう ものが 消え、 祭りは 失われて いった。 
コミケットは、 参加者 金員が 共に ひとつの 


けて いくこと でしょぅ。 いや、 変わり 続け  ところは 一割ないだろぅ し、 千 部 u 上 売れ  目的に 向かって 祭りを 盛り上げ、 ポ トラ ッ 
ていかなければ ならない のです。 完結を 拒  るサ1クルけ| 一^二一百ぁるかなぃかでぁる。 チと 騎 ぎの 一一 日間を 迎え、 そして、 また 散 


否し、 未完成を 力と して、 歩み 続ける 為に 


册 あた リ 三な〜 六 百 円が 平均の 値段 だか 


る。 この 心地を さと 高揚 感 は、 祭 9 を 体験 


は、 そのこと を 確認して おく 必要が あると  ら 、千 部売リ 切って 利益が 化ても 二〜 一二 十  した 者で なければ わからないだろう。 


思います〉 


で 円。 もちろん、 原稿料と か义通 巧と かは  都市が、 日本の 社を が 喪失して いった もの 
別で ある。 そこから 次の 本の 巧 用を 捻 化す  が、 おを 変えて ここには ある。 誰もが 創ろ 


祝祭 空間と しての n ミケ ツ 


る。 コミケットの 参加 巧 や 交通 截 


じを  うと もせず、 忘れ まられ るに まかせて いた 


考えに 入れれば、 ほとんどの 参加者は お金  だけ だから、 自 みたちで 創ろうと した だけ 


少しは コミケットの 巧 実と いう ものが わ  を 出して 同人 誌 活動を 傲け ている ので ある。 だ。 一体感と 曲 ハ おと 自由の、 無秩序で あり 


かって もらえた だろう か。 コミケット その 


自分の 金と 時間と 労 劇を 费 やし、 それで  ながら 統一され た 空間。 もし、 何が 恐い か 


ものは、 有志に よる 非営利 圓ホ である コミ  も なぜ やって いるの かと 尋ねるならば、 み 


ケット 準備を じよって 運営され ている。 


な、 楽しい からと 答える だろう。 自分の 表 


といぅならば、 そんな 空間が 存在して いる 
ことが、 なのか もしれ ない。 


88 


償が 「おたく」 の 意け 親に なった 事情 

提 たく」 命名 第 I 号の 原稿を 全文 採録！ 


出版 系 職業 人なら いちどは 足を 運んだ こ 
とが あるだろぅ 現代 風俗の 一大 情報 バンク、 
あの 大宅化 一文 庫の 索引 カー ドの" 族。 の 
項目には 「おたく 族」 は 見当たらなかった。 
ょぅやく 昨年から 今年に かけて 『週刊 プレ 
ィボー ィ』 に 二度 ほど 掲載され た 「オタ ッ 
キ ー」 に関する 記事が 発見で きた ぐらいだ。 

「ホン ピユ I 族」 「金 ゴロー 族」 「こたつむ 
リ 族」 「出産 ギリ ギリ 族」 「アン マ リッ デ 
旗」 痕 面 少女」 「フラィヤ ー ズ 」 r 新 巧 類」 
…… いちど も 耳に した ことのない これらの 


々流け 語々 の 数々 を 掲載して いる 八 九 年度 版 
の 『現代 用語の 基礎 お 誠』 『ィミ グス』 に 
は、 「おたく」 はもち ろん、 「おたく 族」 「才 
タ ツキー」 の 姿 もない。 

「おたく」 はとぅとぅ 八 〇 年代には 辞 宝 日 的 

•図 童 日 館 的に 認知され なかつ たこと になる。 
さて 梨 年度 版には、 これらの 言葉を めぐつ 
て どのような 記述が なされる のだろう？ 
おそらく、 それぞれの 化 〇 年度 版には 「お 
たく」 という 項目を 新設せ ざるを えなくな 
るに 違いない。 


中 森 巧 夫 

エッセイスト 


r 事件」 で 急 浮上した 
「おたく」 

たとえば 『朝日 新聞』 八 巧 二十四日 朝刊 
にはつ ぎの よぅな 一節が ある。 

ロリコン 誌の 編集者を していた 経験を 
持ち、 アニメ や 若者 文化に 関する 著書 も 
ある フリー 編集者の 大塚英 志さん も、 
「宮 崎に 対する 社 全の 反応は、 まるで 魔 
女 狩り」 と 指摘す る。 「本当は 社を その 
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ものに、 『宮崎 的な もの』 が あるのに、 そ 
れを 認めたくない から、 必死にな つて 彼を 
異端者に しようと してい るん じ やない か 
な」 

そして 「この 事件」 で ビデオ マニアの 

『オタク 少年』 たちが 新たな 被差別 者に な 
るので はない か」 と 心配す る。 

新聞紙 面に 『オタク 少年』 という 語が な 
ん の注积 もな く 登場して いる。 さらに 『週 
刊 朝日』 八ち 二十 近日 号 記事 中の 一節。 

宮 崎は、 この 六疊 間に こもりつ きりの 
ことが 多 かつた。 ほとんど人と 話す こと 
はない。 面と 向かう と 人の 名前を 呼べず、 
「お宅」 と 呼びかける、 

「通称 オタク 族」 

だつ たようで 衣る。 たとえば 「お宅 どん 
な ビデオ 持 「てる」 と 使う。 アニメ やビ 
デオの 熱狂 的 フアンに 多い 種族 だ。 

また 『サン デ— 每 日』 九 巧 一一 一日 号、 えの 
きどい ちろう 氏の コラム 欄は 「おたくの 化 


罪」 と 題され、 「しかし、 まぁ、 これで ホ 
ラ^ —  •マニアと か、 アニメ  •フアンと か、 

いわゆる 『おたく』 と 呼ばれる 人たち は 旗 
色悪くな るだろぅ なと 思います」 との 記述 
が ある。 

『週刊 読売』 九 巧 十日 号 じは、 記事 中、 用 
語觸説 的に 「『おたく 族』 とは」 と 題す る 

固み が あり 「アニメ や パソコン、 ビデオな 
どに 视 頭し、 同好の 仲間で も 距離を とり、 
相手を 名前で 呼ばずに 『おたく』 と 呼ぶ 少 

年の こと。/ 人間 本 ホの コミュニケ— ショ 
ンが 苦手で、 自分の 世界に 閒じ込 もりやす 
いと 指 楠され ている」 の 説明が なされて い 
る 0 

『朝日 斬 聞』 のみならず、 わずか キ巧 ほど 
の 間に 一二 火 新 閒社系 週刊誌に 「おたく」 は 
登場して いるの だ。 『週刊 ポスト』 九ち 一 
日 号な どは 「小 中学生 『オタク 族』 を 『1 * 
日の 世界 J が 触んで いる」 の大 見出しで 特 
集 記事を 組んで いる。 このが を 待つ ていた 
かの ようじ、 「おたく」 という 言葉は、 メ 
ディアの 表面に 急 浮上した ので ある。 


I {「ぉたく」 命名の 起源 

一部に 「おたく」 命名 者と 知られる 僕で 
は あるが、 じつのところ、 僕 自身が 「おた 
く」 について 原稿を 書く のは 本当に 久しぶ 
リ だ。 それ どころ か、 実際 「おたく」 とい 
う 言葉を 自分の 文章の 中で 使う のは 何年ぶ 
りの ことだろう？ いつの 間に か、 暗黙に 
自らの 内で 「おたく」 について 書く こと、 
「おたく」 という 言葉を 使 「て 語る ことを 
禁じて いたの だと 思う。 本当に 久しぶりに、 
今、 饌は その 禁を 破ろうと している。 

その 機 全がなかった わけでは ない。 実際 
には 何度も その 起源に ついて 命名 者と して 
の 発言の 槪を がみ えられて きた。 そのつど 
断わり 続けて きたのは 「話せば 長くなる」 
という ことと、 今にな 「て 語る には さま ざ 
まに 誤解を 生じ かわない 当が の 複雑で 細々 
とした 事情に 祂れ ざるを えなくな るからで 
ある。 「おたく J という 言葉は、 その メディア 
での 最初の 登場の 隙から 相当の 波乱 含み 
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だった。 

さらに、 今と なつて は 「おたく」 という 
言葉の 起源は 諸説 さまざま だとい う。 たと 
え ば 『囑の 真相』 十一月 号、 「『宮 崎 勤』 で 
脚光を 浴びた 『オタク 族』 の 世界を のぞ 
く！」 記事 中 じは、 「確認し ょうがない 情 
報のなかには、 ^H@t巧夫が誌上で紹かする 
直前に 麻雀 漫画雑誌 のなかで 『おたく』 と 
いう 言葉を テー マに した コラムを 確かに 見 
たと 証言す る 雑誌 編集者が いたり、 俺は 
もっと 前から 『おたく』 と 巧んで いた、 俺 
が 名付けた と 断言す る 吉祥 寺 組の まんが 家 
など 未 確認 は 山と ある」 の 記述が ある。 

しかしな にも 「おたく」 の 命名 者で ある 
ことを 誇リに 思う ので もな く、 その ネ ー ミ 
ン ダの 二次 使用権を 主張す る わけで もない 
僕と しては、 むしろ その 諸説の 根拠を きち 
んと 伺って みたい もの だと 思う。 この メ 
ディア 社会に おいても、 ひとつの 言葉が 数 
年を 経過す ると、 その 起源が 伝説 化されて 
しまう ことの 好例だろう。 となると、 僕と 
しては、 今や その" ひとつの 説。 を 語る ほ 


かは ない。 

なにしろ 七 年 近く も 前の こと だ。 細部の 
記植は あいまい だし、 資料は 散逸して し 
まっている。 僕 自身が 書いた はずの、 記念 
すべき 「おたく」 活字 化 第一 号 コラム さえ、 
探し出す のに 相当 苦労した 。とりあえず、 
その 文章を 全文 再録し ょぅ。 タィトルは 
か 「おたく」 の 硏巧① "「街には 『おたく』 

が いっぱい」、 褐載 誌は 巧刊 『漫画 ブリッ 
コ 《片仮名が 正しい)』 {白夜 書 憂 八 一一 一年 
六 巧 号で ある。 

^ 再録 r 『おたく』 の 研究」 

コミケット (略して コ ミケ) って 知っ 

てる？ いや ぁ 僕 も 昨年、 二十 二 歳に し 
て 初めて 巧っ たんだけ ど、 驚いた ね—。 
これは まあ、 つま リマン ガマ ニアの ため 
の おおりみ た いなもんで、 早い 話、 マン 
ザ 同人 誌 や フアン ジンの 即売を なのね。 
それで 何に 驚いた つてい うと、 とじ かく 
東京 中から 一で 人 U 上 もの 少年少女が 集 


まつて くるんだ けど、 その 彼らの 異様 さ 
わ。 なんて 言 うんだろう ねぇ、 ほら、 ど 
この クラスに もい るで しよ、 運動が 全く 
だめで、 化み 時間なん かも 教室の 中に 閑 
じ 込 もって、 日陰で ウジ ウジと 将棋なん 
かに 巧ち 興じて たりす る 奴ら が。 モロ あ 
れ なんだ よわ。 髪型は と ー ニの 長髪で ボサ 
ボサ か、 キョ ー フの 刈り上げ がっち ゃん 
刈リ 。ィト I ヨ ー カド ー や 西 友で ママに 
買って きて 賞った 九 八 〇 円 一九 八 0円 巧 
一の シャツ や スラックスを 小粋に 着こな 
し、 数ま刖 流行った 民の マ I クの リーガ 

ルの ニ セ物ス ニー カー はいて、 ショル 
グ I バッグを パン。 ハンに ふくらませて ヨ 
タヨ タ やつて くるんだ よ、 これが。 それ 
で 栄養の いき 届いて ないような ガリ ガリ 
か、 銀ブチ メザネ のつ るを 額に 嗅い 込ま 
せて 笑う 白ブタ かてな 感じで、 女なん か 
はオ カッパで たいがいは 太って て、 丸太 
ん 棒みたい な 太い 足を 白い ハィソックス 
で 包んで たりす るん たよね。 普段は クラ 
スの 片隅で さあ、 目立たな く 暗い 目を し 
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初めて 「わたく」 が 活字 化された 「•度 画ブ リツコ J  83 年 6 月ち より 


て、 友達の 一人 もい ない、 そんな 奴ら が、 
どこから わいて きたんだろう つて 首を ひ 
ねる ぐらいに ゾロゾ ロ ゾロゾ ローで 人！ 
こ こぞと ばかりに 大ハシ ヤギ。 アニメ 


キヤ ラの 衣装を マネて みる 奴、 ご 巧知 吾 
套 まんがの ブキ ミス タイルの 奴、 ただ 二 
タニ タと少 ホ じ ロリコン フアン ジンを 売 
りつけ ようと シツコ ク 梅い 下がる 奴、 わ 


け もな く 走り 廻る 奴、 も一 頭が 破裂し そ 
、っだった よ。 それが だいたい 十代の 中高 
生を 中'  むと する 少年少女たち なんだ よね。 

考えてみれば、 マン ガフ ァンと かコミ 
ヶに 限らず いるよ ね、 アニメ 映画の 公開 
前日に 並んで 待つ 奴、 ブル I トレインを 
御 自慢の カメラに 収めようと 線路で 機き 
殺されそう になる 奴、 本棚に ビシ ーッと 
SF マガジンの バック ナン バーと 早 川の 
を 背 銀 背の SF シリー ズが 並んで る 奴と 
か、 マイコン ショップで たむろって る 牛 
孔 ビン 底 メガ ネの 理系 少年、 アイド ルタ 
レントの サイン 会に 朝早くから 行 「て 場 
所を 確保して る 奴、 有名 進学塾 じ 通って 
て 勉強 取っ ちゃったら 単に イワシ 目の 愚 
者に なっち ゃう オドオ ドした 態度の ボク 
ち ゃん、 才 I デ イオに かけち やちよ 「と 
、っるさい お兄さん とかね。 それでこう 
いつた 人たち を、 まあ 普通、 マニア だと 
か 熱狂 的な フアン だと か、 せ一 ぜ I がネ 
クラ 族 だと かなんと か 呼んで る わけ だけ 
ど、 どうもし つくり こない。 なに かこう 
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3 ミケ ブト 《A して コ ミケ】 つ 
て 化っ てる？ いや 《度 t 巧 年、 
二十 一二す じし でれ めて がつ たんだ 
けど、 R いたわ— •これは iA， 

つ i ゥマン ボマ ニァの た A の わな 
々みたい ならんで •をい 巧 L マン 
ポ巧人 巧 や ファン ジンの W 巧 会む 
の わ •それで 何 じ 巧いた つで いク 
と， とじ か <乂 一が 中から I 方 人な 
のか 年少 ホが おって ¢6 んだ 
けど， その 巧ら の 巧 « をね •むん 
て 守1 ぅんだろぅ ねぇ •はら， どこ 
の クラス じ t いるで しょ ♦ぶ が 
を< だ A で、 供み 時闻 なんか もれ 
案の 中 じ 拘じ么 もゥで ♦  〇 はで ゥ 
ジ ウジと 巧な なん わじが ち IK じで 
た々 する 化ら が •モロ みれ なんだ 
よわ •が おはわ 一二の 巧が でボ ♦ボ 
ずか、 キ31フの刈々上げ巧^^ち 
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で A 刈 n •イト— ヨ I カドー で 西  W 
おで ママ じ 巧つ でさで 巧 (た ww  卿 
脚 巧 巧 一の シャツク スラック スト  W 
小^^じぶこなし、 な年巧はやつた 
R の マ！ クの y— ♦カルの 二 七かス 
二1力|はいて、 シ3 ルダ！バ ブ 
グを パン パン じふ  <  らょサ でヨタ  脚 
ヨタ でって < るんだ ょ， これが*  W 
それで 紫 巧の いさ 巧いて ないょぅ  0 
な •カブ ダリ か •巧ブ チ メガ， みのつ  W 
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Kixrxs 


いった 人々 を、 あるいは こういった 現象 

搬 体を 統合す る 適確な 呼び名が いまだ 確 
立して ない のでは ないか なんて 思う の だ 
けれど、 それで まあ チョィ わけあって 
我々は彼らを 『おたく』 と命名し、 ：^後 
そう 呼び 伝える ことにし たの だ。 

どうして 「おたく」 って 名づ けられた 
のか、 とか、 「おたく」 とは 何 か、 なん 
て 疑問には 次回から ゆ 「くりと 本格的に 

化 口え ていく ことにして、 でもなん となく 
感じつ かめる でしょ、 君の 廻りを 見迴し 
て ごらん、 ホラいた いた、 「お •た •く」 

V  0 

力 - 

ところで おたく、 「おたく」 ブ- 

疆 「ぉたく」 はがではなかった 

足 かけ セ 年 も 前の 自分の 义 章を、 今、 目 
にす ると 苦笑 もの だが、 明らかに 当が 金 盛 
だった 昭和 軽薄 体の 影響 下に ある 文体で あ 
る。 また、 その 頃ち 刊 『ま 島』 等々 でよ く 
見られた、 たとえば 内 藤 良 氏に 代表され る 


ょぅな 典型的 若手 ラィター 文体と も 読める。 

また、 このい ちばん 最初の 文章で 「おた 
く」 と 表記され ていた ことが 確認され る。 

「おたく 族」 「オタ ツキ ー」 「オタ ツカ ー」 
等々 の バリエ— シ ヨンの みならず、 「おた 
く」 は 今や 「オタク」 「お タク」 「お宅」 と 
さまざまな 表記の され 方を している の だが。 

『SF アド ベン チヤ ー 』 十一月 号、 「大東 
京 オタク 年表 •不完全 版」 には、 「中 森 巧 
夫、 用語 『オタク 族』 を 発明 ス ぶりつ 子〉 

大塚英 志 この 記述が あり、 月刊 『投稿 写 
真』 十 I 巧 号、 「おたくの 逆襲」 には 材下 
の 一節が ある。 

ここで 登場す るの が、 かの 案 巧 夫 氏 
だ。 彼が" おたく 族" と 名 づけ、 後には 
族の 字が 取れて" おたく。 となり、 さら 
に 多少 洗練され て 明るい 霧 囲 気を 持つ 
"オタ ツキー々 に 代表され る いわゆる 対 
人 関係に 好んで 距離を 置きたがる 青少年 
たち、 つまり" おたく" という 言葉は、 
またたく 間に 若者 文化の 全 ジャンルに ま 
たがつ て 増殖して しまつた。 


これは まったく 逆で ある。 ひとつの 事柄 
が、 たった 数年で 諸説 乱れ、 事実 関 儒は 歪 
曲され たり 時 じは 正反対に なったり する、 
その 好例だろう。 『投稿 写真』 の 説とは 逆 じ、 
最初 「おたく」 と名づ けられた ものが、 後 
に， 族 & の 字が ついて 「おたく 族」 と 呼ば 
れ るょう になった の だ。 僕の 記憶では、 八 
四 年に 月刊 『宝島』 誌上で 紹介 記事が 出た 
が、 すでに 「おたく 族」 になつ ていたと 思 
う。 それょり 少し 遅れて、 鴻上尚 之 氏の 第 
一二 舞台の 公演で 使用され た セリフの 一節、 
さらには テレビ朝日の 裸 夜番 組、 怪物 ラン 
ドの 『ゥ ソッ プラン ド』 で 扱われた 時 も 「お 
たく 族」 だった はず だ。 

話を 「おたく」 命名の 起源に 戻す と、 そ 
も そ も 『漫画 ブ リッコ』 の* 「おたく」 の 
研究。 コラムは 「東京 おとな クラブ Jr  ■」 
という ぺ I ジ のーコ ー ナ I として 書かれて 
いる。 それは 当時 僕が 係わっ ていた ミ ニコ 
ミ 誌 『東京 おとな クラブ』 の 出張 版と いっ 
た 形式の ぺージ だった。 

八 二 年 夏に 創刊され た 『東京 おとな クラ 
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r わたく の 研究 ① 〜③」 を 巧 載した r ホ西ブ リツコ J 


という 言葉が 浮上した の だと 思う。 具体的 
には U 君との を 話の 中で だった のだろう。 
マニア 少年たち が 子ども 同 ± なのに も かか 
わらず、 友人を 他人行儀に 「おたく」 の 二 
人称で 呼ぶ 不思議。 「おたく」 という 斬 語 
は、 またたく 間に 僕らの 仲間 周辺に 広がつ 


ていった。 時に、 八 二 年 懐 半から 八 S 年に 
かけての ことだった。 


I 方 的な、 連載 打ち切り 


さて、 『漫画 ブ リッコ』 八 一二 年 六月 号 か 
ら 連載され た" 「おたく」 の 研究 4 は、 結 
局、 たった 三回で 巧ち 切られる ことになる。 
連載 当初から 内容に 関して 修正して ほしい 
と 担当の 緒 方 氏より 申し入れが あ 「た。 楼 
に 同誌の 編集長と なる 大塚英 志 氏よりの ク 
レ— ム によると のこと だ 「た。 その 種の や 

りと りが 数度 繰り返された 結果、 連載は 打 
ち 切られる 格好と なつた。 その 数々 巧 後の 


八 一二 年 十二月 号には、 「おたくの 研究. 


総論」 といぅ 文章が， 江 治 ソン 太。 名で 褐 
載され るが、 これは 切り捨てられた 僕に 代 
わって 『おとな クラブ』 同人の M 君が 執筆 
した、 しごく 真面目な 反論だった。 

思えば 最初から 無謀だった のか もしれ な 
い。 『漫画 ブ リツコ』 は 純然たる ロ リコ 
マン ガ 雑誌だった。 その 当の 読者の 大半は、 


フ』 の 編集長 エン ドウ •ユィ チ 氏と 僕は、 
前年の 執 頃、 ある ミニコミ 誌の 編集部で 知 
り 合った。 当時 大久 保に あった その 編集 室 
には、 U 君と いう 僕と 同い 歳の 男が いつも 
寝泊まりし ていた。 U 君と 僕と エン ドウ 氏 
は 真夜中に バィクで 下 化 沢 あたりへ 繰り 化 
しては、 ゲーム センター で。 ハックマンに 巧 
ち 輿 じたり、 を 明けの 吉野屋 で油ギ トギ ト 
牛 井を セ 味 唐辛子で ホく 染めて 食したり す 
る 遊び仲間だった。 

その ミニコミ 誌が 廃刊され、 大久 保の 編 
集 室が 閉鎖され る ことになると、 U 君は マ 
ンガ 専門 誌の 編集者に なった。 さほど マン 
ガ おょび マン ガ 状況に くわしくなかった 僕 
の 水先案内 人と なった のが、 この U 君で あ 
リ 、エン ドウ 氏であった。 生まれて はじめ 
て コミケットへ 行った の も、 U 君 じ 連れら 
れ てで あり、 たしか 八 二 年の 夏の こと だっ 
たと 記憾 する。 その 時の ショックの 余波が、 
前述の 文章から うかがえる。 

そして マン ガ 専門 誌 周辺 や 「おとな クラ 
ブ」 関係の 読者と 摇 触す るう ちじ 「おたく- 
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そのまま 僕が。 「おたく」 の 研究.， でそう 
呼んだ 「おたく」 の 人々 だ 「たのだろう。 
いわば、 これは 一種の 読者 罵倒と も 読める。 
反発を くらう のは 当然 だ。 若い 僕な りの 計 
算 がなかった わけでは ない。 その 当の 「お 
たく」 的 雑誌で やる からこ そ 意味が あると 
思った。 ある 意味で 読者を 挑発したかった。 
罵倒す る ことで、 僕 自身が 大半の 読者に 駡 
倒される ことに もなる だろう が . 。 

当時、 二十 二 一歳の 僕は ラィタ ー としては 
駆け出しで 、文筆業な 外の バィトで やっと 
生活して いるよう な 状態だった。 『おとな 
クラブ』 を 作っ ている 時は、 友人に 借金を 
して、 ようやく しのいで いた。 文筆業 だけ 
で 生活 できるようになるのは、 それから 
やっと 二 年後の ことで ある。 原稿料 こそた 
いした ことは なかっ たもの の、 いずれ 文筆 
業 だけで 身を 立てて いこうと していた 僕に 
とって 本当に 数 少ない 署名 原稿の 発表の 場 
を、 こう も 簡単に 奪われて しまつた ことに 
対して 怒りを 觉 えた。 担当の 緒 方 氏に がし 
て、 それに 大塚英 志 氏に ザしても 。間接的 


では あれ、 連載を 巧ち 切られた ことの 要因 
に大攘 氏の 強い 圧力が あった ことは 明白 
だった。 しかし、 僕は その 時で も、 大琢氏 
とは 会っ たこと もなければ 電話で 話した こ 
とさえなかった の だ。 雑誌 作りの 現場では、 
編集者は 強い 権限を 侍つ。 編集者が 自らの 
権限で 駆け出しの 若手 ライタ— の 連載を 巧 
ち 切るな ど 造作 もない ことだろぅ。 しかし、 
その 隙には、 権 眼を 発揮した 編集者から、 
当の ライター じ 対しての 事情 説明が あつて 
しかるべき だ。 たとえ 電話 一本で もい い。 
どんな 駆け出し ライタ— にがしても それは 
最低限の ルー ル だと 思ぅ。 編集者は、 こと 
に 新人 ライター に対して、 その 生 殺 4^ 権 
を据 「ている の だから。 

しかも、 話は それで 終わらなかった の だ。 
ヴ 「おたく」 の 研究。 が 巧ち 切られてから 
十 力 月 後、 大塚英 志 氏が 編集長に 就任す る 
直前の 『プ リツコ』 八 四 年 六 巧 号、 「才 I 
ツカ 某 貴 任 編集」 と ある 読者欄に おいて、 
突如と して またも 「おたく」 問題は むし 返 
された の だ。 巻頭の 「最近、 マン ガ家 •編 


集 者の おたくな 撃が 泥沼 化して きました… 

…」 と はじまる 十 斤 ほどの 読者の お便りの 
後に、 編集 サィドの お答えと して 百 十 余 行 
にわた る大塚 氏の 文章が 掲載され ている。 

◎この 問題に ついては いちど キ チンと し 
て おかなくて はいけ ない …… と 思って い 
ました。 まず、 新しい 読者には 「おたく」 
という 単語の 意味が 不明 だと 思う ので 説 
巧し ますが、 これは^ 前 『ブ リッコ』 誌 
上で、 奉ぶ おとな クラブの 中 森 巧 夫 氏が 

いわゆる ロリコン フアン や アニメ フアン 

を 指す 蔑称と して 作り だした 造語です。 
これほど あからさまに 差別す る ことを 目 
的と して 作られた 〈差別 巧 語〉 も 珍しい 
と 思います。 

さて、 中 森 氏の 「おたくの 研究」 じつ 
いて 僕は 担当の 緒 方に 対し 毎回、 「不快 
感」 を 表明して きました。 中 森 氏の 文章 
は 《健全な 批判〉 ではなく 〈差別〉 を 目 
的と した ものと 目 じ 映っ たからです。 最 
終 的には 登場を 御 遠慮 願う ことにな った 船 


のです が、 意外だった のは 中 森 氏の 文章に 
読者を 含めて、 相当の 支持者が いた ことで 
す。 


「差別 反が」 といった、 絶対に 反論で きな  ラィタ ー として 生き残れて きたから こそ、 
いような 正論を もってする、 に瀬隆 講演を  やつと 記される ことなの だ。 そこを 理解し 


的な やり方で) の 場と して 「私物 化」 して 


て ほしい。 諸々 の 想いを 記す ことなく、 さ 


しまつた ケ—ス もを しいん じ やないだろう  まざ まなおで 葬り去られた 書き手は いっぱ 


と、 延 々と 続く の だが、 見開きの が  か。 


ぺ—ジ 、文字 部 かの ほぼ 九 割：^ 上が ビッシ 
リ 編集者 サイドの 意見で 埋め 尽くされた、 
読者欄と しては 見る からに 異様な もので あ 
る。 また 文中の 「ぼくに とっては  <  おたく〉 


大巧 英 志の 言葉 狩り 


当の 大疑 氏からは 何の 説明 もない まま、 


批難 も 『ブ リツコ』 をな がする 教師 も、 中  とつく じ 「登場を 御 遠が 願」 わされた 僕、 


いいる だろぅ から。 

結局、 僕が 今日 ラィタ ー として デビ ユ I 
できた 大きな き 「かけは、 八 五 年 春に 登場 
した 『朝日 ジャ— ナル』 の 「新人 類の 旗手 
たち」 という シリー ズだ 「たの だろ、 つ。 そ 
の 前哨戦と なった のは、 その後、 新人 類 三 


曾 根 内閣の 《少年の 性 雑誌 規制〉 と やらら  ろくに 反論の 場 さえ 持たぬ 驱け 出し ライ  人 組と 呼ばれる ことになる 一二 人が、 前年の 


同じ ものと 峡る わけです」 


といった 記  タ ー だった 当が の 紫は、 ここで も 相 変わら  秋に 『GS』 誌 第二 号に それぞれ 原稿を 発 


述 でも わかる ょぅ、 相当に 強引で 一方的な  ず お指しで 化 雛され っぱなしに なって いる。 表して いた ことだった。 当時 ブ—ム 渦中 
調子で ある。 当然、 翌月 号の 読者欄には 感 連載 巧ち 切り 後の 『ブ リッコ』 誌上での 名 だった-ー ュ— アカデミズムの 面々 を 『おそ 
化された 多数の 読者の お 梗リが お 載され る  おし 化 雛は この 一件 だけではなかった とお  松 くん』 の 登場人物に なぞらえた 僕の 原稿 


運びと なる。 結局は 雑誌 サイドの 望む 意見  う。 その後、 そのまま ライタ I として 芽が 


は、 一般じは^巧夫の事実上のデビュ— 


じか 読者からの 反響 y の 口つ きで 誘導す る、 出ず、 その 道を 断念した の だったら、 僕は  作と いう ことに なって いる (『週刊 現代』 八 


近頃よ く 見られる 週刊誌 記事 的 手法を 見れ 

ば 巧ら かなよぅ に、 やはり 編集者の 権限は 

♦ 

強固な もの だ。 しかし、 それにしても、 こ 
れ ほど あからさまに 読者欄を 編集者の 意見 
発表 (しかも 若い 読者に がして 一方のに、 


か 幻の 「おたく」 命名 者 A として 消え まつ 
ていた ことだろう。 「おたく」 という 差別 


五 年を 月 十一 日 号)。 

その 『GS』 誌の 筆者 紹介の 僕の 欄の 末 


用語を 作った ものの、 編集者 •大塚 英志氏  尾に 「近く 『おたく 族』 の 生態学 的 考察を 


の 正義に よって 追放され た 巧と して。 今、 


まとめる 予定」 との 表記が ある。 実際に 予 


ここで 書かれて いるこぅ した 事情 も、 僕が  告 どおり まとめられて いれば、 僕の 単独で 
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は 最初の 単行本と なる はずだった。 扭当編  く 冬 撒 社から 出版され ていた 『GS』 誌の 然として 僕に とって 「おたく」 について 言 
集 者 墓 社され たりの 諸事 情の 末、 オクラ 筆者 紹介に そ、 っ 書かれて いたので 早合点」 及した も 「とも 長い 文章の ょ、 っ だ。 今と 
となった ので あるが。 僕と しては 『ブ リッ  たか、 どこかで 事実誤認の 嗤 でも 聞き か  なっては、 命名者である饌：^上に比判者で 
コ』 での 反省 も 踏まえての 本 作りに する 子 じった ものだろう。 さすがに このが ばかり ある 大塚 氏の ほうが 「おたく」 という 言葉 
定だ った。 ところが、 この 筆者 紹介の 小さ  は 抗議し ょ、 っかと 思っ た。 まった くの 事実  の 使 巧 頻度では 勝 るん じ やないだ ろ、 っ ゎ。 
な 記述に、 またしても 大塚典 志 氏は すぐ さ  誤認で 特定の 出版社 名を 名指しす る 悪質な 
ま 反応して きたの だ。 白夜 書房の P 民 誌  壬 力だった の だから。 


そういう わけで、 その ネ 


ングの 生み 


『白夜 通信』 十 号の 氏の 文章 内で 「若手の 
評論 (？) 家で ミニコミ 誌 『東京 おとな ク 
ラブ』 の 発行 人、 中 森 巧 夫は、 コミケット 
に 集まる 少年少女 たちを 《おたく〉 なる 新 
たな 差別用語を もって 軽蔑 的に 呼んだ が、 
彼の 場合、 そこに 一種の 近親 憎悪 均 ニユア 


•X ‘ 

班 


の 親では あっても 育ての親 としての 実感の 
ない 僕と しては、 どぅして この 言葉が 今 ま 
で 生き 統け てきて、 今 また 新たな 意味を 帯 
びて 浮上しつつ あるの かの 確証がない。 も 
命名 者で ある (と言われる) 饌 と、 「お  ち ろん、 大矮 をが 繰り返す よう 「これ まど 


r おたく」 は 差別用語 か 


たく」 とい、 つ 言葉との 密摇な 関係は、 じつ 


あからさま じ 差別す る ことを 目 巧と して 乍 


のと ころ、 このへんまで だろうと 思う。 前 られた 《差別用語〉 も 珍しい」 「他の 呼称 
ンスが 込められて ほほえま しいが、 それを 述 したよう に、 八を 年に 僕は 本格のに 物 書 と 決定的に 違う のは その 最初から 負の 記号 
一冊の 本に まとめて しまおう とする 冬樹社 き 生活に 入った。 今回、 この 原稿を 書く に として 登場して いる 点」 が 「おたく」 とい 
S もしろ がり かたは 不快で ある」 と 訴ぇ あた 「て 記憶に— 限りの 資料を 集めた が、 う 語を、 この 潜在的 差別 社会の 底流で 生き 
ている。 もはや、 僕を 飛び越して 出版社 じ 僕 自身が 「おたく」 じついて 書いた 原稿は 残らせた のだろう か？ しかし、 「ビョ ー 
孕る 圧力 だ 「た。 それにしても、 これに 自分で も 驚く ほど 少な かつた。 八 六 年材降 キ」 r ネ クラ」 「©」 … etc と 「最初 か 

ら 負の 記号と して 登場した」 「あからさま 
じ 差別す る ことを 目的と して 作られた 《差 


は 仰天した。 なぜなら、 「おたくの 研究」 


は 皆無に ぶい。 それな 前で も、 数多い 樂の 


は冬槪 社では なく、 他の 出版な から 出版 さ  原稿の なかでは、 ごく 数える ほど ご。 やよ 


れる 予定だった からだ。 なにしろ、 どこに 


『漫画 ブ リツコ』 誌上で 連載 巧ち 切りと  別 用語〉」 など 流行語と して いくらでも あ 


も冬樹 社と いぅ 記述は 見られない。 おそら な 「た。 「おたく」 の 研究* 一二 回 分が、 依 るし、 じつは ちっとも 参し いもので はな、。 
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むしろ 語 そのものと して言えば 「ビョ ー 
キ」 (病気 U 健 常では ない)、 「ネ クラ」 覆 
暗) 「©」 (貧乏) など、 明確に、 修復で 
きない ハンデ イキ ヤップを 前提と したよ リ 
ひどい 《差別用語〉 とさえ 言える。 もちろ 


突き S たったよ ぅで、 「使 巧 許可を」 と 申 
「おたく」 は 清 透、 拡散した  し 込まれた が、 「使用許可 も 何ら、 もはや 

僕の 言葉では ない」 と 答えた はず だ。 その 
ソ コン 雑誌 『ログイン』 八 五 年 八 巧 号  が、 件の 『ログイン』 記事 中の 「おたく 族つ 


に 「ニ ッポン 化 送 を 格 司の ヤング パラ 


ん 、重要な のは 〈差別 用法〉 なのであって、 ダィス 潜入 ルポ •おたく 族を 探る リ」 と 
どんな じ  < 差別用語〉 を 禁じて 言い換え  題す る 記事が 掲載され ている。 

たって、 当たり前の 吾 曇が 〈差別 用法〉 と  当時べ スト セラ！ になった 『恐怖の ヤッ 
して いくらでも 機能して しまぅ。 「おたく」  チャン！』 に 続く、 この ラジオ 番組の 人気 
といぅ、 語と して言えば、 なんの ことは な  コー ナー "おたく 族の 実態！* に閱 する も 
いたんなる 二人称 も、 どういう 詞係 化の な  の だ。 それは 「おたく」 という 語が あるて 


ていう コト バの ル— ツ はなん や ブ」 と 題す 
る圃 みの 取材を 受けて いる。 

「誰もが 持ち合わせ ている 感覚を、 流行 
言葉と して おもしろく 取り上げ ていって ほ 


チヤン！』 に 続く、 この ラジオ 番組の 人気  しい、 それだけで すよ、 とおつ しやる 中 森 
コー ナー "おたく 族の 実態！* に閱 する も  さん」 と 僕の 発言は 結ばれて いる。 この 記 
の だ。 それは 「おたく」 という 語が あるて  事 あたりが、 僕が 自觉 的に 「おたく」 命名 


かで 使用され てきた かの ほぅが 問題だろぅ。 いど 一般 層に 普及す るき つかけ としては 無  者と して 発言した 最後 だろ 
「差別用語 だ！- と 声高に 言いた て、 一方  視 できない ものだった ろう 《もちろん、 マ  が 


的に レッテル 貼りを する だけでは、 それ も 


ンガ マニアの 間で この 言葉が 根強く 語リ継 


またたん なる 巧 語 差別 だと 思ぅ。 もちろん、 がれて きた ことじ 大きく 因す るので は ある 


麵 


大巧 英 志との 巧 解 


僕 じ まったく 差別 意識がなかった とは 言わ 
ないし、 今でも ある 程度そう した 意識は あ 
ると 思う (自らの 内 じある 差別 意識に 無意 


が)。 


最後に、 どうして 今にな つて 本当に 久し 


僕 自身は 当の ラジオを 組を、 ほとんど 聞  ぶりに 「おたく」 について 書いた のかを 記 
いた ことはなかった が、 この 記事が 作られ  して おこう。 文中で も 触れた ように、 その 


識 にならずに、 できるだけ 意識的で ありた  た 頃、 


ッポン放送のプロデュ—サ—と  登場の 際から 波乱 含みだった 「おたく」 と 


いが)。 言葉を 使つ て 職業す る 人間と して、 
その上で 自らの 使 巧す る 言葉の 規準を 持つ 
ていたいと 思う。 反省 も 込めて。 


『ログイン』 の 編集者に を 見を ボ めら れた 


いう 言葉と 自分との 睐わリ 合いを 書こうと 


覚えが ある。 すでに 人気 コ ー ナ— となって  すれば、 こぅした (誤解を 生じ かわない) 

い 「おたく 族」 の ル— ツを 探ったら 僕に  複雑で 細々 とした 事情に 触れざる をえ な 


98 


かった。 ことに 大塚英 志 氏との 関储 につい 
ては。 

その後、 大塚 氏は 八 セ 年 春 じ 『 「まんが」 
の 構造』、 八 八 年 夏に 『システムと 儀式』 
といぅ 評論 集を 出版した。 それぞれの 本 じ 
は 「新人 類 •中 森 巧 夫」 と 「おたく」 を 結 
びつ ける 文章が 巧 変わらず 収録され ていた。 
正直、 この 人 も 相当に シツコ ィ人 だな ぁと 
思 「た。 しかも、 そのつど きわめて 政治的、 
戦略 的 だ。 しかし、 それとは 別に 読み手と 
しての 僕は、 この 二 冊の 評論 集で 達成され 
ている 評論家. 大塚英 志の 仕事は 無視す る 
ことので きない 秀れ たもの だと 思った。 八 
九 年 春に 続けて 刊行され た 『物語 消費 論』 
『少女 民族学』 において、 それは ょ リ滯化 
し 確信 的に なった ょぅに 見える。 しかも、 
現在 僕 自身が 作 {あとして 直面して いる 仕事 
と、 関' むの ありか も 問題の 所在 も 「ぶいの 
ではない か」 と 思った。 ある 部分では、 僕 
自身が まだ 語りえ ていない 領域を、 彼は 巧 
確に 評論の 言葉で 提起し えてい るよう に 見 
えた。 同 世代に これほどの 論客が 存 をした 


ことが 驚きだった。 

そして、 僕たちは 《おそらく このような 
本が この 時期に 出版され る ことじな 「た 要 
因で も あるだろう)、 あの 八 九 年 八 巧 十日 
を 迎えた。 その 日 後の 大塚 氏の 働きに 対 
して、 僕は 彼に 「秀れ た 評論家」 「優秀な 
論客」 切 上の 想いを 持った。 ことに、 彼 じ 
よ 「て 八月 十日 料 後 最初に 書かれた だろう 
文章の 中に ある r 僕がず って やる」 という 
言葉には 強い 感銘を 受けた。 その 言葉 ど お 
り、 彼は その 限度を 越えて まで 「ず 「た」 
と言えると 思う。 それが 正しい かどう かは 
わからない。 ただ、 r 守った」 の だ。 この 
国で 言論 活動を 巧な う 者たち のなかで、 彼 
が もっとも 「ずった」 こと だけは 間違いな 
い。 沈黙す る 同 世代の 連中の なかで、 僕に 
は 彼 だけが、 たった 一人で。 あの 男。 をず 
るた めに 闕っ ている ように 見えた。 

八 九 年 八月 二十 一二 日、 深夜 零時 過ぎ、 僕 
は 彼に 電話を かけた。 その 電話を きっかけ 
じして、 とうとう 僕たちは セ 年 目に しては 
じめ て舍 つた。 最初の 出逢いと 語らいは 


『SPA!』 九ち 二十日 号に 掲載され た。 

一力 巧 後の 十 巧 はじめにもう いちど 会っ た。 
この 二度の 語りは、 今秋 出版され る ことに 
な 「た 本に 収録され る 予定 だ。 僕ら だけで 
はなく、 その 本のな かでは、 同 世代の 何人 
かが 「あの 事件/あの 青年」 について 彼ら 
独自の 意見を 語って くれる だろう。 僕たち 
の 企画した 本では ない。 その 本の 企画 •編 
集 者は、 僕らの 因縁に ついて まったく 知ら 
なかった。 

僕らの 最初の 出逢いが 雑誌に 掲載され た 
とき、 礫の 肩書きの 部分に 「おたく 族の 名 
がけ 親」 との 表記が あった。 僕は それを 受 
け 入れる ことにした。 

八 〇 年代は 

「おたく」 の 時代だった 

『中央 公論』 十月 号の 「『私』 のなかの M 
若、 M 君の 中の 『私』」 という 文章の なか 
で、 大塚 氏は 久しぶ リに 「おたく」 という 
言葉を めぐ 「て、 かつての 僕との 儒 わり 合 
いについて 書かれた。 今回 僕が 書いた この 
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原稿は、 彼の その 文章に 対する 返信で も あ 
る。 かつての 彼の 僕に 対する 批判がず いぶ 
ん 一方的に 思えた ょぅに 僕の この 原稿 も 
彼から すれば 一方的な 言い分に 見える かも 
しれない。 思えば、 七 年 も 前から、 あれ ほ 
ど 何度も 繰り返された 大塚 氏からの 批判に 
対して、 僕は 今の 今までた だの 一度たり と 
も 応えて はこなかった。 それ どころ か 「大 
塚英 志」 といぅ 名前を 原稿 じ 書いた のは、 
今回が はじめて のこと だ。 八 0 年代 じ 僕は、 
ことじ かつて 「新人 類」 と 呼ばれた 頃、 ず 
いぶん 化 判 や 批雛や S や あてこす リを受 
けた 党え が ある。 それは 同 世 化 •同業者 系 
の 連中からの ものが 多かった と 記憶す る。 
しかし、 僕は 彼らに マ トモに 反論した こと 
はなかった。 反論す るに 値しない、 と 思っ 
た。 僕は 自分の 課題には 自分の 実践で 答え 
て ゆく。 今や 僕ょり ずっと 年下の 僕の 若い 
読者たち の 大半は、 僕が 「おたく」 の 命名 
者で ある どころ か、 かつて 「斬 人類」 と 呼 
ばれた こと さえ 知らない。 新人 類 批判に 忙 
しかった 同 世 化 •同業者 系の 連中は、 今で 


はかつ ての 新人 類 的 役 どころ を 回り 持た さ 
れて 御澗悦 のよう すだ。 僕は そういう 連中 
を 軽 麗しき ってい る。 結局、 この 八 〇 年代 
じ、 化 判を 受けて、 反論す るに 値する 同 世 
代人は 大塚英 志た だ 一人だった。 

二度の 対談が 終わった 後、 やはり 僕たち 
は 別れ 逍に 至った ように 思う。 しかし 今度 
は、 かつての ようにを うこ ともなく 不幸な 
決裂を みるので はなく、 純粋 じ さまざまな 
意見の 交換の 末に、 お 互いが 選び 取ろうと 
した ま 「たく 相反す る 態度と して。 いずれ、 
また 共閒 する H は ホる かもしれ ない。 しか 
― 一、 とリ あえず その 日まで、 きちんと ヴ敝 
対& していたい。 いや、 僕らの 本当の。 敝 
対 A は、 やっと これから 始まる の だと 思う。 

思えば 「おたく」 について 書く ことは、 
そのまま 僕に とって 八 〇 年代に 自分が 歩ん 
できた 足跡 じついて 語る ことだった。 八 〇 
年代の はじめに ミニコミ 仲間たち と 遊んで 
いた こと、 いろいろな 雑誌に 普いたり、 雑 
誌を 作ったり、 斬 人類と 呼ばれ、 『柬 京卜 


ンガ リキ ッズ』 を 書き (『宝島』 八 五 年 六 巧 g 
号から 連載し 続けて きた 「トン ヴ リキ ッ 
ズ」 も 八 九 年 十二 巧 号に 八 〇 年代と ともに 
最雜 回を 迎える)、 対 時す る 優秀な 論客と 
も 出逢えた。 そして 八 〇 年代 末にき て、 あ 
の 事件へ と …… 。こんな 形で 八 0 年代を 振 
リ 返る ことにな ろうとは 思わな かった。 

八 〇 年 化 はじめに 僕らが 係わり 合った 
「おたく」 という フィー ルド。 そこに、 {大 
塚 氏の 呼び 方に 従えば)。 M 君* もいた の 
だと 思う。 八 〇 年代 終わりに、 その フィ— 
ルドからは ぐれた" M 君" をめ ぐって、 僕 
と大塚 氏は、 まるで 交わる 二 本の 直線の よ 
うに 微 しく 交錯した ように 思う。 その 時、 
そこで 見た もの、 直面した ものを 決して 回 
避す る ことなく、 自ら 引き受けて ゆく こと、 
それが 九 〇 年代の 僕 自身の 大きな 仕事と な 
るだろう。 


ロリ n ン ♦  I 家 コン* 人 おち 

Bi 


アニメ やか 女 巧 函の顏 をした 吉巧画 雑誌の 数々。 * も 
ハ— ドな エ □描写 ご 裏腹 じ、 そこ じは 少女を 犯す  3  み 
主 かたる 男が 描かれて いな い 。レズ やオナ ニ— がを いのも 巧徵 ど。 

性 関係の 当事を じなる こごより 
傅甄 をで ある ことを 選ぶ 彼らの 主体とは 巧 か？ 


♦ 


i 


± 本 お理子 


ルポ ライタ 
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^ すべては I ちみの 
^ 宅急便から始まった 

「近頃、 生身の 女の子と つきあえない 男の 
子が 増えて 問題 化して るら しいんで すが、 
そんな 若者 向けと いうの か、 少女 漫画 やア 
ニメ 風の エロ 漫画が いっぱい 出て いるんで 

すよ」 

編集部の M さんが、 ある 日、 美少女 漫画 
を 取が しない かと 電話して きた。 あの 幼女 
殺人事件で 重要な 脇役と して 浮かび上がっ 
た ポルノ  メディアの 周辺を 追う という 話 だ。 

事件は 多くの 専門家が 解読して いる。 で 
も 正直 いって 私は 新聞を 読む のさえ おっく 
うだった。 この 国には ほかに 重要な ことが 
ない のかと 呆れる ほどに ぎに ぎしい 報道。 
子どもを 失った 家族に マイクを 突きつ けて 
「ひと 言！」 と 迫る TV 番組の 無神経。 取 
かの 話を 聞いた 時、 この 集団 ヒス テリ I の 
ような 報道の 一角に 入りた くないと 郎 座に 
思った。 ただ どこかで 「生身の みの子と つ 
き あえない 男の子」 という 言葉は 気になつ 


ていた。 そういう 若者 向けの エロ 漫画って、 

どういう*^ の-一!^ ん たろう . 。 

数日後、 編集部から 宅急便が 届いた。 關 
ける と 中から 雑誌が ごつ そり。 『レモン 
ピー プル』 『ホット ミルク』 『ペンギン クラ 
ブ 』、 コミック 本に 漫画 同人 誌。 どれ も 表 

紙は かわいい 女の子の イラストで、 一見、 


フツウ の 漫画雑誌 だけど、 ぱ らぱら めくる 
と 胃が ぎ ゆ一 つと 絞られる ような 霞 じじ 


なった。 どの 漫画 も、 いきなり どぎ つい 
セックス シーン 。しかも レイプ、 近親 相 塞、 
SM と、 なんだか フツゥ でない セックスが 
異様に 多い の だ。 

この 邊 画の 読者が 十代 かと 思ったら、 イ 
ライラして たまらなく なって きた。 ポルノ 
映画は ものに よっては 嫌い じ やない し、 中 
学 時代は 今より 元気だった 『微笑』 を 回し 
読みした し、 ヌ—ド 写真に いたっては 自分 
でも 撮りたい と 思って いる。 でも、 これは 
ひどい。 何より ひどい のは、 どの レイプ 漫 
画 も 最後が ハッ ピー エンドで おわる こと だ。 
バカい ってん じ やない よ、 と 虚し さが 襲っ 
てく る 0 

小学校の 時、 近所の 高校生に 空き地の 隅 
でいた ずらされた ことがある。 今 思えば、 
巧手は 好奇心で 触れて みたかった だけの よ 
ぅだが、 この 時の 恐怖は 長い こと 私の 中で 
くすぶ 「ていた。 相手の 顔、 服装、 伸びた 
爪と 爪の 間の 巧まで 憶えて いる。 その後、 
女子高に 進学した こと も、 今 も 爪の 長い 男 

3 

性に ぞっとして しまぅ の も、 あのた 「た 数の 


分の 出来事と 無縁では ない。 合意の ない 性  まるで、 今回の M 事件の ょぅ だが、 一部に  の 文化人* とで もい いまし ょぅか、 あれは 
的 交渉が、 ハッ ピー エンドで 終わる わけが  かなりの 人気が 化て、 小説 や コラムが 廟業  私の 忌まわしい 過まで して。 セン セィと 呼 
ない。 こんな 身勝手な 幻想が 幅を きかせて  誌を 次々 と 飾り、 やがて ロリコン 漫画雑誌  ばれて 有頂天に なって いた 自分を 思い出す 
いるなん て、 巧たち はいった い 何を 考えて  の 編集ち にまで 出世 (？) した。 姪 児 神 さ  だけで、 布団の 端を 嚼 みながら 叫び 狂いた 


んの 


断 わるは ずの 仕事を 受けて、 それから 
力 月、 私の 妙な 取れの 日々 が 始まった。 


お 巧 さま じな つた 
元 ロリコン 教化 


んは 、いわゆる ロリ コンブ— ムの 創始者の 
一人だった といぅ。 

と、 ここまでの 情報は 雑誌で 調べた もの。 

ゥソか ホン ト か、 幼女 殺人の M が逮 補され 
るまで、 この 人が 容疑者の リストに 入って 

いたと いうの が、 雑誌での もっぱらの 哦  すでに 二 年になる という。 ヴ ザの 中の 义化 


いほ どの ことで、 とても お 話な どで きませ 
ん」 

事件で 醫 察の 搜査 こそ 受けなかった が、 
マスコミから 追われて いたらし い。 取材は 
てい わい じ 断 わられた。 あの世 巧を まって、 


お 児 神 建。 現を、 埼玉県 川口 市に 化む N  だった 


さんは、 かつて ヒル コガミ ケンの 名 i 刖 で、 
コミケット (同人 誌 即売を) に 君臨した、 
ロリコン 同人 誌 界の名 ± だった という。 


教祖とまで 呼ばれた 人物 だが、 数年 前、 


人々 といぅ 言葉が 耳に 残り、 「すでに 過 ま 
ならば」 と 食い下がって みた。 数日後、 巧 


こ 0 


ふつつ りと 活動を やめ、 をを 消した という  び 速 絡した 


話 も 聞いた。 この 人なら 巧たち の 本音が 閒 


髪を 腰まで 伸ばし、 ハンチングに サン グ  ける かもしれ ない。 そう 思って 出版社で 電 
ラス、 トレン チコー トに マスク。 少女の 人  話 番号を 調べた。 が、 A 社で も B 社で も わ 
おを 逆さま じ ぶらさげ、 もう 片手に 鈴を  からない。 ようやく  C 社で 「昔のを 号なら」 
持 「て チ リンチ リン。 こんな 不気味ないで  と 教えて もらった が、 昼に かけても 夜に か 
たちで コミケット 会場 じ 出没し、 『幼女 啼  けても つかまらない。 何日 かかけ 続け、 つ 


好』 と 題した 小説 同人 誌を 売る。 中身は、 
幼女に 対する 轨蜘 なまでの 性的 興睐 から、 
化し、 死に 至らし める ものが 多い とい、 つ。 


いに 本人が 電話口に 出て くれた 時は、 こち 
らが ドキツ としてし まつた。 


「でもです わ …… 」 と 姪 児 神さん。 
しばらく 間が あ 「て、 唐突に、 

「お 通夜がなければ」 とポ ツリ。 

「エッ、 お 通夜？」 

「私、 じつは 今、 坊主なん です」 

驚いた。 三年 間 務めた ロリコン 漫画雑誌 
の 編集 畏を やめて、 仏門に 入り、 修行を 終 
えて 葬儀 塵 互助を と 契約す るち 給 十八で 円 


「ハア …… 。ロリコン 漫画ね ぇ。 ッ ホの 中  の 「サラ？ マン 望」 になつ たとい、 っの 
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こんな 話を しながら 喫茶店に 入った。 な 
るべ く 牌の 方の 席を 捜して 座った。 取材を 
自分で 申し込ん だくせに 話の 糸口が つかめ 
ない。 とつて つけたよ うに 年齢を 聞いたら 
S 十一 歳。 もっと 年配 じ 見えた が、 ほ とん 
ど 同じ。 同級生 だと 思ったら、 何だか 急に 
気がぬ けた。 


「幼 ホなら 自分の 
自由 じ 動かせる I 


だ。 


え ばた しかに お 巧 さま。 茶色の ス—ツ 姿の 


なかなか 速 絡が とれなかった のは、 お 通  大柄な 巧を だった 


青少年 おけの エロ 漫画には、 いわゆる 口 
リ コン 漫画と 美少女 漫画の 二 系統が あるら 
しい。 発行部数 十四で 部と 業界では トップ 
を まる 『ペンギン クラブ』 は 美少女 漫画 雑 


夜 やお 葬式と いった、 ふいに やってくる 


「ハンチングに マスクで ホる と 思い まし  誌。 編集長で 漫画 プロダクション 「コ ミツ 


仕事々 で、 しじゅぅ 家を 空けて いるから  た？ あれ、 変質者の ィメ  I ジの パロ ディ 
だった。  だつ たんです。 ロリコン i 幼女 嗜好 i イ 


いつたい どんな 人物な のか。 申し わけな 


コ I ル 変質者で しよ。 どう ホそう を わ 化る 


ク ハウス」 社長の 宮本正 生さん によれば、 
「幼女 趣味の ロリコン 漫画は、 同人 誌 『シ 
べ—ル』 の化現でぃっとき隆盛を誇ったけ 


かった けれど、 おそるおそる のむ 持ちで 約  なら、 いっその こと 自分で やって 見せて や  れど 、やがて 美少女 漫画に 人気が 移 巧し 
束の 場所、 大宮駅 構内の キン ダ コングの 像 ろう。 まあ、 一種の 変身 願望 かな。 あの 姿 た」 という。 理由は アニ パロ。 アニメ 世た 


の 前 じ 行って みた。 蛙 鬼神さん は、 丸 刈 


9 


になる となんでも やれる 勇気が 出たん で  が アニメ お 品 じ 化て くる 少女 キャラクタ— 


頭だった からすぐ 目についた。 裝缓を まと  す」 


エッチを させる パロ ディ 漫画に 人気が 集 
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まり、 主人公が 幼女から 少女に 変わったと 

い、 っの だ。 しかも 大人の エロ 雑誌に 出て く 

る 劇画 調の 美女では なく、 アニメに 出て く 

る 美少女が 主人 八ム になった、 と。 

蜡児 神さん は、 この 幼女から 美少女へ、 

という 嗜 巧の 変節 期を 過ごした が、 自分の 

求めて いた ものは やっぱり 幼女だった とい 
う 0 

「幼女って、 妖精なん です ょ。 まだ 人格が 
形成され ていない 白紙の 女性。 やさしくて 
あどけなくて、 男が 勝手に 思い込める 相手。 
ただ ひたむきな 愛を ー ホ 的に をぎ 込める 相 
手なん です。 女性に 対する 支配的な 愛の 究 
極の かたちは ひたすら 自分を 愛して くれる 
ことで しょう」 

メン ソール 煙草を ひつきり なしに 吸いな 
がら、 言葉を 選び、 話を 続けた。 

「小説で 愛を 描く のに、 大人の 女性は 空想 
でさえ 動かせな かつた。 けれど 幼女なら、 
巧き に 動かせます から」 

撒 底 的に 暗い 物語を 作った という。 不幸 
な 女の子は いつか 必ず 幸せ じ、 という 物語 


の。 ハタ ー ンを 壊した、 救われない 暗い 物語。 
これが コミヶットで ゥヶ た。 すると 出始め 
た 商業 雑誌が 目を つけて 引き抜く。 日本で 
初めての ロリコン 漫画雑誌 『レモン ピ I プ 
ル』 で デビ ュー 。すで じ コミヶットで 話題 
の 人物で も あったた め、 またたく 間に 人気 
が 化た。 

「金は 入る し、 先生 扱いだ し、 ファンは 増 
ぇて、 私の 言動が 一人ひとりに 影響を みぇ 
る。 これは 正直い って ものすごい 快感です 
ょ。 でも、 調子に乗って 美少女 漫画の 編集 
長を 請け 貸つ てから、 私の 谢卑が 狂いだ し 
たんです」 

姪 児 神さん にと つての ロリ I 夕、 幼女は 
純粋な 愛の 対象だった といぅ。 が、 時代は 
ロリコンから、 中学 高校生ぐ らいの 美少女 
に エッチを させる エロ 漫画 嗜好へ。 ロマン 
チックから エロチックへの 移行は 不本意 
だった が、 編集長 ともなれば、 売れる こと 
が 第一 前提 だ。 漫画家が 不足す ると 同人 誌 
から 次々 と 引き おく。 作家 自身が まだ 未熟 
な 状態で アマチュアの 独蓝口 的な 世 巧から を 


業で きていな いから、 作品 も 彼らの 好みに 
偏っ てし まう。 プロ 意識 もない から、 原稿 
の 締切りの 無視 や 逃亡は 日常茶飯事。 いい 
ものが できる はずは ない。 

「この 世界で 責任感 なんて 持ち出す のは バ 
力です よ。 よけいな お節介。 でも、 ある 時 
ふっと 自分の いる 世界 そのものが グロ テス 
クじ 見えて しかたがなくな ったんで す。 男 
の 側から だけの わがままな セックス、 そう 
いう ものを 青少年に 読ませて いいと 思い ま 
すか？」 

☆Aon …… ク .(絶句) だって、 自分が 

そういう 世界を 作 「てきた わけ じゃあ . 0 

「たしかにそう なんです。 だから、 私、 お 
かしくな ったんで す。 誰も 責任を 持たない 
ことに 腹を 立てて、 結局、 私自身、 自己 破 
産して しまった。 最後の 一年は、 あちこち 
の 雑誌 や 作家を 名指しで 非 雛し、 えげつな 
くこき おろして もう ガ タガタ 。気が狂う 寸 
i 刖 でした」 

喫茶店の テ I ブルに 重苦しい 空気が 漂う。 
大宮の 街を 歩き、 場所を 変え、 食事を しな 
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がら 話を 聞いた。 編集長を 下りて からの 姪  しれません 。これって 大人の 発想で 4:.^  た 


児 神さん はまる で 迷える 巧 羊だった らしい 
キリスト教の 沈 礼を 受け、 レンタルビデオ 
塵の 店員を 騷 て、 浄± 宗の修 斤の 道に 入つ 
た。 

「今は 巧 主です が、 これが 最終 目標では あ 


か？.」 


殺される のか、 自力で べつの 回路を 見つ 
ける のか、 まだ 美少女 漫画を おき 始めて I 
年ち ょっ と、 それ U 前は アニメー タ I で、 
コマ 漫画は ほとんど 描いた ことがなかった 
姪 児 神さん が 言う コミケットからの 青田  という 緒 図 乃 真 明 (オズの 魔法？) さんじ 


「レイプな らお 話を 
考えなくて いい」 


りません。 夏 目 漱石や アンデルセンの 世界  買いは、 今 も 日常 的に 巧な われて いる。  をった 


を 楽しみ、 


ベ ヤンソンの 小説に 苗グ 中に 


『ハ— フリ— 夕』 や 『ロリ タッチ』 で活耀 


r エロ 漫画を おき 始めたら、 いい もんが 食 


なった ことが、 私 じ 小説への 道を 開かせた。 する 美少女 漫画 評論 {豕 (こんな ジャンルが  える ようじ なって、 おまけに 一日中 家の 中 


人が 何 かを 書きたい と 考える きつ かけは、 


あるなん て かめて 知った！) の 二 本 柳 俊馬  にいる から、 六 キロ も 太 つら やつたん です 


いい 作品に 出会った からでし よう。 作品に  さんにょれば、 かっては数千の同人誌サ—  よ」 


対する 恩返しは、 いい 作品を 書く ことで し  クルが、 今は 二で U 上。 もちろん 、美少女 


原稿の 受け渡しで いつも 使う という 网佐 


かない。 なのに 私は 裳 切って ばか リ いたの 
です」 


漫画は その 一部 だが、 ものに ょっては 異常  ヶ 谷の 喫茶店に 現われた 緒 図 乃さん は、 こ 
な 高値が つき 大 儲けす る こと も 夢では ない。 の 日、 二つの 締切りに 追われて 徹夜が 統い 
一 二十歳を 前にして、 先々 の 自分に 焦りを  そこに 商業 雑誌の スカウト マン、 口入れ屋  たせい か、 目を 真っ赤 じして いた。 多め の 
感じた ともいぅ。 わかる 気がした。 「失敗  が 暗躍す る。 売れる 条件は 食いつ きやすい  髮がボ サッと して、 まだ どことなく 少年の 
を 重 わながら 生身の ホ 性と 出舍 った」 こと  絵柄と エッチ 度と か。 それにし ては、 あの  面影が 残って いる 青年 だが、 デビ ユ ー  I 年 
も 「卒業」 への 大きな きっかけ だったらし  雑誌、 いろいろ ながめて みたが、 相当 程度  で、 『コ ッぺ パン』 『ピ— チ パィ』 『キャ 


、〇 

IV 


「幻想の 世界は 今 も 大事に しています。 た 
だかつての ようにの 想に 逃げたり しない。 
支配で きない 愛の よさに 気つ いたから かも 


が 低い 気がした。 


デイ コミック』 などに 筆を 執り、 すで じ 単 


r 今の 商業 雑誌は 作家を 育てず、 使い捨て  斤 本を 一 冊 出す という 売れっ子ぶ りご 


で 殺して しまう。 ひどい が 巧です よ」 

と、 二 本 柳さん は 化き 捨てる ようじ 語つ 


化 海道の 日 高で 育ち、 アニメが 好きで 上 
京し、 アニメの 専門学校に 入学した。 ここ 
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が、 アニメ 作家が 希望だった 彼は、 深 入 
りしなかった。 漫研 仲間の 紹介で 入った 海 
外向け の TV アニメの 制作 プロダクション 
で、 アニメ 作りに 尊 念す る。 しかし これが 
ほとんど タ コ 部屋 状態。 連日 撒を の 重 券 働 
の 上に 新米の せい も あって 給料は チョ ボ 


か 


チヨ ボ 。ホ カホ カ 弁当が ごちそう だつ たと g 
いうの だから その ビン ボ ー ぶりは 凄まじい。 

一二 年キ 後、 体力 も 懐具合 も 底を つき、 その 
会社を やめて ブラ ブラして いた 時、 友人 か 
ら 美少女 漫画を 描かない かとい う 話が やっ 
てきた。 

「コマ 漫画を 描いた のは、 その ラムち ゃん 
くらい。 しかも あれは パロ ディ。 漫画の 描 
き 方 も ドラマの 作り方 も わからな いから、 

もう 無我夢中。 むちゃくちゃです ょわ」 
編集者は 「やる ことは やつて くれ」 と 一 
言。 すごい 注文 だが、 そんな もんな の だろ 
うか。 

「必然性の ない エロは 描きたくない けれど、 
そう も 言って いられない。 一所懸命 描き 上 
げて 、彼女に 見せたら 『こんな 体位、 ウソ 
だ。 でき 「こない』 なんて 言われて ガック 
シ 。アダルト ビデオで 研究したり、 それな 
りに 苦 券して いるんで す」 と 苦笑す る。 

もう じき 編集者が 取りに ホる という 出 ホ 
上がり ホヤ ホヤの 漫画を 見せて もら 「た。 

とい つても おもむろ じ 開けない。 ほとんど 


で 入った 漫画 研究 舍の 仲間に 誘われて コミ 
ケットに 斤 「たのが、 この 世界に 触れた 
き 「かけと いえば きつ かけになる らしい。 
「、っる 星 やつら」 の ラムち やん のアニ パロ 

エッチ 漫画 同人 誌を 作って 売ったら 飛ぶ よ 
ぅに 売れた の だ。 


音 子 
入れる よ 


ダメッ 

やめて ッ 


-/ 


が ••ン 


為々 


春画を 見る 感じで めくる と、 何やら 中世 
ヨ ー ロッ パな のか 王子 様と 娘が チキ チキ バ 


「アツ、 随 はこい つを 憎んで いるつ て 野う  ら ない 


んで すよ」 と 緒 図 乃さん。 先々 のことは わ 


この 超 売れっ子は 小 田 急 線豪徳 寺の 自を 


ン バン。 絵の 線が きれいで、 登場人物は ど  からない が、 今は、 ドラマ 作りの 面白さで  兼 仕事 易の アパ 


卜 


に 住んで いた。 忙しく 


れも 洗練され ていて かわいい。 が、 まあ お  突つ まっている という。 目の 充血は 続き そ  なると、 アシスタントを 履って、 部 墨に こ 


話は アレ。 しかも 娘が レイプ される ことで  うだ。 


魔物から 救われる といぅ 物語 だ。 

なんで レイプ シ—ン を 描く の？ 
「いやがる 女の子を ぶかせ てまで セックス 
する なんて 好き じ やない から、 僕は レイプ 
を 描きたくない。 基本は 愛し 合つ ている 二 


r ホの 子 じなり きって 
巧いて いる」 


方、 現在は 美少女 漫画 一筋 だが、 いず 


もり、 ホ々 かを ほおばって 仕事を するとい 
う。 運動は ほとんど しないと いう もりや さ 
んは 、ちよ 「とふつ くらと した、 まだ 学生 
さんと いった ほうがよ さそうな 若者だった。 
「ぼくは スケ ベです よ」 なんて ことを シ 


れは 官能 劇 闽の巨 区を 狙いたい といぅ 将来 ラーッとい ってくれる巧の子、 正直い って 
人の ラブコメ ディ。 でも 話 作りに 困った 時 の ビジョンを 語って くれたのは、 弱冠 二十 マィ ッタナ と 思い、 親の 顔が 見たい と 嘘い 
は 使 「ちゃう かな。 レイプって スト— リ ー 
を 飛ばして 、いきなり セックス シ—ン じい 


歳、 十と 藤で プロ デビ ュ— して、 「業界 たら、 


でも もっとも 若い スケべ 作を」 の 巽 名を と 


ける から、 話が 浮かばない 時は 使いやすい。 る 通称 もりや わ こさんだ。 


だから 漫画家が よく 使 うんだ と 思う。 後味 
悪い 話は 揣き たくない から、 やっぱり ハツ 
I エンドで 終わらせます よわ」 


ハッピ ー エンド こそ 後 ホが 遮い のに 


「親は 僕の 印觀を 全部 管理して いますが、 
いずれ いっしよ に 不動産で も 始めようかと 
いつて います」 


本当な のか、 人を かついで いるの 


『劇画 スペシャル』 『劇画 野郎 J 『ホット ミ 
ルク』 『ミル キ— コミック』 など じ 作品を 

載せ、 単 巧 本は 『マー メィ ド キッス』 など、 か、 いずれにしても この 衣つ けらかん とし 
なんとす でに 十二 冊。 永 ホ 蒙の 「ハレン チ た 漫画家 じ、 エロ 道 追求への いきさつを 現 


やつ ぱ リズ レて いる。 そのこと をた えたら、 学園」 で 開眼し、 小学校 S 年の 時から、 ク 
こんな 言葉が 返って きた。 レイプ 漫画を 描 ラ スメ— 卜の 女の子の ヌー ドを か々 と 苗、 ィ 


いた。 

「小学校の 頃から、 あいつを 裸に しちや お 


いている と、 化 人の 顔が だんたん 凶恶に  ては、 巧の 子に 読ませて、 絶大なる 人気を ぅぜ って、 ふざけて エン ピツ でさら さら 自 
なって くると いぅの だ。  誇っ ていたと いぅから、 開いた 口が ふさが 由 帳じ揣 いていたん です。 女の 先生 もね。 
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描く とゥヶ るで しょ。 僕の 周り じは いっぱ  、っのが、 たまらなく 好きな。 ハタ— ン 。なぜ  漫画の それは、 ゥヶ あいの ぁざと さが 不快 
い 友 だち が 集まる から、、 つれし くて また 描  、淫乱が いい かとい うと、 自分から さっさと  だつ た。 しかし、 もりや さんの 話を 聞いて 


く。 そうすると 人気が 出る から やめられな  悦 いで くれる から 設定が 楽なん です。 レズ 


いて、 ハツと した。 「自分を 女の子 だと 思つ 


いでし よ」 

彼は ほんとうに うれしそうに 話す。 
「高校で アニ パロに 染まって、 次に アイド 


が 多い のは、 男を 描きたくない から。 巧は、 て」 


つまり 彼の レズ 漫画は、 一方が 


あの ダ サィ 顔と ムサ ィ 体が たまらなく いや  女の子の おを 借りた 巧みの セックス 話な の 
です。 描く としても チヨイ 役で いい。 描く  である。 


歌手を 片っ端から 说 がせて、 友 だち に 見  がは、 自分を 女の子 だと 思って 描いて いる 


彼は 雑誌に 「童貞で なければ エロ 漫画の 


せまく つてい ました」 


から、 女の子の 体を 描き 込めれば それで 満  イマ ジネ ー シ ヨンの ボル テ ー ジが 保てな 


横 浜で 育ち、 横須賀 にある 高校へは、 漫  足なん です I 


い」 と 書いて いた。 思い切って 真意を 聞い 


研が あると いう 理宙 だけで 進学した という。 


ハア 


淫乱 少女は 自分から 脱いで く  てみ た。 


プロへの きっかけは、 同人 誌 仲間 じ エッチ  れ る。 たしか じ。 レズなら 巧を 描かなくて 


「ず^っとそう をって^ たんです よ。 でも 


な イラストを 頼まれた ことだった。 n ミ 


いい。 それ もそう だ。 レイプは ス 


り—  違いました。 最近、 経験し たんです が、 漫 


ケットで この 絵を 見た 出版社が いきなり 単  を 度外視で きる ともり やさん もい う。 アブ  画に 何のを 化 もなかった。 多くの エロ 漫画 


巧 本の 話を 持って きた。 

「すでに コミック ーニ 冊 分の 漫画は 出 ホて い 
ましたから、 そんじ や あ、 お願いしますつ 
て 感じで あとは とんとん 巧 子でした」 
せめてを 業したら という 親の 意見を 振り 
切って 一二 年で 中退。 デビ ュ— からすで に 五 


ノ— マルな セツ クスは、 作家たち にと つて、 家は、 本物の 女を 知って しまう と、 漫画よ 


作画 上の 理由が それぞれ あると いうの だ。 


r 本物の セックスは 
面闺 くさい 1 


りい いやつ て、 この 世界を 卒業して しまう。 
僕 もそう かな 「ていう 恐れ も あ 「たけれ ど、 
違った。 実際の セックス なんて どこが 面白 
いのって 感じ。 相手を 楽しませる なんて 面 


女の子の 漫画 同人 誌の 世界で 今、 異様な  到く さいこと やって いられない。 漫画の ほ 


年。 エッチな 学園 漫画から 、最近は 女の子  人気の ホモ 漫画と この レズ 漫画は 対称な の  うが よっぽど いいです よ」 


同±がドタバタする同性愛のテ1マが多ぃ。 か。 それ も 違う 気がする。 同性愛は、 それ 


淫乱 少女 幻想が、 もりや さんの 中では、 


r いたいけ な 少女が じつは 淫乱だった とい 


を 望む 人たち の 自由 だと 思ぅ。 が、 美少女  現実の 女性より 勝って いると いぅの だ。 も 
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しかしたら、 本当 じ 人を 愛した ことがない 
のでは ないか。 因の i 刖の fc 年を 見て いて、 
そんな ことを 思つ ていた。 その 時、 彼は 自 
分の 女の子の 絵は 初恋の 人 だと 話し 出した。 

「僕の 描く 女の子は どの 子 も あごが ほっ そ 
り 長いと 気づきません か？ これ、 中学の 
時に 真剣に 好きに なった 女の子の 顔。 結局 
ふられて しまった わけ だけど、 饌が 惚れた 
というのは 後 じ も 先に も その子 一人なん で 

す」 

その 女の子に 何年 も 淫乱 少女を 演じさせ 
る、 心の中は 屈 巧して いるの か'  それとも 今 
も 思慕を 寄せて いるの か、 理解で きな かっ 
た。 

先々 は 官能 劇画の 世界に 斤く という。 

「ほか じ 特技は ないし、 サ ラリー マン じな 
也 気 もない。 社を 「ていう のを 知らない か 
ら 、上下関係 もょ くわから ない。 だから、 

今、 本気で 結 婿したい と 思って いるんで 
す」 

結婚したい？ 

「自分では たぶん 惚れない けれど、 僕に 惚 


れて くれる ホの 子が いたら、 すぐにで も 結 
婚 しちやう。 同權と 違っ て、 I 人の 女を 確 
実に 自分の ものに できる でしょ。 それに、 
学生生活：^外の世界を知らないから、 キャ 
ラ クター のか わい さと スケ ベな 絵 だけで 押 
し 通す しかなかった 僕の 漫画に、 結婚 生活 
という、 新しい スト— リ I がで きる じ やな 
いです か」 

相手 じ 惚れない、 性生活は 面倒く さい。 
それでは 結婚は ムリで しょう …… 。 

「セックスは したくない けれど、 耳 掃除 や 
肩を 叩いて ほしい。 一緒に お風呂に入 るの 
もい いな。 お金には 不自 あさせない。 海外 
旅行で も 家で も。 だから、 だれか 来ません 
かって、 この 記事で も 書いて 下さい」 

二十 一歳と、 もりや さんは まだ 若い。 「童 
貞じ やない と」 という 持論が 崩れた ように、 
「人に 惚れない」 も 「セックスが 面倒」 も、 
いずれ 変わって くるだろう。 でも、 その 過 
程で 量産され る 彼の 漫画に 影響を 受ける 少 
キ たちは どうす るの だろう。 


自分で 始めて しまった 取材 だが、 こんな 
秒な 気分の 仕事 もめった にない。 喫茶店 や 
呑み屋で、 ノ—卜 を 片手に、 若い 男たち の 
セックス 観 や 恋愛観を 酣 いている。 時に、 
レィプ だの 近親 相蠢 だのと を 話の 声が 高ぶ 
り、 ハッと あたりを 見學 ことになる。 大 

声で 話せない から、 つい ヒソ ヒソ 話に なり、 
お 酒を 呑んで いても 酔、 っど ころでは ない。 
ああ、 私は 何を してい るんだ ろうと、 頭が 
真つ 白に なつて しまう こと もたび たびだ。 

気を取り直して 考えて みると、 蛙 児 神 さ 
んの 幼女 嗜好 も、 緒 図 乃さん の 少女が きも、 
もりや さんの 淫乱 少女 偏愛 も、 どれ も、 た 
だ ひたすら をぐ、 一方的な 愛が 共通して い 
る。 生身の 女性よりも 漫画 や アニメの キャ 
ラ クタ— の ほうがい いという 青年が 増えて 
いる 背景が、 ほの 見えた 気がした が、 もう 
ひとり、 漫画と ともに、 人形へ その 愛を を 
いでいる という 青年に をった。 
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彼は、 タカラの 人形 ジェニ ー s 前の 商 
標は バービ ー) に、 その 愛の すべてを かけ 
ている という 漫画家で 、•ハ I ビー 人形 研究 
家の ば あびい 露 木さん。 商業 雑誌で 描く 一 
方、 『バ— ビーち ゃん 官能 写真集』 なる、 
人形に エッチな ことを させて 写真 や 漫画に 
するとい った、 あきれた 同人 誌を 出版。 一 
時期 コミケットを にぎわし、 一般 男性 雑誌 
でも 話題に なり、 挙句に 人形の 発売元の 夕 
カラに 吉訴 された という ご 仁 だ。 

新 宿 中が 屋の 喫茶 室で 待ち合わせ をした 
が、 約束の 時間に なっても 露 木さん は 現わ 
れ なかった。 家では お 人形を 片時 も 離さな 
いという からどん な 人 か、 女っぽい のかと 
あれこれ 想像を 巡らし、 入口に 目をやっ て 
いた。 

「や あ、 遅くな りました」 

ハ スキ I で 大らかな 声 じ ハッと して 振り 
返る と、 後ろに まねた 長い 髪に 黒い ミラ I 
ダラス、 へビ メタ 風の ジャン。 ハ— じ 黒ジー 
ンズ 。そして 長く 伸ばした 豊かな 搔 。女つ 
ぽ いどころ か、 映画 「イ ージ ー ライ グ 1」 


に 出て くる アメリカの ひと 昔 前の 不良と 
いった 趣で、 一瞬 息を のんで しまった。 
「ジェニ ー? あいつは かわいいで すょ。 

どこが いいって 聞かれても、 惚れた 女の ど 
こがいい かう まくい えない のと 同じで を 口え 
られ ない。 ただ、 ジェニー に ポーズ をつ け 
て 写真に 蜡 った リ 、同人 誌に する のは、 『俺 
の 彼女、 こんな ィ 々シて いるんだ ゾ 、をっ 
ぽ いんだ ゾ！』 って、 友 だち に 見せびらか 
す感 党に 近いん じ ゃない かな」 

あいさつ も そこそこに 人形の 魅力を 聞い 
た 答えが これだった。 「俺の 彼女」 …… 。 
なんだか ヘンな 気持ちだった。 怪訝な 顔を 
していたら、 繫 木さん は ミラ— ダラスを 
取って、 ふつうの メヴネ に 変えた。 いかつ 
い 雰囲気が いっぺんに やさしく なった。 

人形の ジ H ニー に 最初に 出 全った のは、 
高校の 時 だとい う。 

「もう ひと 目 ぼれ。 かわいい。 漫画 やアニ 
メが 好きだつ たけれ ど、 それとは 違って、 
ジて ニー は 触れる。 動かせる。 持ち歩ける。 
常に 恋して いられる 。これって 片思いです 


ょ。 自分が この 恋に 飽きち ゃった 時が 終わ 
りなんで すから。 でも ぜんぜん 飽きない。 
ますます 好きに な 「てい くんです」 

愛して いる 人形は ただ ひとつ。 しかし、 
長年 持っ ている と、 一部が 壊れて しまう。 
「こんな ことは 本来 邪道で、 やりたくない 
のです が、 いざと いう 時の 取り替え 用の 
『影』 を 入れれば 四つの 人形を 持 「てい ま 
す」 

とくに 露 木さん の 持っ ている 人形は もう 
発売され ていない 型 だけに 貴重 だとい う。 

「もう 八 年 近く いっしょ にいる から、 だん 
だんと 愛し 方が 変わっ てきた 気がします。 
前は もう ただただ かわい いって 感じで 好き 
でした が、 今は、 妻子持ちの 気分と いうの 
かな。 ジュ ニ— に 自分が 縛られて いる 感 
じ」 

^ 「をは-方 的で いいんです」 

「子どもの 頃から、 俺は いつでも 死 わると 
思って きたんです。 小学生が 化の 瞳れ は 待 
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攻隊 。自分の 命を かけて 敝 聽 を 沈める 特攻 
隊」 

そんな もの 知らない 世代で しょぅ？ 

「本 や プラモデルの 世界では 知ってい るで 
しょ。 そり ゃ、 頭の 中では、 今の 時代に 特 

告 

攻隊 はない とわ か 「ていました。 でも なれ 
るよう な 気がして いた。 ところが、 中学 一 


年の ある 日、 突然、 理解し たんです。 特攻 
隊 はない。 俺は 特攻隊に はなれな いんだつ 
て」 

露 木さん は、 この 時の ショックが 忘れら 
れな いという。 ヘンな 話だった が、 彼の 気 
迫に 押されて 聞き入つ てし まつた。 

「生きる 固麗を 失つ た感 党つ て、 わか リま 


すか？ ああ、 俺は もぅ 用済み 人間なん た 
といぅ 気持ち。 それまでは 優等生で したが、 
その 辺から ケン カを しまく 「て、 ホ々 に 問 
題を 起こしたん です。 ぬけがらみ たいに 生 
きていた。 そんな 時、 ジェニ ー に 出を 「た 
ん です」 

デ。 ハ ー トの 玩具 売場で 見た 人形に 視線を 


奪われ、 買わずに いられな か 「たという。 

「ジ H ニー に 恋してから、 自分の 命を 粗末 
に 考える ことは でき なくなつ た。 特攻隊は 
もちろん ケン々 もで きない。 俺が 死んだら 
こいつは どうなる かと 思えば 死ねないで 
しょう。 何日 か 出かける 時は 友人の 家に 預 
けて いきます。 オヤ ジが 化の 不始末で も 起 
こして 化 事に なつたら 大変です から。 ジエ 
二 J は ひとり じ や 逃げられ ないし …… 」 

露 木さん は、 自分の している ことを 「擬 
似 マィ ホー ム かもしれ ない」 と 分析して い 
る。 しかし、 生身の ホ 性と こういつた 関 儒 
を持ちたいの：^できないから人形で、 とい 
うわけ では 断じてない、 という。 

「学生時代は けつこう モテた し、 ガ —ルフ 
レン ド もいた し、 セックス もした。 ただ、 
人間と いうのは 巧手の 気持ちと いうの が あ 
るで しょ。 これは 面倒な ものです。 愛は 一 
方 的で いいんです。 今、 いちばん 恐い のは、 
バイク 事故で 僕が 植物人間 になったり、 年 
をと り、 ボケて しまつて、 自分の 周りに な 
ぜ ジェニ I がいる のかが わからなくなる こ 


と。 人から 見たら ただの 人形で しょう。 捨 
てられて しまう こと も ある。 この 子の こと 
が 不安で たまらない」 

話を 隅いて いると、 ジ H ニー が 人形で あ 
る ことを、 こちらが 忘れて しまう。 人形を 
愛でる ヘンな 人と いう 思いが だんだん 薄ら 
いでいく。 不を になって、 夜、 友人に 電話 
をして みた。 聞いた 話を 一部始終したら、 
「その 人、 変態よ」 と 彼女は いぶか しげに 
言う。 そうだろ うか。 変態 かそっ でない か。 
そんな ことよりも、 これほど 何 かを 愛せる 
ことに うらやま しさを 感じて しまつた。 

* 

なぜ、 生身の 女性では ダメ なのだろう。 
男たち は あふれて、 こぼれて しまい そうな 
ほどの 愛を、 川の ように 一方 向へ 流し 統け 
ている。 その 巧き 着く 化は、 女たち のい る 
大海では ない。 巧へ 内へ とこ もる ナル シズ 
ム なのか。 

それにし ては、 巧たち は 自分自身を も 愛 
し 損ねて いるよう に 思える。 あいまい でと 
りと めの ない 愛隋の 発露を ぎこちなく 支え 


る メディア や モノは、 それを 一孚受 する 若者 
たちに よって 再生産され ていた。 

ハ ッピー エンドの レイプ も ご 都合 主義の 
近親 相蠢 も、 その 歪んだ 支えの 一 断面 かも 
しれない。 絵 も 物語 も 気に入らない。 が、 
モノ 作り じ 熱中して いる 若者たち の 表情は、 
いい 顔 だな と 思った。 ただ …… 。彼らが 自 
分たち の 創った 幻想と 現実の 間にい るよう 
に、 彼らの 作品を 受け取る 読者たち は、 そ 
の 境界 すら わから なくなっ て 浮遊して いる 
わヌ 々する。 

あの M 事件、 その後に 起きた 誘拐 殺人。 
そして 今日の 夕刊で も、 少女の 裸を 撮った 
二十一 1歳の八ム^$2貝の逮捕が報じられている。 
何故 こんな 事件が 起きる のだろう か。 

人は も 「と 愛された ほうがいい。 そして 
もっと 自分を 愛した ほうがいい。 私は どう 
なのだろう…..：。 取材を 終え、 怒りよりも、 
いつか 人恋し さの ロハ 中 じいる ことに 気がつ 
いた。 
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『八 大屋、 ギリシャ 神話、 そして アクション 刑事 ビフ マ。 
梗 を」 を もって、 仲間 ど攝 力」 しを い 
自らの 否」 さえ も おげ っって 強大な 愚」 じ 立ち向かぅ 0 
そんな 勇たち」 の 物語に 惹 を〉 を 見る •少女 巧々 どは。 


梨 本 敬 法 


本誌 編集部 


「首觀 をた ど 「て 動く キスに、 小さく うめ 
く。 夏の 香 も 香ばしい、 ょく 焼けた 肌に 若 
島津 はしつっ こく 舌をから めて くる。 肌 だ 
けでは な くもっと 碟い 情を 刺 撒し、 甘く さ 
ざ 波を たてょう とする。 濃厚な くちづけの 
くリ かえし。 顔を そむけても きり もな くた 

わ むれ かかって くる . 。 

『 …… ぁ …… 』 

『俺、 だめなん です。 あんた で なきゃ…』」 
「指先と 舌の 勤き は、 みだらな ひとつの々 
オス となって、 小 次郎の 奥深い ところでう 
ごめ き 続けて いた。 まとわりつき、 からめ 
られ 、なめ まわされて…。 強情な 小次郎 を、 
それは 項 点へ むかって 追い あげてい く」 

{ru  A 民 巨 THE  ONE …… 」 まの あ 
その か 『つばさ 百貨店』) 

「やおい 族」 と 呼ばれる 女の コ たちが いる。 
コミケット などの 同人 誌 展示即売会で、 美 
少年 モノ 同人 誌に 群がる 少女たち だ。 

マな し、 オチ なし、 イミな し」 を 略して 「や 
おい」。 もともとは、 マン ガの 基本 「ヤ マ、 


オ チ、 ィミ」 を 無視した 描き 手たち が 謙遜 
で 「また  < やおい〉 してし まいました」 な 
どと 用いて いた ものが、 いつしか 彼女たち 
が 妹んで 描く 美少年 モノ 同人 誌 一般を 指し 
「やおい 本」、 彼女たち 自身を 称して 「や 
おい 族」 なる 呼び名で {ぶ 着した の だ。 いき 
なりの、 きわどい 内容で 驚かれた だろう が、 
冒頭の 引用は、 そんな 彼女たち の 「やおい 
本 (やおい 小説)」 からの 一節で ある。 定 
番 ともいうべき、 少年 愛、 ホモ セク シュア 
ル 傾向 モノの ひとつ。 もちろん、 こうした 
諮 骨な セックス シ—ン ばかりを 揣 いている 
わけでは ない が、 美少年た ちの、 ちょっ と 
危険な 日常が そこに ある。 これを どう 捉え 
るべき か。 

熱血 少年の 友情 じ 
。恋を" を 見る 

彼女たち の 遊び、 「やおい」 の 方法は こ 
んな 具合 だ。 お 気に入 リの アニメ、 マン ガ 
のなかから、 好みの 少年 ふたり (圧倒的に、 
靜の 表る 美形の 場合が 多い) を 選び、 彼ら 


の 情熱、 拌 、性格、 人間 関 儒な どに 恋愛を 
見る。 そして 原典では 描かれない 彼らの 日 
常を 夢想し、 また、 SF、 フアン タジ I、 
時代 モノな どの 場合、 現 化な どの 解放され 
た 世界に ひっぱり 出し、 彼女たち だけの 
「彼ら」 を 演出す るの だ。 

若 島津は 若島津 健、 小 次郎は 日向 小 次郎。 
『少年 ジャンプ』 に 連載され た 少年 サツ 
力！ マン ガ 「キャプテン 翼」 の 登場 キャ 
ラ クター である。 原作の 主人公、 大空 翼 率 
いる 南 葛 中学 サツ カー 部の ラィバル チー ム、 
来 邦 学園 サツ々— 部の エース •スト ラィ 
々—{ 小 次郎) とゴー ルキー パー  {若 島 津)。 
彼らの かなわぬ 夢 (原作は かならず 主人を 
が 勝利を 勝ち取って しまぅ 少年 マン ヴ なの 
だから)、 勝利への 。情熱。 とヴ 友情 A じ、 
彼女たち は、" 恋愛 A を 見る の だ。 

巧 倒、 宿敝 大空 翼を めざす 日向 小 次郎の 
情熱を 小 次郞の 翼への 愛と すれば、 とも じ 
巧 倒 南 葛を めざして キャプテン 小次郎 につ 
いて ゆく 若 島津の 友情 もやは リ愛 …… 。か 
くて ちょっ とを 険な 三角 関 儒、 倒錯の 恋愛 
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を 図版 左、 若 萬津健 （男） と 右、 日向 小 次が （男） を 夫 巧と 設 をした 同人 誌 rs 巧 D/IL  III より 


世界が できあがる。 寮 生活と いう 彼らの 閉 が 
鎖 的な 空間 《そこには 女が 入り込めない) 

が、 彼女たち の お気に入りの 舞台 だ。 そこ 
では、 少年たち が 思いのままに 恋を 演じる。 

J ホが 出る と 夢の 世界が 
J 巧れ ち ゃう 

西 山 佳 代 子さん {仮名 •二十 六 歳) が T や 
おい 本」 と 出を ったのは 八ま刖 。高校を 卒 
業 後、 保母 および 幼稚園 教師の 資格を 取得 
する ため 福島県から 上京して、 短大で 幼児 
教育を 学び 始めた 頃で ある。 根っからの ア 
ニメ 好き ゆえ、 同人 誌 即売を コミケットに 
顔を 出した のがき っかけ だ 「た。 喧 燥と 熱 
気、 そして 何よ リも 同じ 趣味を もつ 者の 存 
をの 多 さに 興奮した、 という。 ちよう ど 「や 
おい 本」 の 発祥が 十 年 ほど 前、 「ボル テス 
V」 や 「闕将 ダィ モス」 「機動 戦 ± ガン ダ 
ム」 などの 巨大 ロボット •アニメの 美形 悪 
役を 扱つ たものから といわれ るから、 いわ 
ば 「やおい 族」 の 創 成 期と いった 時期の こ 
と。 


「こんなの が あるんだ」。 それが、 第一げ  耐えられない。 今回 話を 聞いた 多くの ホの 


象だった。 アニメ 雑誌で 評判は 耳に してい 
たが、 やはり 実 隙の 同人 誌は 新鮮に 映った 


コ たちが 答えた 「やおい」、 ホモ セク シュ 
アルの 理由で ある。 女性が 登場 すれば、 日 


少年 愛、 ホモ セク シュア ル 傾向の テ ー マは、 頃 感じて いる 女の 嫌な 部分が 見えて しまう。 


結論は 自然と 導かれる。 自 かたちには 
けっして 手の 届かない、 男の 友情への 惶れ。 
「なんとなく 危ない」 劑錯の 快楽。 

「やおい 本」 を 作る うえで 彼女が 最も 苦労 


前から が 尾 望 都、 れ宮恵 子の 少女 マン ヴ 


せっかくの 夢の 世界から 現实じ 引き戻され  する のは スト ー リ I 


り だ、 という。 い 


で 知っ ていた。 さほどの 違和感ら なかった。 てし まう。 だいいち、 そして それゆえ じ、 
もちろん 「やおい」 などと いう ことばは 当  そんな 「やおい 本」 は 売れない。 

時 まだない。 内容 も 今 ほど ハ— ドな ものは 
なく、 せいぜい キス シ—ン どまり。 ちょっ 
と ィキ 過ぎた 巧 同 ± の 友情 物語と いった 感 
じの、 ほのぼのとした ものが 多かった。 半 
年 ほどして、 自分で も作リ 始めた。 人気の 
「ガンダム」 を 題材に した、 コピー を ホ チ 
キスで とめた だけの お 粗末な ものだった が、 

とにかく 作って みたかった。 

「別に ホモ セク シュア ル だと 思って いる わ 
け じ ゃな いんです。 好きな 美形 キャ ラ 
(キャ ラ クター) が 先に あって、 ギリシャ 
神話に 出て くるょう な 中性 的な ィ ジに 
あてはめて いるんで す」 

好きな キャ ラ クター が、 たとえ マン ザ や 

小説のう えで も 化の 女を とつき あう ことに  女の コピ けの 同人 誌 即売会 「ウイング マー ケ 


かじして ス ムーズ にこと を 運ぶ か。 いかに 
して 不自然な く ベッドに たどりつく か (た 
とえぅ まく ベッド •インしても、 こんどは 
男性の からだが どんな ものな のか 知らな 
い)。 そこでの 思いは、 デー ト 前日の 男の 
、心境に 近い かもしれ ない。 「やおい 本」 に 
「入院 中の 病室に 見舞いに くる」 といぅ 設 
{あが 多 いのも、 そんな スト ー リ I つくりの 
雛し さの 反峽 である。 「不治の病で」 「知っ 
てても 言えなくて」 とくれば、 誰 じで らい 
きな リお涙 項 戴で きる し、 そして そこ じは 
ベッドが あるから。 彼女の 場合、 少年 愛 マ 
ンザ 雑誌 『JUNE』 『小説 JUNE』、 

そして テレビの 昔ながら の 青春 モノな どの 
スト I リ I を 参考に している。 要は、 好き 
な キャラクタ I が、 がきな 物語の なかで 動 

いて くれれば いいの だ。 
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短大を 卒業し、 アニメ 制作 会社で アルバ 
イト。 保母、 幼稚園 教師の 資格 も 取得した 
が、 どうしても アニメ 関係の 職に 就きた 
かつた。 昨年 どうやら 食べられる ようにな 
リ 、現在、 フリ I  •アニメ I 夕 I。 アニメ  I 
シ ョン 制作の 初期段階で キャラクター の 基 
本 的な を 指定な ど、 カラ ー コーデ イネ] 卜 

を 行なつ ている。 そして、 プロと して アニ 
メ 制作に 携わる ようになった 今 も、 同人 誌 
活動は 続けて いる。 「同人 誌を 通じてい ろ 
いろな 人に 化 会える から」 である。 

大義の ためじ 死め、 

神話 世界の 少年たち 

いわゆる 「イチゴ 世代」 の 佐 藤 里 香さん 
(促 名 •十五 歳) が、 「やおい 本」 を おった 
のは この 春の ことで 表る。 クラスの 友達に 
誘われ、 ドラゴンクエストの コスプレ 《が 
装) で コミケットに 参加した の だ。 テレビ 
•アニメで 見て いた 「キャプテン 轟」 「聖 
闕± 星 矢」 の 「やおい」。 ひと 目で 気に 
入った。 その 場で 十な 冊を 購入。 二 力ち 分 


のこず かい、 一で 円 ほどの 出覺 であっ た。 

「セツ クスの ことは 当然 興味あります けど、 
生々 しい 話は いやです わ。 なんか 巧い 感じ、 

〈やおい〉 だったら キ レイ だから …… 。コ 
スプ レは、 同じ ことが 好きな 仲間が 集まる 
し、 握手 や 写真を 求められたり、 何 か 自分 
が 別人 じな ったょう な 気がして ほんとうに 
楽しいで すね」。 巧、 兄との 一二 人 暮らし。 
今い ちばん 興味が ある ことは、 バイクの 免 
許、 ドラゴンクエスト、 そして 「やおい 本」 
だとい う。 

お 〇 年代 後半、 おりからの 歡尾望 都、 竹 
宮恵 子、 青 池 保 子な どが 描いた 少年 愛的少 
女 マン ガの穀 響の もと 諧 生して きた 「やお 
い」 は、 八 五 年 「C 翼 (キャプテン 翼)」 

の 一大 ブーム を 経て、 同じく 少年 ジャンプ 
連載の 「藝關 ± 星 矢」 「サム ライト ルー 
パー」 「天空 戦記 シュ ラト」 と、 彼女たち 
が 「ジャンル」 「系」 などと 呼ぶ、 遊びの 
対象と なる 原典の 数を 增 し、 現在に 至って 
いる。 マン ガ 情報誌 『コミック ボックス』 


十一ち 号に ょれば、 今年 八月、 晴 海の 国際 
貿易 センタ— で 斤な われた コミケットの 参 
加 推を 人数は 十 （十 S で 人。 うち 八 〇% が 
女性 だ 「たという。 また、 参加 サー クル 
ジャンル 比で も 「C 翼」 一六 •五％、 「聖 
闢 ± 星 矢」 一四 •二％、 「サム ライト ル— 
パー」 一二 •一% というから、 そのす ベて 
が 「やおい 族」 という わけでは ない にしろ、 
人気の すごさは 推して 測れる だろう (コミ 
ケット々 タロ ダと 『コミック ボックス』 九 
巧 号での 誌上 アン ケート の 結果、 「やおい 
が 好き」 と 答えた 人は、 六 七％)。 さま ざ 
まな マンボ、 アニメでの さまざまな 「やお 
い」。 だが、 彼女たち の お気に入り、 それ 
ら キヤ ラ クター 引用の 元と なる マン ガを見 
てみ ると、 そこには いくつかの 共通点が 見 
えてく る。 

コンパクトに 話を まとめた、 アニメ •ビ 

デオを 見れば 一目瞭然 だ。 「聖闕 ± 星 矢」 

は、 その物 語の 設定を ギリシャ 神話に ホめ 
ている し、 「サム ライト ル I パー」 は 八 犬 
な、 『シユ ラト』 は インド 神話を 甚 にし 
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「ウイ ング マー ケッ ト」 カタ ロ グ のを サークルと r かが メロ ン J  (バロ ル 舎) 


11 


12 


え曠檢 
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ている。 彼らは いつも 神話 的 戦 ± たち、 す 
なわち 「使命を もった 少年たち」 であり、 
「大義を 果たす」 ため 「協力」 し 合い、 仲 
間たち の權牲 になって 自分の 「命」 を 投げ 
出し、 「強大な 敵」 じ 立ち向かって いる。 
はっきり 言って、 ラス トシ I ン などは シ 
チュェ ー シ ヨンの 背景 画 だけが 遮って いる 
だけで、 どれ も ほぼ 同じに 思える ほど だ。 


「太陽 じほえ ろ」 は 
ラブ •ス^^ リーけ 

『牧歌 メロン』 といぅ 雑誌が ある。" ボッ 
々チ オとデ カメロンの 危険な ドッキング" 
と銘 げたれ たこの 雑誌は、 八 〇 年 十月、 ア 
ニメ 専門 誌 『OUT』 の 増刊 『ALLA 
N』 として 創刊し、 お攸 『月光 (巧ノ 光)』 


とな 名す るな ど、 休 •復刊を 繰リ 返し 現在 
じ 至る。" 少女の ための 耽美派 マガジン か 
として スター トし たこの 雑誌には、 そうし 
た 彼女たち の 想像力の もう ひとつの あらわ 
れが 見られる。 雑誌は、 大きく 前半に 「撇 
奇」 「ナチ ス」 「日本 切支丹 调毅 あ」 など 耽 
美 好きの 少女たち を そそる 特集、 後半に 
「読者の ぺぇ じ」 という 投稿欄で 構成 さ 
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れ る。 注目す べきは、 その 「読者の ぺぇ じ」。 ①ジ プシー が、 f 女の人に 貸した、 とい  とせつな く 呼びかけ るんで す。 もぅこれ は 
:^下はその投稿の扶粋でぁる。  うと ドックは 『ホけ：』 と 表情を 変えました。 ラブ シ—ン です ょ- 


彼 ホたち の 遊びを々 かりやす くす るた め、 これは、 ドックの やきもちです。 


少し 古いが 『Allan』 から、 八 二 年 十 

巧 十五 日 放送の 「太陽に ほぇろ」 を 見ての 
もの だ。 ジプ シーは S 田が 邦 度、 ドックは 
神 田 正 輝。 

「巷では、 ジプシ ー とラガ I がで きて ると 
か ドックは ラ ザー を 狙っ ている とかで、 騒 
いでい ますが、 それは ゥソ です。 本当は 
ドックと ジプシ I がで きてい るんで す。 

二人の 仲が 決定的に なった のは (本当に 
結ばれた のは)、 『雨の 降る 街』 です。 この 
話、 ひっくり返せば、 ドックと ジプシ I の 
ラフ スト^ — リ. — なんです。 ちょつ と — ^ たこ 
とで、 二人の 仲が きまずくな リ 、ジ プシー 
にお 機が せまり、 ドックが 助けに いって、 
二人は 互いの 愛を 確認す る、 という" 雨 
降って 地 固まる。 の 話は こびです が、 これ 
を 細かく こだわ 「てみ ていく と 下記の よう 
になります。 


③ ドックと ジプシ ー は 同じ 潭面 車に 乗って 
いました。 

—— (中略) —— 

⑦ めでたく 化 人が 逮 補され ます。 ジ プシー 
は ヘロィンを 巧 たれて いて、 フラ ついてい 
ます。 だから 山さん が 肩を かそうと して ジ 
プシー の 腕を つかむ と 『だいじよ うぶで 
す！』 といっ て、 ジプシ I は 山さん の 手を 
振り ほど くんです。 で、 振り ほどいた 拍子 
に、 ジプシ I は 床に ズ テ！ と 倒れて しまい 
ます。 すると ドックが 駆け寄り、 ジ プシー 
を 抱き起こして (恋人 接近です よ) 『ジプ 
シ I … おい、 お前 ガン コ すぎる ぞ』 と、 や 
さしく 微笑みかけ るんで す。 そうすると' 
ジプ シーは 苦し いんだけ どかす かに、 微笑 
み 返して、 『そうです ね。 気をつけ ますよ 
… ドック…』 というん です。 ジプシ I の 素 
直な 様子 《ドックが 抱いても、 いやがらな 
い ！ ) に ドックは 感激して、 『ジ プシ - 』 


{『Allan』 十四 号、 春 日 真 澄 投稿ょ 
り) 

彼女たち が 見て いるのは、 もはや 同じ 刑 
事 ドラマ 「太陽に ほえろ」 であっても 「太 
陽に ほえろ」 ではない。 ここで も 「やおい」 
と 同じ 読み替え、 ドラマの なかから 好きな 
ふたりの キャラクタ ー を 選び出し、 彼らを 
同性愛、 ホモ セク シュア ルと 見做す 遊びが 
巧な われて いる。 セ 曲署の 刑事と いぅ 「巧 
たちの グル— プ」 が、 社会の 平穏 維持と い 
、っ r 大義を 果た 十」 ため r 協力」 し 合い、 
化 罪と いぅ 「強敵」 と 戦、 っ。 そして (番組 
の 視聴率が 落ちて くると) たまには 「巧 職」 
した リも する。 

違いは、 ここでの 遮び は キャラクター が 
実在の、 生身の 男で ある こと (が、 それと 
て も 彼女たち にと つては、 テレビの ブラウ 
ン管 のなかで 起こる 同じ 二次元の 物語では 
あるが)。 そして、 ここでは、 このほか プ 
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若 おと 离木豊 （r 月光 J  >85 年 7 巧 号より) 


口野 球 「真ち 《阪神) と 若菜 (大洋) と 高 
木豊 (大洋) の 二 一角 関係」 から バレ I ボー 
ル 「富 ± フイルム： 杉 本と 蘇 部」 「とんね る 
ず： 木製と 石橋」 「アル フイ—- 高見 沢と 
桜 ホ」 「必殺 仕事 人-中 条と三 田 村」 「三国 
志" 諸葛孔 巧と 曹 操」 まで、 メディアを 通 
して 見える あらゆる 時化、 分野での 男たち 


の ホモ セク シュア ルが 満ち 溢れて いる こと。 
彼らの 危ない 一瞬 (ク .) を 捉ぇた 写真、 彼ら 
の 乱れた 関 儒を 鳥 雕 する 相関 図と ともに。 

^ 「〇〇 くんと xx<ん は 
^デキ てる— 口」 

ペンネ ー ム深 母草晶 良さん 《二十 二 一歳】 


とジャ ニー 志 水さん (一 二十 一歳) は、 この 
r 読者の ぺぇ じ」 で 知り合った。 ともに 『A 
LLAN』 創刊 当睛 からの 読者で、 「読者 
のぺぇ じ」 の 常連で も ある。 滯巧 草さん は 

ロック バンド 「A」、 ジヤニ ー さんは バレー 
ボ^ — ル •ネタ など、 さまざまな ジャンルの 
読み替えを やって いる。 投稿 だけでなく、  巧 


まみ •• 

人！ のじ 

车を 化す、 じい 
いぶ  V 


才  I  ノ— 、ワ 9  •- V 

かで じを 旨な、 て 
巧， てま だえ〜 心 
つ 9 で) 巧き SS 

莫弓 なり 


r 二 5 マ〜 わ 心 ど 化 
当 立 じ & じち 5 し じが 

こい 「け 巧の ち、 一 や 

二を t を 目な を 

がう じみね も〜 だ • 
二 弓， •巧い Jj レ か 巧 


ミ， ク〇 

なな 

こいつ や 

シ い」 ん巧 

カク わなし じ 
八— ス のち か 

わい ク  I 

ゆら か 巧 


こうした 読み替え 創作で 同人 誌 も 発 巧して  が 投身 自殺した とき、 このを 組で 多くの 少 


いる。 


ワク ワクす るよう なと きめ きがあ 「たとい 
、っ。 が、 その ワク ワクが 何であった のか、 
今にな ってもう まく ことばには ならない。 
深 母 草 「基本的には、 その 人の ファンで、 
ファン だから 始め るんで す」 

ジヤ ニ— 「誰か 好きな 人が いて、 その 人 
と 仲がいい 人が いると、 その 仲の いい 人 も 
一總に 応援し よう、 と。 男の人 同 ± のそう 
いうと こ、 見て て 幸せなん です わ。 なんか 
ちょっ と 肩を 抱いた だけで」 

テレビの ブラウン管 のなか、 自分が 好き 
な キヤ ラ クタ— だけを とこ とん 見つめて ゆ 
く。 たとえば 歌 番組 「夜の ヒット スタジオ」。 
彼女たち は、 お気に入りの キャラクタ I が 
歌う ときは もちろん、 そのほかの あまり 與 
味の ない 歌手が 歌う とき も チヤン ネルを 変 
える ことなく、 背景に 映る お気に入り をつ 
ねに チェックし 続ける。 誰と しやべ つてい 
る。 誰と 目が あつた。 アイドル 岡 田 有 希 子 


女たち が 中 森 明 菜の 背後に ュッコ の 顔を 見 


凝 巧す る 視線が そこには ある。 

ジャ ニ— 「たとえば ス ポ—ツ 選手の 場合、 
からだが ガッ シリして て ひ弱な はずな いん 
です けど、 なんかこう 好きに なつて みると 
普段 ゴッツ イ かなと いうな かに も、 ちょつ 
とした 美し さと か、 ふとした か弱 さと かが 
あつて。 そういうのを 見つけたら シメた も 
のとい うか」 

深 巧 草 「それを 見つける のが 楽しい、 目 
を さらの ように — 一て」 

メディアから みえられた 情報に、 発見し 
読み 解いた 意味を せ 着させ 拡大解釈 する。 

「危ない」 「イケ ナイ」 という スリルが 想 
傑 力を 搔き 立てる。 思い どおりに 好きな 
キャラクタ ー を 動かせる 楽しみに 加え、 自 


靡した プロ野球 「若菜と 真ち の 危険な 関 ^ 
係」 の 場合は こんな 調子 だ。 

トレ— ドで-緒 じ ライオンズから タイ 
ガ ー スじ 移つ てきた 若菜と 真ち (情報)。 

とも じ 目が 大きくて 野球選手 としては 美形。 
巧ち は 小柄で、 若菜は ガッ シリと したお 兄 
さん タイプ i ふたりは 怪しい (読み 解き)。 
阪神に 報 部 じよる とんたり は 同居して いる 
らしい (情 si ふたりは デキ ている 壽み 
解き)。 やがて 若菜が ホ エー ルズじ トレ— 

ド (巧 報)。 こんどは 同じ 理由で ホ エー ル 
ズの 真ち タイプの 高木 豊と 若菜が デキた 
(読み 解き)。 が、 若菜は ほんとうは 真 弓 
がちれ られ ない illl 巧 関係 成立 (読み 解 
き)。 そうした なかでの 阪神— 大洋 戰。 

ホ— ム ベ— ス 上での、 若 まと 真ち クロス プ 
レ— がま。 真ち が 骨が するとい うま 件 発生 
(巧 報)。 やっぱり …… (彼女たち の 想像 


分たち だけが 知る 隠された 物語と いう 快楽。 力 爆発)。 

そして、 い 「たんそうした 物語が できて し  「誇大妄想 ともい いますけ どね、 こういう 
まえば、 あとは 新たな 情報が 物語を 発展 さ  の」 

せて ゆく。 「読者の ぺえ じ-で、 一世を 風  と 彼女たち は 自分たち を 客観的に 見つめる。 


初めて この 「読み替え」 を 知つ たと きは、 た ことがあ つた。 見る はずの ない ところを 


元 お急ブ レーブスの 巧 巧 図。 松み とち 岡は 「ユミと マツ」 のを 称で一世を 風 巧。 （r 巧 光 J  >85 キ 7 巧 号より） 


が、 一方では 「ほかの 人とは 違う」 という 
特別な 思いがない といえば 噓 になる、 とい 
、っ。 こうした 投稿、 同人 誌 活動は、 ふつう 
人には 言わない。 会社な どでは 絶対に 秘密 
だ。 二重生活を 送って いるよう な、 「もう 
ひとりの 誰も 知らない 私」 がいる ような、 
そんな 気分が 愉しい の だ。 

彼女たち の 分析に よると、 こうした 避び 
を やる 女の コは 奥手が 多い、 という。 「ス 
テキ だな」 と 思っても け 「して 声をかけら 
れ ない、 そんな 男女 づき あいの 苦手な ホの 
コが 。では、 彼女たち 自身は どうな のか。 
たとえば 結婚に ついて。 

ジヤ ニ—  「たしかに 奥手な ほう だと 思い 
ますね。 結 婿は しないつ もりです。 同人 誌 
の ほうが おもしろかった からです かね」 

深 巧 草 「私 も 結婚した くないで すね。 ま 
ず 相手が いない、 というの も あるけれ ども、 
結婚 生活に とられる 時間が もったいない。 
ただ、 それで まわりから モテない と 思われ 
るのは いやです わ」 
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一ち のい い 「かかの 世界」 

十代、 二十代の 女の コ といえば、 スキ— 
や テニスを し、 ディスコで 遊び、 海外旅行 
に t 罗中 。そんな もの だと 思って いた。 男の 
コと 大好きな 恋愛を し、 たとえ そのこと で 
懒ん でいた としても 女の コ同 ± 相談に 乗り 
合い、 文句を 言い、 グ チを こぼしながら も 
けっこう うまく やって いると。 だが 今回 話 
を 聞いた 女の コ たちは、 雑誌 や テレビで 喧 
なされる そうした 「いまどきの 若い 女の 
コ」 とは 違つ ていた。 むしろ、 そうした モ 
ノを 避けて 通つ ていたり もした。 とはいつ 
て も、 彼女たち が いわゆる 「個性 派」 とい 
、っ ことばで 言い表わせる わけでは ない。 こ 
と 同人 誌と いう 場には、 雪崩れ を 巧 「て 身 
を 擦り寄せ ている の だから。 

思えば、 新撰 組の ± 方 歳 一一 一と 沖 田 総 司に 
夢中になる 少女たち は 昔から いた。 「少女 
時代の 潔癖 性」 などと いう ことばで おられ 
てきた アレ だ。 あるときは 歌舞伎の 女形で 


あり、 あるときは ラン ボ—や ワイルド など 
の 世紀末 文学で あり、 あるときは デビッド 
•ボウイ や JAPAN などの 耽美的 ロッ 
ク .ミユ 1 ジシ ヤンであつた りした、 中性 
的な ものへの 權れ 。が、 かつて 彼女たち は 
思春期を 過ぎて、 大人の 女と なる につれ て、 
そぅした 潔癖 性から もを 業して いくはず 
だ 「た。 結婚を し、 子供を 産んで。 

「同人 誌 活動の ほぅが おもしろい」。 彼女 
たちは 今 メディアを 手に入れた。 そして 溢 
れ かえる 情報の なかから、 好みに 合わせて 
マン ガや スポ ー ツ 選手から さえ も、 主体の 
に 記号を 選び 化す 方法を。 

一方で、 スキ I をし、 ディスコで 遊び、 
海外まで 出かけて ブランド 商品を 買い あさ 
る、 と テレビ や 雑誌で 喧 たされる 十代、 二 
十代の 女の コ 。しかし、 かけ 離れた 存在に 
見える これら 同人 誌に i 夢中になる 女の コた 
ち も、 せっぱつま つたと ころの ない 経済的 
余裕と いう 点では なんら 変わりな いの だ。 
ボディ •コンシャス という、 女が かのから 
だを 強調す る 服を 着る 時代。 ハイ •レッダ 


の レ オタ ] ドで 身を 包ん た コン ハ ニ オンな 
る 職業に 人気が 出る 時代。 そうした なかで 
の 「少女の 觀癖 性」 がそ こには ある。 

いちど 同人 誌の 展示即売会に 斤って みる 
といい。 そこは 女の コ たちの、 期待と 興奮 
の乂リ まじ 「た 無数の ざわめきで 溢れて い 
る。 「売れ 線」 「大手」 「で 部サ ー クル ニ 

冊に つき、 一方 部 U 上が 刷す るサ— クル)」 
などと 呼ばれる 人気 サー クルには、 入場と 
同時に 長蛇の列が でき、 山と 穂 まれた 同人 
誌が 飛ぶ ょうに 売れて ゆく。 人気 同人 作家 
に サィンを 求める 者、 さながら ま 塚の ス 
ター にす るょう じ、 花束を 手渡す 者。 I 部 
六百円1千円。 それで彼女たちはちょっと 
なない 世界を 手に入れる。 多くの コ は、 親 
じ、 そして同じ趣味をもつ仲間：^外、 友達 
にも この ことは 話さない。 だから こそ、 彼 
女たち は 「ほんとうの」 一体感が 得られる 
同人 誌が 好きな の だ。 
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ボ 


キラ キラ お目 々寇避 

レス 化する 少女 マン ガと 少年 マン ガ 


1 


田 尚 


Hi 


シンクロナィズド •スィ ミン グを テレビ 
の ニ ユ—ス で 見て いて ビック リ した ことが 
ある。 画面では あの 小を 実 可 子さん が 華麗 
なフオ ームを 見せて くれてい たの だが、 そ 
の バックに 映镶的 化理が 加えられ、 キ ラキ 
ラキ ラキ ラと、 もう ま ば ゆい ばかりに 十字 
の 光が 輝いて いたので ある。 


少女 マン ガ だ一 


と 僕は 野つ た。 


少女 マン ガが 黒い インクの 活版 誌面で な 
ん とか 華やかな 雰囲気を 出そうと 苦、 いして 


の 光と して シンクロナイズド •スイ ミン グ  るの も あれば、 円 おじ 丸い 光が 六 個 も 並ん 


の背且 巧を 飾って いたので ある _ 


が 

が 

如 

如 


r かわいい」 H 少女 マン ガ的 

である こと 


でる こ ともあれ ば、 目の 下半 分が 白く 輝い 
ている の も ある。 眼球の 力— ブに 沿って 堂 
光な の 光の ような ものが 長く 映り 込んで い 
る ものまで ある。 これが ッ少ホ マン ガ A で 


男性 雑誌の 『GORO』 を 眺めて いても  なくて なんであろう • 


々少女 マン ガ A じ お 目に かかる ことができ 


「目の 大きさが 顔の 半分 ほどを 占めて いて、 


る。 條山紀 信撮駭 による アイドル 美少女の、 そのな かには 星 や 巧 や 太陽が 輝いて るんだ 


か K  了ツ 


ピンナップの ク目 である 


目の 中には いろんな 形で 光が 峡リ 送んで い 


あみだした 手法が、 実写と して、 ほんとう  る。 単純に フラッシュが ひとつ 反が してい 


ぜ〜」 つと、 いまだに ケイべ ツ 的に 評され 
る ことの 多い 少女 マン ガ であるが、 その 少 
女 マン ガを 少女 マン ガ たらしめ る 手法は、 巧 


気づかな いぅちに あちこちに 浸透して いた 
ので ある。 

美少女の 顔を 美しく アップで 撮ろぅと す 
れば 、どうしても 目が ポイントになる。 素 
人の 女の コ を アイドル 写真 ふうに 娘って 並 


ベた 写真集を 見た ことがあ るが、 それは 悲 
懷な ものだった 。願の 造型 そのものに モン 
ダイが ある ことは さておく としても、 まず、 
みんな 目が 小さい。 これ だけで かな リ ハン 
デが ある ことが、 それ こそ 一目で わかって 


しまう の だ。 おまけ じ撮リ 方が 悪くて、 目 
に 光が 入って ない のでたん なる 黒目に なっ 
てし まって いる。 これ もまた、 表情を なん 
となく 暗い ものにして i まって いるので あ 
る。 少女 マン ガは 正しかった。 目は 大きく 
。ハッ チリと、 かつ 月 や 星が 入って いなけれ 
ばなら ない。 「かわいい」 というのは、 い 
かに 少女 マン ガに 近づく か、 だった の だ。 
0§0 

o§c> 「少女 マン ガ的 少女の 顔」 

聲 という 記号の 消費 

が 

ピンク •チ ラシと いうの が ある。 ょく 電 
話 ボックスに ぺ 夕ぺ夕 貼って ある 名刺 大く 
らいの 出張 マッサ— ジの 広告 だが、 写真を 
使 「てない ものは、 なぜか みんな 少女 マン 
ガの 絵を 無断 借 巧して いる。 僕は けっこう 
気をつけて 見て いるの だが、 「ゴ ルゴ U」 
とか、 いわゆる 劇画の 色気 たっぷりな 女性 
ィラストを 使った ものには、 めったに お 目 
にか かれない。 どれ もこれ も 顔の 半分が 目 
で、 なかに 巧 や 星が 入っ ている と 巧に バカ 
にされ ている ところの" 少女 マン ヴ * の 絵 
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なので ある。 

劇画と いぇば、 昔、 隆盛を 誇っ ていた ヴエ 
口 劇画 誌* といぅのは 数ぇる ほどし かなく 
なって しまった。 エロ 劇画の 雄だった 『エ 
ロト ピア』 をは じめ、 どれ もがみん な、 口 
リコ ン系か ヤング •コミック 誌に 掠 身して 
しま 「たので ある。 ロリコン 系と いぅのは 
少女 マン ガの 影響が とくに 強いと ころで、 
売れない 時期の 女性 マン ガ家も 少なからず 
通り過ぎて いって いる。 男性を 読者と する 
コミック 誌で 女性 作家が 活躍で きる ようじ 
なった のは わりと 最近の こと だが、 例外的 
に 女性 マン ガ 家を 多く 起 巧して いたのが 口 
リ コン 業界な ので ある。 それは、 少女 マン 


アニメ 風に なった 「ェ ロト ビア」 のま 化 


ガ 的な 絵が 求められて いたから である。 

聲恋 をを 描く ようじ 

濤 なつた 男性 マン ガ 

〇§〇 

少年 マン ガ 誌で 初めて 大 活躍で きた ホ 性 
マン ガ 家は 「、っる 星 やつら」 の 高 橋留美 子 
である。 女性で ある にもかかわらず、 いや、 
女性 だから こそ 描けた 不思議な ィロ っぽ さ 
がな う 少女 キャラクタ— の岀 現は、 少年 マ 
ンザ 巧に とって 苹命 的だった。 

高 橋留美 子は また、 青年 劇画で も 少年 マ 

ンガ でもない。 ヤング •コミック* という 
ジャンルを 定着させる のじ も 一役 かってい 
る。 青年 誌 『ビッグ コミック』 から 派生し 
た 『スピリッツ』 じ 速 載され た 「め ぞん I 
刻」 にょって である。 昔ながら の 青年 劇画 
や エロ 劇画では なく、 少年 マン ガの 延長に 
表る タッチの、 この 恋愛 マン ガの 成功は、 
『スピリッツ』 のみならず 『ヤン グジ ヤン 
プ』 『ヤング マガジン』 といった ヤング. 
コミック 界の 可能性を 確信 させた のだった。 
また、 過激な SEXY コメ デイで 『ヤン 


ダ ジャンプ』 誌の 部数を 伸ばした マン ガ家 
に 「みんな あげち ゃう」 のちち 光が いるが、 
彼は 少女 マン ガ誌 『リ ぼん』 の 化身で ある。 

『り ぼん』 当時から すでに ィロ っぽい コメ 
ディで 定評が あった が、 ヤング •コミック 
界 でさら に それを エス カレー ト させて 大成 
巧を おさめた。 過激な 性 描写と 少女 マン ヴ 
的な かわい さ •上品 さを 持つ 絵が うまく 
マッチし たから こその 成 巧であった。 

もう 一人、 少女 マン ガ 出身で と 5 れ てなら 
ない のが、 あだち 充 である。 もともと 女性 
的な 感性 も 持って いた 人 だが、 『少女 コ 
ミック』 時代に、 少年 マン ガ にはない 独特 
の タッチと テンポを 身に つけた ことが 「み 
ゆき」 や 「タッチ」 などの 大 ベスト セラ— 
を 生む 下地に なった ことは 疑う 余地がない。 

皆 

<>§0  * おたく* 向けの 
大 メジャ— マン ガ 

ホ 

『少年 ジャンプ』 は、 本宮 ひろしの な統を 
受け継いで いるせ いか 剧画 的な 作品が 多い 
が、 串 田 正 美の 「聖闕 ± 星 矢」 の 成功には 
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少女 マン ガ的 要素が 大きく 働いて いた。 そ 
れ は、 キャラクタ ー が 少女 マン ガ 的な， 美 
形み である ことは もちろん だが、 さらに 少 
女 マン ガ的 なのは、 それぞれが" コン プ 
レックス A を 持っ ている という 設定で ある。 
アニメ 化に ょって それらは さらに 強調され、 
『少年 ジャンプ』 の 女性 読者が 急増した。 
「星 矢」 の アニメが 上映され る" 來 映まん 
が 祭り" には、 女子 中高生 ファンが 押し か 
け、 あまりに キャー キャー 騒ぐ ために、 小 
学生の 男の子た ちが おびえて いたと いう こ 
とで ある。 

最近 なぜか 突如 連載が 打ち切られた 拱 原 
一至の 「バ スター ド」 も 美形 キャ ラで ある 
が、 それょ リも 面白い のが、 コマの 外じコ 
チャコ チャと 書き込まれた 手書き 文字の 作 
者の コメント だ。 作者が 作品の 中に 顔 (声) 
を 出す というのは、 ある 意味で 作品 世界を 
壊して しまう ことで あり、 作法と しては あ 
まり 感む できる ことでは ない (たとえば 
「あしたの ジヨ I」 の 中に 突が、 棍原 一騎 
やち ばてつ やが、 「〇〇 くん、 手伝い あり 


がとー ロ」 などと いう 書き込みを する こと 
を 想像して みょう)。 しかし、 「バ スター ド」 
においては、 それが 作者と 読者との コミユ 
ニケー シ ョンの ひとつと して 機能し、 読者 
の ファン 意識と いうか マニア 愚 誠を 急速に 
高める ので ある。 それ も、 もとは" 二十 四 
年 組// といわれる 昭和 二十 四 年 前後に 生ま 
れた 少女 マン ガ 家たち 一 ^ 尾 壁 都、 れ宮 
恵 子、 山 岸 涼 子、 大 島ち rf —— にょって 斤 

なわれ ていた ことで ある。 あの 当時、 マニ 

ア 意識を 抱いた 読者の 一部が 話题を 共有す 
る 仲間を 求め あい、 いわゆる 初期の" おた 
く。 になつ ていつ たといえ るか もしれ ない。 
一 極の" 業界 ノリ。 の 楽し さそれ 自体が 目 
的に なつて しまう 「場」 がで きて しまつた。 
しかも、 そんな マニアの 「場」 が、 実 売 四 
巧 八 h 万 部の 『ジャンプ』 のうえ で 成立し 
てし まつた の だ。 

或 か 管理人さん" は 
T  * おたく。 の 理想 

ホ 

さて、 少女 マン ガ 的な 心の 機微を 描いた 


「うる 星 やつら」 や 「タッチ」 は、 作者が 
描かな かった ことまで 妄想して 描いて しま 
う パロ ディ 的な" ウラ 本，/ 同人 誌を 大量に 
生み出す ことにな リ 、ち 巧 光 マン ヴの成 巧 
は、 男の ほうから 行動し なくと も 向こう か 
ら やって来て ヤラ せて くれる 美小ノ 女と ムシ 
のい い 少年の" 逆 玉の輿 A 的 コミックを 生 
み 出す ことと なつた。 

「め ぞん 一刻」 の ヒロィンが 々管理人さん* 
で、 就職し そこなって 困って いた 主人公の 
ついた 職業が" 保 父さん// だった というの 
も、 この r おたく」 時代を 象徴す る もの だっ 
たといえ るか もしれ ない。 

少年 マン ガと 少女 マン ガの 垣根が どん ど 
ん とっぱら われて いき、 読者と 作者が 互い 
の 領域を 行った リ ホたり できる ょうになっ 
た 今、 新しい 人間 関 儒の 摸索が、 作品の な 
かで も、 実生活の 面で も、 必要に なって き 
ている と 思われる。 そういう 意味では" お 
たく" という 現象は、 変わりつつ ある マン 
ガ巧 全体の なかの 過 遮 期 的 存在と いぇる の 
かもしれ ない。 
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ロリコンと ゃぉ ぃ據じ 未来は あるを 

如 年代の セックス •レ ボリ ュ— ♦ン ヨン 


- 『おたくの 本』 をつ くる ことじな つ 

て、 編集部で 大量の" おたく 雑誌* を 収集 
したんで すが、 それを 見て いていち ばん 
びっくりし たのが、 巧 なんです。 こ、 っ 
いぅ 雑誌の 投稿欄って (と 言いながら、 美 
少女 エロ 漫画 誌 『ペンギン クラブ』 の 投稿 
欄を 出す) 女の子の ィラスト だらけ なんで 
す。 

美少女 エロ 漫画の 場合は わかる ような 気 
もします けど、 ミリ タリー マニア、 ガンマ 
ニアの ための 『コンバット マガジン』 とか、 


プラモ 雑誌 や 才—ト バィ 雑誌まで、 とに か 
く いわゆる 「おたく」 雑誌の 投稿欄は 全部 
女の子の ィラストで いっぱい なんです。 

こういうのを 見て いると、" おたく 現象 
全般を 覆う ロリコンの 影。 というよ うな も 
のを 感じて しま うんです けど、 これは いつ 
たい 何なん でしょう か？ 

「おたく」 雑誌 じぶ 澄す る 

「かわい さ」 

上 巧 そうね (と 『ペンギン クラブ = を骗 


上野 千鶴モ 

京^ silt 大学 SSS 授 

インタビュ！ 構 巧 ▼編集部 


きをむ) 、これって 少年 マン ガ というよ リ 
少女 マン ガの 絵よ わ。 大塚英 志 くんが 言っ 
てるんだ けど、 少女って 「使用禁止の ボ 
ディを 持った 女の子」 のこと でしよ。 ここ 
にある のは みんな かわいい 女の子の 絵 ばか 
りで、 成熟した セ クシ ー な 女 「ていう のは 
ひとつ もないで しよ。 この 「かわいい」 つ 
ていう のが キーワ I ドな のよ わ。 これを 描 
いてる 男の子 も、 きっと 「かわいい」 少女 
の 世界に いたいの わ。 

彼らは 男で あると いう ことを もて 余して 
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しまつて る。 もつ と言うと、 「男に なんか 
なりたくない」 と 思つ てるん じ やない かな。 
とつても 萬 ましい よね。 


- Ijl ましい？ 

上野 こういう 男の子たち 「て、 巧で ある 


美 か ホ エロ 雑誌の 巧 稿 棚 


という ことに 深く 儒つ いてい るん じ やない 
かな。 だから セ クシー な 女 じ やなくて T か 
わい い」 女の子し か 描けない。 

少女 マン ガ って 「少女の ままで いたい」 
「成熟した 女に なんかな りたくない」 って 
いう メッセ ー ジ でしよ。 そういう 世界で し 
か 生きられない 巧の 子たち も、 同じように 
「大人の 男に なんかな りたくない」 って 叫 
ん でる のよ。 

- この 投稿欄を 見る と、 ホの 子の イラ 

ストの 隣に 丸 文字で メッセー ジが 書いて 
あって、 この 女の子って 彼らの 自画像なん 
じ やない かってい、 っ 気 もす るんで すが。 
上野 フロイトに よると、 人間には 二種 類 
の 欲求が あるの。 こんなと ころで、 フ ロイ 
卜 なんて 使いたくない けど (笑)。 その ひ 
とつが、 対象 化獄ボ 。巧手を 巧 有したい と 
いう 欲求なん だけど、 でも、 こんなに 目の 
大きい 女の子が 現実に いるは ずない じ やな 
い 《笑)。 もう ひとつが 同一 化 欲 ホ。 その 
人 自身に なりたい と 思う わけ だから、 その 
場合は この イラストの 女の子が、 この 絵を 


描いた 男の子の 自画像と いう ことになるん 
だけど、 それ だって 不可能 だよ わ。 それに 
性坛換 でもし ないかぎ り 少女の 世界からは 
拒絶され ている。 だから 彼は、 永久に 自分 
の 欲求を 実現で きない。 

エロ 巧 画の 美少女、 

「やおい」 の 美少年 

— 男の子の 漫画に 描かれて いる 美少 
女って、 ホの 子の 漫画の 美少年と 同じなん 
じ ゃない かって 思 うんです が。 

上野そう、 彼女たち に とっての 美少年っ 
て、 男で も ホで もない の わ。 第二 一の 性って 
いうか、 やっぱり 自分が ホで あると いう こ 
とを 拒否したい 少女の 理想化 された 自己 像 
だと 思う。 美少年た ちが 女の子の マン ガの 
なかで 演じる 同性愛は、 理想化 された 自己 
愛な のよ。 そこからは 「時よ 止まれ一. わ 
たしは ホに も 男に もな りたくない」 つてい 
う 叫びが 聞こえて くるの。 

- この美 少ホ エロ 漫画に も、 レズ もの 

がかな リ あります よわ。 
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上野 王 本さん の ルポに も あるよう に、 こ 
の 子たち は、 男の 絵なん か 描きたくない か 
ら レズ ビアンを 描く わけで しょ。 そのと き、 
描き 手は 自分が 描く ホの 子に なりき 「て、 
頭の 中で ホの 子 言葉で しゃべ りながら セリ 
フを 考えたり して るんだろう けど (笑)。 
でも。 やっぱり 女 じ ゃな いんだから、 彼は 
女の子た ちの レズ ビアンの 世界には 絶が 入 
リ 込めない。 

レズで 快感を 味わって いる ホの 子たち は、 
ようするに 描き 手の 男の子に 向か 「て 「ア 
ンタ なんて いらない わよ」 つて 言つ てる わ 

けで しょ。 彼は、 自分を 完全に 疎外す る 
セッ クスを 描い てるのよ。 痛々 しいと 思わ 
ない ブ. 

- は あ。 

上野 ここには、 男の子の どうしよう もな 
い 無力 さが 無防備に 表現され てるの わ。 そ 
の 究極の おが、 女の子の オナ ニ— だけで 完 
結 しちやう 漫画。 これって 「あなたの 。へ 二 
スは 必要ありません」 つて 宣言され てるよ 
、つな もので しよ (笑)。 女の子の オナ ニ— 


を視き 見て マスタ ー ベー シ ョンす るのと 同 
じね。 

- この 手の 漫画を 見て いると、 両性 具 

有の 登場人物が かなりい る ことに 気がつく 
ん です。 たとぇ ぱ 、性転換で 胸 だけ 大きく 
した 男、 もしくは ペニスを もった 女に レィ 
プ される 漫画と か。 


やわい 系 同人 誌の 少年 どぅしの キス シ—ン 


上 巧 それは エロ 漫画では 昔から よく ある 
。ハター ン わ。 異性 愛 神話に 冒されて いる 証 
拠 だと 思う。 セックスって いうのは ペニス 
の 挿入がなければ 完成 しないって いう 思い 
込みが あるから、 レズ ビアンを 描いても、 
女の子に ペニスを つけち やうの よ。 ほんと 
は 挿入なん て 要らない のに わ。 

- a 立場 人物が かわいい 猫の 女の子で、 

二人 01 匹？) は レズなん だけど、 最後は 
一人の 尻尾が もう 一人の ヴァ ギナに 挿入 さ 
れ て、 オー ザズム でが わるって いう 漫画が 
あって、 とても 気になっ たんです けど、 そ 
れも 同じなん でしょう か。 

上野 あれは ちょっと 違う。 一人 二役を 演 
じて 自己 完結 しちやう 才 I 卜 •エロ テ イシ 
ズムの 世界って いうか、 他者を 必要と しな 
い セックス だと 思う。 

- それ 「て、 やっぱり どこか 気持ち 悪 

いところ が あるん じ やない かって 思 うんで 

」  ぶ 0 

ザ々 

上 巧そう？ 少なくとも レイプ なんかす 
るより、 I 人で 慧 のなかで イッて くれた 
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ほうがず 「と 平和的よ。 そう 思わない？ 

レイプ 描写 じ 見る 
SEX への 巧え 

I この 漫画に も、 レイプが ずいぶん 出 
てきます わ。 

上野で も、 たとえ レイプで も、 どれ も最 
後は 女の子の 才—ガ ズムで おわって るで 
しょ。 最初は 嫌がっ てても、 エンデ ィン ダ 
では 必ず 女の子が 「イ く」 ことにな ってる。 
現実の レイプでは、 そんなつ ごうの いいこ 
とは 起こらな いけど、 マン ガの 中で さえ、 巧 
が 一方的に 女を 凌辱して、 勝手に 射精して、 
ほ っぽら かしてち って ゆく、 という パタ ー 
ン はもうな いよね。 

男 じ とっての {元を な セックスって いうの 
は、 自分よりも、 女が 「イ く」 セックスに 
なって しまった。 男性 支配の 皮肉な 逆説ね。 
女を 「イ かす」 ことができなければ、 男と 
して 役立たずに されて しまう。 それが r 完 
全なる セックス」 幻想と して、 ものすごい 
強迫観念に なつて、 男を 脅え させて いる。 


セックスの あとで、 女から 「衣ん たって ダ 
メ わ」 つてな じられ たら どうしよう、 そう 
思う から 実 隙の セックス、 現実の 女から 遠 
ざ かって いくのよ。 

- は、 セックス：^ 前に、 ホの 子と つ 

き あおうと 思っ て 声をかける 瞬間から 脅え 
ている ように も 思 うんです か。 

上野 恋愛 や セックスに おいて、 男 はつわ 
に 能動的な 役割を 果たさなければ ならない 
という 義務感に 寅め られ ている からよ。 
ベッドの なかで 能動的に なれる 自信の ない 
男が、 ベッド： 3 前に 能動的に なれる はずが 
ないじ ゃない。 だけど 「無能」 の 烙印を 押 
される のが 怖くて、 男女 関係の ゲーム に 参 
加し ない 男の子は、 ゲ—ム の ノウハウを 学 
ぶこと すらで きない まま 歳を とつて いくで 
しようね。 

- そういう 男の子が 男女 関 儒の ゲ ー ム 

に 復帰す るには、 どう すれば いいんで しよ 
うか。 

上野 女が 能動的 じ なれば いいんだ ろうけ 
ど、 女は 女で 受動 性を あまりに も 強く 内面 


化しち やって いるから、 自分は リ ー ドされ 
るの が 当然 だと 信じ込んで いるの よ。 でも 
それって、 ようするに セックス に対して 無 
おで 怠慢で 横 奢な だけ。 ベッドで 丸太ん棒 
のようにし てれば、 あとは 男が 一を 懸命 
やってくれ るし、 自分を ィ かせる のは 巧の 
義務 だと 思って る。 そんな 女、 私が 男 だっ 
たら とんでもな いって 思う けどな (笑)。 

幼女 じしろ、 

他人 格とは M 係で きない 

—話 がちょ っと 変わっ ち やうんで すが、 
今回の 幼女 殺人事件で、 こういった 漫画が 
すべて 「ロリコン •マン ガ」 として 週刊誌 
などから 化 判され ました。 だけど、 これっ 
て ロリコン じ やない ような 気 もす るんで す。 
出て くる 女の子は、 顔は かわいい けど みん 

な 豊満な 体を している し、 幼女 も 出て こな 

>  .〇 
IV 

上野た しかに ロリー タ •コンプレックス 
と 幼 欠 趣味は 全が 違う わね。 でも、 あの 幼 
た 殺人 带 化とは 通じる ものが あると 思うよ。 
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女の子を 殺して、 動か なくなっ てから 死 
体を いじっ てる わけで しょ。 彼は 大人の 女 
じ 脅え る ばかり か、 相手が たとえ 幼女で 
あっても、 予想外の 反応を される と パニッ 
ク 起こしち やぅ ほど 弱かった のよ。 彼は、 
自分が 完全 じ コント ロ  — ルで きる ものし か 
愛する ことができなかった。 だけど、 死体 
や 人形 や マン ガの 女の子は 自分を 儒つ ける 
こと はないけ ど、 けつして 愛し 返しても く 
れ ない。 


巧は、 愛する ことば かりじ やなくて、 愛 
される ことを 覚え なきや だめな のよ。 愛さ 


シ—メ I ル. コレ クシ ヨン」 (白 巧 さ 房) より 


れる ってい うのは、 相手の 客体になる こと、 
ただの モノに なって、 相手の 自ホ じされる 
かもしれ ない ことで しよ。 それは ものすご 
い 恐怖 だし、 能動 性と いう 巧 性 性が 危うく 
なる からでき ない。 巧 も、 ベッドで いちど 
丸太ん棒 になって みれば いいのよ。 ソープ 
ランドって、 男の 「化 太ん 棒 じな ってみ た 
い」 欲望の 表われ だと 思う けど、 でも あれ 
だって 「女を 貫う」 ってい うホ統 きで かろ 
うじて 能動 性を 守っ てる わけで しよ。 

- ただの モノになる ことが 恐ろしい っ 

ていう のは わかる ような 気がす るんで すが、 
そうすると 、ベッドで 丸太ん棒に なれる 女 
の 子って、 愛される ことの 恐佈 、受動 性の 
-  恐怖を 回避す る 巧 術の ような ものを 身 じつ 
けて るんで すか？ 

上野 女 だって、 愛される ことで 客体に な 
るのは こわい よ。 だから 女の子は、 「大人 
になりたくない」 「セツ クスされ たくな 
い」 つて 叫んで るで しよ。 拒食症 なんてい 
、つのは、 彼女たち の ハン ガ— ストライキの 
ようなら のじ やない。 ベッドで か 太ん 棒に 


なる のは、 「あんた の モノになる」 ってい 
ぅ 一種の 關き魔 9 よわ (笑)。 

だけど、 いまの 女の子って、 受動的な 男 
を 求め はじめても いるん じ やない のかな。 
が 上 眷樹の 『ノ ルウ HI の 森』 が 女の子 じ 
受けた の も、 あそこに 化て くる 男が 觀 底し 
て 受動的 だからで しょう。 男が セックスに 
おじけ づ いている のは、 ホが 能動的 存在 じ 
なりつつ あると いう メッセ— ジを 男が 受け 
とめ はじめた つて ことか もしれ ない よね。 

- それは、 おたく 少年に も 恋愛の 希望 

は 残されて いると いう ことなん でしよう か。 
上野た だ、 男の子が 化粧品 使って、 スネ 
毛 おいてがん ばっても、 少女 マン ガで 理想 
とされて いるよう な 美少年には とうていな 
れな いよね (笑)。 同じように、 ここに 出 
てく るよう なか わいくて、 豊満な 体を した 
女の子 なんて 現実に いる わけがない。 少女 
マン ガの 理想的 興 性と 少年 マン ガの 理想的 
女性が ここまで 遠く すれ違って しま 「たの 

に、 恕 愛なん てで きる の？ 心配 じな っ 
ち やう 0 
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「ぉたく」 夫婦 じ 
未来は あるか？ 

^ ?^女漫画ゃSFが好きでそういう雑 
誌の 仕事を している 先輩が いて、 少女 漫画 

家と 結婚して るんで す。 まったく ケン カ も 

♦ 

せずに、 うまく やって いるんで すけ ど、 で 
もど こか 奇妙なん です。 セックスは ほ とん 
どし ないし、 いっしょ に ビデオ 見たり、 漫 
画に ついて 話したり はす るんで すが、 それ 
:^上のを話っ てま ったくないし …… 。 

上野 サ— クル 夫婦と いうか、 友 だち 夫 

婦 ってい うやつ わ。 いいん じ ゃない。 

- でも、 セックス しない 夫婦 「て、 ど 

こか 変じ ゃないで すか？ 

上野なん で？ セックスって 本能 だと 思 

うの？ 

- ^谭 っんて すか？ 

上野 男は 放ってお くと、 たまっ てきて 必 
ずを リ たくなる と 思つ てるの？ 私は、 性 
欲って 文化的に つくられ てきた もの だと 
晋 つてる。 だから やらずに いれば 低位 安定 


する のよ (笑)。 セッ クスし なくても、 平 
和な 夫婦なら 別にい いじ やない。 男が アダ 
ルト ビデオを 見て、 女が ハ ー レ クィン ロマ 
ンスを 読んで、 オナ ニー しあう 夫婦って そ 
れは それでい いんじ やない。 

- それでい いんです か …… 。 

上野 少なくとも、 夫が 妻を 当然の ように 
レィプす る 家庭より もずっ といい よ。 これ 
までは、 そういう 夫婦が ほとんど だっ たん 
だから。 巧手の 意思な どか まわずに 夫が し 
たい 時に セックスして、 子どもは 何人 か 産 
ん だけど、 才 I ガズム って どんな もの か 知 
らな いっていう 口 本の 妻は、 いっぱいいた 
ん だから。 

- 「おたく 夫婦」 って、 両方 とも子 ど 

も だから 料理、 洗濯、 掃除と いった 基本的 
生活 能力がない ような 気がし ますが。 

上野 そんなの 関係ない じ やない。 なくっ 
たつて ちっとも 困らない よ。 今は 家事 能力 
がなくても シン ダルが 嘗 らし やすいが 代 だ 
から、 二人で いても シングル、 という 巧 女 
が夫脯 やつ てても いいん じ やない ク. 


- 「おたく 夫婦」 って 理想の 家庭なん 

上野た とえば 「なべる 相手」 と r 寝る 相 
手」 を 変える という やり方 も ある。 セツ ク 
スが 夫婦 闡 係の 必要 不可欠な 核 だとい う考 
え ホは、 神話 だと 思う。 でも、 セックスし 
ないで、 互いの 内面には 立ち入らずに ずっ 
と 友 だち 夫婦で いようって いう 関 儒は、 二 
人の 間に 第 S 者、 つまり 子どもが 登場した 
とき じ 破綻す るよ わ。 夫婦は 相手の 巧 面に 
立ち入らなくても やつて いける けど、 子 ど 
もは 親に 関 儒を 強要して くるから ね。 『ア 
クロス』 に 「わがまま Hanako は 子 ど 
もを 産んで はじめて、 世の中に 自分よ リも 
わがままな 存を がいる ことを 知る」 つて 書 
いて あったん だけど、 あれには 感心した な" 

禹〇 

そういう おたく 夫婦の 子どもが これから 
どう 育って ゆく か、 今 ものすごく 與 味が あ 
る。 本当に、 おば あち やん になつ てら それ 
を 見 屈け るまでは 死わない ってい う 気持ち 

よ 寞)。 
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おた 


一 


死す 


藝者會 が雅 彦 への 

^ク イエム 


✓ 

が ド、 

VV 夕 

煤 V 


昭哲ハ 十 I 年、 晚 秋。 まま •西 池 とりの 男が 巧んだ。 

富 沢雅彦 、き 年 一 二十歳。 自ら 「おたく」 として 生きる ことを 選んだ 男。 
生涯 局 人 誌 ライタ— として 二 千 枚を 超える ど 
書き まく 义火 巧の ようじ 散って いった 男。 その 早 過 
ぎた 死を 通して 長た く」 という 生き方を 間ス 


千踩 光郎 


フ U— ライタ— 


富 沢 雅彦が s 十 歳で 逝った のは、 八 六 年 
の晚 秋で ある。 命 目は わからない。 西 池 袋 
のア パ— 卜 にて 死後 二週間で 発見され た。 
死因は 肺炎を 併発した む 臓 発作。 栄養 不良 
と 心身の 極度の 疲労の ため 風邪をひ どく こ 
じらせた らしい。 彼の 古い 友人、 竹 巧憐氏 
はこれ を 「戦死」 と 呼んだ。 八 〇 年代 もキ 
ば、 モノで 溢れ かえった 東京の 片隅で、 な 
ぜ こうした 死が 可能だった のか。 私に とっ 
て 富 沢 雅彥を 語る とは、 「こうした 死」 に 
到る こと もで きる 私たちの 現代を 語る こと 
に ほかなら ない。 

み 

I  「無頓着な 服」 「た III 長髪」 の 
I 请極的 選択 

漫画 専門書 店まで 足を 運べば、 フユー 
ジョン. プロダクツから 出版され た 『美少 
女 症候群』 という ロリコン 同人 誌の アン ソ 
ロ ジ—を 見る ことができる。 その I 巻から 
四をまで が、 富 沢 雅彥の 編集 •解説に よる 
もので あり、 現在 容易に 入手で きる 唯一の 
彼の 仕事 だ。 これは 富 沢の 仕事を 体から 見 


て、 水 山の 一角に も 足りない。 商業 誌に も 
かな リ轨 筆して いたとは 言え、 彼の 活動の 
中' 心は 同人 誌であった。 彼の 死後、 お 姉 さ 
んの 五味 洋子 さんに ょって 編まれた 『富 沢 
雅摩 追悼 集』 が ある。 追悼 集と 言っても、 
その 四 分の 三は 富 沢の 作品 集で あり、 その 
総量は 四百 字詰めで 一千 枚を ゆぅに 超える。 
その ほとんどが、 二百 部 そこそこの 同人 誌 
に 発表され た。 富 沢雅彥 はなに ょりも 同人 
誌 ライタ I であ リエ デ ィター だった。 では、 
同人 誌 ライター としての 生き死にを 選ぶ と 
はいかなる ことなの か。 その 惠 味を 現在 入 
手 可能な 富 沢の 化 事で ある 『美少女 症候 
群』 を 手がかり じを えてみたい。 

『美少女 症候群』 は、 コミック マー ケット 


- ^ 日 通 コミケット あるいは コ ミケと 略さ 

れる マン ガ 、アニメ、 特撮な どの ファン ジ 
ン 即売会 じ 化 品され た ロリコンと 通称され 
る 作品の アン ソロ ジー だ。 コ ミケ 出品 作品 
の アン ソロ ジー としては、 主催者 代表の 米 
沢 嘉博氏 編集に よる 『コミケット •ダラ 
フイ テイ』 も ある。 こちらが 作品 性の 高い 
創作 マン ガ 中' むに 行儀よ く 編集され ている 
のに 対して、 『美少女 症候群』 は アニメ" 
キャラの エロ  •パロ デイを 中-むじ、 内輪 受 
けの ギャグ や メカへ 向かぅ フェ チ シズ ムや 

耽美 唾 好 や 少女 趣味 やらな にやら、 己の 自 
閉的 欲望の 限リ ない 自己 增殖の 産物で 溢れ 
ている。 これは いわば、 コ ミケの 本音の 部 
分を すくいとろ ぅとした アン ソロ ジ I なの 


醒 


だ。 

f  『美少女 症候群』 一巻の 末尾には、 「世紀末 
美少女 症候群 伝説」 と 題され た 富 沢 じょる 
解説が つけられ ている。 そこで 彼は、 ロリ 
コン じ 代表され るコ ミケ 文化を、 「生まれ 

症ジ 

1. たと きから マン ガと アニメに 囲まれて 育ち、 
横り ィメー ジの臟 の 中から ー ホ も 化る 必要を 認； 2 


めず 成長した 世代」 からの" 現実。 に 対す 
る 異議 申し立てと 捉えて いる。 

ここで、。 現実々 と 富 沢が 呼ぶ 世界を 

，空想" や" 夢。 の 反対 物と 捉えて は 誤解 
を 巧く。 

つ 二次元の 現実 はつわに この 社を 内での ア 
ィ デン ティ ティを 確立せ よ、。 現実// の 生 
活や 家庭 や 出世、" 現実。 の 女との 恋愛 や 
セックス じ獄 望を 持て、 それ じよって 社を 
じ 帝 属せよ と 迫る。 ぼくらは どぅしても そ 
れ に対する 祖醋感 を 抱かずに はいられな 
かった」 

富が の 言ぅ" 現実。 とは、 社会的に 八ム認 
されて いる 価値体系の ことで あった。 した 
がって、 「異議 申し立て」 も 観を 的な 空想 
への 逃避な どでは なく、 きわめて 具体的 姿 
をと る。 

「筆者 自身に 関しても、 あるとき タワ ムレ 
に 髪 染めち やお— かしら、 フ アツ シヨ ンも 
ロンドン 「ぽく キメち やおう かしら、 なん 
て 思って みたり して、 そこです ぐに 気づい 
たこと には、 しかしそう したならば 斤 動 も 


ファッションに 規制され て 従来の 生活 —— 
書店で 喜々 として 『コミック ボン ボン』 を 
立ち読み する こと、 電 率の 中で プロレス 新 
閒を 拡げる こと、 外食は 牛 井と 立ちを いそ 
ばの 類し かを ベない こと、 等々 が 非常に 困 
難に なつて しまう であろう、 と。 服装と 行 
動を キメる ことによ る。 明るい 青春 & とど 
ちらかを 選べと 言われたら、 それは 答える 

まで もない ことで - J 

富 沢は マン ガ 、アニメ 少年たち の 「無頓 
着な 服装、 むさくる しい セ ーニ 分けの 長髪」 
を、 稱極 的に 選択した r 無 蔵 誠の 自己 表明」 
として {化しようと していた。 

冷 

I  い 近代 批判 じまで 島め られた 
「おたく」 擁謹論 

「学校 や 会社」 も 「メジャー 文化」 も、 
「他人を 徽を とし、 儀 位に 立つ ことを 強い 
る 競争 原理」 に 貫かれて いる。 「恋愛 すら 
も その 中では、 いかに 他人より 先に 他人よ 
りい い 女を モノに する かの パンない 競争の 
如き ものに なつて いる-と 彼は 断 じる。 そ 


して 彼には、 「七 〇 年代 ホに 一斉に ある 種 
の 男の子た ちが ロリコン としての 自己主張 
を 始めた という ことは、 その 背後に" 社を 
変革の 患 志。 のな 在が 感じられた」。 

// 社会 変革の 意志。 は 橋 本 治の 『青空 人生 
相談 壁 (ちく ま 文 堕からの 引 巧で ある。 セ 
〇 年代 末の 少女 マンボの 新しい 波 じ、-" 社 
を 変革の 意志" を 読んだ 橋 本の 『花噪 くこ 
女たち の キン ピラ ゴ ボウ』 は、 どうやら 富 
沢 雅彦の バィブルだった らしい。 アニメ や 
特撮を 語る ときの 富 沢の 文体には、 この 時 
期の 橋 本 治の 影響が 濃厚に 見られる。 そし 
て 橋 本 治 も 富 沢 雅彦も その 思想の 理論的 背 
景 とした 仮説に、 岸 田 秀の唯 幻 論が あった。 
富 沢は 自らを 岸 田 秀のミ I ハ ー 的 フアンと 
呼んで いる。 あらゆる 正義 も、 性を めぐる 
正常、 異常の 規範 も、 皆、 本能が 壊れた 動 
物、 人間が 社会秩序 維持の ために 信じて い 
る 共同 幻想に すぎない とする この 仮説は、 
現在と 別の 共同 幻想に よる 社を も 可能で あ 
ると いう。 社を 変革。 への 夢を 育んだ。 

大人たち の 正義が ま 桐 化した とき、 とも 
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ま 巧が 全 巧 力を をぎ 込ん た' 同人 誌 [P  U  F  F  J 


かく 「好きな ものは 好きた」 というと ころ 
から、 自 かたちの 文化を 肯定して ゆこう、 
という ヤング ■サブ •カル チャ ー の 反乱が 

八 〇 年 前後に あった。 橋 本 治は その 代表的 
オピニオン •リー ダ ー だった し、 岸 巧秀や 
栗 本 慎 一郎 も 同じ 文脈で 読まれて いた。 だ 
が、 多くは 自嘲し あるいは 自分 だけは 違う 
という かたちで 当事者で ある ことから 逃れ 


ようとす る 者 か 多かった ロリコン 同人 誌を、 
こうした 理論 武装で 肯定した のは 富 沢雅彥 

ひとり だ 「たろう。 自らが いわゆる 「おた 

♦ 

く」 である ことを 否定せ ずに、 そこに 賴極 
的 意義を 見いだ して ゆこうと いう 決惠 を、 
『美少女 症候群 4』 一 5 里が の 死の 直後に 
発行され た —— の 後記の 末尾の 次の 引用 じ 
見る ことができる。 


「まがいもの でも ウソ つは ち でら、 そこに 
はそう いう ものを 書かざる をえ なか つたわ 
たしたち がいる のょ」 —— 原な つの 「俺 
たちは 青春 じ やない」。 

富 沢 雅彥に とって、 現実 一 S 威 化され 
た 共同 幻想 体系との 闕 いはとう の 昔から 始 
まっていた。 ロリコン 同人 誌から 話を 始め 
てし まった が、 それは 早す ぎた 晚 年の 仕事。 
高校 時化から フアン 活動に 参加した 富 沢の 

本来の レ パー トリー は、 ロリコン でも アニ 

メ でもな く、 まず 怪獻 映画、 特撮 番組、 S 
F だった。 

「巧き な ものを 好き-という 
I カク メイ 

。が 

八〇キ サブ •々ルチャー 反乱 (橋 本 治は 
八 〇 年を 保と 呼ぶ) ょり 七 年 前、 最初の 怪 
獣 映画の フアン •ダルー プ 「ま」 が 発足。 
フアン ジン 『PUFF』 が 発行され る。 『Sr 
マガジン』 の 投稿欄 じ 載 「た 怪獣映画 見直 
しを 叫ぶ 一 投書が き 「かけだ 「た。 これら 
フアン ダル ー プの 後押しで 『OUT』 『宇 
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「ノラ」 創刊号の 「怪 が俱楽 部」 紹介 記 まより。 

全 列 左から 中島が か、 西 脇 博 光、 が 内 博、 ま 沢 お彥。 


宙 船』 とい 「た 専門 誌が できる のは この 数 
年後。 初期の フアンは こうして 集ま 「たの 
だ。 この 発足 当時の メンバ I からは、 八 〇 
年 前後まで じ 多くの プロが デビ ュー してい 
る。 この 分野の 研究 •評論の 第 I 人 者で あ 


る 竹内禪 、化 旧恵孽 、中島 紳 介と いった 人 
たちで ある。 富 沢雅彥 もまた 発足 メンバー 
であり、 七 五 年、 『PUFF』 六 号から 中 
島紳 介と とも じ 編集の 中む となって ゆく。 

「怪獣 フアンは （すべきで ある、 とか 第二 
次 ブーム 作品は 第一 次より 低級で ある、 怪 
獣 番組は 怪人 番組より 高級、 アニメ なんて 
見ない のが 本 ホの 怪獣 フアン、 『ゴジラ』 
や ウルトラ じ 勝る ものは 存在し ない、 e 
tc、 etc の ド ダマ や、 後 化に 残る 伽 
値が ある、 大人の 鑑赏 にも 耐えぅる、 e 
tc の 権威 づけとは、 自分の ミー ハー と 
しての 立場を 拠り所に して 戦わなければ な 
ら ない。 《中略) さあ々 ク メイを 始めよぅ」 
と 九 ザ 四 巧の 『PUFF』 十七 号の 編集 
後記で ある。 怪獣 フアンと しての 富が 禪彥 
の 立場は、 この 一文に 集約され ている。 『P 
UFF』 とは、 ピ'  — 夕- — •ポ ■ — ル & マリ ー 
の ナン •ハ— から とられた 名 だとい う。 PU 
FF という 名の 坑 具の ドラゴンが、 持ち主 
の 子どもが 成長して しまつた ので 遊んでも 
ら えなくな つてぶ いている、 という 歌詞を 


怪獣映画を 見直す フアン ジンの タイトルと 
したそう た。 見事な ネ ー ミン ダで ある。 

しかし、 大人に なって 子ども 時代の 玩具 
を 見つめ 直す 場合、 ふたつの 立場が ある。 
e-K 人の 価値体系の 中に 玩具を 位置づける 
立場 —— ^ なわち、 「被 化に 残る」 「大人の 
鑑赏に 耐ぇうる」 「社会 批判が ある」 「国際 
的 評価に 値する」 …… と、 ©^<人の価値体 
系 じ 対抗す る 価値を 玩具と それ じ 夢中に 
なって いた 自分の 感性から 導き 岀す 立場と 
の ふたつ だ。 当時の 怪獣 フアンの 間では、 
前者の 方向が 主流であった という。 円を プ 
口を 神聖 巧し、 フィ ルモ グラフ ィ f 作製 や 
一般の 映画評 論 ばりの 演出 論 や 特撮 論を 展 
開して、 怪獣 番組の 市民権 獲得を 目指す 方 
向で ある。 そのな かで 富沢雅 度の 『PUF 
F』 は、 はっきりと 後者の 方向を 打ち出し 
たの だ。 

当時の 富 沢が 闕っ たのは、 そうした 大人 
の 価値体系 だけでは ない。 フアンの 間で い 
つし か できあが 「て ゆく ドグマ じ 対しても、 
絶ぇず 揺さぶりを かけ 続けた。 怪獣に 限ら 
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ず 「おたく」 や マニアの 世界は、 その ジヤ 
ン ルなら 誰に も 負けない という 少年たち が 
集まる ため、 自分たら の 巧みを ドグマ チツ 


ドラが 嫌いであった。 三 頭の 龍と いう 形態  りじ 凝って いる。 「暇な とき じは 少女 雑誌 


の 圧倒的 かっこよ さで 絶が 的 人気の ある こ 


の 懸賞 発表 欄な どを 見て、 キ マった 名前の 


の 怪獣を 否定す る ことは マニアの 間では 不  女の子を 搜 していた りする」 という 富 沢は、 


クに 絶対 化したり、 ほかの 分野の 話題を 不  可能に ぶい。 だが、 富 沢には できた。 彼は  もともと 過敝 なまでの 言語 感覚に 恵まれて 


純と して 嫌う 偏狭 さが しばしば 見られる。 
怪獣 フアンが アニメを 蔑 巧した など も その 


ギ ドラの 形態 的 かつこよ さを まず 肯定す る。 いたのだろぅ。 小 中学生の 頃から 作文な ど 
そのうえで、 ギ ドラは それだけの 怪獣に す  には 絶妙な ネ 能を 発揮して いたと いう。 


例 だ。 だが、 どこまでも 「好きなら のは 好  ぎぬ と 断ず るの だ。 原水爆への 怨念を 秘め 
き」 と 言い 統け ようとす る 富 沢は、 そうし  た ゴジラ、 文明への 復 銷 を 化う モスラ、 古 


た 枠から どこまでも 自 かであろぅ とした。 

そして、 彼ら マニアが 軽蔑す る ミ I ハ ー 
の 立場から 固を 観念 や ドグマに 抑圧され た 


者たち. 


自分に とって ほんとう じ 大切な 


代 生物で ある ラドン、 侵略者と しての ミス 
テリアン。 そぅした 主体性 (！) がギ ドラ 
にはない！ 精緻な 作品 論、 演出 論と とも 
に 至 示される こうした がしい 価値観を、 マ 


化 


磅 


I 


ハ— は 思想たり うる かけ： 


セ 〇 年代 末、 中嵩紳 介が プロ  •デビ ュ— 
、  『PUFF』 スタッフを 降リた あと、 
『PUFF』 は 富 沢 雅彦の 個人 誌 的 性格を 


者たち を 救おうと したので ある 


ア たちは 目から 鱗が 落 もる 思いで 読んだ  強く して ゆく。 百 八十 冥は ある フアン ジン 


だが、 大人の 価値観に しろ、 マニアの 偏  という。 


の 四 分の 一、 原稿用紙で 百 枚ぶ くが 富 沢の 


狭 さに しろ、 そこに 自らの 好みを 突きつ け 


レトリックに ついては、 引用が 難しい 义  义 章だった。 しかも、 あるが 期は、 寄稿 頃 


る ことで 説得力 ある 批判を する ことは きわ  章で あるた めに 説明は 難しい。 文が も 橋 本  稿 も 彼が 清書して いたと 聞く。 しかも その 


めて 難しい。 富 沢 稚彦に 限って それが でき  治 調を 基本と しながら、 椎名誠 風 ひねりを 
たのは、 ひとえに 彼の 並外れた 文章 力 ゆえ  効かせたり、 ボネ ガット や ブロ— テイ ガン 


『PUFF』 が、 年に 多くて 三〜 四 回は 発 
巧され るの だ。 生活の すべてを 巧ち 込まな 


である。 彼には、 自分の 好みを ロジックに  を模 したり、 を幻自 化。 随所に SF や 怪獣  ければ、 そんな ことは 不可能 だ。 富が 设 後、 


構築し、 レトリックに 展開す る 稀な 筆力が  映画、 アニメの 名 台詞の パロ デイが 散り ば 


あつた 


めら れ 、サブタイトル や 小見出し も 内 西 善 


『PUFF』 の 仲間が 再録 中心の 追悼 增刊 
『GRACE』 を 刊行した が、 完 あまで 二 


ロジックの 例で 言えば、 富 沢は キング ギ  美や淸 原な つの、 倉 田 江 美の パロ デイと 凝  年 近く かか 9、 あらためて 富 沢の。 ハ ワ—に 


が 


驚嘆した という。 

怪獣 や 特撮が 若者の サブ カル チャー とし 
ての 市民権を 認められ 始め、 発足 当時の 同 
人たち が、 皆 プロ  •デビ ユー して ゆくな か 
で、 富が 雅彥は ホ— ムグ ラウンド である 
『PUFF』 を 守る 仕事を 選ん た。 プロと 
なる 実力が なかつ たとは 言えまい。 たしか 
に その レトリックは 同人 誌と いう 場で こそ 
十全に 発揮され る ものでは あつた。 しかし、 
『OUT』 での デビ ュー 、「快 傑ズ バット」 
紹介 じしても、 「マ ジン ザー  Z」 「關将 ダイ 
モス」 「UFO  ロボ •ダレン ダイ ザ—」 な 
どの アニメ  •レコ I ドの ライナ ー  •ノ  ー ト 
も、 きわめて 読みやすい 文章で ある。 納得 
が ゆけば 編集者と を 協す る 常識 も あつたと 
いう。 口べ たで 巧ち 合わせ や 企画 売り込み 
が 苦手だった とも 聞く が、 商業 誌での 仕事 
はして いるので あるし、 それだけで プロ. 
デビ ュ—が 不可能と はとても 言えない。 
『PUFF』 の 忡間も 富 沢の 商業 誌への 売 
9 込みに 援助を 惜しまな かつた という。 で 

よ、. tV ぜ？ 


やはり 富沢雅 度は あえて フアン ラィター 
に 撒す る ことを 避ん たと しか 思えない。 

「ミ ー ハ ー としての 立場を 拠り所と して 戦 
う」 こと、 「好きだ」 という そのこと を膨 
大な 論理と レトリックを 駆使して あらゆる 
角度から 言いが、 くす こと。 そして、 大人の 
論理 体系 じ枯抗 できる 言葉を 繩リ 上げる こ 
と。 そのためには、 商業 誌に 書いて などい 
られ なかっ たの かもしれ ない。 あるいは、 
プロの ラィター となる こと 自体、 大人の 価 
値 観に 厲 すると 考えた のだろう か。 彼は 早 
逝の 庶 前、 内 阳並 C 美 フアン クラブを つくる 
準備を している と 語っ て 編集を を 呆れさせ 
ている。 一一 十九 歳 じ もな って フアン •クラ 
ブげ だが 富 沢に とっては、 フアン 活動 
が プロ 活動よりも 人生に おいて 価値が 低い 
とする 考え方 自体が 大人の 秩序の 側の もの 
であった のだろう。 フアン 活動が 男子 一を 


アニメ 雑誌 『アニメ ツク J という、 富 沢 


の 親と して、 アニメ フアンに とつて 神に も 

等しい 富 野 悠由季 監督を、 高級 志向の 一部 
マニア 受けを 狙った 作風で アニメ 本来の 
「面白さ」 「楽し さ」 を 高級 さの ために 切 
リ 捨てて おり、 先細 9 による 衰弱は 当然、 

とこき おろしつつ、 アニメ マニアが 子供 向 
きと 蔑 巧して 見 もしない 「キン 巧 マン」 の 
面白さを 発掘して 見せた。 かつて 『PUF 
F』 で、 円を プロ 絶が 巧に がして、 仮面 ラ 
ィグ ー 蝴 下の 東 映 怪人 番組を 擁護した 富 お 
の、 これは 商業 誌への 挑発だった のか もし 
れ ない。 シリアスな 富 野 アニメよ リも 、宮 
崎 踏の 名作 アニメよりも、 歌舞伎 メロ ドラ 
マと 言われた 長浜忠 夫の アニメを 。社を 派 
的 モラルで 識者に ウ ケる樹 がみの リ よりも、 
内 田 善美 や 倉 田 江 美を。 派手な キン ダギド 
ラよりも ラドン やへ ドラを。 富が 稚彥 はい 
つも 定まった 評価と いう 名の 権威 じ 抑圧 さ 


をみ える ことによって 救う 魔法使いだった。 


雅彦 としては 異例に メジャー な 雑誌への デ  あらゆる 権威の ガ ー ドを 觸 いて、 ミ I ハ— 
ビュー 原稿で、 「機動 戦 ± ガンダム」 生み  的 感動を 救い出して みせる 騎± だった。 


の 仕事と なる 人生を、 化は 敢えて 選択した。 れ ている 者たち の 知られざる 魅力を、 言葉 
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右 = 「マグネ ロボ ガ* キーン j の ヒロイン 巧 巧 舞 
左 = 「U  F  0  ロボ- グレンダ イザ ーJ の マリア 

©東峽 動画 


たか 富が の 評論は、 たんなる 判官び いき  を 化い 続けて いた。 少女と 遊ぶ ひとときに 


ではない。 彼の 舉 鋒は、 常に 現卖 社を の 抑 
圧 的な 良識 —— 巧 性 中む の 現実的 伽 値 体系 


のみちら ぎを 禪る 社舍不 適応の 青年の 悲劇 
「シべ ー ルの 日 晒 日」。 日本的 世間に 追い 


詰められて ゆく かよわい インテリと 美女の 
ために 妖怪 白雪姫が 復豐 する 「夜す ケ池」。 
富 沢が 漲く 愛した 映画で ある。 ゴジラに 始 
まる 怪獣たち も、 同じように 現実の 犧牲者 
だった。 ロックでは クイー ンの ファン。 社 
会 性 や 前衛 性を 誇る プロ ダレに 対して、 こ 
こで も ミ ー ハー を 擁護す る 側 じ 立つ。 

I フェミニズム 思想家と しての 

I: 富 お雅彦 

み 

富 沢は いわゆる ロリコンではなかった。 
だが、 現実の 女性よりも 二次元の アニメの 
少女に ひたむきな 思い入れを 捧げて はいた。 
だが、 その 好みは、 男性 アニメ  •ファン ー 
般 からみて 、かなり 特異だった かもしれ な 
い。 男性の 保護 獄を そそる たとえば 宮崎驗 
が 描く ラナ や クラ リスとは 対 極に 位 罵す る、 
生意気で おてんばで わがままで 男勝りの 勝 
ち 気な 「UFO  ロボ •ダレン グイ ザ」 登場 
奠少欠 マリア、 「マグネ ロボ ガ ’キ I ン」 

の ヒロインで 研究室が 似合う クー ルで 知的 
な 美少女 科学者 花ち 舞。 どちらも 戦う ヒ ー 
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rPUFFj で 展開した マリアの 声 巧、 ま 田 理保子 論 


ブロロ— グ 

がか L ぅは 巧耸の i 供 ii か かづ かた マ， ンネタ 
，) ザ.)  OBSCF 夕か， Z も* か，# >、 ホが 
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、次え 丈/  あン、 7  7  >  た ろ 10 り ム だかろ L 
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3  ": とい J  Aik だ， たの* マず •(な 告 ここ •ミ 
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だよ な •レス K  •ル —4* ，てが# す 3 夺んじ y お 
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岸田秀 •梳本 墙 派の 富 沢に とって、 性觀 
は 本能では ない。 それが 社を 秩序 じ 規定 さ 
れた フェティシズム でし かないな 上、 オル 
タ ー ナテ イヴな 性 秋 序 も 可能で あるは ずた。 
『菓 少女 症候群』 の ロリコン 少年 擁護 も、 


じつは こうした 脱 男 権 社会の 視点に 支えら 
れ ていた。 

しかし 抑圧 的な 通常の 恋愛を あえて 拒否 
し、 別の 秩序を 選んだ 少年たち —— と ロリ 
コンを 赞 美した 富 沢は おそらく 誤っていた 
と 思う。 ロリコン マン ガの男 ホ 関 儒は 巧 性 
の 支配 欲が を暨旦 あされる ポルノ ダラ フィ 
となんら変ゎらず、 通常の恋愛：^上に男性 
自我を 肥大 させて いる。 だが、 富 沢 雅彦自 
身は そうした ロリコンで はない。 「ホン キ 
で 女の子に を まれたかった と 思って いる」 

と 書く 富 沢は、 マリア や 舞を 自分の 恋人と 
して 抱き 支配した いと 憧れた のでは ない。 

「マリア ちゃんは 女性化 願望の ある 男の子 
がかく ありたい と 思う 理想の 存在な ので あ 
る」。 巧ら しい 男性と 男の ための 女らし さ 
を 身に つけた 女性が 営む 社を を 抑圧 的と 考 
える 富が じと っては、 女の子が いったん マ 
リア や 舞の ように 中性 美少女 化し、 男の子 
も それに 応じる かたちで 中性 化する ことが、 
彼に とっての 「社を 変革」 の 前提だった。 

現在、 コミケットでは ロリコンは 影が 薄 


口 I に 救い出され るよりは 自ら 戦關 する 設 
定が 似合ぅ 女の子であった。 おきやんで 
ボ ー ィッ シユな 彼女ら はむしろ 女の子の ア 
ニメ フアンに 人気の あつた キャラクタ ー な 
ので ある。 


?リ 尸 Sr ム篇の 一巧と し 7 のま 西 巧が 女篇 

で KJ 是れが 音 弓、 
王を 兒れば IX ろ 今 

(4P  ち ♦•もも -tv 二) 

. 霉巧ぉ ミ 


つ’ 
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くな り、 「キャプテン 翼」 や 「聖關 古 星 矢」 

の 「やおい」 と 呼ばれる ホモ パロ ディに 熱 
中す る 少女たち が 主流と なって いる。 なぜ、 
ホモ ハ ロディな のか？ 少年 ヒ . ~  ロ  ー たち 

に 勝手に 男役 女 役を 割り振って 絡みを 演じ 
させながら、 彼女ら は 少女 漫画 風楷似 恋愛 
を 楽しんで いる。 ある 場合は 男役の 少年に 
は 理想の 男性を、 ホ 役の 少年には 理想の 
「自分」 を 幻視し、 また、 ある 場合には、 
男役の 少年に 感情移入して 「巧め」 る 側を 
楽しんだ リ しながら。 支配 被 支配と しての 
恋愛を 知らない、 あるいは 知りたくない 彼 
ホら は、 一般的な 男と 女の 関 儒に 還 r 几され 
ない 理想の 恋愛を、 ホモと いぅ 置き換えを 
踏む ことで シ ミュレ イトして いる。 そこ じ 

も 保護 被 保護の 関係は 残る の だが、 富沢稚 
唐は マリアに なりたかった が、 マリアに 
なつた 自分の 相手までは 巧ら かにして いな 
い。 あるいは マリアの 生命 愚に 励まされて 
生きる、 女性化した 男に なリ たかつ たの だ 
ろうか。 


游 現実の 価値体系と、 

紙。 感性" で闢ぅ 

アニメ 「聖關 ± 星 矢」 の 作画 監督は、 奇 
しく も 富が 雅彦が 熱く 支持した 荒木 伸 吾で 
ある。 マリア も 荒木の デザイン だ。 たとえ 
ば 彼の 手になる 女々 しい 美少年、 少女たち 
の パロ ディで 人気 ナン バ— •ワンの 女 役、 
アンドロメダの 瞬 くんを、 そして 「やおい」 
少女たち を 富 沢が 生きて いたら どぅ 論じる 
であろぅ か？ 

富 沢が 逝く 年の コ ミケでは、 すでに 
「キャプテン 翼」 ブーム は 高 楊しつつ あっ 
た。 その あたりに 励まされた のか、 『美少 
女 症候群 4』 後記の 富 沢は どこか ちらかで 

明るい。 

「一九 八 六 年の 夏、 ぼくらは 自分たち で 
作った 同人 誌を もって コ ミケに 参加した。 
冀コ I ナ ー や ロリコン コー ナーは 地獄と 化 
している、 とのう わさが 風の ようじ 伝わつ 
てく る。 コスプレの 人々 が 回遊魚の ように 
徘徊し、 彼らは もとめられれば 写真 撮影に 


応じていた 。完売した サ I クルの 歓声 や 三 
本 じめ が 潮騒の ように 耳 じ 入って くる。 そ 
れは 不思議に 充実した 喧騒と 静けさに 満ち 
た、 日曜日の 午後の ことだった」。 『PUF 
F』 ：^ホ、 現実の権威にお抗する拠点は富 
沢 自身の 感性だった。 だが、 『美少女 症候 
群』： 3 降、 それは 「おたく」 の 世代の 感性 
へと お大 しつつ あったよ うだ。 同時に 富 沢 
の 文章 も 彼 個人の 思い入れに 奉仕す るの み 
ならず、 世 化の 感性を 代弁す る 思想 表明へ 
と 拡が リ つつ あ 「た。 晚 年の 彼と 漲く 交流 
した フリ！ エディタ I は、 その 頃の 富 沢 
が 新たな 使命 感を 持って 『PUFF』 を 続 
ける 決意で いたよう だと 語る。 単行本 『世 
紀末ヒ I  ロー 列な』 で、 星 飛 雄 馬 や 仮面 ラ 
イグ I から 化 斗の ケン シロウに まる 世 化の 
精神 史を 綴じる 企画 も 端緒に つき かけて い 
た。 商業 誌への 執筆が 增 ぇ、 高 崎の 実家 か 
ら池 袋の アパ ー ト へと 上京した のは、 八 五 
年の 春。 突が の 死が 富 沢 稚彥じ 訪れた のは、 
そんな 矢先であった。 
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静かす ぎる 人の 早す ぎた 死 

勢 

「戦闘的で 架し い あの パワフルな 文章から 
は 想像 もつ かない 物静かな 人」。 生前の 富 
が 雅彥を 知る 人は 口を揃えてそう 語る。 怪 
獣 や SF の 話題で 知識が 共通す る 友人とは 
多少 談笑 もす るが、 普通は にこに こと 静か 
に 笑みながら 戰 って 座って いる。 人のを 話 
にけ 「して 割り込もうと はしない。 か ぼ そ 
い 声で 何 かしゃ ベリ かけても、 誰かが 口を 
開く とすつ とひ 「込んで しまう。 でも、 あ 
る 怪獣の 名を 誰も 思い 化せない でを 話が 途 
切れる と、 ボソッ と 正解が 出て くる。 稀に 
名場面の もの マネを やれ ぱ 、絶品の 芸 をみ 
せる が、 けっして 自分から ゥヶを 狙いは し 
ない。 文章で 富が を 知った 若い 『PUFF』 
読者の 間で、 そんな 富が はいつ かな 説的存 
をと なつて いた。 

富が の 死は 彼を よく 知る 人たち にと 「て 
も あまりに 突然 だ 「た。 もともと 物静かな 
彼 ゆえに、 からだが 不調 かどう か、 はたか 


壁离 画での 當 が雅彥 


ら はわ かリじ くかった といぅ。 だが、 死の 
年の 夏、 コミック ボックス 誌の 速 載 コラム 
で 抗不を 剤を 常用して いるとの 身ぶ 記が 菩 
かれ、 知人たち をむ 配 させた。 上京 後の 生 
活は 楽ではなかった ろぅ。 マニア 雑誌の 稿 
料で 生活 ナ るには、 巧 当の 量を 書かねば な 
ら ない。 それは 即 、同人 誌 活動を 切り詰め 
ねばならない ことを 患 味す る。 その ジレ ン 
マ ゆえ か、 不眠と 不 まに 帷 まされて いたと 


ぃう。 

SF や 特撮の マニアた ちは 水の ごとき 淡 
き 交友を 好む。 ダル I プ 例を などで も、 昼 一 
の 喫茶店で おしや ベリす る 程度で、 酒を 飲 
み 巧 かす ことな ど ほとんどない 場合 も 珍し 
くない。 とくに 仲間の 私生活を 知ろうと も 
せず、 マニアと しての 交流の みしかない 場 
合 も ある。 まして や 富 沢 はめった にし やべ 
ら ない 寡戲の 人だった。 彼が 立教 大学の む 
理学 科に 現役で 合格し、 三年で 中退して い 
る こと、 その後は 高 崎の デ。 ハ ー トで レコ ー 
ド ショップの パ ^ 店員を していた ことす 
ら 知っている 仲間は いなかった。 

そんな 人間 関 儒し かもたなかった 富 沢は、 
いつしか 困窮 時に SOS の 電話 すら かけら 
れ ない 孤她を あたりまえに 生きる ように 
な 「ていたの かもしれ ない。 

死の 前年、 女の子た ちと ジェット コ I ス 
タ ー に 乗って 遊んだ よ、 という 手紙が、 『P 
UF  F』 の 古き 仲間たち に 届いた。 皆、 「あの 
富 沢さん が —— J と 驚いた そうだ。 それは 
富 沢の 死を おった 者に わずかに 救いを 感じ 
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させる 明るい エ ピソ ー ドだった。 巧 田盖口 美 
ファン クラブの 緑で 知り あった 同人 誌 『お 
とめ Book』 の メンバ I と豊島 園を 訪れ 
たと きのこと である。 富 沢を 知る 女性が 皆、 
彼に 深い 敬愛を 寄せて いる 様子は 追悼 集 か 
らもう かがえ る。 『おとめ Book』 の 仲間 
と ビデオを 見る 集いで、 彼は 自分が 編集し 
た アニメ 名場面 集を 披露した。 クィー ンを 
BGM に 用いた 編集の 巧み さと美し さに、 
女性たち は 思わず 声を 上げた そうだ。 だが、 
自己 P 民な どけっ してし ない 彼の 魅力が 知 
ら れる槪 会は まずな かった。 電話を しても 
話 かけても、 か ぼ そい 女性的な 声で 「え 
え」 「はい」 といった 返事が 返って くる だ 
け。 先の 麗島 園で も、 実は 遠慮して ジ H ッ 
トコ— スター には 乗らず、 荷物 番をして 地 
上で 待っ ていたと いう。 

富が が 好きだった 唯一の アィドル、 ひと 
り 日本で けなげに 頭 張る 香港 少女だった 頃 
の アグネス チヤンが 「夢を ください」 で 
歌つ ている。 巧 傘を 誰かに 貸して/自分が 
濡れる 人なん です/お 人よ しで じれつ たい 


あなた 

冷 

「日常」 を おいてき ぼり じする 

4。 音 由 _ 

み。 

「日常生活の ことなん て 語らない し、 自分 
でも そんな こと どうで もい いと 思つ ていた 
んじ やない か」。 彼を 知る 人は 言う。 コ ミッ 
ク ボックスの コラムには、 冷蔵 库 がない の 
で 魚の 吿 詰に 姐が 湧き、 ホラー 映画みたい 
で 楽しい 体験だった という 一節が ある。 
「個人的な 感 党を 説明す るなら ば、 (中略) 
—— この 世界には 何の 意味 もない ので ある 
という 思いが 根底に あって、 その 中で 人間 
が 生きる ことは 是か非か、 その メ I 夕—が 
胸の 中に あ 「て 事に 応じて その メータ I が 
左右に 揺れ動く」。 慢性 鼻炎で いつも 鼻声 
だった 富 沢。 激しい 偏を で 肉類が 食べられ 
なかった 富 沢。 私の 似た 経験に 照らして 言 
え ば、 呼 啜に も 食事に も 苛立ちが 伴う この 
タイプの 人は、 往 々にして 人生に 対する-一 


も、 彼が どうで もょ いとした 三次元 巧に 存 
在す る 肉体と 日常生活に 支えられて こそ 活 
動で きる の だ。 かか ぁ 天下の 上 州の 長男ら 
しく おつと りと 育てられ たらしい 富が はふ 
とこの バランスを 忘れて しまつた のか もし 
れ ない。 富 沢の 文ネ にょり さんざん コケ じ 
されて きた" 現実。、 疾驅 する 彼の 精神に 
置いて きぼりを くらつ た" 肉体。 と" 日常 
生活，/ は、 こ こぞと ばかり 逆襲に 出た の だ 
ろう。 抑圧 的 社会への 違和感を、 「異議 申 
し 立て」 として 吃 立 させ" 現実 A とが 時 さ 
せる という 難行を 富 沢の ネ 能は 可能と した。 
だが 「異識 申し立て」 を 社会 変革へ と 展開 
させる には、 さらに 現実を だましな だめて 
卷き 込んで ゆく たくまし さが 要求され るの 
である。 ファッションを キメ つつ、 しかも 
「おたく」 を統 ける スタイルを 自ら デザイ 
ン して ゆかねば ならない の だ。 死者に 鞭 
巧って 言う のでは ない。 これ こそは 転 形 期 
の 凄まじい 姿 そのものの ような 死を 自ら 選 


ヒ リズムを 早くから 身に つけて しまぅ の だ。 おして 見せて くれた 富 沢雅彥 が、 私たちに 
しかし、 現実に 否を 突きつ ける 人間 精神  遺した 宿題ではないだろぅ か？ (文中 敬称 略) 
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アイド y アン 


汹 時間 フル 回転り 

マニア ツク •ライフ 


T 氏は、 都内の 有名 秘立 大学の Hi を 雲し、！ の 会社で LS— の 設計 じ 携わる 二 十九 歳の 巧 響 • 
イ ベン K み齋 、ビデオ 録 り、/// 1 3// 誌への 投愛才 I ル ラウンド、 いわば ァイ ドル マニアの 王道を ホむ。 

「ァ VK の 存在 そのものが たまらない」 とい ラ、 ァイ ドル 歴十年 選手。 


セ 月 某日 (止) ホみ なので W 時 過  ビデオの タイマ— 予約。 まず、 


W の 昼の 部を 予約。 それと いうの  で 下 高 井戸へ。 そこで 世 田み 線に 


ぎ 起床。 本日は 世 口谷 区民 会が で 
ま 田 真理す の イベントが ある H。 


「势 ちゃんの ブ ツツン 5  - (とき  も 雨 円と も ウインクの コン サ—卜  をり 換え。 この 電車を 見た 瞬間、 


どき アイドルが 化て る)、 それ か 


が 巧 あるから 


目が 点に なって しまった。 一 一両 編 


なぜか、 世 旧み 区 選挙 管哩を 貫を  ら 「々卜 ちゃん ケンち やん ごきげ  り 時が みおを の 水 若。 アイドル  成で ボ ロい、 おまけに よく 揺れ 


という お整いと ころの 主帷 。なん  ん テレビ I の歡の ゲストを ナ エツ 


の ミニコミが たくさん 招いて ある  る。 救いは 一律ち 十 円で ある こと 


でも 世瑟区 じゆうに 彼女の 遽學  ク 。一応、 その他の 霜に も 目を  巧々 アイドル フアンの 強い 味方  か？ 


化 口 知 ポスタ— が 貼って あるそう  通して お 


(？) 、满泉 ブック マ— 卜で 本日  U 時 S? みが 陰 神社を、 徒 ホ 五 


な、 うらやましい 


り 時 W み 家を 化る 前に チケット  発充の 『オリ コン •ウイ— ク  々、世 巧 ハ 合 区民 会 おに 着く。 化べ 


朝食 後、 『ザ •テレビジョン』 と  セゾンに TEL。 中 山 美徳の ホ  リー』 とァィドル满載の 『TY  たじ 腰掛け 列に 並ぶ 


『読売 新閒』 の ホ 抑 欄を 見ながら  谷八ム全堂でのコンサ|卜9/の 


OJ、 『OREJ、 『MO  m  〇  C  〇』 
を臘 人。 


；2 時 巧み 座席 券 おられる。 ここ 
で U 夕—ン 。新 宿 経 ホ、 化 袋 •西 


0 


け 時から け 時 1 み 八ムホ 電話で  武百巧 店 プレイ ガイドで 先 ほど 予 
「ホット スタッフ (プロ モ—  約した 中 山 美 穂の チケットを をけ 


夕 1)」 に 会員 優先 予約 TEL。 


がる (ゲ ツ！  二日と も 二階 巧、 


夕 


告  ► 


一  b  ♦ 


11 


中 森 明 菜の 東京 厚生年金を 館での  ガ ックシ)。 続いて サンシャイン 
コン サート (の/巧) を 予約。 し  シティ アル パ 新星 堂で 予約して 
かし、 何度 ダイヤルしても お話し  あった 吉旧 真理 子の し D を 受け取 
中の ため、 電話 Box で 一時 問 立  り、 义芸 座し ねぶて ぃっく  (文芸 
ち っぱなしは ッ ライ。 その後、 神  座と いぅ 映画館の 横に ある 前売り 
保 町 駅より‘： が 王 多 摩 センター 巧き  チケット、 映画 闡 おの 善 籍類 、パ 


り 吉田真 里子'  下 H 中 山 美徳 
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ち H 有 森 也 実、 左上 = 田巧英 里子、 左下 H 小川 範子 


苦：； r 


ン フレットの 売店) で 映画 「星を 
のむ こぅの 圃」 の 前売りを 一二 枚赋 
入のは しご。 これは 有 お 也 実の 
か 実質的" 初 主演の 映画。 文芸 座 
ル •ピ リエと いう 映圃 館と その ほ 
か 一部の 映画館で のみ 上映され た 
"化 ミリ％ とにかく、 この 映画 


での 彼女は すばらし いの I 言に が、 
きる。 

ここで また U 夕 —ン。 

:：: 時卽み 世 巧 谷 区民 会が に 戻 
る。 会 巧に 入る と 知った 顔が あっ 

ちじ も、 こつち にも . 。ここで 

場の アナウンスが ある。 「おがり 


した チ ラシで 紙 飛 巧 槐を析 って 下 
さい。 そして、 後半の ある 曲で 親 
衛隊の 合図と ともに それを 投げて 
下さい」 の 指示 じ、 みんな 「おい 
おい、 ホン ト かよ」 と 受ける。 

け 時 W 過ぎ 逆 管の お 偉い さんの 
挨搂の あと 才 I プ ニン グ。 

内を 的には々 ラ オケを バックに、 
かと S •心ったら 生 バンド 付き だし、 

1 時脚ものステージがタダという 
ことで おいし かった とおう。 ちな 
みに 紙 飛行機は みんなの タィ ミン 
グが 合わず 企画 倒れ。 お 口で 私の 
巧厲 する 同人 誌 『A』 《当初は 二 
十 直 歳： 5 上の 化 会 人が 架の アィド 
ル •ミニコミ、 ちなみに 現在は 一一 
十 哉な 上なら 可) の 仲 問 数名と 落 
ち 合い、 そのうちの ひとり N 氏を 
へ。 

N 氏を で 座談会。 後から やって ホ 
た 人 も 含め 八 人が 六 登 間に 集う。 
愛知 巧 •搜 田巿 から 上京して きた 
。発刊 人" F 氏を 中 也に' 「会員 
を 巧 やすに あたって 制限は どうす 
るか？  化大 する には どうしたら 
よい か？」 を 話し合つ た。 ちなみ 
に BG ビデオは N 氏と F 氏が は 
まっている 一 二人組 女性 アイドル グ 


ル— プ 、レモン エンジェルの ライ 

ブ LD。 F 氏と N 氏は 彼女ら の ラ 

イブ や イベントでの 独特の ノリに 

ついて 熱く 語つて くれたが、 やは 

りこの 目で 確認して みなくて は… 
0 

♦  ♦  ♦ 

その後、 一二 人は 翌日 仕事な どが あ 
るた め 先に 帰る。 残つた 五 人で、 
深 巧まで いつもの アイドル 談義で 
盛り上が るが、 私は 疲れの ため】 
足 先に おる。 

翌朝、 私と もぅ ひとりは 帰を。 
N、 F 両氏と もぅ ひとりは 福島県 
の 郡 山で 巧な われる レモン エン 
ジ ェルの イベントを 見に 化かけ 
る。 まつたく、 この 人たち じは 頭 
が 下がり ますょ。 

某ち 某日 5 時 前 じは 周りを かた 
づけ、 トイレ も 済ませて おく。 目 
時と 同時に 化 事を 終え 急いで 着替 
えて 退社。 今日は 今年の 新人、 田 
村英 里子の フアン クラブ 結成 式が 
東京湾 上で 行なわれる (さるび あ 
丸贷 切りで)。 

時閒を 気にしながら、 急いで 浜 松 
町へ。 駅を 降りた はいいが、 も 
ら つた 案内図では ょく わからず、 
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人通り も 少なく オロオ ロして たら 
少し 離れた 巧で 紙切れを 持ち キョ 

ロ キョ ロして いる 若い 男が いたの 
で、 「あの一、 もしかして おも 
"あれ" です か？」 と閒 いたら、 
「あつ、 君 も！」 といぅ ことにな 
り、 ふたりで け 芝 ほ 橋へ。 春く と 
すでに 人が いっぱい。 おの 整理 蒂 
号は W 番 (参加者 総数 一二 百 S 十 名 
弱 か？ オリ コン 発表は 五 百 名と 
なって いるが)。 歌は デッキで 軟 
ぅとの こと、 場所が 狭い ので 半分 
ずつ 二 組に かけられた。 私は 後ろ 
の 組になった ので、 先 ほどの 人と 
同じ ブロックの 一一 一人で 「まつた 
く、 閒が もちません よ」 とぐちを 
こぼした りして 暇を 持てを して 


た。 ちなみに ほかの ふたりとも 化 
会 人 だそう な。 

やっと、 我々 のをに なり 幸い 出口 
に 近い ブロック なので 怠いで デッ 
キ へ。 前から 二列 目の 巧ん 中 じ 
しやがん でいた が、 これは 失敗 
だった。 近ず ぎて 仰ぎ見る かっこ 
うじな ってし まった うえに 化が 蹄 
くて 痛くて …… 。結局、 二邮 だけ 
で がっかり。 

その後、 ブロック 別 ジャン ケン 乂 
会 •拙 選 会が あったが 一 二人ともを 
滅 。軽食を とり ブラ ブラして たら 
同人 誌の M 氏と やっと 遭遇。 時閒 
を 持て余した ままが 橋 じ 到 辞。 热 
品を 受け取り 下船した ところでが 
里子 ちゃんと 念願 《初めて) の摇 


手。 

の 時 頃、 禪宅 。ビデオ 緑り して 
あつた 「ザ •ベストテン」 と 「と 
んね るず のみな さんの おかげで 
す」 を 急いで チ ユック。 

某ち 某日 今日は 小川 範 子の 中骄 
サン プラザでの コン サート •昼の 
部 (巧の 部を おリ视 なつた た 
め)。 前日に 引き 統き 午後、 半日 
お 給 休暇を もらぅ。 休暇願いの 理 
由の 欄は 「私 巧」 では ダメ 。具体 
のな 理由を 进 かなくて はならない 
ので、 理 化を 「適当」 にみ つくろ 
わなければ ならず 頭を ひねる。 結 
局、 「旅行の 舉腑」 と 「旅け」 (翌 
日、 王曜 目で 隔週 かみの 日な ので 
二日 キ旅 巧と いぅ ことにする)。 
間り の人閒 には 「旅 巧とは いつて 
もを 知 風. 豊西巿 のぶ 達の 家へ 遊 
びに 巧く だけで ずから、 観光 じ や 
ないし、 今、 金欠な ので お ± 産は 
ありま せんよ」 と 前 ふりを して お 
く。 休暇願いを 部長に 提出す ると 
きは 緊張。 「旅 巧の 準備？」 と閒 
かれた ときは 思わずが 汗を 流しな 
がら 「ええ、 まあ、 いろいろと あ 
りまして . -と颤 が ひきつる。 


まったく 「私用」 でい いじ やわぇ 
かよ！ 理由なん か 聞くな っち ゅ 
うじ や。 ただでさえ よそに 比べて 
お 給 休暇が 少な いんだから (今年 
現在、 私は 十日、 少 わぇ！)。 

前日、 予定では 日 比 谷 野 音で 「パ 
ラダ イス GOGO」 (フジ TV 
系) の イベントで coco  (女の 

子 五人組) の 握手 会 (U 時)、 南 
野 陽子の 中が サン プラザでの コン 
サート (巧 時】、 ゥインクの 渋を 
をを 堂での コン サート (W 時 如 
か) とかけ 持ちし ようとし たが 夏 
バ テが ひどく  (連日の コン サ ー ト 
による もの か？)、 時 問のに もキ 
ツイので 日 比み 野 音の 方は 諭め 
る。 南 野 陽子は 二日 前と 先 巧、 千 
葉で も 観て いて 一二 画 目、 ほんとは 
一一 一日 連 チヤンの 予定だった が、 
ゥインクが 後から 重なっ てきて し 
まった ので 昨日の 分は 知 〇 合いに 
売が。 彼 ホの コン サート は 凄い 盛 
り 上がりと いう ものでは ない が、 
アイドルの 正道と いう 感じで それ 
なりに 好感が 持てる。 ウインクの 
コン サ—卜 では 我々、 同人 誌の メ 
ンバ I 四 人 + i 人で 最前列 右より 
に 並んで 観て いたが 客の ノリが 惡 


南 野 陽子 (前 頁、 中 山、 有 森と もじ 写真 提供 マルべ ル 堂】 
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いのには がっかり。 

コン サ—卜 後、 よく 寄る 喫茶 巧で 
アイドル に関する 話で 過ごす。 
先週 五本、 今週 六本と 立て続けの 
夏の コ ンサ—卜 • ラッシ ユもこれ 
で おわり だ。 連日の コン サート も 
しんどい が、 毎日、 を 時 退社す る 
の も 後ろめ たくて ミ… り 

某月 某日 たまたまを 時で 婿れ た 
ので 「輝け！ 紅白 対抗 トップ テ 
ン」 という 特 ホを 見て いると、 
夏、 プール サイドで いろんなが 手 
(売れて いる 人 もそう でない 人 
も) が水眷 姿で 歌って る 昔の ビデ 
才が 流れた。 前々 から 思って いた 
こと だが、 なぜ、 最近の アイドル 
は 水着を ぐらい 見せて くれないん 
だろう。 八 〇 年代 《特に 後半) の 
アイドルの 流れと して、 デビ ユー 
したての 頃 少し だけ 水着 姿を 披_ 露 
し、 売れて きたらもう 見せない と 
いうの が 当たり前 になって いる。 
いつから てめ えら そんなに 偉く 
なつたん だよ！ 

腹を たてなが らも 好きな アイドル 
をち やん と チ ユックし ている 自か 
が 情けない (だって 好きなん だ も 


ん)。 

そうそう、 買った ばかりの アィド 
ル 雑誌に まだ ほとんど 目を通して 
いなかった。 スケジ ユ—ル 憎 報を 
見て たら、 そろそろ 学園祭の 予を 
が 入っ ている 人 もい る。 

「ム う、 また 化しくなる ぜ . 」 

と 巧きながら 私は 期待に ム くら 
む。 早く ほかの ス ヶジユ ー ル もみ 
まらない かな。 二つ 重なつ てし 
まって どっちを 逆ぼう か 思案した 
り、 一日に 苯 立て、 一二 本立てな 
んて 無埋な 予定を 組んだり して ス 
ヶジユ ー ル 表が 埋まって いくのが 
楽し いんだょ わ。 

某月 某日 今日は 「さょなら ザ. 
ベストテン」 の 放送 日。 もちろん 
ビデオ もま わして いるが 最後 ぐら 
いは 生で 見なくて は。 いちおう 前 
日、 残業して 今日を 時で 帰れる 見 
通しを 立てて おいた ので 7 時 前に 
は 帰宅。 

化は できるかぎり この ホ 組を 見統 
けて きたが、 最近は 昔の ように ワ 
ク ワクす ると いう こ ともなく ほと 
んど 義務感で 見て いる。 それは ア 
イド^の おられる 歌 あ 組が ひとつ 


でも 滅 って ほしくな いという 切実 
な 気持ちから なの だが、 最近の ア 
ィド ルは そんな フアンの 気持ち も 
知らずに 平気で 「今日は オフで 欠 
席です」 とき やが る (とくに 売れ 
てる女 性 アィドル)。 その 点、 別 
にがき という わけでは ない が、 光 
GEN JI はがいと おう 
それは さておき、 いろいろ 懐かし 
い VTR が 流れて、 "ヒット 曲と 
は 好きであろう となかろう と、 み 
ん なのむ に 巧って いる もんなん だ 
な ぁ。 と 実感した。 

少 々、がっ かりしたり々 チンと く 
ると ころも あつたが、 かこの 手が 
の ものは あまり 期待す ると がっか 
りする ものな ので 觉 悟して まし 
た。 

当日、 会場には 懐かしい 顔ぶれ も 

あり 感慨 ひとしおです。 まあ、 ホ 

て ほしかった 人、 米て しかるべき 

人が ホて なかった のは 巧を だった 
<0 

歴代 司会者の なかでは、 やはり 久 
米宏は 偉大だった。 その 彼が 歴代 
出場 拒否 者の お 誰び のと ころで 
「私から お 詰び した ことは いちど 
もありません でした」 と 言つ たと 


きは 腹を 抱えて 大笑いして しまっ 
た。。 さすが 久 米を！" と 思っ 
た。 

某月 某日 明後日は 同人 誌の 原稿 
締切、 という ことは 今日 じゆうに 
化 上げなくて はならない。 まった 
く、 ぎりぎりに ならない と 始めら 
れ ない 自 みが 懼 けない。 じ 時を ま 
わって から ワ— プロを 打ち 始め 
る。 ネタは 日頃、 思いつい たこ 
と、 最近、 見聞きし たこと をなん 
とかかん とか まとめて いくの だ 
が、 限い 目を こすりながら なので 
うまく まとまら ないし、 誤字 脱字 
が 多い。 こうした 次の 日は もう 眠 
いのなん の、 仕事中 なんども 顔を 
洗いに 巧く ことになる。 仕事と 趣 
味は ち やん と 区が しなく ち やと 思 
いながら 化 事 中 アィドルの ことを 
考えて たり、 披け 化して コン サ！ 
卜の 電話 予約を している 自 かを 
「バッ 々だな ぁ S」 と つくづく 思 

、っ 0 

そろそろ 一一 一十に 手が 届こうと して 

いるのに、 こんな ことして いる 私 

を 家族 も 諭め きってい ます、 は 
%  0 
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妖しい 熱を 帯びた、 ただなら ない 気配が、 だった 


とか デビル 雅美 とか、 巧で も滕 てそう もな 


満員の 後楽園 ホ ー ルに どろん とょ どんで い 
る。 十月 十日 日曜日。 午前 十 I 時から 始 
まつた ジャパン 女子 プロレスの 試合 会場に 
足を 運んだ ファンは、 巧 ばかり 約 一二 千 人。 
女子 プロレスの 会場には つきものの 口 I 
テイ— ンの ギャルの 姿は ほとんどない。 

見る からに 《おたく〉 風の 少年が いる。 
昼間から 酒を あおって ホら 顔の オッ サンが 
いる。 いかにも 犀 巧に 屈が を 燥 9 返して、 


女子 プロレスを 愛する B 


いような のと かが、 一緒に リングに 上がつ 
てるんだ からね。 ワク ワク しちやう じ やな；： n 
い。 ここへ 来る フアンって 、かなりの 通 か、 •一 


「全日 本 女子は、 女の子の 世界な の。 会場  巧 当 アブない 奴 だと 思うよ」 


に ホて るのは 十代の ホの 子 ばっかり でしょ。 


B が ビデオを 買った のは、 今から 七 年 ほ が 


そんなと こへ、 随 なんかち よつ と 斤き にく  ど 前。 それ U 降 プロレスの テレビ放送は、 


いじ やない。 その 占 r ジャパン 《女子 プロ 


団体を 問わず ほとんど 毎週 欠かさず 録画し 


真 

写 

木 


レス) は おっさんの 化 巧な の。 今や アイド  ている。 二 時間 収録の テ— プを 三倍 録リじ 


ル 並みの 人気の キュ I テイ— 鈴 木が、 リン 


して、 CM を 詰めて 入れる ので、 一を あた 


テ 


マ イナ— の 袋小路に 迷い こんで しまったと  グ 上で いじめられて 「ああ〜 つ』 なんて 声  9 七 週間 分は 入る。 そんな テ— プを 四十を の 


いつた 顔つきの プロレス 者 もい る。 ひとく  出して 苦悶す る 表情なん かこたえ らんない 


U 上 も 所有して いる。 『ゴング』 など、 定 


せ も ふたくせ も ありそうな 面子 ばかり だ。 
全 場が ふだんよりも 薄暗く 感じられ るが、 


もの。 それに、 いじめ 巧の 尾 崎 魔ち が これ  期 購読して いる プロレス 専門 誌 も 十数 年分 
また えれ えいい ホで、 おつさん にやたら 人  保存して いて、 これ も 一千 冊は 優に 超えて 


プ 


それは 照明の 加減の ためでは おそらくない。 気があ るんだ よわ。 ロングヘアの ワンレン 


いる。 餓 をが あれば プロレスを 場へ 必ず 足 


ホ— ルを 埋め 夕 くして いる 巧たち の、 不気  グス で、 腰と か ウェスト とか、 こんなに  を 運ぶ し、 プロレス フアンの ための ミ ニコ 


味なまでに 地味な 装いの せいだ。 『メ ンズ 
ンノ』 を 定期 購読して いそうな、 オシ ヤ 
レな 若者の 姿は ほとんど 見あたらない。 こ 


キュツ と 細くて さ、 ちよつ とお 水っぽくて 
銀を の ホステスみ たいな カンジで、 オヤ ジ 


ミ 誌の 編集 もして いる。 

今年 三十 歳を 迎えて なお、 プロレスへの 


さんたち が 喜 ぶんだ。 も、 つを 場は 見ての と  情熱の 衰えを 知らない B は、 やはり、 れつ 


こは、 消聲社 全の モ— ドの 外に 存在す る  おり、 男 ばっかり。 だから 面白い の。 これ  きとした へ フロレス おたく〉 である、 と 私 


ッ異界 々なの だ 


J そ キワ モノの きわみで しよ。 その へんの 


は 思って いる。 だが 本人は 《おたく〉 と 呼 


B も、 その 異形の 者たち の 群れの 一人  中学 ホより 弱そう な 女の子と、 神 取し のぶ 


ばれる ことに、 巧と して 巧ぅ 0 
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「《おたく〉 じ ゃないで すよ。 俺よりも っ 
とす ごい 〈おたく〉 つてい る もん」 

えてして 〈おたく 族〉 は、 本質的には 何 
の 差がなくても、 《おたく〉 の體 度の 差に 
よって 彼我を 区別 立てしたがる ものである。 
たしか じ B は、 外観は 巷間 言われる ところ 
の 〈おたく〉 ィメ t ジ には 相当し ない。 色 
白では ないし、 メガ ネを かけても いない。 
非力では ないし、 体格 も 貧弱では ない。 寡 
黙では ないし、 不潔で 曖昧な 長髪で もない。 

巨は 身長 一と 五 センチ、 体重は 一 一〇 キ 
口を 超える 偉丈夫で ある。 やや 肥満 気味で、 
大学の 体育 会の 柔道 部で 鍛えた 体は 屈強で 
ある。 短く 刈リ こんた。 ハンチ。 ハ I マと ロヒ 
ゲ がまた、 この 丸々 とした 巨体に よく 似 
合っても いる。 

彼は 実は、 〈プロレス おたく〉 である だ 
けで なく、 れっきと した 行動 右翼の 活動家 
でも あるの だ。 全国的 組織の 某 右翼団体に 
所属す る 中堅 幹部な ので ある。 


^ 右 巧 団体の 幹部と して 

「このあいだ 悔し くって ねえ。 鳥 取へ 日 お 
組 大会 粉砕の ために 出かけ たんです けど、 
ビデオの タィマ ー を セットす るのを 忘れて、 
ジャィアント馬場の 現役 二 I 十 周年 記念 試合 
の、 対 ブッチ ャ I 戦を 録画で きな かったん 
です ょ。 悔しい な あ。 もってません か？ 

テ I プ」 

彼と 知り合った のは、 ごく 最近の ことで 
ある。 《右翼の 現在〉 について 書いた 私の 
文章を 読んで、 版元の 編集部 じ 彼が 電話を 
かけて きたの が、 知り合ぅ そもそも のきっ 
かけだった。 電話の 巧 件は、 あいじく と 著 
者への 激励では なく、 激烈な 抗議だった。 
電話を 受け、 彼と 舍 った 編集 担 S 者に ょれ 
ぱ、 B の 剣幕は 大変な ものだった らしい。 
奸余 曲がの 末、 ともかく 私は 彼と 話し合う 
ために、 新 宿に ある 事務所まで 化かけ た。 

紙数の 都合で、 やりとりの 詳細は 剖 愛す 
るが、 彼は 私の 文章 じ曹 かれた 事実を 大顧 


において 認めながら も、 怒気を はらんだ 表 
情で、 このままでは 感情的には おさまりが 
つかない、 血気には やる 若い者には、 私へ 
の 個人 テロを も 辞さない 者 もい る、 と 凄む。 

私と て、 殴られた リ 刺された りは あまり 
趣味では ない。 しかし、 そうかと いって、 
事実誤認があればともかく、 それ：^外の理 
由で そう 易々 と 自分の 文章を 撤回す る わけ 
にはい かない。 小、 む 翼々 たる 小市民に すぎ 
ない 私では あっても 、拙文に 関しては 責任 
を 負っ ている。 「言論の 自由」 などと いう 
大げさな 言葉な どを もちだす まで もな く、 
それは 売文を もって 生業と する 者と しての 
最低限の お 持で ある。 

巧し 問答は 平行線を たどった。 いい かげ 
んお 互いに 疲劳を おぼぇて きた 頃、 話が 途 
切れて 気まず い 沈黙が 訪れた。 おは、 その 
機を をつ かまぇて、 事務所に 足を 踏み入れ 
たと きから ひどく 気に かかつ ていた ことを 
彼に たずねた。 

「あの—、 あそこの 黒板に 書かれて いる ス 
ヶジユ I ル 表の、 あれ、 何です か。 ほら、 
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『鳥 取 日教組 大会』 つて 書いて ある 下の、 

『ジャパン ホ 子 プロレス』 つてい うの？ I 


あげて 全 場を わかせ、 デビル 雅 美が 客席に 
乱入して 盛り上げる。 そのたび、々 メラを 


試合が 終わった あと、 水道 橋の レスト ラ 
ンに乂 つて、 食事を しながら 話を きいた。 


B から 放射され ている ぎらぎら とした 殺  首から ぶら下げた B が、 見せる 笑顔は、 本  オ—ダ—をとりに来たウエィタ—が、 6を 
気が、 ふと ゆるんだ。 私 もまた プロレスが  当に 幸福そう だった。 笑うた びじ 白い 巧が  前にして 緊張して いるの が ありあり とわ か 


好きで、 ときどき プロレスに ついての 文章  のぞく。 そのうち 数 本は さし 贿 である とい 


る。 B の 格好は、 G パンに トレ— ナ—と 


を 書く こと も ある、 と言うと、 彼の 表情が、 う。 過激派 セク ト との こぜりあい でがられ  たって カジュアルで、 べつに 戦闘服を 着て 


コワ もての 右翼から 無邪気な プロレス ファ 
ンの それに 一変した。 

「え一 つ、 ホン トで すかけ： じ や、 プロ 
レス ラ I とか ともをって 話 すんで すか。 い 


たリ 、銃剣術の 練習で がられたり、 一本 I 


いると いう わけでは ない の だが、 なにしろ 


本 じ 行動を 翼と しての 歴史が 刻まれて いる  容貌、 体格が ただ者で はない。 


の だそぅ だが、 「あはは」 と 無邪気な 笑 


声を あげる 今の B の 姿は、 プロレス 好きの 


いな ア I、 うらやま しいな ア I、 今度、 プ  大きな 子供の ようだった 


ロレスの 話を きかせて くださいよ 才」 


「プロレスは、 大ザ さじ やなくて、 物心つ 


その 場の テンションが、 急激に 低下した  く 前から 見て た。 父親 もじい さん も 好き 


「プロレスの 魅力って 、感情移入 できる と 
こなんだ よわ」 

生ビー ルー リットル 入りの 大 ジョッキを 
グ ごくり A と あおつ て、 B は 言う。 

「だって 楽しい じ やない。 自分の かわりに 


ことは 言うまでもない。 


だった から わ、 力 道 山の 試合 も テレビで 見  戦って くれ るんだ もの。 もちろん、 まがり 


私たちは 本題から 脱線して プロレス 談義  てるは ず。 おぼえて はいない けど わ。 おば  なりに も 俺 も格闕 技の 経験 あるから、 プロ 


に 話が はずみ、 それが 縁と なって 私 もこの  えてる のは、 豊登 とか、 芳の 里、 吉 村道 巧 
日、 ジャパン 女子の 試合を 彼と 一緒に 観戦  が 活躍して た 頃。 いつから プロレス フアン 


する 次第と なつた ので ある。 


になった かと いえば、 だから 生まれた とき 


レスが 真剣勝負 そのもの じ やない というの 
はわ かつてる。 柔道を 一度で もやつ たこと 
が ある 人間 だったら、 碗 ひしぎ 逆 十字が 


から、 としか 言いよう がない。 子供と いう  いつたん ガッチり きまつたら 、即座に 


ヤ ラセが ほころび る-瞬の かお 


のは ヒロイックな ものに 憧れる でしょ。 普 
通は それを 卒業す るんだ けど、 俺は^ し 


ク 


アイドル A キュ— テイ— 鈴 木が、 悲鳴を  ないで そのままん r までき ち やつた の」 


『参った』 する しかな いって 誰でも 知って 
る もの。 それを きめたり きめられた りしな 
がら、 口— プに 逃げた 9 して 三十 分 も 四十 
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分 も 試合が 続く なんて ありえな いよ。 そう 
でしょ？ 考える 頭の ない 子供 時代は、 本 
当に 真剣勝負 だと 思って たが 期 も あった。 
でも そのうち、 なんだか ヘン だな あって 気 
づ くわな。 結局、 大男が 痛い 思いを しなが 
ら 、しのぎ あいを する、 それが プロレスっ 
てこと で、 それでい いんじ やない の。 でも、 
ギミック のうちに も、 意地の 突っ張り あい 
じな ったり、 ムキ になった りする 瞬間って 
あるじ やない。 そういう のが 見えた 瞬間っ 
て、 たまん なく イイよ ね。 アクシデントと 
かも あるし、 同じ エン タ I テイ メント でも、 
映画 や アニメ じ や ありえない でしょ。 馬場 
の セメント (ヤ ラセの ない 真剣勝負) も あり 
えない けど さ (笑 こ 

ち冀 も左冀 もない よ！ 

プロレス じは 

「それに リンダの 上 だけじゃなくて、 リン 
ダ 下で も 嫉妬 や 野心 や 欲望が ドロ ドロから 
みあって、 あけすけな 派闕 抗争 だと か 裏切 
リ とかが 年中 あるで しよ。 それが また リン 


ダの 上に もちこまれて、 商売の ネタ になっ 
たりさ。 考えて みて よ、 1 〇〇 キロな 上の 
大男が、 やきもち やいたり、 カネ や 女 や 酒 
がらみ で トラブル 起こしたり、 世間に それ 
を 隠し もしな いんだよ。 女々 しくて さ、 い 
かが わしくて さ、 誰とは 言わない けど、 海 
外 遠征 化で 外人 ホに 子供 産ませて 知らん顔 
してる 奴 もい るつ て 話 だし さ。 こんな こと、 
普通のを 社員 じ や ありえな いでし ょけ： 
単身赴任 先で 金髪 女を はらませて おいて、 

ほ っぽっ てく るなん て、 許される わけない 
じ やない。 

それと かさ、 長 州 力みたい にさん ざん 前 
のを 社の 悪口 言って さ、 よそのを おへ 移っ 
て、 ぅまくいかな かつた からっ てまた 元へ 
戻って、 しかも 移籍に からむ カネの ゴタゴ 
夕も 、半ば 踏み倒して ゥ ヤムヤ にしち やっ 
たり。 普通 だったら 告訴 モノ だよ。 もぅ ム 
チヤ クチャ だよ わ。 

マサ 斎 藤に いたっては、 本当に 傷害罪で 
刑務所に 入つ てるのに、 それを また ウリに 
して さ、 テレビ も テレビで、 アナ ウン サ ー 


が" 獄門 鬼 •マサ 斎 藤。 とか 言っ てんだ よ。 § 
ひ っどいよ ね I 、それを また 客が 喜んでる 
ん だから わ。 俺 もそぅ なんだ けどね (笑)。 

でも 俺、 レス ラー がで たらめ なの、 ぜん ぜ 
ん惡 いと 思って ない。 プロレスの 世界って、 
きちっとした 管理 社を に対する アンチ テー 
ゼ なんだ からさ。 愉快、 愉陕 ！」 

さすがに よく 飲み、 かつ 食べる。 プロ レ 
スの 魅力に ついて 滔 々と 語りながら、 大 
ジョッキを おかわり して、。 ハエー リャ をた 
いらげ、 「さあ、 朝 メシの 分は 終わった。 

次は 昼メ シの番 だ」 と 言って、 メニ ユーを 
じらむ。 

B がいちばん 好きな レス ラー は、 ジャィ 
アン ト 馬場 だとい ぅ。 「その 理由は？」 と 
たず わると、 「おっきい から」 と 言下に こ 
たえる。 

「だってい くら 体を 鍛えて 強くな 「たと し 
て も、 誰も 馬場の マネで きない じ ゃない。 
プロレスは プロレス 切 外の 何もので もない。 
啼っぱ り、 普通の 人が できない ことを やっ 
てるから 建 いんだし、 楽し いんだよ わ。 だ 


ジャイアント馬場と ラ ッシヤ I 木 村の 兄弟 仁を 

いたい 馬場の 十六 文 キック なんて、 誰が で 


できないで しよう、 こんな こと。 だから 焉  場す ると 『馬場 コ— ル』 じ やなくて 『兄貴 


きる？ 屈強な 外人 レス ラー が、 五十 歳す  場と ラ ツシヤ I 木が の 兄弟 タ ツグが 最高な 
ぎた 馬場の 足の裏に ちょん と 当たる だけで  わけょ。 二人の 年齢を 足す と百戚 近いんだ 
大げさに 吹っ飛 ぶんだ よ (笑)。 誰も マネ  からね。 この頃 金 日のを 場 じ や、 馬場が 登 


コ— ル』 だょ。 それで、 木が には 『弟 コ— 
ル』 (笑)。 それで 兄弟 タ ツグの 配下の ファ 
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ミリ 


I 軍団の 若手 レス ラ I には 「子供 コ I  ^ 


ル」 (笑)。 こんな 楽し さ、 プロレス 界 u 外  クス だから わ。 もう 襄切リ だの 陰謀 だの 借  してき わめつ けは、 やっぱり グレ I 卜東郷 


にある だろう かけ： 


「プロレスは フリー クスの 

魅力 だ」 


金 だの、 リング 外 じ や スキャンダル だらけ 
でしよ。 それを 平 巧と 踏み こえて、 議員に 
なつて、 化 方 領± 返還と 世界の 平和を 口 じ 
する あの 厚顔無恥。 だいたい 猪 木が 謙 員に 


でしよ。 あの人、 日系 だけどれ つきと した 
アメリカ人の くせに、 日本人の ふりして、 
田 悟 作 スタイルで 日の丸の ハチ マキして、 
リング 上で 『天皇陛下 バン ザ— イ！』 とか 


そもそも プロレスって ィロ モノ だから 楽  なっち ゃぅ こと 自体、 プロレス 的 事件で  やる わけで しょ。 右翼の 僕と しては、 その 
しい わけで しよう。 だから 鶴 田と か ハ 合津と  しよう。 凄い よわえ、 世の中な めきつ てる  話を 聞いて 困つ てし まつた {笑)。 とにかく 


か、 アマ レス 五輪 代表 だけあって プロレス 
なは なんでも 器用に こなしち やぅし、 実力 
はたし かに 凄い と 思う けど、 を 体 満足で 普 
通人で、 つまん ない のね。 結局、 欠けた と 
こがない の わ。 欠如って もんがない。 プロ 
レス ラ I つて、 やっぱり フリ I クスで ない 


よわえ 奚こ 

「外人レスラーで好きなのは、 か鉄の爪 


アナ I キ I で、 女と々 ネが 大好きな 人で、 
もう、 人間の 生き ざまと して 凄い と 思う。 


フリッツ •フォン •エリック。 あいつ ドイ  を 翼 も 左翼 も 関係な しで 楽しめる よ！ プ 


ツ人 という ことじな つてる けど、 本名は 
ジャック •アド キツセ ンで 、ユダヤ 系なん 
だよ わ。 だから 他の ドイツ 系 悪役 レス ラ J 


ロレスは」 

グ 昼メシ A の グラタンが 運ばれて きた。 


と 駄目 だと 思う。 普通人と しては どこか 间  は、 みんなナチス • ィメージを売り物にし 


かが 欠落して いると ころから、 魅力が を ま 
れ るんだ と 思う。 いわば、 濡 子、 バケ モノ 


て、 リング 上で 『ハイル •ヒ トラ—』 とか 


r 俺、 虚弱児 どつ たんです よ」 


やった もんだ けど、 あいつは 一回 もやん な 「誰も 信じない けど、 俺、 虚弱児 だつ たんだ」 


ね。 馬場は 経営者と して 決して いかがわし かった。 やっぱり ナチ スは 許せな いんだろ 


グラタンを ビ I ルで 援に 流し込みながら 


くないけ ど、 リング 上では 力 いっぱい いか  うけ ど、 その 一方で ドイツ人 という 化役イ  B は 自分に ついて 語り はじめた 


がわし いじ やない。 猪 木の プロレスって、 
誰でも マネで きる でしよ。 ホ 型 も 大きい こ 


メ I ジを 利用して 大賺 けして る。 それから 


「を まれた とき、 二 四 〇〇 グラムぐ らいし 


シ—ク も、 遵 側の 人生の 屈 巧が みえて 大好  かなくて、 もうす ぐッ 金魚鉢 (保育器 r 斤 


とは 大きい けど、 まあ 普通 だょ わ。 でも 猪  き。 あいつ も ユダヤ人な のに、 アラブ 人を  き だょ つて 言われて た。 えらい 体 弱くて、 
木も凄いと思ぅ。 あの人は、 性格がフリー  名乘 つてんだ から わ、 何を えてんだ か。 そ  小妃 ゼン ソク とかじな つたら しい。 しかも、 
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俺が いちばん 上の子で、 弟が かなり 年下 だ 
から、 ず I っと 一人っ 子みたい じ 育てられ 
たわけ。 家には おばさんと かも 同居して い 
て、 女 ば 「かりの 環境 だ 「たから、 ひ弱 
た 「た。 体 も 小さくて、 小学校から 中学 ま 

では、 よく いじめられた。 弱い くせに ナマ 
ィキ だ 「たからね 。向こうっ 気 だけは 強く 
て、 ケン々 はよ くした けど、 ち 「とも 勝て 
なかった。 本当に 弱 かったん だよ わ。 だか 
ら 強くな りたい とか、 どっか 遠くへ 巧き た 

いなって 、いっつ も 思って た。 スー パ— マ 
ン になる 夢なん てし ょっ ちゆう 見て たし、 
昼間 も 授業中、 窓の 外を ぼんやり 見て、 
ず一 っと 外へ 飛んで 行けたら いいなと か、 

い 「つも 思って たよ。 

あんまり 原っぱと かで 遊ばなかった な。 
サッ々 I とか 巧 球と か、 ぜんぜん うまくな 
かった し。 体育なん かいっつ も 1 か 2 だっ 
たから。 活発な 子じゃなかった ね。 一人で 
マン ガや 本を 読んで る ことが 多かった わ。 
SF が 好きで、 简井康 隆や星 斬 一なん かは 
ぜんぶ 読んだ な」 


今でも アニメの 主題歌は、 レコ ー ド や 
テ— プ など 一二 百 曲ぶ くもって いる。 コ ミッ 
クも 1 千 冊： J 上は ある、 といぅ。 

「小' 学校の 頃は 小さくて 細かった けど、 中 
学から 太リ だして、 だから 早い話が 運動 不 
足の 肥満児で すょ。 それが お だち と 一緒に 
避ばず、 図 蕾 館で 本 ばっかり 読んで いたか 
ら 、まわりと 話が 合わない。 何もかも、 ア 
ン バランス なんだ ょわ。 体力に 自信が 出て 
きたのは、 高校に 入って から。 背が 一 〇 セ 
ンチ1^上も伸びたんだ。 ーニ年間ョ ット部に 
在籍して、 力 もつ いてきた しね」 

「おたく」 と 右異の 
間 じある もの 

右翼の 道へ 入った のは、 高校 I 年のと き 
に たまたま 書店で 手に した 『若き サム ラィ 
のために』 といぅ 一一 島由紀 夫の 著書が きっ 
かけだった。 後、 むさぼる ように 一二 島 作 
品を 読み 始め、 その 設聲で r 民族主義 運動」 
に 身を投じる ことを 決む した。 

「三 島由紀 夫の 本から いちばん 影響され た 


のは 死生観 だた。 割腹 自殺した のは、 我々 
が 小学校 五 年のと きで しよう。 もちろん、 
本質的には 何も 理解して なか 「たけ ど、 そ 
れ でも 子供む にす ごいな ぁって 思って たか 
らわ 。それが 高校生の とき 読んだ 一二 島の 本 
でよ みが えって きた。 つまり、 死を も 超越 
する 価値観の 存在、 生き死により 大切な も 
のが ある。 それが、 すめらぎを 中む とした 
日本で ある、 と。 十 お、 十八の 頃って、 死 
について いつも 考えて た 頃 だから。 俺は い 
つ、 どうやって 死ぬ のかな 「て。 生命 U 上 
のを 在って、 学校で も 誰も 教えて くれない 
じ やん」 

彼の 身の 巧で ずっとう ごめいて いた もの 
は、 自己 超越の 願望で あり、 その 願望に お 
を 与えた のが S 島だった の だ。 《おたく〉 
と 呼ばれる 若者が、 他者 じがして、 あるい 
は 現実に 対して ひたすら 自閉 し、 サナギの 
ように マユを 編み、 その 中で 眠り こけて 夢 
想す るのは、 やはり 自己 超越の なでに ほかな 
ら ない。 「自分は 《おたく〉 ではない」 と 
信じて いる 私たち 自身の 巧に も、 多 かれ 少 
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なかれ 藥 喉、 っ その 夢は、 時として 新しい 価 
値 創造の 種子を 育み もす るが、 同が に、 超 
越 的 存在との 同一 化の 欲望に も 容易に 転化 
する。 そして この 国では それは、 おおむね 
天皇制へ と 回収され て ゆく 契機と して 働く。 
かつて 現実離れした 観念 肥大に 対する 処方 
望と して、  < 肉体〉 を 対置す る 戦略が もて 
はやされた ことが 表る。 しかし、 それは 修 
正されなくて はならない のでは ないか。 ボ 
ディ ビルで 見せかけの 筋肉を つくりあげた 
一二 島 自身が そうであった ように、 肉体的 コ 
ンプ レックスの かたまりの ような 《おたく 
族〉 と、 その 対 極 じ 位置す るかの ような 
マッチョ •ィメ —ジの 右翼との 間には、 ど 
こか 深く で 通じ合う 回廊が 存 をして いる。 

《おたく〉 つて 

自 かじや わからな いよね 

「今、 民族主義 運動に 入って くる 若い 奴 
ら つて、 本で 読んだ 情報が 先行して る 頭 

でっかち が 多い のね。 ロリコン とかの、 本 
物の  <ぉ たく〉 もい 「ぱいい る。 昔の よう 


な、 肉体 派の 硬派って 少な いんだよ ね。 
ひよ っと したら 俺たち 凹 降の 世代って、 み 
んな 《おたく〉 なんじ ゃない か。 考えて み 
ると、 物-むついた ときから テレビ アニメ や 
マン ガ 週刊誌で 育った 世代って、 俺ら がい 
ちばん 最初 だし、 それに 何 かの マニアに 
なって、 モノを 収集す るって、 貧乏な 家庭 
じ ゃ ムリで しよう。 原っぱで 遊ぶ しかない 
よわ。 でも、 そんな 極貧 家庭って 、東京 才 
リン ピック： 5 降は、 もう ほとんど 存在し な 
くな ったで しよう。 世の中が 豊かに なっ 
たって、 やっぱり 大きい と 思う」 

現 化は 0 化 社を であるな どとは いうが、 
実相は 情報の 暴風 化社舍 である。 言葉は も 
はや 意味の あるな 達を あきらめ たかの よう 
に 吹き荒れ、 サンド スト— ムの 一粒と して、 
私達の 目をつぶし、 耳を ふさぐ。 その ノィ 
ズの 暴風から 避 雛して、 や 「とひと 息つ く 

ことので きる デ イス コミュニケ I シ ヨンの 

空間は、 では 何に よって 構成され ている か 
といえば、 やはり 砂粒 に 他なら ない。 
ただし、 それは いま 現在、 風に よ 「て 激し 


く 吹き荒れ ている 破では ない。 もはや 動か 
ない、 手です くつて、 さらさら ともて あそ 
ぶことの できる 砂。 流動す る 《現在〉 から 
切り離され、 私達を おびやかす 毒性の 半減 
期を 媪 ぎた 言葉で あり、 映像で あり、 記号 
である。 《おたく〉 の 志向が 過 まへ 傾きが 
ちなことと、 ををでレトロな^^玩具と誰 
にも 邪魔され ず 戯れて いたいと いう 誘惑と 
は 無縁では ない。 

「ただ、 今、 〈おたく〉 が 差別され るのは、 
常軌を 逸して るからで しよ。 マン ガに のめ 
りこみ すぎて、 生身の ホ じ ゃダメ で、 マン 
ザの 中の 女で ない と 欲情 しないっ ていう 二 
次 コンなん てのは、 ビ ョーキ だと 思う。 そ 
ういう 知り合い はいるけ ど、 一緒にして ほ 
しくない なと 思う。 でも 俺 も、 他人から 見 
たらそう なのかな ぁ …… 。自分は 違う が、 
あいつは 〈おたく〉 だってい う 言い方って、 

ちよ 「と 精神病 患者 に似てる よわ。 精神病 
患者は 自分では 『キチ ガィ じ ゃない』 って 
言い張る 「ていう でしよ。 だから、 俺も自 
分の 意識 しないと ころで 病ん でんの かもし 
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れ ない。 まわりから 見れば わ。 誰に も 迷惑  ずっと 現役から 遠ざかつ ていたの だ。 パン  義 、いいです わえ。 これ ぞ B 級 プロレスの 


かけて ない けれども さ 


フレット じ も 堂々 と 「現役 引退 後は、 水 商  決定版で しよう」 


B 級 映画の ホ、 FMW 


六 時半。 私たちは 再び クプ ロレスの メッ 


売を やり」 と ある。 どういう 団体な のかと 
首をかしげた くもなる が、 を 場は ぎっしり 
満員だった。 昼間の ジャパン 女子 プロレス 
と ダフ ル ヘッダ— で ホて いるを も かなりい 


B は、 御機嫌 だ。 

「マ イナ IB 級 映画って あるで しよ。 クリ 
スト ファ I •リー の 出ない 吸血鬼 映画と か。 
ああい、 つの、 俺、 大好きな の。 今、 UWF 


力* 後楽園 ホー ルへ 足を 運んだ。 夕方から  る。 か 一日、 プロレス ーニ 昧。 まつた くどぅ  がいちばん 人気 あるけ ど、 やつ てることは 
は FMW の 試合が 始まる。 FMW とは、 元  も、 〈プロレス おたく〉 にと つて この 日よ、 


全日 本 プロレスの 大仁田 厚が 興した 新しい 
独立 団体で ある。 もちろん テレビ放送 もな 
いし、 レス ラ— の 頭数ら そろつ ていない。 


「素哨 らしき 日曜日」 なのだった。 

客の 狙いは、 空手家の 青柳 淸 司と 大仁田 
との ク 因縁 A の 輿 極 格 脚が 戦に ある。 前回、 だった けど I 


フロレス なのに、 プロレスを 否を する よう 
な ことを 言、 つじ やない。 ああい うの、 すご 


反発を 感じる わ。 第 I か UWF は 好き 


その 点では 旗 上げ 当が の UWF と 同様 だが、 反則 がらみ でも つれ、 その 因縁を もちこし 


UWFには前田日巧をはじめビ ッグネ—ム 


てきて いるの だが、 そんな 因緣 抗争 ドラマ 


の レス ラ— がいた し、 団体と しての ポリ  は、 現在の プロレス 界 ではす でに 化ち と 化 
シ—も 一貫していて、 格闕 プロレスと でも  した 古典的 手法 だ。 空手 対 プロレス という 


泣き、 叫ぶ-人の 青年 


言、 つべき、 新しい スタイルを 確立す る こと 
がで きた。 


を 場の そこ かしこで、 B は プロレス 仲間 
コン セフト も、 新 日本 や UWF の模 做に す  の 知り合いと おがを かわして いる。 彼よ 二 


ぎない。 プロレスとは もともと 格關 巧の シ 


コ ニコと 笑いながら、 一人ひとり 私に 紹介 


しかし FMW には、 そんな 未 米を 切リひ  ミュレ— シ ヨンで あるが、 それを さらに 髓  する 0 


らく ヴィジョン もない し、 過去に 実線の あ  小 再生産した 複製を 見せようと、.、？ いづも 


「この 人は わ、 極左だった の。 若い 頃は 


る 一流 レス ラ— もい ない 


プの大 仁 田  りら しい。 だが、 それでも フアンは 大喜び  リ バリの 過激派だった ん だよ」 


からして、 かつては ジュニアへ ビ I 級の  でつ めかける。 これは どうした ことだろう 


斤 動 右翼と 元 極左と が 交歓す る 光景 じ、 


チャンピオン じ なつた ことがある とはいえ、 


「みえみ えの 嘘く さい 因 緑な 争、 御 都合 ま  私が 当惑して いると、 彼は こぅ 続けた 
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「プロレスを 場へ 入ったら、 俺は もう 活動 
家 じ ゃない。 お 互いに 政治的な こと 話す の 
なし、 一切な し。 それ だから つきあえ るん 
だょ ね。 ときどきは、 お 互いの 正体を ちら 
ちらめ くり あって 遮んだ リも する けど さ。 

『おっ、 こいつ 中核 派だった ん か』 とかわ。 
俺の 仲間'  ヘンな 人間 多い ょ。 元 極左 セク 
卜 で、 今 も 不穏な ことたく らんで るら しい 
人物と か、 元 アナー キ ストで、 今は いかが 
わしい 新興宗教に 首つっ こんで る 奴と か、 
ナチの 研究家と か。 そういう 俺 だ 「て、 明 
日の 生活の こと も 考えないで、 スピー カ I 
のつ いた 街宣 車に 乗って、 日教組のを 場へ. 
押し かけ てんだ から、 人の こと 言えない。 
そうい や、 仲間の なかには 学校の 先生 もい 
るな 《笑)。 みんな さ、 人生を プロレスし 
てる 人間 ばっかり。 いい じ ゃない の、 極左 
と アナ ー キ ストと ィンチキ 巧 主と 日が 組と 
右翼が 一緒 じ プロレス 見て 楽しん だって。 
.馬場と ブッチ ヤ I だって、 化 まみれの 試合 
やつた あと、 同じ バスに乗 つたり する じ や 
ない。 俺は、 プロレス フアンに 関しては す 


ごく 寛容で、 なんでも ありな の。 俺の 父親 
はまと もな 商社 マンだった けど、 俺 自身は 
やっぱり、 ち やん とした サ ラリ] マンに 向 
いてない 人間 だと 思う の わ。 人生は、 やっ 
ぱリ プロレスで すよ。 なん たって プロレス 
界 には、 真面目な 常識人 じ ゃけっして 化 咲 
かないっ ていう 素晴らし さが あるじ やない 
です か」 

F  M  W の 試合は、 朔巧 どおり (ク .) のジャ 
ンク •ファィトの 速統 だった。 素性の 知れ 
ない 一二 流 外人 レス ラ— や、 あやしげな 空手 
家 や、 下腹の たるんだ 女子 レス ラー らが入 
リ亂れ て、 プロレス というよ リ 、通俗に 撒 
した プロレスの まがいものを、 これで も か、 
これで も かと 見せて くれる。 

だがし かし、 それでも メ ー ン エベントの 

大仁 旧と 青柳の 試合は 異様な 盛り上がりを 
みせた。 青柳に 一方的に なめられ、 流血し 
ながら も i 刖へ 前へ と 出て ゆく 大仁 田の 姿に 
は、 たしかに 一流 選手 同 ± の テンションの 
高い 試合 じは ない、 不思議な々 タル シスが 
あった。 情報資本主義社をの、 


— 消費の ハィス。 ハ I 卜 •サ ー キットから 鹏 
落した ガジ 卫ット だから こそのを 心感 なの 
だろう。 

私の 座って いた 席の 斜め 後方に たった 
一人で 声を ふりしぼって 絶叫して いる 二十 
歳 前後の 若者が いた。 

「大仁 田— っ！ プロレスの 強さを 見せて 
くれ I っ！ 空手なん かに 負けるな— っ！」 

鬼気迫る 切実な その 叫びには、 プロレス 
を 微塵 も 疑っ ていない ひたむき さと 危う さ 
が 同居して いた。 巨が、 身体 半分 だけ ヘプ 
ロレス おたく〉 なら、 彼は 真正の 〈おたく〉 
に 違いなかった。 色白の 頰 と、 黒緑の メガ 
ネの その 風貌は、 誰か に似ては いたが、 そ 
れが 誰か 私は すぐに 思い出せなかった。 

試合は、 セ コンドの 乱入と いう ハプ ニン 
ダ もとり まぜながら、 ひと 通りの スぺ クタ 
ルを 見せて、 大仁 田の 逆 枝 KO 勝ちで しめ 
くくられた。 大仁 田は 涙を 流して 勝利の 喜 
びを 衣ら わし、 それなりに 楽しめは した も 
のの、 すれっからしの プロレス フアンで あ 
る 私には、 それは しごく 凡庸な 予定調和の 
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「大仁 田— 「、ありがとぅ！ やっぱり プ 
ロレスは 強 か 「たんだ！ ありがとぅ、 大 
仁 田 — つ ！ 」 


そのな きっぷり は、 誰を も 寄せつ けない、 
幸福な 陶酔に ひたされ ていた。 

その 日の 試合から 数日た ってから、 B は 
しみじみと 回想して みせた。 

「プロレスを 見て 泣ける つて、 うらやまし 
いょ わ。 笑いが 锅消 できる ストレスって、 
せいぜい 二日 分 だけど、 泣く 「てことは、 
少なくとも 十日 かの々 タル シスが ある もの 
ね」 

彼の 言葉を 酣く うち、 あの 若者が 誰に 似 
ていたの か、 私は ょうやく 気がついた。 

彼は、 读お 稲次郎 元 社会党 委員長を 刺し 
た 十 セ 歳の あの 右翼 テロリストの 面影に 
そ 「くりだった ので ある。 
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彼 かに キ—ボ I ドが つ 

I 人 ひとりを 垣き の 支お考 


パ ソミと 


つ 魔術 


1 


1 


翼 


班 寛 


デイし クタ 


「おたく」 とは 現実 生活 W かの 「場」 の 磁力に 支 おされる ことで るる。 

ならば コン ピユ ー タは究 桂の 「おたく J 製造 マシン だ。 
それは 化の おたくの ょぅな 同好の 集団 さえ も 必要と がず 
たク たかと リで 別世界の が 造と コント ロ— ルが 巧 能になる からだ！ 
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あなたは、々— ルを 食べる のに 箸を 使う  隱れ している の だ。  して 使っ ている ょうだった。 それまでに 私 
人び との 存在を おって いるだろう か。 ある  ♦が  が 考えて いた おたくは、 アニメ おたくに す 
いは、 十一 時 十五 分の 時計を 見て 「ゼロ  が 「おたく」 はわが 隣人  ぎず、 じつは ほかに も r パソコン おたく」 
ビ I 時 ゼロ エフ 分」 とか 言って ニヤ ニヤす  ♦み々  や 「映画 おたく」 など、 「おたく」 は 広い 
る 奴が あなたの まわりに、 いないだ ろうか。  私に と 「て 「おたく」 は 遠い 存在だった。 範囲の マニアに 適用 可能な 巧 語だった の だ 


カー ルを 箸で つまむ のは、 パソコンの 
キ ーボー ドを 打ちながら 食べる ときに 手を 
'巧さない ため。 また、 U を B、 巧を F とい 
ぅのは、； S 進 法が 当たり前 になって いる コ 
ンピ ユータ •プログラマ— の 言葉 だ。 

そんな 人間に 会ったら 試しに コン ピユ I 
夕に 話題を ふって みると いい。 ふだん 無口 
で おとなしい 彼らは 急に 腕組みを して 饒舌 
にし や ベリ まくる だろぅ。 

「やっ ぱ 、メガ ドラは 68000 をっ てる 
し、 二で 円く らいの ゲ I ム機 のく せに リニ 
アな アドレスで 4 メカを サポ^  — 卜 してるな 
んて すごい ょね。 大人 じ ゃん。 ス—フ ァミ 

は 65816 だから 移植 大変 じ やん …… 」 

じつはこう いつた 行動 や 話し方に、 なん 
となく わかつ てはいても、 言葉で 明確に 定 
義 できない 「おたく」 の エッセンスが 見え 


いや、 遠い と 思つ ていた、 と言うべ きか。 


できれば おぶ づきには なりたくない 人種 だ 
な あとし か 考えて いなか 「た。 

しかし 衣る 日、 「マィ キヤ ラが 2 日 5 固 
に增 えて さあ」 とか 「あの ダブ ルス クロー 
ルす ごいよ ね」 といった 調子で、 テレビ 
ゲ I ムに ついての 少し マニアックな 雑談を 
していたら、 「桃 山さん、 それっ て おたく 
だよ」 と言われた。 その 瞬間は、 「あんな 
連中と い 「しよ にしないで くれ！」 と 憤慨 
して ムツと した。 

だが 気を とり 直して 聞いて みると、 彼は 
どうやら 「おたく」 を マニアに ぶい 単語と 


そうして 「おたく」 という 叨 リロで 世の中 


♦V 

r パソコン おたく」 は 

社会の 御用達 

世界 初の ハ ー ソ ナル •コン ピユ I 夕、 ア 
ル テア 8800 が アメリカで 発売され たの 
は 一九 セ 五 年。 わが国で 一部の マニアが パ 
ソ コン じ 手を 出す ょぅにな つたのは セ 〇 年 
代 末 だから、 それから 十数 年た つたこと に 
なる。 しかし 岀現 当初 言われて いた 「ソフ 
卜 しだいで 何に でも 使える パソコンは、 絶 
対に 普及す る」 という 幻想は その後、 完全 
じ 巧 かれて しまつた。 一千 巧 台 似上フ アミ 


:^前の私には、 おたくとは 「アニ メ  • ファ  を 見直す と、 それまでは べつべつの 分野で 
ン」 「ロリコン」 「長髮 でを 白、 といった ス  •ハラバラに 進行して いるよう に 見えた 現象 
テ レオ •タィプ 化された 独特の ルックスと  が、 自分 も 含めて、 「おたく 化」 という 言 
ファッション」 とい、 っ 程度の 認識し かなく、  葉で 巧れ るよう に 思えて きたので ある。 
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コンが 売れ、 ワ ー プロ や OA が 常識と なっ 
た 今でも、 好きで パソコンを いじり、 なお 
かつ 自分で プログラム できる 人は 圧倒的に 
少数派に すぎない。 それは オタ ッキ ー 《お 
たくの 形容詞 形) じ 言えば 「ユ ー ザ—  •イ 
ンタ ーフユ イスが 悪い」、 日本語で 言えば 
「使いに くい」 からだろう。 

それゆえ、 パソコン おたくに 対する 社会 
の 巧 線は ほかの おたくと はかなり 違って 不 
をと 期待の 入り混じった 複雑な ものに なっ 
ている。 社を 適応 度が 低い、 という 占 i では 
同じで も、 クリエ イテ ィビ ティ じ 欠ける 他 
の 多くの おたくな どに 比べ、 コン ピユ— 夕 
おたくは 現代 社会の 電子 情報化の なかで 
「生産 的」 役割を 担う 特殊 技能者と して 社 
会 じと っての 利用価値が 高い からだ。 

パソコン ユーザ I のなかに も、 ゲ I ムや 
パソコン通信 など、 既存の ソフトを 使う だ 
けの マニア もい る。 もちろん その ほうが 多 
数 派では あるの だが、 ここでは 「自ら プロ 
ダラムを 組む 人」 を 扱う。 「パソコン おた 
く」 の 本質と、 それが 「マニア」 ではなく 


て なぜ 「おたく」 なのか、 を 語る ぅえで 嚴 
遮な のは、 やはり 彼ら プログラマ ー たちだ 
ろぅから。 


一 化 七 九 年 「ス ぺース ィンべー ダ I」 が 
大 ヒットした。 当時 横 浜 市 郊外の 住を 地 じ 
住んで いた A さん (現在 二十 二 一哉 •プ ログ ラ 
マー) は 中学生だった。 小学を の 頃から 収 
華 癖が あり、 もらった 手紙の 切手を 全部 保 
存 して おいたり 「ファー ブル じな リ たく 
て」 昆虫採集に 凝ったり していた と 言い、 
レコー ドから々 セットに 音楽を ダビングす 
ると、 必ず、 曲 旨と 分数、 秒 数までを メモし 
ていたと いぅ A さんの 性格は、 成績表の 通 
信 欄に も 書かれた 「几帳面 だが、 過ぎる と 
ころが ある」 に 近いだろぅ。 今では 「だい 
ぶ、 ル— ズに なった」 と言うが、 現在、 彼 
が 中心に なって いるを 社の 事務所は、 かな 
り 整理 農頓が 行き届いて いるよう に 見えた。 

「インべー ダ I が 死ぬ ほど 巧き でした わ。 


あの 頃は もう メシ 食わなくても いいから 
ゲ ー ムやリ たかった」 
それ1^前からラジオを自作したり、 当時 
流 巧した BCL 無線に 凝って いたりした A 
さんの 輿 味が、 インべ— ダ I を 動かして い 
る 「コン ピユ ータの プロ ダラム」 に 向かっ 
ていった のは 自然だろう。 そのこと を 知っ 
て：^来、 自分でインべ1ダーをプログラム 
して 作る のが 夢に なった、 という。 日本で 
8 ビットの パソコンが 最初に 発売され たの 
は、 ちょ/っど インべ ー ダ ー ブ ー ム 真っ最中 
の セ 化 年。 最初に 大 ヒットした 機種が 日本 
電気 (NEC) の PC— 8001 だ。 

「高校に 入っ てから やっと 8001 を 手に 
入れて、 独学で プロ ダラムを 勉強し たんで 
す。" 初む 者の ための なんとか* っ ていう 
ょうな 本を いっぱい 買って きたんだ けど、 
初心者 向けの くせに 最初から" ア ルゴ リズ 
ム* とか* サブ ル— チン* なんてい う 用語 
がなん の 説明 もな く 出て きて 全然 わからな 
かったです ね、 最初は。 そのうち マシン 語 
で インべー ダー が 作れる くらいに なり、 当 
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時の 業務 用 (ゲ —ム センタ— 用) の ゲ—ム 


ゲームセンターに入り浸った理ものひとっ 


r 世界」 は まだまだ 単純な 「宇宙人が 巧め 


『ディ— プ スキャン』 とかを まねて、 い 
つも パソコンで 作りました」 


く 


だったら しいが、 そこ じあった ゲ I ム機 は、 てく る」 ていどの もので しかなかった が、 
あま リス リリングとは 言えない 日常生活よ  かの ステップ として、 その 「世 巧」 を 自分 


が I マニアと おたくを みかつ もの 


りも圧倒的に魅力のぁるァナザーヮー ルド 
だった の だ。 テレビ ゲーム という 電子 空間 
では、 プレイヤ— が 「化 巧」 の すべてを コ 


の手で構築してみたぃ、 っまりゲ1ムをプ 
ロ ダラムして みたい、 と 発想す るのは 当然 
の 結果だろう。 社 全 的な 権力 もな く、 おを 


A さんに とっては 「勉強が あまり 好きで 


卜 


口  — ルで きる。 自 かの 意志と 能力 だけ  もない、 ケン々 が 強かったり、 スポ —ツが 


はなく、 家 じいる のが ィヤ だった」 の も  で 支 おできる 画期的な 「別世界」 だ。 その  得意で もない 口  — ティ— ン 、つまり ごく 誓 


コマンド 


通の 中学生には、 「命令」 を すれば、 阿 も 


ラ ン 


文句を 言わずに 「実行」 して くれる 相手な 

ど パソコン くらいし かいない の だ。 

その あたりに、 今までの 「マニア」 と 「お 
たく」 を々 かつ ものが あるよう じ 思う。 つ 
まり、 A さん 自身 も 集めて いた 切手な どの 
コ レクシ ョ ンとテレビゲー ムが違ぅのは、 


まず 自分で 「コント ロ 


レ 


できる 世界」 で 


あるかな いかだ。 たとえば テレビが 異常に 
好きな 人が いても、 それは 「テレビ •マニ 
ア」 と 呼んだ ほうが ピンと くる。 それを ビ 
デオに 採って、 リモコンで 好きな ように 楽 
しんで はじめて 「おたく」 と 呼べる の だ。 
もう ひとつは 疑似 現実 度の 高さ だ。 オ ー 
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デ ィオ •マニアは、 音し か コント ロ  I ルで 
きな かつた から 「おたく」 にまでは いたら 
なかった。 しかし 視覚 メディアの 発達は、 
映像 体験の コント ロ— ルを 巧 能に した。 

そして さらに インタ ラク テ ィブ 《相互 作 
用 的) 要素まで も 加えた パソコンの 化 巧に 
おいては、 プログラマー は 独裁者、 いや、 
全能の 神に して 創造主な の だ。 

そんな 「自在に コント ロ ー ルで きる 世 
界」 の 住人は、 現実の 対人関係に おいては 

どうか。 A さんが 他の パソコン •マニアに 

「おたく」 を 感じる のは、 「根拠のない 頭 
固さ」 だとい う。 

「彼らは 話を してても けつして こちらの 意 
見は 聞こうと しない。 コン ピユ ータ のチッ 
プ でも 中島み ゆきで も 『自分の 好きな もの 
は 最高』 という こと だけなん です。 少しで 
も 異論を 鸣え ると 猛烈な 勢いで 反論して く 
る。々 タイんで す。 弾を 二百 五十六 発 ぐら 
い 当てない と 死なない 《笑)」 (カ タイ、 と 
はゲ I ム 用語で 敝 キャラが 強くて なかなか 
撃破で きない こと)。 


彼 かじ キーボ I ドが あったなら 

が 

日本で 生まれた 「インべ ー ダ ー 」 はアメ 
リカの ゲ ー ム センタ f でも ヒットし たが、 
アメリカで パソコンが ようやく 注目され 始 
めた 「ギヤ ラク シアン」 のが 代になる と、 
パソコン 用に ゲーム を 制作し、 大 ヒットを 
飛ばす 会社 も 現われた。 テレビ ゲー ムを自 
宅で 楽しめる 時代が 始まっ たの だ。 そのう 
ち 「アップル •ギヤ ラク シアン」 や 「エイ 
リアン タイフー ン」 という ソフトを 作つ た 
のが、 じつは トニー •スズキと いう 日本人 
《本名 不明) だった。 日本の 地方 都市に 住 
む 普通の 大学生 じすぎ なかった が、 在学 中 
に パソコン ゲ—ム を 独力で 開発、 まず 日本 
国内の ソフトを 社 じ 買われ、 そこから アメ 
リカのを 社に も 売られる ことにな り、 「卜 
二—」 という アメリカ 向けの 名前 だけが 
ゲーム 業界の な 説と して 残ったの だ。 その 
経歴 や 近況は 謎で、 八 〇 年 前後の いくつか 
の 作品な 後は ゲー ム界 から 姿を消した。 


B さん 赛在 一二 十二 歳 •プログラマー) は g 
その トニ！ スズキに 会った のが きっかけ 
で パソコンを 始めた という。 腕には 猫の 
フェリックス 《アメリカ 製 アニメの キャ ラク 
タ ー) の 時計、 仕事場の パソコンの 前には 
宮沢 りえの ポスタ） が 貼って ある。 余談 だ 
が、 NEC のィメ I ジ •キャラクター 斉藤 
由 貴に 対抗して、 富 ± 通が 今までの 南 野 陽 
子に 代えて 宮沢 りえを 起用した のは、 「お 
たく」 の ニー ズを よく 察した 展開だろう。 

「パソコンを 買おうと 思っ てたん です よ。 
大学では 理学部で 物理の 実験の デー タ 解析 
とかに 必要だった もんで。 もう 十 年 近く 前 

のこと だし、 パソコン ショップと いつても 

そんなに 大きくな かったんです。 でも、 そ 
こは トニ！ スズキが 常連の 店で、 いろん 
な 曝で 彼が 『ゲ ー ムの プログラム をして ゥ 
ン 百で 儲けた』 という 話を 頭いて たんです。 
それで、 こいつに できる くらいなら 私に も 
できる だろうと 思いました (笑)。 トニー 
は 小柄で かわいい 感じの 男の子で したわ。 

彼は パソコン おたくの はしりで しよう」 


て 全然 家から 喘って くれなかった といぅ 経 
験が あり、 それは B さんに と 「て、 迷惑では 
あつたが けつこう 嬉し かつた。 そして 出た 
答えが 「ゲ ー ム 制作 舍 社への 就職」 だった 
「僕の 入つ たと きは、 今 考える とかな リ俊 
秀 な、 ゲ ー ムに 関しては トップクラスの プ 


ログ ラマ— が 集ま 9 つつ ありまし たね。 仕 
事は それなりに ハー ドだった けど、 今にし 
て 思えば おたく っぽい といぅ か、 それ 風の 
人 もい ました。 宴舍 になる と 必ず 美少女 ア 
ニメの 『クリ I ミィ •マミ』 の 振り付けを 
完璧に コピ ー する おじさん とか . 、それ 


ィンべ I ダ^ ~~ に 始まる テレビ ゲ I ムも 
「人並み じ やって た」 B さんは、 もともと 
大学の 授業の ために 買った パソコンに すっ 
かり 「はまつ てし まった」 という。 それが 
原因 かどう かは ともかく、 大学には 結局と 
年 も 斤く ことにな った。 当時、 学生 結婚し 
ていた 彼には パソコンに まつわる 強烈な 思 
い 出が ある。 

「每日 パソコン ばかりい じってい るので、 

キ ー ボ ー ドから コマンド (命令) を 入力す 

る、 というの が コミュニケー シ ョンの 方法 

として 当たり前に 感じて たんです。 ある 日、 
夢を見たん です。 その 夢の 中では 僕の 奥 さ 
んにキ I ボ I ドが ついて るんで すょ。 でも、 
それが 全然 不思議に 思ぇなくて。 ハッと 目が 
覚めたん だけど、 しばらく 起きた まま 隣で 
寝て る 奥さんを 見て、" どうして この 人に 
はキ ー ボ ー ドが ついて な いんだろう々 って 
ぼんやり 考ぇて ましたね」 

彼は けっして 大学 時化に ゲーム ばかり 
作って いたわけ ではない が、 遊びで ゲ ー ム 
を 昨っ て 友達に やらせたら、 おもしろがっ 
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は 家に 帰れば 娘さん もい る 方でした けど」 

プロ ダラ マ— とは 職人 芸 のな センスを 要 
求され る 仕事で あり、 どちら か と言うと わ 
がま まという か 頑固な タィプが 多い。 しか 
し B さんのを 社では、 管理 側 も 彼らに へソ 
を 曲げられ ると 仕事が 進まない ので、 他の 
セクションよりは いろいろな 惠昧で 大目に 
見られて いたと ころも あつたら しい。 

「一時、 どこかから 賞った とかで 酒屋さん 
がつ けて いる， 前掛け。 がた くさん 全社に 
あったんで すよ。 まあ、 普通なら 屋号と か 
デザィンが おもしろい、 といった 程度の 会 
話で 終わ るんで しようけ ど、 うちの セク 
シ ョンの 連中が どんどん それを 身に つけ 出 
して、 意味な く 流 斤して ましたね。 ず一 っ 
と 前掛けしながら 会議した リ プロ ダラムし 
てるの もいた」 

年齢 的には、 おそらく 「パソコン 第一 世 
代」、 つまり 学生時代に パソコンを 持った 
最初の 世代に 属し、 一二 十代 前半に して 日本 
の 「パソコン おたく」 の 長老と も 言える B 
さんは、 その後 フリー になり、 今でも トツ 


プ クラスの プロ ダラ マー として 活躍して い 
るが、 彼の 若い 世代の プログラマー に 対す 
る 見方は、 惠外 にも、 一般的な サ ラリ I マ 
ンの 管理職が 若手を 評する 声 じかな リ 近い。 

「若い 人たち は、 僕らの 時代と 違つ て® 
量が とても 多い から、 表面的な 知識 だけは 
あるんだ けど 実際的な 搔 験になる と あやし 
いものが ある。 みえられた ことし かしない、 
自分で 工夫 しないと いつた 傾向は あります 
ね」 

また、 おたくの 命名 理を である 「親しい 
相手を" おたく〜。 と 呼ぶ」 ことが、 あま 
リ にも 知られて しまつた ため、 今は もう 実 
際に 「おたく」 と 呼ぶ 人間は ほとんど いな 
いが、 言葉遣いが 妙な のは 確か だ、 ともいう。 

「敬語が ちゃんと 使えな いんです ょ。 気軽 
でい いはず の 友達に 対して ヘンに ていねい 
で 逆に 目上の 人に 対しては 友達と 同じょう 
にし か 話せない。 『MSIDOS が 最高と 
は 思わないです けれど、 マウスと プル ダウ 
ン メニュ ー つて、 えれ えめん ど いんたよ 
ね』 といつ た ヘンな 嘴り 方 じな つち やう。 


つい 専門用語を 使ったり、 2  56 や 409 

6 という 数が の 倍数な ので)" キリが 
いい* と 感じたり する のはし ようがな いと 
思います。 でも、 この間まい ったな あと 
思った のは、 若い 人と 飲み屋に 行った とき 
"つきだし 4 が 出たら" オプション だ* と 
言 うんです よ 《笑)」 

WW 朝から 晚 まで コン ピユ —夕 

が 

これは 卜 1- ^  ロジー めくが、 おたくは 自 
分の ことを けつして おたくと 認めない。 逆 
に 他人を 「あいつは おたく だから」 とか 「お 
たく 連中は ホン トに 困る」 と言う 傾向が あ 
る。 C さん (現在 二十 セ 歳. プログラマ—) 
は、 今では Y，s の ジャケットを 着こなし、 
ハウス や アシッドの CD を 六本 木 wave 

で チ ユックす るよう な 人物 だが、 かつては 
自らが 「完壁な おたく 状態」 にあ 「たと 認 
める 数 少ない 人 だ。 

高卒 後、 大学に 行く ために 上京す るの だ 
が、 じつは その 前に、 受験で 東京に ホた と 
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き パソコンを 見に 斤った ショップで ソン ト 
ハウスの 人と 知り合い、 すで じ スカウト さ 
れ ていた。 春休み には アルバィト として 仕 
事を 始め、 あっと いぅ 間に 大学には 行かな 
くな リ正 社員になる。 

「自分が やりたくて たまらなかった ことが 
思いっきり やれて、 しかも お金が 賞え る、 
ある 意味で 夢の ょぅな 状況です ょわ。 でも 
今から 考える と、 それから 数年は 本当に 閉 
塞した おたくが 態でした わ。 勉強 させても 
ら ったから、 を 社には 感謝して ますけ ど」 

ゲーム 作りは 高校 時代から ポケット コン 
ピユ ータで 始めて いた。 

「寝ても 覚めても それ ぱ っかり、 修学旅行 
にも ポケ コン 持って って、 電車の 中で やっ 
てました」 

就職 後 も、 会社に 斤けば 会社の パソコン、 
自宅では 自分の パソコン、 もちろん 化み の 
日 も 家で パソコン。 仕事 や 遮び の 区別な く 
すべての 時間を パソコンと すごして いた。 
これは、 現在で も 締め切り 間隙の プロ ダラ 
マ ー たちには 珍しくな いを 活 。ハタ— ン だろ 


、っが、 コン ピユ] 夕の 前に いないと きは 寝 
ると き だけ、 といっ た 状況 だ。 

「デ ー ト はもち ろん、 数 少ない を 社の 人間 
材 外とは 話を する 機を さえないで すから、 
服装に も かまわず、 近所で 買った" 一二つ で 
千円* みたい な シャツと ジ I ンズと サンダ 
ル、 髪 も 伸ばし っぱなしの" おたく ス タイ 
ル"。 普通の 人には 信じて もらえな いくら 
い、 コン ピユー タの ほかには まったく 何も 
ない 状況でした」 

か 

おたくからの 脱出 

が 

C さんは、 おたくが 普通の 人と 大きく 
違っ ている 点に 「食生活」 を あげる。 

「おたくって コ ー ヒ ー などの 苦い ものを 嫌 
ぅし、 酒 も あまり 飲まないで すわ。 甘 「た 
るい ものが 好きで、 イチゴ 牛乳と イナ リず 
しなんて いう 組み合わせが 平気。 同じ もの 
を每 日食 ベても 飽きない。 ひよ つと すると 
体質 そのものが 違うよう な 気 もします」 
基本的に 子どもの 唾奸 、あるいは 宇宙食， 


的な 「原形から 遠い もの」 をが むよう だ。 
おたくた ちは 食事は ただの 「エネ ル ギーの 
補給」 でし かないと 思つ ている、 と言われ 
る。 たしかに々 ロリー メイトは 彼らの 好物 
だが、 けっして 何でもい いという わけでは 
なぃ。 

「コンビニに 売つ ている もの じ 関しては こ 
だ わるんで すよ。 カ ロリ ー メイトで もフ 
ルー ツ 味の ほうが おいしい とか、 ロッテの 

VIP チョコの， 生 A と" 半生* はどう 違 

うかと か。 子どもに：-」 ック リマン チヨコが 

流 斤った ときは、 『今、 シ— ルを 捨てて 
チョコ だけを 食べる のが 最高の 贊沢 だ』 な 
んて 言つ てました」 

そんな おたくを 活を統 けて いるう ちに、 
C さんに 「を 機 意識」 がず 生えた。 仕事の 
ほうは、 他人が 作った ソフトな どを 別の 機 
種に 移植す るよう な ルー テイン ワーク ばか 
りに なって 煮詰まっ てきた し、 私生活に お 
いても、 審 みに ホて すぐ その 舍 社に 入った 
ために 知り合い がまっ たくな く、 あまり じ 
も 狭い 世界に いる ことに 息苦しくな ってき 
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たの だ。 

「それで、 ふと 考える と、 もし この 会社を 
岀 たら オ レには 何もない。 仕事 3 外の 楽し 
み もない し、 だいいち、 生活 そのもの がで 
きない。 そう 思い 始めたら、 それまで 目 じ 
入らなかった ほかの 世界を 三 S に 広げた く 
なったん です」 

自分を 変えよう、 つま リお たくを やめよ 
うとして 最初に 考えた のは 髮を 切る こと 

だつ たという。 

「原 宿の サッシュに 行っ たんです けど、 最 
初は 入る のに 勇気が 入りました ね」。 そし 
て、 化 事を 続けつつ も あらゆる 槪 会に 人に 
会ったり、 コンビ ュ1夕：^外の义化を顺収 
し 化した。 友人から 聞いた マ イナー な レ 
コ I ドを 西武 ア I ル ヴィヴ ァンで 買って み 
たリ 、雑誌 社に ほとんど 飛び込みで 顔を 出 
してみ たり、 DC ブランドの 服を マヌカン 
の廳 める ままに 買い まくつた の もこの 頃 だ。 
その後が 余 曲折は ぁったが 希望 どおり 退社 
し、 フリ ー として 大きな プロ ジ卫ク トを任 
される ようになった。 彼の 現在の 陪 みの ひ 
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とつは、 押し入れに 眠つ ている、 おたくが  けて て それを セ ロ テ— プで 留めて いる 巧 だ  をはる タイプ、 という 意味なら その 訳語は 


代に 集めた アメリカ 製 貴重 版 ソフト 数千 枚  ね。 もちろん パソコンを いじる のにに しく 


StuffedShirt 々不学 館 『ランダム ハウス 


の 管理 だとい う。 


て メガ ネ屋に 斤 かないんだ。 まともな 食事  英和辞典』 じよれば、 もったいぶった ひとり 


ナ  —ド 

アメリカン おたく 「NERD」 


米語の スラングに 「NERD」 といぅの 
が ある。 おたくに ついての 認識が 浅かった 
頃、 私は、 これを 「気が 弱くて ファッショ 
ンのダ サィ 奴」 ていどの 意味と して 解釈し 
ていたが、 映画 『ナ ー ズの復 他 直 {一九 八 
四) をき つかけ に、 これは かなり 「おたく」 
と 才—バ I ラップ する 単語では ないかと 気 
がつ いたの だ。 その 頃、 たまたま 話を 聞く 
機会の あった アメリカ 娛 楽/巧 育 パソコ 
ソフト 業界の オピニオン リー ダー と言われ 


もしない し 女の子と デー ト もしない、 気の 
きいた ジヨ ークも 言えない けれど、 コン 
ピ ュータ に関しては 誰よりも 詳しい。 今 思 
い 出す のは トニ！ スズキで すわ。 彼は 
"Good  Nerd、、 だつ た。 十 ま刖に トニー. 


ょがりの 頭の 堅い やつ、 の 意) だね。 ナ—ド 
の 類似 語には* wonk、、 が あるよ。 僕は。 ハ 
ソ コン ネットの 仕事を して るんだ けど、 

の 間、 自分の 仕事を いろいろと 友達に 説明 
していたら 『そんなに wonk な 単語を 使う 


スズキの ゲ—ム を 日本のを 社から 買った の  なよ。 オ レには 一言 も わかんない』 と 言わ 


がブロ1ダーバ ンド社だ」 


日本は、 世界の おたく か 


れち やった」 

また、 「wonk なんて 言葉 あんまり 聞い 
たこ とないな。 そうすると 逆に 僕は ナ—ド 
だつ てこと かな、 まいつ たな」 という 反応 


私は、 アメリカの パソコン通信の ネット  も あった。 


ワ I クに乂 のよう な メッセ I ジを 巧ち & ん 


r 日本には グ 本の虫々 つてい う 言葉が ある 


でみ た。 「日本 じは々 おたく シ という 人び  ん でしよう。 それみ たいじ コン ピュ I 夕に 


るブロ—ダ—バ ンド社長のダグラス • カー とがいる の だが、 アメリカでは どうか」 


とりつかれて 離れられない 人種 さ。 症状、 


ルス トンに ナ— ドに ついて たずねた 


すると 返って きた 反応では、 ルックス じ 関  と言ってもぃぃ。 ナ}ドのメガネが壊れて 


「ナ ー ドに も いろいろ あるけれ ど、 私が  しては 前記の ような ステレオタイプが 浸透  る ことが 多い のは、 ナ— ドなん か 目の前 か 


ナー ドと 聞いて 目に 浮かぶ のは、。 ハツと し  していた が、 異論 も あつた。 


ら 消えて しまえ！ と 思つ ている 人が 多い か 


ない フ アツ シ ヨンで ポケット じ ペンを いつ 

ぱい 差し、 ネジの 部 かが 壊れた メガ ネをか 


「日本の A おたく  A が、 必要 U 上に てい わ  ら だ。 これは 僕の 経験から も 言える ょ 
いな 言葉を 逍 つて 自 みのまわりに バリ^^ -I  あ I あ」 
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という ことは、 やはり ナ I ドは ア メリ々 
における 「おたく 現象」 と 言つ て 差しつ か 
えない のではないだろう か。 


ンの コン ピュ —夕 少年 や ドラッグに いかれ 
た 下品な やつと いつしよ に、 なんと 「英語 
のへた な 日本人 留学生」 がナ I ドの I 員と 


「御用の 節は、 御 自由に お言いつけ くださ 
い」 という 表示を した。 すると、 ある ユダ 
ヤ 人が ホて コピ ー とりから テレックスの 送 


これは、 客観的デ>夕もなぃ筆者の主観  して 出て くる。 これを 認める のは 屈辱 かも  信を 手始めに、 書類の タイピング や 訪問 先 


でしかない が、 欧米の パソコン 雑誌を 見る  しれない が、 その 日本人は 「ぅまく 自己 主 
かぎり、 コン ピュ —夕 好きは 誰もが 世界中  張で きない」 「(巧の) ファッション や ルツ 


への 電話までを 頼み、 そのを ひとりの ため 
に 秘書 サ— ビス 機能が マヒ してし まった。 


で 似た よぅな (オタ ッキ I な) ルックスを  クスが ダサい」 「眼鏡を かけて いる」。 しか  見 かわた マネ I ジャ ー が、 その 客に それと 
している 。ひとり だけ 例を あげよぅ。 八 九  し r ハィテクに 強くて」 r けつ こ、 っいじめ  なくを 意した ところ、 ぶに 「ここに 『御自 
年のTVゲ^ム業界最大のヒ ットとなった  られ ている」 という ナ— ドの 特徴は、 じつ  由に 言いつけて くださ、 L と 書いて あるか 


「テトリス」 の プログラマ—、 ソ連の ワジ 


られ ている」 といぅ ナ— ドの 特徴は、 じつ  由に 言いつけて ください』 と 書いて あるか 
は 完璧 じ 「世 巧の 中の 日本人」 の 特徴な の  ら そうした まで だ。 サ— ビスに 腿界が ある 


ム •ゲラシモフ 君 (二十歳) だ 《写黃 参照)。 だ。 どぅやら 「世界は おたく 化」 しつつ あ なら それを 最初から 明確に 表示して あるべ 
おたくは マルクス や キリストを 脇に どけて  り、 しかも r 日本は 世界の おたく」 S た  き だ」 と言われた という。 これは ユダヤ人 


国家 や 体制を 超えつつ あるよう だ。 

また、 映画 「ナ —ズの 復營」 じは マザコ 


の だり 


「おたく」 H 現実 世界と 違う 
価値 巧 系 じ 生きる こと 


日常 的な コミュニケ— シ ヨンには 普通、 

日本語な り 巧 語な りの 言葉を 使う わけ だが、 


にと って まったくの 正論で ある。 つまり、 
日本人 だったら 「御 自由に 一」 と 書いて 
あつても 「ほどほどに」 すると ころを、 彼 
らは 「あいまいさ」 を 許さない 文化の 論理 
で 斤 動した にすぎない。 

パソコンと いうもう ひとつの 別の 異文化、 


表面のに 同じ 言葉を 用いても 、異文化 間で  とく じ プログラミングの 世界に おいては、 


その 解釈に 誤解が 生じる のはよ く ある こと 
だ。 ひとつ 例を あげてみ よう。 

ある ホテルで 秘書 サ— ビスの デスクに、 


その 言語が 数学的で デジタル 《〇 か 1 か、 
アル か ナィの 選択し かない) な だけに、 ど 
の レベルに おいても 「論理 性」 が 重要視 さ 
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れ る。 いや 「重要 巧され る」 などと いぅ 言 
葉 さえ、 あいまい 度が 高す ぎて 許されない。 
コン ピユ ー タに 「気配り」 ボタン や 「そこ 
をなん とか」 スィッチが ついていたら …… 
とジ ョ—ク として 語られる ほどの 「すべて 
が 巧 確で 論理的に 割り きれる 世界」 だ。。 ハ 
ソ コン •ュ ー ザ— がい まだに 少数派な のは、 
この 「パソコン 的 世界」 と 現実の 日常 的な 
コミュニケ f シ ヨンの 世界が 大きく 異なつ 
ている からだ。 その パソコン 的 世界との つ 


きあいが 深まる ことが 「パソコン おたく」 
への 一歩を 踏み出した ことになる、 と 言つ 
たら 短絡的す ぎる だろぅ か。 

世間 一般の 常 誠とは ちょつ と 違ぅ おたく 
的な 生活の ディ I テ ー ルを。 ハ ロディに した 
リ 、バカ じしたり する のはた やすい。 だが、 
本当に 注目す るべき なのは、 彼らが いと も 
衝 単そう じ 言っての ける 「独学で プロ ダラ 
ムを 勉強し ました」 という こと だ。 私が 話 
を 聞いた 巧手は それぞれ 優秀な プロ グラ 


マ I で、 彼らが どの 程度 おたく かは 読者の 
判断し だいだが、 彼らは 良い 意味で 例外的 
だと 思う。 彼らは おたく 的な、 ものごとへ 
の こだわり、 極端に 言えば 「おたくし か 持 
ちえない なんらかの 能力」 を クリエ ィ ティ 
ブな 方向に 活かして いるから だ。 彼らが 学 
生 時代には けっして 優等生で はなく、 どち 
らか と言うと ドロップアウトだった の も、 
結局 パソコン という、 学校では キ チンと 教 
えて くれない ところ じ 自分の 追求したい 世 
界が あつたと いう ことにす ぎない。 

「ホテルでの ユダヤ人」 と 同じ 文脈に おい 
て、 おたくは 異文化の 人、 「やっかいな ボ 
ィ ジン」 だとは 思う。 だから、 巽 文化/ ガ 
ィ ジンに 対して r 崇め 奉る」 か 「排除する」 
かとい う 対応し かして こなかった 日本人は、 
同国人の 異文化 N おたくに 対しても 「ハィ 
テク •エリ ー ト として 崇める」 か 「不 適応 
者と して 排除す る」 とい、 っ 態度を とる の だ 
ろう。 おたくとう まくつき あうた めには、 
ひょ っと すると 本物の 外人との コミュ ニ 
ケ I シ ョンが 訓練 じなる かもしれ ない。 
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K 君は 数年 前、 中学 一年 ホのと きに 私が 
な 巧だった 生徒で ある。 

彼が はじめて 私の クラスに 入って きたと 
き、 ひと 目 見て、 これは 注意 しないと いけ 
ない と 感じた。 K 君の 特徴は、 たとぇば 次 
のょぅに 要約で きる。 

0^ りすぎ である。 

©目が 落ちつかない。 

® しゃべる のが 下手で ある (言葉が 詰 

まって 出て こない)。 

® 動作が ぎこちない。 

なかで も、 学校での K 君の いちばん 大き 
な 問題は、 しやべ る ことだった。 授業中に 
指名 されても 口ごもっ てし まって 言葉が 出 
ない。 教科書を 大きな 声で 読む こと もで き 
ない。 学力が 低くて 漢字が あまり 読めない 
生徒には ょく ある こと だが、 K 君の 場合は 
学力が おいわけ ではなく  (知能検査で 偏差 
値 S)、 漢字 も 読める し 質問の 答ぇ もちゃ 
んと わかっ ている ことが 多い。 でも、 言葉 
が 化ない ので ある。 

当が、 クラスの 友人 関 儒に も 問題が 生じ 
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てく る。 友達の 話に ぅまく 反応で きない か 
ら 、「人の 話を 聞いて ない」 とか 「無視す 
る」 と言われて いじめられる ことになる。 
からかわれ、 こづかれ、 突き飛ばされ …… 
と エス カレ I 卜 する。 

しかも K 君には 意外に 気の 強いと ころが 
あり、 やられる と 一所懸命 抵抗す るので あ 
る。 追い かけたり、 手を 振り回したり。 し 
かし その 動きが いかにも ぎこちなく、 まわ 
りは よけい 面白が 「て やつつ ける ことにな 
る 0 

こ、 っして、 K 君は 汗び つし よりになる。 
彼を 助けよぅ とする 尘徒 はいない から、 い 
くら いじめても 安全で ある。 ゲ ー ム として 
みれば、 やめられなくなる のは 当が だ。 

それでも K 君は、 ほとんど 教師に 言いつ 
ける ことは なかつ た。 ひよ つと したら、 追 
いかけっ このな かで 他人との つきあいが 成 
立して いたの かもしれ ない。 彼 としてもつ 
ら かつた ろうが、 ひとりぼっちで いるより 
よかった のではないだろう か。 

私は 担任と して、 彼の ことを クラスで 問 


題に しょうとは 思わな かった。 彼の 精い っ 
ぱいの 関係の つけ 方を 壊して はまず いと 
思 「たからで 衣る。 今にして 思えば、 彼の 
この 強さが 登校拒否を 防ぎ、 一人で 部屋に 

こもりき る ことを 防いで いたのから しれな 

、〇 

V 

K 君に 対する こうした いじめは、 一一 年に 
なっても エス カレー ト していく ばかり だっ 

た。 三 学期に 行なわれた 修学旅行では、 就 
寝 前の 休憩 睛間じ アッと いう 間に 布団蒸し 
にされ、 何人ものを 徒に 上から 乗られて、 
本人は 死ぬ かと 思っ たという。 このと きば 
かりは 彼 も 青い 顔を して 本部までを リ 込ん 
できた ので、 緊急に その クラスを 集め、 き 
ちんと した 処置を 行なっ た。 

身の まわりの 整理が 
まった くで きない 

K 君は、 身の まわりの 整理が まったくで 
きなかった。 給を の 残りの パンや 牛乳を 
ロッカ— や 机の 中に どんどん 押し込ん でし 
まい、 担任が どんなに 注惠 しても 直らな 


かった。 担任が 忘れて しまう と、 カビ のは 
えた パンや ョ ー ダルト 状に な 「た 牛乳 《発 
酵 して 箱が パン。 ハンに 膨れ あがって いる) 
などが ゴロ ゴロ 出て きて 悲鳴を あげる こと 
になる。 

それな 外に も、 K 君の 机の 中には プリン 
卜や 使用済みの ハナ ヴミや 巧れ た ハンカチ 
などが ビッ シリ 詰まっ ている。 まわりの 生 
徒 も 気持ち 悪 がって、 K 君の 机には 近づか 
なくなる ほどだった。 体育 用の ジャ —ジも 
あちこちに 脫ぎ っぱなしで 忘れる し、 担任 
が 注意 しないと 家に 持って 帰って 洗う こと 
もしない。 

こうした 状態は、 家庭で も 同じだった。 

K 君が 中学生に なった 頃は、 ちょう ど 
ファミコンが 盛んになり 始めた 時期で、 彼 
は 小学校 六 年生のと きに、 子どもに しては 
非常に 高 伽な ゲ—ム 用の パソコンを 買 「て 
もらっ ていた。 自分で ゲーム ソフトを つく 
る こと もで きる 槪械 で、 当時の 値段で 数十 
で 円は したは ずで ある。 

購入の ための 金は、 K 君を 溺愛して いた 
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祖 巧が ポケット マネ I から 出した ものら し 
い。 さすがに 両親は、 子どもには 高 伽す ぎ 
ると 反対した が、 「自分の 金を 出す の だか 
ら」 と 祖母に 押し きられて しまった といぅ。 

パソコンを 買っ て もらっ てな 来、 K 君は 
ゲ I ムに 熱中した。 学校から 帰って くるな 
り自 みの 部屋に こもり、 部屋を 暗く して 
キ —ボー ドを 叩いて いる。 夕食に 呼ばれて 
もなかな か 出て こない。 食べる とまた 部屋 
にこ もって、 夜の 一時、 二 時まで やって い 
る。 当然 朝 起きられな いから、 穫 ぼけ まな 
こで 遅刻 ギリ ギリで 学校に 駆け込む ことに 
なる。 

K 君は、 中学を になって から 自分で コン 
ピユー タを 操作し、 簡単な ソフトを つくる 
までにな った。 こぅなる と、 立派な" おた 
く。 である。 もちろん この 言葉は、 例の 事 
件の あとで はじめて 知った の だが。 

^ 人と 話す 必要 もな く 育つ 

K 君の 家族は、 両親と 化 1 人、 そして 祖 


巧の 五 人家 族だった が、 兄とは かなり 歳が 
離れて おり、 一人っ 子と 同じと 考えても い 
い。 小さい ときから、 ひどく 体が 顯か 「た 
そうだ。 

K 君の 家では 祖母が 強い 力を 持って いて、 
前述の ように 彼を 溺愛して いた。 身の まわ 
りの 世話は すべて 祖母が やってくれ たから、 
K おは 何もし なくても よかった。 

何も、 というのは、 しやべ る 必要 さえな 
かつた、 という ことで ある。 K 君の 望む こ 
とは、 すべて 祖母が 察して くれた。 病気に 
でもな ろう ものなら 大騒ぎで 病院 通いを し、 
ちよっ との 発熱で も 腫れ ものにさ わるよう 
な 扱いだ ったら しい。 

当然、 K 君の 要求は ほとんど 無を 件で 認 
めら れた 。父親は とても おだやかな 人で、 
祖巧 (つまり 自分の 巧 親) と 言い争うよう 
な ことは しなかった 。母親 も、 祖 巧と ぶつ 
かると 家の 中 か コチ ヤコ チヤ して 困る から 
と、 自分の 意見が あっても それを 主張せ ず 
に、 じつと 我慢して きた。 母親と しての 立 
場を 奪われて いた (あるいは 放棄して い 


た) と 言 「ていい。 

ところが、 K 君が 中学生に なって 四々 巧 
後に 祖母が じく なった。 もちろん 巧 親が、 
急に その 穴を 埋める ことな どで きない。 K 
君の 家庭環境は、 大きく 変わった。 

母親と しては、 今までず っと 祖母の やり 
方に 不満を 持って いて、 それを 我慢して き 
たの だから、 当然、 今までと はちが うやり 
方で 息子 じ 接しょう とする。 その 結果、 衝 
突が 始まる。 身の まわりの ことを 自分で 化 
理 させる、 という ごく 普通の ことで さえ、 
息子の ひどい 抵抗に あう ことになる。 

巧れ ものは あちこち 脱ぎ っぱなし、 下着 
も 巧 親が 出して やらなければ、 はき 替えょ 
うとし ない。 学校からの 連結、 集を 袋な ど 
も々 バンに 入れ っぱなしで (今までは 巧 巧 
が每日 カバンを 開けて 必要な ことを してい 
た)、 朝 だって 起こさなければ 絶対に 起き 
やしな かった。 

私が 家庭訪問した とき、 巧 親は ノ ィロ！ 
ゼ 気味だった。 私と しても 妙案が ある わけ 
ではなく、 ただ、 祖 巧の 死を ひとつの キッ 
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々ケ として、 彼を 何とか 一人 立ちさせる 方 
向に 向かわせなければ いけない と 思う だけ 
だった。 母親 も それを 痛切に 感じて いたか 
ら 、息子との トラブルに 疲れき つていた こ 
とも あつて、 彼を 放り出す しかない という 
結論に 達した。 息子の ことば かり 考えな く 
てす むから と、 仕事 じ 出る ことを 考え 始め 
た。 

学校 H 自分の 

思い どおり じなら ない 世界 

K 君は、 中学では 柔道 部に 入った。 小学 
校のと きに よく いじめられて いたので、 強 
くな りたい という 思いが あったの だろ、 っ。 
だが、 練習が 始まって みると、 体が うまく 
動かない。 巧 げられ て 痛 いのも 嫌だった。 
すぐに あれこれ 理 曲を つけて サボる ように 
なり、 体の ほうは ますます 太っ てきた。 

私は、 K 君が 一人で 自転車に 乗る のが 好 
き だと 聞いて、 サイクリングを すすめる こ 
とに した。 夏休み i 刖 にスポ ー ツタイ プのサ 
イク リンダ 車を 買 つても らい、 K 君は 夏 化 


みに 一人で 遠乘リ をす るよう になっ た。 一 
人で ある ことには 変わりは ない が、 薄暗い 
部屋に こもつ ている よりはい い。 K 君は サ 
ィク リンダに も 夢中に な 「て、 び 「くりす 
る ほど 遠くまで 足を のぱす こと も あった。 

K 君に 対する 担任の 評価は、 一二 年間 ほと 
んど 共通して いた。 

① 音楽 や 体育な ど、 自分を 化さなければ 

いけない 教科は 不得意で ある。 

③自 かに こもつ てし まう。 

©人前で きちんと しゃべ る 練習が 必要。 

® 要領が 悪く 結果に 結びつかない。 

だが K 君の 場合、 一二 年間を 通じて 少しず 
つし やべ る ことは できる ようじな つてき て 

いた。 欠席 も 一年生 十二 一日、 二年生 二十 一 
日、 一二 年生 十 I 日で、 いじめられながら も 
一二 年間 頑張り 通した、 と 言っ ていい。 わが 
まま いっぱいに 育った 生徒が、 自分の 思い 
どおりに ならない、 学校と いう 外の 世界で 
生きて いくの だから、 これは 大変な ことで 
ある。 「学校なん か 行きたくない」 と 言つ 
て 登校拒否に なつた ところで、 べつに 不思 


議 はない。 この 点、 K 君は とても 強い 何 か 
を 持つ ていた ことになる。 

高校 受験で 公立に 落ちた ため、 K 君は す 
ベリ 止めの 私立に 入学した。 当然 その 私立 
は、 彼に とっては 学力 的には 楽な ところで、 
クラスの トップに なって (たぶん 小学校^ 
来 はじめて)、 自信を 持つ ことができ たよ 
うだ。 三年 後 じ K 君は、 四 年 制の 大学に 合 
格した。 彼の 学力 (中学 時代の) から 考え 
れ ば、 かなり 難しい 大学で ぁる。 

K 君の 場合、 小学校 •中学校 時代は 外の 
世界と 逆接 的に しかつな がる ことができな 
かった のに 対し、 私立 高校に 入って 自信を 
持つ ことじよ って、 世界と 順 接 的に つなが 
る ことができる ようにな った、 と言える だ 
ろうか。 とにもかくにも、 一人の 世界 じこ 
もり 切らな か 「たこと が、 彼が 変わっ てい 
くた めの 条件に なった の だと 思う。 

その 意味では、 中学のと き、 いじめられ 
ながら も クラスの 生徒と 追い かけっ こを 
やった ことが、 K 君に とって 貴重な 体験に 
なった のか もしれ ない。 抵抗す る こと もな 
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ケン々 A すら 成り立た なくなつ ている。 
そう 言えば、 取つ 組み合いの々 ケン々 か 


ど 目に した ことがない。 たま じ 体を ぶつけ 
あう ことがあ つたり すると、 強い ほうが 弱 


などと いう ものは、 この 十数 年間、 ほ とん 


いほうを 一方的に 叩きのめ したり、 追い 詰 


く、 ポツン と 一人で 中学の 三年 間を 過ごし 
ていたら、 高校に 入っても、 外の 世界と つ 井 
ながって いくことは 不可能だった かもしれ 
ない の だ。 


対話 も ケン カ もで きな 
子どもたち 


ところで K 君の ょうな かおた く かは、 けっ 

して 特殊な 存在では ない。 彼のょう な 生徒 
は、 今でも 学年を 見渡せば、 何人 か あげる 
ことができる。 だが、 問題は それだけでは 
ない。 

最近、 クラスの なかに 友達とう まくつき 
あえない 子が 增え ている。 対話が きちんと 
成立し ない、 言葉が 相手との かかわり でう 
まく 出て こない ので ある。 これは、 学力の 
高い 低い には 閱 係ない。 

こ、 っいう 生徒たち は、 ごく ささいな こと 
で お 互いの 意思 疎通が うまくいかず 、友達 
との 闡 儒が ギ クシ ャク する。 それでも" ケ 
ンカ 。をして 言いたい ことを 相手に ぶつけ 
る ことができれば いいの だが、 今では その 


182 


めら れた 弱い ほうが、 逆に 相手に 大ケガ を 
させて しまうよ うな" 事件。 にまで 発展し 
てし まう ので ある。 どこまで やつたら やめ 
なくて はいけ ないか、 という 限界を 体で 知 
る ことが なくなつ たせいだろう。 小さい と 
きから 体を ぶつけ あう" ケン カ。 を 大人が 
取り あげてし まつた 結果で ある。 

クラスの なかで、 ほとんど 他の 生徒と 口 
もき かず、 j 日 じゆう ポツン と 一人でい る 
生徒の 数 も 増えて いる。 そういう 生徒 じ 話 
を 聞く と、 べつに I 人で いても 平気な の だ、 
と言う。 強がりを 言つ ている のか もしれ な 
いが、 穗極 的に 友達を つくろう という 気 も 
あまりな いような の だ。 

おたく 的 だらしな さは 

今の 子どもたちの 共通点 だ 

日常生活を 自分で やりきる 能力 も ひどく 
低下して いる。 その ひとつの 現われが、 身 
のこな しのぎ こちな さで ある。 

ひどい 生徒に なると、 倒れる とき 手を つ 
くこと がで きず、 顔面を 地面に 叩きつ けて 


鼻血を 出したり、 唇を 切っ たり、 果ては 醋 
を がったり する。 体育祭の 組 体操の 練習の 
とき、 肩に 乗った 生徒が バランスを 崩して 
背中から 落ち、 並 日 通なら ぱ 腰を 巧つ ところ 
が 後頭部を もろに 巧って、 大騒ぎす るょう 
な こと も あった。 をち た あと も、 痛い と 言 
いながら 練習に 参加し、 教室に 入って 給食 
もを ベ、 淸 掃の 時間に なって (落ちてから 
一時間^ 上 たって) 「頭が痛い」 と 泣き出 
して、 祖 巧が あわてて 病院に 運び込んだ。 
このょうな ことが、 最近では まれな 話では 
なくなっ てし まった ので ある。 

日常の 動作 じしても、 とにかく 鈍い。 淸 
掃のと きも、 床に おしりを ぺ タッと つけて 
自分の まわり だけを 巧く のが 普通で、 雑 布 
を 両手で 押さえて サ^ ~ ッ とがく なんて こと 
は、 とても 無理で ある。 「サボるな！」 と 
お嗚 っても、 体 そのものが うまく 動かない 
の だから、 効果は ない。 こ、 ついう 例は とく 
に 女子に 目立ち、 廊下に ベター ツと 座って 
話し込む 姿から、 教師は 彼女たち のこと を 
「ト ド」 と 呼ぶ ようになつ てきて いる。 


身の まわりの 整理を する こと も、 じつ じ 
下手で ある。 机 や ロッカー の 中が ザ ラ クタ 
で いっぱい じな ってい る 生徒は かなりい る 
し、 忘れ もの や 落とし ものは 数 限りない。 
カバンを 昇降口に 置き っぱなしで 帰って、 
教師が を 意す るまで 何もし ない、 という 生 
徒 もい る。 

この 十 年間で、 人間 関 儒を つくる ことが 
下手で 日常生活が ぎこちなく、 肉体 その も 
のが 脆い 生徒が 急速に 増えて きている。 K 
君 も、 そうした 生徒の 一人 じず ぎない。 彼 
は 偶然、 いじめられる という ことがあ った 
ために、 姐 巧が 彼の ことを 深く 知る ように 
なった だけで あり、 他の 生徒で あっても、 
深く 調べて みると、 きつと K 君と 同じよう 
な 状態が 現われて くると 思う。 その 意味で 
は、 K 君は。 普通の。 生徒で ある。 

もし K 君の ことを。 おたく" と 呼ぶ ので 
あれば、 今の 学校は" おたく  4 だらけで あ 
る。 そして、 そうした。 普通の* 生徒たち 
を 相手に 何が できる のかが、 今の 学校が 背 
負わされ ている 重い 課 壁な ので ある。 
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たたく たちとの 

出会い 

泉 ホ 人、 ホ 本を 猶 ほか、 

おたく 道を をめ た 先達の おを 訪 巧！ 

「ほんと ラ じ 巧 さなこと を 見つける なんで、 

じつは 簡単な こと。 

マニアとは、 

それを どれ だけ 好き じ なれる か、 
そのためじどれだけ巧|^^^^仏ラことがでさるかを、 

楽しみな ザら 生 さる、 

いねば 夷 使たち J なので ある」 


みうら じ ゆん 


ゴ フス じ1 夕 


—  韋本淳 助 


才 


ル •オア •ナツ ♦シング 

中臀 D 児 (〇 監賣の 世界 


僕は そのと き、 一瞬、 その 言葉 
の 意味が 把握で きなかった。 

「僕の 収集 歴は 二十歳を 過ぎた ぐ 
らいから。 をが 自由に 入る よぅに 
今でも 巧め て 中 巧 D 巧さん に  なつてから。 とにかく スト I ンズ 


会った ときの 感動は 党え ている 
僕は 久しぶりに 巧に 化れ た。 


が 大巧き だった から」 

中 巧さん が 出版した スト I ンズ 


中 巧さん の 監督した 《もちろん  の 本には、 世 巧 各国の スト— ンズ 


ご 本人 も 巧 優と して 出演) エロ 


の レ コ1 ドが 網羅され ている。 音 


ビデオ、 基本的な ところで 『シス  源は 同じで も ジャケットが 違う も 


夕 I L』 や 『ラバ J  • ベ ィビ1』 


のなどはもちろん、 レコード盤の 


などは 昔から 見て いたし、 中 巧 さ  色違い、 フツ ー .の 人が 見ても どこ 


んがロ ー リング •スト I ンズ 


が 違う のか 分かり さえし ない 再版 


ニアで 白巧當 房から 『The 巧 olli  された もの、 一枚 十 何です る シン 


ng  wtonew  oisoowraDhy  1 近 6W 


グルがなど、 異常なぉのレコード 


器 8』 という ものすごく ブ 厚い 本  を 写真 入りで 紹 かして ある 


を 化されて いる こと も 知つ ていた。 


「だから 僕の ノリは みんなみたい 


が、 をって みれば ご 本人は いたっ  に 『ノッ テる？』 『ィエ—』 じ や 
て 物静か。 あの ワィルドな 仕事ぶ  ない こと だけは 確か だと 思ぅ。 ス 
りとは とぅてい かけ 離れて いた。  卜 I ンズが 好きだったら、 ち やん 
「ストーンズの海賊盤マ ニァなん  と 好きに なろう ぜって 言う か」 


です よね？」 僕は 切 9 出した。 


僕は その 日、 異常に 興を してい 


「民 閒人 としての 楽しみは 半分ぐ  た。 が々 と 語られる 中 巧さん の 言 


らい 捨てて ますから」 


葉 じは、 ある 一線を ぷか におえた 
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人の みが 持つ 威厳 すら あった。 


「いや、 僕は いま ストー ン ズのコ 
ンサ ート見 るんだ ったら、 いい 
ブート (海賊 盤) が ほしい 方 だか 
ら 。今回の 償の 予想では、 まずは 
ツア ー の々 セットが 化 回って、 そ 
れ から アナログ ーニ 十 種類、 CD が 
五十 種類は 出 るん じ やない かな、 
ここ 一年ぐ らいで。 だから 今でも 
ストー ンズ 探しに 巧く ときは、 一一 
十で ぐらい 持って 巧かない と 不安 
だし わ。 何 か 使命 感 みたい なのが 
あって、 自分自身の 義務って いぅ 
のかな、 やらな くっち やって」 

将 ホって い、 っか、 中抒 さんが 死 
ん だとき はどぅす るんで すか、 こ 
の コレクション。 

「本を 作った ときの 相棒が いて、 
その 人に 『あげる ょ』 って 言って 
ある。 博愤 度を 建てても いいって 


を. 


「とにかく 見かけた ときには 化が  言ぅ ぐらいの ヤツ だから。 価値の 


r  ♦ 


に 巧う。 二 巧 目は ない とおつ てい 


分からない 入に とっては、 猫に 小 


るから。 その 時、 金を 持って な  判 だからね」 


かったら、 いちばん 巧い 親しい 人 


中 野さん の 義務感、 そこまで さ 


舅 溢 


V  r 、 —r* 

動 


i 


のと ころで 借りて でも、 頼んで 取  せる ものって 巧なん です かわ 


夕 大戦 モノ  みの— スケ— ル) ブラ モの マニアで も ある 


り 超き して もらつ てで も。 そうし 
ない とやつ ぱリ 悔いが 巧る から」 
今度の ストー ンズの 全米 ツア I 
は 巧 くんです か？ 


「僕の 生き方って いぅと々 ッ コィ 
ィ けど、 饌の 場合、 才—ル •オア 
•ナッシング、 百 か ゼロ かです か 
ら 。たとえば 恋を でも、 惚れない 
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ん だったら 惟んで ほしいと いう、 


今回の 取材で 中 巧さん の お宅に 


そういう 部々 ってす ごく々 かるし  お 邪魔して、 その 言葉の 意味が ょ 
ね。 普通の 人は、 みんな ほどほど  くみかった。 写真で おかかりいた 
に 生きて るで しょ。 それは それ  だける だろう か。 この 部屋は まさ 
で、 いちばんい いんだと も 思 うん  しく 大人の 部屋 だと 償は 巧った。 


だけど、 僕は やつ ぱ 9 そぅいぅの 
は化禮 だな あって 言う か …… 」 


「勧められません よ、 こんな 人生」 
中 巧さん は 静かには やかれた。 


才 I ル •オア •ナッシング 


泉赚人 {コラ 4  I スト) の冀 


もうず いぶん 前になる けれど、 
泉さん がま だ 朝 井さん (本名) 
だった 頃、 化 事で かめて お会いし 


飲ったら しく 顔が 妙に ホかった。 
僕は 化 事の 打合せが 始まる 前に、 
さっそく 持参した 四 冊の ス クラ ッ 
プ ブックを 差し出した。 それは、 
小学校 二 年から 五 年まで 集めた お 
した 怪獣 写真の 切り抜きだった。 

ヴ 怪獣 特集" と规 いたと きから、 こ 


た。 『ビデオ ♦コレクション』 と  の スクラップ •ブックで ガツン と 


いう 雑誌の 編集部 員だった 朝 井 さ 


一発 驚かせたい とおって いた。 怪 


ん は、 「今度、 怪獣の 特集を した  獣 マニアの 挨按 のよう な もの だ。 


いから いちど お会いしたい」 と 僕  「ほ一ぅ …… 」 

に 電話を かけて こられた。  朝 井さん は 赤い 顔を して 言った。 

忘れ もしない 新 宿の dug。 少  何 か 変 だ …… 僕は そぅ 思った。 

し 選れて 巧く と 朝 井さん といぅ 人  普通なら ここで 「ス ゴィ です 
は ジン •トニックを すで じ 何 杯 か  わぇ I」 とか 「異常です わぇ—」 


概ね 泉さん は 力— ド 系の モノ じ 目がない。 
それを 自ら 編集し、 雑誌、 お 典 じ 高める 
のが スタイル ピ。 


の ひと 言が あるは ずな のに …… 。 

「あの さ一、 じつは 俺 もね …… 」 
朝 井さん は 下に 置いた 紙袋から 
数冊の 僕と 同じ 極 類の スクラップ 
•ブックを 出して きた。 

「ほらね …… 」 

憤は ショック だった。 そこには 
当時、 朝 井さん が 集めた おした 怪 
獣 写真が あつたの だ。 自分と 同じ 
ことを してた 人が ここにい る。 小 
学校の 頃から だから、 ものすごい 
歳月を かけて ぶ 命の ように お 会つ 


た 人、 それが 朝 井さん だった。 

現を、 コラムニストに なられ 
て、 何 かの 雑誌で 僕との 初めての 
出会いを" 戦友に 会った 気がし 
た" と蒂 かれて いて、 マニアで 
あった 自分が ぅれしかった。 

「やっぱり 初めは 切手から だょ 
ね。 コレクター を歲識 したのは。 
だんだんと 国を シリ I ズ とかよ 
り、 通常 切手の ツ—の 世 巧に 入つ 
ていって。 たぶん 化の もので もぜ 
んぶ そこの 郞み にいく 索 おみたい 


なのが あるんだ よわ。 ただ、 その 
後のは怪獣とか、 レコードとか、 
ジャンルが いつぱいで てきち やつ 

たから。 それを なにもかも 収容し 
きれ なくなつて、 のめり込ん でい 
かないで すん だつてい うか」 
泉さん は 駅弁の 包み おや お菓子 
の 袋、 シー ル、 バッチ、 自分が 閒 
わつた あ 9 と あらゆる ものの マニ 
ア だつた。 そのが はス ゴィ！ 

「俺 わ、 なんでも とつて おく 趣 
味つて いうの が あつて わ。 今でも 
そうなん だけど も、 何 かで チ ラシ 
もらつ たリ する でしよ、 たとえば 
お 芝居 見て。 ああい うのべ つに 巧 
味が な いんだけ ども、 ぜんぶ 取つ 
て あるんだ よね。 それが 二 年 ぐら 
いたつて 見つかつた りする の」 
それは 何 か 化 事 じ 使おうと か 

野つ て？ 

「まあ、 とにかく 贾 いて おくんだ 
よね。 米 米 クラブと かの コン サー 
卜の切 巧みたい なやつ。 何年 かし 
て、 ああ 巧つ たんだな という 証拽 
にしたい なつて いうの が ある」 
ナルシスト なのかな あ I 、そ I 
ゆ一 の。 

「自 みが 持つ てること が 重要な 


の。 だから 人のを 見せて もらって 
も、 まった く おもしろくな いね」 
高校ぐ らいに なって 女の子を 意 
識し 始める と マニア 度は 落ちる で 
しょ？ 

「女の コと 話す ときは、 要するに 
コンセプトを 甘く して あげる で 
しょ。 飲み やすくし てあげる わ 
け。 その 作業は、 ほんとうの マニ 
ア 道から 外れて いるょ わ。 たとえ 
ば 怪獸に 興味が あるって いう 女の 
子が いても、 最初から メ 々ニコン 
グ って 言わない もんね」 

やっぱり 泉 さんって 、ディスコ 
とか 巧っても々 これでい いの か々 と 
思いながら、 つい マツ チを ポケツ 
卜に 入れて 持って 帰っ ちゃう？ 
「ズボンの ポケット のなかで マ ハ 
ラジャの 券が 巧れ てたり するとす 
ごい 残念だった りする ょね」 

泉 さんって マニアの 世界で 言う 
と 何 マニアって 言う のかな あ ブ- 
「なんだろう。 俺の 場合、" 自分 

が ここにい たか マニアと、 がらく 

た屋じ ゃない かな？」 

泉さん の 下落 合に ある 実家の 部 
屋は 、「勉強部屋」 と 呼ばれて た 
頃の ままで あった。 


未来の マニア 像 

京 本政稱 の 世 巧 


た 

「まるつ きり そのままです」 

京 本さん が 仮面 ラィ グ I や ウル 
.、  トラ マンに のめり込ん だのは 一二 年 
「ウルトラマンの ウエット ス ー ツ  前ぐらいからだといぅ。 トーク番 
で 右の 腕のと ころ、 なかに 入って  組で r 昔、 大巧き だった」 といぅ 話 
た 古を おさんが 右 ききだから 筋 巧  をした ことから 始まっ たらしい。 


がつ いてい たんで、 そこの 部分は 
ちよつ とつな ぎに なつて いたんだ 
よね。 これは もう ひとつの 人体が 
剖が 巧みた いなもんで すよ」 


すると 京 本さん は、 ものすごい 
スビ I ドで マニアに 向かった とい 
、つ ことになる。 

「もともと 、造形が 巧き で 大学 も 


京 本政樹 さんの 喷は 聞いて い  多 摩 美です から。 そういう 要素は 


た。 仮面 ライ ダ— 好きが おじて、  あったんで すよ。 だから 初めて ウ 
『仮面 ライ ダ！ ブラック』 に  ル トラ マンの リアル •ホビ —の模 
ギヤ ラ 無しで 出满 したり …… 。  塑 見た とき、 巧 撃 あったで すよ」 
「ギヤ ラは いらない から 条件が あ  京 本さん がその 日、 大切そぅ に 
り ますって 言っ たんです よ。 仮面  持参した リアルな ウルトラマンの 
ライ ダ— になる って ことは 無理 だ  人形は、 現在、 海洋 堂模 塾の 木 下 
から、 僕は ライ ダー の 正体を 唯一  氏 (リアル. ホ ビーの 先 巧者) といっ 
知 つ て い て、 しかもラィダ—と同  しよ に 作って いるものだった。 


ギヤ ラ 無しで 化满 したり …… 。 
「ギヤ ラは いらない からを 件が あ 


じぐら いの 働きを する、 正体は 元 


r これを おもち やと 考えて いいの 


FBI だとい う 役で 化して くれと- か。 僕は もう 芸術 だと 思つ てるん 


京 本さん が スト— リ—を 書い 


です。 今、 ウルトラマンの 本物 も 


を 本さん の 化 巧は、 時代考証 とも 
いえる。 科学 特巧 がのへ ルメット 
巧 元の ほか じ も、 が 来を 脱 化しつ 
つ あった ウルトラマン 地下ぶ 袋说 
をく つがえ す ブ—ツ の 発見な ど、 
その 森 田 健 作 ばりの 熟 意が マニア 
じ 与える が 巧は を大 だ。 


ないし、 資料 も 写真し かない わけ 
です ょ。 それを とにかく 探し ま 
くって 克明に、 リアルに 再現す る」 
京 本さん は 自分の ことを かおた 
く 族 かでは なく かお そと 族" と 呼 
ぶ。 ウルトラマンの 当時の 闕係者 
におを 見つけて は 会い まくり、 資 
料を 探し まくる バイ タリ テイは、 
アウト. ドア •マニアの 鏡 だ。 

「僕が 巧睐の あるのは 板 面 ライ 
ダ—なら 一 号オンリ1。 それと、 
ウルトラマンなら 初期の C タイプ 
だけです ね。 もう 『帰って きた ウ 
ル トラ マン』 とか 全が ダメ 。せい 
ぜい 『セブン』 まででし ょうね」 
造形 マニアの 京 本さん は 言う。 
r 僕は それな 外は、 隊員 服の デ ザ 
インと かに こだわつ ち やうんで 
す。 隊員が 持って 歩いて たへ ル 
メット とかは、 二十 五 年 前の、 誰 
がか ぶって たの か 分からな いんで 
すけれ ど、 必死で 探して 手に入れ 
たんです。 たぶん 僕は 耳の 位置 か 
らソガ 隊員の だと 見て るんだ け 
ど。 ヘルメットの 後ろを 見る と 
『くの H 業㈱』 と 書いて あつて、 
その 会社を 電話帳で 調べ まくっ 
て、 当時の ペリカン •ペンギン- 
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か、 本伤を 事細かに 再現した もの 
な 外には、 興味が な いんです」 
ウルトラマンの 顔と 京 本さん の 
顔が 似て るのは 気のせいだろぅ 
か。 饌は京 本さん を ホ ホの マニア 
シリ— ズ といぅ 自お巧 用のへ ル  償と 考えて いる。 世間で 言われる 


■ii 


鶏 


メツト だとい うこと が々 かつたん 


ぉたく族" のィメ—ジはひど 


でス舊 が、】 I 十五 年 前の 設計図  悪い。 女に モテない といぅ レッ テ 
が ある わけで もなくて、 でも ルまで 貼られて いる。 ところが 京 
部の 方に 当時 携わって いた 人が い 本さん は 女に モテて マニア、 もち 
たんです よ。 そして、 ついに 僕は  ろん 話は おもしろい。 これは 僕が 


作って もらつ たんです、 隊 貧のへ 
ルメットの 原型を」 


巧 おする マニアのを だ。 

「僕は 結局、 ヒ I  口  I が 好きなん 


京 本さん は 普通の 怪獣 マニアと  です よ」 


か SF マニアと を うんです わ 


将来は ウルトラマンの 造形 部分 


r 普通 ウルトラマンが 好きだと 言  の 監修を してみたい と言われる。 
ノ と、 昔の おもち やから 最近の お  京 本さん こそ、 マニアの ヒ I 口， 


もちやまでを 郞樂 めて るで しよ。 


になる 日は 近いだろぅ。 


學 


天 ホの ドキュメント •玄デ 

恨 本 敬磊醒 ) の 世界 


报本 敬さん と 僕は、 『ガ ロ』 と 
いぅ 特殊 漫画雑誌で デビ ユ ー し 
た。 時期 も ほぼ 同じ ぐらいだ つた 
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最近、 根本さん が もっとも 感銘を をけ たのは 化 公次の アルバム 。ジャケット も 
巧 本さん ご 自身が 「自分で デザィンし たかと 思った」 といぅ ほど。 


と 巧う。  んの 単行本が ある。 「辖国 叛狩リ 
みなさん ご存知ない かも 知れな  ザ イド」 とお 打たれた その 本は、 
いが、 『ガ ロ』 は原橫 巧が 化な  もちろん 普通の ガイドブック など 
い。 だから、 イコ ー ル 『ボ ロ』 の  ではない。 そこには、 根本 流 ドキュ 
漫画 じ や 食って いけない。 その 代  メント で 捉えた 生の 辖 国が ある。 
わりって 言う と 何 だが、 編集 方針  「何故、 箱 固に 惹 かれた の？」 

は 他の メジャー 漫画雑誌 にない 宽  r 何 かよく 分からな いけど、 僕は 
大 さが ある。 だから 描き 手 も自み  人の 叟ふ みた いなものに すごく 巧 
の ほんとう じ 描きたい もの、 アブ  味が あるんだ。 辟 園、 とくに ソウ 
なさ ギリ ギリまで 勝負して くる。  ルと いう 街は そんな 人たち の集大 
根本さん の 漫画は いつも ドキュ  成って 感じが する。 モヤ モヤして 
メント である。 気弱な サラり I マ  る ものが あるんだ」 

ン 、が 巧の オッ サンが 迫害を 受け  モヤ モヤした もの。 根本さん の 
たり、 時には バラ バラに されたり  漫画に 漂う なんとも 言えない 巧い 
…… 。作者は ただ そのを を 遠く か  は、 その モヤ モヤした もの だ。 

ら巧 続けて いる。 そこには、 かわ  「強烈な 個性の 人間、 ダリ ダリの 
いそうだ とか 問 違っ ている とかの  ところに いる 人たち に 巧 味が ある 
意見は ない。 ただ ドキュメントを  ん だ。 その 人が 放つ オー ラみたい 
追い 統け ている カメラマン なの  な ものに」 

だ。  根本さん は辖国 ロック •マニア 
そういう ことから して、 根本 さ  でも ある。 部屋には レコー ドが 散 
んは 僕が 知る かぎりの 漫画家の な  亂 していた。 どの ジャケットを 見 
かで いちばん" 天ネ 。を 感じる 人  て も、 他圃の ロックに はない' まさ 
だ。 そしてい ちばん 興味の ある 人  じ 情念を 感じさせる もの ばかり だ。 
だ。  「僕は レコ ー ド 自体より、 それを 
天 ネの化 事 場は 散らかっ ていた。 作った 人間の 方に いっち やう。 日 

本の B 級 廃盤で も、 どこかの 不動 
『デイ— プ ■コリア』 という 根本 さ  産屋の 社長が 出した 自主 レコー ド 
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のよう な ものが 巧き なんだ」 


ると、 まず じつく りが 閒を かけ 調-さ。 いる じ やない。 いき 過ぎた フ  フア ー ブルの ような 人 だと 思う。 


被 本さん は、 そう 言う と 一本の  查 する。 本人と をって 話を し、 そ  ツ—の 人みたい な 人って。 どこか 


ビデオ •々セットを 見せて くれ 


の 人に 脚す る ものなら 巧 だって 樂  やっぱり フツー の 人と 違って パワ 


た。 そこに 映って いたのは、 不動産  めた くなる らし 


屋の オヤ ジが バリ バリの スポット 
ライトを 浴び、 歌う 姿であった。 

「好きに なつち やうと、 コン サ— 
卜 にも 巧 かなき やなん ないし、 


「だからた ぶん 普通の 廃が マニア 
とは 違 うんじ やない かな」 

その 筋で、 値打ちが 上がって い 


根本さん にお 獻 という 言葉は な 
い。 普通の 人なら-何も そこ ま 
で。 と 思う だろう 人への 執着 や 探 
そう 言う 巧 本さん 自身 も、 何 か  求む は、 もはや マニアの 域を 超え 


フルなん だよ わ、 そういうの」 


物静かな パワフル さを 感じる。 
像と 报 本さん は 何年 か 前、 


て さえい る。 

マニアと 言えば、 物の 収集と 思 


る 元 アイドルの レコ ー ドな どは  夕う まか ブ—ム という やつで 化に  われがち だが、 それを 生み 化した 


けっこうたい へんなん だよ ね。 每  いっさい 集める 気がない の だ。 


化た 口 だ。 だけど 根本さん の 描く  人の 情念を 調査す る ことこ そ、 巧 


月、 巧って るよ。 何 かよく 分からな 
い モヤ モヤした ものが 見たくて」 
根本さん はそう いう 人を 巧つ け 


r どこかの 商店の おやじ さんが®  没 画、® ふの 世界に ブ I ムな どな  き 着いた マニアのを なのか もしれ 


ホが なじち やつて、 とうとう レ 


い。 彼は 世の中に モヤ モヤを をす  ない。 根本さん の 漫画は、 その 研 


コードまで出してしまつたとか  る 不思識 な ものを 採集す る 現 化の I 究 発表と 考えても いいだろぅ。 


梦 


数. 


が； 


マニアは いつだつて 期待な 上  自分ら しく 生きて いく ことができ 
だ。 くやしい けれど、 その スゴさ  る 人たち といぅ こと だ。 世間は、 
を 分かっても らうには、 実際に 本  そういう 人たち に 「巧 常-という 


人と 会 つても らうし かないと なつ 
ている。 


レッテルを 貼りた がるが、 見栄を 
張って 自 々らしく 生きられない 人 


J こに 登場して いただいた 四 人  の 方が、 よっぽど 異常に おえる。 


の マニアの 方々 は 僕の 師 であった 
り、 戦友で あったり、 未 かの 人 だつ 


僕 も、 やっぱ 9 世 問では ク おた 
•かと 言われて しまう 辈 らしく、 


る わ 宅の 玄閒 先で 収めた マニア" マニア* 写 巧。 
最後は、 跑が 大学 前の 很 木さん の 事務所で。 


たりした。 分野は それぞれ 違ぅ け  例の 宮崎事 伴では 「おたく 代表と 
れど 、ひとつ 大きな ところで 共通  しての ご 意見を」 といろ いろと コ 
する ものを 持って おられる と 思  メント を 求められた。 僕は その 頃 
ぅ。 それは、 大人に な 9 ながらに し  すでに 中 巧 D 児 氏に おを いして い 
て 少年 如を 忘れない、 いつまでも  たし、 たんなる ヴ おたく" などと 言 
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われる 自分は まだまだ だと 思った。 

マニアの 世界は、 ひ弱な 文化 系 
の 世界では ない。 己の 人生を も赌 
けた r 俠 気」 の 世 巧な の だ。 そして 
愚が のには、 自ら 仙人になる 道 だ。 

僕は そんな カツコ イイ 人に なれ 
る 自信は 毛頭ない。 今回の 巧 巧で 
それが ょく 分かった。 ひとつの こ 
とに 自 みの 人生を 絞り 込む には、 
まだ 捨て 切れない ものがた くさん 
あり 過ぎる の だ。 

でも ひとつ だけ 高校 時代から 現 
在まで コッコ ツと 集め 続けて いる 
ものが ある。 それは もっとも 自分 
の 人生で 影響され た。 ボブ •デイ 
ラン" の 海賊 盤で ある。 ビー トル 
ズ 、ストー ンズ 、デイ ランは 海賊 
盤の 多 さでは 他の ミ ユ—ジ シヤン 
の 比では ない と言われて いるが、 

グ 目標 死ぬ まで W という 長い 目で 
僕は 集め 続けたい と 思う。 いつの 
曰か、 僕の デイ ラン 海賊 盤 デ イス 
コグラ フイ— 集を 本屋さん や通販 
で 見つけられたら、 「あいつ もと 
うとう マニアに なつた な」 とおめ 
ていた だきたい。 また 会おう！ 
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おたくの 事件 簿 

大雪 山 謎の SOS から 練 馬 警官 刺殺まで、 

平成の 世を 騒がせた 
「おたく」 たち 


翁 


あの 倒木で 作った SOS は、 ほんと ラは 誰への メッセー ジ だった のか？ 

お 食 住 じ 無 関むな 静かな 青年を お官 殺しに 向かわせた 力は 何だった のか？ 
平成 元年を 騒がせた 不可解な 事件たち を、 

犯罪 ルポの 第 I 人 者が 切 斬と い ラキ— ワ— ドで 読み 解く！ 


朝 倉喬司 


ルポ ライタ 


ーメ •フアン 大雪 ム SOS と 

少 ホの 自搜 ごっこの 


通感觉 


風 倒木で つくった 「SOS」 の 文字。 そ 
して 近くには 次の よぅな メッセ— ジを 吹き 
这んだ テー プが 残されて いた。 

「SOS、 助けて くれ。 崖の 上で 身動きと 
れ ず。 SOS' 助けて くれ。 崖の 上で 身 動 
きとれ ず。 SOS、 助けて くれ。 場所は は 
じめ に ヘリ じ 遭 「たと ころ。 を 深く 上へは 
行けない、 ここから 吊り上げて くれ」 
今年の 七月、 マスコミを さわがせた" 大 
雪山 SOS 々事件。 テー プ はこの ほかに 「超 
時空 要塞 マ クロス」 「魔法の プリンセス、 
ミン キ I  •モモ」 など、 アニメの 主題 曲を 
収録した ものが 三本。 テ I プと 一緒に 豬見 
された 運転免許証な どから、 木 文字と 声の 
「SOS」 を 残した のは 愛知県 江 南 市の 敷 
島 胁績江 南 工場 工務 課に 勤めて いた 岩 村 賢 
治さん とほ ぼ 断定され た。 岩が さんが 化 海 
道 大雪 山系 化 岳で 斤 方を 絶った のは 昭和 五 


十九 年 セ 巧 十一 日の こと。 当時 二十 五 歳 
だった。 現場が 近には さらに 女性の 白骨 死 
体が 散乱して いて、 こちらには 遺留品は な 
く、 がして 岩が さんの 方は 遺体は 未発見。 

いかにも いわく ありげ な， 事件の 構図* 
だった の だが、 調査の 結果、 ふたりは まっ 
たく 別の が 期に、 偶然 同じ 場所で 遭難した 
ものと みられる に 至 「ている。 岩が さんの 
失踪は 五 年 前で あるのに、 白骨 死体は 死後 
I (立年と鑑定されたのである。 

冷 

4 ■『ミン キ—  •モモ」 は 
y とく じ 好きだつ た 

冷 

この 事件の 特異性は、 現場に 残された 二 
種類の 「SOS」 そのものに 集約的に あら 
われて おり、 それが 遺留品から I 見して 巧 
ら かな 岩が さんの アニメ 好きと 大いに 関 儒 
が ありそうに みえた ことが、 世の 耳目を い 


やおうな くひいた。 ちなみに、 アニメ 方面 
に 詳しい 读羽通 巧 氏に よると、 岩が さんが 
残した 二つの アニメは、 いずれも、 意欲 的 
な アニメ クリエー タ—が 「自分の 趣味 的感 
覚を 盛り込み」 「できるかぎり やりたい こ 
とを やった」 マニア 間で 高く 評価され たも 
の だとい う。 

岩が さんの アニメへの 深入りぶ りは、 彼 
を 知る 人の ほとんどが 認める ところで ある。 
「を 達 づき あいは 下手で、 ダルー プ から 外 

れ ていたけ ど、 いつも ニコニコして いてね。 

アニメの キヤ ラ クタ— を トレー ス したのを 
よく 見せられ ましたよ。 『ベリー ロー ダン』 
とかいう アクション 的な SF 小説を 何十 巻 
とか 持っ ていて、 その スジ 書き や 見どころ 
を 詳しく 紹介して くれたり。 マン ガやア ニ 
メ のこと になる と、 とにかく よくし や y り 
ましたね」 

と 語る のは 岩が さんの 出身校、 京都 工芸 
繊維 大学で 同期だった 〇 さん。 〇 さんに よ 
ると 彼は 鉄道 や パソコン にも 凝っ ており、 
大学では 鉄道 旅行 研究会と コン ピュ —夕研 


195 


究 をの 二つの サ— クルに 入って いた。 

誓？ 結 績江南 工場の 寮で 同室だった S さ 
ん にきく と、 

「テレビの 再放送を 留守 録 して、 仕事が 済 
ん でから 一目散に 婦 って それを 楽しむ とい 
ぅぐ あいでし たね。 ええ、 アニメ 番組です。 
ちょぅ ど 再放送 やって た 『ミン キ I  •モ 
モ』 はとく に 好きだった みたいで 『学を 時 
代の サ— クルの マスコットだった』 とか 
言つ ていました。 コン ピュ —夕 •グラ 
フィックで 、かなり 複雑な アニメ 画 傑 《静 


岩 村 巧ち さんと、 その 遣留品 (写真 中央 
下 じ 「巧 法の プリンセス ミン キ I •モ 
モ」 のカセット-レ1ぺルが見ぇる) 


止) を 巧ち 出して 見せて くれた こと も あり 
ます。 鉄道？  ええ、 こちら もしよ っち ゆ 
、っ ひとりで 旅行に 巧って SL の 写真な どを 
撮っ てきて アルバムに びっしり 貼っ てまし 

た。 旅 斤 先は 北海道が 多かった みたいです。 
なにしろ 『ぼくは ほんとうは 国鉄に 入りた 
かつた』 つてし よつ ちゆう 言っ てました も 
の。 ちよう ど 民営化の 気運が 高まった ころ 
で 採用がなくて 、入りた くても 入れな かっ 
たんです ね。 鉄道は ほんと じ 巧き だった み 
たいでした」 


♦  V  4 を 


岩が さんは 1 巧 都市 右京 区 生まれ、 大学で 
は 「制御 工学」 を 専攻した。 生産 機械の 複 
合 的な 動きを 数式で シ ミュレ I 卜 する 「モ 
デ リング」 という 分野が、 彼の 選んだ 卒論 
の テ ー マだった。 脯績 会社への 就職は、 や 
や 不本意だった ょう だが、 入社 二 年後の 昭 
和 五十 九 年 はじめに、 彼は 「省エネ プロ 
ジェ クト」 の 一員に 加えられ、 

「先生に 習った ことが ょうやく 実地に 生か 
せそうです」 

と、 指 官 だった 砂原 善 文 教授の 研な 
室を 訪れて いる。 

「うれしそうな 様子で したね。 彼は 今どき 
の 若者には 珍しく 卒業後 も S 度 ほど 私のと 
ころを たず わて くれて、 そのつど 名 古 塵の 
ウィ ロウ だと か、 仕事で 四国へ 行った 帰り 
だとい って ワカメ なんか、 ± 産 にくれ たも 
のでした。 プロジェクトの 一貫に なった と 
言って きたの が 五十 九 年の 三ち。 セ 巧には 
化み をと って 化 海道 服 斤を する つもり だと 
言っ てました」 (砂原 教授) 

社を 人と しての 人を レー ス に" ョ ーィ、 
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ドン A がか かって、 おそらくは その ひと 区 
切りの つもりで 旅 斤に 出、 そのまま 行方 不 
巧に なって しま 「たわけで 起る。 彼の 名前 
が 社員 名簿から 抹消され たのは、 失 掠 二 年 
後の ことだった。 そして、 彼を 知る 証言 者 
に 例の 「SOS」 じついて きいて みると、 

一様に 「をが 君 だったら 、やりそぅ な こと 
に 思える」 といぅ 返事な のが 印象的だった。 

「人つ きあいの エネ ルギ I を もっぱら アニ 


メだ とか 鉄道へ ふりむけ ていた 感じでした 
から。 とにかく 詳し かった。 大雪 山へは た 
しか 二、 一二 度 行っ てるは ず だけど、 山登り 
を 本格的に やって いたわけ じ ゃありません 
からね。 遭難した ょうな 場合に、 ああ、 あ 
いつは ひとりでつ ちかって きた 興昧の 領域 
であん な ふうに 対応し たんだな と、 なんと 
なく  了解で き るんで す」 

と 語る のは、 もう ひとりの 大学の 同期生、 
K さんで ある。 

み 

聲縱五 E、 横 二 •五 E、 

聲ズ レた 「SOS」 の リフレイン 

〇§〇 

請を 「SOS」 に 房そう。 まず 風 倒木の 
「SOS」 は、 上空へ 向けられ たもの だけ 
に 一文字が 縦 約 五メー トル、 横 約 一一 •五 
メー トルと かなり 大きく、 これ だけの もの 
をつ くるの じは 「屈強な オ トナで も 丸 二日 
はか かるだろう」 と、 地 一兀の 山岳 闕 儒者は 
みている。 そこまでの 劳力 とが 間を 彼は 
《遭 雛した ものと すれば) なぜ 正規の ル— 
卜へ 戻るな りの 斤 動じ ふりむけ なかつ たの 


かとい うのが、 当初 誰もが 抱いた 疑問 だっ 
た。 テ I プの 「SOS」 に関して も、 これ 
を 再生した としても 上空の ヘリに 声が とど 
くは ずは なく、 いったい" どこへ々 、"誰に// 
な 達しよう として 吹き込ん だの かよく 解ら 
ない。 言葉の 配列は、 リフレィンを 多用し 
た ポップスの 歌詞の ようで あり、 それが 一 
語 一語、 からだから 信号を 発する 思い入れ 
よろしく 区切って 発音され ている。 演劇の 
発声 練習の ように もき こえて、 切羽詰まっ 
てナ マの 感情を あらわにした 様子の もので 
はまつ たくない。 

また 「崖の 上で 身動き とれず」 と あるが 
「SOS」 の 場所は 湿原で、 崖の 上では な 
く T 場所は はじめに ヘリに 遭 「たと ころ」 
というの もた 達の 要件を 大いに 欠いて いる。 
山中で 岩 村さん が ヘリに 出会っ たと して、 
ヘリの 側が 彼を 巧認 していない かぎり、 こ 
の 言葉は 莖 二者に 「場 巧」 を 指定す る こと 
などで きない。 さら じ 言えば、 ほんらい こ 
れ は、 巧認 したと いう 了解が 双方に 成立し 
てはじめて 出て くるな 達の 言葉のは ず だ。 
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机で 作られた 「9」 の 字 


なおかつ 私は、 「SOS」 に 横溢す る 字体 
蕭識 について、 作成に 普 やされ た 労力の 途 
方 もな さと あわせて (岩 村さん は 風 倒木 か 
ら白 樽の 木を 選んで 集めて いる)、 あの 場 
における 彼の 「文字」 への、 そして 文字を 
文字と して 成立せ しめるべき 「上方の 空 
間」 への、 なみなみならぬ 集中 度の タマ モ 
ノ だと 考えて しまぅ の だ。 そのこと で 思い 
出す のは、 昭和 六十 三年 一 一巧 二十 一日、 東 
京都 化 田 谷 区立 貼 南中 学で 起こった 「9 の 


字 事件」 である。 同日 深夜、 校内へ 侵入し 
た 九 人の 少年たち は、 教室の 机 四百 脚 あま 
りを 校庭に 持ち出して 「9」 の 形に ならべ 
た。 この間 わずか 二 （三時 間。 しかも 出来 
上がりは モザィク 文字 様で、 ビジュアル 効 
果 満点の 「9」。 こちらの 方の 集団 的な 集 
^ もまた たいした ものだった。 首謀者 格 
の ひとりは 逮捕 後、 「あれは 宇を 人への 
メッセ I ジ であり」 「一九 九九 年には 自分 
らが 日本の トップに 立つ 宣言」 なの だと 述 
ベた が、 それより なにより、 あの 「9」 に 
は、 上空から TV カメラに 映され、 映像と 
して" 情報化* される ことへの あからさま 
な 期待感が 漂って いた。 

岩が さん もまた、 別種の 期待感を 持って 
「上空の 空間」 へ 向けた 文字 信号を つくっ 
たにち がいない の だが、 そこへ 現出すべき 
ヘリへの 距離の 感覚は、 すでにみ たよぅ じ、 
奇妙な ぐあいに 錯綠 している。：^ のを 体 
は 上方への 集中力を 軸と しながら、 メツ 
セ ー ジの 具体性は、 主観的な 「出 $」 の 
継起の 領 野へ ジリ ジリと はみ出し ていった 


「はじめに …… 」 について は、 これ も 右 記 
のょう なを 件を 満たす 形で 少なくとも 二度、 
ヘリと 岩 村さん が 出会った 場合を のぞいて 
は、 彼 ひとりの 経験 飽 囲に 意味を なす だけ 
の、 いわば 主観的な 「出来事」 を 指示す る 
ほかは ない。 昭和 五十 化 年 七月 当が、 現場 
付近で ヘリが 岩が さんら しき 人物を 視認し 
たという 報告は なく、 テー プの 「ヘリ」 は 
彼が ただ" 見た A にすぎない もの か、 想像 
のうちに、 目學 を" 了解し あった* もの か、 
どちら かだろう。 それや これ や、 岩 巧さん 
の 「SOS」 は 救援を 求める 手続きの 実際 
性とは かなり ズ レて いるの だが、 ここで 私 
が 注目す るのは、 まず 「字は あまりう まく 
なかった」 という 岩 W さんが、 なかなかに 
きっちりした、 デジタル 文字 様の 「SOS」 

をつ くった こと だ。 
oSo 

聲 「9 の 字」 と 「SOS」 

寺 映像 化されるべき 「上方への 映像」 

み 

もちろん、 紙 じ 書く 字と 工作して あらわ 
す 文字を 一緒くたに 論じる つもりは ない が、 


趣な の だ。 したがって 彼の 「SOS」 に応 
じて やって くるべき ヘリは、 「出来事」 の 
継起の ワン ポィント じあら かじめ セット さ 
れ たもので あるか、 さもなければ まったく 
ぶに、 「出来事」 が アレンジ する 領域 性へ 
の 唐突な、 えたいの 知れない 闊入 者の ょう 
な もので しか ありえないだろう。 こうした、 
ありうべ からざる ヘリの 機穀を 事態の 「拉 
換 点」 として その 場に むかえるべく、 はる 
か I 设 方に キヤ ッチす る TV スク リ—ン を、 
アニメ 映像の 集中 的な 受け手であった 岩 村 
さんは、 その カラ ダに 内蔵して いたみたい 
である。 そんな 彼の カラ ダが 現場から 消え 
た あと、 今度は 正真正銘、 T  V 々メラを々 内 
蔵。 した ヘリが 上空に 現われ、 「9」 の 字 
顔負けの、 ミステリアスな 「情報」 を、 目 
I 巧 映像 化した ので ある。 この 暗合の 成 
り ゆきこ そ 興味深く、 じ 「さい、 消えた 青 
年の 遺留品と 女性の 白骨 (の 情報)、 そし 
て 「SOS」 が 配置され た 大雪 山の あの 峽 
像は、 もし 岩が さんが あそこに 自らの 「死」 
を 演出した の だと すれば、 まさに 完璧な 仕 


上がりと いう ほかは ない。 もちろん、 それ 
はありそう もない ストー リーで 表る。 にも 
かかわらず 現場の 状況は； 誰か， が (ちょう 
ど 「9」 の 字の 少年たち のように あから さ 
まな 期待感を 持っ て) 意図した、 その 意図 
どおりに 「出来事」 が アレンジされ たかの 
ごとき 様相を 呈 した。 これが 私には なんだ 
か" ミステリアス" なの だ。 

事実の 継起を 追った 情報の 文脈が、 どこ 
か 目に みえない 領域に 進行して いたもう ひ 
とつの スト— リー のか 在に よって 切断され、 
たちどころに 自己 完結せ しめられ たみたい 
なフ シキな 感じ。 この" ミステリ I * にか 
ら だを 浸して いると、 「SOS」 に応じて 
やってくるべき ヘリの 「機影」 ではなく、 
むしろ あの 場に おける 岩が さんの 存在 こそ 
が 「出来事」 の 継起に あらかじめ セット さ 
れた 「転換 点」 ないしは、 ことの 流れの 「切 
聯 点」 のように もみえ てく る。 自分の 遭難 
そのものが 肥大 化した システムの 律動 
への、 あらかじめの 同調 ポイント であり、 
その 「度」 の 上に なすす ベ もな くう つ 伏せ 


になり、 はからず もことの 流れ 查刖 後に 切 
リ 離して しまった 彼の 姿な ども 目の前に ほ 
う ふつと - i てく る。 

ホ 

みお 割み 担で 自巧 する 
f  III 人の 前世の ぉ 姫様 

务 

そういえば この 八 巧、 世間の 意表を つく 
「自殺 ごっこ」 を やった 徳島 市の 女子 小 中 
学生 一二 人 も、 仲ょ く 市内の 自転車 専巧 道路 
にう つ 伏せに なって いたのだった。 そして 
こちらの 方 もまた、 彼女たち の々 ラダが、 
事実の 継起に 儒る 「切断 点」 をな した 形跡 
が ありあ リ だった ので ある。 事件を 報道し 
た 「朝日 新聞」 の 記事から、 かに お 粋して 
みょう。 

「化 島署の 調べでは —— {中略) —— 三人 
は、 自殺を 図ろうと 薬を 飲む が、 結局は 肋 
かると いう 筋書きを 書いた 予定表を 持って 
おり、 この 予定表に 基づいて 行動した ので 
はない かと 見て いる」 (八 巧 十 セ 日) 

「徳島 市内で 十六 日夜、 女子 小 中学生 S 人 
が 轉痛觸 熱 剤を 飲んで 病院 じ 運ばれた 事 ホ 
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を 買つ た。 シナリオに ょると、 一二 人は 薬を  が、 「シナリオ」 の 介を にょつ て 断 点を 生 
飲ん が あと I 人が その 場で 意識不明 となる。 じ、 事実は ジリ ジリと 果てしなく、 仲よ し 


は、 一二 人が 前世では お 姫様で、 意識不明に 
なれば 前世が のぞける と 思い込み、 自分た 
ちで 自殺 ごっこの シナリオを 書いて 実行に 
移して いた ことが 徳島揖 醫化島 著の 調べで 
十七 日、 わかった。 調べに よると、 古人は 
十六 日朝から 徳烏 市内で 買い物を したり、 


アニメ 映画を みた 後、 巿 内の 薬局で 解熱が 


残る 二人のぅ ち 一人が 一一九番した あと 倒 
れ 、最後の 一人 も 助けを 求めて 叫んだ あと 
気を 失、 っ、 などと なつて いた」 {八 巧 十八 日) 
筆者が 傍点を かした 部分に 「切断 点」 が 
見え隠れし ており、 記事の 文脈 じたいら、 
ときなら ぬ 「愚 味の 断統」 を 余儀なく させ 

られ ている。 

「自殺を 図ろぅと 薬を 飲む か 結局は 肋 
かつた」 ク ダリは 事実を 叙述した ものな の 
に、 それが 我知らず 切れ目を 抱え込み、 事 
実は 「予定」 に嗯収 されて しまう 趣。 「恵 
識 不明」 「倒れ」 「助けを 求めて 叫んだ あと 
気を 失う」 といった ニ ュース の 文脈に とつ 
ては 由々 しき、 ゆるがせには できない 事態 


巧を の 女子 小 中学生は おを かむ 前 じ宮崎 
駿監咨 の アニメ 映画 「巧 女の 宅急便」 を 
見て、 みずき 健の マン ガ 「シ —ク エンス j 
(新書 館) を 持って 倒れて いた。 『シ— 
ク H ンス」 は、 巧 通 まなで 生 巧の 巧を さ 
まよつ たか 年と、 先 ま 文明 時代の 前世の 
記 化を 持つ 少年との 物語。 


一二 人 少女に よって 作為され た 「スト ー 
リ ー」 じ 溶け込ん でい くば かりなの だ。 そ 
して まさしく、 彼女たち の やつた ことは 
「死」 の 演出に ほかなら ず、 前記 役割 分 ほ 
にしたがって がむ 解熱剤の 量は、 それぞれ 
八 錠、 一錠、 ゼロ 錠と いう ことに 決められ 

ていた。 数量の 落差に よる 「出 寒」 の 切 
れ目 によって、 彼女たち は 死なずに 死に、 
あわよ くば 前世を この 目 (お 姫様の 視 
線？-) で 見て 帰ろうと いう 算段だった。 こ 
の 「切断 点」 こそが スト I リーの 「起点」 
であり、 スト ー リ ー によって 「死ぬ」 こと 
が、 死なずに すむ 最善の 手段と して 選択 さ 
れ ている。 そして、 この ストー リーは 生と 
死が" どこかで* 連続して しまって いる 彼 
女たち の 日常 感覚から、 きわめて ムリな く 
ひき 出されて きた もの だろうと 思う。 また、 
この 局面に おいて 前世を， 視認 。すべき 巧 
線は、 「SOS」 や 「9 の 字」 において、 
仮定 または 期待され た 上方の 空間からの そ 
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れと "どこかで 。重なり あう はずで ある。 

すなわち r 死」 の 領域から、 自分たち の環界 

へ 向けられた 視線の、 身体への 装 題 化。 こ 

れが 、それぞれの 事件を 基底で 通じ あわせ 

ている、 当事者た ちの テ— マだろう と 思う。 

死の 装置 化に 基軸を 定めた 当事者た ちの 

々ラダは、 化 ホ 事の 連鎖 軸を まず 切断し、 

さらには その 社会的な 意味の 区 かを くい 破 
る 0 


十月 十二 曰と 十八 曰の 両日、 私は お 京地 
裁へ、 ふたつの 公判の 傍聴 じ 斤った。 ひと 
つが 今年 S 月 五日、 東京 •製 町の マン ショ 
ンで 起きた 「小 四 男児 絞殺 事件」。 もぅ ひ 
とつの 方が、 今年 五ち 十六 日、 これ もやは 
リ 東京-練 馬で 起きた 「交を 醫官 刺殺 事 
件」 である。 被告人は 前者が 自転 串 組立 ェ 
•肥 田浩 一二、 二十 二 歳 (化 斤 tr 自室へ 
TV ゲーム をやリ にきて いた 數町小 四 年の 


報道の 文脈から すれば^ 上に あげた ミつ 
の 事件は、 それぞれ 事故で あり 犯罪で あり、 
度の 過ぎた 遊びで ある。 しかし、 そぅした 
恵 味の 区分が 禪成 する 共通 感 党の 磯 場に、 
当事者た ちの々 ラグは いつこぅに 吸着され 
るよう にはみ えない。 逆に カ ラグが、 破線 
状を なした 医 分 線の スキ 間から はみ出して 
おた がいに 溶け あい、 溶け あいの ストー 
リーを 分泌し はじめて いる 様子な の だ。 


H 君 (十 威) に 「おとなの くせに プラモ デ 
ルで 遊んで いる」 などと からかわれて、 
カツと なつて 絞殺した という ことで 起訴 さ 
れ ている。 H 君の 言葉に あるよう に、 肥 田 
は 中学生の ころから プラモデル や、、/ 二 力— 
の マニア。 彼の 部屬 はそう した 方面の コレ 
クシ ヨン や T  V ゲ I ム墻 、ゲ ー ム ソフトな 
どが い 「はいで、 「シ^  — ルを くれた リ する 
面白い お兄さん がいる」 という ロコミを 通 


じて 集まった 小学生 たちのた まり 場に なっ 
ていた。 なかで も H 君は、 巧 ひとり 子 ひと 
リ のせい も あって か、 每日 のように 部屋に 
入リ びたり、 肥 田とは 大の 仲よ しだった。 

もう 一件の 方の 被告は 柴崎正 一、 二十歳 

(化 斤 時)。 今年 三ち、 二 年間 勤務した 自 
衛隊を 除隊した あと、 運転免許 取得、 七 五 
〇  W バィク 購入な どで 約 百 四十で 円 あった 
貯金のう ち 約 九十で 円を 遇い 果たした のが、 

化 巧の そもそもの 起点だった と 検察の 冒頭 
陳述は 言う。 貯 おの 大半が 消えて、 「この 
ままでは 人に 使われる 人生を 送る しかな 
い」 と、 柴 崎は 大金の 取 滑を 思い立った。 
そのためには 「銀行 か (競馬場と かの) ギャ 
ン ブル 場を 襲う」 のが 近道と 考え、 そのた 
めの 武器 (ピストル) を 手に入れるべく、 

ひと リ 暮らしの ア パ— 卜 (東を 都 中 野 区 上 
紫寶 近くの 練馬署 中が 橋 交番を 襲って 譬 
官 ふたりを 、かねてより 用意して いた サバ 
ィ バル. ナィフで 刺殺した というの である。 

ともあれ 私は、 事件の 化 人 ふたりの 「力 
ラダ」 を この 目で みたい もの だと 晋 つた。 g 


I か 四 紋搜の ファ ミ av マニアと 
警官が 搜の ミリ タリ ！ マー テの、 
を 棘 化した カラ ダ 


肥 田を 111 (II 十二 歳) 


0^ 

寺 「人形の 悲しみ」 を 妄想した 男の 
t 「爆発的な ィラ だち」 

ホ 

傍聴席 からみる 肥 巧の々 ラグは、 ひょ ろ 
リと 細長く、 を 白の ヌメッ とした、 銀ブチ 
メガ ネの 顔を 終始 頰 杖で 支えて いた。 顚杖 
といっても 被告席の 前に 机が ある わけでは 
なく、 膝の 上にから だを がり 曲げる ょぅに 
してで ある。 証言 台に 立つ ときの ほかは、 
肥 田は 終始 こんな 姿勢で、 じっとぅ つむき 
加減の ままだった。 

肥 田の この カラ ダには、 寅 任 能力が そ も 
そ も 稀薄で ある ことを 弁護人は しきりに 強 
調した。 なにしろ この々 ラダは、 中学が 化 


「本人に も わからない 《自觉 外)」 まま、 
年に 二、 一 二度は 家を 出て 山野を 彷惶 し、 
质つ てきても 自 をの まわりを ぐるぐ ると 
な 回遊。 する ばかりで、 ついに 玄関から 入っ 
てこょう としな かつた。 自衛隊 《肥 巧は 中 
卒後 、しばらく 自衛隊に いた) の 上官の 証 
言に ょれば、 ィンス タン トコー ヒー を淹れ 
させる と 砂糖 やコ ー ヒ ー の 粉末を いつも 
「常 誠 外れに たくさん 入れ、 いくらを 意し 
て も それが 除隊まで いつこう じな まらな 
かった」 そうでは ないか。 転職ら 頻繁で あ 
リ 、その 間 成人の 友人を ひとりと してつく 
る ことは できな かつた。 組立 エと してつと 
めて いた 自転車 おの 主人は 「ネジ が ゆるん 
でいた」 と 彼を 評し、 「自分には 弟が いる」 
「人形に も 悲しみが 吏る」 とい 「た 妄想に 
かられながら プラモデルに 熱中す る每日 


田は) 小学生た ちを 集めて 窃盗を 教唆して 


事件 二百 前の 三日 一日、 夕食の 弁当を 買い 
に 出た ときに、 店先で 女性たち が 立ち話で 
そのこと を 話して いるのを 耳に した。 これ 
に 「爆発的な ィラ だち」 を 感じて その 日は 
夜 おそくまで 寝つ けなかった。 そして 被告 
は、 嗯の出 所に ついて 本件 被害者を 撇 しく 
問い質し、 ついに 彼が 学校の 先生に 「ゥソ 
の つげ 口」 をした ことを 認めさせた。 事件 
前日の 一一 一巧 四日の ことで ある。 型 五日、 彼 
告が 外から 部屋へ 戻って みると、 もぅ 「ホ 
ないだろぅ」 と 思って いた 本件 被害者が い 
て、 ファミコンに 熱中して いた。 そんな H 
君の様子をみるじつけ、 肥田は、 15前から 
この 少年が ファミコン ソフトを 勝手 じ 持ち 
出して いた ことな ども 思い出して 「極度に 
感情的 じなり」、 再びな じった ところ、 前 
記から かいの 言葉が 返って きて なりは 「項 


わたりあ つてし まうよう な) 極端な 精神的 


いる」 といぅ 曝で ある。 誰が そんな 嘴を 流  ホ 熟さを 背景に した ものである ことは 巧ら 
したの かと 復 立たし い 思いで いたと ころ、  かで あり、 その 未 孰 一 さはたん に 幼稚と して 


だ 「た。 この 事件の そもそもの きっかけは、 点に 達して」 殺人に 至った。 この 事実 経過 
昭和 六十 一二 年* れ ごろ、 近所 じ 流れた 「(肥  を みても、 本件が 被告の (小学生と 対等に 
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とらえられる のでは なく、 一定の {精神的) 
障害の 介在が 認められる。 犯行 時 もむ 神耗 
弱 状態だった と考えられる。 おおよそ 上 
が 弁護 側の 主張だった。 対して 検察 側は、 
被告に 精神病の 既往症 歴 はなく、 そのよう 
な 主張に 理由は ない と 述べ、 化 斤が の。 残 
なさ々、 死体 隠匿 (肥 田は H 君の 死体を 
バッグに 詰め、 おもち ゃを 入れた ダンボー 
ル 箱を 上に 置いて 自分は 部屋から 逃げて い 
た) の。 悪質 さ 4 を 問題に した。 

すなわち 肥 田は H 君の 後ろ エリ 首を つか 
んで 洗面所に 坐ら せた うえ、 最初は 「撲殺 
しようと したが」 血が 出る と 困る と 思いな 
おし 「自転 幸の チ 卫—ン で やろう」 かと も 
考えた 末、 結局、 自転車 掃除 用の。 ハンスト 
で 絞殺す る ことを 思いつき、 そのと おり 実 
行した。 パンストで H 君の 首を 絞めながら 
「背後に かつぎあげ、 苦しそう にう めき 声 
を あげ、 足を ばた つかせる」 H 君を 絞緊し 
つづけ、 静かに なつた ところで いったん 力 
を ゆるめて からだを さぐり 「む 音を 確認 
し」 た あと、 今度は。 ハンストを 縄 状に 編み 


あげて 再び 「自己の 背後に かつぎあげて」 
死に 至ら しめてい る。 無防備な 十 歳の 少年 
の 不意を ついて、 逾中化 巧を 断念す る 機を 
も あったのに やめず、 「確実に 殺そうと し 
た」 被告の 行為には 「人間性の 一片 だに 認 
めら れ ない」 という わけで ある。 こう 論告 

したう えで 検察は 肥 田に 懲役 十五 年を 求刑 
した。 

が 

み 起床 六 時、 就* 十 時 

^ 昼食 メロン パン-個 

次に、 餐官 殺しの 柴 崎の 「々ラダ」 は ど 
うだった のか。 ホ っぽい チェックの シャツ 
から 伸びた、 やけに 細い 首と、 肥 田の よう 
にう つむき 加減では なく、 背筋を 無理な く 
伸ばして 前方を 見た 巧れ 長の 目が 印象的 
だった。 しかし 顔 だけでは なく、 からだ 金 
体に 表情が 乏しい ことでは 肥 田と よく 似て 
おり、 感情を どこかへ 預け っぱなし にした 
々ラダ、 あるいは' 心の 動きを 吸収して しま 
う カラ ダと かいった フ レー ズが 私の 頭を か 
すめた。 そんな 彼の カラ ダを ある 局地的な 


仕方で 活性化 させた のが サバイバル •ナイ 
フ である。 そして また 双眼鏡。 柴 崎の 使っ 
た サバイバル •ナイフは、 マニアの 間では 

有 おな 米 ザー バ I お 製。 狩撇 、軍用に つく 
られた 特別 仕立ての ものである。 双眼鏡は、 
犯斤1#^に池袋の々メラ店で買い、 焦点を 
微調整し たうえ、 路上に 停めた 車から、 

夕 I ゲットの 中が 橋 交番を 《醫官 が ひとり 
で 外へ 出かける 機会を とらえょうと) 見張 
るのに 使った。 また、 指紋を 隙す ために 着 
用した のが 自衛官 時代に 支給され た、 瓣維 
をき つく 詰めた 特別 製の 緑色の 軍手。 これ 
を 彼は 「血を 吸って かえって すべり やず く 
なる」 と 考えて、 ナイフを 振る うべき 利き 
腕には 使 巧せ ず、 左手に だけ 着けた。 こう 
した 小道具の 揃え方 や、 ひとり 暮らしの ア 
パー トの 四畳半に 積み あげて あった 『コン 
バット マガジン』 『ゴ ルゴ じ』 などに マス 
コ ミは 注目し、 彼の 化 斤を、 銃器への マニ 
アッ クな 興味 かひき 起こした ゥォ I ゲ ー ム 
もどき の ものと みた。 

しかし、 種々 の 報道の 断片 や、 法廷での 
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逮捕 直後の 柴崎正 一 （二十 お)。 公判 時 


も 同じ 服装だった 


やりとりから 私の みると ころ、 この 事件は 
たんじ ゲ I ム感覚 が 増幅した あげく ひき 起 
こされた ような ものでは ない。 私が まずを 
目す るのは、 柴 崎が ア パー トの 住人の ひと 
りに 語った とい うかのよ うな 言葉 だ。 

「自衛隊の 訓練は ストレス 解消になる けど、 
わざわざ 自分たち で 勝手 じ 仕事を つくって 
やって いるみたい。 それが なんだか 面白く 
なくて むの なかでは ム 々ついてい るんだ」 
自衛隊には 「武器の 体系」 は あつたと し 
て も、 それと 関連して 展開 さるべき 「行為 
の 体系」 はない。 ホン ト はない のに あるよ 


うに みせかけられた 日常 か 「ム カつ く」 

柴 崎が 言いた かつた のは、 こ、 っいう こと 

だった のだろう。 柴 崎は 前記 上媒 宮のア 
パ ー トを 「本の 置き場に する つもり」 で、 
まだ 入隊 中だった 昨年の 夏に 借り、 休日な 
どには やつて きて、 「ひとりで 過ごして」 
した。 そして 除隊が 近づく や、 自動車 教習 
所 通い、 自動車 免許 取得、 ナナ ハン 赚 入、 
自動 二輪の 教習所 通いと、 非常に 速い ぺ一 
スで 自分の 生活に 「体系」 を もたらそうと 
している。 

ア パー ト 住いを はじめてから も 彼は、 き 


わめて 規則的な 生活を 送 「ていた。 起床は 
朝 六 時、 就寝は 夜の 十 時。 「食い物に はを 
を かけたくない」 と 食事は きわめて 質素で、 
アルバィト 先の コ I ヒー豆 販売店での 昼食 
も、 朝 出勤 時に 買って きた クリ ーム パンと 
か メロン。 ハン ー個。 昼休みは 一二 十 か 間な の 
に 十分く らいで 食事を 済ませて すぐ 仕事に 
とりかかる。 店長が 食事の 粗末 さを 心配す 
ると、 「昼と をは 簡単に してます けど、 朝 
は ホット プレ ー トで いろんな もの 焼いて 食 
ベて いるから 平気です。 店長 こそ、 あんま 
リ ぜいたくしたら だめです ょ」 

と 逆に* 注意。 される 始末だった。 

み 

み アパ J  hi** ハ ン1ナィ フ 
丄 双眼 錠丄 そして ピストル 

み 

これら すべては 柴 崎の、 自衛隊から 離れ 
た 自分の 「単身」 を 基軸に、 あくまで 自前 
で、 「行為の 体系」 を 編み あげてい こうと 
いうな みなみ ならぬ 意欲を 示して いるょう 
にみ える。 ところが、 この 形成 途上の 体系 
は 事態が 「単身」 の 住居の 稚巧 i 免許 取得 
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i ナナ ハン 購入と きた 時点で、 貯金の 大半 
が 「谐聲 されて いた」 といぅ 「断 点」 に 直 
面する。 経済が アレンジ する システムの 稼 
動 性と、 単独 化した カラ ダは 「切断」 され、 
さらに サバイバル •ナイフ 1 双眼鏡^ 綠色 
の 軍手 丄 レン タカー 《柴 崎は 犯行に レン タ 
々I を 使用した ) 1 ( 獲得 さるべき) 銃器 
といぅ、 急速 度で 編成され た r 武器の 体系」 
が、 「化 ホ 事」 の 流れを 「切断」 して、 単 
独 化した カラ ダと 結びつく。 武器の 体系と 
結びついた 「単身」 の、 いじらしい ほどの 
シス テマ シイ こそ、 ここでの 見 ものである。 

「単身」 は 犯行 着手 日を アルバイト 先の 定 
休日で ある 火曜日の 前日、 すなわち 月曜日 
に 定め、 先 ほどの 双眼鏡、 軍手に 関する 準 
備を ととのえて レン タカ— を 借り、 服裝は 
といえば 黒の タテ 鶴 シャツ、 やはり 黒の 
ジャケットと ズボン。 輒 下は ホ。 車で， 出 
撃" して、 交番 近くの 西 友 ストア 商品 搬入 
口前の 路上で 見張りを つづけた 末、 二度、 

禮 をを とらえよ うとして 果たせず、 一 二度目 
に 警官の ひとりが 交番から 離れた のをみ て、 


それを 路上で 襲っ たのだった。 ナィフ、 夕 
オル、 軍手の 片方を 入れた ビックカメラの 
手 さげ 袋を 手に 醫官に 近づき、 電柱の 陰で 
なかから ナィフを とり 化して ケース だけを 
袋に 戻し、 袋は そこに おいたま ま 醫官の 正 
面に 素早く まわり 込んで 胸を 力 いっぱい 突 
き 刺した。 尻 もちを ついた 醫官の 拳銃 ヶ 1 
スに 手を かけて 奪おぅと したが 「あわてて 
いて」 なかなか とれず そこへ 交番に 残っ 
ていたもぅ ひとりの 醫官が 駆けつける。 柴 
崎は、 もみあいの 末、 この 醫官も 刺して、 
その 場から 走って 逃げた のだった。 ア パー 
卜へ 戻った 彼は、 いつも 化 入りす る 表 入口 
が、 酣閒 のとき かなり 大きな 音が する のに 
気づいて 裴 口へ まわった。 襄 口から 自室へ 
たどりつ くと、 室内は 棠光 なの 豆電球 だけ 
がつ いている が 態だった が、 灯りを つける 
と あとで 極し まれる と 考えて、 薄暗が りの 
なかで ジャケットを 脱ぎ、 ズボン じかいた 
血を ぬぐった。 外で パトカ ー の サイレンの 
音が し、 ここで はじめて ビック々 メラの 手 
さげ 袋を 現 蠕に 置き ちれた ままだった のを 


思い出し、 不を じなり、 結局 朝まで 眠れな 
かった。 《いつもの 起床が 刻で ある) 朝 六 
時、 表の 様子を さぐるべく 外へ 出、 セブン 
ィレブン 富 ± 見台 店へ 入った とき、 TV の 
ニユ ー スで 「二 普官が 殺害され た」 のを 知 
る。： 5 下、 結局は 遺留 風が 決め手と なって 
逮捕される までのい きさつは 省く。 公判で 
の、 検察、 弁護 側 双方の 争点は、 ここでの 
彼の 行為に、 醫官 への 殺意が あった かどぅ 
かに 絞られて いくょぅだった。 検察 側が、 
被告は、 殺意を 持って 醫官の 「胸」 などを 
「力 いっぱい」 剌 したと 主張す るのに がし 
て、 弁護 側は 彼は ただ 「銃が ほしかった」 
だけで あり、 そのための 手段と して、 表る 
いは 「逮捕を 免れるべく」 ナィフを 使用し、 
その 結果 死に 至ら しめたの だと 反論して い 
た。 

「モノの 如 於」 だけが 

聲自 5 巧 巧す る 

が 

いずれにしても、 単独 化した 柴 崎の カラ 
ダに おとずれた 事態は 「行為の 体系」 の自 
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己 増殖で あるよう じ 私 じは みえ、 この 自己 

增殖を ゲ—ム と 言って 言えな くは ない と 思 

う〇し かしそう たと すると、 この 「ゲ I ム」 

は、 あまりに も 「単身」 の 生活に 骨 がらみ 

になって おり、 生きる ための 要件の ような 

趣 すら 濃い。 八ム 判で 弁護人が、 この 事件に 
ま、 

/V 

「行動に まるまでの 動槪に 不可解な 点が 多 
く、 突然、 ひき 起こされた ようにみ える 本 
件の 行動の'  心理 構造を 明確に していく 予定 
である」 

旨 述べ、 さらにつ づけて、 

「恵まれない 家庭環境に 育った 被告の、 を 
き 方を 懸命に 模索した、 人生 ドラマの 一 断 
面と みるべき だ」 

と 弁じた の も、 この ことと 深く 関連す る 
はずで ある。 

そして r 行動の 体系」 が、 出肇の 流れ 
の ある 「断 点」 をき つかけ にして 自己 増殖 
を はじめる という 現象は、 現象と して みれ 
ば、 高度 消費 社会と 言われる 現代に、 きわ 
めて 一般的な ことのはず である。 


これまでみ てきた、 それぞれ 趣の ちがっ 
た 事件 じ登塌 する カラ ダたち はみ な、 「モ 
ノの 体系」 が 分泌す る、 あるいは そこへ 外 
づけされ た スト ー リーの 延長 線 上に、 いつ 
の 間に か、 自己 增殖を 励起せ しめるべく 
セット された 「断 占 じ そのもので あるか、 
切断の 現場に 直面して 立ちす くむ ほかない 

「単身」 であるの だろう。 そう、 「崖の 上 
で 身動き とれず …… を 深く 上へは 斤け な 
い」 ょうな。 

「自分には 弟が いる」 という ストー リーを 
抱え 达ん でし まった 肥 旧の々 ラダは、 遊戯 
に 供すべく 部屋に 配置され た プラモデル、 
すなわち 「模造品の 体系」 と 連結し、 「悲 
しみを 持つ 人形」 の ストー リ ー の 自己 增殖 
の 方向へ、 出 $ の 流れを 切断して しまつ 
た。 「武器の 体系」 に 共振す る々 ラダが く 
リ 出す スト ー リ ー に 沿って ひたすら 斤 為し 
た柴 崎の 場合と ともに、 そこに ある 一個の 
人格の 「殺意」 を 確定す る ことな ど、 ほん 
とは 誰に もで きないだろう。 


殺意が もし あったと しても、 それは 彼ら 
の々 ラダに ではなく、 断 点を 起 占^と して 增 
殖 する 「行為の 体系」 にあら かじめ セット 
されて いたか、 あるいは カラ ダと ともに 収 
束した 「点」 材 上で もな 下で もない ような 
もの か、 どちら か だと 思う。 H 君の カラ ダ 
を さぐっ てむ 音を 確認した 肥 田は、 殺意を 
発動して それを やった のでは なく、 ただ 切 
断すべき 流れの 手 ざ わりに 浸って いただけ 
のように 私には みえる。 

そんな ことを 頭に ま 来させながら あの 法 
廷の 光景を 思い出す と T 殺害」 や 「殺意」 
をめ ぐって 法の 言葉を 駆使し、 甲 論 乙驳の 
やりとりを 展開して いる 「法曹 人」 たちを、 
まるで 「悲しみの 人形」 の うごめきを 眺め 
るみたい な 気分で、 肥 田 も 柴崎も あのよう 
に 無表情だった ように 思えて くる。 ここに 
とりあげた 数々 の 事件に 共通した 特質を ひ 
とつ あげる とすれば、 消費の 禍 動が もたら 
した 社会の 文脈の 断 点には まりこんだ カラ 
ダが 分泌す る、 もう ひとつの" 生々 の ストー 
リー 、といつ たこと じなる のだろう。 
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前 ぺージ 写真 = 代 々木が らくがき コーナー （縮尺 20 みの I) 


かもしれ ない 


地 巧で はじめて 化 巧 巧 存在と しての 自分 


恐龍は なぜ 滅ん だの か 


それでも わたしは 重力 不耐 説の 魅力 もす  に 考えが およんだ のが 恐龍であった かどう 


てがたい ので、 ほんの 少し 見方を 変えて み 


かの 結論は まだ さしひかえ たいが、 その 典 


恐龍は なぜ 滅ん だの か。 いろいろな 説が 


た。 というのは、 重力は、 恐龍の 巨大な 体  型 的な 例の ひとつとは 言える かもしれ ない 


あるが、 ほとんどは 「環境」 から 説明され  躯に ばかり 影響を おょぼし たのでは なく、 
ている。 氷河期の 到 ホ 説に はじまって、 重  その 精神の あり方にまで 影響が およんだ の 


そのと き、 恐龍は、 神の 顔と 向い あって 
いたのであろう。 わたしには その 情景が、 


力に たえられ なくなつ たという ものから、 


ではない かとを えたので ある。 つまり 「意  神の 顔と が 面する 恐龍の 姿が、 ありあ 9 と 


地球に 巨大な 陽 石が 落ちて 環境破壊が おき  識」 じを 目した ので ある。 


たから だとい う 説 も ある。 


恐龍は 恐龍 あ 上い まだ かつてない ほどの 


目に 浮かぶ。 それは 悲劇的で 美しい。 恐龍 
の 眼は すでに 盲目と なって いる。 盲目の 报 


個人的な 好みから いうと、 重力 じ 負けた  深刻な 問題に 直面した。 すなわち、 存在論  から 涙が 流れ おちる。 恐龍は 死に 至る 悦楽 


という 説に ひかれる が、 どうも 最近の 研究  のな 悩みで ある。 


のなかで 永遠の 意識を 保って いる。 永遠の 


によると、 恐龍はかなり晤快なフットヮ— 


わたしは なぜ このよう じ 巨大な がな ので  死を 死んで いる。 巧を をれ ながら、 我を 保 


クで 動き まわつ ていたら しい。 年々 強まる  あろう か。 な 龍の 瞄裡 にまず 不意 じ その 疑  持して いる。 がよ とまれ ホは 美しい と 叫ん 


地球の 重力に、 あの 巨大 化した 肢体を らち  恣 がよ ぎり、 その 疑を 点を よりどころ にし 


でい る。 宇 まに 存在す る 一切の 事柄が、 恐 


こたえる ことができず 、地平線の かなた ま 
で累 々と 恐龍の 屍体が かさなり つづいて い 


て 考えを すすめる。 なぜ このよう じ 巨大な  龍の なかで を復 されて いる。 


存在な のだろう か。 そして 倫理のに をえ る。 


る、 という イメ —ジは 影が 薄くな つたよう  わたしは なぜ このように 巨大な 存在と して 


だ。 今の 爬虫類よりは 温血動物 にぶく、 動 
きも 鈍重では なく 機敏に 補 食 活動を してい 
たという。 現代の 何 かじ 喩える とすると、 
保険勧誘員の おばさん あたりを 引き あいじ 


の あり 様を ひきうけなければ ならない のか 
恐龍は 苦 問す る。 そして 苦しみ 考えぬ いた 
末に、 凝縮され た 用語へ と 思考を 昇華 させ 
る。 わたしは なぜ このように 巨大 化した 現 


現代の 人類は どう 滅亡 
する のが 正しい か？ 


恐龍は 英雄と 巨人の 時代に 属する。 彼ら 
は 勇敢な ニヒリズムを 自ら ひきうけ、 滅 t 
の 王道を 突き進んだ。 


出せば、 その 巧 確な 像を 結ぶ ことができる  存を として 世界 内 じ お 企され ている のか 


そして、 現代。 我々 人類 もまた、 ニヒ 


1/ 
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ズムに 直面して いる。 しかし、 ここには 嵐 
も 雷鳴 もない。 サンダ I もビ I ムもフ アィ 
ア I もブ リザ ー ド もない。 英雄と 巨人は す 
でに 太古の 記憶で しかない。 

しかし ここに 声高な ニヒリズムは もはや 
存を しない。 自分の 存在と 直面し、 自分の 
運命を ひきうけ、 そのうえで 自分の 存在を 
否定 するとい う 英雄的な ニヒリズムの 行為 
はない。 ここに あるのは 、自分の 存在を 肯 
定 した ふりを してなん とか やり過ごそうと 
する 卑小な ニヒリズムが あるの みで 表る。 
すで じ 人類は、 重力の 影響 じ 由来す る 重い 
思考から 解放され てし まつた ので ある。 

ここで 重要な ことは、 現代の 人類に とつ 
て、 自分を 肯定す る こと も 否定す る こと も、 
ともに たいした 意味を もた なくなつ ている 
という 点で ある。 かつては 第ー ニの 選択と し 
て、 英雄的な 自己 肯定の 力と いう 思想を 説 
いた 世紀末の 哲学者が いたが、 それ も 今で 
は 誇大妄想 というより 古代 妄想と して 珍重 

されて いるの みで ある。 

肩を いからせて 肯定し なければ ならない 


ほどの 自己なん て、 どこを 探しても いやし 
ない。 自己 否定と いっても、 こうありたい 
という 自分の 姿な どまる で 思い浮かばない。 
そもそも アイ デン ティ ティなん かどうで も 
いいの だ。 自分が オリジナルな 存在で ある 
必要なん かまる でない。 大衆の どこが 悪い。 
匿名性の どこが いけな いんだ。 それが ニヒ 
リズムと いうん なら、 そんな ものは やり 過 
ごす だけ だ。 ニヒリズムの 超克なん て わめ 
きちら す ほうが よっぽど ニヒリズム だ。 

という わけで、 このような 意識の 様態を、 
学問的には、 「存在論 的な あり方」 から 「存在 
的な あり方」 への 帰還と 称する。 つまり、 
存在を 対象 化して 苦恼 する が 態から、 存在 
に 溶け こんだ 状態へ 移行す るので ある。 

ふとした ことから、 たとえば 恐龍なら 自 
分の 巨大な 体躯への 疑惑から、 自己と いう 
存在を 対象 化する ようになり、 自分は なぜ 
存在す るの かとい う 疑問に 苦しみ、 さらに 
存在 一般へ と 思考の 懊楷を 広げて いく。 と 
ころが あるとき 突然に 飛躍す る 瞬間が おと 
ずれ、 今までの 苦 憎が 噓 のように 晴れて し 


まう。 禅で いうと ころの 悟リ である。 世間 
で 居直りと 呼ばれて いるの が これに 近い。 

ケ ツマ タリと 言う 地方 も あるが、 これは や 
や 乱暴で 感情的な 意味 あいが 強いので ニュ 
アンスは ズ レる かもしれ ない。 しかし、 そ 
れぞれ 語 養は 異なる し、 それらの 斤 動を と 
る 人の 美意識 も 巽なる ものの、 その 結果は 
.似て いる ことが 多い。 つまり、 形式と 目的 
が 同じな ので ある。 共通して いるのは T 存 
在 論 的な 苦 惟」 から 「存在 的な あっけら か 
ん」 への 飛躍で あり、 ただ その 手段が 高尚 
な 意匠を まとって いるか どうかの 違いが あ 
るの みで ある。 

ところで この 高尚な 意匠と いうの がクセ 
モノで、 その 類の 表現に 人は よく 翻弄され 
る。 たとえば、 「思考の 究極は 思考 停止で 
ある」 とい 「た 言い回しに 何 か 深い 患 味が 
あるよう な 錯觉を もつ てし まつたり する。 

それが、 なぜかと いうと、 どうも 「ホ 九 極 
欲」 といった 欲望が 人間には 備わって いて、 
何事 も 地の果てまで、 究極の 地点まで いっ 
て みないと 気がすまない からでは ないだ ろ 


211 


、つか。 空想的 社を 主義者 シャルル. フーリ 
ェ 風に 言、 つと、 山の 項 上を きわめた いのは、 
山の 乳頭に むし やぶりつ きたいと いう 欲望 
なので ある。 

このような 究極 欲は、 往 々にして 悲惨な 


結末を 迎える ことが 多い。 それは 「究極」 
といぅ ものが、 蟹気楼 にすぎないから であ 
る。 たとえば 真理と いう 究極は、 それが 存 
在す るから 求められる のでは なく、 その 存 


前提と いう ことは、 とりあえず 幻想で ある 
という ことで あり、 とりあえず この どつ ち 
つかず の 世界を 秩序 づける ためにと りつく 
ろった 虚構 だとい うこと である。 

わたしは たんなる イレ モノです 

世界が 虚構 だと 悟って しま 「た 人類が、 
あっけら かんとした ニヒリズム のなかで 暮 
らす ことになるのは、 ごく 自然に 予想が つ 
く。 それは ほとんど 快 遮と いっても いい ほ 
ど だ。 

そこでは 自分を 虛構 化で きる 体質に する 
こと だけが ボ めら れ る。 その 世界が メディ 
ア という もので 組み あがっ ているなら、 自 
分 自身が メディア となれば いい。 それで 快 
遮な 環境は 保証され、 その 環境の なかでは、 

たとえ シ ミュレ I シ ョンと いう 形であって 
も、 自分の 意識を 思い どおりに コント ロ ー 
ルす る ことができる。 これが 今 現を の 状況 
らしい。 

人び とは もはや、 自分自身であろう とす 


在が r 前提」 になつ ている だけの こと だ。 


代々木がらくがきコ|ナ| 《部み) 
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る ことに 固執したり 自己 否定に やっき に 
なつたり しない。 わたしは たんなる イ レモ 
ノ にすぎない。 そこに A という ものが 入っ 
ていれば A の 入った イレ モノと して あり、 

B という ものが 入って いれば、 巨の 入 「た 
イレ モノと して か、 あるいは、 非 A の 入つ 
たイレ モノと して、 もしくは、 A の 入らな 
いイレ モノと して ある だけの ことで ある。 
どこかの 宇宙飛行 ± の 言葉を 借りるなら、 
わたしは メディア、 というの が 現代の 暮ら 
しぶりを 示す 標語と 言える だろう。 

世間で メディアの 時代と 呼ばれ、 すみず 
みまで メディア 化した 現在の 状況を、 「も 
う ひとつの 現実」 と 呼ぶ 人 もい るが、 もは 
や 「もう ひとつの」 と言う 必要 も なくなっ 
ている。 新たに 別の 「新しい 現実」 が 生ま 
れ たという ことなら、 それは 誤りで ある。 
メディアを 通して しか 世界を 見る ことが で 
きず、 まるで 「メディア 巧 巧 在」 となつ た 
状況を 言う のなら、 それは 無駄と いう もの 
だ。 

事は もっと 簡単 だと 思う。 要するに 「現 


実」 という ものを 再発 見した だけの ことな 
ので ある。 再発 見の 「再」 も 必要ない だろ 
う。 つまり 「現実」 は 無い という ことが わ 
かった ので 表る。 それは 「真理」 と 同じく、 
ある 世界観が 価値 ある ものと して 思い浮か 
ベ 探し ボ めた 虚構の ひとつに すぎない こと 
がわかった ので ある。 「現実」 は、 それを 欲 
望す る 者に とっての み、 そして 欲望す るか 
ぎりに おいての み リアルで あるに すぎない。 

ここで 特にを 目したい のは、 「現実」 と 
いう 概念は 武器になる という ことで ある。 

「現実」 は、 それを 欲望す る 者が それを 欲 
望し ない 者を 攻擊 する がの 武器と なる。 

「おまえは 現実的で ない」 「もっと 現実を 
見ろ」。 快楽を 価値と する 者に 対する 非難 
では、 もっとも 多く 使われる 言葉だろう。 

そして、 「現実」 を 欲望す る 者は、 自み 
が 「現実」 を 欲望して いる ことじ 気づいて 
いない。 はじめは ある 世界観が 価値 ある も 
のとして 前提した 虛 構の ひとつ だつ たが、 
今では 人び との 患 諭の 奥底に すっかり 実体 
化して 棲みつ いている。 「現実」 への 欲望 


は、 それが 欲望で ある こと すら 気づかれな 
いほ ど 無意識の ものと なって いる。 

「おたく」 狩りの 理論 

宮崎勤 くんの 事件を きっかけ にして、 
「現実」 を 欲望す る 人たち が 団結した。 た 
ぶん 彼らは、 そうとうな 危機感を 抱いた に 
ちがいない。 なぜなら、 彼らの 無意識、 す 
なわち 「現実」 への 欲望を、 宮崎 くんが 照 
らし 出して しま 「たからで ある。 

彼らは とても 動揺した。 世界の 根っこは 
「現実」 であると する 信仰が、 宮崎 くんの 
行動に よってく つがえ された と 感じた から 
だ。 世間には 「現実」 と 「虚構」 という 語 
窠が とびかい、 さっそく 虚構 狩りが 始まっ 
た。 

宮崎 勤は 現実と 虚構を とりちがえ たの だ 
と 彼らは 非難した。 彼ら じは、 殺人と い、 っ 
化 罪よりも 、虚構を 「現実」 の 世界に たれ 
流して くるよう に 見えた 宮崎 くんの 行為の 
もつ 惠 味の ほうがよ ほど 恐ろしかった にち 
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がぃなぃ。 

現実は 虛 構から ずられ ていなければ なら 
ない という 思いを 新たに した 彼らは、 統い 
て、 ホラ— ビデオ 狩りを 始める。 彼らは こ 
、っ 考えて いる。 現実が 虚構を 生み 育てる の 
であって 、虚構が 現実を 生む ような 事態は 
倒錯で ある、 と。 力は 常に 現実の 側に なけ 
れ ばなら ない、 と。 

もちろん 虚構の もつ 力を 彼ら も 認めて い 
る。 ただし、 負の 方向 性を も 「た 力と して 
である。 たとえば、 ドン •キ ホー テ や マ ダ 
ム •ボヴ ァリ ー のように、 虛 構の 物語を 現 
実の 世界で 生きて しまうよ うな 人たち を、 
彼らは 思い浮かべる だろう。 この 二つの 例 
は、 小説と いう 虚構で あるから 許されて い 
る。 あるいは 禁書 や 発禁と いう 形で、 現実 
の 側から 管理で きる システム もととの つて 
いる。 

そして 最終的に 彼らは、 陰に陽に、 意識 
的 じ も 無意識的 にも、 「おたく」 狩りを 始 
める ことになる。 特殊な 例から 一般的な 反 


メディアの 発達した 大衆 社を に とてもよ く 
似合っ ている し、 それ 自体が 興味深い イべ 
ント となつ ている よう だ。 

要するに、 「現実」 を 欲望す る 彼らは、 
彼らの 信仰す る 対象を 守る という 物語を 必 
要と している のであって、 宮崎 くんは その 
防衛 戦に おける 敵側の ヒー ロー である。 彼 
ら は、 宮崎 くんと いうな 面の 救世主に よっ 
て、 彼らの 欲 壁を リアルに しようと する。 

そして 局地 戦から 世界 戦争へ 突入。 今で 
は、 現実の 世界と 虚構の 世界との 争いに ま 
で 一般化し ている。 と、 彼らは 空想す る。 

彼らの 信仰 信条で ある 「現実」 を 防衛す 
るた めに、 「おたく」 が 最終的な タ ーゲッ 
卜 となる。 

「おたく」 は r 族」 ではなく 
「場」 である 

なぜ 「おたく」 なのか。 なぜ 「おたく」 
は 社会の 「あちら」 側に 回される のか。 

それは、 「おたく」 が、 虛隋を 媒介 じし 


たく」 は、 メディアに 擬態して、 自分自身 
を メディアと 化して いる。 電話に なつて い 
たり、 アニメに なつて いたり、 停 言に なつ 
ていたり、 投稿に なって いたりす るの だ。 

このように 人間を 放棄した 風の ありかた 
が、 「現実」 を 信仰す る 彼らには、 許しが 
たい 崎 おと 映る のだろう。 子どもが な 言 ダ 
イヤ ルには まつて しまつた 姿を 目撃した 巧 
親の が 柿は 容易に 想 傑で きる。 

メディアと 化した 「おたく」 は、 アニメ 
の キャラクタ ー になつ たり、 前世の ヒ ー 
ロ ー にな 「たリ しながら、 ネッ トワ ー クを 
広げ、 そこに 襄 世界を つくりあげる。 ネッ 
トワー ク という ものが そもそも 裏 世界 だと 
言える かもしれ ない。 

そして、 念を 押して おかなければ ならな 
いが、 「おたく」 というのは、 「おたく 族」 
と 呼ばれる ような 「人」 のこと を 指す ので 
はなく、 ある 「場」 のよう な ものを 示す の 
である。 この ことを 明確に して おかないと、 
「おたく」 狩りの 片 棒を かつがされる こと 
になる だろう。 


応 へと ヒステリック にお 大してい く 事態は、 たネッ トワ— クを つくる からで ある。 「お 
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「おたく」 は 「場」 のよぅ な もので、 巧り 
出す ことができな いため、 宮崎斷 くんを 必 
要と したと 言える かもしれ ない。 彼は 「お 
たく-といぅ 「場」 を 人格化す る 役目を も 


JR 代々 木 がら  < がき n— ナー 


わたしは ま 「たく 家から 外に 化た ことが 
ない 人間な ので、 それを 実 隙に 見た わけで 
はない が、 化々 木 駅の さほど 目立たない 壁 
面に 落書き や 伝言を 勝手に 書く ことので き 
るコ ー ナ ー が あるら しい。 

そこ じは B を 判の 広告 ポスター が 裏返し 
に 貼られて いる。 裏の 空白が むきだし にさ 
れ ている わけで、 なるほど すでに 裏 世界が 
そのと きから 始まつ ている のだろぅ。 

その 一枚を 編集部から 渡された。 こぅい 
うの じ も 収集家が いると いう ことで、 その 
一枚 も 某 コレクタ ー の 所蔵 品を 借りて きた 
という。 

それは スキー 用品の 広告の 襄侧 だった。 


たされた の だ。 

それでは 「おたく」 が どのような 「場」 
であるの か、 その 具体的な あらわれを 見て 

みたい。 


B を 判は そぅとぅな 大きさな ので、 床に 広 
げて そこへ ハ シゴを 樹に脑 しかけ、 ハシゴ 
を 移動 させながら 読まなければ ならな かつ 
た。 それを 読む だけに 数日を 要した ほどで 
ある。 

自画像は アニメ  •キヤ ラ 

隅々 まで あきれる ほど 絵と 文字で 埋まつ 
ている。 まず 大きめ の マン ガ 絵が 目に 入り、 
その 周ぶ の 文字を ひろつ ていく と、 この 輿 
紙が、 数年 前の 冬の ある 自に 貼り 出されて 
いた ことが わかる。 

まず 自分の 登場した が 刻を 書き、 マン ガ 


絵とメッセージを書き、 それにぺンネ1ム 
や 愛称ら しい 名前を 書き添える、 というの 
が 基本的な スタイル になって いる。 

渡された 裘祇 には およそ S 十 ほどの サイ 
ンが あるから、 そのく らいの 人数 か、 それ 
より やや 多い くらいの 人数が、 ある 冬の 日 
の襄 世界に まぎれこんで いたと 思われる。 
しかし、 サインの 数が 頭数に 対応 するとい 
う 確証は ない ので、 「人数」 という 言い方 
は 保留して おこう。 つまり ここに 個体を 表 
記して いるよう じ 見える マー クは あっても、 
それが 固体を 識別して いると いう 保証は な 

いので ある。 

ただ、 それぞれの メッセー ジ は、 お 互い 
に (かなり 頻繁に) 応答し 合っ ている。 あ 
る メッセー ジに 返事を した リ 、コメントを 
添えたり と、 メッセー ジ 自身は 化しく 機能 
している。 それが たとえ メッセー ジ とメッ 
セ— ジの 連絡 網 じすぎ ない としても、 何 か 
しらの 出会いが ある ことは 確かな よう だ。 
だから メッセ— ジ 自身 も、 いちおうの 社交 
部 令は ふまえて いる。 


実体な き メッ七 h ジの 曼陀羅が 
をる 者を 畏怖 さがる！ 
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出会いの 初めは、 まず、 顔見せで ある。 
そこで メッセー ジは マン ガ 絵の 顔で 登場す 
る。 それが 自己紹介 であり、 メッセ I ジ自 
身の 自画像な ので ある。 それは 多くの場合 
アニメ  (コミック) の キャラクタ I じ 擬態 
している。 襄 紙の 世界が あたかも アニメ. 
キャラの 仮面舞踏会の 様相を 呈 している の 
である。 

その 理由は 簡単 だ。 メッセー ジ という も 
のが そもそも そういう 性格を している から 
である。 メッセ— ジは 機能を もつ けれど、 
実体 北 もたない ので ある。 メッセー ジはそ 
れの 人格 的な 襄 づけで ある 作者と いう 実体 
も 必要と しない。 アニメ. キヤ ラの 顔を し 
て 登場す るのは、 実体を 必要と しない メッ 
セー ジの 自己紹介の しかたと 言える。 それ 
はまた 恐ろしく 的確な 自画像と 言える だろ 
う。 

意 ホの ない、 メッセ— ジ 
のみの 純粋 存在 

それでは、 ポスタ ー の襄 じある この 場で、 
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メッセ— ジは どのように 磯 能して いるの だ 
ろうか。 

この 世界は なんて 裸 いんだろ うり： 

ゆがん どる だけ だす …… 。 

吩ネ リマン 

真ん中 あたりに このような メッセー ジが 
ある。 「この 世界」 というのは、 この ポス 
夕—の 裏側の 世界を 指す のだろう か。 この 
他 じ も 数 力 巧、 ネリ マンと いう 匿名で、 他 

の メッセ— ジ への コメント になつ ている も 
のが ある。 

メッセー ジの 機能の ひとつに、 他の メッ 
セー ジを 対象 化して 評釈 するとい う ものが 
あるが、 それは メッセ— ジの もつ 飲 壁の ひ 
とつで も ある。 

このた 言 らくがき コ I ナー という 場は、 
いわば メッセ I ジの 欲望の たまり 場と も 


なつて いる。 

いくつかの マン ザ 絵を とりまとめ るよう 
な 線を 書き足して、 ス ゴロ ク にして しまう 
という、 政治的な 支配 欲を もった メッセ— 
ジも ある。 また、 日記を している メッセ I 
ジ 、自分の 一日を 告白して いる メッセー ジ、 
これは 自己 愛の 欲求を もった メッセ— ジで 
ある。 これら もまた、 メッセ I ジ にもと か 
ら 備わる 欲望な ので ある。 

ことに 興味深い のは、 その 「場」 に 出現 
した ことのみ を 刻 巧して いる メッセー ジで 
ある。 ホた 時刻を 記し、 ただ、 「涅 1:0 
8 きた、 かえる」 とのみ 示されて いる。 
これは いわば、 メッセ— ジの 存在 欲と いつ 
たもので 表ろう。 これは もはや メッセ— ジ 
そのもの であ リ 、このように むきだしに 
なつた メッセ ー ジと 向かい あう とき、 人は 


恐 柿を 感じ、 底な しの 深淵を 垣間見る こと 
になる。 

コミュニケー シ ョン •ボー ドに おいて 

ネット ワーク を 形成して いる メッセー ジ群 
は、 「ふつかつ」 という 用語を 使用す る こ 
とが ある。 その 場を 離れ 再び 登場す る こと 
を 示す らしい。 離れて いる あいだに 他の 
メッセ I ジが 通信して きている ので、 そこ 
で 改めて、 自分の 位置を 確認す るので ある。 

自己 確認の：^ を 「ふつかつ」 と 称する 
のは 注目に 値する。 たぶん キリストの 故事 
じ 由 ホす るの だろう。 キリストは 死んで 復 
活 する ことによ つて、 自分と 弟子たち との、 
そして、 自分と 民衆との 関係を 再 確認した 
のだった。 死と 再生は、 常に 自己 確認の 契 
機な ので ある。 

キリストの 镇活 は、 現代の 裏 世界での 
メッセー ジの あり方を 暗示して いるよう な 
気がする。 キリストの 肉体は、 生前に 斤 
なった (肉体と 結びつく) 個々 の メッセ I 
ジ とともに 減び、 そして、 メッセ I ジ その 

T 

ものと なって 復话 する ので ある。 たぶん‘ な 


が 


「メッセ— ジ それ 自体」 は、 多くの 人を 曠  代々 木が らくがき コ—ナ I  ( 部み) 
かせる ことになるだろう。 キリストの 復活 
を 信じる ことが 難し かった ように。 

つまり、 復活した キリストは 、あまりに 
むきだしの テキスト だ 「たので 表る。 それ 
は 理解の 対象には ならない。 理解 するとい  双ぶ みも- 
う のは、  覆われた ものを とりのぞき あらわ 
にす る ことで あるが、 復活した キリストは 
何ものに も 覆われて いない むきだしの テキ  了 
ストだった。 そして 現代、 裏 世界の メッ 


刻 


ミ， 詞 
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セ I ジ は、 もはや メッセ— ジ であると 
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こと： 3外 、何も 意味し なくなって いくの だ 
ろうか。 ただ 黙って 自分自身を 指し示して 
いる だけと いうが 況が 出現す るの だろう か。 


巧 2 

赁 


レ > 


雜 誌の 文通 棚 


「私は 他人と 違 立と ぃう 差異の 強 1爾か、 
横溢して 一様になる！ 


前世の 仲間を 探す 少 ホたち 


ことの 意味が 希薄 じなり、 むきだし になつ 
た メッ七 t ジ そのものが うごめく 襄 世界で 
あつたが、 もうす こし 穏やか じ、 活字が 刷 


> .お 


A 


辕 


リ 


绞 L 


を 出現 させて しまう 場が、 雑誌の 投稿欄 や 
文通 欄ではないだろう か。 

そう 独断 的に 見当を つけた わたしの 手元 
に、 いくつかの 雑誌の 投稿欄 •文通 欄の コ 
ピーが 散乱して いる。 

まず、 『トワイライト ゾ I ン (TZ)』 と 
いう オカルト 雑誌の 文通 欄。 ここに 奇妙な 


B 全 判の 裹 紙の 世界は もはや 個体で ある  世 巧の スタィル をが 持して いながら •お 世界  文通 希望が いくつ も揭 戦され ている。 これ 
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rTZ_  (ワ— ルド フォト プレス) 


が なかなか 魅力的な ので、 少し ひろい 出し 
てみ よう。 


か リン、 リュウ、 キキ ョウ、 ヒミカ、 

ミ ロン、 ユ ー ミ、 サロ、 ミル ヤ、 ム ー ラ、 

ム I、 ディア 等の 方々、 覚醒して いたら 
ま 急 連絡く ださい。 

また、 この 名前に 聞き 觉 えの ある 方、 
インス ピ レー シ ョンを 感じた 方 等 も 連絡 
ください。 こちらは コウ、 カイ、 アル テ、 
サラ、 サキ、 ラキ ヤア です。 

ホプ レア ミスと いう 言葉に 何 かを 感じた 
方、 剣の 所持者の 方 ご 連 緒く ださい。 私 
は 光の 剣の 所持者で 前世 名を ライオスと 


いいます。 私の 友人たち も 剣の 所持者で 
乂 火の 剣と 天の 剣を 取り戻して います。 そ 
の 他 不思議 大 がきと いう 方、 霊 体験 ある 
という 人 も お便り 待つ ています。 

ザ 巧を 見て いると むの 化 まる 方、 前世を 
知る 方法を 教えて くださる 方、 歌う こと 
の 大巧き な 私に お 手紙く ださい。 

ホ卖 アジア、 ゴビ砂漠 ないしは ヒ マラ 
ヤに その 本披 地が あると 伝えられる、 東 
方の な 説 的 戦 ± 集 囲、" センチ ネル々 も 
しくは 聖 白を 騎±団 じついて 何 かを ご存 
じの 方、 聖 少女 ミスト レス" ファ ティ マ、 
サキ、 クルト、 フゥガ 、シオン、 マディ 
ミ 等の 名に' 心 当りの ある 方、 どうか ご 連 
絡く ださい。 

ホ シル メ リアと いう 名前に 覚えの ある 方、 
の 円 切手 同封のう え 連絡く ださい。 また、 
お神将 エイ ゲ 、ヒュウ ゲ 、タスク、 リラ、 
ヤヨイ、 リヴァ、 ナヴ アルの 記隐を 持つ 


方 7 人を ご存じの 方 も 連絡く ださい。 当 
方 シル メ リアです。 覚醒を 始めた ばかり 
なので 名前な どに 誤りが あるか もしれ ま 
せんが、 よろしく お願いします。 

ホ 地 王、 冥界 王、 火玉 王の 方、 連絡く だ 
さい。 また ヴァル デイ オス にむ 当たりの 
ある 方、 龍界の 方、 お 話を 聞かせて くだ 
さい。 当時の 自画像 つきだと うれし— な。 

こういった 形での 文通 希望の 投稿を、 
「前世の 仲間 探し」 というら しい。 
『トワイライト ゾ ーン』 誌が 読者に そっい 
、っ 類の 投稿は やめて ほしいと 呼びかけた 記 
事で、 そう 名づ けられて いる。 前世を 見よう 
と 自殺 ごっこを した 少 ホダル— プの 事件が 
斬 聞に とりあげられてから、 同誌の 編集部 
は 「現実と 虚構の 違いを 見極めて ほしい」 
という タイトルの 声明を 誌上に 発表した。 

わたしは 少女たち が 物語の ために 死んだ 
としても、 現実の ために 死ぬ より 無駄 だと 
は 思えない。 もしかすると 彼 ホたち は、 「児 


219 


「牧歌 メロン」 (パロ ル 企 口) 文通 彻 


実」 もまた ひとつの 虚構に すぎない ことを 


フル 


F 


ツ •マ 


F  M 化#+^ 回？ 34^ は 位に ありまず。 


A 1 化 海道 •東 化 

I 化 « ホ 巧 巧 m け巧*? 

巧 化の じな せる 人が はしい といぅ 
巧 巧が 汾 きました •一儿 がすぎ ない 人 
なら 巧な 不巧化 人との ES を 巧め 
る 巧む といぅ やつを I が じ やって み 
ません か。 巧 »。 

2 化 巧 道 ホ 巧キ子 ? 

バンド やる、 大巧い R、 ち 木 ばな 
なじ to てると 巧の 化の 双 下を で 
ずが！ 53 上 M な TS/ 抽历冬 巧、 
それと ホ^の 方 も 抑 1 相て さい。 
ゲィ、 iKistt の 方と fc わ おな になり 
たいです •さびしい がに 巧の f り： 
とりあえず 、あなたの お 保 〇；? まち 
して おりまず。 

3 化* ぶ t— 巧 蒙 f 
岛 主って しまった セビア 色の け 
かしい ひとときを、 むの 中では K やか 
な々 ラ— で 巧ち がけて いる、 そんな 
巧巧をぃっまで-^>4<执にしたぃ。 M 


らか のな 巧が みれば iSS® 化の いい 
人に むって  < ださい。 剧 X 化 •  JjMJ： 
ホ 巧 •巧は OS で わ。 


"薛舅 

議 


4 巧 玉* すわれば ネ 
いろんな 方 化 じ 典は が ありが な 心 
のがい 人、 ヘンな t の 巧し いむの 化 
きで いろんむ ことして みたい、 近つ 
てみたい 人、 乂 けにむ ろぅ •バカむ 


ケット 


M 


沖が ザ、 みら ゆを ム W じ M 化を 巧っ 
ています •わくさん 木 化んで 色んな 
n 卜 曲ん 中 じつ < 化ん じ 心いたい で 
す •巧の ろ 0 巧。 时巧 。进化 tt 
別不 巧**。 

4 化 M ホ 友人 持 M か a お 度％ 
巧は ゲィ •どぅ 巧て む na の- <M 
だり どれけ と 《 お 人な 卜 じむれ な 
い •一ぶ Ian か 巧む ので 力を C 
わせれ が iHsgu 菜です •どなた か 明 
るいむ c のん も n 山 じ 人人の がを 
八 口い していきたい •  M 应 して < れれ 
げ入上<則の牛化«でず。 

5 大曲ホ お 度？ 

X3 りな 《  •峽函 が •  •化 
ffi りの 公 面に 巧って みたい •で b、 
ひとりで 《 巧け ない •どこかへ 巧 < 
巧つ 吏：！ ってく ださい 。わがい— 
6 1 M ホ n 拍な コレクタ— 巧*» 
ず ごい 阳 をに 引つ 5P して さてな の 
をう 人 むな< 、友 4b いない ミ… 化 
化し そろ だ •巧 か 化けて •とんで t 


いしまず。 おが»村»巧でず。 in* 

•: r  "dre!^ の卜 、む 丰»  くださ 

、 « 

L 

7  卞 巧*  4 リエン タ ルビ イト ¥ 
ツエ プ ペリンみ HR、 HM、 ハノ 

イ 、ポイズン 巧 Sj きです •巧 沿 ざて 
fc 班が ハイ パ— む 3 を 柳を なおつ 
て やつて る 巧 か 巧、 けを な 
化な化ですが、 45^ぷして下さいか 

8  «植 ホ  wtt  / 

巧抽 の* の 巧 X じ aw てし まい 

ました。 こんむな を 度し < いじれて 
<れ るかので、 または 々。そし 
て、 巧し く いじめられ てみたい 女の 
でむ。 巧ん の A は义 ので もよ いので 
ず •  を われち して おります。 


«いジ4- 二3やデリ々シ| のむい人 
だけは おが ゥ A 


遊 


，も ぞ： •決 

ミ  f  ご Al 


，•••た  r 

$ 


7 だ««  41^か け«  ♦ 

少— ドして < ださる 巧し いお W 
巧が 化、 3tt の SSK で いられる 巧 
さを 巧った あなどを ホめ ていまず • 
巧を の 巧 どぅか 仏を あやしで あげ 
て-^ い •お 曲い しまず •  i •义 
夕、 Kit  •て 巧 •水 …ミ など 巧を で 

ずぶ X お。 

8 な K 度 メ ィタ 
の々 の ザ： 3 の 円 ♦かを むれ！ たし 
たく 化って いまず 。の 度 S 上の 方、 
お§ になって  <  ださい •どこかへ 
い けった 〇、 -W® したり、 いろい を 
びましょぅ。 化は16^.^サまい、 、むの 
巧を aik 〔文る つ さを い^ 巧し ま 
しょぅ。 《« が まじめな 方) 

9 ち sm  ia  0. ;:;歲  f 
「女の人が 巧 さ」 の 女ぶ で^の 
tt を 化げ よ しています* 巧々 化 
ム0*5 でお ホを を閒 さまず e 自 巧の 
1::§じ*0^^の侍て^  €^のホ巧 
を W かさ だいと S ホで を^ 化 連 
じご SS  ください •  a 巧し な < 、く 


巧 の 方から b お® り まつて ま 

す。 

U モ かれん ¥ 

化、 巧-^の人がいいヮ。 それに、 
センスよ < 戸 が 火 かきな 人 だっ 
たら： 8^ 々まずは、 文通し ましよ 

•っ 0 

じモ 》 なかれん 巧 « 

化、 a-H の 人が いい ヮ •それに セ 
ンス なく； ド W 化な どが ff# だったら 
W なむんだ けど •ザ 齢 tt 朋巧 巧不 
の。 お 中 巧 下さい。 き C と 生 さてて 
よかった みって S ぅはず よ。 

口 大田旺 少年ばん つ 
技巧に 化された のはみ しだけ 巧の 
お じった S いた 巧いだ け^なれ ま 

Arwo  g  い  響 1IC,  * •こ  X*、 《 


つ ろげ る 巧 問を 目 te してい 
W 化を ホ ももち ゃん 
化は が ホ ぐれな ところ 一 
で、 そのな まぐれを 巧け ム 
巧な 寅大 な、 む S ってい る 
ら、 - tt じ 巧を 巧たり、 な 
ったりして^Mtlい• で-5>、 
ごめんなさい* 

1 巧 木 «  フ1 ィ シア 

巧 人 BST 酉を ホム •巧 
巧し い <  当方 ナルシスト 
巧ず る 一巧 おとなし いわ 
ま 巧 お# と** と ミユシ 
る 巧し t の 巧を •巧 •  ES 
る 人なら む およろ し 《PP 
ろれば 写な！ S：® で •曰な 

ル •ひと i の 家な な 化 » 
. • 

2 巧 城 •ク〇 ゥリ！ 

巧ち が 竿、- K8K 巧 

«巧のゎを as^3JiH^^で 
な ことを 教 先て <れ る 女の 
いしまし ょろ •まずは 手 化 
巧 ミ 巧义 a のみ b 巧 
3  ホ  <リ えけ* 
: nwB を、 ちな たの A に 
< わ •がの むい 化を ドラィ 
て くれる 人、 妹が はしい お 
フレンドを おがしの ア •ナ 
じ 色々 いけない ことを 教え 
巧。 化い 人は パス •巧む 『 


巧 ノイズ じく わしい 巧 一 
ストな 巧 tt ちクん 、ハル 
スタ— リンな どが 巧 さです 
になつ てくだ さい • 
n 里 A 反み け • 
i で 巧せ、 Sts にぶ： 
お 人が みしい •ビス コンテ 
7  — 二、 •ソヤー ロ ブト •ラ 
ダ、 リリアン •ザ ブシ •ユ 、女 

©&を’、 一郎、 ち 
巧 £ 、巧 巧き。 £*£• 
じ 山を 义た らぅれ しい。 

U  i 巧 巧な - 
巧 化の 中の と 巧んで. 
ちむ 巧^ 巧で*: 3：! なぞ 

よろしければ、 W 度 3 上の ム 


知っ てし まった のか もしれ ない。 

むしろ わたしは、 「觉醒 を 始めた ぱ かり 
なので 名前な どに 誤りが あるか もしれ ませ 
ん が」 と言える 感性を 高く 評価したい。 そ 
こには すでに 物語の 力と いった ものがず 生 
えてい るので はない か。 物語が 裏 世界を 志 
向した としても、 それは まつた く 当然の こ 
とで ある。 物語と いう ものは もともと 裏 世 
界を めざす ものな の だから。 


エキセントリック という 別人 


これは 少女 雑誌と いう ジャンルに 入る の 
だそう だけれ ど、 『牧歌 メロン』 誌の 文通 
欄の コピ I が ある。 雑誌 名が いかにも とい 
う 感じ だが、 やはり その 名のと おり 現代詩 
したり、 世紀末したり している。 

この 文通 欄では 多くの 人が、 いかに 自分 
が ヘンな 人間で あるかを 売り こもうと して 
いる。 変人を 競つ ている ので ある。 
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目 巧玉巧 ォ—〇ラ巧 如裴 ？ 
巧な を扶 してます •峡 ：€ を 3 た 
ゥ、 シ9ブビングした-ゥ、 がけした 
りし ましょぅ。 だが む  < 、み 反 削 3 
'下、 けなが 上の 人 •ホ かな 人だった 
ら 、どなたでも ぅれしいです •化は 
みなが te 乂 化の 化かで ず。 巧 巧は 
么 ずします。 も于 つてまず。 

6 巧玉索 曲が ！ 供 
み ホ のな にかが を 巧て 
る？ (特に わ SJ6) を awi {して おり 
ます。 せを teach して くれる 巧 お W 


gj ん夕： 、〜 〜  lx 

ら ろが をくて 巧 A こ t て をん。 问 
じよぅな なみを 巧つ 人手 化く ださ 
い。 が 串む 人は こまりす ず。 やゼが 

のを じ 故 $v。 

W 卞蠢蒙 ソー ィン ラブ M*  ? 

巧ぶ、 のな じ っ 
かり SfrH つてし まつた 化 •キ ダな W 
巧 じは がいの よわえ •ミ； •ツ 々ファ 
ン巧は4がとち よ つ とよ。 フ ァ 
ンの  < せ にこの 本 巧んで る A 方！： 
问年 化の 方からの お f 化 まって る 
わ。 I 化 じがに 巧け た •襄か ク义。 


ぜいたく はいいません。 どつ からで 
むか かつてら つし ゃい •おばさんは 
れつて いる。 

化な 川 K かお 46e  お f  » 
巧 脚から W 巧に 度肤 している、 
シャ レの わかる がさ ま、 文 巧ぶ 巧で 
巧える**^いたしホサろ。 

化 世 田な 径 B 巧  巧 愈 > 
§ がいません •  ii とか 否 
S かひ 々則の 中は g 巧し か 
けてぃます*  ^«に*3|ゃラィブな 
どじ 巧って くれる 巧 何でも 巧せ る 


てち ょ • 

け 曼爲反 巧ぇん 巧ぅ^ 
ミー が齡 -^1052+ 
巧 S 笛が なの'; aCSO  SS し》 
がのいるスむ88^^^;お5^^^下主 
む f  くない 人 aK の* g 
と、 Jgnst のす ごく 巧 PJ 
•です •手紙の iiWK? 人： 
しえ てね •ブブ テマ— ス。 

が CA 反ヒ マジ ンガ I* 
^06してる人、 子がのい* 
A の 人 も お ffic^ ださい • 


「リ I ドして くださる 優しい お 姉 様、 先 
生、 秘密の 関 儒で いられる 暗 さを 持 「た 
方な どを ボめ ています。 百合の 方、 ど、 っ 
か 私を あやして あげて 下さい。 お願いし 
ます。 絵画 •文学、 死体 •天空 •水 …… 
など 好きです」 

「無様な 惡 あがきの 果ての、 と ある 止曜 
の 午後で ず。 歪んだ 感性に マ トモな 性格 
といぅ 方が ベストで すが、 ぜいたく はい 
いません 。どっちから でも かかっ てらっ 
しやい。 おばさんは 待っ ている」 

「想像の 中の 自分と 避んで しまいが ちな 
現実 逃 癖 型の 私で ょろしければ」 

「一緒 じ 廃墟 や ラィブな どに 斤って くれ 
る 方、 何でも 話せる 方、 ノイズ じく わし 
い 方、 アナー キ ストな 方」 

「両親の トラブルで、 人を 好きに なるこ 
とに 睛 病に なりました」 


「空虚の るつ ば 寂し さで 脳が 耳から 流れ 
そう。 だからう たって ください 何 かしや 
べつて ください 遊び ましょう。 パンクな 
わたしは 化 間の ノイズ」 

「まだを えぬ ビリテ ィス 様へ。 ミルトの 
木陰で 待って います」 

「分裂 症 圏に 棲む 深海魚、 永続す る 半死 
半睡の 巧、 暗い 目を して 魔 駅、 廃 ビルを 
探檢 する？ 自由 外出 日 隔週 日曜、 手紙 
は 事務 用が 简で襄 白紙」 

「人から 見れば 性的 変 子の 人々、 义 通、 
お 友達して いただき たく お願いします」 
「铸 型の 中を まんじり ともさせない。 自 
閉 ぎみ、 神経症 病みの 私を 遊びに 連れ出 
して」 

「小柄で あまり 体が 丈夫 じ やなく 淋しが 
リ やで 白紙の ネコです」 

「私は 化 巧 I 醜い ので 友達が いません」 


それぞれ エキセントリックな 自分を ア 
ピ I ル ― i ようとす るか、 皆が 皆そう する の 
で、 結果 的には 差異が なくなる ようじみ え 
る。 それでも 最後に 引用した 「私は 世界一 
醜い ので 友達が いません」 というの には、 
図抜けた ィンパクトを 感じる。 

自分の 偏った 部分を さらに 肥大 させ、 そ 
こから 襄 世界を つくりあげよう とする 行為 
は、 今ではもう 古典的な 部類に 入る かもし 
れ ない。 それは 中、 むから 外れた ところで 生 
きる 境界 人の 知恵で も あった。 

とりあえず 何 かしめ くくる 言葉がない も 
のかと 探す の だけれ ど、 何 か ツル ッ として 
いて 触れて くる ものがない。 たぶん 復活し 
た キリストと 対面した 弟子たち も、 そんな 
気分に なった のではないだろう か。 

読み 解かれるべき テキスト のない ところ 
では、 理解を 放棄す るの が 賢 巧と いう もの 
である。 そうでな いと、 むきだしの テキス 
卜 を、 何 かに 覆われた 解読を 待っ ている テ 
キ ストと 思い違い する ことになるだろう。 
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代々 木が らくがき n— ナ—の 謎 


1 ムの 片隅に 自然発生した、 アニメ 少年たち の 共和国！ 


「らくがき コ1 ナ I」 とは、 JR  かけと いう 点は、 なにやら 中 園の  せた のは 自分 だとい う。  大に 入った 後 も 通い 続けて ます」 
化々 木 駅の 二番 S 番線 ホー ムの南  壁新聞に 化て いなく もない が、 こ  「いかじ 斬新で 面白い 遊びを 創造  HG というのは もちろん ペン 
端に ある 伝言板の こと だが、 階段  こじは なんの オピニオン もない。  する かが ポイント なんです」  ネ—ム 。伝言板の 前で 出会った 彼 
と 階段の 間の いわば 死角に あたる  実物を 見た 人は その 細密 さに 頭  熱烈な フアンを もつ ラク ガ キス  ら は、 その 名で 呼び 合い、 「お茶 
ため、 何年 も 代々 木 駅を 利用して  が クラ クラす るだろう。 巨大な 紙  卜も いるら しい。 多 田さん も 有名  会」 を 聞いたり する。 お茶な の 
いても、 その 存在を 知る 人は 少な  にビッ シリ 描き 込まれた 絵は どれ  な 常連で、 一二 年な 上前から 「らく  は、 酒の かめない 人が 多い から 
い。 井上ひさし 「ニ ホン 語 入門®  もてい ねいな もの ばかりで、 わざ  がき コ—ナ I」 に 「ばかしり—  だ。 

伝言板の 研究」 {週刊 文曼 にも、  わざ 二十 四 色の サインペン や 色 鉛  ず」 という 四 コマまん がを 連載し  面白い のは、 彼らが、 暗黙の 
代々 木 駅には 伝言板は ない、 と 書  筆を 持ち込んで 描かれた 極彩色の  ており、 現在 八 百 五十 回を こえ  ルー ルを 作り上げ ている 点 だ。 始 
かれて いる ほど だ。  もの も 多い。 叟陀羅 さながら、 と  る。  発と 同時にが が 貼り 出される のを 

その 伝言板は 每 日、 駅員に よっ  いっても いい。 これは すでに 「た  常 速の 多くは、 場所 がら、 代々 木  待って 描き 込む のを 「一番乗り」 
て 貼り 化される B を大の 真っ白な  言」 でも 「落 壁き」 でもな く、 数  ゼ ミナー ルな どの 予備校 生と、  というが、 それは 必ず 上部の 隅 か 
紙に すぎない。 それが その 日の 夕  十 人の 手で 作り上げられた 「作  代々 木 アニメー シ ョン 学院 や 「お  ら 描き 始められる。 ひとりが 使う 
方までに は マン ザで 埋めが 、くされ  品」 なのだろう。  たくの 東大」 といわれる 東京 デ ザ  ス ベー スは 1110 センチ 四方が 限度 
るの だ。 もとは 十五 年 ほど 前に、  一年に 兰員 十五 枚 作られる こ  イナ ー 学院な どの 専門学校 生が 多  ス 大きな スぺ ース 蓋う からに 
伝言板と して 駅が 提供した スぺ一 の r 作品」 を 集めて S 人に 会え  いが、 卒業後 も わざわざ 代々 木 駅  は それなりの 「質」 が 巧め られ 
スだ ったそう だが、 いつ 頃から か  た。 多 田 克己さん という グラ  まで 通い 続ける 人 も 少なくない。  る。 へ夕な 絵を ど 真ん中に 大きく 
アニメと マン ガの マニアに 占拠 さ  フイ ック •デ ザ イナー で、 もちろ  「伝言板の 近くに ある 会社に 就職  描いたり すると、 絵の 上に 「却 
れて しまった。  ん彼 もこの らくがき コーナ ーの常  先を 決める わけです。 最も 古い 常  下！」 と 書かれて 断罪され る。 

匿名に よる 不特定多数への 呼び  連 だ。々 ラ— で 描く ことを 定眷さ  連の HG さんは 代 ゼミから 某 園 立  「みんなで 作品を 完成 させようと 
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いう 共通 意志が あるんで す。 この 
紙 も ひとつの ムラなん です よ」 

近くの 渋 谷を 会堂で コン サート 
をす る バンドの フアンが この 伝言 
板に 「X 巧 〇 日 渋を」 と 皆 知した 
ことがあった。 それは 伝言板 本 ホ 
のがい 方な の だが、 その 告知は 常 
連たち から 徹底 批判され た。 

この お 言 板の 中 だけで 通 巧す る 
隐 語が 多用され るた め、 初めて 見 
る 者には ほとんど 理解し がたい。 
その 排他の ム I ドは アニメ や マン 
ボ フアンな 外の 人閒を 寄せつ けな 
い 一種 異様な 迫力 じ 満ちて いる。 

同じような 「らくがき コ— 
ナ ー」 は JR 水道 懦駅 にも ある 
が、 来 京 ド ー ムの 試合が おわる 時 
刖 には 常連が 陣取って 卧球 フアン 
じ醬 かれる のを 巧ぐ という。 水道 
橋は 木更渾 から ホて いる 女性に 
よって 化 切られ、 每日 出席簿が つ 
けられる。 参 如 者は 「やおい」 な 
どの 女子高生が 多い。 

JR 滯田 駅ビル、 サン カマ タ六 
階の 「コミュニケ I 'ン ヨン •ボ I 

ド」 は 昭和 五十六 年に 設置され た 
もの だが、 代々 木とは 違って、 自 
をで 描いて きた ハ ガキ大 の 紙を 褐 


示す る システム だ。 

「持禁 力— ド」 という、 掲示を 目 
的と した ものの 他に、 自由に 持ち 
帰 っても いい 「フ リー カー ド」 と 
呼ばれる ものが ある。 そこから 文 
通の ように々— ド 交換が 始まる わ 
けだ。 カー ドに 連祕 先が 書かれて 
いれば 直披 会う こと も ある。 相手 
が どんな 人 か'  性別 さえ 不明な ブ 
ラィン ド •デ I- r だ。 

この ボー ドは 平成 元年 六月 一二 十 
日に 一時 撤去され たが、 その 日は 
「ボー ド 人」 たちが 集まって 
ちよつ とした 騒ぎ だつ たよう だ。 
代々 木 駅で も 園 鉄 民営化 前 巧には 
伝言板 廃止の 晦で パニック になっ 
た。 

この 伝言板の 存 をを 知って、 家 
化まで して 地方から やって ホた 少 
女が 巧講 される という こと も あつ 
た。 多 田さん は 言う。 

「ここに 集まる 人は 誰かとの コ 
ミユ ニケー シ ョンを 求めて るんで 
す。 やっぱり みんな 学校の なかで 
は 友達が 得られな かったん でしよ 
、っね。 でも ここに 来れば 同じ 話題 
(アニメ や マンボ) の 人 ばかり だ 
から 安 如で き るんで すよ」 


マ- 歹は裝 s 護— か？ 


「おたく 族」 について 批評し ようとす ると 
きには、 ある 構えが 要求され るよう に 思わ 
れ る。 

まず、 批評 者で ある 私自身と 「おたく 族」 
との 関係 かどの ような ものであるの かとい 
うこと をき ちんと 語つ てから 始める こと。 
言い かえると、 「おたく」 的 マニア 志向に 
対して どの 程度の 共感を 持てる のか、 ただ 
まったく 違う 種 旗の ように 見なす ほかは な 
いの か、 などを あらかじめ 測定して から 始 
めるべき だとい うこと である。 

若い 何人 かの 批評家た ちは、 宮崎 勤の 部 
屋が テレビ 画面に 映し出された とき、 あれ 
はいくつ かの 部分を 変えれば、 自分の 部屋 
と 変わらな いという 意味の ことを 率直に 述 
ベて いた。 

この 率直な 表明は もちろん いいこと であ 
るが、 何となく その 先が 「だから どうな の 
だ」 と 言いたい ような、 行き どまり な もの 
を 感じる。 たとえば そこに 居直つ て、 マニ 
ア 的な 世界に 共感を 感じる 地点から マスコ 
ミの 「短絡的な」 反応を 攻撃したり、 「お 


たく」 である ことの 市民権を 主張して みた 
りしても 始まらな いという 気がする ので あ 
る。 なぜならば、 宮 崎が やった (らしい) 
ことが 法的に 見て どの 程度の 罪に 値する か 
という ことを まつた く 別問題に しても、 あ 
の 画面は 何となく 私たち 現代人の 心に 

「ふ一 む、 現 化の 若者って なかなか 生きに 
くくて 困つ たこと だな あ」 と 感じさせ るよ 
うな 重苦しい メッセー ジを 送り届ける 効果 
を 確実 じ 持つ ていたから である。 たしかに 
短絡は 存在す るか もしれ ない が、 宮 崎の 
や 「た 《らしい) ことと、 あの 画面が 巧 象 
づけて いた マニア 性との 間に 何の 関連性 も 
見 化すな と言われても 無理 だと 思う。 その 
意味で、 マスコミが あの 部屋の 画面に 執着 
した その 背後の 直観の ような ものが、 金 部 
が 全部 間違って いたわけ ではない ので ある。 

異文化 ならめ 異文化 

さて 私自身で あるが、 私には 正直に 言つ 
て、 「病を 育に 入る」 という ほどの 座 味 的 


世界の 持ち あわせがない。 高校から 大学に 
かけて 音楽 《モダンジャズ) や 美術の 世界 
に 少し 首を 突 「込んだ が、 それ も マニアと 
呼べる ほどのと ころまでは とうてい いかな 
かった。 おはょ ろず いいかげんで、 ま！！ 物の 
世界では やや 人並み EU 上に 深入りは した か 
もしれ ない が、 四十 化に なった 今に 至る ま 
で、 この 領域の ことなら 巧せ ておけと いっ 
て 羅菩を 傾けられる アィテム などは ただの 
ひとつ もない といつ た 有様で ある。 

要するに 何に 対しても 永遠の アマチュア 
できて しまった わけで あるが、、」、 っいう 私 
が 「趣味」 の 世界と か、 「趣味」 に 熱中す 
る 人たち に対して 抱く 感觉 は、 羡 望と 軽侮 
のない 混ざった、 アン ビヴァ レントな、 独 
特な ものである。 

おは 自分の アマチュア 的 性格、 非 専門家 
的 性格を 全面のに 自己 肯定して いるので も 
なければ、 逆に マニア や 専門家た ちに ただ 
感服して いるので もない。 そんな 自分の あ 
り 方を 逆に 照らし 化す ことばと して 私は、 
これまで ひそかに 「趣味と いう ものには な 
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にかし らもの 哀しい ものが ある」 などと 
言って 自分に 納得を 与えて きた。 そういう 
位置から 考えて、 じつは 私の なかには 「趣 
味とは 何 か」 という ことを 根本的に 問い 直 
してみたい 問題意識が ずっと あったの であ 
る。 言って みれば、 私の 位置は、 異文化な 
らぬ 異文化に 向き合つ ている というと ころ 
であろ、 っか。 

私 個人の 位置から 言っても そうで あるが、 
この場合、 もっと 一般的な 意味で 言っても、 
「異文化 ならぬ 異文化」 という 微妙な 
の 仕方が 要求され てく るよう に 思われる。 
というの も、 この 「おたく」 現象は、 ひと 
つの 特異な 現象で あるに しても、 私たちが 
を活を 送って いる 今日 ただいま のこの 日本 
社を のなかで 起こって いる こと だからで あ 
る。 だから それは、 何 かまる で 気味の 悪い 
ものを 見る かの ように 外から まなざしを 投 
げかけ るので もい けない し、 逆に 感性 的に 
理解で きないのに わかった かの ような 顔を 

して 巧 部から 論じる という わけに もい かな 

y  0 
V 


そういう わけで、 立てるべき 論題は 次の 
ようになる。 

① 人間は なぜ、 いつから 「趣味」 の 世 巧を 
もつ ようになる のか。 

©「趣味」 が マニア 的に エス カレ I 卜 して 
しまう ことの 背景に 何が あるの か。 

③ 「おたく」 的な 趣味が 示す 時代 特質とは 
何 か。 「古い」 趣味との 連続 性と 区別。 

® コミュニケ ー ショ ン論 としての 「おた 

く」 論。 

人は なぜ 「お 巧」 を 持つ のか 

人間は なぜ 「趣味」 の 世界を 抱える よう 
になる のか。 この 問いに がして はとり あえ 
ず、 単純に 答えて おく ことができる。 趣味 
の 深さは 人間が 孤独で ある ことの 関数な の 
で 表る、 と。 

だが こうな a える ところから すぐに、 では 
人間の 孤独とは どこから 起こって くる もの 
なのかと いう ことを をえ る 必要が 出て くる。 
もちろん 「趣味」 の 世界に 早い 時期から 


没入し やすい 資質と そうでない 資質と いう 
ような 個人的な 偏差は 存を する。 よく 「こ 
の 子は 小さい ときから 友達と 遊ぶ よりも、 
まわりの 道具と か 自然の 生き物と かに 異常 
なほ どの 興味を 示す 子でした」 などと いう 
述懐を 耳に する し、 またた ぶんに 神話 化さ 
れ ている にせよ、 偉人の な 記な どでは、 小 
さい 頃の 熱中 癖を 物語る エ ピソー ド じ 事欠 
かない。 しかし、 問題は そういう ことでは 
なくて、 あくまで 「趣味」 の 世界と いう も 
のが 成立す る 一般的 人間的 基礎の ほうな の 
である。 

言、 っまで もな く、 私が ここで 「」 をつ 
けて 語って いる 趣味の 世界と いうのは、 芸 
術 や 学問 や 文学な ど、 ほとんど あらゆる 精 
神 文化的な 営みに つながって ゆく 広い 入口 
の 意味を 持って いる。 私の 考えでは、 ある 
太い 補助線を うまく 見つけさえ すれば、 こ 
れらの 《しばしば、 ただす ばらしい ものと 
して 賞贊を 浴びる) 文化的な 営みと、 マニ 
ア 的な のめり込み、 果ては いまわしい 犯罪 
斤 為に 至る まで、 そこへ 個人を 促して いる 
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共通の 契槪 のよう な ものを 等価な かたちで 
読み 解く ことができる はずな ので ある。 

「好み」 を 確立させる 
あきらめの 巧 造 

私は、 孤独が 「趣味」 の 世界の 成立の お 
件な の だと 言った。 それでは、 それは 一般 
的には いつ 頃 襲つ てく ると 考えて よいだ ろ 
うか。 

これは おそらく、 思春期に 相当 程度、 集 

中して いると い 「てよ いと 思う。 

この 時期、 多くの 子どもたちは、 自分の 
好みと いう ものを はつき リ持 つよう になる。 
それは、 外見 上、 こちら 側に すでに 主体性 
の 確立した 〈自己〉 がいて、 向こう側に 並 
ベら れ たいくつ もの 趣味の アィテム のどれ 
かを 自由に 選択す る (たとえば 何々 クラブ 
じ 入る) というよ うな わかりやす いかたち 
をと つて 現われる が、 好みと いうのは そん 
なに 簡単な ものでは ない。 大げさに言えば、 
人は たぶん、 この 時期の 「好み」 の 確立を 
通じて、 知らず知らず のうちに 自分の 生の 


自己 限を を 強いられて いるので ある。 

一般に 好みが 確立 するとい うことは、 そ 
の 子な りの 自我が 発達して きた 指標と して、 
肯定的に とらえられ やすい。 しかし 私は あ 
えて ひわ くれた 見方を 取りたい の だが、 好 
みがで きて しまう という ことは、 自分を 直 
接的な人間関儒：：^外の世界と特殊に関係づ 
けようと する ことで ある。 そして この こと 
のうちには、 直接的な 人間関係 に対する 一 
種の 《あきらめ〉 の 構造が 隙され ている よ 
うに 思う。 この 時期に、 少年少女 たちが 一 
様に 親 や 教師との 間の 交流の こと ぱを 失う 
ことと、 彼らが 好みの 世界を はっき リ 持つ 
ようになる こととは 、裳 腹の 関係に あると 
思えて ならない ので ある。 

もちろん この プロセスを ことさら 悲劇的 
な卜 I ンで 語る 必要 もまた、 ない。 ただ、 
人間が 発達して ゆく という ことは、 単純に 
望ましい ことと いうので もな く、 むしろ 必 
ず 何ら かの 喪失を ともなう ような、 不可避 
的な ことなの だとい う ニュアンスを 大切に 
したいの である。 


思春期の 孤独と 「趣 巧」 

私の 中学 時代に、 ひと リで 映画に 凝って 
いる 男の子が いた。 私 も 映画が 好きだった 
ので、 その子と 映画に ついて 少し ことばを 
交わした ことがある。 彼は 作品 知識を マニ 
ア 的に 頭に 詰め込んで いたの だが、 同好の 
± を 見出した うれし さの ため か、 あたりは 
ばからぬ 大声を あげて、 「俺は 将来、 映画評 
論 家に なりたい の だ」 と 言った。 私は 内む 
滑稽な ものを 感じた の だが 黙って いた。 

翌日 彼は、 細かな 字で 映画 クィズの よう 
な ものを 作って きて、 私に 解く ように 勧め 
た。 私は そういう かたちで この 世界に 首を 
突っ込む 気がしなかった ので、 すげ なく 突 
き 返した ところ、 その 紙は 床に 落ち、 彼は 
黙って それを 拾って 引き下がった。 

つきあって 解いて やれば よかった、 残酷 
な ことを した もの だと、 今でも このと きの 
ことが、 むを 離れない ので ある。 というより 
も、 私は ただ 残酷な 自分に がする 自責のを 
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イラスト = 征矢 直行 


るので あるが、 言うまでもなく 手品と い、 つ 
のは、 観客がなければ 惠味 のない 遊びで あ 
る。 はじめの うち、 当然 二、 三人の クラス 


だけで この 場面を 強く 記憶 じ 残して いたの 
ではなく、 たぶん 彼の 《実存〉 の 寂しげ な 
像の ほうが 気に かかって いたの だ。 

また 高校が 代、 手品に 凝って いるが がい 
た。 学校に 小道具を 持ち込ん できて 休み 時 
間に 誰に 見せる というの でもな くやって い 


メ—卜 が 興味を 抱いて 彼を 取り巻く ことに 
なる ので、 そのつど 彼は 自分の 秘かな 思惑 
を 欄た される の だが、 しかし そのうち にし 


だいに 飽きられて しまい、 みんなが ほ とん 
ど 見向き もし なくなっ てし まう。 そのと き 
の 彼の 表情は、 やはり 寂しげ であった。 か 
たわらで 見て いた 一人の クラ スメ ー ト が、 
にやにや 冷笑的な 笑いを 浮かべながら、 
「手品なん か 趣味に したって しょうが わえ 
じ ゃねえ かな あ」 と 私に ささやい たもので 
ある。 

これらは たまたま 私の 少年 時代の 生活を 
よぎった 風景に すぎない。 だが 彼らが 私の 
なかで いつまでも 気に かかって いたのは、 
彼らの 振る舞いが 際立って 特殊で 奇異な こ 
とであった からでは なく、 むしろ 反対に、 
私自身の なかの 孤独な ものの 部分的な 鏡像 
を そこに 見出して いたから に違いないので 
ある。 

「お 巧」 は 彼らの エロス 

誰と でも 簡単に 共有す る わけに いかない 
好みの 世界を 自分の なかに 確立す る ことは 
{彼 自身が 自覚して いようと してい まいと) 
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わかって もらえない 自分と いう ものが でき 
る ことの 反映な ので ある。 それは どこかに、 
自分を この 世界の 現実性から 超 出させて し 
まいたい とする 傾向の ような ものを 潜ませ 
ている。 

人と 交わる 世界に おける 自分を 空虚な も 
のとす る こと。 他者との 具体的な 《生活〉 

を 手に する ことは できない が、 意識の 余剰 
のよう な もの だけは ありすぎ る ほど あるが 
態。 私たちは このが 期、 •一様に、 自分の こ 
とな ど 他人に わかる はずがない と、 どこか 
で 思っ ている。 だから こそ 同好の ± を 見出 
したと 思った とき、 つい 過剰な 喜びを 表 じ 
出して しまう ので 衣る。 

この 表出の 場面は、 なぜか 羞恥 感を 呼び 
起こす。 相手の 志向が 自分の 思惑と 違って 
いたら、 それは 異性に ふられた のと 同じ 
み 「ともな さとして 現われる。 趣味の I 致 
不一 致 —— それを 通じてむ の 流通が 可能 か 
どうかを 探る プロセスは 、エロチックな 交 
通関 係に おける、 心的な あり方を 正確に 映し 
ている。 「趣味」 を 人に 告白す る ことは、 


愛を 告白す る ことのょ うに 恥ずかしい。 

もしも 思春期の 少牛 少女たち が、 彼らの 
友人 関 儒に 過不足な く 同調す る ことができ 
たり、 特定の 異性との 生活のう ちじ 早く も 
自分の 生の 重要な 意味を 見出して いたと し 
たら、 彼らは 格別に 自分の 趣味を マニア 的 
なと ころまで 突きつ めな くと もす むだろう。 
学校が 終わっ たので、 さあ これから まっす 
ぐ 家に 帰っ て パソコン とが 話しょう とひた 
すら 考えつつ 校門を 通り抜けた 矢先、 そこ 
に クラスの ホの 子が ぽ つんと 立って いて、 
彼女に 「あなたの こと、 ずっと 思って たの」 
などと、 もし 突然 言われた としたら、 少な 
くと も その 日、 彼は 自分の 「趣味」 を 純粋 
に 貫く ための、 むの 「安定状態」 を 確保す る 
ことは 難しいだろう。 

家族から 離脱し、 まだ 新しい 関係 的 存在 

としての 自分を 見出しえ ていない、 エロス 

的 生活からの 過渡的な 疎外 状態。 その 空白 
が おそらく 「趣味」 の 世界を 強力 じ 呼び 寄 
せる ので ある。 言い かえると、 「趣味」 が 
彼らの エロスと なる。 


8 《俗〉 的 価値の 否定と 
《技術〉 の 高度 化 

义化 として 巧 開く あらゆる ものは、 マニ 
ア 的な 情熱 じよって 支えられ ている。 ゴッ 
ホは 日射病で ぶっ 倒れる ようにな るの も お 
かまいな しに 炎天下で 絵筆を 握り 続けて い 
たし、 ピアニストで あつた 頃の シユー マン 

は 小指の 力を 強く する ために バネを 取りつ 
けた ことが もとで 指を 動かす ことができな 

くな つてし まつた という。 

人は このた ぐいの エ ピソー ドを しばしば 
天ネ たちの お 絶な 生き方の 証として ロマン 
チックに 語る ことを 好む。 しかし、 同じよ 
うな 人間的 傾向が 時には 極端な 犯罪と なっ 
て 現われた リ する ことを 忘れて はならない。 
私たちは 天ネの 偉業と 切り離し 難く 思える 
これらの 傾向に、 ただ 感嗔の 溜息を 吐き か 
ける 前に、 こうした 一種 芸術の 域にまで 達 
してし まう 悪魔 的な 傾向と いう ものが どう 
いう 条件を 背景と して 生まれて くるの かを、 
ニユー トラ ルな 目で 見つめて おかなくて は 
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ならない と 思う。 

人間の 悪魔 的 傾向を 支える む理 的な 基盤 
は、 二つ あるよう に 思われる。 一つは、 乂 
生の なかで、 それがなければ 生きて いけな 
いような 〈俗〉 なる 部分 《衣食住と か、 他 
者との 日常 的な 交わりな ど) の 価値を 度 外 
巧して しまう ことで ある。 もう 一つは、 そ 
うして 度外視す る ことによって 開かれて く 
る 一つの 専門 領域 内で、 既成の 状態に 対す 
る不 満足感を つねに 維持 するとい うこと で 
ある。 

この 二つの ことが、 その 領域 内で 次々 に 
新しい ものを 生み出させよう とする 欲ボに 
つながり、 それらが さらに 欽ボ 実現の ため 
の  < 技術〉 の 高度 化を 促す ことになる。 道 
具を そろえる、 実験を 燥り 返す、 新しい 裝 
置 や 方法を 考案す る、 頭脳 や 感覚を 練磨す 
る、 そして 何よりも、 まるで 自分 かその 領 
域の ために 作られた 存在で あるかの ように、 
たえず 自分自身の-む 身を そこに 縛りつ け、 
失敗に も 決して めげ ない 自分を 作り出す。 
人間の なかの 悪魔 性とは、 ひと 口に  <  技術 > 


への 欲 壁 だと 言っても 過言ではないだろう。 

ところで  <: 技術〉 とは、 人間が、 自分 自 
身を つくっ ている 要素 そのものを、 自分の 
活動の 対象と してし まう ことで ある。 しか 
し 技術は 人間を つくっ ている 全体では なく、 
人間の なかの 特定の いくつかの 要素に 光を 
当てる ので ある。 対象と された それらの 要 
素から、 それらを 対象と して 操作す る ほう 
の  <  主が〉 が つねにす り 抜ける。 

たとえ ぱ 、自然が 象を 相手と した 活動で 
困難に ぶつかった とき、 自分の 手を 「問題 
的な もの」 として 意識 化する と、 《道具〉 

の 発想が 生まれて くる。 また、 自分の 経験 
知 そのものが 疑わしい という 考えに 固執す 
ると、 主観と 客観の 分離の 患 誠が 生じ T 実 
験」 とか 「調査」 とか 呼 ぱれる 対応 方法を 
編み出す に 至る。 

では このょうな 人間の 悪魔 的 (技術 忠向 
的) 特性を、 自分の ある 特定の 欲望 その も 
のに 向けたら どうなる であろう か。 彼は 次 
のように 発想し、 次のように 斤 動す るに 違 
いない。 つまり、 自分の なかの その 欲望の 


エッセンスが 何で あるかを 感じ取り、 そし 
て その エッセンス がつ わに 斬鮮な 生命力を 
保ち 続ける ために 自 みは 何を しなくて はな 
ら ない のか、 と。 

欲望の ための 新しい 素材を 四方八方から 
見つけ 出して くる こと。 欲望が 目の前の 道 
筋の 単調 さの ために 退屈して しまわな いよ 
うにた えず 新風を 送り込む こと。 現在の さ 
まざ まな 制約の なかで、 可能な メニユ ー を 
並べ立て、 さらに 無理を してで も、 ある 対 
象 や 方法が その 欲望に かなって いるかの よ 
うに 演出して 見せる こと。 たいして 変わる 
はず もない のに、 これまで とちよ つと 異な 
る 趣向 や 組合せを 開発す るた めに、 心血を 注 
ぐ こと。 

さて、 これ こそは、 現を 私たちの 高度 消 
贊 社会で 起こつ ている ことで ある。 

高度 消費 社会が 私たちの 日常生活に みえ 
る 二つの 心的 影響は、 衣食住の ことを 考え 
ないです む 時間が 大幅に 確保され る ことと、 
人間 どうしの わずらわしい つながりを でき 
る だけ 避けたい という 願望が 力を もつ こと 
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である。 

この 二つの 必的 影響は、 人間の 悪魔 的特 
性が 自分の 特 をの 欲望 そのものに ひたすら 
奉仕す るょう な 傾向を つくりだす。 

生活の 軽 巧を 巧 能 じした 
高度 消 黄 社会 

マニアは いわゆる 《生活〉 とは 逆の 方向 
を 向いた 情熱に 支えられて いるから、 それ 
は 衣食住と 他者との 共同性と いう、 〈生活 > 
にと 「て 不可欠な 二つの 要素を できるだけ 
自分の なかから 稀薄 じして ゆこうと する 傾 
向を もつ ている し、 また、 稀薄に する こと 
が 実際にで きる ょうな を 件に 置かれな けれ 
ば その 情熱を 追ボ する ことは できない。 た 
とえ ぱ 、厳しい 残業 時間を こなさなければ 
自分の 生活を 維持で きないので あれば、 彼 
は マニアに なつて いる 余裕な どないで あろ 
うし、 家族の 誰か (たとえば 老人 や 小さい 
子ども) の 面倒を 見なくて はなら ないよう 
な 立場 だ 「たら そんな ことにう つつを 抜か 
している 暇は ない。 


マニアは 生産と 消費、 昼と 巧、 人間 づき 
あいと 孤独、 これらを 使い かけて 自分の 時 
間を 確保す る。 そのが 間の 内部では、 社舍 
の 共同性が 強いてく る 倫理的 要請は 無力で 
あろうし、 性の 共同性が 吸引し ようとす る 
《親和力〉 も 曲が 立たないで あろう。 こうし 
て おを 的 拘束と 性的 拘束の 二つから 相が 的 
に 自由 じな つた 現代人の 隠された 獄 望は、 
さまざまな 方向へ 突出し、 それぞれの 赴く 
ところに したがつ て滯 化の 道を たどる こと 
になる。 

肝心な ことは、 現在 これらが 大衆 的な お 
模で 起こつ ている ことで ある。 大衆と 言え 
ば プロに 対立す る 概念と 考えられ ていた。 
ところが 現を では、 仮に ひとつの 道を 選ん 
で 追 ホし 始める と、 まるで 誰もが その 世界 
の規縛 力に からめとられて ゆく ように、 必 
然 的に 専門化して しまい、 むしろ 深入りし 
ない アマチュアの 姿勢を 貫く ことが 難しい 
状況で あると さえ 言える。 こ、 ついう ことは 
逆に、 プロが プロと して 成り立つ 古典的な 
意味を 危うくす るかたち でも 兒 われて いる。 


要するに、 大衆の 一人ひとりが 「何々 専門 
家」 になっ てし まう 時代な のか もしれ ない。 

制度が 把握し きれない 《過剰〉 

同じ ことを 別の 角度から 見れば、 次の よ 
うな こと も 言える。 私たちの 社舍 生活は 制 
度 的な 規範 じよって 秩序 づけら れ ている。 
時代 や 地域に よって、 この 規範の 性格は ゆ 
るかったり きつかった りする が、 現在の 日 
本な 会は、 個人の 生活 感性が 古い 規範から 
はみ 化して しまうよ うな 事実が あちこちで 
露呈して いると 言える だろう。 

たとえば、 高等学校と いうのは、 「教育 
機関」 という ことにな つてい る。 しかし 少 
なくと も 私の 見る ところでは、 この 施設が 
日常 時間の なかで 設置 主体の 目的に かなう 
ような 「教育機関」 としての 磯 能を 果たし 
ている のは、 全体の 半分に も 満たない ので 
はない かと 思う。 

ここで、 半分と いうのは、 必ずしもを 学 
校の 半数と いう 意味では ない。 進学 校から 
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底辺 校 じ 至る まで、 それぞれに その 性格を 
異にして はいる ものの、 要するに 生徒たち 
の 生活 気分が、 制度と しての 学校 的な もの 
に半分か、 それ：^下くらぃしかっきぁって 
いないと いう ことで 起る。 

進学を 志す 生徒は たしかに よく 勉強す る。 
しかし そのことは 制曼 としての 学校の あり 


方に敬^|思を払 つ て い ることでは少しもな い 。 
彼らは 多くの場合、 「授業」 など 朗 かない 
で 勉強す るの だし、 塾 や 予備校に 通ぅ こと 
で 明確な 選択 意志を 働かせて いる。 

また 底辺 校と あえて 言わす とも、 中間 ク 
ラスの高校にぉぃても、 学校は半ば：^上、 
生徒たち の 生活 交歓の 場と 化して いるので 


はない かと 思う。 校内 暴力な どの かたちで 
制度との ぶつかり あいを 経験して いた 頃は、 
ある 蔵 味で まだ 制度と しての 学校に 何事 か 
を 期待す る 巧が 生きて いたと も 言える。 現 
在、 生徒たち は 一見 おとなしい。 しかし そ 
れは 、学校との 関係で より いっそう 「シラ 
ケ」 が 進んだ 状態で あると も 言える の だ。 

彼らは 教室に ウォ I ク マンを 持ち込んで 
秘かに、 あるいは 公が とそれ を 聞きながら 
授業を受ける。 また 学校を 男と 女の 出を い 
の 場と 心得て、 身ぶ の ラブ スト— り一 に 興 
じたり、 枝毛の ケアに 余念がなかった りす 
る 女生徒たち。 

マス •メディアが たれ 流す 現代 都市 社を 
の エロス 的な イメ ージが 若者たち の 感性を 
揺さぶり、 「学校」 という コンセプトを 魅 
力の ない ものと して 印象づける。 「学校」 
とは 何 か？ どうせ 頑張った ところで たか 
が 知れて いる 俺たち の 未来を 設計して もら 
うため に、 この 退屈な 「授業」 なる 時間に 
耐えろ というの か？ 

このように、 若者たち が マニア 志向と い 
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う ひとつの 典型的な ところに はいり 込んで 
ゆく む 的な 基盤は、 制度 空間が 自分の 持ち 
化に よって 現在の 人間を 把握す る 力を 充分 
に 示しえない という かたちで、 消極的に 説 
巧され る。 制度が 現在、 《人間〉 を 把播し 
うる その 許容 限界から はみ出した ところで、 
人間的な 諸 関’ むと 諸 能力の 過剰な 部分が 勝 
手な 成長 発展を 遮げ て ゆく。 その 様は さな 
がら 栄養を 与えられ すぎた 撒 木が ダ ロ テス 
クに 枝を 伸ばして ゆく ようで ある。 

「自己 H 世界」 の 抑制な き 肯定 

「おたく」 であるた めに 必要な 要素は 何 
だろう か。 どういう ことを どのよう にして 
いれば 「おたく」 であると 認めて もらえる 
のか。 この ことばの 発明者 •中 森 巧 夫は 次 
のように 述べて いる。 

〈『おたく』 の 由来に ついては'  まあ みん 
な もさつ しがつく と 思う けど、 たとえば 
中学生ぐ らいの ガ キがコ ミケと か アニメ 
大会と かで 友達 じ 「おたくら さあ」 なん 


て 呼びかけ てるのつ てキ モイと 思わない。 

そいで まぁき やつら も 男なん だから、 
思春期 ともなれば スケべ 心の ひとつ も 出 
てく るだろう。 けど あの スタイル でしよ、 
あの 蝶り でしよ、 あの セ— カクで しよ、 
女なん か出来る わき やな いんだよ わ。 そ 
れに 『おたく』 つて さぁ、 もう 決定的に 
男性的 能力が 欠如し てんの よわ。 でたい 
がいは ミン キー モモと か ナナコと かアニ 
メ キャラの 切り抜き かなん か 定期 入れに 
入れて ニ タニ タし てるんだ けど、 まあ 二 
次元 コンプレックスと いおうか、 実物の 
女とは 話 もで きない わけ。 これが もう 
ちよい マシに なると、 女性的 巧を を あん 
まし アピ— ルし ない アイドル 歌手の ほう 
へ 斤つ たり、 屈が して ロリコン したりす 
るつ てわけ。 それで 成熟した 女の ヌード 
写真なん か 絶対 受けつ けな いんだよ わ〉 

《，の 年 『漫画 ブ リツコ J おたくの 研 ホ 九 ③} 

また、 今年 《八 化 年) の 九 巧に サン ケイ 
新聞 じ 連載され た 「喪失の 世代 若者たち 
はい ま」 という シリー ズ では、 ビデオ、 や 


おい 族たち のアニ パロ、 パソコン通信の 
チャット (おしゃ ベリ)、 ロリコン 趣味、 ゲー 
ム センタ ー 、 NT T の 伝言 ダイヤル などが 
問題 的な アイテム として 取り上げられ てい 
る 0 

どうやら、 男と かの 関 儒の ような どろ ど 
ろした 現実からの 逃避を、 現代 メディアの 
神話 的な 明 縛 力に よって 果たそう とすると 
ころに この 「種族」 の 特質が あるら しい。 
さてそう だとす ると、 これらの 現代 メディ 
アじ 共通す る 神話 的な 明 縛 力の 正体とは 
い 「たい 何な のだろう か。 

それは ひとことで 言えば、 こういう こと 
ではないだ ろうか。 自分の 観念 や 自分の 身 
体に 源を 発した ものが、 一定の 因果関係 じ 
よって あたかも 世界の どこか や 誰かと つな 
がって いるかの ような 「自己 U 世界」 肯定 
の錯 党を みえて くれる という こと。 

少し わかりにくい 断定 かもしれ ない。 類 
推と して 夢の メカニズム をを えてみ よう。 

夢に おいて 私たちが 遭遇す る 共通の こと 
は、 経験から 超越 させて 自己を 立てる こと 
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の 不可能 さで ある。 そのため、 夢に おいて 
はい ま 経験され ている ことを とりあえず 固 
定 ― 5 ておいて 自分を そこから 弓き 離し そ 
の 経験の 意味を 確かめる ために 何度も その 
同じ 事象 じ 反復 的に 向き合う という ことが 
できない。 夢は 経験 そのもの であり、 それ 
はたえず 流れて おり、 その 流れ ゆく 経験に 
いつも 自己は 忠実に つき 添っ ている。 たと 
え ば 何度 電話を かけても ダィヤルが うまく 
回せない というよ うな 反復 的な 夢で も、 は 
じめ は 番号 メモが よく 見えなかった が、 次 
は 指が すべっ てし まった とかいう ように、 

回 ごとに 違った 障害の かたちで 現われる 
のが 普通で ある。 

このようになる のは、 夢見る 意識が 夢の 
なかの 経験の 展開を 自己に 対して ほとんど 
全面的に 肯定して いて、 疑う 能力を 奪われ 
ている からで 衣る。 

「おたく」 趣味 じ おいても、 一定の 装置に 
自分を 適応させる と、 その 流れに どこまで 
もつ いていく ことができる。 流れに 対して 
時々 立ち止ま つて、 批判的に 自己を 立てる 


という ことが 許されない。 夢の 意識と 同じ 
ように、 経験の なかに ある 自己が そのまま 
世界と イコ— ルで あり、 しかも その 「自己 
U 世界」 構造を 金 面 肯定して いるので ある。 

メディアが 生む 現実 参加の 錯覚 

こうした 全面的な 「自己 U 世界」 肯定の 
錯覚を 与える メディアの 呪縛 力は、 小説 世 
巧への 嫂 頭な どと よく 似て いると 言える か 
もしれ ない。 

しかし もちろん 遗 つてい る 点 も ある。 そ 
れ は、 小説 世界への 没頭の ように 意識を 空 
しくして そこに 展關 される 世界に 自分を ゆ 
だね ると いうので はなくて、 必ず 何ら かの 
意味で 自分の 実践的な 患 志 や 身体を 働かせ 
て 状況に 参加し ようとし ている 点で ある。 
彼らは ただ 「読む」 だけな のでは ない。 自 
ら库 り」 「手を 動かし」 r 集め」 「呼び か 
け」 る ことによ つて、 現実 参加の  <錯 党〉 
のなかに 主体的に 自分自身を 追い込む。 作 
られた 幻影 化を が 向こうから やって来 るの 


を 待って いるので はなくて、 自分の ほうか 
ら 幻影を 作り出す ことに 力を 貸す の だ。 作 
品の なかの 主人公に 自分を 託すので はなく 
て、 あくまで 主人公は 現実に 行為して いる 
自分な ので ある。 名歌 手の 美声 じ 聞き惚れ 
るので はなくて、 カラオケで 自ら 歌って み 
る ことによ ってい い 気分に なろうと する の 
とその 意味では 同じで ある。 

この ことは、 「おたく」 趣昧が 文学 愛好 
者の ように 一部の 限られた 知せ や 感受性の 
持ち主に よって 支えられ るので はなく、 大 
衆 的 基盤を 持ち やすい 事情を よく 説明して 
いる。 と 同時に、 現を、 若者たち が 現実に 她 
れ ようとして 何 か 行動 的な 触手を 伸ばそう 
とすると どういう ことにな つてし まう かを 
象徴して いる。 それは ひとことで 言えば、 
共同性への 飢餓 感や 焦燥 感を 現代の ハイ テ 
ク •メディアが ほとんど すべて 吸収して い 
る 状態な ので ある。 

現在の メディアは、 r 宗教に 変わる 宗教」 
のよう な 要素を 持っ ている と 言っても 過言 
ではない 。パソコン通信の チャット や 伝言 
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ダイヤルの ような 顔の 見えない 相手との を  味からの 系譜を 何となく たどれる ものが 多  そこで かに 手を つけて おかなくて はなら な 


信は、 自分の パ ヮ—が 世界の どこか じ 届く 
かどぅ かを 確認したい 獄 求が 人々 のなかに 
いかに 強い かを 表わして いる。 また、 アニ 


、〇 

V 


いのは、 現代 じ おける 人と 人との コミュ 


たとえば、 ゲ—ム マニアは 「危機に が 面  ケ—シ ヨンの あり方が どのような フ オ—ム 


いかに 強い かを 表わして いる。 また、 アニ  し、 乘リ 越える」 とい、 つ志 向を 表現 化した 
メーシ ョンの 世界は、 コマから コマへ と 作  もので、 囲碁 や 将棋の 世界の 論理を 極端に 
品を 統制して いく 時間の 流れの なかに、 た  加速した ものと 考える ことができる。 また、 


の ものに なりつつ あるの かとい うこと につ 
いての、 もっと 緻密な 分析で ある。 


とえ 現実を 無視して いても 少しも 不自然で 


パソコン通信 やな 言 グイ ヤ ルは、 日記 や 交 


はない ょぅな、 伸縮自在の 感じが ほとんど  換 日記、 旅館 じ 置いて ある 雑記帳な どのょ 
無限 じ 感じられる という ことが、 その 魅力  うじ、 自分と 不特定の 他者との 間に パイプ 


ニ セの 他を との 

n ミュ ニケ— シ ヨン 


の ひとつに なつて いる。 これらは みな、 


ぅじ、 自分と 不特定の 他者との 間に パイプ  現代の コミュニケ ー シ ヨンの あり方を 
を 通したい 欲求の 現われと 見なす ことが で  もっとも 支 恥 •制圧して いる メディアは テ 


言って みれば 夢想され た 「観念の 手足」 な  きる。 また ビデオの 収集は 本の 収集と 同じ 
の だと 思う。 だが 逆に 言えば、 生身の 化 巧  側面が あるし、 やおい 族は 昔 だったら 詩 や 


レビと 電話で あると 私は 思う。 ところが、 
この 二つは その 意志な 達の 実現の され 方が 


にぉぃてそぅぃぅパ ヮ—ゃ伸縮自を感を突  小説の 同人 誌を 作りたがる 人たち であろう。 が 極 的と 言える ほど 大きく 違って いる。 そ 


感 できない という 無意識の 挫が 経験が、 そ  さらに ロリコン 趣咪 は、 服き、 下着 マニア、 


こじは 繰り込まれ ている のだろう _ 


r マニア」 の 大衆化と r おたく  I 


痴漢な どのように、 オナ ニズム のな 要素の 
強い 性 倒錯と 共通の 要素を 持って いる。 

つまり、 「おたく 族」 の 出現は、 古く か 
ら ある 人間の 諸 傾向が、 現代の 都市 社を、 


こで、 まず その 違いは 何で あるかを 原理 的 
にお さえ、 その あと、 これら 二つの メ デイ 
ア によって、 私たちの 「関係への 意志」 が 
どのような あり方を 強いられ、 また そこ か 
ら どのような はみ出し 方を している かを 


しかし、 ひとまとめに 「おたく」 と 言つ 
て も、 その 一つ ひとつに 注目して みると、 
すべてが 降って わいた ような まったく 新し 


化 社 全の なかの 独轉の 《孤独〉 の 様相、 語って みたい と 野う。 とくに テレビ メディ 


人間関係の 難しさと いつた もの じ 直面す る 


アの 功罪な どに ついては これまで さんざん 


すべてが 降っ て わいた ょうな まった く 新し ことじょ って、 大ホ のな 規模で たどる こと 言われて きたが、 一方の 靈 について は、 
い 趣味の 出現と いう わけでは なく、 古い 趣 になった 軌跡の 一つ だと 言いうる であろう。 コミュニケ— ショ ン遍 としての 「電話 論」 
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というよ うな 発想が あまりな かつた。 この  後者は原則としてダィァローグでぁる。 ま 


択 性が 無限に 許されて いる ことによって 
(視聴率！)、 受け手が どんな 態度を 取ろう 


n 


ニケ— シ ヨンの 不通に 対して 責 


任を 取る 必要がない 《気づかい がいら な 
い)。 これに 対して 電 語は、 相互 性が 保証 
されて いるた めに 非 権力 的で あるが、 逆に、 
受け手の 態度が コミュニケー シ ョンの 成立 
に とって 決定的な 意味を 持つ 《気づかい が 
いる)。 私が 常々 乱用して きた ことばで 言 
え ば、 テレビは 社会的な メディア だが、 電 
話は エロス 的な メディア である。 


n 


人 ひとりが、 主 ホな き 放送局 


現 化の 人間は コミュニケ I シ ヨンと いう 


領域では 考えて みるべき ことが たくさん あ  た 前者は I 方 的な 発信を 本質と している が、 ことに 関して、 きわめて 巧 雑多 様な 欲ポを 


りそうな 気がする ので ある。 

メディア としての テレビと 電話の 現象 的 


後者は 相互の な 交信を 本質と している 


持って いる。 自分は 参加せ ずに 人の 言う こ 


U 上の ように 列挙で きる 現象 的な 違いを  とを ただ 黙って 聞いて いたいと 思う とき も 


な 違いは 非常に 明瞭で ある。 前者は！^ の  その 内在的な 性格から 言い直せ ぱ 、テレビ  あれば、 参加は したいが 無名 性を 保 「たま 
八ム開 性が 前提 だが、 後者は 秘密 性が 前提で  は 受け手の 側から 計画的に 発信し 返す こと  までそう したいと 思う とき も ある。 また 特 
ある。 i 刖 者は 多数の 受け手に おかって 発せ 
られ る、 いわば ポリ ロ  I グ 的な 通信 だが、 


がで きない ことによ つて 権力 內な 性格を い 


をの 誰かに だけ わかって ほしいと 思う とき 


くらで ら诗 ちぅる が、 逆に 受け手の 自由 選  も あれば、 やや 広く、 利害 関な や 社を 的属 
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性の 共通す る 人々 の 間に 訴える 必要が ある 
とき も ある。 さら じ、 も 「と 不特定多数の 
対象に 呼びかけ たいとき も ある。 その 場合 
でも、 個人と しての 秘密を 保持しながら そ 
うしたい 場合と、 名前を 明かして 自分を 巧 
象 づけたい 場 八 口との 違い も ある。 

これら さまざまな 要求に 応じて 私たちは 
そのつど メディアを 使いみ けて いる わけで 
あるが、 それにしても、 大衆の 誰もが なじ 
ん でい る二大 メディア である テレビと 電話 
だけでは、 もはや これらの 複雑 多様な 欲 巧 
を 満たしえない と言えるだろう (その他の 
メディアは まだまだ 大衆 的に 利用し やすい 
とは 言えないだろう。 私の 考えでは、 オー 
ラルな 手段を リモ I- ^ コント ロー ルで きる 
ことが メディアを 日常 化 •大衆化させる こ 
とに とって 決定的で あると 思う。 その 意味 
で、 テレビと 電話は やはり 他に 巧き ん岀た 
メディアで ある)。 

たとえば ある テレビ 番組の あとに 視聴者 
からの 電話が 局に 殺到す るな どと いうのは、 
こういう 場面での コミュニケ— シ ヨンの 不 


全 性に 大衆が いらだっ ている ことを よく 表 
わして いる。 また、 学校 や 幼稚 國 などで、 

各 家庭への 電話 連絡 網と いうの が あるが、 
想像に 雛くない ように、 これは よく コミユ 
ニケー シ ョンの 不都合を 引き起こす。 通信 
革命が もっと 進んで、 数十から 数百ぐ らい 
の 中小 規模の 利害 集 固に 対する 公共 的な 連 
絡は、 その 範囲 だけの 通信 ネット ワ I クで 
たちどころに 済ませられる ように なるとよ 
いの だが、 現在のところは まだ そこまで 
ぃってぃなぃ。 

このように 考えて くると、 パソコン通信 
の チャット や NTT の 伝言 ダイヤルを 利用 
した 「おたく」 的 マニアの 化 現が、 現代の 
人間が 潜在的に 持ち 始めて いる コミユ ニ 
ケ—シ ョンの 欲求の あり方と、 実際に 利用 
できる メディアの 限界 性との ずれを、 先端 
のと ころで 象徴して いると いう ことが わ 
かつてく るだろう。 彼らの コミュニケー 

シ ヨン 欲求は、 テレビ 的な 不特定多数に 向 
けた 一方的 •八 山 開 的な 情報 提供の あり方と、 
電話の ように 相互 的 •秘密 的な、 相手の 確 


定 した 濃厚な 情報 交換の あり方との 中間 的 
なと ころを 志向して いる、 と、 とりあえず 
言って おこう。 

伝言 ダイヤルでは、 いかにも ヒ マで 無 
聊を かこって いるよう な 青年が、 ここへ 電 
話して くれな どと 言って 直伝の 番号を なえ 

たり、 サ ラリー マンが ストレス 解消の ため 
に、 上役の 実名 入りで 「バ 々ヤロ I」 など 
とどな り 散らした りする。 また、 パソコン 
通信では、 姿の 見えない 相手との 文字に よ 
る 交信を 通じて、 面と向かっては 言えない 
ような 恥ずかし いこと も 言い合っ たりす る 
という。 

こういう キ 公開 的で ありながら 相互 交信 

的で も ある コミュニケー シ ョンの あり方は、 
とらえどころのない 一種 不気味な ものを 感 
じさせる。 斬し い 《夜〉、 新しい 《裏〉 の 
世界が、 メディアの 可能性の 限界点の ほう 
から 構成され 始めて いるの だろう か。 

彼らは 「関係への 意志」 を 未知の 相手に 
向かって 投げ かけは する。 その 限りでは 
「電 語」 を かけて いるのと それほど 変わらな 
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い。 しかし、 その 相手が 具体的な 身体を 
ら つて 目の前に 現われようと すると、 私は 
ただ テレビの 番組を 楽しんで いただけ だと 
でも 言、 っよう に、 自分の 顔を 隠そうと する。 
情報の 送り手で あると いう ことの 一定の 主 
体 性を 澗 たしつつ、 なお、 その 表出の 結果 
を 背負う ことからは 免れて いたいと いう 無 
責任 性を も 確保し ようとす る。 これは 現在 
の 若者の 対人 的な 対応の。 ハター ンを 象徴し 
ている。 

それにしても、 一人ひとりが 自分の 無名 
性を 保存した 放送局で ありうる という こと、 
この ことは、 ホた るべき 社会 や 権力の 構成 
じついて きわめて 錯綜した ィメ I ジを みえ 
る ことになる。 彼らが 呼びかけ ている 対象 
は 明らかに エロス 的な 他者で あり、 その 動 
機 もまた エロス 的な ものである。 しかし 彼 
ら 自身の 内部に おいても 、その他 者の 濃厚 
な 具体 像が ある わけでは ない。 彼らの 意志 
は、 むしろ はじめから 当てのない 輕 味な 対 
象を 求めて いるかの ように、 虚空に 向かつ 
ては かなく 放たれる。 そして そのような 位 


置の 取り 方を 選ぶ ことによ って、 たとえ 暫 
定的 にせよ 心の 安定が 得られる の だと すれ 
ば、 それは 結局、 自分自身を 未知で 暖昧な 
存在の ままに とどめて おきたい 獄 求を 語っ 
ている という ことになる。 そこには、 自分 
という 存在 や 自分の 斤 為が 名前を 持っ てし 
まう ことに 対する おそれの ような もの さえ 
感じられる。 

「世界」 と 戦わず じすむ 

「裹 道」 のが 張 

趣味の 深さは 孤独の 関数で あると 私は は 
じめ に 言った が、 多くの場合、 必ずしも 深 
刻な 孤独が 彼らの 状況を 説明して いる わけ 
ではないで あろう。 そのよう に 《内面〉 的 
な 深 読みを する こと 自体、 彼らに とって 迷 
惑な ことで あるの かもしれ ない。 ここには 
むしろ 遙 び) の 自動 運動の ような ものが 
強く 感じられる からだ。 つまり、 主観的な 
寂し さが 問題で あるので はなく、 いわば 禪 
造と して 若者たち が 身に かぶつて しまう あ 
る バイアスが 問題な ので ある。 


昔なら ば、 現実に 鮑き 足りない 感情の 測 
け 口は、 組繩 化されれば 反体制 的な 運動と 
なり、 個人の 表現で あれば 「トィレの 落 書 
き」 とか 「投書」 的な ウラ ミ 節の 次元に と 
どまつ ていた。 ところが、 テレビ 的で も電 
話 的で もない ょうな 交信 ルー トが 開かれつ 
つ あると いう ことは、 抑圧を すり 拔 ける 仕 
方 や 愛の 重荷から 身を かわす 仕方を ひとつ 
編み出し たのと 同時に、 その 抑圧 や 重荷の 
正体が 何で あるの かを 自分に 対して はっき 
りさせ ない ままに 済ませて しまう ことを も 
意睐 する。 世界の つかみどころの なさは、 
自分に とっての 自分の つかみどころの なさ 
としてもう 一回 生き 直される の だ。 そこで 
は 《権力〉 も  < 愛〉 も 精夥を 失い、 私たち 
は 希釈 化された それらの 一部を 我知らず 分 
有したり、 無法 則に 他者に 向かって 投与し 
たりす る ことになるの かもしれ ない。 
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知られを る も ♦つ ひとつの アニメ  •マン ガ 商法 


「アニメ」 は 「ポルノ」 

より 強し 

街の いたるところに 《おたく〉 がいる。 
モノマニアックな 人物は みな 〈おたく〉 だ、 
といぅ 極端な 説 も あ 9、 彼らの 存在は、 日 
本を 国いた ると ころで あまりに 日常 的な 風 
景 になつ てきた。 同時に、 彼らに さまざま 
な 商品を 提供す る 《おたく〉 マ I ケット も 
隆盛の 一途を たどつ ている。 

そんな 彼らの 風景を 見に、 街に 出た - 。 


昨年の お 巧、 映画 舍 社の 「にっかつ」 は 
全国の 直' 営 館 二十 四 館の ほとんどを ポルノ 
映画 尊 巧 館から 文芸 エロ もの 尊 巧 館に あ替 
えして、 名称 も 「ロ ッポニ カ」 に 統一した。 
そのな かの 一 館、 東京 •新 宿の 「ロ ッポニ 
々新 宿」 (昭和 五十 五 年 開館) が、 いつの ま 
にか アニメ 映画 専門 館 「新 宿 アニメ ッカ」 

に 変身して いた。 

場所は 新 宿 中 村 塵の 基 手。 J 民 新 宿駅 南 
口から 明治 通りに 向かって 甲 州 街道の 坂を 
下った 左手に、 「新 宿 アニメ ツカ」 が 入つ 


河内 秀俊 

ルポ ライタ— 


ている ヒルトン ビルが ある。 「あなた も 運 
勢を 占って みません か」 といぅ 看板が まず 
目に 飛び込んで くる この 地域は、 古くは 戦 
後の 新 宿閣巿 。暴力団が 仕切り、 十 年 ほど 
前までは パチンコ 店 や 両替所、 飲食店、 麻 
雀 店な どが ひしめき あっていた 地域 だ。 こ 
こ 何年 か、 三越 裘に 若者 向けの 飲食店が 増 
える につれ てこぎ れいに なって きたが、 今 
も その なごりが 色 濃く 残って いる。 

「ここは 昨年 セ 巧に、 『ロ ッポニ カ』 に路 
線 変更 するとき、 アニメ 映画の 企画 制作を 
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新 宿 アニメ ツカ 


社の MTV が スタッフ ごと 小 堅 借りして 


『アニメ ッカ』 になり ました。 ご存知の よ 
、っじ、 邦画は なかなか 難しい 時期です から 
わ。 じっかつ 側 も 実験 館と いう 意睐 合いで 
貸して くれたよ うです。 私自身は MTV か 
らの 出向 社員です」 

こう 語る のは 同 館の 営業 企画 担当者、 松 
山 盛 夫さん 0 二十 六 歳)。 MTV は 劇場 版 『妖 
刀な』 などで 知られる 中堅 アニメ 制作 会社 
である。 同 館は 百 八十 六 席。 平日は 午前 十 
時 過ぎから オ ー プン して、 日に 五 回転。 日 
•祭日なら 朝 八 時から 六 回の 入れ替え をす 
る。 客層は、 「十七、 八獻が 主で 男の子が 
セ 割、 女の子は 少ない」 という。 


「今現在、 年間百二-1 百 一二 十本の OAV 

《オリジナル •アニメ ビデオ U マン ガ 雑誌、 
TV アニメ そのままの 焼き直しで なく、 キャ 
ラ クタ ー を 借りて 新しい ス -1 り— で 構成し 
たもの) が 市場に 流れて いるんで すが、 そ 
の セ ー ルス •プロ モート の 場所を 確保した 
くて この 小屋を 借りち ゃった わけです。 新 
作 ビデオを 出す 場合、 常設館を 持って いれ 
ば 日時 や ィベント 内容に 制約を 受ける こと 
もなくなる し、 他社に 貸し出す こと もで き 
る わけです」 

その 地下 一階、 切符売り場 横は さながら 
止 産物 店 だ。 「アリ オン」 コミュニケ ブッ 
ク (メ モノー ト) 、「魔女の 宅急便」 定規、 

シ ャ—プ ペン、 下敷きな どの 义房 具。 アニ 
メ ビデオ、 T シャツ、 トレ ー ナ ー 、テ レカ、 
セル 画、 ポスター、 マン ガ家 直筆の ィ ラス 
卜 、『ホ 戦 ± ラフ L ラ & ジ クオ ラジ トス』 (大 
隨普 房) などの SF 文庫本が ところ 狭し と 
並んで いる。 そのな かに 「バ [ビー 人形」 

(タカラ 製、 二 千 is 千 五 百 巧) が 混じる。 

「人 おは 意外 じ 人気が あるんで すよ」 


ときおり 上映 中の アニメの 音が 漏れ聞 こ  W 

2 

えてく る 地下二階の 通路で、 タバコを 片手 
に 淡々 と 語る 松 山さん。 だが 彼 自身 も、 か 
つては アィドル •グッズに 始まって、 今は 
〈おたく〉 おけ グッズを 製作 販売す るを 社 
に 勤めて いた ことがある。 

「ぅ〜 ん 、やっぱり 好きだった が 期が ある 
んで すょ。 ぼくらは マン ガが 主流で したけ 
ど、 十数 年 前、 『宇宙 戦艦 ヤ マト』、 『機動 
戦 ± ガンダム』 の 劇場 八ム 開で 撒 夜 組が 出た 
りして、 アニメ ファンが 誕生して きて、 そ 

の 頃 中高を だった 連中が 抜け 切れずに、 作 
る 側に 回って たりね。 ファン 気質 も 変わり 
ましたね。 変わら ざるを 得ない のか もしれ 
ない。 年 一作ぐ らいし かな かつた し、 誰と 
話しても 通じた けど、 今は メ チャ クチャ。 

作品 数 も 多い し、 知っ てること を 競い合っ 
てる 感じ だな」 

作る 側 も、 普通の 峽画 に比べれば コスト 
は 安く、 従来、 映画 制作 能力が あっても 大 
を 社の 壁に 阻まれて 参入で きなかった 出版 
社、 おもち や メ^  — カ ー 、大手の アニメの 下 


請 制作を 社、 音 架 業界から も 参入して T 乱 
作 気味 かな、 とも 思う」 という。 

とはいえ、 「アニメ ッカ 新 宿」 の 営業 成 
績は 「今のところ、 まった くの ホ 字 経営」 
とか。 「平日の I 回の 入れ替えが 二十 人 ほ 
ど」 と、 昨今の アニメ  •ブ ー ム からは 予想 
できない 数字が 返って きた。 

「これまで いちばん 入った のは 徳 間の 『風 
のをのナゥシ々』。 一 回の上映で五十〜六 
十 人です かね。 今は MTV の オリジナル 展 
開が 始まる までのつ なぎ、 劇場 用 アニメの 
リバィバル 上映 館と いったと ころです。 こ 
こは 今 アニメ  •ミ I ハ I 向けで、 ホン トの 
，オタ ッキ—* が宋 館す るのは 新作 ビデオ 
を 扱うょう になっ てからです」 

と、 あきらめ 顔。 

あの 失神、 失禁した 

アニメ フアンは どこ じ 

東京 •池 袋に ある 「テア トル 池 袋」 も 名 
画 座 系の 上映 館 (昭和 五十 五 年 開館) だつ 
たが、 今年 一二 巧、 やはり アニメ 専門 館に 衣 


替えした。 J 民 池 袋 駅 東口を 出て、 明治 通 
りを 目白 方面に いった 八 階 建ての 雑居ビル 
の 最上 階に ある。 ビルの 周囲は 酒を 中心 じ 
した 飲食店 街。 同 ビルの 一階に も 居酒屋、 
中華料理 などの 看板が 目立つ。 「新 宿アニ 
メッカ」 同様、 フアン タジ I とは 表 まり 緑 
のない 環境 だ。 

「やはり 名画 座では やって いけなくな 「た 
という ことです ょ。 これまで も 春休み や 夏 
休みに アニメのを 組で そこそこの 結果は 出 
てました し、 ちょう ど 今年 一二 巧から 五 巧 ま 
で アニメを 組が 組んで あった ので、 思い 
切って アニメ 尊 門に 切り替えた わけです」 
こう 語る のは 同 館の 所 一宇 支配人 画 十 
六 歳)。 同 館は 二百 四十 席で、 平日は 昼 十 
二 前後 時から、 二本立てなら 一二 回転 半、 一 
本立ては 五 回 あ、 ± 日-祭日は 朝 十 時 前後 
から 同 四 回転、 同じく 六回坛 する。 

「やはり、 モノは OAV 中む。 大手 映画 会 
社は 夏場な ど、 学生の 長期 休み 向けに しか 
作品を 作りません から、 どうしても OAV 
じ 頼らざる を 得ない。 もつ とも OAV は 上 


映 時間が 短いです から、 『メガ ゾ—ン 別』 

の 前後 編で 一時間 四十 かにす ると か、 うち 
の 方 も 料金との バランス をと るのに 番組 設 
定に 苦' がします ね」 

同 館の 場合、 キャラクタ I  •グッズは ほ 
とん ど 置いて いない。 

「まだ 始まっ たばかりで どうこう 言え ませ 
んが 、今のところは 変えて 良かった。 結果 
は 出て ま 十。 ただし、 今後の ことと なると 
頭が痛い。 年内の 番組の 設定は 热 わって い 
ますが、 年明けが まだ 决 まらない。 例年な 
ら 大手が 正月 向け、 春休み 向けに アニメ 作 
品を 化して くるんで すが、 今年は 作らない 
という ことで ね」 

当然、 OAV の 比重は 高まる ばかり だが、 
こちらに も 問題が 表る。 

「集 客 率が まるで 違います から OAV の 
ィベント もなる ベく やつても らうよう にし 
てます が、 八ム 会堂な どの ホー ルに 比べれば 
収容 人員が 少なかったり 、興奮した 女の子 
の 事故 も 怖い。 コストの 問題 も あって 最近 
は 劇場での ィベント 開催は 少なくな ってき 
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てます。 劇場での 発表 ィベントは 制作 会杜 
にと っても コスト 増 だし、 映倫 マー クをも 
らうのに ポスタ II 枚に もを がか かる。 市 
版なら かからない わけです。 そのうえ、 ビ 
デオ 用の ものを 劇場 用に 焼き直せば、 監督、 
スタッフ にも 二次 使用の ギヤ ラを 化、 っ こと 
になる。 ビデオ 制作 会社が これから も 劇場 
にかけ ょうとい う 姿勢を 見せて くれる のか、 
頭の 痛い ところ なんです ょ」 

マニアに ついては、 

「お客様は 神様。 どうこう 言える 筋合いで 
はな いんです が、 ハッ キリ 言って 晒い。 
ジャッキ！ チ 卫ンの 映画を 見に 来る お 客 
様と 比べる 方に 無理が あるか もしれ ません 
がゎ」 

また、 女性 キャラが 主人公なら 男性 客、 
男性 キャ .ラが 主人 八ム なら 女性 客と マニア 動 
向 も ハッ キリ 出る とか。 そして ここ も 客の 
平 巧 年齢は 十八〜 二十歳と いつたと ころで、 
意外に も OVA の 中む フアン 層と いわれる 
中 •高校生の 姿は 少ない。 では、 彼らは ど 
こにいる のか。 


今年、 新作 ビデオの 発表 イベントで 話題 
になった CBS ソ ニ— の 『錯な サム ライト 
ルー。 ハ] 外な r 昨年、 今年と 二度に わ 
たって 巧な われた 新作 発表 イベントで、 熱 
狂した 女性 ファンが 声優と 提 手した 瞬間に 
失神、 救急車を 呼ぶ 騒ぎに なったり、 なか 
には 失禁す る ファン も 出た といぅ あの 熱気 
は どこに。 

声 僅から プロ デュ— サ— まで 
届いた 女子高生の フアン レ タ— 

彼らは ホ— ム •ビデオ 巿場 にいた。 

この アニメは、 かつての 大 ヒット 作 「聖關 
± 星 矢」 (柬 映) に 続く， 美少年 アニメ" 
と言われ、 もともとは テレビ朝日 系で 放送 
されて いた。 現代の 奉 ホを 舞台に、 五 人の 
美少年が 戦国時代の 武将を 思わせる 妖 力を 
備えた バトル ス I ツを 身に まとい、 人類を 
危機に 陥れる 妖極 (これ も 美形) 相手に 戦 
うとい う もの。 

C  B  S ソニ I 映像 事業部 販売促進 ダルー 
プの遠 藤 惟平さん (二十 一歳) は、 「サム ラ 


ィト ルー。 ハ ー」 の ビデオ 化の 経緯を こう 語 
る。 

「テレビでは タカラが スポンサ I になって、 
小学生の 男の子 向けの おもちゃの 宣な 企画 
番組と して 昨年 五月から 夕方 五 時半から 放 
映して ました。 もともとは 『聖闘 ± 星 矢』 
(OVA は、 同 ダル ー プ 制作) のよ、 っじ キヤ 
ラ クター  •ロボット 《人形) の 販売戦略 ア 
ニメ だっ たんです。 当初は、 通常なら この 
時間帯に この 手の アニメが とれる はずの 巧 
聴率10%がとれず、 六1と％と低迷。 結 
局 ー ニクー ルで 巧ち 切りに なったん です」 

が、 女子 中 ■高校生からの フアン レター 
が、 「尋常で ない という 感じで、 声優さん 
はもち ろん、 うちの 映像 事業部の 制作 プロ 
デュ I サ ー ^ にまで ホ るんで すわ」 

さらに、 レンタル 店 向けに TV シリー ズ 
をを 八卷 、一二 十六 話を ビデオ 化した ところ 
二 本 一で 二 千 八 百 円)、 これが 売れに 売れ 
て その 数 およそ 一で 本。 

「ビデオには レンタル 向け (一で 二 千 八 百 
円 U 上)、 セ I ル 向け (一二 千 八 百 i 五 千円) 
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Vo—、 I 「太陽の ムカラ」 (c 目 s ソ ニ—) 


が あって、 この 商品は 値段を 見ても わかる 
とおり レンタル 向けだった。 しかも 男子 小 
学を 向けだった はずが、 レンタル 屋に 入ら 
ず レコー ド屋 さんを 中継して 女子 中 •高校 
生や 一般の お客さんに 売れち ゃった わけで 
す。 そこで 昨年、 OAV の 『外伝』 一、 二 
巻を 作って 売り出した ところ (一本 二 一千 化 
百 円)、 これが 十で 本の 大 ヒット 商品に 
なつち やい ました」 

五 人の キャラクタ— の 声優たち も バンド 
を 作つ て キン ダ レコ I ドから デビ ュ ー、 C 
D もす でに 一一 枚 出す という 悪の りぶ り 
(？) 

この 十 巧には、 「饋伝 サム ライト ル ー 


パ I 輝煌帝 だ 説」 (一本 互 千 化 百 円) が 売り 
化された。 

「まだ 発売した ばかりで わかりません が、 
当初の 売れ行きは 前回の 一二 借 強で スタ ー ト。 
このままなら 前回 上の 売れ行きは 確実で 
す」 とか。 

動画-お I 二百 円、 月 五、 六 万の 
巧い 捨て 

ィベントの 客層は 九九％ が 女性、 世代は 
「中学生から OL まで」 と 幅広い。 いわ ゆ 
る 同人 誌では、 rc 蟹 (キャプテン 翼 こ (C 
BS ソ ニー グルー プ r 「星 矢」 や 「トル— 

パ— (サム ラィト ルー。 ハ—)」 {ファン もメー 

々— もこぅ 省略す る)、 そして 嚴 近、 ホ 丸 急 
上昇 中の 「天空 職 記シュ ラト」 (テレビを 巧 
系で 放映 中、 〇  A  V は 創通エ I ジェン シ I、 
タツ ノコ プロ) は、 いわば 四 大人気 OAV。 
盛んに キヤ ラク タ^ ~ か コピ^  — されて いるが、 
共通点は いずれも。 美少年 & アニメで 衣る 
こと。 その あたり、 作る 側に 意図的な 狙い 
はない のか。 


「いや、 ぼく も 遠 藤 も マニア じ ゃない し、 
マン ガ つてむ しろ 嫌いです」 

こういうのは 同 事業部制 作 ダル I プ •プ 
ロ デュ I サ） の 風 間康久 さん (二十 六 歳)。 
例の ファン レタ ー が 巧た という 人物 だ。 

r 当然の ことです が、 商品と しては 売れる 
量が 問題です から 一部の マニアックな ファ 
ン 層では なく 一般 受けを 狙って います。 制 
作 現場の スタッフは ぼくらと 同じ 若い ヤツ、 
二十 1、一 1 歳ぐ らいで ほとんど 男です。 『卜 
ル ー パー』 を 作る とき、 他の 商品と 違う の 
は コアの スタッフは 絶対 動かさずに キャラ 
クタ ー 性を 高く する (一枚の 原画に よリ多 
くの を 描き 込む) ようにし ている こと 
です ね。 通常は スタッフ も 流れ作業で よく 
かわ るんで す」 

「トルー。 ハ—」 ファンの 熱狂ぶ リ について 

は 「彼女たち は 『光 GENJI』 と 同じ 
ような 騒ぎ 方を してます けど、 彼らの 方が 
むしろ アニメに 近い 感じが する。 人間的な 
深みの ある 顔 じ ゃなく、 キ レィで ハ ナヤ カ 
で スマ— 卜 で、 彼らの プロ モ r ショ ン-ビ 
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デオ なんか アニメ っぽいです よわ。 ファン 
は ぼくらが アニメを 見る 感じと 違う ところ 
で 捉えて るんだ と 思う」 

一方、 OAV という 言葉を 作り出し、 こ 
の 業界の いわ ぱ 老舗と もい える㈱ バンダイ 
•メディア 事業部 總之沢 伸さん 0 二十 二葉 
は 「六 年 前、 うちが 初めて OAV を 作って 
売り出した 頃は たしかに マニア 向け じ やな 
いと 売れなかった 時期が ありました けど、 
レンタル 店が 普な してから はそんな こと も 
なくなり ましたね。 当社の 場合、 狙いは お 
もちやの 販売に ある わけです から、 やはり 
幅広い 客層を つかむ ように 軌道修正 してき 
ました」 

バン グイは、 現在、 業界では 随一の 月産 
二 本と いう ぺース で 〇 A V を 制作 •販売し 
ている。 昨年度の 年 商 約 七ち 七十 九 億円の 
うち、 OAV の壳 上げは およそ 二十 億円。 

屬動醫 察 パト レイ •ハ I』 {昨年 四月に 販売 
關始切 来、 四で 本を 売る。 一本 四千 八ち 円) 
は マン ガ 週刊誌 掲載、 TV アニメ 化に 先駆 
けて OAV が 世に出し、 通常と 逆の 展開を 


演出した もので、 「逆 玉の輿 ビデオ」 と 呼 
ばれ、 バンダイの 仕掛けの 多彩 さ、 ヒット 
作 連発の 企画 力には 他社の 追髓を 許さない 
ものが ある。 

こぅした 制作 現場を 支える のは、 

「作画、 キャラクター デザインは 二十代〜 
一二 十代までの 美大と か 大学の 映画 科、 芸術 
学部 出身者が 多い。 作画の 前段 階が 動画、 
その 前を 原画と いって ますが、 動画、 原画 
となると マン ザ 家 志望の 若い 人が 多い。 ア 
ニメ 学校の 出身の 人 も 多くて 女の子 もけ っ 
こぅい ますが、 作画を 姐竺 する までに ス 
テッ プ アップした 人に ぼくは 会った ことが 
ない」 

作画、 キャラクタ— デザイン 巧 当 者は マ 
ニアの 間では スタ— だ。 自分の イラスト 集 
も 出版され るし、 単行本の 表紙の イラスト 
依頼の 話 も 来る。 一方の 動画は 一枚 二百 五 
H -〜 一二 百 円。 原画は、 ー カツ トニ 千円 ぐら 
い。 こうした 世界で 働く 下 穂み の 若者が 〇 
AV を 支えて いると もい える が、 彼らの ほ 
とん どが マニア 昂 じて 自分で 作画、 キヤ ラ 


クタ I デザィンを やる ことを 夢見て アニメ 
の 専門学校 などに 入る。 が、 一日 十 枚の 動 
画を 描けなかったり、 一日で ー カットの 原 
画を 描けない 人 も おり、 「ホン トに 巧き 
じ やない と 続かない。 ハッ キリい つて 巧 五 
で、 六 巧では 食えない し ボロボ ロ やめて い 
きます ょ。 やめて 田舎に 帰ったり、 ほかの 
仕事に 就いたり わ」 と 絹 之 沢 氏は いう。 

授業料を 私った うえに、 いわば 使い捨て 
巧い なの だ。 彼ら ファンは どこの 世界で も 
一緒で 取り 憑かれ、 おけ 切れないな 上、 い 
つまで も 奉仕す る ことを 求められ 続ける が、 
アニメ •ビジネスの 世界では 助けに ホる 
ヒ ー ロ ー もい なければ、 彼ら 自身が ヒ ロィ 
ン になる こと も 表 りえない。 

「おたく」 の デ パ— 卜 
「書 泉 ブック マ— 卜」 

もともとは 普通の 書店だった のが、 まる 
で 〈おたく〉 族に 侵略され てし ま 「たかの 
ょうじ 変身して しまった 書店 も ある。 

古本屋 街で おられる 東京 •神 田、 「書 泉 
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ブック マ ー ト」 は その 代表格。 昭和 二十 四 
年に 開業した 総合 書店 「書 泉 ダ ランデ」 の 
支店と して 昭和 四十 二 年に 新装 閉店した。 

同書 店の 重野講 治さん 《一二 十 セ 歳) が 語 
る 0 

「私が 昭和 五十二 年に ブック マ— 卜に 配属 
された 当時は、 總合 書店と しては とにかく 
効率が 悪かった。 そんなと き、 日大 、中大 
の 郊外 移転が 決まりまして わ。 『こり や、 
いよいよ いかん』 といぅ ことで、 五十 七 年 
に 一挙に 今の よぅな 形に しちやった わけで 
す。 対象 年齢、 学年を 一般、 大学生から 中 
高 生 レベル 去で 落として わ」 

それまでは 地階は、 法律 •経済 •教育 図 
書。 一階が 月刊 週刊雑誌 •新書 •文庫本。 
二階が 文学 全集 •医学 •理工 学 図書 •実 巧 
書。 一二 階が 一般 書店と して コミック 本な ど、 
そして 四 階は 今 も 「ブック マ I 卜」 の 得意 
とする プロレス 関 儒な どの スポ t ツ関僻 図 
書と いう 配置だった。 それを 現在の、 地階 
に 月刊 や 週刊の 雑誌と その バック ナン バ ー。 

階に 斬 書 •文庫 •新刊書。 二階に 「人生 


ゲ ー ム」 など サイコ ロゲ ー ム とその 関連 図 

普、 芸能 関係 図菩 、ビデオ、 閱連 グッズ、 


一一 一階に コミック、 四 階に 地図 •スポ ーツな 
どの 趣味の 本、 といぅ 配置に 変えた わけ だ。 

現在、 二階、 一二 階は さらに マニア 向けに 
磨きが かかって、 RPG  (ロ ー ル プレイン 
グゲ I ム) などの テ I ブル ト ー ク ものに 進 
化。 一二 階 も 同人 誌、 アニメの 人気 作画. 
キャラクタ I デ ザ イナ— の イラスト 集な ど 
が 揃えられ ている。 

「とにかく、 ぅちで なければ 手に入らない、 
というが 刷 物を 置く ことを 目指した。 これ 
は グランデの 搔営 方針を そのまま 子どもの 
世界に 当てはめた わけです。 マン ガ 専門の 
高 岡 宝！ n 店な ど 参考になる 菩店も ある ことは 


あつたんで すが、 改装 当初は これでい いの 
かと 半信半疑でした 。やはり お客さんが 定 
着す るまで 二、 一一 一年は かかり ましたね」 
おりよく テ] ブル ト I ク •ゲ ー ムが流 斤 
し、 二 年 前から 置いた 同人 誌の 世界 も 今が 
盛りで ある。 現在、 平 積みで 二十 点 ほどを 
霞き、 同人 誌 界のス ー パ I スタ— 「高 河 傅 
ん」 の揣く 作品な どは 巧に 一千 部を 売リ尽 
す。 

「やはりう ちは 三階が 目玉。 平日で この 階 
のレジ通過客数が八百〜千人、 目的買いが 
多いです わ。 止 日には、 まあ 倍は 入る で 
しよう」 

巧に 何度か、 同店に 同人 誌サー クルの 女 
性たち が じかに 配本に 訪れる。 が、 彼女た 
ちの 持ち 达む マン ガ 本が なぜ 受ける のかは 
わからな いと 重 野さん はいう。 

「理解し ようとす る 必要はありません よ。 
マン ガ に関して はもう 動きは 読めません。 
同人 誌の 選定は サー クルの 子たち から 直接、 
動向 情報を 集めて ます。 従来の 業界の 知ら 
ない ところで 異 次元の マー ケットが できて 
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盾 河 ゆん が 参加した 同人 サ— クル 「巧谋 帝国」 発刊の 「聖 
脚 ± 星え」 の バロ ディ 本、 「星 矢 毒 本」 (表紙 画 H 离 巧) 


る 感じで、 しかも 活発に 動いて いる。 昔は 
プロの アシスタントから マン ヴ 家が 出て き 
ましたが、 これからは コ ミケから どんどん 
出て くるん じ やないで しょぅ か」 

こぅした書店：^外に、 最初からマニァ向 
け ショップ として 開店す る 書店ら ある。 新 
宿、 高 田 馬場、 吉祥 寺、 そして この 十月に 
池 袋に 新 店を オー プン した 「まんがの 森」 
もそぅ した 書店の ひとつ。 同店の 前身は、 
いわゆる ビニ 本屋、 自販機 商売を 専らに し 
ていたが、 昭和 五十 九 年に 現在の おに 変え 
た。 關店 当初から 同店に 関わる 池 袋 店 店長、 
印口崇 さん (一 二十 函 歳) は、 


新 宿まん がの 森 


「今、 出版物を 商おうと したら マン ガ がい 


ちばん 儲かる といぅ ことて すよ。 マン々 は 
五で 部 売る といぅと 新人の 世 巧。 中堅 マン 
ガ 家で 一二 十で 部 売ります から わ。 こんな 書 
籍が ほかに あ 9 ます か。 一巻 一二 百 セ 十 円の 
『こちら 亀 有 派出所』 は 五十 九卷 、これが 
巧に 一二 回転。 横 山 光輝の 『三国 皇 六十 巻 
は 巧に 五 セット 出ます。 それに、 お 客は 店 
に 置く マン ガ 、ィラスト 集、 同人 誌、 ビデ 
才 、なんに でもす ベて 絡む。 どれ かひと つ 
だけと いう ことがない。 そのうえ、 ひとつ 
の 作品を がきに なると 批評眼が なくなって 
全面的に 支持して くれる。 単純に おいしい 


商売 だから や るんで す」 

^ 同人 誌で 食う 印刷所 

審巧 •東 池 袋、 サンシャィン ビル 近くに 
同人 誌げ 刷が 仕事の 一 〇〇% を 占める とい 
う 「光 プリンタ—」 が ある。 敷地 二十 坪、 
鉄筋 五 階 建ての 小さな ビル。 菅野紳 一さん 
(四十 歳) の 経営す る 「光 プリンター」 は 
その 地階に 居を 構える。 

「印刷所は 父親の 代から や 「てまして、 自 
己 紹介 するとき には 『同人 誌が 刷 専門で 
す』 と 言っ てます」 

营 野さん がが 刷屋 にな 「たのは 一一 十四、 
五 歳の 頃。 東海 大学 時代、 化 極 圏！ に 失 
敗して、 ふたりの 仲間を 遭難で 失った こと 
の 挫が 感 から 復帰したかった という。 なん 
でもい いから 慟 くこと 、と 思い、 ちょう ど 

大手 印刷 舍 社の 下請け 仕事に 疲れ きってい 
た 父親の 跡を 継いだ。 

始めた 当初は、 

「暇で 予算の 合わない 大手の 仕事を やった 
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リ 、地元 商店街の ミニコミ 紙を 作ったり、 
なかには、 『数千で 円 単位で 金を 預ける か 
ら 女性 情報誌、 女性の ための 会の 機関 祇を 
作って くれ』 なんてい う 話に のったり ね。 
実は それ、 中身を 見る と スワッピング® 
誌だった」 

なんて こと も。 

現在、 同げ 刷 所は 「P メィト」 という マ 
ンガ 同人 誌の 会を 作って いる。 登録 サ—ク 
ル 数は、 「一二 百 1 四百。 人数で いぇば 千 人 
ぐらい」 といった 状況。 つい 「即売会の 開 
催 用？」 と 間いて みたく もなる。 

「いや、 そうじ ゃなくて、 ぼくは この 仕事 
をたん なる 商いに したくない だけです ょ。 
なんらかの 形の 若者の 運動の 場、 それと 商 
売が 一緒にで きれば と 思 「て やって いるん 
です」 

初朗の 頃の 舍員 はすで じ 二 I 十代 後半、 子 
持ちの 女性 もい ると いう。 そして 若い 世代 
は 十六 歳前谈 。仲間の ロコミ や、 即売会の 
カタ ロ ダに 载 せる 広告を 見て 電話を してく 
る 0 


菅 野さん によれば、 マン ガ 同人 誌が 現在 
のよう な 方向に ハッ キリと 向かい 化した の 
は 昭和 五十 年頃では ないかと いう。 

「：^前は高くて使えなか っ た ス クリ1 ン 
トーン を みんなが 使い 化した、 ちよう ど 

『銀河 旋風 ブライ ガ ー』 なんかが 流行して 
いた 頃。 その後 『キャプテン 翼』 が 出て、 
その パロ デイ ものが 雪崩を うって 増え 化し 
て、 オリジナルを やつて た 女の子の サ I ク 
ルが 特定の キャラを ホモ セク シュア ルの 化 
界に 置き かえて パロ デイを やったり、 違う 
キャ ラに 乗り換え ると、 子どもたち 同 ± で 
『あそこは 転んだ』 なんてい う 時代が ホた」 
それと 同時に、 同人 誌 印刷を 引き受ける 
が 則 所 も 倍々 ゲ I ムで 増加して いったと い 
う。 

「今 も 増え 統け てます けど、 即売を も 純粋 


即売会は 、やはり 夏 化み とか 冬休みに やる 


と 「ては ある 特定 期間 だけ ム チヤ クチ ヤ忙 


なる。 そこでげ 刷屋 主導で 即売会を、 とい 
、っ ことにな つたわけ です」 

そ 外 結果、 規模の 大きな 即売会を 巧 刷 所 
が 仕掛けょぅ とすると 一社では サ ー クルを 
集め きれず、 セ 社 連合と か、 八 社 連合と 
い 「たが 刷 所 同 ± のつな がりが でき、 この 
連合に 入って いないが 刷 所で 同人 誌を 作る 
サ ー クルが 締め出されたり といぅ こと も 生 
じて くる。 参加を 許可 されても ブース の 割 
り 振りが 不利だった り、 連合に 加わらない 
印刷所 自体 も 搬入 代、 広告 贊 、協力 費と 
いった 名目で 数十で 円 単位の 費用を 徴収 さ 

れる といつ たこと も あつたら しい。 

「うちの 場合、 八〜 一六 ぺ ー ジ もの 百 部で 
二、 三で 円で できます が、 こうした 連合 だ 
とが 刷 代 も 何 社 かが 示し合わせて 取り決め 
しちやう なんて こと も あつた。 結局は サ— 


とが あつて、 ム チヤな ことを する 会社が だ 


そして 同人 誌の なかに 売つ 子 作家が 誕生 


しくて、 あとは 瑕、 という 不都合な ことに  した。 彼ら (ほとんど 女性) は 商業 誌の 連 


な 作品 発表を ではなくな つてい くわけです。 クルが 反発して 印刷所を 換えたり という こ 


ことになります から、 そぅすると 巧 刷 所 じ  ん たんな くな つた、 ともい えます ね」 
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載 マン ガや アニメ •ビデオの 主人を を 使つ 
た ホモ ■パロ ディ (コメ ディ) を 得 患と し、 
その 作品の ほとんどは 〈やおい 本〉 (山な 
し、 落ちな し、 意味ら なしの 略) と 呼ばれ、 
なかには なかなか そそる ものが あるが 基本 
的には じつにた わい もない (実 隙、 見れば 
ほとんどが ウン ザリ する？)。 彼女たち は 
同人 誌に  < ゲスト〉 として 招かれ、 《X キ 
リ〉 に 追われる。 

同人 誌 側は どんな 作家を ゲストと して 招 
ける かが その 雑誌の 格を、 ひいては 即売を 
での 売れ行きを 決める ことにな り、 ます ま 
す 人気作家を 求める ょうになる。 一部の こ 
うした 人気作家が、 稼いだ 原稿料 (しかも 
ノン タッ クス) で 「マンションを 買つた」 
という 囑 話が 同人 誌サ I クルの 間 じ 信憑性 
を 持つて なわつて いる。 事実、 同人 誌に 
ょつては 、かなりの 実入りが 表る という。 
やりよう によつ ては マニアを 利用した おい 
しい 商いだ。 

「いや、 彼女たち にも 著作権 がらみ で恼ん 
でます よ。 だからまず、 人前、 親の 前では 


死んでも 同人 誌の 作家を やつて いる ことを 
階す、 という 子 もい る。 でも、 いつの 時代 
でもこう した 体制 (この場合、 商業 誌) に 
抵抗、 反抗す る 民衆は いたん じ ゃ ありませ 
んか 。それに 原作の キャラクター に ホン ト 
に 惚れ込まな いと 彼女たち は揣 かない。 好 
き だから 描 くんです。 うちに も プロに なっ 
た 子は いますが、 けっして お金の ためじ 描 
いた リ はして いないし、 金儲けで 雑誌を 作 
るサ ー クルの 子なん てうちには いない」 

と、 菅 野さん は 〈作家〉 といわれる ホ 性 
たちを 弁護す るの だが …… 

J いったい いくらの をが 
動いて いるの か 

同人 誌の 即売 全と いえば、 年 一面、！^ 
で關 かれる 「コミケット」 が すっかり 有名 
になった が、 サー クル、 巧 刷 所、 マニアの 
間で よく 知られて いる 即売会の 企画を 社に 


本で 唯一の 同人 誌 即売会の 企画 •開催を 業 
務に 掲げる 法人 (有限を 社) だ。 とくに 一二 
年 前から 始まった 「ウイング マ— ケット」 
は 有名 だ。 この 即売 八冨 完全に 女性の サ— 
クルに 限っての 即売会で、 作品 も 「キヤ プ 
テン 翼」 「聖關 ± 星 矢」 「魔王な」 「銀河 英 

雄 伝説」 「サム ライト ルー パー」 ものの。 ハ 
ロディ だけ じ 限る と ハッ キリ 幅っ ている こ 
とで 知られて いる。 

「私自身は 八 年 ほど 前に 同人 誌 専門の 巧 刷 
ム 五社に 勤めた ことが きっかけで この 世界に 
入りました。 そこを やめて 市 川 (千葉県) 
で やはり 同人 誌 専門の 『曳航 社』 を スター 
卜 させた のが 五 年 前。 イベントの 企画 •關 
催を 手がけた のは 三ま刖 からです わ」 

夜の ダンスを に 出かける 前に、 無理を 
いつて 会って もらった ホ 桐さん は、 終始に 
こや かに こちらの 質問に 答えて くれる。 

「今やって いるのは T 民 C  (東 ま 流通 セン 


「ホブ ーブー 通信社」 が ある。 このを 社は、 夕丄 をを 場に 二 千 《サー クル) ス ぺース 
同人 誌 巧 刷 尊 門の 「曳航 社」 専務取締役の  一で 人ぐ らいの 観客が 集まる ィベントを 巧 
ホ 桐 佳 子さん (の 十と 哉) が 経営す る、 日  一回。 それから 千 一二 百 (サー クル) スぺ 一 
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ス 、観客 八 千 人ぐ らいが 集まる 『ウイング 
マ— ケット』 を やつて ます。 この 八月に 初 
めて 大阪で 千 七 百スぺ ースの イベントを 開 
催しました けど、 やつ ぱリ あちらは まだ 市 
場と しては 遅れて ます わ。 大阪は アル バイ 
卜を する 場所が 審巧 に比べて かないで すか 
ら 、子どもたちが あまり おを を 持つ ていな 
い、 といぅ 事情 もあります ね。 これから 東 
京 並みの マー ケットに 育てて いくのが 夢な 
ん です けど」 

気になる ホ 桐さん の 主催す る イベントの 
収支を たず わて みた。 まず 収入は、 「曳航 
社」 の 儲け、 イベント 入場 斜 (参加 グル— 
プの 掲載され た々 タロ ダを 買う)、 そして 


サ I クルの 参加 スぺ ース 料。 カタログ ー部 
四百 円、 参加 料が ース ぺ—ス ーニ 千 二百 円 ほ 
ど。 ホ 桐さん の 方が 負扭 する のは、 醫備を 
おの 餐備員 派 遺 料、 会場 借 貫、 机 •椅子な 

ど 備品の リ ー ス料 、スタッフ (約 八十 人) 
バイト 代、 カタログ 制作 経費な ど。 さらに 
これに 「曳航 社」 社員 十 人、 「ホブ I ブ ー 
通信社」 社員、 嘱託 一二 人の 給料が 出る。 た 
とえば T 民 C で 開催す る 「ウイング マ I ケ 

卜」 の 場合、 を 場代 だけで 一回 百 四十 八で 
円 ほどか かるが、 「ほぼ 巧 二回の ぺース で 
イベントを やつて る」 ことを 考えれば、 か 
なりの 収入が 予想で きる が、 ホ 桐さん 自身 
は 「いえいえ、 私 ひとりで 食べて いくのが 
やつと 《彼女は 独身で ある)」 と 謙遜す る。 

参加 サー クルの おは、 といえば、 ーサー 
クルが 作る 本 《当が 「曳航な」 利用が 多い) 
は 一種 類 五十 冊から 一で 冊と ダルー プに 
よって さまざま である。 巧 刷 代は 「五百部 
で S 十八 巧 円、 千 部で 五十 巧 円と いつたと 
ころ」 で、 販売価格は 「八 百 円から 千 五 百 
円ぐ らまで」。 参加 サ I クルの 「二 一分の 一 


ぐらいは 千円ち よつ とぐらい の 値段で 売つ 
て」 いるら しい。 買い手たち も 「五で、 十 
で 円と まとめ 買いして いく子 も 珍しくな 

い」 とのこと。 いつたい ひとつの イベント 

で 合計い くらぐ らいのを が 動く もの か 見当 
がつ かない 《暇な 方は 計算を どうぞ)。 

ホモ パロ デイを 

巧き まくる お 壌 様？ 

「人気作家は 同人 誌では オリジナル はまっ 
たく 描きません ね。 売れないです からね。 
社会生活 をした ことのない 人たち が 現金を 
やり取りし ていて、 しかも 当たれば 飛ぶ よ 
、っに 売れて お金が 入る。 大人 だって 現を 商 
売は 面白 いんです から、 そり ゃ 楽しい し、 
面白いで すよ。 描く こと、 本を 作る こと も 
面白いです けど、 なんと いっても 現金が 動 
く、 これが 魅力で しよう わ」 

ホ 桐さん の 方 も、 人気 サ I クル、 人気 作 
家に いかに 自分の 主催す る イベントに 参加 
しても らう かが 「勝負」 だとい う。 それに 
はやは りお 金？ 
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「私が 頼む 場合は、 税金を 払って やって る 
商売です から お金は 動きます けど、 サ I ク 
ルが ゲストと して 作家さん に 原稿を 依頼す 
る 場合は そんな ことがあ ったら 大変です よ。 
お金の やり取りは いっさい ありません。 作 
家さん の 方 も そんな ことを されたら 怒つ 
ち ゃい ますよ。 だから ィベント 全 場は 花束、 
チョコ、 人形 だらけ。 あれ、 みんな 作家 さ 
ん たちに 対する お礼の 意味が あるんで すよ。 
描いて もらえる かどう かは あくまで 人間 関 
儒し だいです」 

なぜ 作家に 女性が 多い のか、 また、 彼女 
たちは なぜ プロを めざさない のだろう か。 

「私の 主催す る ィベントの 参加 サー クルは 
九 割が 女性です 。男の子は いつか ビデオに 
いっち ゃうし、 根底には 性の 問題が あるん 
だと 思います。 女の子 向けの ソフトな そう 
いう ビデオは ないし、 あつたと しても ホの 
子たち は 恥ずかしくて 手を 出せない。 その 
点、 マン ガは 表現が うまけ れぱ 本人たち の 
感性に 見合った セックスが 描ける。 昔から 
女の子た ちの 性と いうのは 隐巧 植物の よう 


なと ころが ある もの、 それが うまく マン ガ 
と マッ チす るん じ やない かしら。 それと プ 
口になる となに かと 出版社 側の 規制が 入っ 
て 思い通り 描けなくなる でしょ」 
それにしても 《作家さん〉 たちと サ ー クル 
の 間に お金の やり取りがない、 というの も 
なんとも 腑に 落ちない。 全 冗れ 線〉 とい わ 
れる 作家が 二十歳 過ぎに なったら、 どう 

やって 食べて いくの か。 

「彼女たち は 経済的に 恵まれた 子たち が 多 
いです ね。 精神的な 余裕 も 時間 も ある 子た 
ちです ょ」 

ホモ パロ ディを 描き まくつて 楽しむ お燦 

ちた 

様！ 

さて、 ホ 桐さん の 今後の 展關 は、 

「も 「ともっ と マ ー ケットの 参加者を 増や 
していき たいです ね。 参加して こんな 楽し 
いものは ないし、 子どもたち も 仲間は でき 
るし、 いいこと だと 思つ てます。 今後は ま 
だ 市場と して 未熟な 化 海道 や 名古屋 、静岡 
なんかに も 進出して いきたいで すわ」 

U 上、 レポ ー ト してきた のは 昔から 商人 


が、 「女子 どもを 狙え」 と 言 「てきた 原始 
的な 商いの 風景 だ。 結局は、 甘 ちゃんが 食 
われる 世界で、 〈おたく〉 は 一般社会の 代 
わりに この 風景の なかで 社舍 勉強を してい 
る ことになる。 

この 点、 原 宿 マ I ケットに そっくりな 構 
図が 見える。 いわゆる 祭り 商売。 縁日 商売。 

「バィ」 である。 そして、 いつか 祭りは 終 
わるが、 この 「バィ」 は 日本人の 精神構造 

が 変わる ときが ホなければ 終わりそぅ もな 

>0 

V 

「ホン マ かいな」 といぅの が 正直な 感想 だ。 
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ii 


浅 羽 通 巧 

「み 之ない 大学 本 謹 主き 


セ 〇 年代 拳、 サブ ヵ ルチャ— の赛 向上 じょり 

アニメ、 マン ガ、 SF なごの 情報を 共有す る こごで 
同類を 潍を 持つ 若を たちが お現した。 

「おたく」 —— その 発生 前 巧 か、 ミホ 化した 現在 じ 至る までを、 
ザが 化 社を どい ぅ ベクトル じ 照らし 歷 史的 じち 察する！ 


扉 写 其 = 「ペル リン 天使の 詩」 （フランス 巧 画な) 


「おたく」 といぅ 言葉が 初めて 使われた の 
は マ ィナ I  •ロリコン マンボ 雑誌、 『漫画 
ブ リッコ』 誌の 八 一二 年 六ち 号 「『おたく』 

の 研究 ① J であった。 案 巧 夫の センスに 

よって、 それまで、 マニアと か 熱狂 的な 
ファンと かネ クラ 族と か 呼ばれて いた マン 
ガや アニメ、 SF、 コン ピユ ー タ 'アィド 
ル、 鉄道な どに 没頭す る 若者の 一群が、 や 
や 差別 的ながら、 的確な 呼称を 一巧して み 
えられ、 鮮やかに ィメ ージづ けられた ので 
ある〇 

それから 六 年。 かの 宮崎 事件の 渦中で 
「おたく」 といぅ 言葉は 突如、 新聞、 週刊誌 
上に 浮上した。 たとえば、 f 週刊 読売』 二 丸 
八 九 年 九ち 十日) は、 「おたく 族とは」 と 題 
する 囲みを 設けて、 「アニメ や パソコン、 
ビデオな どに 没頭し、 同好の 仲間で も 距離 
をと り、 相手を 名前で 呼ばずに 『おたく』 
と 呼ぶ 少年たち のこと。 人間 本来の コミュ 
ニケー シ ヨンが 苦手で、 自分の 世界に 閉じ 
こもり やすいと 指摘され ている」 と 解説し 
ている。 


こぅして 「おたく」 は、 とりあえず 八 〇 
年代の 新しい 若者 現象と して 私たちの 前に 
ある。 では、 「おたく」 と 呼ばれる ような 
若者が、 実際に どれ だけ 存在し、 ほかの 若 
者と 比べて どの 程度に 特殊な のか、 八 〇 年 


マ— ヶ ティン ダ 業界 誌 『消贊 と 流通』 誌 
の 八 六 年 春号褐 載の 論文 「感的 知性。 が 
優れた 『新人 類』」 (一二 浦康英 、松 浦 一郎) 
は、 ODS 企画 調査 部に ょる 全国 六 千 人を 
対象と した 生活 意識 調査 (ODS—LSI 
調査) を 基に 八 〇 年代の 若者を 四 種に 分類 

している。 いわく、 

① ニユー スタン ダ— ド 派 《椎定 構成比 六 〇 

遂 

i 的 知性 派 (推定 構成比 1 1〇%) 

③ゲ I ムズ マン 派 (推定 構成比 一 五％) 

的 モラトリアム 派 (推を 構成比 五％) 


置 づ けられる のか？ 八 0 年代を 測 候す る 
ための 基礎 i の ひとつと して 「おたく」 
を 考える にあた って、 まず 「おたく」 的 若 
者が、 一を の 層と して 存在す る ことを、 
デ ー タ によって 確認す ると ころから 始めよ 


このぅち、 「豊かで 余裕の ある 結婚 生活」 
r 豊かな ま 後の 家庭生活」 を 人生 目標と して 
現実主義 的、 体制 順応 的に 生きる 多数派で 
ある- 【ユー スタン ダー ド 派 や、 巧 日の 青年 
実業家を 夢み て ゲ—ム を 楽しむ よぅに ビジ 
ネスに 精進す るゲ j ムズ マン 派は ひとまず 
おく。 とりあえず、 「おたく」 が 含まれ そ 
、つなのは、® と® である。 

まず、® の 内向的 モラトリアム 派に つい 
ては、 次のように コメントされ ている。 「パ 
ソ コン、 アニメ、 新興 宗巧 などの 閉ざされ 


代の 若者を 体の なかで 彼らは どのよぅに 位  ぅ。 

新人 類は 「おたく」 だった 


.「おたく」 讓 化前曼 ホフ カル チヤ— 


の 四 種で ある。 


252 


たを む感の 存在す る 世界を 発見し、 その 世 
界 にを 住」 し、 「人との コミュニケ— ショ 

ンが 苦手な 人たち」 「他人と 接触す る 必要 
を あまり 感じない 若者たち」。 これが、 い 
わ ゆる 「おたく」 とほ ぼ 重なる ことは 巧ら 
かだろう。 

面白い のは、 彼らは 「自分が ひたりき っ 
ている世界のこと：^外には、 あまりエネル 
ギー と金を 費やさず、 物 財 所有の 欲求 も 小 
さい 人たち」 である ゆえに 「企業に とって 
は、 正面から 対応しても あまり。 うまみ" 
のない 層」 と 断定され ている こと だ。 新人 
類ブ ー ムと 呼ばれる 八 〇 年代 若者 論の なか 
で、 「おたく」 が ほとんどを 目され ないで 
きたのは、 おそらく ここに 原因が あるの だ 
ろう。 すなわち 新人 類 論は、 何ょりも 内需 
拡大の 巨大な 市場、 消聲 者の 群れと しての 
若者を めぐって 聞 わされた のであった から。 
マ I ケ テイン ダ 業界に とつて、 「おたく」 

は 市場とは なり 難い 若者たち として 把摇さ 
れ ていたの である (これは、 外見 的に 見 ば 
えがし ない 「おたく」 が、 雑誌 等で 取り 上 


げられ なかった 事情と パラレルで ある)。 

だが、 面白い のは、 ③の感 的 知性！^ ^ 
「斬 人類 世代の イメ  ー ジリ ー ダ I 屠で あ 
り」 r 大八止 業は、 たとえ 彼らを 直接 夕 I 
ゲットとは しないに しても、 彼らの 影響力 
が 他の マス 層へ どぅ 波及して ゆく かを しつ 
かりと 見張り、 それを 自分たち の 商品、 広 
告 、宣 な訴ボ にぅまく 味つけと して 生かし 
ていく ことが 重要で ある」 とされて いる 夕 
イプに ついての コメント だ。® の 内向的 モ 
ラトリ アム 派と 対照的に、 マー ケ テイン ダ 
の 見地から、 要を 目 マー クを つけられ たこ 
の タイプの 特徴 もまた、 「おたく」 を 思わ 
せないで もない の だ。 すなわち、 「あら ゆ 
る ものを すべて 等価 値 じみ」 て 「アイドル 
歌手、 昔 見た TV 番組の、 王 人八ム 、そして 離 
解な 論を 立てる 思想家を 同列に 扱って 評し 
ている」 などで ある。 

この種の 分類には、 当然の ことながら、 
人為的 強引 さがつ きまとう。 この場合、 
マー ケ テイン ダと いう 価値観に よる 分類で 
ある ことによ つて、 「おたく」 を ほぼ® 内 


向 的 モラトリアム 派と して 規定す る ことに 
成 巧した。 だが© 感的 知性 派に も、 「おた 
く」 が 粉れ 込んで いるよう に 思える。 ここ 
で 浮かび上がる 疑問は、 内向的 モラ トリ ア 
ム 派と 感的 知性 派とは、 実は 隣り合わせで、 
紙一重の 差しかない のでは ないかと いう こ 
とだ。 

論文 「感的 知性。 が 優れた 『新人 類』」 

は、 ③の感 的 知性 派を、 「今日 使われて い 
る 狭義の 新人 類」 と 判断して いる。 思えば、 
r おたく」 の 命名 者 中 森 巧 夫は、 この 論文 
が 発表され た 八 六 年 当時、 まさに 新人 類 = 
感的 知性 派の 旗手と して、 野々 村 文 宏や田 
口 賢 司と ともに メディアに 登板して いた。 
そして 「おたく」 の 語は 彼ら 新人 類に よつ 
て 使われ、 彼らの 間で こそ 流布した ので あ 
る。 誰よ リ もまず、 彼らが 「おたく」 のネ I 
ミン グに ピンと きたのは、 彼らが 「おたく」 
に 近い 場所で 生きて いた こと、 あるいは、 
彼ら 自身が 「おたく」 だ 「たこと を 意味す 
る。 中 森が、 「おたく」 を 命名した 八 一二 年 
当が、 ちょう ど感的 知性 派と 内向的 モ ラト 
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アム 派とは 分離しつつ あった。 


「おたく」 たちが 没頭す る 対象と してよ く 


レベルの 取り上げ 方に、 勃ぶ ハしつつ ある 若 


•アニメ、 SF、 特  者 文化を、 なんとか 受け止めよう として、 


すなわち、 感的 知性 派 U 新人 類と、 内向  例に 挙がる ジャンル —— 

的 モラトリアム 派り 「おたく」 とが、 未 分  撮、 少女 マン ガ 、アイドル などが、 若者た  見事に すれちがって いる 大人 文化 側の ぶれ 


化だった 時代が あったの だ。 それは おそら  ちの サブ カル チヤ— として マスメディアに 
く 七 〇 年代 中期から 八 〇 年代に 入った 直後  よって いつのまにか 八ム認 されて いったの が 


の 一時期であろう。 橋 本 治の 『桃 尻 娘 J 『帰っ 


てきた 桃 お 娘』 じ 登場す る 松が を 


ホツ 


この 時期で ある。 

この頃の 週刊誌な どの 記事からは、 それ 


が 顕著に 見られて 興味深い。 

大をお 一文 i 索 目録の 「アニメ」 の 項 
目を 見る と、 アニメに ついての 週刊誌 その 
ほかの 雑誌の 記事は、 六 から セ 0 年 


ケの 『迷宮と しての 世界』 を 読んで いる こ 
とを 自慢ず る 巧ら 、少女 マン ヴや ロリコン 


までと 明らかな 断層を 隔てて 登場して きた  代 前半に かけて、 一年に 一本から 多くて 四 
サブ カル チヤ I に対して、 巧奇 心を 寄せな 本に とどまって いる。 それが、 セと 年に 十 
がら も 理解 じ 困難を きたし、 がには 見当 違  お 本、 七 A 年に 四十と 本、 七 化 年 じは 八十 
彼らの 一典 型が 臘画 化されて いて 巧 味 深い。 いの 問題 提起を 試みたり している 大人 文化  本 お ピ—ク に 達し、 八 〇 年には S 十六 本に 


についても 蕴蓄を 垂れる. 


•には、 竺 がの 


そして、 この、 後に 新人 類と 呼ばれる こ 
とじなる 感的 知性 派と 未 分化であった 原 


のが おぶ りが はっきりと うかがえる 


た 


とえば 筒井 康隆や 半が をと いつた SF 


「おたく」 の 発生 もまた そぅ 古い ものでは な  作家に、 芸能人 ばリの ファン クラブを 組織 
い。 それは 七 0 年代に おいてよ ぅやく 日本  して 群がる SF ファンたち へのと まどい 
社 全に 現われた 新しい 若者 類型と 思われる。 《それ： a 刖は 作家の フアンは いても、 フアン 


減少し、 U 後は 每 年、 二 十本 前後で ぞ定し 
て ゆく。 これは、 巧ら かじ、 この 時期に ア 
ニメが 子供 だけの ものである ことを 止め、 
若者たち の サブ々 ルチャ— と 化しつつ あつ 
た 事態の 反映だろう。 そして その 象徴的な 


では、 なぜ 七 〇 年代な のか？ 


「宇宙 戦ち ヤ マト」 じ 
みる 地殻を 巧 


クラブを 組織 するとい ぅ 発想は まず 見られ  きっかけ となった のは、 七 セ 年の 「宇宙 戦 
なかった) を 隙せ ない トピック 記事。 また、 艦ヤ マト」 の 劇場 八ム關 であった。 


少女 マン ガを 愛読す る 巧 子 一流 大学を たち 


「宇宙 戦艦 ヤ マト」 は、 それまで 一部の 先 


に 取が した 呆れ 半々 の キャンパス 情報。 皆  驱的 マニアを 除いては、 若者たち の 間で も 


七〇年代は、 日本のャング々ルチャ{の 
おお 期であった。 


そうだ 


幼稚な ものと いう 認識が 一般的であった T 


だが、 とくに アニメの 場合には、 週刊誌  ：>アニメ|ションを、 一挙に 若者 サブ々 ル 
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チャ|のステージに加ぇた点で画期的な作  にかけ て 盛り上がり、 ついに 週刊誌 メディ 


メディア による アニメ 報道には、 その後 も 


品であった。 その 新し さは 作品が 含む 8^  アの 耳目を そば だた せる 鳴り もの 入りの 峡  長く つきまとう ことになる。 週刊誌に ア 


量が 従 ホと 段違いで ある 点で ある。 それ ま  画 化が 実現す る わけ だ。 


でのょぅじ 一 回放映分ーニ十分の間にヒ1 
ロー が 悪を 倒す 読み切り ドラマから 脱し、 
全編を 貫く せ大な SF 的 設定、 いくつかの 


を 質の 作品が、 「アニメは 子供の もの」 


メ 関連の 記事が 增 加した セ 0 年代 末に も、 
取り上げられて いるのは、 主に 東 映が 鳴り 


といぅ 既成の 思考 枠に 妨げられて、 一部の  もの 入 9 で宣 なした 「銀河 鉄道 999」 や 
マニアの みに まず 注目され、 しだいに 若者  反核 アニメ 「風が かくと き-であって、 作 


謎が 最終回まで 秘められる スト— リ ー テリ  たちの 間に 浸透が 進み、 それを 背景に 再ぴ  品の 質 や 情報量では 「ヤ マト ーを はるかに 


ング 、緻密に おき & まれた メ 々デザイン、 


商業べ I スに巧 上 するとい う。 ハタ ー ン は、 


凌ぐ 「カリオストロの 城」 や 「ガンダム」 


思春期の 青年を 主人を として ヒロインを 絡  その後、 「機動 戦 ± ガンダム」 「ルパン ーニ 世  に 姑れ ている 記事は まずない ので ある。 


ませた 人間 ドラマな どを 盛り 这んだ 新機軸 


々リオス トロの 城」 などの 作品を めぐつ 


は、 たしかに アニメの 巧 聴 者の 年齡を 引き  て 燥り 返される ことになる (「々リオス トロ 


上げる に 充分であった といえ よう- 


の 城」  お切り 当が、  この 作品が 八 六 年に  r  ひ 


が J アニメを 捨てない 若者たち 
，♦「おた  <」 雑誌の 譲 生 


だが、 そんな 「ヤ マト」 も、 当初 TV シ  あ』 誌の 読者 投票に ょる 映画 才— ルタ ィム 
リ—ズ として セ 四 年に 放映され たが 点では、 ズ •ベスト 1 に 選ばれ、 監督 宮埼敎 が、 


だが、 そんな 大人 メディアの 巧 点の ぶれ 
とは 無縁のと ころで、 アニメは 着実に 若者 


若者 層の フアンを つかむ rS 前に、 従来から 


ディズ ニ—ゃスピルバ—グと並べられる国  文化と して 定着して ゆく。 そうした フアン 


の アニメ 巧 聴 者であった 子供たち には 難し  民 的ア— ティストと 目され る ことに なるこ  層の厚みは、 セ〇^^:^な半にそれまで企画 
過ぎた せいか、 巧 聴 率が 低迷し、 二十 六 回 とな ど 一部 マニア：： J 外 だれが 予想した であ された こと すらなかった アニメ 専門 誌の 創 
で 巧ち 切られて しまって いる。 しかし、 そ ろぅか)。 だが、 「ヤ マト」 に 野次馬 的 関心 刊を 可能と する までに 拡大して いった。 七 

I  を 寄せた 大人の メディアは、 「ヤ マト」 の  六 年 創刊の 最初の アニメ 雑誌 『OUT』 (み 


の 間につ かんだ 熱心な 「ヤ マト」 ファン— 

•その 多くは SF フアン や マン ガマ ニアで  軍国 的 思想の 若者への 浸透を をえ る、 と 


のり 書房) が、 「ヤ マト」 などの ファンク 


あつたと 思われる 


の グル I プ により、 


つた まったく 見当は ずれの テ ー マし か 論  ラブの 多大な 協力と、 投稿欄に 紙幅を さい 


再 放を そして 映画化の 要望が セ 〇 年代 後半  じられ なかった。 この すれちがいは、 大人  た 読者 主体の 編集 方が で 成 巧した ことは 興 
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味 深い。 徳間 書店が 『OUT』 に 姑 発され 
て 大手で 初の 専門 誌 『アニメ I ジュ』 を 創 
刊す るのは、 その 二 年後の セ 八 年の ことで 
ある。 

このよぅな、 大人 メディアの 目が 届かな 
いところ で、 マニアた ちの パワフルな 活動 
に 支えられた 若者 サブ々 ルチャ ー の ゲシュ 
タルト •チ 卫ンジ が 下から 興り 始めて いた 
のは、 アニメの 分 辟 だけでは ない。 昭西 二 
十四 年材 来、 長く 『SF マ ザ ジン』 I 誌の 
みであった SF 雑誌が セ 0 年代 初めから 急 
増して いた 潜 巧 的 SF ファン 層を 背景に、 
『奇想天外 J 《セ 六 年 創刊、 奇想天外 社)、 「ス 
タ ー  ロ ダ j  {七 八 年 創刊、 ツル モト ル ー ム) 『SF 

宝石』 (七 九 年 創刊、 光文社)、 『SF アド ベン 
チヤ I』 ( 八 〇 年 創刊、 徳間 書店)、 など 数 誌 
を 数える ほどの シュアを 獲得す るの も 同時 
期で ある。 

マン ガの 分野に おいても、 同様で ある。 
この 時期 じ 従来の 少年 マンタ 少ホ マン ガ 
の 枠を はみ出た 『マン ガ 少年』 『PEKE』 
のよう な マニア 誌が 登場し、 また 青年 誌が 


『増刊 ヤング コミック』 『ビッグ ゴー ルド J 
など 増刊号の かたちで マニアを が 象と した 
編集を 試みたり、 『JUNE』 のよう な少 
年 愛 テ I マ 専門の 少女 マン ガ誌 や、 『だっ 
くす』 《後の r はふ J) のよう な マン ガ 評論 
誌が 創刊され ている。 

「ハッ カー」 を 自称す る 没入 的 パソコン 少 
年たち の 個人 史を ルポした 野 田 正彰の 『コ 
ンピユ —ター 新人 類の 研究』 は、 「おたく」 
現象を 正面から 扱った 珍しい ノン フィ ク 

シ ョンで ある。 これに よれば、 パソコン 少 

年たち に 趣味を 問う と、 アニメ、 SF、 マ 
ン ザが 揃って 出て くる 場合が 多い としてい 
る。 一般的な 「おたく」 のィメ I ジ もこれ 
らの マニアの 姿が 原型と なって いると いっ 
てよ い。 すなわち、 後の 「おたく」 の 主流 
が 愛読す る 雑誌が、 ほとんど この 時代に 出 
揃ってい るの だ。 ちなみに、 パソコン 雑誌 

の 登場 も 『I/O』 がと 六 年、 『ASCI 
I』 が セ セ 年に 創刊され ており、 やはり 同 
時期で ある。 その後、 これらの 雑誌は 皆、 
十代 二十 化の マニアた ちの 下から 突き上げ 


るょう な エネ ルギ I に 支えられて 創刊され、 诚 

2 

彼らの 参加に ょって 成長して いる。 

それにしても、 なぜ この 時期だった の 
か？. 

ひとつには、 おOJ^}-^にアニメや少女マ 
ンガ など、 それまで 「お 子 さま 向け」 とさ 
れ ていた ジャンルに 著しい 質の 向上が 見ら 
れ たこと も ある。 アニメな らば 「宇宙 戦艦 
ヤ マト」 の ほか、 宮崎驗 や 富 野 お悠季 らの活 
躍、 少女 マン ザなら ぱ 、获尾 望 都、 山 岸 涼 
子、 大 島ち 子な どの 「別 年 組」 の 進出が そ 
の 革新の 中む にあった。 これらの ジャンル 
に 偏見な く 接して、 その 魅力を 知った 世代 
が、 ファン グルー プを 増殖 させて、 アニメ 
や 少女 マン ガが 高水準の 作品を 統 々生み出 
しつつ ある こと も 知らず、 それまでの 「お 
子 さま 向け」 ジャンル という 固定観念 にと 
ら われて、 それらを 専門に 扱う 若者 向け 商 
業 雑誌が 成り立つ ことな ど 夢にも 思わな 
かった 旧 化 代を 突き上げ たからで ある。 

「おたく」 への 蔑視の ひとつに、 いい 歳を 
して 幼稚な 趣味 だとい、 っ ニュアンスが 今 も 


ある。 それは、 アニメ や 少女 マン ガの 革新 

前の この 固定観念の 名 巧と 言えよぅ。 

だが、 この 説明 だけでは、 お 〇 年代 後半 
の 雑誌 メディアの 活況の 意味と しては 不充 
分で ある。 もし 新しい 皂 質の サブ カル 
チヤ— を 応援す る 新 世代の エネ ルギ I のみ 
が 問題なら ば、 新 雑誌の 中' むには、 芸術と 
して アニメを 紹介し 分析したり、 質の 高い 
マン ガや SF を 掲載す る 雑誌が ブーム の 中 
むを 占めたは ず だ。 だが、 マニアの 核と な 
る 層を 捉えた のはけ っして そぅした 雑誌で 
はなかった。 

当時 アニメの 分野では、 『OUT』 や 
『ふあんろ— ど』、 S.F では、 『SF イズム』 

や 『SF の 本』、 マン ザでは 『だっ くす』 
といった、 その 分野に ある 程度は 通じてい 
る 読者の みを 対象と した ミニ •マガジンが、 
マニア 雑誌の 頂点と して 読まれて いた。 こ 
れらの マニア 誌の 特徴は、 『OUT』 につ 
いて 先述 したよう に、 読者 投稿を 重視し、 
マニア 向け 情報 や 評論を 記事の 中心に 据え、 
投稿 読者と 執筆者の 境界を あいまい にした 


編集 方針に よって、 少 部数ながら、 熱狂 的 
読者を つかんだ ことであろう。 これらは い 
わ ば、 アニメ、 SF、 少女 マン ガ といった 


メタ •マガジンを 少 部数ながら 商業 誌と 
して 成立させる だけの マニア 暗の 充 {尖とは 
何 か？ 

ここには、 意外に 大きな 読者 論 的 変化が 
潜んで いる。 たとえば、 マン ガ 作為 や SF 
小説 そのものでなくて、 マン ガや SF につ 
いての 3^ 《近刊 や 既刊 紹介から 評論まで。 
さらには、 作家 や 編集者の 回顧 談や 交友 録 
や ファン 活 勤の® まで) が、 それ 自体で 
消寶 される よぅになつ たこと。 そして、 サ 
ブ 々ル チヤ I に関して、 同じ 情報を 共有し 
ている 者の 間に、 特別の 同類 意識が 生まれ 
たこと。 

これ こそ、 おそらく たんなる アニメ や S 
F や マン ガの 愛好者の 群れが、 現在 「おた 


ジャンルの 成熟と マニア 屠の 充実 查刖提 と 
した メタ •マガジン だつ たと 考えられる。 


く」 と 呼ばれて いる 何 かに 向けて 変貌す る 
鍵と な 「た 変化で ある。 

それは、 たとえば、 七 五 年に 始まった コ 
ミック マ ー ケットが、 当初、 『ガ ロ』 『CO 
M』 といった 純文学 風 マン ガ 創作を 試みる 
マン ガ 青年たち の 文字通りの 同人 誌 即売を 
から、 二 （一二 年を 経ず して、 現在、 最大の 
「おたく」 の 祭典と 呼ばれる ィベントへ 発展 
していっ た 変貌と おそらく 軌を一にする も 
のと 思われる。 

同人たち の 近況 報告な どは あるに しても、 
本質的に オリジナルな 完結した 作品を 発表 
する 場で あり、 同人たち が 己の 芸術を 磨き、 
プロを めざす 場で あるの が 従来の 同人 誌 だ 
とすれば、 七 〇 年代 末な 降の コ ミ‘ ッ クマ！ 


のび太た ちの ユ—ト ピア 

イ 

—— 情報」 共が がっくる 秘密 結 か 
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ケット 0 下 コミケットと 略す) で 即売され 
る 同人 誌は、 既成の マン ガや アニメの パロ 

ディ や、 そぅした 作品 や 作者、 キャ ラク 
ター への 思い入れを 吐露した エッセイ や、 
同人たち に 絡む 内輪 ゥケの ギャ ダな どで 満 
ち 溢れて いた。 コミケットでは さらに、 コ 
スチユ I ム プレイと 呼ばれる、 アニメ 等の 
キャラクター の 仮装 遊びな どが 始まり、 同 
人 誌 市を 超えた 祭典と して 発展して ゆく。 

ここには、 オリジナル 創作 能力の 衰退と 
いぅ だけでは けっして 説明で きない、 サブ 
々ルチャー の 機能の 転換が 見られる のでは 
ないか ク- 

コ  ミ ケットに 代表され る  ファン 活動に 熱 
中す る 「おたく」 たちは、 アニメ や マン ザ 
などの 作品と、 鑑賞す る 自我と を 一対一で 
向き合わせ ている 《それが 近代的 個人の 一 
般 的な 芸術 鑑賞の 前提だった はず だが) と 
は 限らない。 また 自らの 内面を 表現に 結晶 
させよう として 同人 誌を 作成して いると も 
思えない。 

彼らが、 「おたく」 として 活動す る 真の 


動 磯は、 おそらく 自分が 愛好す る アニメ や 
ら マン ガ やら SF やらを 共に 楽しんで いる 
忡 間たち がいる という 同類 惠識 にある。 劇 
場 映画 や ラィブは むろんの こと、 ひとり T 
V を 眺めて いても マン ガや読 善に 没頭して 

善 

いても、 彼らは かならずしも 孤独では ない。 
そして、 その 同類 意識は、 その ジャンルの 
専門の 知識 や冀 i を 化 ハ 有して いる ことで 
確認し 合える。 まるで 秘密結社の 合言葉の 
ように。 

読書とは、 本質的には 孤她な 営みで あっ 
たはず だ。 「声を 排除した 読書は、 自分の 
耳の 存在を 必要と しなくなる とともに、 他 
者の 耳を まきこむ ような 空間を 消滅 させて 
ゆく。 すなわち、 自らの 聴覚を はじめと す 
る 他の 諸 感覚を 遮断す る ことを 通じて、 
「個」 のの 面に 向かう 読みを 完成 させて ゆく 
のは、 人び とがこう した 読 害の 態度を もつ 
ようになつ てからの ことで ある」 『(読 曹空 
間の 近代 j 佐 藤 健 二、 弘文 堂)。 こ、 つした 古 
典、 的な 読 雪 形式に 幼く して 馴染んで いたら 
しい 紀田順 一が は、 初めて ミステリ ー •マ 


ニアの 友人と 知り合い、 「徒党を 組んで 本 g 
を 読む」 ことがありうる ことに 驚いた とい 
う。 ミステリ] や SF など、 作家と 内面を 
交錯させる ょりは、 作家と 共に 思 かを 楽し 
む 知的 エン ター テイン メイトの 場合、 それ 
らが 永く マ イナ ー であつ たこと も あって 情 
報を 共有す る マニアた ちを 集わせる 傾向が 
強い。 これらは、 「個」 の 内面に 向かう 読 
みを 完成させる 方向ょ リ は、 読みを 知的 情 
報の レベルに とどめ 蓄積させる 方向を 持つ 
ジャンルな のであろう。 そうした 場合には 
「個人個人の 反応の 総和」 であるは ずの 「観 
客 全体の 集団 的 反応」 が、 フィ ー ド バック 
して 個人の 反応を 規定す る —— W •ベン ヤ 
ミンが 映画に ついて 述べた この 循環 構造が、 
読者に おいても 成立す るの だ。 

たとえば、 日本の SF 翻訳の 草 かけの ひ 
とり 伊藤 典 ホが、 こう 語って いる。 

「中高生 時代、 SF に满 「ていたのは 学校 

中で、 ぼく 一人。 仲の いい 友人 もい ない わ 
けでは ない が、 どこかで 話が くいちがう。 
ところが 牽 あに ホて みると、 話の 合う 人間 


が やたら じいる ではない か。 そのと き、 ぼ 
くは ファン ダムく らい 居む 地よ い 世界は な 
いと 思った もの だ」 {「SF スキャナ ー」『s 
F マガジン』 132 号)。 

六 一年に 上京し、 日本 最初の SF ファン 
•ダル— プ 「宇を 塵」 の 会合に 出席し 始め 
た 頃の 思い出 だ。 こうした 思いは、 その後、 
今日に いたる まで 無数の マニア や 「おた 
く」 と 呼ばれる 若者たち じよって 体験され 
たこと だろう。 

中高生 時代と 言えば、 自我に 目覚め、 学 
校と いう 同年 齢の 者 ばかりが 集められた 小 
社会の なかで、 自分 她自の ステイタスを 巧 
めて 悩む 時期 だ。 とくに、 ス ポ—ッ 能力 や 
お 交 性で 劣る 者、 または 自我が 強く 自分は 
普通と 違う という 意識が 強い 者は、 特別の 
趣味 や 知識に 自分の アイデンティティを 見 
つけよう とする が、 SF や アニメの 専門的 
知識の 価値な どは、 一般の 生徒には まず 理 
解して もらえない。 本 ホは そこで 自分の 価 
値を 改めて 客観 巧し、 社会化の きっかけを 
つかむ わけ だが、 もし、 そうした 特殊な 知 


識や 情報の 伽 値が 手放しで 認められる 社会 
が あったら どうだろう？ それは じつに ド 
ラえ もんの ポケットから 化 現した ごとき 
ユート ピアでは ないか。 教室と いう 社会で 
目立たず あるいは 疎外され ていた 生徒が、 
読書 や TV という 孤她な 内向的 行為を 経て、 
その 書物 や T  V が 蔵す る 情報を 共有す る 仲 
間の 間で 十を に 自我を 認められる 体験を す 
る。 これが、 「徒党を 組んで 本を 読む」 「備 
報を 共有す る 者 同 古の 親近感」 の 基本。 ハ 
夕—ン ではない か？. 先の 伊藤 典 夫の エッ 
セ ィ じ 引 用 さ れ て い るザ'^^^が|::お^^ピが( ア 
メリ カの SF 「おたく」 辞典 か？) におけ 
る フアン ダム」 の 定義は、 「フアンが、 お 
のれの 存在を 自覚ず る 世界」 と ある。 この 
「自 觉」 が、 フアン 同 ± の 同類 意識に 支え 
られ ている ことは 言うまでもない。 

♦V 

が： J 筒井、 吾妻、 「ガンダム」 

ぉたく的パ ロディの 「教養」 

彼らの 同人 誌 もまた、 こうした 同類 意識 
の 確認が 大きな 動機と なつて 作 あされ、 ま 


た 読まれて いる。 それは 彼らの 活動の 大き 
な 部分を 占める 「パロ ディ」 という 手法を 
見れば 明らか だ。 「パロ ディ」 について は、 

吳智與 が 『現代 マン ヴの 全体 像』 (情報 セ 
ンター 出版 局) で 明晰に 語 「ている。 

「パロ ディが 成立す るた めには、 作者と 読 
者の 間に 共通の 教赛 がか 在し なければ なら 
ない。 —— (中略) —— 但 、パロ ディに 必 
要な 教赛 は、 必ずしも 国文学の 知識と いう 
ような" 古间 尚* な ものであるとは 限らない。 
歌謡曲に 関する もので あったり、 怪獣映画 
に関する ものであった リ 、いろいろな 場合 
が ありうる だろう」 

この 「教養」 が どれ だけ 一般的で あるか 
によって、 パロ ディは、 一般性 ある 教费を 
前提に、 それ 自体 独立した 作品と して 楽し 
まれる ものから、 少数の 仲間が 情報の 共有 
を 確認し 合い 連帯 意識を 高める むのまで 段 
階 的な 享受の され かたを 見せる。 誰もが 
知っ ている 芸能人 や 事件を ネタ とする T  V 
の コメディアンの ギャグ、 若者が 一般的に 
共有して いる 流 斤が ネタ となる 『ぴ あ』 誌 茹 


の 「はみだし」 やかつ ての 『ビック リ ハウ 
ス』 誌の パロ ディ、 そして アニメ や SF に 
ついての マニアックな 知識がなくて は 理解 
できない 「おたく」 たちの パロ ディを 並べ 
て みれば、 この 段階 性が はっき リと 見て と 
れ ょう。 

一例を あげょう。 この 一ニ コマ マン ガの面 

白 さが あなた じ 理解で きる であろう か？ 
これは、 七 〇 年代 末の 『OUT』 誌に 載っ 
た 投稿 作品で ある。 まず、 この 構図 全体は、 
当時、 「おたく」 的 パロ ディに 天ネ 的げ え 
を 見せて マニアの 間で 人気 絶頂であった プ 
口 漫画家 吾妻 ひでおの 作品 「不条理 日記」 

の 本 歌 取りで ある。 原典では、 吾妻 ひで 
お 夫婦の 家の 玄関に、 夕 I バンを 巻いた イ 
ンド 人が 三人 訪れる の だが、 この 読者 投稿 
では 玄関で 迎える のは アニメ 「機動 戦 ±ヴ 
ン ダム」 の 登場人物で、 敵 味方に 分かれて 
戦う という 悲運の 兄妹、 シャア と セイラ だ。 
そして 訪れる インド 人は シャア の 恋人で あ 
る インド 人の エス パ I 少女 ララ ア なのた。 

「ガンダム」 の スト— リ ー 上、 ララ アは事 
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故 死し、 セイラと シヤア は 再会す る。 その 
設 をを この マン ガは 踏まえて いるの だ。 さ 
らに 原典の 吾妻 ひでおの マン ガ 自体 パロ 
デイで ある。 筒井 康隆の 「ふたりの イン 
ド 人」 といぅ 掌篇 がその また 原典 だ。 こ 
れは 突如 ふたりの 無言の インド 人に 押し か 
けられた 夫婦の 困惑を 描く 不条理 ホラー で 
ある。 五 口 妻の マン ガは 、恐慌を きたす 側を 
夫婦から インド 人に ひっく リ かえす ことで 
ギヤ ダを 成立 させて いる。 

じつにた った S コマの マン ガを 理解す る 

のに、 简井康 隆のマ イナ I な掌篇 、吾妻 ひ 

で おの パロ デイ •マン ガ、 そして アニメ 
「ガンダム」 の スト— リー といった、 SF、 
マン ガ 、アニメに またがる 豊かな 了.) 
「教養」 が要ボ されて いる。 まさしく 「パ 
ロデイは、 その 分野の なかでの 作者と 読者 
の 知恵 くらべと い、 っ 様相を 帯びる し、 教養 
を 持たざる もの を 排除す る 性格を 持 つ」 
「いささか 偏屈な 知性に 由 ホす る もの」 {吳 
智英 前指誉 より) である ことが 実感で き 
よう。 そして、 こうした 遊戯が 可能と なる 


ためじは、 作品を ある 程度 突き放して 見る 
こと。 たんなる 知識、 情報と して 見る 冷静 
さが 要求され る。 熱心な キリスト教 信者に 
は 『聖書』 の パロ ディは できない の だ。 思 
え ば、 設定、 キャラクター から 声優、 監督、 
作画 監督、 溃出 者な どい くら でら 情報を 探 
求で きる アニメ、 一般人の 知らない、 ワ— 

プ だの タイム •パラドックス だの、。 ハラレ 

ル •ワー ルド だの 膨大な® の 理解な くし 
ては 読めない SF、 普き 文字 や 背景 や 効果 
線な どの 約 $ に惯れ るまでは 充分な 鑑赏 


この 問題に 取り組む ためには、 セ 〇 年代 
といぅ 原 「おたく」 が 現われた 転換期を、 
ょり 広い 社 全 的 視野から 檢討 する 必要が あ 
る。 

原 「おたく」 登場： 3 前、 たとえば 六 〇 年 
代に あつて、 マニアックな 趣味を 持つ 少年 
たちは 周圃 にい かに 見られて いただろう 


が おぼつかない 少女 マン ガ などは、 特定の 

霞 体系 了 教養) の 共有を 喜び、 I 般人 
を排 隙す る 秘密結社 めく エリ I 卜 意識が 満 
喫で きる 点で、 じつによ く 「偏屈な 知性」 
にフ ィット したと 考えられよう。 

だが、 こうした 偏屈な 知的 遊戯を 絶え間 
なく 繰リ 返す ことで ようやく 確かめられる 
が 養 U 共通 感觉 とはい かなる もの か？ こ 
、つした、 マ イナ— な！^ の 共有に より、 連 
帯を 結びうる 若者 層は、 いつ 頃、 いかなる 
社会的 環境の なかから 生まれて きたの か？ 


か？ 怪獣 キチ ガィと か、 鉄道 模型 マニア、 
切手マニアの、 「（博±」 とアダおされた 
少年たち である。 彼らは、 けっして マニア 
である ゆえの 蔑 巧は されなかった のでは な 
いか。 むしろ、 スポ ーッじ 秀でた 者 や 成績 
が 優れた 者と 並んで、 ひとつで も 誇れる 技 
を 持つ 者と して 尊敬され、 ぅらやま しがら 


軍 大将が 滅び、 ハカ セ くんが 残った 

イ 

—— 爵淫 会から 学校 化れ 会へ 
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れ たのでは ないか？ それは、 アニメ や s 
F や 少女 マン ガ のょ、 っに、 いくつかの 約束 
事の ハー ドルを 越えなければ、 普通の 者 じ 
は 楽しめない ジャンルと 違い、 ある 程度 少 
年たち の 間で 共有され ていた 趣睐 がが 象 
だった ことが 影響して いょう。 が、 それ だ 
けだろう か？ 

あくまで 類型 化して いうの だが、 六 〇 年 
代には まだ、 子供たち が、 放課後、 遊び 呆 
ける ことができる 空き地と 時間が あった。 
そこは 日々 ちゃんばら ごっこが 営まれる 
原っぱ 空間だった。 上下 数年の 歳の 差の あ 
る 子供たち が 立 ハに 遊び、 ガキ 大将の 下 じ、 
全員の 個性が 生かせる ル— ルの 模索と とも 
に、 相互に 譲歩しつつ 社を を 創造す る 能力 
が 訓練され ていった 。協働と 闕 争の ルー ル 
を、 日々 の 不断の 遊び 創造の 試行錯誤の 
なかで、 それぞれが 身に つけて ゆく ことが 
できた。 マニア 的 趣味を 持つ 少年は、 ある 
いは スポ ーツが 苦手で、 銳腕 アトム や 正 太 
郎の 役は もらえな かつた としても、 お茶の 
水 博 ± の 役は 指定席 だ 「たか もしれ ない。 


協働の ルー ルとは 分業の ルー ルな の だから。 
こうして、 マニア 少年たち は 社を 化の きっ 
かけを つかむ ことができた。 

しかし、 こうした 遮び 集団は、 学校 社会 
のみでは、 きわめて 形成され にくい。 「学 
校は 人々 を 年齢に 応じて、 集団に 分類す 
る」 {ィリィチ 『脱 学校の 社を J お 京 削 元 新 社)。 
異なる 年齢の 者の 間では 当然 生じうる それ 
ぞれの 分に 応じた 協働への 欲求が、 そこで 
は 退き、 差異の 少ない 者 同 ± が 、それぞれ 
の レゾン •デ— トルを 模索して 悩み もがく。 
皆が 同じ 向きに 座り、 一方 向 ご 刖 方) から 
M こえて くる 授業に 耳目を 集中で きる よう 
身体を 矯正す る ことから 始まる 学校教育は、 
そもそも 横との 協働では なく 前方へ 向かう 
競争を こそ 原理と していた。 だが 戦後 日本 
では、 原っぱ 空間と 地域社会の 日常が、 社 
会 全体の 学校 化に 贿 止めを かけ、 子供たち 
は 放課後と 夏休みに、 教室で 汚染され た 近 
代の 毒を 中和して もらえた。 その実 態は た 

とえば 橋 本 治 『ぼくたちの 近代を』 に 詳し 

、〇 

V 


しかし、 それ も 高度 経済成長に 無茶な 
ターボ がか かる 昭和 四十 年 化まで だった 
{都市部と 地方では ある 程度の 時間 差は あ 
る)。 高度成長とは、 ビルデ ィングが 空き 
地を 潰し、 残業と パ I 卜が 団藥を 破壊し、 
流通革命と 幹線道路が 小売店と 地域 共同体 
を 解体して 「豊かな 日本」 を 築いて ゆく こ 
とだった ので ある。 

♦V 

が 「お手伝いなさい！」 から 
「勉強しなさい！」 へ 

こぅして、 学校 化に 枯抗 できる 自律 性と 
有機 性を 保った 地域社会が 壊减 した あとに、 
七 〇 年代は やってきた。 

「おたく」 文化が 独自の メディアを 孕んで 
抬 頭しつつ あった 七 〇 年代 末、 教育が ある 
転機を 迎えて いた ことは 注目に 値しょぅ。 
登校拒否 児 や 校内 暴力、 家庭内暴力 などの 
病理 現象が マス •メディアの 話題と なった 
の もこの 頃で ある。 その 波は、 八 〇 年の 一 
柳展也 金属 バット 殺人事件と 八 一二 年の 戸塚 
ヨット スクー ル 事件で 項 点に 達し、 八 〇 年 


262 


代 中期の 「いじめ」 の 季節 じつな がって 佩 
く  0 

さて、 再び 大宅か I 文庫 目録に よるなら 
ば、 六 〇 年代 後半から セ 〇 年代 初頭に かけ 
て 皆無に 近かった 学留 塾に 関する 記事が、 
セ 三年に 四 件、 セ 四 年に I 十一 一一 件、 七 五 年 
に I 十 セ 件、 七 六 年 じ 四十 こ 件、 七 セ 年に 
は 四十 件と 急増し、 後、 十から 二十 件 じ 
安定す る。 ピ ー クの 七 六 年は 文部省の 「児 
童 生徒の 学校 外 学習に 関する 実態調査」 が 
行なわれ、 大都市 圏では 小学 高学年 生の 三 
割、 中学生の 五 割 弱が 塾 通いを している こ 
とが 明らかになり、 「乱 塾 時代」 といぅ 流 
巧 語までで きた 年 だ。 

これらの 大半は、 有名 私立 高校 もしくは 
中学への 進学塾の 乱立を 取り あげた もので 
ある。 これらの 壁 じよって、 放課後の 時間 
は 塗り潰され、 生活す ベての 学校 化は 完成 

に 近づいて ゆく。 

この 学校 化の プロセスは、 また 社会が 子 
供たち を 評価す る 価値が、 偏差値 モノ カル 

チヤー に 一元化 されて ゆく プロ 七ス であつ 


た。 家族 や 地 城の 旦那衆が、 成績の 劣る 子 
に、 腕の よい 職人 や 愛想よ い 商店主になる 
資質を 見いだ して、 それを 喜ぶ といっ た 多 
元 的 価値観に よる 救いが 失われて ゆく プロ 
セスであった。 

社を 学者 藤な 魄が 、「惜しみない 愛情と 
は 裳 腹に 親たち の 失語症の 悲劇は すすむ」 
と 副題され た レポー ト、 r 『勉強しなさい』 
しか 言えない 親たち」 を 『諸君』 に 発表し 
たのは、 七 八 年 十ち である。 親が 自分の 経 
験と 仕事への 誇りを 背景に 子供を 賴け 教育 
する 自信が 失われ、 愛情は、 「勉強し なさ 
い」 といぅ 繰り言と、 限りなく 物を 買い 与 
える ことで しか 示せない 時代。 同じ 頃、 か 
つて 地域と 結びついた 家業の 現場で 子供を 
社を 化して ゆく 訓練であった 「お手伝い」 
が 失われて いった。 『孤立 化する 子供たち』 
《深； 合昌志 NHK ブック ス) は、 八 一年の 
デー タ であるが、 食器を 洗い 戸締まり をす 
る 程度の 「お 手ない」 で すら、 定期的に し 
ている 子は 小学生で 数％、 中学生で 男子 I 
割、 女 モニ削 じすぎ ない。 これは 親の 甘 や 


かしに もよ るの たろう が、 よリ 上に 家庭 
電化の 完成が 影響して いるだろう。 雑事が 
ガスと 電気に よって 駆逐され たと き、 家庭 
は 協働 体で ある ことを 止めた のだった。 消 
えてい った 「お手伝いしなさい」 という 小 
言に 代わった のは、 「勉強しなさい」 で 
あった。 学校は、 こうして ついに 家庭を も 
制覇した ので ある。 

♦V 

が：： 子供部屋の テレビが つなぐ、 

が 新しい 「リアル」 

❖ 

「お手伝い」 をし ない 子供たち は、 衣食住 
にか かる 手間暇を 知らない。 •熟練す るまで 
は、 包 T や ホウ キが 思うよう に 動いて くれ 
ない リアリティを 知らない 。「原っぱ」 を 
知らない 子供たち は、 体を 張った 勝負 やけ 
ん かの リアリティを 知らない。 すで じ、 彼 
らを めぐる 環境 世界は 総体と して リア リ 
ティを 希薄 化させ 始めて いた。 流通革命は、 

ス ー パ I マ ー ケットから コンビニ エンス* 
ストアへ と 加速し、 核家族 用 あるいは シン 
ダル 用に パッキング された 食品 類からは も 
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はや 魚河岸 も 肥料 臭い 畑 も 透かし 見る こと 
がで き なくなった 。ファ I ス トフ I ド や 
ファミリ ー レストランでは、 もはや 生ゴミ 
が 出る 調理場の 気配は 隠蔽され ている。 そ 
れ 13 前に、 トィレの 水洗 化が、 都市 廃棄物 

ゼネ ラル プロダクツ 製作の 8 ミリ 映画 「愛国 戦隊 大日 
本」 (r アニメ ック」 第？ S 号ょり) 


ク 》 

大日 本 巧 & の 司を 室。 「武運 長义」 の 文字と 日 
の 化が、 彼らの 心を 支えた。 


の 斤 方を 視野の 外へ 追い やって いた。 

いったん オフ ィス •ビルと アパ ー トで覆 
いつく された 都市は、 この頃、 さらに コ ー 
ティン ダを かけられる。 まず、 その モデル 
地区と も 言、 っべき 渋 谷が、 PA 民 CO と 1 
09 によつ て 街 丸ごと シヨー ウインドウと 
化した。 必需品と 生活 電化を 分配し 巧、 くし 
た 資本は、 な 後、 生活の が 飾 化、 あげ 底 化 
に 投入され て ゆく。 デザインと コピー には 
じ まる あらゆる 流 斤が 広告を 発信 源と する 
よぅになる。 こぅして いつしか 広告業と そ 
の 周辺の々 タ カナ 稼業が 、高 学歴の 若者の 
人気 職業の トップに 躍り 出て いた。 

そんな ぴかぴかに コ I テ ィング された 都 
市の なかで 子供たち は 育った。 勉強部屋と 
称される 個室が 牽 巧の 小学 高学年 生で 一二 分 
の一喊 上の子 供に みえられて いると、 福武 
書店 『小学生 ナウ』 八 一年 九ち 掲載の 「子 
供の 持ち物」 の 調査は なえて いる。 そして、 
NHK 放送 世論調査 所が 七 セ 年 十二 巧に 巧 
なった 調査では、 一二 分の 一の 親が 中学生の 
我が 子に 専用の テレビを みえる ことを 教沢 


とは 思わない という 結果が 出て いる。 

「おたく」 たちが SF を 愛読し、 少女 マン 
ガを 発見し、 「宇宙 戦艦 ヤ マト」 や 「機動 
戦 ± ガンダム」 を 熱烈に 支持した のは、 こ 
うした 個室の なかからで あった。 完成され 
た 知識を 並列して 詰め込まれる 学校と 塾。 
有機的な 遊びと 關 争の ルー ルを 生み出せな 
い 子供 社を。 協働 も 対話 も 希薄で 「勉強し 
なさい」 と 「八 「度〜 を 買 「てあげる」 で 結 
ばれた 家庭。 生産と 流通と 生活 臭が 隱蔽さ 
れた 街頭。 電化に よって 生活の 手応えが 希 
薄 化し、 学校 化と 消費 資本主義 によって 化 
巧が モノと として ばらばらに 並置され 
たと き、 世界は 有機的 リアリティを 喪失し、 
ただの 情報の 束と 化す。 たんなる® とし 
てなら ば、 現実よりも フィクションの ほう 
が 質 •量と もに 優位で ある。 勉強部屋の 少 
年少 女たち にと 「て、 本 や アニメの SF 
ワー ルドに。 ハック された —— わかり や 
すく 説明され る その 化界の 地理 歴史に 政治、 
精緻に 描き 込まれた 複雑な 人間 関 儒 や キャ 
ラ クタ ー の 個を、 SF  メカの ディ テ ー ル ま 


264 


で —— は、 とっくに 現実が 与える 情報を 質 
的 量的に 圧倒して いた。 

こ、 っした、 「もう ひとつの 現実」 の 出現 
はけ 「して 新しい 話では ない。 ふたたび 佐 
藤 健 二 『読書 空間の 近代』 から 引用し よう。 

「柳 田園 男は 『明治 大 正史 世相 篇』 におい 
て、 屋根の 変化と 紙-ガラスの 導入に よる 
巧る さの 増大と がから みあいながら 展開し 
た 家の なかの 火の 機能的 •空間 的な 分裂は、 
家々 の 成員たち に 小さな それぞれの 居場所 
を 成立 させた と 論じ、 つぎのように つけく 
わえ た。 

『家の 若人ら が 用の ない 時刻に、 退いて 本 
を 読んで いたの もまた その 同じ 片觸 であっ 
た。 彼らは 追い追いに 家長 も 知らぬ ことを 
知り、 またを える よ、 っに なって きて、 心の 
小 座敷 もまた 小さく 別れた ので ある』」。. 

このと き、 若人たち の 心の なかで、 家長 
のい る 現実と 読書 空間とは 同じ 重さで 存在 
し 始めて いた。 だが、 セ 〇 年代に 起こった 
事態は さらに 複雑だった。 初期の 「おたく」 
たちは、 二豕に 一台、 TV が 普及し、 それ 


まで 仏增 U 祖 霊が 統べて いたか もしれ ぬ 固 
樂の 新しい 司を の 座に ついた 転換期に 生ま 
れ ている。 そして 彼らの 思春期は 先に 見た 
ょぅに 子供部屋に 二 台 目の TV が 点く 転換 
期であった。 親子電話 や 家庭 用 ビデオ デッ 
キの 普及 も、 やは リセ 〇 年代 後半から であ 
る。' 心の 小 座敷が 小さく 別れた とき 柳 旧が 
考察した 若人たち が 自分と 同じ 本を 読む 全 
国の 文学青年を 意識した かは 知らぬ。 だが、 
子供部屋の TV の 前に 座った 中高生た ちに 
とって、 残業で 遅い 父親 や キッチンで 冷凍 
を晶を 解凍して いる 巧 親 やお あいそ 程度に 
しか 口を きいた ことのない 教室の 隣の 席の 
友人ょりも、 同じ 時間 《平日の 夕方) に勉 
強 部屋の TV で 同じ 「ヤ マト」 や 「ガン ダ 
ム」 を 観て いるを 国の アニメ マニアの 同 世 
代の ほぅがは るかに 身近 じ 感じられ たので 
ある。 日常の 人間関係が 希薄 化した とき、 
サブ カル チヤー の リアリティを 媒体と して、 
十代の 対人 的 距離 感覚が、 思わぬ 変動を き 

たしつつ あつた。 

マニア 雑誌への 投稿を きっかけに 、全国 


規模の サー クルが たちまち 出来上がったり、 
コミケット や SF 大会と いった イベントが、 
膨大な 数の 若者で 埋めを くされる の も、 や 
はりこの TV の 前で、 あるいは 読書す る勉 
強 部屋です でに 感じて いた 斬し いが 人的 距 
離感の 実現に ほかなら ない のでは ないか。 
そこに 生まれる 連帯と いうか 同類 意識は、 
少なくとも 希薄 化した 日常よりは はるかに 
リアリティが あった ので ある。 

♦V 

tw 相手の 「人格」 ではなく 
「知 哉」 と 話す 

「おたく」 という ネ ー ミン グの由 ホで ある 
といわれる 同好の ± どうし 「おたく」 で 呼 
び 合う という 風俗 も、 こうして 突然 発生し 
た 新しい 人間関係への とまどい のなかで を 
まれたら しい。 コミケットで、 隣り合った 
サ I クル どうしが、 あるいは SF 大 舍の懇 
親 合宿で 初対面 どうしが、 互いを 呼び 合う 
呼称で とまどっ たの だ。 学校を 中' むと する 
互いに 名前を 知り合っ ている 距離 圏外の、 
しかし 同じ マニア どうしと いう 同類 意識の 
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ある 巧手に 対しては、 どうしても 斬し い 呼 
称を 巧い る 必然が あった。 思えば、 「君、 
僕」 という 呼称 も、 高杉晋 作の 奇 兵隊に お 
いて、 四民 平等 制の 下、 従来の 呼称が 不適 
当と 見えた とき、 漢学 塾で 使われて いた 呼 
称を 採用した のが 初めと いう。 

それにしても、 なぜ 「おたく」 なのか？ 
この 点に ついては、 中 野 収が八 六 年に 早く 
も 『新人 類語』 (ごま 當 憂で 「オタク」 と 
いう 項目を 設けて 論じて いる。 これを 引 巧 
して 見る と、 

「『オタクの ご主人』 『オタクの 娘さん』 f 才 
タクの 新製品』 『オタクの 部長』 など、 旧 
人類の 用例を 見れば わかる ようじ、 『オタ 
クの 〇〇 は  < オタク〉 に 所属す る』。 目の 
前にい る 個人よりも、 その 個人を 支えて い 
るよ、！- な、 個人を 超えた 何 かを、 個人を 介 
してを 話の 巧手に 選んで いるの が A オタ 
ク〉 なの だ。 《オタク 族〉 も 同様で ある。 
彼らに とつても、 目の前に いる パソコン 少 
年よりは、 彼の パソコン 知識 そのものの ほ 
うに 輿 ホが あるの だから。 目の前の 『アナ 


夕』 や 『キミ』 は 一一の 次で、 『オタク』 の 
知識が 自分と 比較して どうな のかが 『オタ 
ク 族』 の 重要な 関むな ので ある」。 

ここで、 断 わって おくが、 いわゆる 「お 
たく」 とされる 若者たち の すべてが 互いを 
「おたく」 と 呼び 合って いる わけでは ない。 
とくに 「おたく」 という 語が 彼らの 間で、 
差別 的 ニュアンスで 用いられ 始めた 八 五 年 
頃 15 降、 実際に 「，おたく」 と 呼び 合う 「お 
たく」 など 皆觸 になった。 それ： 5 前で も、 
「おたく」 で 呼び 合った のは ごく 一部と 思 
われる。 しかし、 彼らを 総称す るネ— ミン 
グは 「おたく」 外になかった の だ。 それ 
は ひとつに 「おたく」 で 呼び 合って いた 連 
中が、 とくに 「おたく」 的 だつ たこと、 ま 
た 「おたく」 という 語の エッセンスが、 彼 
ら 全体の 性格の 表現と してき わめて マッチ 
していた ことが 理由であろう。 そして、 そ 
の エッセンスとは、 中 野収が 読み 解いた よ 


にち る。 


小 林信彥 は、 『時代 観察者の 冒険』 (新潮 
社) の 巻頭、 「情報 公害に ついて」 といぅ 
時評で、 映画 「スター  •ゥォ ーズ」 が 七 七 
年に 全米で ヒットし てから、 翌年 日本で 封 
切られる までに 起こった 情報が 集 熱に つい 
て 語っ ている。 この 映画を めぐって、 深夜 
放送 や 若者 雑誌で、 熱狂 的な 座談会が 企画 
され、 名場面 や スト I リーが 紹介され、 場 
面 解説が なされ、 登場人物 や ロボットの 特 
性 も 詳解され、 小、 中、 高校 化から 一 二十歳 

くらいまでの 人々 がそれ にが グ中 になった。 

しかし、 

「『スタ—  •ゥォ I ズ』 に関する あらゆる 
を 集め 尽くした 少年が、 では、 勇んで 
公開され た 映画を 観に 巧った のかと いぅと、 
どうも、 そうでは ない らしい の だ。 私の 娘 
など も、 あれほど 熱狂して いたのに、 映画 
館に かけつける わけで もな く、 いまや 『さ 
らば 宇宙 戦艦 ヤ マト』 の 情報を 仕込む ため 


に、 あらゆる® 《音楽、 ストー リ I、 名 


、っに、 相互に 人間を 相手に するとい ぅより、 に、 試験の 前夜、 一二 時まで ラジオを 頤 いて 
相手の 知識 •隋 報じ 向かって 話す、 ところ  いる』」。 「彼らは、 一本の 映画に 接する まえ 
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場面) を 仕込み、 その 映画を 〈知って〉 し 
まう ので ある。 従って じっ さいに 作品に 摇 
する ことは、 仕込んだ 情報の  < 確認) 〈襄 
づけ〉 に過ぎない」。 「『スタ I  •ゥォ ー ズ』 
をめ ぐる 大騒ぎは、 情報 社 全が 巧き つく 一 
つの 姿を 暗示して いると 私には 思われる。 
情報が 化 巧して 作品 そのものの 出来 や 質の 
検討は どこかへ 吹っ とんで しまう」。 

これは、 お八 年 セ 巧 十七 日 『東京 新趙 (夕 
刊)』 に 社会 時評と して 掲載され た。 まさ 
に 「おたく」 文化が 沸騰し 始めた 時代で あ 
る。 「スタ I  •ゥォ —ズ」 の 情報 収集 熱を 
支えた 若者の 中む は 初期の 「おたく」 たち 
だった。 小 林 信彦の 言う 「作品 そのものの 
出 ホ や 質の 検討」 が 議論され たなら、 そこ 
には 各人の 個性が、 人格が 反映され ょう。 
お 互いが 「おたく」 でな く 名前で 呼ばれる 
関 儒が を まれた かもしれ ない。 しかし、 「情 
報が 先行」 すると、 「熱狂 的 賛美 や —— 
《中略) 一 1|^情的反発」 (小林) はぁっ 
て も、 お 互いは、 持てる 情報量が 会話に 加 
われる 基準に 達して いるか、 でまず チ エツ 


ク される。 すなわち、 「おたく」 として 相 
手を 対象 化する 関係が 生まれる の だ。 

ルポライタ^ — の 朝倉喬 巧 氏から 面白い 事 
実を 閒 いた ことがある。 朝 倉 氏の 学生時代、 
学生運動の 活動家には 人を 「おたく」 と 呼 
ぶ 癖のある 者が けっこういた というの だ。 
それは、 学習 舍で 幅を きかせる 理論家 タイ 
プが ほとんどで、 デモ や ゲバルトで 活躍す 
る 巧 動 {あには いなかつた という。 おそらく、 
彼らは 相手の 人格では なく、 その 持てる 理 
論と を 話す る タイプ だ 「たのだろう。 

彼らは 当時、 「頭が いい」 理論家して 尊 
敬され、 実際、 高校 時代まで 成績 抜群の 秀 
ネだ つたと 思われる 。知識.® の 収集と、 
理論 操作に 長け た 優等生。 彼は！ 一元 成 品」 (イ 
リイ チ) としての カリキュラムを 消化 させ 


られる 学校 システム にもっ ともょく 洗脳 さ 
れた 者に ほかなら ない。 そこ じは 経験から 
言葉を 立ち上がらせる 知性は 乏しい。 だが、 
六 〇 年 化の 大学生た ちが 物心つ いた 日には、 
まだ 家庭に テレビは なく、 原っぱと ガキ大 
将の 経験 世界が ぁった。 乱暴に 言ぇば、 そ 
こを 模 として 彼らは その 知識 や 理論に、 革 
命 的と か 文学的と かの 価値 付けを する こと 
がで きたの だ。 

だが、 TV と 塾が 原っぱに とって 代わっ 
た その後の 世代には、 経験 や 人生 もまた、 
完成品と して メディアを 通して 供給され る 
知識 や 情報と 化した。 全 生活が 学校 化され 
たの だから それ も 当然の ことで ある。 そし 
て、 「おたく」 活動家から、 韋 命」 が鹏臭 
され、 原 「おたく」 が 誕生した の だ。 


「ずっと 楽しく 暮らして いた いっち や 


じ 段れ 続ける モラトリアム 


全 生活の 学校 化、 偏差値 モノ々 ルチャ—  り、 ぺーパーテストの正解として等価であ 
の 下では、 すべての 知識は 「完成品」 であ  る。 科学 法則 も 公ぶ も 文学 も 思想 も 芸術 も 
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歴史 も、 盖口悪 •美醜と いった 価値観ぬ きで、 
ただ 正誤に よっての み 判断され る® の羅 
列と 化す。 初期の 「おたく」 にはこう した 
i の 羅列に 親しんで 育った 優等生た ちが 
多かった。 

「おたく」 が サブ カル チャ— にお かう とき 
の 視点は、 この 学校 秀才の 視点と 似て いる。 
「おたく」 たちは、 むろん それぞれ 好きな 
作品 や 作家を 持つ が、 そうでない 作品 等に 
ついても 「おたく」 している ジャンルに 含 
まれる U 上は 「フォ ロ—」 し 「おさ、 之て」 
おく ことが 必要 だと 考えて いる。 たとえば、 
七 九 年 創刊の アイドル 「おたく」 雑誌 『よ 
い 子の 歌謡曲』 に 始まる アイドル 「おたく」 
の 世界では、 かつて 恋人の 代用と して 消费 
されて いると 思われた アイドル 歌手たち が、 
切手 収集 か 昆虫採集 のように デ— 夕 として 
コレクト されて ゆく。 そこでは より マイ 
ナ — な アイドル まて 「フオ ロ — 」 する こと 
自体に 意睐が ある。 

こ、 つした、 ある ジャンルの 情報の すべて 
が 等距離に 鳥禪 できる 位置に 自らの スタン 


スを 定め、 晚 価値 的 態度を 気取る のは、 ま 
た、 評論家 や マスコミ 人に 特有の ポ—ズ で 
も あつた。 きわめて 初期の 「おたく」 と 言 
える だろう ミステリ ー ■マニア や 映画 や S 
F の ファンが 好む 「ベスト 如 選び」 という 
遊びは、 ある ジャンルの 作 温を 体に 対する 
こうした スタンスの 象徴と 言えよう。 

この スタンスは、 要するに 「傍観者」 の 
立場で ある。 それは よく 言えば 冷静で 中立 
的で 客観的で あるが、 また 冷笑的で 巧 価値 
ので 無 寅 任で も ある。 「おたく」 の パロ 
ディが このような 情報への 冷めた スタンス 
の 産物で ある ことは 前に も 触れた が、 ここ 
で 顕著な 例を あげてみたい。 

「愛国 戦隊 大日 本」 という 自主 制作 映画が 
ある。 大阪 芸術 大学の 学生 中心の 「ゼネ ラ 
ル •プロダクツ」 という サ ー クルが 撮った、 
アニメ、 特撮、 SF 「おたく」 たちの カル 
卜 •ムー ビ—の ひとつ だ。 これは 「秘密 戦 
隊ゴ レンジ ヤ I」 など 東 映 幼年 向け TV 特 
撮 番組の パロ デイで ある。 巧 容は五 人の 
ヒ— ロー が 変身し 合体して 悪の 組織が 繰り 


出す 怪人を 倒す という 番組の。 ハター ンを借 
リ 、悪の 組織は 魔 城 クレムリンを 司令部と 
する レッド ベアー、 繰り出される 敵は ハラ 
ショ マンを 率いる ミンスク 仮面。 立ち向か 
、っのは、 カ ミ カゼ、 スキ ヤキ 、ハラ キリ、 
テンプラ、 ゲイ シャ からなる 愛国 戦隊 大日 
本と し、 「もしも 日本が 弱ければ/ロシア 
はたち まち 攻めて くる/家は 焼け 畑は コル 
ホー ズ / 君は シベリア 送りだろう〜」 と 
いった 主題歌まで つけた 抱 腹 給 倒の 作品 だ。 
むろん これは ソ連 批判で も ソ連 脅威 論 批判 
でもない。 何 かの 批判 や 風刺に 奉仕す る。 ハ 
ロディで はなく、 ただ 情報の 組み合わせの 
おかしみ が ある だけで ある。 

膨大な it® の 蓄積と 共有の みに 生きる 设 
価値の 世代 だけが こうした パロディを 生み 
出しうる。 を 序列 化し 秩序 づける 価値 
が 失われた とき、 彼らの 関心を 集める 基準 
は、® の 異形 さか 希少 さで ある。 ソ連 侵 
略 もそう だし、 最近では 「おたく」 は 天皇 
ネタの パロ ディを 好んだ。 人肉 嗜 をの 佐 川 
君 や逆颗 射の 片桐 機長、 中核 派な ども その 
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異形 ゆえに 好まれる。 あるいは、 ウルトラ 
セブン 欠番 十二 話 「遊星より 愛を こめて」 
—— ケロイドに 覆われた 宇宙人が 登場し 被 
爆 者 団体から ク レー ム がつき 再放送で きな 

い - .^3、 巽 形 さと 希少 さから コレクタ ー 

アイテム となる。 『ラジオ ライフ』 誌を に 
ぎ わす 瞥察 無線 傍受 遊びな ども、 実利と も 
反体制と も 関 儒ない、 たんに 熙 けない はず 
のこと が 聞ける ゆえの 関心な の だ。 

要するに これらは 皆、 変わつ ていて 珍し 
いから 面白がられる わけで、 なんら 思想 的 
意味 づけは ない。 いわば 「おたく」 の 世界 
には、 伽 値は なく 差異の みが あるの だ。 あ 
たか も、 M  •フ I コ I が 言葉と 物』 で 論 
じた 博物学の 世界 S —— ^ 世 的 秩序と 近代 
科学的 宇宙 像のは ざまに 生まれた 脱 価値 的 
パ— スぺク ティブに 似て。 試験問題が 難易 
度と 配 点の みで 差異 づけら れ るよう に。 あ 
るいは 彼ら こそ、 もつ とも 撒 底した ポスト 
モダニストだった のか もしれ ない。 


が：： r み 遠の 今」 じ まどろむ 

が i 知的 傍観者たち 

❖ 

学校 化 社 全 じよる' 州 正解 化 じよって、 「お 
たく」 は 世界の 傍観者と 化した。 彼の 眼 か 
ら はすべ てが 俯® される が、 彼 自身は すで 
に 世界の なかには いない。 そう 『ベルリン 
天使の 詩』 の 天使たち のように。 社会の 
当事者で ある ことを 自觉 する 協働の 場で 
あった 家庭と 地域が、 学校と 化して 久しい 
の だ。 「おたく」 は 「おたく 自身の 姿を も 
腑颐 し、 パロ ディ 化する。 ロリコン 青年を 
蝴笑 する マン ザを 掲載した 同人 誌は 多い。 
ほかならぬ 「おたく」 であった 案 巧 夫に 

よつ てネー ミン ダされ た 「おたく」 という 
言葉 自体、 差別 語と いうよりも 自蝴語 だっ 
たのでは ないか？ 彼らは 自嘲に より、 自 
分 だけは 自觉 できて いるみ 最惡の 「おた 
く」 ではない、 というを むを 稱る ために 
使つ た T おたく」 は 「おたく」 としての 当 
事 者 性 さえ も 引き受けようと しない。 いつ 
でも どこでも 当事者とは ならない 傍観者で 


ある 彼らは、 認識す るの みで あるから 傷つ 
かず、 経験せ ず、 成長し ない。 

思えば、 これは 近代的 インテリの 原型で 
はなかった か？ 世の中の 当事者と なるこ 
とから 逃避して、 結婚と 就職から 逃げ回る 
インテリ 青年 代 助を、 書を 門 野が 羡望 する" 

「僕 も あんな 風に 一日中、 本を 読んだり、 
音楽を 聞きに 巧つ たりして 暮らして いたい 
な」 {『それから j 夏目漱 ち)。 高度成長と 学 
校 化の 徹底ょ リ 、八 〇 年代は 膨大な 代 助を 
生んだ の だ。 

「おたく」 的 感性が 豊かな アニメ 監督 押 か 
守に、 八 四 年 公開され た 「うる 星 やつら 
2/ ビユ ー ティ フル •ドリ I マ ー 」 か ある 
この 物語では 学園祭の 前日で 時間が 循環し 
始めて しまい、 幾度 夜が 明けても 学園祭の 
多 化な 前日が やってくる。 これは じつは 主 
人 八ムの 少女 ラムの 願望の 現実化だった。 彼 
女の 願暨 とは 「ダ ー リン やお 父 さま やお 巧 
さま や テンち やん や、 終 太郎や メガ ネ さん 
たちと、 ずう 「と、 ずう 「と 楽しく 暮らし 

ていきた いつち や」 という もので あり、 そ 
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れは 要するに 「今と 同じ」、 今が 永遠に 髓 
いて ほしいと いぅ ものである 。学園を を コ 
ミ ケット その他の イベントに 置き換えれば、 
これは、 同類たち と 一緒に 永遠に 世界の 傍 
観 者 席 じ 座って いたいと いぅ インテリの、 
そして 「おたく」 たちの 願望 そのものに ほ 
かならない。 

完成 晶 として 提供され る 0 に 囲まれて、 
r 永遠の 今」 に まどろむ 若者たち。 だが、 
これは 「おたく」 に 限つ たこと では ある ま 
い。 「おたく」 文化が いっせいに 關 花した 
セ〇襄 後半、 ヤン ダ •カタログ 誌の。 ハイ 
オ ニア r ホ パイ』 が 創刊され ている。 それ 
は、 メンズ •ブランドから 音楽 ■峽 画、 つ 
いには 異性との つきあい 方まで が 完成品と 
して 5^ マニュアル 化される 時化の 幕關け 
でも あった。 論文 「"感 的 知性。 が 懐れ た 『斬 
人類』」 が 「ニ ュ— スタン ダ— ド 派」 と 呼ん 
だ 八 〇 年代の 若者の 多数派 も、 やはり T お 
たく」 の 同 世代な ので ある。 消寶 社会と 学 
校 社会に 育まれた 者のう ち、 思春期に やや 
内向し、 それを 知的 プライドで 埋め合わせ 


る 方向へ 進んだ 者が 原 「おたく」 とな 「た。 
そこで 対人 的、 ことに 異性の 眼差しに 向け 
て 外 おしてい った 者は カタログ 文化の 享受 
者と なって ゆく。 同類に のみ 知的に 理解 さ 
れる SF や アニメの 霞と、 異性 一 贩に感 
性的に 了解され る ファッション や 店の 3^。 
どちらも 高度な 環境を ホき ている こと 
には 変わりは ない。 

か 

WW 大衆 消 黄 ぉたくの ぶ 澄 

が 

学校 化の 影響を 強く こぅむった 優等を た 
ちが、 セ 〇 年代 末に 創始した 「おたく」 文 
化は 八 〇 年 化 中期に 入って、 著しい 層の お 
大を 見せる とともに、 質的 変化 も 生じて く 
る。 ひとつには、 初期の 「おたく」 たちが 
一一 十代と なつて、 クリエ イタ ー 、プラン 
ナー 、エディタ— として、 メディアの 送り 
手の 側に 進出して いつた。 これにより、 徙 
ホ、 「おたく」 たちが 同人 誌な どで サブ カ 
ル チヤ— をべ I スに 展開して きた 活動、 パ 
ロデイ や 用語 辞典 や 資料 インデックス など 


が、 それ 旨 体、 雑誌 や ムックの 記事と して 
商品 化される ようになる。 そして その 完成 
品を 享受す る 二次的 「おたく」 が 生じる。. 
論文 r 感的 知性。 が 優れた 『斬 人類』」 が 
言う 「内向的 モラトリアム 派」 と 「感的 知 
性 派」 との 分離 もこの あたりの 変動と 関連 
づ けられよう 。二次的 「おたく」 は、 自ら 
主体的に i の 収集 や 整理 や 読み 換えを 試 
巧 錯誤して ゆく プロセスが 謂い 分、 原 「お 
たく」 よりも 知的 クリエ イテ ィブ 能力の 訓 
練に 欠け、 絶え間ない 情報を ただ 享受す る 

のみの 受動的 マニアへ と レベルダウン する。 
アニメ セルに 殺到す る コレクタ I や 内容よ 
リも CM 抜きで を 話 収録した コレクション 
を 誇る ビデオ 完録 マニアな どは その 典型で 
あろう。 原 「おたく」 でも、 アクティブに 
活動し、 その 好奇心を ヴァイ タルに 新しい 
分野に 広げて ゆく 者は 「感的 知性 派」 へと 
脱 あし、 少年 期に いつまでも 留まろう とす 
る 者は 「内向的 モラトリアム 派」 として 淀 
んで いった。 

八〇年代中期：^降の 「おたく」 現象の変 
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容 でもう ひとつの 顕著な のは、 少女 「おた 
く」 の微 増で ある。 現在、 コミケットの 参 
加 者の 八 〇% が 「キャプテン 翼」 「聖闘 ± 
星 矢」 などの アニメ •パロ ディに 熱中す る 
少女たち である。 八 二 年頃は わずか だが 男 
性の ほうが 多かった。 いわゆる ロリコンを 

中必 とした 同人 誌が ブーム だった 時代で あ 
る。 それ：^前、 セ〇年化は少女マンガ. 
ファンの 少女が 化 割を 占めて いた。 しかし、 
コミケットの 参加者の 総数を 考え 合わせる 
と、 総数 七 百 人だった 第一 回の 化 創から、 

八 二 年頃は 一で 五 千 人の ホ 数、 そして 現を 
は 十数で 人の 八 割と なり、 少女たち の 急増 
ぶ りが 伺えよう。 さらに コミケット U 外の 
同種の ィベントは ほとんど 少女たち で 埋め 
尽くされ ている。 それに 比べて、 男性 「お 
たく」 たちは、 八 二 年 当時から さほど 増え 

ていない。 

この 差を どう 考える かで あるが、 ひとつ 
には、 男 ホの 労働を 件と いう 社を 的 背景の 
反映が 大きい と 思われる。 八 〇 年代 前後に 
かなりの 督 をぶ していた ロリコン などの 男 


性 r おたく」 たちは、 「煙 的 知性 派」 として 
クリエ ィテ ィブな 業界に 入らな くと も、 が 
リ しも 労働 需要が 急增 していた コン ピユー 
夕 業界な どに 吸収され、 ある 程度 その 個性 
に 見 あった 形で 就職して、 「おたく」 的活 
動の 一線から 遠ざかって いった。 そぅでな 
くと も 男性で あれば、 就職 じょり なんらか 
の 部署を みえられ、 社を 化の 機会を 得る 可 
能 性が 高い。 

これ じ 対して、 本来、 男性 ほど 偏執狂 的 
な 情報への 知的 设 頭を 見せず、 自ら 「ミー 
ハ I 」 を 自称す る 場合が 多い ょぅに'  一種 
r 追っ かけ」 や 「親衛隊」 に 似た 熱狂を サ 
ブ 々ルチャー に対して 見せる 少女 「おた 
く」 たちは、 女の子 同 ± の 社交の 蠕と して 
「おたく」 的 ィベント やサー クルを 生かし 
つつ ある。 彼 ホら の 場合、 就職 や 結婚に 関 
わらず、 「おたく」 的 活動 や 人間 関 儒が 続 
く 蠕 合が 多い。 それは 現を の 男性 中、 む 社会 
では、 就職しても 職場に 自分の アイ デン 
テイ テイを 見つけられない 若い ホ 性たち の 
現状の な峽 とを えられよう。 


消 贊社舍 と 学校 化の なかで、 膨大な 若者 
たちが、 十 年 U 上に わたる モラトリアムを 
享受す る 社を。 男性 「おたく」 の 就職に よ 
る 社会化 や 女性 「おたく」 の增 加を 見る と、 
ここに こそ、 「おたく」 を 生んだ 巧 体が 衣 
る ことが 見えて くる。 

モラトリアムを 許容す る 規範な き 豊かな 
この 社会が 綿く 限り、 若者 文化は 「おたく」 
性と 無縁では ありえない。 

しかし、 溢れる 商品を 追う ことから、 そ 
れを 用いての 表現と 参加を 模索す るよう な 
若者たち の 最近の 傾向 —— バンド や 演劇へ 
の アマチュア 的 志向な ど — ^^たパ ソ コ ン 
ネットな どの メディアの 浸透を 見ても、 
「おたく」 文化の 内実は 変貌して いかざる 
をえない だろう。 その 可能性を 予測す る こ 
とは 困難で あるが、 「おたく」 が、 ある 社 
会 史的 必然で ある U 上、 若者 文化の そして 
彼らの 担う 社会の 将来が、 ポスト 「おたく」 
という 视点 はきでは もはや 語りえない こと 
だけは、 どうやら 龍 かなよう である。 
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•成が 大巧な リ さわ •だいす け 
化 ザが 东都 生まれ。 エロ 木の お 小編 樂 プロ 
ダ クシ ヨンを 経て、 フリ— ライタ） 兼編裝 
を。 5^ か 『ファミコン 必勝 本」 (小れ) で 
视带中、 ミ ック版ゼルグのた説亡小れ) 
など ゲ—ム コミック も 手がける。 

參 古！ li 健 二 ふる U し •けんじ 

说 年が お郎化 まれ。 W 治 人 学 政治 緒ぶ ザ 部 
平。 フリー ライタ ー 。今间 、「アイド リア 
ンの 取れは、 感卽 の述锐 だった リ」 と： 说 る。 
化莫じ f ザ •中学が 帥 j  r 火 学の 术控 (別 
腑 ぶな W、 加ぃ 互な どが ある。 おたくの 做 
巧 じ ハマった 一人。 

参 永江朗 ながぇ-  あきら 
’郎ザ 化 おぶ 化 まれ。 な政乂 ぶ义？ ゾ部 巧ぶ 科 
中。 巧が 两が カンカン ポア、 ぶ 巧 ROX の 
リブロなどのぶお狱巧を紐て、 3^1^^フリ|。 

『巧义 化』 などで 化版萊 がの ルポを 巧な ぅ 
はか、 SM 雑 諸で 迸贼。 

参 松 田融妃 まっだ •ゆぅじ 

’S 年 おぶ が 化 まれ。 巧记学 お大节 法学が か 
铅 中。 り刊 『ぶな』 の ライタ I を 給て、 お 
が 才—ト バイ 雑誌の ライタ— 廉お染 お。 わ 
たく ライ グ ー の 巧 贿を唤 く 昨今。 

参 米沢嘉 博よ ねざ わ •よしひろ 
胡 ホ 能苯お 化 まれ。 コミック マ— ケット 化 
を。 評論 {み。 新 巧 「2B 弾と が 玉 戦を の 
り々」 《絶版) 『マン ガ化 評宮可 口」 《編 舞. 
亚紀 著； 巧)、 少女 マン ヴぶ インタビュ— 集 
『スピ I チ バル— ン パレー ド」 (河 化莖 巧が 
社) はか。 

参 中 森 巧 夫な かむ リ •あきゎ 

饼年 一二 安： おを まれ。 明大 中 巧 尚が 中ぶ。 巧 
V 誌 「が 京 おとな クラブ」 姥 巧を 経て、 ラ 
イタ— に。 紫 巧 r 来な トン ヴ リキ ッズ」 (小 
社刊) 『おしやれ 泥 梅」 (マガジン ハウス) 
ほか。 


♦± 本 亜理子  つちら と •ありこ 
和 年が ぶ 都 化 まれ。 嫌 誌編樂 おを おて がが 
フリー ライタ I。 今时は 婚现や リロり コン 
の 取材を 強制され 「これは 編 化 おによ る レ 
イプ だ」 との お 苗を 巧す。 ぉ鴻が じ 『一一 下 お 
なか- 13 かって わきたい を 親 ケア J 《りな 
ホ— ム化 版れ}。 

♦巧 田 尚 ふじた •ひさし 
饼ザ秋 W が 生まれ。 E 十 綿 出 人が ホ。 ホが 緒 
巧 氏な どと とも じ 問 人 f ぶか；： J を 糕てコ ミッ 
クマ I ケット 削ぶ 側に 閱 わる。 がか、 週 
刊淹 む』 じ マン ヴげ 論、 『SF マヴ ジン」 

じ 映！： 紳を 述臟。 

套上巧 千 培 子う ぇの •らづ こ 
，ががなル化牛まれ。 お靴人が义？ゾがホ。 9^ 
か、 おがが 带人节 肋 か 巧。 巧ぶ に 「女は 化 
がを救えるか一 ^^というげ楽」 《いずれも 
卵 巧 巧： が】 『女 遊び J (ザ 隙ぶ が) 「セク シィ 
ギャルの 人 研究」 《化 义れ》 『ス 々—卜 の •下 
の 卿媒」 《•例 化れ ぃ がが か) など。 

♦千 巧 光が せんの  •みつろう 
胡 年 帥を 川 化 化 まれ。 フリ— ライタ—。 幻 
が 义夕姊 論な どを ぶじ 执 巧。 

•を 上 ま 身い わか A  •やすみ 
補が が 央が化 まれ。 Y 綿 W 乂啼 がな 巧が が 
す。 r 文教 おが j 「Numberj  j •エス ク 
アイ ヤ」 などで ルボ ライタ— として 巧撕 中。 
共が ぶじ r おぶ のへの お 倍」 《小社) など。 
参拼山 巧ます やま •ひろし 
饼ががぶが化まれ。 够化乂华中。 3^化、 巧、 
映 化と 巧ぶ、 コン ピユ— 夕を統 なした 新し 
い メディアの ディレクタ— を ぉがす。 編 我 
に 『TV ゲ —ム」 《UPUK お^じ 『ぶ 脳 
都 化 感党」 《NTT 出版)、 ファミコン ソフ 
卜 じは 『オト ッキ JJ などが ある。 

♦巧 上 巧 I  かわかみ .りょうい ち 
が 年 柬お都 生まれ。 来ぶ 乂夕経 巧ぶ 部 ホ。 

が 役の 中 rv 巧が 帥。 化 ハが に 『义 化と しての 
学校」 化ぶ 館)、 『ザ •小ぶ お 帥」 「ザ- 
中学が 師 〔プロ 巧師 への ステップ〕 編」 『ザ 


•中半が 帥 〔がを がげ する やりかた〕 編 J 
(別盼 ぶな W、 巧 >。 

•みうら じ ゆん 

饼 がぶ 都府 牛： まれ。 ぶ 谦巧类 術乂半 デザィ 
ン 科す。 诞 一: 家。 牛、 ハニワ •々エルな ど 
の キャラクタ J で 独む の 化 巧を 描き、 また 
それらの グッズの コレクタ— でら ある。 

「みう ジャン」 《パルコ 化 版) 『おぐ るし い 
はど楚 されたい」 《满 談れ) はか 游带參 な。 
♦朝を 巧 司 あさ くら •きょう じ 
ザ 巧 か W 生まれ。 早禍 W 乂学义 学部 中 お。 
化邪紳 論ぶ、 ルポ ラィタ— として 巧挪 。さ 
まざ まなが かを 追い 觀け ている。 『化 耶臘 
お W」 《巧 巧 巧が) はか 巧ぶ 多な。 

•井简 III が いづっ •さぶ ろう 
说ザ がが 抓 生まれ。 な 巧 中 お 後 おらく 脚 お 
か 巧を ぶる。 化 巧ぶ 『レトリックの 本」 『珍 
阁 •就 J 『みんなの 文が か奎」 『が 神 病を かる 
本」 《刖 肺ぶ れお 、別、 別、 蘇を)。 

♦小 浜 巧が こはま •いっわ 
♦がが神ぷ川5^化まれ。 愤巧凹立大が.尤学部 
帝。 がか 一^て わリ あ」 お牢 。巧 お 『学校の 
おみ 夕の ためじ J 「み 化と しての 平 ども JPT 
能愧 としての 秦 族」 『巧が 錢く アグネス 論 
み j  (いずれも 人 かぶが)。 

♦巧 巧 巧が かわ うら •ひでとし 
说年 山が が 化れ。 ザ滿 W 火が 巧 二义 がが 中。 
サラり— マン 化 巧を 経て、 一二 十 蘇 じして ル 
ポ ラィタ— となる。 がか、 ビジネス 閒述の 
記 一;^ を 小心 じ 迎刊茲 巧で 巧 動 中。 

参 ま 巧 通 巧 あさ ば  ■  A ら あき 

诚年帥 浆川供 化れ。 ザ觀 W 大学 法学部 ホ。 

「みえない 乂夕本 細」 お宰 。今回は 「わた 
くの すぐ 麟リを 化き てきた、 巧ら の 世 化 性 
を 時化の 中で 化 お づける 作業だった」 と： 热 
る。 巧 巧 じ 『ニ セが 化 マニュアル •ぶが 
編 J  (祕削 巧 お) ほかが ある。 


同時代の 知的 フイー ルド ワーク マガジン 

別冊を 含 

因 新版 •道具と しての 英語 

圧! 全都 市 カタログ 

学校 英語 M よを く 異なった ネ见 点か 
ら、 生きたち 語 世界に 読者を 案内 
する 々革命 6 おら 語を ホ ド 普"。 

1 

都巿 生活 著に とって 必要な ものを 
ュニ ークな 視ち から 微底が J に 追ポ 
し た 知的 シティ •カタログ'。 

圧) おんなの 事典 

臣) 目 ODY の 本 

かが' 自立して 化き るた めの、 女た 
もに よる、 女た ものた めの、 巧た 
ものた めの、 女の 本/ 

からだと のが 話で 自分を 知り、 自 
がの 巧の 一部と して 人 削を をえ る 
東洋の 英知に 茲づく 身体 节 命。 

回 性 裕の本 

も ラ ひとりの 自分に 出会 ラた めの マニュアル 

回 女と 男 

むかは どこから ホて どこへ 巧く の 
か —— 。 '恍 格を 手がかり に现化 人 
の アイデンティティ を 探る。 

性の 本な とは？ 結婚とは？ 役 f  1 份 
姐とは？ 切実な テーマ を 新鮮で 火 
胆な 問跑 を; 識で捣 る/ 

因 道具の 本 

丘) 仕事の 本 

ライフルから のこぎりまで、 •旨 •険 
i 遊びの ため の 道具を 体系的に 網 
羅 した 道具の 節辆鄉 :。 

か: がを 逝 しての 人間 お] 係の 四 被を 
切 壁す る 現代人に 峭る 函期的 な 仕 
が 論。 

四 都市 探 檢入巧 

回 女の か だ 

夕 のた クシ ャリ ティ グラフ ティ 

米 おの 都市 探検 作戦を 堂 傷; な 体験 

に 基づい て f 云す 受 する 励 期 的 マニ ュ 
アル。 

かのから だに 閱 する 具 本が; な女拂 —r 
の 知 誠を 織り込み、 かが のびやか 
に 生きる ための 方法を 考える。 

回 ライス •ブック 

こめと 日本 文化の かかわり 方、 こ 
めから 見た 日本 おな ど、 こめ 文化 

回 みんなの ライフ & 

ワーク カタログ 

99 人の 仕事の 現実を 納 1  未樹裝 な 職 
業 案 巧で なく、 生身の 人間が 語る 

論を 縦横 無が に 展開。 

本音で つづら れた 仕事 論。 

四 道具と しての 英語. 

回 マンガ 論争 

会話 編 

英語の 核になる 850 語の ベ イシ ッ 

のらく ろ 3 化 •代から クロス- 才一 

ク •イ ン グリ ッシュ と、 状況 創造 

ノ  で一 世代まで、 を れぞれ の 甘く ほ 

型 学習 法 じよる 英会話の 本。 

ろ 苦い 同 たの ノ スタ ルジー。 

書店 じない 場合は 当社まで お問い合わせ 下さい。 巧 03-3234-4621 《価な はずべ て おを みです。 


別冊 输 


1 回 精神 世界 マップ 

圆 夢の 本 

1  人類の 歴 おとと らに 古ぃ ホ カル 

卜= 瞭れ たかの 系譜に、 水 ホを 生 

1  き る 立場から 化を あて 総 展望ず る。 

ュン グのカ 、法を 武器に 夢の 不思 、議 
に 挑。。 コ ンプレ ッ クスから 自分 
をが 巧 欠す るむ めの マニュアル。 

励 現代 思想の キーワード 

1  科学の 知から 神 新 や滕術 の 知の 锁 

分まで、 文明 牵云換 期の 知の 流 僻を 
现 解ず るむ めの 思想 州 郎辞化 。 

の 決定版 •知的 ト レーニング 
の 寺 支 術 

j-  知力を 白 己 鲜絲碟 ずる 作業 = 職 人的 

系 色 版  ホ 仕事の が (み 重ねを、 段階 的に 記 

述し 体系化し た 知の 錬金術/ 

画) センス •パ ワー 

1  センス- エリー W こなる ための 

1  [感性 S レーニングの 技術] 

感性の 党派 性が 火花を 敝 ら す/セ 

1  ンス •エリー ト になる ための [感 

1  性ト レーニングのは 術] 

四 文章 スタイル •ブック 

ちょっと しゃれて 雲く ための 
初級 修巧学 講座 

流行作家の 义 体から 新聞- 雑誌- 
広ち ニコ ピー まで、 もよ っ しゃれ 
て诺 ••くむめ の 初級 修辞 ザ 講座。 

回 ァジァ •太平洋 

[蔡 想す る 旅の ガイドブック] 

環太平洋に 広がる 跡々 と ザな に、 

口 本人の 爛 おを 求めて、 閣 巧を 越 
えた 旅、 第 王の 旅に かかけ る。 

四 街を 耕す 本 

位 •統 的な ノぉ活 巧 術と 対! 煎、 を 節と 
とら におき るは 術を 英践 的に、 力， 
つ お 用 的 じ 集め た 保が 板 0 

图 道具と しての 英語. 

読みず 編 

英語を 読。 の 力に 皆 ホ だと 思って ぃ 
る 人に 捧げる、 ムダ なく 普 労な く 
與語力 巧を める 画期的 ホ引错 / 

画 アウトドア 学紛呈 • 

な 術 編 

巧を で ’1 央 適な アウト ドア •ライフ 
を 送る ための ベー シック- テク ニ 
ックを 撰 富な ビ ジュア ルで 解 ん 

画 メディァの つくりず 

1  ずぐ じを 立つ 編集- 巧 刷 八ンド フック 

圆 レトリックの 本 

編 樂お術 力 ，ら 製本まで、 ミニ メデ 
ィ アイ 片ウ の 全 エ鞋を 傲 底 的に とき 

1  あかした 完全: マニュアル/ 

义 扉に 生命を かきこめ / 概恶 文を 
恐れるな/いま、 らっ とら 過激 n：' 
新しい 発想の 作义 術の 本/ 

应) 新* い 、道具の 本 

ちょっと 変わった 夕寺 新ぶ を 使った 

1  ま 島が な！: 具の スー パーマー ケット。 

道具た も の 地図を 塗 り 力 •える 一邮。 

网 機械 オン チ じ 捧げる 

ノ 、〇 ソつン •ブック 

槪 が- 電気が 嘴 手で む コン ピュー 
夕は 使える のた、、。 义イ 1:^ の强孤 お? ミ 
コン ピュ ータを 裸に する/ 

函) 映像 メ巧ァ のつ くり 巧 

1  映画、 ビデオを 中心とし む 映像 作 

1  品の つくり 方 力 《具体的に 理解で き 

実際に 応用で き る マニュアル。 

画道 具と しての 英語- 
テキスト 編 

200 を 越え る バラ エティ に 富んだ 
文 草で、 英語と 友達になる ための 
新しい 英文 スタイルブック。 

書な じない 場合は 当社まで お Pfl い 合わせ 下さい。 巧 03-3234-4621 を 価 宿は すぺて お込みです。 


別冊^ 


答えられない あなたの ためじ 

科学 読本 


身近な す 思議の 数々 から 科学は 術 
の 最先端まで、 愉 かで 納借 できる 
科学^ ミ術錢 巧 箱。 


图 みんなの 文章 毅室 


菩 くべき 原保驗 を 何ら らむ ない 世 
化に 送る、 もょ っと 風ぶ! わりむ 义 
辜を 普く ための マニュアル お。 


励 アメリカを 読む 本 


四 珍 国語 


多 お腹の お 地と した 义イ ヒ、 ビジ 木 
ス、 政治、 ア ート、 アメリカを^ 
っ とおるた めの エッセイ 公 ボイド。 


がわる 側には ショックを、 教えら 
れる 側には 笑いと 共感の 渦を 卷き 
おこす 国 言韵巧 4*。 


画雞想 トレーニング' の樹 ポ子 

リラックス しで 発 巧す るた めの 実践的 ガイダンス 

しん どい 「主 か 的 発想」 から の 解 
放め ざして/ リ ラックスして 猪が、 
する ための 藥お乳 勺 力'' イ ダンス。 


^ もっとし なや かじ 生 きる ための 

^ 東洋 体育の 本 

身 休に 間いで 呂分 でつくる 健康 ま 

しなやかな' じ、 とから だを ちて るた 
めじ。 力 >ら だに 峭 いて 白 分で つく 
る 健康法の 具体的 レッスン 架/ 


タブーと 常識に 挑 栽す る 

凹 日本史 読本 


回 会社の 本 


髓 也は 進 かしむ い。 巧 化する だけ 
だ。 タブーと 常識に 挑戦し、 11 本 
史を理 ••き かえた 火 肌 か! 的な 本。 


励 道具と しての 英語- 
やり 皇し編 

英語を やり 直す むめ の 新しい 絶が 
と-が 去/使える 英語を ものに ずる 
総合的 白 己 学 巧 マニュアル/ 


回 10 曰 間の ハングル 

気になる〕 S バの いちばん 歷 しい 入門 塞 

無理ない 10 鬥關の カ リキ ユ ラム 
で 学ぶ、 ハングルの 擁ら やさしい 
入 巧: 裳。 力 七ット テープ 別ろ 巳 


fTTl わかりたい あなたの ための 

^ 現け 思想 •入門 

サル!- ルから デリダ- ドゥ ルーズまで 
巧の 最前線の 完を 見取 図 

現代 思想の 間 題と は 何 か？ サルト 

ノレ カ  >ら テ、、 リタぐ • ドウ ノレ —— ズ 、まで、、 

かの 最前線の 完全 見取が]/ 


四 東京で 妻 ごと 史 

1945-1985 

間 ボカ •ら ポスト モダンまで、 40 ザ 
關の 東-京の 様々 な 事件を コラ ムお 
式で 綴る、 新 東京を 0 


をネ 上と いう 謎に ミ 蹄ち た 不思議 1 化 •巧 
を 旅する た めの 旅む •ガイドブック, 
をれ ッアー の 案内 帯/ 


西) 朝鮮 •韓国を かる 本 


隙の 国が 見えて くる/ 


隣邦で ありながら、 視野 外に わか 
れが もな 朝鮮 •锦閣 を、 等み 火の 
サイ ズ 'て 巧を 解す るた めの 本。 


四 脳 カ トレーニンク、' のな 術 


脱を 「体靑 J してやろう /爆発の 
潜な 力 を 秘め た 脂 i のノ タワーを を閒 
する むめ のが 系 的な 訓練 法/ 


回 道具と しての 英語 
しくみ 編 


ここ 力ぞ 分力， れ^ (吏 ミら 副 則 ま 分力  >る r 矣 
語な 田を の 核心 点で あ る、、 しくみ" 
を わかり やすく た; •すます る 本。 


^ 人間 •宇宙 •精神まで 

進化論を 愉しむ 本 


大瞎物 時化から 境 化 進化論の 最巧 端までを 売 全 収録/ 

これ 一冊で 7で 蕾 鏡の よう にを 化に 
とんだ 進イだ 倉の 全貌を つかむ こと 
カ ミで きる/ 


書店 じない 場合は 当社まで わ 問い合わせ 下さし、。 003-3234-4621 《価 巧は すべて 说 込みです 


別冊 础 


自信を もちたい あなたの ための 

U イメー ジ生 產の 拔術 

イメージ ザつ かめない、 つくれない、 伝わらない、 
伝えられない 人に 磨る ワーク フック 

イ メー  ジの ソフト ウェア 66 のプ 
ログ ラムを、 超 具体的に マニ ュア 
ル 化 

柳 田 国 男から 山 崎 正 ネロまで 

公 J 保守を 動 思體家 t こ 学ぶ 本 

I 

柳 田園 男から 山 崎 正 和まで、 テー 
マ另リ 編集で、 ポスト 近代と 化ず 思 
想の 最前線を 探る/ 

cn  i 初めての ト レーニン グ •ぺー パーお 式 

^ ハングルの 綠習 問題 

を 要 単語と 実钱 的な 例夕が マスターで ちる 

协じ 、者で'  もす ぐ 始められ、 ま た 心 
得の ある 人は 自分の 実力 力 巧 僻 思で 
きる。 カセット テー プ另リ '充〇  1 

四 道具と しての 英語 
基礎の 墓ち 楚 

、、メアリー ポ ピン ダ" を ガチガ チ 学 
校 英語と なめらかな 訳で' 対照、 英 
語の 構造を 立体的に 示す。 

ド；^ わか りたい あなたの ための 

^ 現け 思 獲 •入門 II 日本 編 

畜本樓 明から ポス S  •モ グンまで 時化の 巧の 完を見 お 固 

日 本の 思想は どう 巧 わった のか？ 
吉本隆 明か ら ポスト- モタ ''ン まで 
時化の 知の 完を巧 取 図/ 

旺 1 東京の 正体./ 

あるいは f 巧識 / 権力の 系譜 学 J にしで 
近代の 言説 じよる 「索 京 経験 案内 J 

ぶ 化 百年の 文学を 通 して 作られる 
「洋: お という 総 験 J の 系図/ 「斩し 
い」 都市で あり 統 けた 東京/ 

图 ジャパ ゆ乏 さん 物語 

励 精神病を かる 本 

f 巧 気と 理性 J をめ ぐる あなたの まな だしが 変わる/ 

ジヤ ハ。 ゆきさん をめ く、、 る さまざま 1 
な 物-旨 昏 を、 巧 力! 巧がん インタビュ 
— 、 手記な どに よってを 公關 / 

梢ネ かちと は 何 か？ 精が 懐 学の 知の 
体系に 批判を 加え、 人關の 「ミモ 気 
と 理性 J じついて 考 •察する。 

励ヤク ザと いう 生きず 

学校 力を わなし 领と 子の ための 

^ 学校に 巧 かか 、進学 ガイド 

極道の 力の 源泉は- ボ段 化を のが •野 
の 外に ある/都市の 底に 楼む 興た 
ちの 生き様と をの 尖 態に 迫る/ 

今の 学が はい や だ/どう していい 
カホ 苗んで いる 親 t 子の ための 藥際 
に 使えて 巧に 立つ 情報 ソース / 

画 国鉄に 生きて 乏た 

鉄路を 愛した 男たち の 自画像 

固 鉄を 科 本に よって 私た も は 1W を 失 
〇 たの か？ 鉄路を をして きた 巧た 
もが 自らの 巧 声で' よ 巧く 自 歸 像/ 

图 道具と しての 英語 
を 頭* 編 

これ ま での 巧譜理 を 一変させる 
> 英义 四つの 型" 論で、 巧: •語が 自贴 
白 化に 誦せて 普け る/ 

励 恥容所 社会 •ソ連 ( こ 生 多る 

ナ マの 黃で 綴る いま ロシア 人で ある ことの 悲劇 

ソ ビ エト 体制 下の 普通の 人々 の 化 
活を 通して 明らかにされる、 いま 
ロ シア 人で' あ る こと の悲 J 創/ 

励 思想の 測量 彿す 

あるいは 近代の 言悦 じよる 「記号 経験 案 巧 b じして 
f 知識/ 權 力の 系譜 学」 

现化 思、 賴 への 泌卜で たる 異議 申し 立 
ての 善。 フー コーの 「言 榮と物 J の 
償 業の 曰 本 版 t も 言える 

圓 自民 觉 という ぉ惠 

曰 本 的 政治力の 研究 

自民党とは どんな 政党な のか？ 人 
事- 政策- 組織の ミつ の 軸から、 

日 本 的 保守 政治の 核心を えぐる。 

四 道具と しての 英語 
言い まわし 編 

鮮度 10 0% の 生きた 英語で、 アメ 
リ カ 英語の キ マリ 文句を マスタ 
—/ 英語の 表現力を 豊か じする/ 

さ 巧 じない 場合は 当な まで お P。 うい 合わせ 下さい。 巧 03-3234-4621 価格は すべて 税込みです。 


別冊 输 


团 女を 愛する 女た もの 物語 

日本で 巧め で/巧 4 人の 証言で 綴る 
レズ ビアン レポ ー S 

レズ ビアンた もが 語る 悩み、 苦し 
み、 喜び。 234 人の 証言に よ るネ 乃の 

レズ ビアン • レポー ト / 

应 j ミステリーの 友 

ミステリー クル X になる ための メニュー 1D5 

ミステリ ー通 力 《贈る、 エツ 七イ形 
式; の ミステリ ー 小説 徹底 ガイド。 

ミ ステ リー グルメになる 本。 

励盛リ 場の 資本主義 

悪場 巧と い ラ 欲望の 経ち 人類学 

盛り場に 咲き ほこ る 〈いかがわし 
さの 経済 >  力す もつ 磁力の 秘密を 解 
き 巧 かす、 欲望の 経； 巧 人類学/ 

圆 道具と しての 英語 
英語で 雜談編 

〈を 分の ゎ しゃべり  >  を 英語です る 
ための 本。 身近な 30 の 話題に、 ふ 
だん 着の 英語 表 つき。 

励 新い、 韓国を おる 本 

猩 進ずる 隣国、 その 政治と 経済を ど ラ 読む か 7 

躍進す る 隣邦、 をの 政治と 経済を 
ど う 読。 か？ あらゆる 角度から み 
た、 現代 憐 闆の夹 力と 将來。 

回 エイズの 文化人類学 

f エ イス 現象」 を ど ラ 読む か 7 

さまざまな メタファーを 身に まと 
う 社を 壬 見 象と しての エイ ダを テキ 
ストと して、 現 f- たを 言を み 角を く/ 

四 ザ •中学 ま支師 

休 思 端の 国の や 字 巧〉 じ 棲 看す る 
t ン セイたち の あ 0 のま ま 

中学 ぞ姐 がり •舒妙 な 化 態を、 具体の 

な エピソード を述じ て 具り 巧 かこ 揣 
きかす、 王ぶ 場 持: 送、 素を かひ 巧: 師 •/ 

应) 道具と しての 英語 
細 辞典 

英和辞典では わからな い 言 架の 二 
ュ アンス、 英 韻を 明の コツ を、 英 
米イ 1 で 家から 治：: すを 学び とれる 辞典。 

圓ザ •新聞 

「病める 臣 人」 の 九) レ テを 公開ず る 

いま、 新 脚の どこが ど う 化ぃ の 
力、？ 「メディ アの 帝王」 「病める 巨 
人」 の カルテを を公關 する。 

わか りたい あなたの ための 

凹 現 巧 美術 •入門 

がま 巧から ノ  \イ テク • ァー K まで 
境 化 ァート の 完全 朝 S 図/ 

印象派から、 シュー ル レア リズム、 
ダ ダ、 ハイテク- ァート まで、 明 
化 ァート の 完全 見取 図/ 

图 競馬 コー フン 読本 

直線 いっさの おちし ろ さ/ 

圓 楽い、 俳句 生活 

「読み かつ 詠む J ための スタイル •フック 

照、 綺 ホ、 腐舍 、馬を、 牧場、 血統、 
予想、 必勝 法な ど、 锐與の 魅力を を 
てみ せる、 フアンに 送る 本命 本/ 


近く て 速い 俳 巧の 世界への 入門 普。 
まったく 新しい *1 をみ 力  >  つ 詠む‘」 
現代 俳な スタイル •ブック。 


四 ホテル 物語 

ホテルは 都市の 劇場 だ/ 

世相を 映し出す 銳、 ホテル、 をの 
多彩な ドラマから ビジネス ま での 
華 魔なる イ ン サイド- レポート。 

圆 「モタ ン郡市 解繞」 読本 

あるいはぶ 化の f 知覚 J を横骄 する 
r 知識/ 複 力の 系譜 学 J 

来 京と ぃう 近代 都市のを 間と 近代 
円本 人の 知覚が どのよう じ 形成 さ 
れた のかを ネ見党 資料から 巧鸦 f 〔する。 

迎ザ •中学 毅師 

[プロ 葦文師 への ステップ] 編 

人は い 力， に して プロが 巧 巾‘ になる の 
力 >? 学お^と いうが け 旁を 化き 躬 1  くた 
めの、 教師の サバイバル •ブック。 

回 新い 、ソウルを 歩く 本 

ソウルっ 子ち 巧らなかった ソウルの 真実 

写 黃とイ ラス トを屡 区 使して 1 背る ソ 
ウルの 偉を と 人々 の 載 活义化 案 巧 & 
旅ず る 人の むめの ガイ ド ブック。 

舍巧 じない 場合は 当ネ 生まで わ 問い合わせ 下さい。 S03-3234-4621 * 価格は すべて お込みです 


別冊^ 


励 道具と しての 英語 


巧 


胸、 、つぱ V 、の 形容詞/ 

5000 の 形容詞を 読みやすい コラ 
ムで 紹介。 同時 化の 英語を 統 み、 
人と 違う 言い まわしが できる 本。 


わか りたい あなたの ための 


経济学 •入門 


世紀末 キッ ズの ための 

^SF7 ン ター ランド 


2 州 L •紀嚴 後の カル チヤ— トレンド 
SF で 遊ぶ/サイ パ、ー パンクを 始 
めと した ASF の 現場 鄭告 "。 


师 推進 か？ 寐巧 か？ 

*^決を版原発大論争/ 


織る 学の 誕生と 展閒、 觀處 理論を 
々かりやす く 説き ほぐし、 90 年 化 
への 展望を 探る 画期 のな 入門 酱。 


画 楽屋 裏の テレビジョン 

ブラウン管の 向 こ ラ 側の ずつ たちんだ/ 


テレビの 圏の すった らんだを 才一 
ル  ロケ/  TV 雑誌では 絶タ ホに 説め 
な い ブラウ ン 管の 輿 側の 巧 詩 曲。 


画號馬 :っ もぎり 読本 


大外強 巧の 大 迫力 


，码と レ ー スじ I おする 訊 越、 焼 •巧 じ 
間 わる 人々 の 話題、 かいち ばん 気に 
なる 辄鹽 など 税 •馬の 辅跑が 26 本。 


励 現け 文学て、 遊ぶ 本 

現 化 文学を わがまま じ 読み 
勝手に 楽しむ ための やり方/ 

日本 編 •作家 51 人の 巧: み莖、 海外 
編-  42 か 齒の义 が: 事悄な ど 現代 义 
学カ ミ あなたの A 遊び道具" になる/ 


函) 大学の 事情 


、、みの H 本 f だ' の 苦心の あれ こ れ から 
づ ぞ巧巾 という を! な 辛莲ゴ もり ネ及 いん— 
まで、 こんな^んで す渠 顔の 大学 C 


回う わさの 本 


四 


都市に 乱舞す る異事 奇聞 • 怪談を 
読み 解く 試み/ 

語られた 物語と 語りの ネット ワー 
クのネ 衾 証. を とわして、 都-がの らう 
ひとつの 祝に 肉迫す る/ 


もっと 巧りたい あなたの ための 

天皇制 •入門 

天皇制 研な の 厳が 成果に 6 つの お 
座から ア プローチ。 200 州！] 勺ち 璧リ 
スト 付。 天皇制のを てが わかる 本。 


電力を お: の 巧 部 資料に、 反 原発 派 
の 論を 力ぞ 、巧 全 性" ^ 化 射 能" A 経濟 
性" な ど 20 のが 立 おで、 総 巧 解/ 


回驾世 死にず 事情 

死と お 葬す とお 養を めぐる 曰 本人の 現を 


<巧>  という 窓 力 >ら ニ ッポン 人と を 
のれを の 変貌を みつめる、 七よ っ 
と 変わつ た 生態 ウオッチング/ 


*^;^わか りたい あなたの ための 

凹 フェミニズム •入門 

フェミニズムの 理論の 見取 図と 世界 各国の 
が 巧が わかる 本 

フェ ミニ ズム 理論の 巧 取 図 及び 世 
が {こゎける 題な 怠と 運動の 状況まで、 
フェ ミニ ズム の 現な カ ミ' わ 力 > る 本/ 


图 ファッション 狂騷曲 


带賊 なる 化 •が、 ファッション 業界 
じを きる 人々 の 化 巧と 愚見、 をし 
て 巧 案/ 


画 軍部/ 

銃口で 韓園 をち 配した 強大な 組織 
その 巧く ベを 賣巧 

栄光の 人から 疑 慾の 人へ と 掠 落し 
たを 斗' 煥 大統領。 全 斗‘ 煥の 軍部 巧 
ホ 脱出 『一心 會 J とは 何 か？ 


四 道具と しての 英語 
単語 パワーアップ 編 

漠 字の 「へん」 「つ くり」 と 同様に 
ち 単語を 71 の 語根の 意眯 から 党 
えて 単語 力を 2 00%  ノ 巧ー ア ップ / 


圆 プロ野球の‘ 階み 

野球 巧の ための 脱 プロ野球 読本 

グラウンドの 外力 > ら、 プレイの 裘 
側から 野球を 觀臘〇 これが プロ 野 
球の 新しい 愉しみ 方 だ/ 


書な じない 場合は 当な まで わ 問い合わせ 下さい。 巧 03-3234-4621 み 価格は すべて 税込みです 


拙 冊^ 


呵 口 語 胃 尺 •論語 

現実を を さるた めの 書 


圆ザ •中学 教師 


高度 化する 黃本を お 社を に、 指標 
なくさ まよ う 明が: 人の 日から ウロ 
コを 落す 紀元前 5 化 系 己の マント ラ。 


励 高校野球の 真実 

熱気 倍 请の甲 テ 園 ウス ツチ ンク / 


四 


ゲーム の 窓外 性、 ネ 化が のな 惕感、 
が: 普と 力 う、 の 撒を く 最も ニ ッポン 
的 なス ポーツ A 中 子鹽 "を を 解 削/ 


晒] 映涵 の 見 巧が 変 わる 本 


今まで 誰ら 言わなかった、 言えな 
かっ け 化が I のが 婚糊旋 / 映帅 に 防 
された 「脚」 を おちみ 解 •く/ 


迈 D 欠陥 英和辞典の 研究 


口 本で いち ば' ん '充れ ている 典 和 さ 辛 
典は ダメ 辞谨 •だ /  n 本 語、 英語が 
方の 觀点 から 精 おし、 檢証 する。 


威を 粉碎 する やりかた」 編 

現場の 教師が が 験した \ ぶ 七 るべき 
親たち" の 生態/すべての 教師に 
捧げる 渝陕 〔親 退治〕 _ 


I わかりたい あなたの ための 

I 現 巧 写真 •入門 

号 真の 過去 •現な •ホ 来を 読む ガイドブック/ 

写 其: •の 系譜を たどり、 タネ 策な 写巧 
表現を おわた す。 写莫は 何を どの 
よ うに 表 巧して きたの か？ 


函) 超 フロレス 主義/ 

格關 王たち の バトル ロイヤル 

らっと も 感動を みえて く れ る恪腳 
お 戦と、 心っ とら 魅力 ある 恪關 '家: 
じついて 傲 底 追-求した 1 冊/ 


西) 地球 環境 •読本 

あるいは 地球の 病 じついて 
あなたが 間違って 信じで いる こと 

「地球を ずれ /  J の乂 か! 具の なかで 
信じ込まされ ている 〜が滿 "を、 第 
一線の) i 命 お 力 《微腺 的 {こがも 破る •グ 


画) おたくの 本 


应 D 気は 挑戦ず る 


「わた く」 はな 触 か按 社を を 統み解 

く キー ワー ドた； ロリコン、 やわ 
い、 コ ミケ。 どの 知ら れ ざる 化 態， 


安 义はデ カル トじ I 米の 心み 二 J 己 論を 
くつがえし、 をが 科学の パラ ダイ 
ム を^ 雙 える 新し い ェ木ル ギーだ < 


西日 日本が 多民據 国家になる 日 


回 D 中国 •危機の 読みず 


F-r 本に がり 化んだ 化ら の 期 場を 棋: 
視 して 単一 段: 族の 想が 崩嚷 する こ 
の 聞の 近 ホ來を 照が する/ 


励 ザ •中学 教師 

〔ダ y 毅 師瓣滅 作戦] 編 

金 八を 巧 巧、 熱血が 巧け し ダ' メたか 帥- 
など 無ち 旨觀 巧の 群れ に プロ 觀リ渾 
固が 宣戦を 布告し た •グ _ 


西] 80 年け の 正体/ 


中 齒ウォ ッ チヤー たち 力が リカ  >  す、 
中 園のを 機を 読み 解く ための 祈し 
いネえ 点の 数々/ 


西！) 女が わからない./ 


巧には 理 ^ 卒 で’ きな く なって きた、 
[女] の 現 化を めぐ、 る フイ— ルド ワ 
—ク。 


函) 競馬 ダントツ 読本 


80^ 代は どんな 時代だった のか？ 
ハッ キリ 言って 广ス カ」 だった。 こ 
の 本は 「尧 を」 につけ る クス リ でず •グ 


統 罵の ホンえ が こ こに ある/ 
ズバリ 的中 の 痛 快感/ 


含な 【こない 場合は 当社まで お問い合わせ 下さい。 巧 03-3234- 


価 おはす ベて お込みで ず。 


じ 回 男が 危ない!？ 


「 欠の リ がた J の。 かで •孤 か 城 役の リ 
たも。 「•パ」 の お 化れ ぶがい ま、 ホ 
らシ めて 問われて いろ/ 


り 4)、 、 まと、、 きの 神サマ 


UFO、 わ ま じない、 超 能 乃、 ん し、、 

ハルマゲドン、 が り11; 戦！: . オカ 

ルト のメン タリ テイ を 振み:/ 


匹] ぞ宙 論が 楽しくなる 本 


四 新版 •学校に 巧かなぃ 
進学 ガイド 

雌.、 お贴 で’ なぃ ザ 校、 1'-]  H 歧:邮 い 
''も I が 内- 海外 巧'？ ••む どぃ ますぐ 
なに、’/ ••つも 拂 f  • 傲/ぶ ダイ ド。 


应] 英語 辞書 大 論争/ 


乂阶! のネ It 楠は 本*! だっ むの 力，？ 化 
統と 権 城 おが に I 口 I して 勝ちけ は あ 
るの か？ 「論 か 找」 観戦の 平 引き。 


り!] 天下 国家の 語り 巧 


アイ ンシュ タイ ンカ > レ ホ ー キング 

の ム拂刚 •論 ま でみ i 化 宇り! •論の ぶを 
胆 お I  / 


に D 非常事態の ソ連 

ソ連 人 じよる ソ 違な 会の 病が 報 普/ 

ソ述た I ••を 装う をが を 則 •紀の お、 ネ I: 
な丰か ドの 混, 礼、 じ; 浓の 政治 不 も;;/ 
ソ述の ル' ぶみ がみ か の脯 W む 叫び < 


应 J プロレス じ掛 朽ノ 巧ード 


鬥 本と 川 ••が、 政治' ともお 巧を めく、、 る 
「利脯 J の検削 i  / 「お前 Li を 化 おか 
懦る がす 人 地 お// 


に！) 変な ニ ッポン 


カイ ジンが 巧 さな、 そ ラ 思われで いる この 国/ 

海外で' を け 人れ し •) れる ニッポ ン み! 
みを 合わせ鏡 にして、 ジパングの 
叫 化を 化 兄/ 


77^ 誤解して いる あなたの ための 

^ 新釈 どうぶつ! 


つ 読本 


滞 泊す る 芯 お 巧、 おおの 神々、 人 
がりん かこして おがの 义 化と しての 


(]^道具としての英語 

英語の 難 媛/日本語の 発想 

fi 本人な じ パ 能 でら わかる 力 を、 拖骗 
で表视 できな L 、言葉に こ だ わり、 

II 本,! 巧と 叛语の 化恕 の述 L 、をが る < 


匹] セックス という お 仕事 


たにと っ て 風俗 廢 業と は 何 か？ は 
じめ ての たた n ナ によ る 七 ッ クス 庵 
楽を めぐる フ イー ルド- ワーク// 


日 到 江戸の 真実 

誰ち 挑まなかった 近 巧 曰 本の わか 0 方 


を 州 勿は 巧 •気ら すれば、 す 殺 しもす 
る。 動物の ホ 知の 化 •が を統み 解く 
嚇厂澗 論/ 


匹 D 競馬 おいこみ 読本 


夕ーフ を 切 X; け る •巧、 夕—フ に (附ナ 
る 人、 ター フを 翔ける 夢、 夕ーフ 
に乂 ける 物 能、 すべてが この 本に < 


画 科学 論争を 愉しむ 本 

お 学は も ラ ま延の 裁判官では なくなった/ 

エイ ズ論 争、 脳歹じ 論み む どの 論争 
の攒お I を ホ 巧き、 論争の 巧 •悦 を 探り 
科 ザの 化 体を 暴く/ 


匹 D 当世ぎ やん ぶる 読本 

やめられない 人たち の 懲りない 曰々 


リバ 治より らエ木 ル ギッシュで！ がか 
より ら磬 かで' 平 化より 扛 ダイナ ミ 
ック 4 •江戸のを カ ミい まこ こに 魁る。 


裳 ワザ師 力、 らフ ツーの 人まで ギヤ 
ン ブル- アド ベン チヤー むちの 天 
圍と 地獄/ 


書店に ない 場合は 当な まで お問い 含 わせ 下さい。 な 03-3234- 4621 ぷ価 おはす ベて お么 みです. 


山£] 道具と しての 英語 

暗記し なぃで 觉 える 英単語 

か晴 記の 苦労を L 、っ さぃしなぃで 
「単語の 力」 と 「起 語の 力」 が 刷は: に 
かこつく、 な 極の 呼' 帮 法。 

画] 謎の 島 •台湾 

小 思議の む- 台 ミ 巧を 逝 して、 いま 
おア ジアの 巧な; 资本ぉ 遊が 化え て 
くる/ いま お 湾に 興 解ず るワケ / 

画] スポーツ 科学 •読本 

最新 理論から 体力!- レーニングの 技術まで 

化现学 や物狎 .学な ど の报祈 成ぶ •を 
架し みむ がら、 茵 分で 尖 隙に 巧り！ 

し、 ホ 知の パ ワーを ひきだす 本/ 

1291 ザ •キ 学お師 

~ *子どもが変た7 

子どもは ちは や、 あなたの 巧つ でし ぶ 子どもで はない 夕 

人 衆 消 铅祉 をは いったい どのよう 
な y •どら を ホみ 出し たの か？ ’'巧 交 
にはい ま、 こんな 子 ど t がいる/ 

壓) 競馬 ボロボ ロ 読本 

激 を、 激 を、 また 熟を/ 

迈 D ライターの 事情 

ボー ダレス 化した 「基く 化畢 J の 境 場を 追う/ 

ボロ勝 もの 人ら ボロ なけの 人ら こ 
の 本を 説め/ 焼 俄 説 木 シリーズ、 
どと一のを 5 弾/ 

游 いてが ぐ 人び と の 化活と な 化を 
むず わて、 な胜が 報 礼を の 足：;- むこ 
ぶり 米る 破が 化み! をを さぐる/ 

应) 編集の 学校 

画} 裸の 自衛隊/ 

加 的/!: 庵 能: /J をが 削させる 尬 •  U 
f 本のな 完かザ お ，プログラム/ お い 
リ ーズ' 「使える 木」 巧 1 弾/ 

む 術れ をの ら のに 迫る こと でかめ 
て 明らかになった、 りけ ji 穿; 兰イ なの 
'中: 隙の 載くべき 化 炎の 数々/ 

1 

山 y 闕う 男/ 

アでク □ニ ズム のを 裝 

迈 ニ ツポン と 戦争 

われわれは 湾岸戦争を どう 語った のか 7 

ケン カの が 場から をのを 驚 •にボ る 
まで'、 一tt まるごと ケン カの 本/ 

天 ■ド 御免 •の ラジカル •ファイト/ 

ラ ジ カルな ザ 和 V: •跪か ら新保 かぶ 
ぶまで、 鸿岸 戦を をめ く、' って たれ 
流さ れむあ b ゆる 論 補^を 検細 する。 

画 宇宙論が 怪しくなる 本 

現が 宇ち 論は どこ ま で 信 巧で きる のか/ 

匹 D 研究す る 人生 

リ垂系 J の 彼らは 巧を しでし 、る のれ 7 

1 

宇宙論 ブーム の 昨今。 でら この 本 ' 
は あなたの 疑 が] に 答えません。 らっ 
t 宇' も •論が わか ご J むくなる 本で 寸。 

辛： 卜がホ 支が L と 岡- 11 本の 繫ぶを 鱗々 
と 支えて きむ 人び t の 情熱 •、審 び、 

楚、 不 ぶ、 をし み、 をして 人 化。 

【140] トランス フオー メーン ヨン 巧 ーク ブソク 

S □曰 間で 宫 分を 変える 目 己が 造 メソッド 

匹！] 恋をしない 女た も 

愛が わからな し \ 時化の、 ネムたち の 恋愛 さがし 

この 本は あ。 たが 自分で がき 込み 
ながら、 隙れ てぃむ 白 分に 気づき、 
自己 妾! をして ぃくため の 道具です。 

ダイヤル Q2 でかを い、 パソコン 
通信で' ホ 倫す るフ ツーの かの子た 
ちの 愛の 物 訊/ 

匹] 道具 どしての 英語 

嗜 記しなぃで 使える 英 熟語 

熟語を 使ぃこなして、 もっと 豊力 > 
{•表現す るた めの 广化 暗記を 義反 
対/」 の 学 磐 法。 

11111 巨人 列 j 云 

われわれを 概惠 しする ケタは ずれな 
人物た もの、 とん でらない ホき 方 
に 巧る 人 ド 測 生の 硏 '発。 

書店 じない 場合は 当な まで わ 問い合わせ 下さい。 任 03-3234-4621 夕を 怖は すべて 祕 込みです。 


別冊が 


(M] シナリオ 入門 

シナリオ は fl 央像 ドラマ の 設計図 だ。 
映像 ドラマ を 言葉で 表現す るた め 

の レツ スン/ 

迈口 変態さん がいく 

倒錯した 性愛に 情熱を ホく、、、 セツ 
クス ゎむ く たもの ホ活ウ ラ 公オモ 
テ！ 本当の 変態たち 力す 語り 始めむ！ 

田 DFI 激走 読本 

ニ ツポン の F 1 ブーム は どこへ 巧 
く  ？ この ブーム を ブームで 終わら 
せない むめに！ 決を 版!！ 読む F し 


画 競馬 名馬 読本 

广 お 照の 時化」 80 ザ •化を 巧 ド •けす 友け む 
111 頭の 物語。 誰が なんと 言ゎう と、 
この, 巧は 私に とって お厢だ /  _ 

匹] 農業 大 論争/ 

普通の 人には 理解し にくい、 段 業 
をめ く、' る 論争の すべて が こ の一 •冊 
で わかる/ 

迈 D 我らが バブルの 日々 

パ、 ブルと と むじ 生き、 パ、 ブルと と 
もに 眠る 企 胃 ± と アウト ロー た 
も のを と ノルマと 女の 物語 ツ 


宝島 社- 出版 案 巧 


別冊 宝島 EX 


絵画の 読み方 

感動を 巧ます る、 まったく おしい 巧 的 アブ □ー チ/ 

み册 まを^ 部 •穎/を 価 1010円 


名画は、 見て 「感じる」 より 
も、 読んで 「わかる」 方が わ 
も しろい/まず 解読/ 鑑なす 
るのは をの 後 だ/ 

ニュース •キヤ スター 

ジェシカ •サヴ イッチの 宋 光と 挫 巧 

グゥェン ダ •ブレア •著 
岸 野 郁枝 •訳/を 価 2000円 

ひと りの アンカー •ウーマン 
のキ 坐が は TV ニュース 報道の 
崩壊だった/  TV 界の 内幕を 
拱る 迫真の ノン フイ クシ ョン < 


に 夕- 上の 冒换 

巧 辺浩ま •著/を 価 1300円 


「テク ノロ ジー」 の 先端 シー 
ン を探險 していたら 「神秘」 
のな にぶい 么ん でし まった/ 
現実 力 5、 SF を^した/ 

父親 主義 

辻 か •著/を 価 1500円 


み づ •どら の お 宵 談義を 粉砕 
する ウルトラ 常!® 育 論/日 
本の 父親が 語る 子育て、 学 
校、 教育 じついて。 


書店に ない 場合は 尝 社: まで お問い合わせ 下さい。 S03-3234-4621 装を 価は すべて 税 送み です。 


書店 じない 場 含は 当社まで お問い合わせ 下さい。 003-3234-4621 がを 佈 はすべ て祕么 みです。 


A 視覚り 時代々 り 斬新な 発想法/ 


新装 版 

図解 発想法 

巧 的 ダイアグラムの 巧 術 
西 岡文彥 •ま/ま 価 1600円 


巧媒 のな 村 料を 熙化 する 対 1 的ノ 
ウ ハウを 体系 イヒ した 手引きみ/ 
雛が ろ •巧 坪 濟の 説が から 広吿な 
瞬の 立案まで 巧吼 できる// 


編集 的 発想 


側と ィ>< -ジ〉 を レイアウト する 
西 岡文彦 •著/を 価 1300円 


組み合わせ、 編み 化す 工夫の 中 
じ刖造 性を 託聊: する ための 終 お 
人 門 載 祀がの お 術歡 削 造 力 
を剌獻 する 説 巧-論と してら あ 用。 


別冊 ま 島 巧 4 

編集の 学校 

ミロのを 産 能力を 全開させる 
超 •具が 的な 完全 学 墅まプ □グラム/ 
別冊 まを 編集部 •《/ ま 価 1010 巧 

か爾ブ J をつ けたい、 イマン ネー 
シ ヨンを にげたい、 クり エイ テ 
ィブな 仕が がしたい w。 そんな 
人は こ のみ 巧で 啤: びな さい/ 


「やりがい」 の 構造 

自分の 価値の 発見 術 •実現 術 
西 岡文彦 •著/を 価 1030円 


本当の r やりがい J を摊乂 し、 な 
の 内 じ游 ぶを おた す 「方法 J をは 
じめ てけ りかす 卿 tj め' め 相 潮 1 你 
本 /n イ本 的に 巧 【こ 立つ. グ 


や D がし、」 の 
巧 造 


THE  CD-ROM  WORLD 


7 ル チ メディアの 時化が やつで 巧た/ 
GTV •お 作/ HIPP0N  SUPER/ •編集 
を 価 1200円 

人 削の 射が らし さを、 どうや っ 
て マシン じ、 メディアに 超き が 
える 力 >?  2 りか 紀を 迎えよう とす 
る 今、 腳 るが: が 貼 先端 レ ホート。 


モニター ■上の 冒険 


SCANNING  ADVENTURE 

巧 ぷ浩或 •ま/を 価 1300円 


みが; の •を 脱 ビジ ネス マン 途 のた 
めじ、 财诚 メディア- シーン 
をち おき 明かして みせる、 ま 巧 スタ 
イ ルの ビジネス 试 


IS し AND  BOOKS 


能カ トレー ニンクな) 技術 


脳の パ ワーを 全開 じする ための 
体系の な訓 撤去/ 

佐 唐 正な •ま 巧を •共著. を 価 1400円 

み 体と しての 恥; を锻 える ためじ 
ほ 脱の 广体 巧」 力、' 必要で ある/ 
自分で でき る 能ん 訓練の 尖 際/ 
人 問の 脱を 「作: 巧」 ずる も 


に LAND  BOOKS 

イメージ 生産の 技術 


西 岡 文を •著/を 価 1400円 


イ メージ がつ かめない、 つくれ 
ない、 伝わらない、 化 ぇられな 
い 人に 贈る ワーク ブック/ イメ 
—ジ な旌を マニュアル 化した 本。 


書 叙 こない 場合は、 » を じご 法の こなる か 当な まで お P か、 合わせ 下さい。 fi03-3234-462U を 術げ ベて お込みです。 


%% 


現場、、 から 別冊 


の ルポ ルタ 


ジュ 


ま: 価 各 1010円 (税込) 
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常設 店 


(千代 田 区） S 省 室 « 巧 巧 田 本店/ ■泉 フック マー K/ 需泉 クラン デ/東京 堂 « 巧/丸 養 お茶の水 店/着 巧 己 RC/ 
いずみ 需店 南口 巧/前 田 書が/己 M 巧ケ 谷/山 旧 ブック ガーデン/バイオ ニア ブッ クス/化 屋 水道 宿 店/プレスた ン 
ター 丸 善/節 田 宿 »庙/ フックス 化 田 唐 巧迈巧 店/改造 巧 国際 ビル 巧/巧 正 堂が 寡 原 店/法 政 大学 巿ケ谷 生協 店/ 搂 
巧 書店/山 王 ■房 （中 巧 区） 八ち 洲 フックた ン ター/ 巧 巧 ■巧 本店/旭 屋お座 巧/福 家 ■店/ 教文館 （港 区） モノ レ 
ー ル 山 下 •店/ •原 巧 巧 店/ 义扁室 新 宿 店/巧 裙巧 ■居/ « 山 己 CTt 本木 店/誠 志 堂 東 曰 ビル 店/ イ グレグ 書房/金 
化 堂/ ス扇堂 ホ 巧 店/流水 需 房な 同远信 巧/ ア シー ネ 泛公函 /U — フル ダール/流水 塞 房 青山 店/福 家 需巧再 お 店 
(巧 宿 区） 紀 伊国屋 本店/西な 新 宿 フックた ン ター/巧 星 堂 巧 宿 NS ビル 店/福を 誉巧巧 宿た ン ター ビル 店/福 家書 
店 巧 巧 ピル 店/ 蓄ス 堂/風 ■房/ぶっく らん ど/巧 林 室 書店ち 田 馬場 店/ソー フン 堂 需运再 田 馬場 店/いちかわ 書 
店/ラムラ 巧 進 堂/ 义馬堂 巧巧 巧 店/フック スサ カイ 巧 巧 ブラス） / 早大を 協 コーフ プラザ 店/早大を 巧夕 学部ち/ 
丸正バ ラエ ティ ブッ クス/ 才ー ブック ス 省 窒再田 馬場 店/ホ 巧 堂 書店/フックス 巧 田 馬場/お 木 ■房/ ブク クス 
S ヤ / ヒマラヤ 蠢 巧/工学 巧 大学を 原/あゆみ フックス 早稱田 店/ = 省 堂 新 宿 西 □巧/ = 省 望 サウス フック ポート / 
雄! S 垒化巧 宿 店 （文 京 区） 栗 大生 巧本郷 ■巧 部 （台 巧 医） 巧 正 望や适 店/リブ □ま 章/巧 正 堂 丸幷上 巧ち 〔a 田 区） 
ゾフ □錶糸 町/フックス h アー錢 结糸巧 店 （品り I 区） 巧 這 五 反 苗 巧/ リ フロ 大巧/ 夕星堂 大巧 ニュー シティ 巧/アイ 
フジ クス 目 黒 店/浜 苗 山 » 房 目黒庙 / 巧 ネネ 堂 大な巧 店 省 望 义な巧 巧/巧 文 堂 大并巧 店 （目 お 区） 巧义 望/ = 省 堂 
自巧ヶ 氏 店/東大 挽 項 ま 協/フックス や 川 （大田 区） 巧 化 堂满田 店/ ACT4/ アク S フックス サン カマ タ/いけ だ ■ 
店 大巧/お 义堂巧 ピル 店 （巧坦 谷 区） 巧 文 堂 《 店/ブック;) < イツ 巧 堂 店/ぶ 巧 ■店/サン マーク » 店/アイ フックス 
祖師 谷な 【巧 谷运） = 省を お 谷 店/がが 困 运お谷 巧/ 大盛 堂/姐 屋お谷 店/放 文せ/を 画 塞 巧/リブ □お 谷/ブック 
ス K ア鉛原 宿 店/を 港 堂/巧 山 学 お 大学を 粧 （や 野 区） オー フックス 沼 巧 店/明 运 / はた 《 厘/巧 巧 望 ■店 巧 幷お師 
店/巧 林 堂/あか つを 書店 東 や 巧 店 （お 化 医） 新 正 堂 下 井 夏/現代 禱 店/書 原 お 並 店/ ■楽/新星 堂な 蓮 店/ブック 
むン ター 巧 蓮/八を 洲已(3 巧连ル S ネ 店/ « 义巧巧 運 店/明大 巧 泉 生®/ ヴン フックス 滨田 山/ 淚田 山* 房が 上水 
巧/フック ガーデン/西 巧 バー ム ガーデン/ 奋円 寺义巧 センター/ 湘两 堂/今 野 書店/ 僖愛 書店 （な 馬 区） 爾山结 / 
ゾ フロ 光ヶ 反/がな 堂上 石 巧并店 /J 巨 B» 馬 店 （SS 区） リ フロが お/パルコ = 省 堂/化 屋难装 巧/巧 林 堂 ■店が 巧 
店/ •原 推ち 巧 店/な 巧 ■店/巧 巧 堂 本店/新 宋堂 アルバ 店/成文 堂 集 镇巧前 巧/寿 楽 巧 栗 急 八 ンス运 〔巧 巧 区） 交 
影! 堂 西 台 巧/フック タウン/巧 交 堂 ■巧 大山 巧 けヒ 区） 曰 扇 ■房/曰 鳥需巧 アピレ 店/ 昭巧堂 （足 立 区） 义教 尝巧ノ 
巧 店/近代 書 巧/良 文 堂ち やせな （aiffi 区） 詩泉樂 / 义お堂 爾 戸 巧 〔江戸川 区） な 巧堂需 巧か爸 巧/あゆみ フックス 
说江 店/明 巧 ■店 （武度 巧巿） 弘巧 堂/パルコ 己 C 吉? 羊 寺 店/が 伊 国 屋栗急 店/ 阳お フックス （=a 巿） 東西 審 房/ = 
省 堂 =« 店 （小を 并 巧） 巧 西 ■房 小を 巧 巧/かご や/ 夕巧堂 ル 轰井庙 / 义巧 望が かを 并店 (巧 巧 巧) パルコ 己 C 誠 巧 度/ 
巧 光 ■店/萬 光 •店 南口 店/かもしだ ■店 （巧 や 巧） 當ス堂 おや 店/営 文 堂 中 河原 巧 （国 分奇 巧） = な 望 国分寺 巧 （国 
な巿） 栗 西 ■店/ち 田 謙 店 （田 巧 巧） 旧 お ■店 （巧 谷巿） 正 局を 本店 （小 平 巧） 夕巧當 小 平 店/文教 堂が 小 平巧/— 
宿大を おち/貼 义堂 ■店 （栗 巧 山巿） ス 巧を 栗 巧 山 店/丸 山 ■房/あゆみ books 巧が 山 店 （な 川巿） オリ スン ■ち 本 
店/オリオン » 巧 ウィル 店/ BC リフレ 若 巧 町 巧 （曰 巧 巧） 當义堂 ■巧 苗 巧 巧/普 文 黨霧店 巧 西 店/ = が 望 担 田 巧 〔八 
王子 巿） く まどね ■店/ = 巧 堂/ 宮ス堂 八 王子 巧/ 义巧 堂め じろ 台 店/や 巧 乂学ホ 協/普で 堂ち 尾 店/フック ダム/ 
パル ニ 巧 空め じろ 台 店 （巧を 巧） で 巧 隻福生 店/フックス タマ （青 巧巿） フックス タマ 午 か 巧 店/フックス 西 お 巧 （を 
W 巿） 普 巧 望を 巧 センター 巧/くま さわ 謙 店が ヶ fi 店/栗 西 •房 巧讀 校' ヶ反 （巧 田巿） ち 巧 望 的 田 店/ 义が堂 巧 川 店/ 
山 下 •店/ 义美望 小 田 急 巧/ 义 美を 乗を 八ンス 店/福 家循 店/文 お 望 南な 巧 店/ ス巧望 小川 度/ 义美堂 化 巧 店 （旧 島 

m) フックス イケダ モリタ ウン 店 （邸 巧币） 化 ま* 房 楠 城ち 沼 お （お 巧 巧） フックス 武巧谎 巧 巧 （孤げ 巧） フックス 
タマル 巧 店 

〔横滨 巧） 有 巧堂イ たヴキ 巧/有 K 堂 西ロ ダイヤモンド 店/ち 煤を 栗 □ル S ネ 店/おお そごう フック センター/ ジョ 
イ ナス 栄松 堂/？ L ま ブック メイ ツ巧滨 店/巧 奈り I 大学を 協/お 滨書馆 / 义お堂 巧 寡 台 蘭 □店/ キ ディラン ド 憤 滨巧巧 
ほ/フジ クス シーガル/フンク スキ タミ 港 巧 台 巧/大巧* 巧/巧 ■巧 バース 巧/浜 ■ち サン モ—ル 巧/フックス キタ 
ミが 島 巧/ち 晚堂 戸な 店/芦田 ■店 能 見台 巧/横 お 巿立义 学を 腐/ 閣東 学院 大学を 巧/天一書 巧巧資 巧/横 滨 围な大 
学生 谅 /巧 応巧整 大学を 協 曰 苦 店/アーバン ス巧 堂/文 巧 堂 栄上捆 巧/文が 堂 巧 戸 巧 店/交 巧 菓=ッ 巧 店/ 夕 巧樂弥 
S 幫虔く 5汽 空 戸ち 賣 店/又 教堂 ずず さ 巧ち/ 义巧冀 街 滨本巧 店/天 一 ■房 巧 居 店 （川 巧 巧） 化吉 ■房 かお 店/有 巧 
を 川 衔アゼ リア 巧/文 巧を 巧ノ ロ巧/ 大ぽ ■店 百き ヶ迁が ビル 店/ リフ □川伤 / ち 巧 室 R 巳 巧/丸 咨 ブック ソ イジ/ 
夕^ 莖 巧を 店/ 夕 巧 糞 上 巧 店 （巧須 巧 巧） 平 巧 ■房 WALK 店/平 巧 ■房が 前 店 /U ブロ «須»/ 平 巧 ■房 本店 〔巧 巧 
巿） ゾ フロ® ミ 巧/コスタ フックた ン ター/ 育 蹲 望 巧 巧 店/交が 望 六を 店/なお 望 辻 蜜 店/フック センター よむ よむ 巧 
が 瓣南店 〔な詹 巧） 島 森 ■店/島 巧 ■店 大船 巧/目が 堂/ 义が堂 巧を 店 （巧ヶ 巧巿） 川上 書店 ル £ ネ 店/ブックた ン 

2二ま^^ま£Sヶち這Jち受巿)A义巧堂巧之宮店 （伊 お 巧 巧） 楠 巧 書店/巧 巧 原 ■巧 （棄巧 巧） 巧 田 唐 II 房 お！? 店/ 
が お 原書 店 巧 巧 店/巧 お 原 ■巧 お; 巧 S  (ル 田 巧巿） 巧 巧 治 霧 任/文が 堂 小 田 原 店/フックス •カネコ （巧樓 巧 市） ス敢 
望 星ヶち 店/ブック スア S/ ス巧堂 巧 巧 大巧 店/フック メイ ツ巧巧 原 巧/ スが堂 巧 巧 台 店 （大巧 巿） フックス オオ S 
ゾ 大巧 店/ スお堂 巧® 巧 谷 店 （巧 木 巧） 有 议堂巧 木 巧/石 巧* 夕堂巧 ビル 巧/巧 旧运 ■房 本店 （巧 M 巿） ワコー 《 巧 
巧 面; 台 店 〔巧 山 巧） 夕お堂 城山语 / が お 原 ■店 城 山 店 （巧 山 巧） 义巧堂 寡 山 巧 （大巧 巧） スお望 平 塚 店 
(モ 巧币） パルコ 改造 社/中島 ■巧/た ント ラル ブラ ザを 田运 / キティ ランド/千 巧 大学を 巧/ 义お堂 小 度 台 店 （巿 
。硬 )ア ゴフ ツ クス/ 大お •巧/くま ヴね •巧 本 八 巧 巧/日 C バ ティオ 〔が 巧巿） = 省雙巧 船宿 店/リブ □舶 お/値 居 
船 ♦奋 店/な 巧 室/八 ルコ巧 ネネ 堂 津田巧 店/文 巧 室を わ 店/とさわ* ち （涅お 巧 巧） ミ 田 居 フックス 津田巧 （化 戸巿） 
巧 正 堂が ビル 店/巧; 了 良义 堂/ユーカリ ■ネネ/ 才ー クス 已〇 ちよし ケ fi  (巧 巧) 巧 星を/せ 紀 堂/スカイ フラザ アサノ 
(mism) ス教堂 巿原店 〔巧 含巿） フジ クマ ーS なくら （浦 安 巧） 义巧堂 浦ち 巧 店 （八 千げ 巧） 义教堂 八千代 台 店 
(浦 巧 巧） 須原运 / 須原度 コル ソ 巧/- 巧 望/ 1 奇玉乂 を 腐/若 满 ■店 〔乂 客巿） 巧 苗謙义 堂/巧 巧 堂/フックた ンタ 
一 fP 苗^ = 省 堂 フック ポー S  (ち 野 巧） 文楽 ■房 （巧 巧） 須原屋 巧 巧 （上ち 巧） ロダン 合宿 空/目 月 林 望 上 尾 巧 〔巧 8 
巧） 東おプ 、と クス 朝!! 台 店 〔巧 産巿） フックスキ1^メル/タナフックス （お 木 巧） 新星 堂 （川 巧 巧） マ イン フック/ 
いけ だ «庙 （巧 巧 巧） 巧が 堂/ 芭樓 ■房/ 旱 稲田 ■房/パルコ 已ご 巧 巧 ミ 尺 巧/いけ だ 書な/フック ランド タ、 ノ デ/、！/ 
スお堂 巧 巧 店/白 .C よむ よむ 西 巧 山 ケ反店 （巧 山 巧） 交 巧 室 巧 山 店 （乂巧 巧） 义教望 入 巧 店 〔大幷 町） プック ピア （巧 
户 巧） 雄峰 堂 巧 戸 店 （巧 谷巿） 化 吉書巧 巧 巧 谷 店 （奋曰 部 巧） 交 巧 堂 さ 曰 部 巧/酒 幷 ■店 や 巧 巧 （お 父 巧） 時智 堂り リ 
口 m) 文教 堂 東 川口 店/を 鮮« 店ち 店 （巧 化 山 巧） フックス 空 ± ち （お 谷 巧） 須 原ち 熊 谷 店 （資加 巧） 巧 島 •语 / 奋 
砂 フックス （八 滿巿） 巧 居 ■巧 （= 郷而） 巧 島 書店 （白 再 巧） 曰 .C ひま わ 0 
(宇都 宮 巧） ams ブック センター/ 巧 星空 （小山 巿） 進な 堂が ビル 巧 （前 巧 巧） 巧 乎を/ リフ ロ前 巧/ ス H 堂 間运巧 
店/で 巧 堂 本店/ ス 真を 下 小 出な 〔再 巧 市） 戸田 書店 再 巧 店/再 巧 新星 堂/サカ 斗需庙 /ATOZ 荒 巧 巧 （义田 巧） ス 
巧 堂 巧な 店 （巧 巧 巧） 户田 •店 巧 巧 巧 （水 戸 巧） 川 又 書店/川 又 ■店が 前 巧/ツル ヤ己 C/ リブ ロ か 戸/ AtDZ 水 戸 
巧 （±满 巧） 白 石 •店が ビル 店 （牛义 巧） フック ランド カス S 牛义 （餘田 巧） 武石 ■巧 （つくは 巧） 友朋 望/ リフ □ 
つく ば/巧 巧 义学丸 香 （唐# 巧） 文 お 堂 鹿 夏 店 （ち并 市） ス巧堂 着 井 巧 〔巧 巧巿） 文教 堂 滿巧店 （曰な 市） 8.已 巧 お 
S 曰 立 店 

けし 巧巿） 宙興堂 索 急 店/化 這 ネし巧 巧/ 站巧堂 ネし巧 巧 巧/ 弘巧堂 地下 教 店/巧 正 堂 そご ラ 店/化 大学を* 房 クラーク 
店/化 大学生* 房 巧 巧 店/ ゾー フルな にわ/紀伊國屋 ネし巧 巧/明 正室 12 号 店/本の 店 着 本 化 巧 巧/本の 店 岩 本 平 岸 
店/五番館西武 塞 巧/巧 正 堂 石 狩 街道 巧/本の 店 岩 本 琴 似 巧/本の 巧ち 本 巧 道 店/ビブロス 新 寒 似 店/ 駕 居 巧 おち 
(西 巧 巧） 西 お ブック センター/ 趙夕を ブックた ン ター/ フック 八 ウス 大ス 堂/森 文化 堂 （巧 川 巧） = 省を/化り I* 
爾堂 本店 （苦 小が 巧） 化 屋若か 巧 店 〔巧む 巿） 信 正 堂 巧 丸 店/ザ •本运 とん バレ ッ K 巧/ ヴ •本屋さん 東 巧 （削 巧 市） 
訓巧 巨 C 〔き! ■巿） 室两 工大 （小 « 巧） ビブロス 小 巧 朝 至 店 （広# 巧） フック ブラ ザ 化 広 島 店 （な别 巧） フック ブ ラヴ 
江 別 

(青 巧 市） ぶ 田 本店/ぶ 田 サン ロー ド 店/いけ だ 《 巧/巧 田 本店つ くだ 度 （站 前巿） 紀 伊困运 5A 前 巧/今 泉 本店/% 
前 大学 文 京 巧 （毎 巧 巧） 東 山 堂 ブックた ンタ ー/ 着手 大学生 協 （秋 田 巧） あぶみ 書房/秋 田 大学を お/キャッスル ブ 
ックた ンター (山 お 巧） 八 义ぞ屋 / 能 山 ■巧/山 お 大学を 原/こまつ 謙 巧 （仙 台 巧） を 港 堂 ブック* tz ン ター/を 港 堂 
泉 店/丸 善】 41 巧/アイエ 本庙 / アイエ 巧 前 店/八 巧 洲 叢ち/丸 塞/ち 山 霞 店/巧 山 ■店 東一巧/ブック ス なにわ/ 
東 化 大生 協 文系 店/東北大 生協 理奚 巧/東北大を 巧 工学 g[3 店/東 化 大生 瞄お巧 店/ ブジ クスみ やぎ （活 * 巧） 着お需 
店 コルニエ ツ タヤ 店/博 巧 堂 （を 津若化 巧） を津 フック t ン ター (郡 山 巧） 東北 書店/散 山 フックス トア_ 

(甲 巧 巧） リ フロ 甲 巧/巧ち 室 •店/文 お 堂 甲 巧 店 （伊那 巿） ニ シヴワ 》 巧 部 （が 本巿） 化 本が 巧适 な/フックス ロ 
ク サン/巧 林 堂/バル コブ、 ジ クたン ター/ 信 州 大化本 生協 （巧 巧巿） 平安 堂長舒 巧/平 巧 堂ち 田 巧/平 巧 尊 运巧大 宿 
店/長 谷川 書店/巧 遣な （須巧 巧） 平 ま 望 須巧店 （ほ 草巿） 自巧 ■巧 本店/ 自巧 書房 バル コ 店/ 岐章 大学生 協/ 自巧 
« 房爾山 店/ 大洞堂 肢阜栗 巧 （美 囊加巧 巧） 丸 ま 書店/云 洋室み のかち 巧 （を お 見巿） =洋 堂を を 見 店 〔大 垣巿） 义 
祠堂 フック 2 如 店 〔巧 巿） S が 堂 関 店 （瑞浪 巧） S 洋堂谎 お （を お巿） ラつ のみや 片巧 店/を ミ 尺 大生 協/福音 巧/化 国 
書 ネネ 香 巧 巧 本店/大巧 フジ クたン ター （巧々 巧 巧） 壬 巧の 本本 店 （巧满 巧） 紀巧國 屋巧賴 店/化 光な/わ ソン -ド- 
义 信望/ま 松 堂/巧 寫大 生協/ 夕侵堂 書店と やの 店/曰 提 戸田 ■店/フック マン （R 岡巿） ブック スアシ タパ/ ブッ 
クたン ター 長 岡/巧 張需 巧/巧 化 望 （上楚 帝） J 己 白 平安 垒上お 店 （= お 巧） フックス ササ 八 ラ （S 山 市） 巧 巧 堂 ■店/ 
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中国 •四国 


九州 


巧 川 塞 巧/巧 巧 堂 マリエ 运 / じ 00 ks なか だ 本 巧/日 〇 口  ks なか だま 巧 店/ books なか だ舆田 巧/ 义巧窒 お 塚 巧 〔ち 

岡 巧） 文 巧を 本店 （S 巧 巧） 福 巧 大生 18  (巧 M ホ） モ田 書店  一  一… 

r ご g 巧） カル コス フック/文 泉 堂/ 夕正堂 旧が 店 （春 曰 井巿） 麟川 =洋 堂/ま 誠 堂 アオキ （小が 巿） 云洋堂 （尾 巧 
値 巧） フックス かま くら 102  (巧 城 巧） 巧 巧 ■店 （间 B 巧） サン ■房 けリさ 巧） フックむ ン ターち を 涛望 がを 巧く 
8易^8育乂学ホ協11括部 （西 尾巿） S を 堂 （■巧 巿） 巧スお ■店/ち 川 堂 （*巧 巧） 兰洋 堂ち が 店/ =洋 堂巧严 ち/ 
a 田 巧 夕 IS  (津 巧） 別 巧 ■巧 南 巧 店/別 巧 •店 U ビル 店/ SSfi 大学を お （樹 巧巿） 別 巧 ■店 船 江 店 （四ち 重重;^ 賣爲 
本 這^ シエ トゥ 白 巧 ( 巧 唐 巿いン て トウ 白 巧 ススカ （ お 巧 巿; 江 巧 ■お/巧 面 谷 島 度/戸田 需店 SBS® 巧/苦ち 5 ち/ 
戸田 •语 巧 を 店 〔巧 ま 巧） 宝 塚 マル サン 塞 店/普 巧屋巧 誌ち （函窝 巧） 戸田 書 巧 函南店 （寫 ± 巿） 口 ffl 書店 (* ま 養 
巧） 戸田 •巧 （巧 水 巧） 戸田 ■度 本店 （巧 ま 巧） 戸 ffl 需 巧/谷 島屋大 》 语 （巧 枝 巧） 巧 巧 江ち 書ち く宜皇 •屋 ち普 
巧） TANAKA  BOOKS  (巧夕 巧） 戸田 II 店 （滨 化巿） 山 本 •店ち 楽 街 店/山 本 11 店 ー チイ 店/を 島屋 需店メ イワ 

うを 占? 含 8 妄 52 夕 舞 三 詔 基^ 端 （昭巧 区） ァスコ ■巧/みゃ 兰茸堂 本店 〔谎弓 駐^ 璧 5 吟 

(モ くさ 正夕 ffi/ が 下 =洋 望/ ウ ニタ醫 店/ちを 运乂 生協 南部/る 古 屋大を 協 化 部 （る* 区） 白樓 •房/ ポ 
S ン のに 場 （天 白 区） ヴィ レッジ バンガー ド/大洋 害 店 天 白 店 （が 田 区） 泰夕を 曰 化 巧 巧 （巧 区） 二 洋堂馆 巧 店— . 

【中 巧 反 1 ヒ バリヤ ナンパ 巧/ナンパ フック センター/ 旭运 ナンパ 店/高 島 慶權巧 •がの 木/ぶ、 荒橋ア たンス /フック 
スタ イトー/丸 ま 化: ほ屋巧 （化 区） 巧运 ■店 堂 忌 化 下 街 店/ヒバ リヤ巧 曰 ビル 巧/巧 伊 函這巧 田 店/化 屋 本店/巧ち 
室/化 度 書® 巧 田 地下街 店 フロ 巧 田/大巧 ■店 （阿倍 巧 区） ユー ゴー ■运 / 化 度 アベ ノ 店/福 家べ ル 芝 度 J; 苟丄 I 
区） フックス h ア談巧 大吸店 （巧 》 区） K 々堂 京 巧 盾/大巧 •店/巧 夕堂巧 宿 （巧 田で、) 思 ご 芝を® く 5 記 巧 琴 ミ 

緑 || 遠/大巧 大学生 おき 中 店/フックス RIZA ほ 木甫） 巧 作 這 ■巧 （巧 市） 化屋巧 栗ち/フック スフ アミ 巧 
大巧 巧） フタバ 長 巧 店/お ま乂 書店/栗が レッド 店/ヒバ リヤ 本な/近 お 大学生 お/ヒバ ゾ ヤロン モール 店 （八 庚巿） 

i 搞 ォ ご# zi ミず は フックス •パル/ ィっキ 泉な If 店 蚀巧野 ぉ ブ 、ンク スフ 

ア タリア 巧 受巧店 （巧 巧 市） ア シー ネ光巧 池 店 （a 屋川 巧） 水 !》» 居り I 运  _  ムん — « 

〔京都 巧） あ巧需 巧/巧 巧な 子大 / 同志れ 大を お 今出リ I 店/ アオキ ■店/ 大垣 ■巧/心 "00 おを 革を 之 奪' iiSS 巧ち 
ゾ ー ブル 京 巧 烏 か 店/丸 山 ■巧モ 中 店/ u — ブル 巧 新 本店/ ャサご メィ h ごさ 甲黃 く^- 2ィ^ を 愛 資度賽 店/巧 

S 謂ろ 誤 課 暮^ 占 店 六^な か大 / サン 巧く？ ッノ クー スト7 魏 於ジ记 ぶ 蓋 55 室 ご ァ儀责 i 

已〇/ いのししを/ふたば ■房 山 科 店/マルヤ マ •巧 山 巧 店/ブック ス巧 巧が/み— ム巧な 田ち こ キャ 盤 ^ ち 
(が 巧 巧） オレンジ ポー h 城 巧 巧 （田 辺 巧） 同志な 大生 谅田辺 巧 （宇治 巧） g 々堂 S フイ アングル/キャ ッフ 子' 口 巧/ 
ブックた ン々一 巧 巧 巧 （八* 巧） ビフ ロス 八 巧 店 （亀闹 巧） ビフ ロス 亀 岡 店/ フッ クイン  ー、 

〔在 P 巧） ジャパン フックス/甲 南大を 成/巧 天 巧 イイ ン巧甲 巧/巧 戸 大学を 谅学 軍 店/巧 P ちちを 協 全 占 垣 go く 
巧/パ ュンク を サンバ ル 巧/ジュン ク望 センター 街 店/流 泉醫房 S 宮 巧/コーべ フックスち 少 ちかち 之 弓ち 蜜 *2 ご 
ぉ巧か /っ 一べ ブック ブザン っウぺ 占/ブック フスー ラ ムメ  h 口 こ ラべ 店/ ブッ クフ オーフ ムジヨ イブ フザ 巧/ず ま 

書房/巧 戸 巧 外国 涅乂を お/流を ■房バ ティオ 店/ジュンク堂 学 面都巿 雇/ビフ ロス 須 磨ち ヶさ店 ごス之 S3 至 73 
ム巧 巧や巧 巧/マぐ ノー ネオ ー パ 巧 〔西宮 巧） ビフ ロス 西宮 店/巧 西 学 巧乂を 協/ヤングタウン なるお （加を り 1 巧）/ 三 

•ソ受 ー ラム 加ち" 幅/巧 巧 窗 房 加を 川 店 （巧 石 雨） K ッ バンたー ルス （尼 《 巧） ゾフ □巧 巧く 2 王 台？*? si 爱 
巧巿） ぉ, じ、 堂 本店/が じ、 堂 •巧 辻并 店/フックス サン ヨー 田 寺 店/  (祭ち 巧） 》 々を 祭 良义 巧ち (窒 fOWlij 巧) 登ネミ 
ち; 郁 山 巧/水 義 祭ち 店 （生 巧巿） ジャパン フックス 巧 （巧 か 山 巧） 客# 平安 望/イワ キ孤瓷 （大津 巧） リ フロ 大津 / 

試; 当！ 5 ジ gS ク 5 ッタミ Sij 舶 IS  (近江八》ぉ） マィ ブック ホけ/フックス A な （R ぉ m) ir/SA ァヵ デミ":: 

〔闹山 巧） 巧が 困 居® 山运 / 巧连 を/か a 岡 山 巧/巧 山 糞 鹿 苗ち/泰山 隻ミ息 こ甲賣 •匯三 免 2 擊夕 さ覃^ ろ？ 巧 琴 
店/ビブ □ス间 山 at が 巧） 已3 苗 文な/巧 巧舱 ラィフを が店イ ニち 饱 タタ、 J 砖伊困 •養受 ま 驾く室 5?  く 六 為 I 
■口 / 広 文 お 本 通 0 店/パルを 正 堂巧郞 巧/フックス ラフ スー レ/巧 ロ ブックむ ンタ —/ 普 文な コア 店/スタ 公留* 
八 了 巧 店 （せ 曰 巧 巧） 普夕 なな 曰 巧 巧 （巧 店 島 巧） フック センタ ー ア オイ 八本 化 店 （巧 山 巧） 営 义な福 山 店/己 C 普义 

换驾 5 だ熙 裂!% 端ろ 端  > 巡 攫 ャスパ 店/ビブ □ス劃 ホを なち/普 夕なサ がアち SSKgf? 

々ケダ （が;!: 巧1 ろ 井 ■岳 本店/フック む ン ター 今な/己 C 今 巧 学 围通〇 店 （米 子巿） ブ巧蠢 店 米 原 店 井 •卓 本 香 

井 占 S 皆^ (* 取 巧 ■店 本店/ 定ち 糞/ 廊里居 P  く？;^ 写 辛 5 堅 望一整^ 奪 ご 2 完 

否 ± ■店畜 巧 店/フック ランド 》± •店 田团巧 店/* 巧 大学を 巧 （山 口 巧） 义巧望 山 口 大学 刖ち とま:^ 聖巧 芝を j 了 
巧 巧 1 っッ クス 中 巧 （宇都 巿） ブックつ ー ルド （苗 化巿） 客脏 本店/ 宮脏巧 座 店/客 赃巧港 店 （巧 巧 巧） をち ち 运^爱 
島 巧） ア タムと 患 ■房/ BC 平 巧/阿 液 届 ■店/ル 山 巧を 巧 バイ バス 巧 （ま 山 巧） 津山ぶ P 本* 序*:^ 直ぶ ち 忌 巧 前 店 （松 
山巿） が 巧 围屋松 山 巧/巧 运本 巧/巧 运大 街道 巧/巧 居が 化 巧/丸 二需 巧/巧 巧 大学を お/な; 山大子 生協!^  —  ^ 

謂 貫 麗ク鑑 S 難 5S 獄 Si 禮論誤 離 ig 諸:? 强 茲 gTiJ 編識 / 占 ザ — ■； •端く 藏 
S 觀纖離 ク造量 織 I ぶ 離日 祝ク 鱗-学 苗^^^^^ 

含 請 遺! 4 誤 織 k 謀 謂 厚 這 苗が 音 説 淪节猎 す 田 5| 謀 琴 恥 觸こ勞 な爵 if 還 

ディ 芝呈巧 W 松原 巧/を 華 堂 本 巧/化 パイ バスを 華 望/巧 ネネ 望を 巧 化 店/巧が 堂 巧 佐* 店/巧が をち ミ® 

店 (兵 本 漂） 巧 伊 面屋能 本店/まる ぶん/巧が 堂 お K ケ氏 店/日う 2 晝楚 5 店 ご骂巧 葦ち 巧 度く 質 Pg 巧 章弓复 受爱 

6 巿） さ 巧を 本 巧/お 巧 島大や 巧を®/ ブック ス みずみ 廣港 店/客 巧 堂 フック プフヴ / フックむ: を—。、 红 金 ささ 
巿） ブック タウン •カク/巧 屋 ■巧 大分 本 巧/バル コ BC/ 本の 開 ■堂 （やま 巧） 巧 屋や津 店 （別府 巧） 巧が 堂 5^51 本 
店/巧が 堂 巧 見 巧/明が 望 两山店 （風 巧巿） 巧 运延岡 滨巧店 （含 《巿） ，J まさ 2 ザ 声/声 琴'; t ノ^ <§吾夏23 く 

ミ や用宮 底 ■店 〔宜巧 巧巿） 旧 西 需房實 巧 巧 店/青 招 ■店 （が! ■巿） 宮昭 ■店 美ま运 （西 原 町） 琉巧 大学生 お/西 原 巧 
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見えない 時代を 照らし 出す/ 


我ら 家な き 者 

ホーム レスと" 冷たい アメリカ" 


ステファニ ー• ホリー マン •写 ま 
ビクトリア. アー ウィン •文 
ロバー ト .M •ヘイズ •巧 巧 巧 •訳 

を 価 1980円 

も iT かの ア メリ 々流 ピ: は なぜ' I •こ 
まれた か？ 聰を か、、 ぶを 追わ 
れて 裸] なする い j 临をア メリ 々は 
のり 巧て るの か!？ 


みんな やせる ことじ 失敗して いる 

を J11 那智子 •著を 価 1100 円 

nra  ^ 


る こ 


あなたは なぜ、 いつら ダ’ イエ •ソ 
卜 じた 敗して るの？ グイエ ソト 
を統 けて いれ ぱ、 絶 W こや わ >っ 
れ るの？ グイエ ッ ト (こ 倘 ついた 
あなたへの 21 か^ 


ビジネスマンの 精神病 棟 


漢巧誠 ♦きを 価 1400円 


I ビジ 本 A マシ 巧 

? な 株 

m 


!! 本の 睽 みを 丈: えてき た サム ラ 
イ たちの 人 ク! •:は なぜけ ホ —r したの 
か!？' L 鹏 める 12 人の 無 器 淵な リミ 
たちの 人/!: のがぶ 尔を描 く 广 •をと 
リ險」 の 物が/ 


ベリンダの 冒険 

馬で! 囚ブた スペイン〜 パリ 1 7 日 D マイル 


ベリンダ •ブレイ スウェイト •著 
海 都洋子 •訳を 価 1400円 

21 成の ベリン ダは ク！ I もが: いた 
ス ヘインの 人 地を けく。 めざす 
は パリ。 み! 化の おとぎ 話と 人が 
判 {こなった 剣 到の ノ ン フィ クシ 
ヨン， ベス ト 七 ラー。 


マフィアの 帝国 


ファ ブリ ジオ •カルビ •著 


小林修 •訳 
を 価 1980円 


が齡 


4  A  ♦♦  ^ 

，潑 

'バタ 

减 


ファミリ ーの ボ ス カ、' 「け: 黙の 巧 Ij 
を 破って がった 閒の 川; が/いま、 
がい ヴ エール じな まれた シ チリ 
ア •マ フィ アのが 域 力、 •接 かれる。 


麵 

，誦 


天イ まの 王国 

「おたく  J の 倫理の ためじ 


浅 巧 通 巧 •著 
を 価 1500円 

•ス裝 が 火 われ、 本が 術 制ヒ し、 
そして 广觀 J が W えなくな っ 
た/なな •ぶ 巧れ をの 「がか」 を 
吗み がく、 「わたく」 川; 化の ぶ 趙 

ぶの 诞 1 •:  / 


洗脳 体験 

二澤 雅客 •島 巧 お 己 •著 


を 価 1250円 


あ なた のが しい 隣人たら 力 制. •き 
わめき、 ももリ巧い、 むきあって 
「ちが') む 分 J じを わって いく 
「むじが 恍 七 ミナ ー」 潜入 f おお 

北/サイコ •ノン フィ クシ ヨン。 


モダン •マナー ズ 

自分 流 1 こち さるた めの 常識を 超えた 処方 害 


P，J  •才 □—ク •著 
ミ まさ 太郎 •訊を 価 1950円 

む お 人と の 义際術 か*^ っ 、デート、 
が 版 人 化の なの 引き おまで。 
A  • ビア ス のが 來と紳 される P- 
J  • ォロ ークが 巧い とばす が; 紀 
水 マナー 統 本/ 


もな 


害 店 じない 場合は、 書店 【こご ま 文になる か 当社まで お問い合わせ 下さい。 を 価は をて f 兑么 みです。 


お 


た 


の 


本 


9784796691048 


ISBN4-7966-91 04-9 


巧な 65988 -57 
き 価 1010円 (本体 981 円) 


C9436  P1010E 


1919436010103 


A 


〇 おたくの 現 巧 


ク ー  超人 伝説 

異能戦 ± たちの 聖戦？ 

夕 

アイド リアン 

C 級 アイドル じ 人生を 巧げ た 聖職者？ 

3 

アクション •、 CA ダ ~ 

巧れ なさ 無差別 テロ？ 

カメう 小僧 

八ン チラと 生 写真 じ 賭けたち 春？ 

帷た ちの デコ チヤ U 

子 どち たちの 神殿- 

コミ ケッ 

巧 巧 巧大の マン ガの祭 巧？ 

巧 か 「おたく j の 

をけ 親に なりた 壽 


PAR 


0 おたく 


f 


第 I 二のせ 


ロリコン、 二次 コン、 人形 愛 

仮 空の 美少女に 託された 共同 幻想？ 

一 ぉぃ族 

美少年 ホモ マンが に 群がる 永遠の 少女たち 

3 

ーリ n ン とや もい 接 未来は わる のを： 


